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時に 間斷 なく、 往 丄「. 來は 一線の 上に ig^:: り。 夫れ 現在 は 過去り 生む 所に して、 未來 * で說 

,v, 得る もの、 現在 Li 其の 基 s:.!^ 置けば なリ。 顧 ふ-, i 世の 人、 多く現在>„^重んじて過去.^輕ん 

す。 去.^ 靼ん する， つの-しして、 現在の 眞 想ん-窺知し 得る ものな く、 現在の 眞 想な 窺知し 得 

ざろ もの LL して、 安 ぞ未來 に 想到す るの 餘裕 产だ存 V 一ん や。 言ふ迄..^,*く我11の？《^}^は、 数千 

年にー旦れる過去0^產^5なリ。 皇室の 尊 嚴.國 民の 性情、 將又 文物 發 達の 徑 SS. 治亂 盛衰の 颜末 

等、 仔細！.！. 之な 觀察 すれば、 現在 Q 由って 来る 所以ん * 明、 力-卜し、 隨 つて 未来の 赴趨 マる 所 vi- 

察する *レ 5^ から ざ る なり。 

抑 過去な 觀 察する に は、 根本 史料-」 據ら ざろ ベ 、でら すし マ、 一 篇の成 書に 據ろズ 非な リと 

す。 蓋 人 各 見る 所 もり、 自家の 見地 は、 是れ 他人の 見地に わらす。 ー篇の 成 書 Li 賴 リズ 過去 

ズ ど 知らん とする に、 卽ち 自家の 見地 产ど J_ "却して、 他人の 見地に 傾倒す る ものな リ。 讀史餘 論 • 

日本 外史 は、 各 其の 著者の 心 LL 映リ, ウ」 現れた る 日本 歷史 にして、 之， 卞：^ 一、 眞箇の B 本 歷史 

と稱し St ベ；， -ら す。 自ら 眞 筒の B 本 歷史な 知らん と 欲 V 一に、 ほ 本 史料.； ゾ乂ぉ 時の 記 錄 に由リ 

て 研 瓚 討究 られ ざるべ V- ら ざるな リ。 是 惟-卜 日本の 逸 去 产ど正 常 に 知リ得 る 0 み に あ らす 

研究の 興味、 亦 實に津 々たる もの わらん。 本 叢書 は眞に 我國な 了解 せんと 力む ろ特志 者に、 

枝 本 史料.^ 提洪ぺ 一ん と砍し V  、刊行す。  ， 、 

蓋せ」" は 現在に 0 み slii し \、、  a 去ん、 觀察 する 興味と餘(；^-とズ.>有 パ.〕 ざ る ijo 多し と雖、 又 

&々 として 往ん、 彰- 卜し 今 .5 ^知り K チヤ 考 ふる Q 士勘 しとな さす。 此 0 書、 或は 少数 篤 學の士 -.^ 

容っ" らる /'も、 多 數俗庸 Q 人 _レ 迎 へられざる は 固よ リ期 する 所な リ。 さばれ 需 w^e- 多.^ ノな i 

ビす、 必す 全部の 刊行.， ど 大成すべし。 致て 愛に 之 > ん.^ 聲明 マ。 

國史 研究 會 主幹 
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古今 武家 盛衰 記 三十 卷 (1 特 fji?; お 5^ ほ S) 

本書 は、 關原 役よ.^ 貞享 中、 卽ち將 軍綱吉 執政 時代 迄の 諸 大名 及び 諸家の 減祿、 又 

は斷絕 等に 係る 武家 盛衰の 始末 を 記した る ものな り • 

內容 は、 卷ー に は、 石 田 三 成譜を 揭げ、 卷尾 三十に は、 堀 田 正 俊橫死 S 、井上 主計 頭 

與，， 豊島刑 部， 同 死譜、 酒 井 重隆滅 C 譜、 喜 多 見 重 政 御勘氣 之譜、 坪 內負重 由緒 譜等 

を 記せる を 見て、 其 一 斑 を 知るべし。 

本書 一 名 「近代 武家 盛衰 記」 i いひ、 又 「諸家 榮衰 記」 とい ひ、 又 「前車 後 語 集」 とい 

ふ • 從來寫 本 を 以て * はれる により、 各 異同 あ..^。 又 少しづつ 書 足した る 本 も あ 

りて 一定せ す。 又 作者 も 記載せ ざれば 知る に 由な し • 

本書 類似の 本 あ り， 「中興 武家 盛衰 記」 九卷 と、 「同續 武家 盛衰 記」 廿四卷 (は と 
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あり。 此の 書中 與の 二字 を 略して、 單に 「武家 盛衰 記」 とも 稱 へたり。 こ は 本 叢書 

收 容書豫 定目錄 中に 編入 せれば 追て 刊行すべし。 此等は 共に 同一 の 主意に 編纂 

したる もの なれば 、三本ながら 相 離る ベ からざる ものと 思考 せらる、 な， 要す 

るに 「廢 絕錄」 、「諸家 榮 枯錄」 等に 記載せ る 諸家の 始末 を、 委しく 說 明した る ものと 

知るべき ものな り • 

大正 三年 七月 

■ 黑 川 眞 道 識 


例 言 

一、 原本 三十 卷なる も、 頁數の 都合に 因り 本 編に は 廿五卷 迄 を採收 して 之 を 前編と 

し、 廿六卷 以下 は、 後編と して 分冊 收截 する 事と せり。 

一 、 原本 片 假名なる も、 本 編に は 悉く 平 假名に 改めたり • 

1 、本書 註記 は、 總て 原本に あ..' しものに して、 當 編輯 部の 註記に 係る もの 一 もこれ 

なし。 

一、 語格 を 正して 讀誦の l^l- 易 を 計りし 箇所 少なから ざり しと 雖、 其 他 は 全體に 於て 

原本の 億に 從ひ たり。 
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失れ 神武 天皇 神 統を繼 ぎ 給 ひ、 四 夷 制 伏し， 宇內 平均し 袷 ひしょり 以來、 皇統 歷々 i 

して 相嗣 ぎ、 聖代 綿々 として 絕ぇ す。 然れ ども 時として 南 蠻北狄 東夷 西 戎逆叛 し、 

國郡を 犯 掠し、 兵亂屢 起る といへ ども、 上に は道德 厚く して 朝 威 重く、 下に は 忠義 
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し、 四海 穩に 逆浪 靜 なりし に、 保 元. 年 治の 頃、 天子 御兄弟 皇位 を淨 はせ 給 ふに より、 

帝都 大に 擾亂 し、 16 "淸 盛. 同 重 盛 • 源義 朝. 同義 平等 は、 內裡の * 方に 參じ、 源爲義 

忠正 等は院 方へ 屬し、 骨肉の 親族、 相 分れて 大に 合戦し、 淸盛. 義朝等 戰ひ克 ちて、 終 

に 爲義. 忠正等 殺さる。 其 後平 治の 亂に は、 淸盛. 義 朝戰爭 し、 義朝討 負けて、 淸盛武 

威 大に震 ひ、 位相 國に 至. -、 天下に 跋扈す る 事廿餘 年。 然るに 義 朝が 三男 右 大將源 

賴朝、 初め 豆 州 蛭が 島に 配流せられ しが、 治 承 年中 豆 州よ. - 勃興し、 義兵 を 揚げ 平 

氏を滅 し、 文治 年中 後白河 院 より、 六十 餘州總 追 捕 使の 綸命を 蒙り、 諸國へ 守護 を 
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置き、 庄園に 地頭 を 居 ゑら る 一 • 是 より 國 司の 威 漸く 輕く、 守護 地頭の 勢、 自ら 重くな 

れ， o。 爱に 於て 帝威 衰ふ • 依， 之 承久 年中、 後鳥羽院 是を 憤り、 鎌 倉を滅 さんと 官軍 

を 集めら る。 賴朝 後室 二位の 禪 尼聞屆 け、 北條泰 時. 同時 房 を 兩大將 とし、 東海道よ 

b 廿萬、 北陸 道よ. 0 十萬餘 兵、 都合 偕 五 萬 餘騎を 差 上せ、 宇治と 勢 多に 於て 大に戰 

ひ、 官軍 忽ち 敗績 し、 後鳥羽院 は 隱岐國 へ 移され させ 給 ひ、 北條が 家威甚 盛な h^。 そ 

れょ. - 百十餘 年を經 て、 後醍醐 帝大 に憒發 して、 足 利 尊 氏. 新田 義貞. 楠 正 成 等に 敕 

して、遂に*條高時入道を誅伐ぁ..^、天下旣に 一 統し、 暫く 公家の 成敗 を 受けし が、 

又 尊 氏 命に 違うて、 義貞. 正 成 等 討死せ しかば、 再び 武家の 代と な...^、 尊 氏よ.^ 義昭 

まで 十五 代. 將軍 たうと い へど も、 世上 更に 靜譃 せす。 中に も 明應の 頃、 山 名亂を 

起し、 應仁 年中 細 川が 確執より、 天下 大に 棼亂 し、 强きは 弱き を 助け、 其 地 を 掠奪す • 

是 よりして 遠國 は、 將 軍の 下知に 應 せす、 庄は 守護の 命 を 背き、 或は 主 を 弑し親 を 

殺し、 兄弟 相 拒み、 君臣 父子の 禮 忽ち 廢り、 何事 も 古の 目 出た き 例 をば 引替 へ て、 今 

様と 名付け、 思々 心々 に 執行へば、 武具 馬具 諸 色 迄、 昔に 替る事 は、 此の 時より と 言 


惇ふ。 況ゃ 官職に 於て を や •  K ズ領 もせ やして 國の守 を 名乗. り、 衞府諸 司を自 新し， 

又 下司 を 名と す。 往昔 將門 は、 心 も 猛く國 を も 多く 從へ、 殊に 王 氏 を 出で て 近き が 

故、 押して 平 親王と 號し、 百官 を 仕た.， >  しに、 夫 を だ も 前代未聞と いひし が、 今の 世 

の 人 は、 王孫に も 非す、 國郡 をも頜 せす、 智勇 由緒 もな き 卑賤の 族、 口宣 もな く  f -て、 

國の守 百官 兵 衞と稱 すれば、 曰 月 未だ 地に 落ちざる に、 斯 る亂れ たる 國も ある やと、 

歎き 悲しむ 者 計りな り • 然る 處に木 下 藤吉郞 秀士ロ 、卑賤より 起り て、 累年の 兵亂を 

鈸め、 國家を 安治し、 剩 へ 朝鮮. 大明迄 其 武威 を 輝し、 官位 從 一 位 攝政關 白に 至 り、^ 

三 好 孫 七 郎秀次 を 養子と して 關白 を讓 り、 自ら 太閤と 稱す。 此 時に 至りて、 漸く 天 

下 太平に 治. り、 四民-や のて 無爲 の 思 を な し、 皆莴歲を謠ひ か な で け 


V? 田 三 成 

秀吉に 仕 
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三 成が sJK 祖は、 江 州 粟津が 原に て、 木 曾 義仲を 射 落し、 其忠 賞に 因 つ て、 右 大將賴 朝 

より、 豆 州に て 三千 町 を 賜 は，. > し 石 田 判官 爲久 にして、 大職 冠の 末裔た. り。 元よ..^ 

三 浦の 一 族な りしが、 三 浦 家 衰微 すれば、 共に 流浪し、 爲久 より 八 世、 石 田 藤 右衞門 

尉爲 成と いふ 者、 江 州の 山家に 居住す。 二子 あ b 、次男 を 左吉宗 成と 號す。 後 所謂 

石 田 治 部 少輔三 成と 稱す、 是な， -。 嫡子 は 木工 介 重 成と いふ。 然るに 左 吉宗成 は、 

穎悟 聰明、 少 うして 文武の 道を學 び、 且諸藝 に 達し、 仕 を 良將に 求む。 時に 太閤 播 

州 半 國を領 し、 姬路 城に 在りて、 羽 柴筑前 守と 號す。 左吉 聞きて 愛に 至る •  閤左 

吉が 由緒 才智 を 憐れみ、 111 百 石 を 賜 ふ。 時に 十 A 歲。 ifll^il^* ル。 て 後 太 閣中國 三 


州の 主と なる 時、 家人の 領知遍 ぐ加增 あり、 石 田 は 新参 なれ ども、 忠勤に E ゥて、 五 

百 石の 新 恩 を 加 ふ。 但し 所存の 旨 申すべし と。 石 田 恩 を 謝して 曰、^ らば 宇治 • 淀川 

の兩 脇に 、毎年 荻と 葭生 する を、 鄕 民等恣 に^, 5 納む。 此 運上 を 賜 はらば、 乍 恐 五 

百 石 を 返上し、 且 一 萬 石の 軍役 を 動むべし と。 往古よ..^ 此 運上 を 取來る 例な けれど 

も、 其才を 試みん 爲と、 太 闇 も 思案 ありて 免許 あり。 又 軍役の 義は、 追って 申 付く ベ 

しとな. 石 田大に 喜び、 宇治. 淀の 川上よ. -、 數百 里の 川下 迄 生じた る葭. 荻 を、 一 

町に 何程との 運上 を 定め、 取らせし 程に、 其榖高 幾許な.^。 其 頃^ 長 は、 波 多 野 右 

衞門大 夫秀治 ^I8i§ 追討と して、 太閤 先手の 大將 たり。 時に 左吉 は、 圑 扇九曜 

に 金の 吹貫 を帖 りたる 旗 を 先に 立て、 聲 花に 錯 うたる 武者 金の 吹貫 を、 皆 一 樣に腰 

印と し、 數百騎 纏 ひ、 遙に 引下，.^ 押來 る。 太閤 顧て 怪しみ、 軍使 を馳 せて 問 ふに、 石 田 

左吉宗 成と 答 ふ。 さて は 宇治. 淀川の 運上 萬 石に 及び、 今度の 軍役 を 動む るに やと、 

彌其 才智 を感 せらる • 斯くて 後、 太閤 天下の 主將 とな， 5、 恩寵 猶 深く、 終に 江 州 佐 

和 山 廿三萬 五 千 餘石を 賜 は， 9、 官四 品に 至. り、 五 奉行の 隨ー た h.* 是 より 先、 治 部 
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少輔を 受領す。 三 成と 改め 號す • 諸侯 大夫 是に賴 み、 諳事を 言上す • 贈物 甚 盛な-り • 

因って 家 富み 威勢 强し。 されば 日本 國 中の 撿 地. 穀 高. 國 の善惡 及び 諸 II の 制 法. 橫 

目. 奉行 等の 義も、 皆 思案し 出し、 坐ながら 穀高. 國の 大小 人數 積り、 明に 識れ り。 以 

前 は 鄕民等 も、 武具 兵器 を 持ちし を、 三 成 下知して 悉く 取上げ、 武士の 外、 一 切 兵 具 

持つ ベから やと 條目を 出し、 諸 州より 取上げし 刀. 脇差 .鎗. 長刀 等 をば、 大 坂. 伏見兩 

诚の忍 返しに ぞ 打ちけ り。 太閤 彌其智 を 愛し、 恩寵 是に ぐ ものな し。 父 藤 右衞門 

尉 爲成も 召 出され、 從 五位 下隱岐 守に 任じ、 兄 重 成 も諸大 夫に 任じ、 木工 頭と 號し、 

一 萬 石 を 賜 ふ。 然れ ども 重 成 は、 性 柔弱に して、 武功 勤 功 もな き 故、 立身 もせす、 名 

を 知る 人 も 希な りけ り。 然るに 慶長^ * よ.^、 太閤 病 荷に 染る。 三 成 心に 悅 びで、 

薨後 天下 を 奪 はんと 欲す。 旣 にして 慶長三 戊戌 年 八月 十八 日、 山 州 伏 i に 於て 太 

閤薨 す。 六十 三歲 なり。 病中 五 奉行 中老 を 寢所迄 召され、 中に も 石 田 を 近く 召し 

て、 秀頼 今年 六歲 なれば 、江戸 內府 家康を 後見と して、 加 賀亞相 利 家 を 守と 定む。 汝 

等亦予 存生の 如く、 政事 を 正し^ . S 諸侯と 心 を 合せ、 周 < ム霍 光に 比して 幼 主 を 守 


護し、 天下 長久なら しめよ と、 翌 H 亦 五 大老. 五 奉行. 中老 及び 諸侯 大夫 殘らす 召して 

遺言 あり。 形見 を 賜 ふ。 各 言語 を 絶し、 落涙 數行、 敬して 命 を受ぐ • 尤 幼 主へ 對し、 

聊 異心 ある まじき 旨、 起請文 を獻 す。 重ねて 又 石 田 三 成. 淺野長 政 を 召して、 急ぎ 筑 

紫に 到り、 當時 異國へ 渡海せ し 諸將歸 朝せ しむべし。 若し 汝 等が 計 ひに 及ばす ば、 

12r 逝去 一 家康. 利 家に 達し、 速に 歸朝 せし むべ しと、 言 終って 薨 せらる。 石 田. 淺野 九月 十 H 

筑前國 へ 下向す。 同 十二月 上旬 諸將歸 朝。 石 田. 淺野肥 前名 護屋 迄出迎 へ、 數 年の 

困窮 を勞ら ひ、 且太閻 遺言の 旨 を演說 す。 各 前後 を 失 ひ 涙 を 流す。 同廿 八日 大 坂へ 

着岸。 翌日 伏 見へ 赴き、 利 家の 亭 にて、 猶 遺言の 旨 を 承く。 然るに 石 田が 所存に て、 

朝鮮の 軍功 上聞に 達せざる とて、 諸 將大に 怒 三 成 を討滅 し、 欝憤 を敖 せんとて、 

加 藤 g 計 淸正. 羽 柴^ 門 正則. 黑田， 長 政. 加 藤 I 馬嘉明 • 池 田， 豫 W 政. 羽柴輔 中忠 

興： 淺野 Mil 幸 長 等 七 人 一 列し、 閏 二月 十三 曰 使 を 遣し、 三 成が 方へ 申 送りけ る は、 我 

我 朝鮮に 於て 粉 骨 を 盡し晝 夜 辛苦し、 尙大. 蔚山兩 城に 立 花飛驊 守. 淺野幸 長 籠りし 

が、 大明勢 十重に 取 園み、 拒ぎ 兼ねた る處 を、 加 藤 淸正. 黑田 長政馳 着き 番船を 切 取 
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り 大軍を 追拂ひ 入城す。 然る を 小 西. 宇喜多が 功と す • 此外 我々 が勳 功、 皆 他の 功に 

披露 あり。 其 節の 仔細 は 悉く 申 合 め、 福 原 右 馬 介 直 高. 垣 見 和 泉 守 家 純. 熊 谷 内藏介 

直 陳等を 使と して 歸朝 せし む。 然る を 三 成 三 使と 內譚 し、 却て 惡樣に 言上す。 先づ 

三 使に らせ. V 其 上に て 我々 が 所存、 迹 より 申 送るべし となり。 三 成 答へ て、 

各 朝鮮の 軍功 は、 三 使 直に 台 聞に 達する 上 は、 動 功の 次第 御感狀 恩賞の 事、 定めて 

上に 御 心 入 あるべき 歟" 三 成 知る 所に あらす とい ふ。 七 人 之 を 聞き 彌 怒り、 石 田が 

惡事を 利 家に 訴へ、 討 殺さん とす。 三 成が 親族 桑 島 次 左 衞門是 を 聞 付け、 速に 三 成 

に吿 ぐ" 三 成大に 驚き、 U 頃 一 眛 同心の 諸 將に吿 げし かば、 佐 竹 左 京大 夫 義宣. 上 杉 

彈 正大 弼 景勝. 宇喜多 備前守 秀家等 を 始め、 皆馳 集まる。 義宣の 曰、 此事 內府は 知り 

申され じ。 家康 は、 諸事 人の 賴む事 を 扶持 せらる。 先 づ此旨 を 告げ、 其 後 是非 を 思案 

せん。 去 乍ら 愛 は 居所 惡し。 伏見へ移，^然るべし。 衆 皆 此議に 同じ、 木工 頭重 成 を 

留守居と し、 石 田 は 佐 竹と 共に 三千 餘兵を 率し、 伏 見 へ 赴く。 七 人の 衆 之 を 聞き 追 

きけ し：^、 道に て 追 付く 事 能 はす、 伏 見の 向島に 陣取りて、 先 づ家康 公 へ 案 內す. 三 


石 田 三- 

上 杉 景勝 


成 は 之 を 見て、 我 館の 要害 を拖 へ、 士卒の 手配 を 定め、 其 後 淺野彈 正 長 政が 屋敷へ 

火 を 掛け、 向島の 家康 公の 御館 へ も 火矢 を 放さん と 用意す。 本 多 佐 渡 守 此由を 聞き 

て 太 こ き、 速に 諸將 と共に 三 成を誅 せんこと を 言上す。 家康 公宣く、 汝が言  一 ^ 

あり。 然れ ども 今 三 成を誅 せば、 予が 奢侈な と 世人 議論 せん。 是れ 黄雀 を 取らん 

とて、 我 衣の 沾ふを 知らざる 如く、 唇盡 きて 齒 寒き の譬に 同じ。 如か じ先づ 和議 を 

入れて 見ん とて、 七 人の 方へ 使者 を 遣し、 今度 谷 三 成に 遺恨あって、 此處迄 追ひ來 

る。 各 道理と はい ひ 乍ら、 太 閣薨御 程なく 合戦に 及ばん こと、 幼 主へ 對 して 無禮な 

b。 予 扱に 入 b 候へば、 先々 軍勢 を 引取らるべし。 三 成が 誤 は 何分に も 謝せし めん。 

唯々 堪忍 ある ベ しと、 歡慇に 仰 越され、 又 三 成 方 へ は、 中 村 式部 少輔 一 氏. 生 駒雅樂 

頭 親 正を兩 使と して、 今 天下の 騒動、 偏に 三 成の 所爲 なり。 未だ 天下の 喪中、 幼君の 

御代 始、 彼是 無禮 至極、 先づ 宜しく 居城 佐 和 山へ 赴き、 一 雨 年 逼塞 あれ。 子息 第 人 

正 をば、 予取 持ちて 職を繼 がせ、 五 奉行の 列たら しめんとの 仰な，..^。 石 田 答へ て、 此 

方より 御 返事 仕る べしと 申 送り、 上 杉. 佐 竹 其 外 一 味の 人々 を 招き 集め、 相議 して 
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曰、 今度 內府の 扱に 任せ、 我 江 州へ 引 籠らば、 家康は 幼君の 後見 を 以て、 威 權大に 振 

ひ、 終に は 天下 を 奢 ふ べし。 又 三 成 身命 を 捨て、 幼君 を 守護 せんと すれば、 今 此亂出 

來れり • 如何せん や。 景勝の 曰、 我 一つの 計 あ.^。 御 暇 賜 はり、 所 頜會津 へ 下り、 

內府の 體を伺 ひ、 其 上 召す とい ふと も、 上洛せ す。 謀叛の 色を顯 さば、 家康 忽ち 下向 

せん。 其迹 にて 貴殿 は、 上方 筋の 諸將を 語ら ひ、 攻 下られよ。 然 らば 家康 長途 を 經. 

人馬 共に 疲れ果て、 取亂 したらん 處を、 前後より 挾んで、 忽討 捕らん 事、 掌の 內 にあ 

りと. 又 佐 義宣 も、 此計 善し • 其 節 は 某 も、 所領へ 馳 行き、 水戶 中の 勢 を 率し、 必 

す 手 合せん。 先づ此度は佐和山へ引籠.^、世上の樣をも見給へと、 一 座是に 同じ、 家 

康 公へ 使者 を 以て 仰に 任せ、 三成隱 居すべし • 世悴集 人事 迄 仰 下され、^ く 候。 若 

輩 者に 候へば、 諸事 宜しく 賴み 奉る と 申 送る。 家康公 御悅ぁ b て、 七 人の 方へ、 重ね 

て 使者 を 遣し、 此旨を 吿げ、 陣へ 早々 引取らる べし。 此上 にても 許容な くば、 予も三 

成に  一 * し、 是非な く 一  戦に 及ぶべし とな.. >。 諸 將之を 承り、 三 成 佐 和 山へ 蟄居せ 

ば、 我々 面目 あり • 其 上 內府の 仰 も 背き 難しと て、 七將 漸く 大 坂へ 歸陣す • 石 田 は 


In に 佐 和 山へ 打 立たん としけ る を、 家臣 島 左 近 諫めて、 臣頃 = -內府 の體を 見る に、 必 

隱謀 あ， りと 覺ゅ" 其 上 宇喜多秀家 も、 最前 は * 方なる が、 敵方へ 與 すと 見えて、 大坂 

へ 引返す。 亦 島 津義弘 は、 運を兩 端に 掛けた. > と 見えて、 家臣 伊集院 入道 江 間 は、 

內府へ 手 入す と 聞え たり。 君 今 佐 和 山へ 籠居 あらば、 窮兵 とな b- 、何時か 御 運 を 開 

き 給 はん。 御 勢 堅く、 一 萬 人 は 候べ し。 急ぎ 佐 和 山へ 使 を 立て、 千 騎を殘 し 九 千 人 

を 呼 寄せ、 某に 二 千、 纖生備 中に 二 千、 • 舞 兵 庫に 二 千、 御 旗本に 三千 人と 手 分 を 定め 

先づ 目の 下なる 淺野長 政が 家に 火 を 掛け、 其 外 大小 名の 家々 に 放火せば、 伏 見 中 は 

猛火 耀 かん。 其 時 三組の 備へ、 餘 多に 分れ、 、辻々 小路々々 へ馳 回.^、 相詞相 印を定 

め、 不意 を 射ち、 其 後 三組の 大將 は、 向島 へ 渡る ベ し。 某 は豊後 橋より、 內府 の屋形 

へ 押 寄せ、 火矢 を 放し 鯨波 を 揚げ、 I 備中. 兵 庫 も 口々 へ 押 寄せん。 然 らば 敵 周章し、 

義理 を も 知らぬ 關東 勢、 主 を 失 ひ 親 を 捨て、 猛火 を遁 れんと 馳せ 走らん 時に、 弓鐵 

炮を 射掛け 打 掛け、 敷々 に攻 討おば、 內府を 討 取らん 事 安 かる べし。 老功の 將 なれ 

ば、 若し 落 行く 事 もや あらん。 大和 路へ 落ちば、 宇治の 邊 にて 追 翁かん。 山 科へ 落 
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ちば、 備 中に 先 を 打た せて 討擒 らん • 又小幡 越せば、 兵 庫に 先手 を させん • 萬 一 tt 

、御城へ 火 を 掛け 自害め 么し、 太閤の 御 厚恩 を 報じ 給へ と、 頻に勸 むれ ども、 

三 成 用 ふる 事 能 はす。 左 近大に 長歎す。 旣に三 成、 佐 和山隱 居と 極れば、 上 杉. 佐 竹. 

增 田. 大 谷. 長 束. 前 田 +  乂以 等、 昵 交の 人々 を 招き 集め 暇 乞す。 島 左 近が 曰、 今の 人心 

計り 難し。 佐 和 山より 兵 を 呼 寄せ、 醍醐. 山 科. 鏡 野 邊に備 へ 置き、 且御發 足の 日限、 

內,^ へ 仰 入れられ 然る ベ しとい ふ。 衆 此議に 同じ、 皆 座 を 立ちければ、 高 野 越 中. 舞 

兵 庫. 大募土 佐. 大山 伯耆等 を、 佐 和 山よ. り 呼 寄せ、 人數 三千 を 醍醐 山 科に 隱し、 又 蒲 

生備 中. 同大 炊。 小川 牛 左 衞門等 三千 人 を 率し、 江 州 鏡 野 邊に陣 を 取る。 斯くて 三^ 

家康公 へ 使者 を 以て、 幼君の 御 爲と御 扱に 因つ て、 今日 佐 和 山 へ 赴き 候。 御 案 內の爲 

斯の 如しと 申 送れば、 家康 公よりも 御 使者 を 添 へらる。 仍て慶 長 四 己 亥年 閏 三月 廿 

七： n 、三 成 伏 見 を 打 立つ。 家康公 重ねて 御 使者 を 遣され、 予 道中 見送り 度 候へ ども、 

老足故 心に 任せす。 名代と して 三 河 守 秀康を 申 付けた.^ と 仰 越さる。 次に 中お 一 

氏 • 生 駒 親 正 を 召して、 各兩人 は、 三 成と 舊 友た，"。 見送らる べしと 宣 ふに 因って 


秀康 卿と 共に、 三 成 を 送る。 秀康 卿に は、 安藤 帶刀直 次 唯一 人 を 具 せらる • 旣に酲 

醐の邊 に 至.^、 何處 ともなぐ 人馬の 音甚 し。 見送. -の衆 怪しむ。 島 左 近が 曰、 是れ 

定めて 迎の 者な らん。 某 見 分 せんとて 乘 出し、 頓て馳 せ歸， -、 いかにも 迎の者 共な 

り とて 、一二 千 人 を 二つに 分ち、 前後 を 包ませ 打 通る。 旣 醍醐 を 過ぐ る 時、 三 成 馬 

より 下り、 生 駒. 中 村に 向 ひ、 三 河 守 殿- 內府の 名代と して 御 見送り、 次に 各 此所迄 御 

見屆 け、 返す.^ も 天下の 外閒、 祝着斜 ならす。 內府へ 能々 禮 謝し 給 はるべし。 御 

覽の 通り，、 迎の 者共馳 せ來れ .0。 是 より 三 河 守 殿 を 伴 ひ歸ら るべ しと 云 ふ。 雨 人 答 

へて、 內府、 三 河 守 殿へ、 佐 和 山迄必 送り 屆け よとの 命な り。 諌む とも 承諾 あら じと 

て、 又 打 連れて行く 程に、 頓て 追分に 至る。 石 田 又 馬より 下，^、 是非々々 三 河 守 殿 

歸ら れ候樣 に、 兩將 頼み入る とい ふ。 兩人此 旨秀康 卿に 吿ぐ。 秀康 卿の 曰、 父の 命 

に 背き、 今是 より 歸 らば、 我れ 不孝の 名 を 得、 殊に 勘當を 蒙らん。 雨 人 尤と思 ひ、 石 

田に 語. - しかば、 是非な ぐ 關山を 越え、 大津. 坂 本 を 過ぎ、 膳 所の 大木の 下にて、 三 成 

又瑪 より 下り、 最早 佐 和 山へ 近ければ、 各歸. 0 給 ふ べし。 左な くば 幾 ：！！ も此 所に 野 
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陣を 張り 申すべし. といへ ども、 秀康卿 承諾な し， 兩人 漸く 鍊 めて、 內府 公の 御前 は、 

我等 宜ぅ 申な さんと て、 三將 共に 是 より 歸らる * 三 成 は 道 を 違へ、 勢 多 を 越え 江 州 

鏡 野へ 掛れ ば、 又 三千 人の 迎來 り、 前後左右 を打圍 み、 佐 和 山へ 歸城 せり。 旣に其 年 

も 暮れ、 明 くれば 慶長五 庚 子年、 上 杉 景勝、 豫て石 田と 相圖を 極め、 會津 へ 下り 謀叛 

す。 家 康公上 杉 征伐の 爲 下向 あり。 三 成 大に悅 び、 安國寺 長老 を 招き、 年來の 密事 

を 明し、 總大將 に、 毛 利 輝 元を賴 ましむ。 安 國寺藝 州へ 赴く"  》 元 同心す。 三成卽 

秀賴幷 に 母 儀 淀 殿の 命と 稱し、 家康 公の 隱謀惡 事 を 記し、 軍勢 催促の 回文に、 奉行 

頭 人 誓紙 を 添へ、 血判して 圃々 へ觸 送る， 其辭に 曰、 

條 々 

1 、 加 賀黃門 利 長 は、 (乂利 家の 例 を 守り、 秀賴公 を 守護す る 事 他念な き處 を、 家康 

は、 却て 利 長 逆 意 を 合 ひと 稱し、 旣に誅 罰せん と 企る 處に、 景勝 退治に 付きて、 

僞 つて 和睦す る 事。 

一、 上 杉景擦 も， 幼君 守護の 外 全く 異心な き處 に、 是れ亦 謀叛 人と 稱し 用意す る 


條、 豐 光寺 家臣 直 江山 城 守 其 外車 行人 等 を 以て 申 分 すれ 共、 家康 承引な く 出 

馬す る 事。 

一、 知行 方の 儀、 秀 賴樣幷 奉行 頭 人に も 相談な くして、 何の 忠節 も 無つ 之 者に、 過分 

の 所 頜を與 へ、 太閤 樣の御 誓紙 を 破る 事。 

1、 五 大老 五 奉行 十 人の 外、 諸事 取次 相談 等 仕 間 敷と、 三卷の 誓紙 を 差 上候處 に、 

取次 相談 人餘 多出來 する 事 • 

一、 政所 樣御 座所に 居住 致す 事。 

1 、 西 丸に 如，， 御 本丸， 揚，， 天守， 候 事。 

1 、諸 侍の 妻子、 最貭々 々に 本 國へ歸 さる ゝ事 • 

一 、 以，， 内緣， 婚姻 不. 可 の 誓紙 を 破り、 私に 組緣、 以_, 上意， 相 究候綠 組 を も、 任，， 我 

意， 結替 ふる 事。 

1 、 五 大老に も 申 合さす、 家康 一 人に て 判 形 を 致し、 諸事 を 沙汰す る 事 • 

一、 以，， 內綠 一八 蟠の撿 地 私に 赦免す る： 爭* 
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一、 伏 見 御城、 太閤 樣 より 留守居に 被 定置-候 衆 を 追 出し、 別の 人数 を 被-入 置-候 墓 

右 之 外 太閤 樣御 仕置 相 背事不 Z 可-勝 計-事、 偏に 幼君の 奪-御代-、 己に 握-天下-思 謀 

也。 今度 關東 下向の 慕， 迹、 誅 --滅 賊徒 家康； 幼君の 御代 長久と 可. 抽" 軍忠- 旨、 秀賴公 

幷御母 公之 仰 仍執達 如 ^ 件， 

と 書きて 國々 へ 回す。 諸 將是を 見て、 五畿. 七道. 四國. 中國. 九州. 一 一島、 一 圓に 同心し、 

慶長五 庚 子年 七.^ 十二 日、 大 坂に 於て 着 到 を 記す に、 都合 十三 萬 九 千 三百 餘人、 三 

成 も 五 千 餘騎を 率し、 大 坂へ 來り、 先 づ伏見 城に 內府の 勢 籠り たれば、 軍神の 血 祭 

に攻 殺せと て、 同月 晦日 手配 を 定め、 火急に 攻む。 翌 八月 朔 日城陷 る。 同 二日 三 成 

伏 見に 至り、 首實撿 し、 諸 將の戰 功 を 感じ、 秀賴 へ 注進す • 三成此 時に 至.^、 早 驕.. ^ 

の 體顯は れ、 諸將 へ 無 鱧す。 此 時家康 公の 御 留守居 鳥居 彥右衞 門 尉元 忠、 勇 を勵ま 

して 戦死す。 三 成 之 を 感じ、 大 坂に 於て 是を 供養す。 又 宇治の 町人 茶 師上杉 竹 庵と 

いふ 者、 鳥居 等の 勇士と 共に、 太鼓 矢 倉の 下にて 戦死す • 天下 卒均後 彼が 志 を御感 

あ 、其 子孫に. く 恩賞 を 賜 はり、 今に 繁昌す • 斯くて 三 成 は、 同 月 四日 再び 伏 


へ赴き、仕置など申付け、其ょり大津に到り、京m辛相高次の館に立寄.^しが、人數 

をば 己が 旅 宿に 殘し 置き、 近臣 小幡助 六と いふ 剛士 一  人 召 具し、 城に 入，^ 高次に 對 

面し、 貴公 は 幼君の 御 一 家 故、 北國の 押へ に 差 向けられ 候 はんと、 黄 門 輝 元の 評定な 

り。 某 は 代々 御被官 筋の 者 なれば、 毛頭 疎 意に 存じ 奉ら や。 貴公 も此 筋目 を 思 召 付 

けられば、 H$ かるべし と殷 5 慰に 申しければ、 高次 も悅 び、 我れ 亦 何ぞ隔 心せん やと、 

互に 懷舊の 物語す。 此時 高次の 家臣 安養寺 三 郎右衞 門 入道 聞齊、 黑田 伊豫に 耳語し 

ける は、 只今 三 成 愛に 來る は、 天の 與ふ る處 なり。 速に 擒 にし、 闆 東へ 注進せば、 內 

府公忽 上洛 あらん。 是我 君への 大忠 ならん。 伊豫 答へ て 曰、 是は 楚忽の 事な らん • 

今 三 成を擒 にせば、 大 坂よ， - 大軍忽 寄せ 求らん。 又 佐 和 山へ も 近ければ、 家人 等 多 

く 馳せ來 らん • 然 らば 落城 足下に 在り。 せめて 城兵 三 四千 程 も あ， 9 て、 廿 33 餘り 

も 籠城せば、 其 智略 數多 あり。 小勢と いひ、 且 俄の 事、 支度 叶 ふべき 術に 非す。 聞齋 

いふ、 軍 は 急に 候 まじ。 今 三 成を擒 にせば、 人々 二念 出來 て、 早速 敵 寄せ 來ら じ。 兎 

や 角す る內 に、 內府 公上络 ある べし。 萬 一 仕 損せば、 君 御腹 を 召さる ゝと も、 御 家 は 
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末代 で 忠義の 名 を 得ん， 某 老いた. - と雖、 三 成と 組むならば、 仕 損す まじと 頻 

にいへ ども、 黑田 同心せ ざれば 詮方な く、 又 赤 尾 伊豆. 今 村 掃 部. 山 田 三 郞右衞 門 等 

を 招き 是を議 する に、 彼等 も黑 田が 如く 許容せ ざり しかば、 聞齋 是非な く 止みぬ。 

三£ ま-座敷 を 立つ。 高次の 曰、 早 饗應の 支度せ り..' 之を留 む。 三 成 答へ て、 繁 用な 

れば先 づ御暇 申す とい ふ 故に、 急に 盃を 出し、 ー獻 果て、 返 出す。 其よ， -三成 は 佐 

和. U に 赴き、 五六 日 逗留し 人馬 を 休め、 軍 評定す る處 に、 家康 公の 御先 手 上洛し、 岐 

阜 成を攻 落し、 東 國 勢 皆關が 原に 到る と 聞きて、 三 成 驚き、 同 十六 日 濃 州へ 出張し 

諸將 と共に 大 垣の 城 を乘 取. 5、 所々 へ 手 分し、 其 身 は 九月 十四日 終夜の 大雨 を 凌ぎ、 

牧 田の 閑 道 を經、 關が 原に 出向 ふ • 敵 味方 合せて 廿四五 萬 人.、 爱に 於て 大に戰 つて、 

石 田方忽 敗北し、 從者 悉く 落 失せ、 三 成 は孤獨 となり、 漸く 戰場 を遁れ 出で、 北 近 江の 

草 野 寺へ 落 行きし が 、甚. だ 腹痛し 苦しむ。 斯くて 軍 散 じ、 家康公 は、 三 成が 行方、 洞穴 

の 奥 迄 搜し捕 へ よとの 仰 あ.. >。 江 州の 鄕民 等、 石 K が 風情 を 怪しみ、 注進す るに 因 

つて、 田 中 兵 部 少輔吉 政に 命じて 擒 へしめ 錄丄。 三 成 聞 付けて 寺 を 逃れ出で、 草 野 


ら三 
る 成 
捕 
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谷の 險蛆 に、 濫褸を 着、 腰に 鎌 さし 破 笠 被りて、 樵 夫の 體 にな. 0 居た. 9。 吉 政の 家臣 

田 中 傳左衞 門- 澤田庄 左衞門 等是を 見付けて、 今 此兵亂 の 最中、 樵 夫出づ ベ き 謂な 

し。 且其姿 も 怪しと て 之を搦 捕る。 果して 石 田 三 成な. o。 

1 說、 三 成 戰場を 遣れ 、草 野 寺に 忍び 居し が、 御 尋嚴き - . と を 聞きて、 未だ 諧國に 

* 方 多し。 何 i ぞ佐和 山へ 歸り、 再び 軍 を 輿し、 本望 を 達せん と 思 ひ、 武具 を捨 

て 姿を窶 し、 破 笠 被りて 立 出で しが、 關東勢 山野に 満ちて 通路な し • 時に 田中吉 

政 は、 佐 和 山城 攻めよ との 命 あ. o、 手勢 を 率し、 北 近 江より 馳せ向 ふ • 三 成此陣 に 

紛れ 入 ，0/ 雜人 となり、 雜具を 荷擔し 居け る を、 田 中 傅 左 衞門石 田 を 見知， 0 たる 

故、 場より 飛ド り、 是は石 田 殿 や、 御 痛 はしき 御樣體 かなと いふ。 三 成 通れぬ 所と 

思 ひ、 笠を投 捨て、 何と ぞ今 一 度 居城へ 歸 b  、本懐 を 達せん と 思 ひ、 姿 を 蜜し 紛れ 來 

b しに、 運 盡き弓 折れて 汝に 見咎めら る。 速に 我 首 取りて 恩賞に 預れ と、 首を延 

ベ 合掌す。 傳左衞 門 甚だ 勞り、 主人 吉 政に 告げて、 先 づ假に 生 捕り、 吉 政の 陣屋へ 

伴 ひ 行き、 終日 終夜 麵應し て 後、 家康公 へ 獻す とい ふ。 
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偖 三 成 をば 挾 席へ 押入れ、 小士 輩に 守らせて、 井伊 兵部少 輔直玟 を 召し 

て、 終日 終夜、 慇に三 成 を饗應 せしめら る。 翌 曰家康 公、 鳥居 久 五郎 成 次 を 召して、 

三 成 は汝が 父の 譽な， 9。 心の 饞に誅 し、、 夂元忠 に 手 向けよ とて 之 を 賜 ふ。 成 次 喜ん 

で、 三 成 を 我 陣に伴 ひ 行き、 甚だ 勞は， -、 其の 夜 善く 饗應 して 、翌日 言上 すらぐ、 父 元 

忠伏見 城の 戦死 は、 偏に 君恩の 辱き を 謝せん が爲 なり。 三 成 又何ぞ 父の 敵と せん 

や。 然れ ども 君恩の 厚き を 以て、 昨夜 石 田を預 留む。 臣が心 足れ...^。 速に 敬んで 

返上す.， 0。 家康公 御感甚 し。 時に 小 西. 安國 寺も擒 となる 故、 雨 人 は 衬越茂 助に 預 

けらる。 三 成 は 本 多 上野 介 正 純に 御 預け なれば、 鳥居が 方より 石 田 を 請 取り 禁獄 

す。 此時 三人の 囚人、 皆 共、 に 木綿の 穢服を 着た... • 家康 公之 を 聞き、 石 田 は 我 朝の 

奉行 職、 江 州 佐 和 山城 主な .9。 小 西 も 亦 大名に て、 肥 前 宇 土 城主な... • 安 國寺亦 匹 

夫に 非す。 然れ ども 軍 利 無う して 、左様の 姿と な， 9、 一  旦 武名 を 失 ふに 似 たれ ども、 

大將の 盛衰、 和漢 其例繁 し。 大望 を 企つ る 者、 小 恥 を 以て 一命 を輕 くせん や。 戰利 

なぐして 虜 となる は、 時の 運な り • 越 王 は、 吳 王の 爲に不 淨を嘗 む。 世 以て 恥と せ 


三 成 刎 首 

ぜらる 


f  _沉 や 木綿の 穢服を や • 其 龍に て 洛中 を 引渡さば、 將 たる 者 を 辱 かしむ * 是 難て 

家康が 恥なる べし。 其 冥利 因果 を 知らざる に 似たり とて、 小 釉ニ領 づっ臺 に 載せて 

之 を 賜 ふ。 三 成 見て、 誰 人の 贈る 處ぞと 問 へ ば、 番兵、 上樣ょ..^と答ふ。 上 樣とは 誰 

を かいふ。 家 康樣と 答 ふ。 石 田 之 を 聞き、 太閤 薨 御の 後 は、 秀賴公 を こそ 上様と は 

いふべ けれ。 何者か 家康を 上様と は 名付けし ぞ とて、 高 笑して 鱧 謝せす。 又 小 商 は、 

今度 我れ 德川 殿へ 敵 對の隨 一 なれば、 斯く懇 志に 預かるべき 謂な し。 誠に 御 心底 を 

辱く 禮 謝し、 言語に 伸べ 難しと いひて 落涙す。 安 國寺は 是非 をい はす、 面 を 赤め 涙 

を 流し 俯き 居た，^。 此 は、 朝 暮飯食 ふ 度 毎に、 疵口へ 箸 を 入れ 突 挟る こと 止ま ざ 

りし。 是死を 急ぐ 故なる べし。 同 十月 朔日、 三人 共に 雜 車に 載せ、 洛の 中外 引渡し、 

三條 河原 fifg に 於て 首 を 刎ね 獄門に 鳥 けらる。 

評に 曰、 此時、 洛中の 貴賤 老若 群集して、 三 將の首 を 見て、 太閤 御 在世の 時 は、 此 

人々 共に 權威 盛に して、 諸侯 大夫 尊敬し、 我々 如きの 者、 終に 面 を 見る 事な かり 

き。 然るに 今 鳥 首せられ、 近ぐ 面 を 見れ ども 咎 むる 人な く、 警 面の 供人 と て もな 
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しとて、 世の 轉變を 長歎せ 中に 六十 計， 9 の 男い ふ。 此內石 田 殿 は、 大職 冠の 

末葉と は 聞け ども、 卑賤より 起り て 大名と なり、 奉行 職 を 司る。 然れ ども 一 代 も 

善く 樂む事 能 はや。 斯る淺 猿き 形勢 は、 允 龍の 悔な. りと いふ。 又 一 人 傍に ありて 

曰、 我等 思 ふ に、 武士た らん 者 は、 石 田 殿 を 守護神と も 仰ぐ ベ し。 其 故 は、 太閤 薨 

御 後. 天下 は內府 公と は、 犬 打 童 も察識 す。 況ゃ國 々の 諸侯、 背く ベ き 人な き 中に、 

. ^時 纔-- 佐 和 山の 一城 主として、 諸侯 を 語ら ひ 合せ、 大亂を 奥す。 不運に して 本 

» を 達せざる は 天な りと。 時に 五十 計の^ 是を 聞きて 耳語し ける は、 兩 人の 評 然. 

h^。 され ども 或 人 潜に 予に 語りし は、 今度 關が 原亂 は、 家康 &の祌 計に して、 亂し 

て 治む とい へ る 古語 を 用 ひ、 石 田 諸侯と も 不和に なり、 遂に は 謀叛 を 起す 樣に計 

h^給ひ、忽大亂興り、 今 果して 逆徒 悉く 滅び、 太 a" の 御世と なり 諸 民 安堵す • 此 

亂 なくば、 何れの 時 か 又 治世な らん やとい へり。 
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吉隆 は、 梪武 帝の 苗裔 平貞 盛の 孫、 大谷仲 記 盛 凰が 末葉な， 9。 盛 胤 は、 平 治の 亂に、 淸 

盛の 先登 を 司う、 待 賢 門の 夜 軍に、 義 朝の 二 男 朝 長 を 射 落した る 功 を 以て、 美 濃に 

て 三千 町を頜 せし が、 賴 朝の 時 美 濃 を 逐電し、 忽ち 染 衣の 姿と なト、 筑紫 安樂 寺に 綠 

あ，. -て、 潜に 忍び 行き 幽居す。 程なく 卒す。 一 子 あり、 外 記と いふ 3 七歲 なり。 住僧 

憐んで 養育し、 成長して 大友豐 後 守 家人 i す" 此時大 谷-牛 治郞盛 治と 改め、 屢軍忠 

を顯 し、 終に 大友家 一 二の 者と なる。 然るに 大 友宗鳞 が代滅 じする に 因って、 大谷 

が 子孫 も 流浪し、 諸國に B.5 泊す。 時に 吉隆 十六 歲、 卒 馬と 號す" 太閤 播半 州を鎮 し、 

姬路城 またる 時、 故 あ、 りて 石 田 I 一^ 左が 取 持に て 召 出され、 頓て 元服 させられ、 
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1 初めて 百 五十石 を 賜 ふ。 屢軍忠 を盡 し、 後 太閤 天下の 主將 となりて、 終に 越 前敦賀 

城 五 萬 石 を 賜 は. o、 且五 奉行に 列す。 是ょ.^嚮• 從五 位下 刑 部 少輔と 叙任し、 諱の 

字 を 賜 は.. >吉 繼と稱 し、 後 四 品に 進む。 大谷其 性 仁智 深く、 勇ぁh^て猛からゃ、 0 

を隱 し、 信 あ， りて 偽な く、 禮ぁ て 驕らす • 人擧 つて 賢と 稱す。 太閤 亦 善く 之 を 用 

ひ、 常に 召して、 天下の 政務 諸侯の 善惡を 評定 せらる。 然るに 大谷痛 病 を 受け、 五 

體 苦み 隻眼 11 目す • 太閤 憐んで 恩顧 厚し。 太閤 薨後秀 賴に勸 仕す。 殊に 秀賴の 後見 

なれば、 諸事 家康 公へ 窺 ふ。 斯くて 慶長四 己 亥年 五月 十六 日、 加賀利 長. 安藝 鑼元. 

會津 景勝. 備前秀 家. 石 田 三 成. 增田長 盛. 長 束 正 家. 前 田 支 以. 島津 義弘. 小 西 行 長 等 一 

黨し、 家康 公を滅 さんと、 先づ 難題 を 數箇條 書記し、 安國 寺と 德山 五兵 衞 入道 を 兩 

使と して、 且申 送りけ る は、 德川 殿に は、 秀賴公 御 後見た るの 條、 太閤 御 遺言の 通、 

諸事 嚴密に 行 はるべき 處に、 御 淀 を 破り、 政道に 邪曲 あり。 且緣組 役 替加增 等 も， 

上意 を 得 や 是を縱 にし、 幼君 を 蔑 如す る 自由の 働、 天下の 政事、 誰 人 か 免許して、 斯 

く はま"！！ n 仃 はる や、 心底 不審に 候と なり * 家 康公御 返答に、 予 太閤の 御拔を 背きし 覺 


なし • 綠組役 替加增 等、 上意 を 得すして 沙汰せ し 事、 猶 以て 心得難し。 佴 愚息 忠 

緣組 をば、 福 島 正則 取 持ちて 、大老. 五 奉行. 中老へ も、 內意を 得た ると 申せ ども、 今に 

實 否の 相談な し。 次に 堀 尾吉晴 へ加增 せし 事 は、 御 遺言、 各に も 御存知な り。 役替 

の 事、 家人の 外. 誰 人 を か 申 付く る や。 又 幼君 を 蔑 如す る 自由の 働、 覺聊 なし • 今 

案す るに、 予御 後見 故、 各自 由な.^ 難く、 後見 無用との ことならん。 然 らば 在京 も 

益な きか。 所詮 息秀忠 と入替 らん。 如何 樣 にも 谷 所存の 通り、 幼君 守 立 てらるべし 

と 仰 越されければ、 重ねて 咎 むる 者 もな し。 時に 吉繼 御館に 居け るが、 謹んで 曰、 是 

必す楝 梁 ありて、 君 を 滅し世 を 奪 はんと 計...、 斯る 難事 を 申 かけ、 惡名を 世上へ 流 

言せ しめんとの 事な らん。 今君關 東へ 下向 あらば、 誰か 能く 亂を鎭 め、 幼君 を 守護 

せん。 某 不肖ながら 御身に 添へ 侍らば、 彼等 何程の 事 か 仕出すべき • 殊に 新庄職 

河 守直定 は、 君の 御 屋形邊 に 在京す。 御 心 易 かるべし と。 家康公 も感悅 あ... • 斯く 

御 親しみ あ， 0 しが、 宇喜多秀家の 老臣 Ir^ 川 肥 後 守 正 利. 宇喜多 左 京亮成 正. 岡 越 前 守. 

花房 志 摩 守 等 四 人、 故 あ..^ て 備前を 立 退く  • 大谷之 を 聞き、 榊原康 政と 相談し 之 を 
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扱 ふ" 仔細 あ b て 成就せ す • 家 康公聞 召し、 康政を 大に呵 し、 他家の 騷動を 取 持ち、 

剩へ事 調 はざる を 怒り 給 ひ、 早々 關 東へ 下らし む。 大谷は 家 康&の 忿怒 を 尊お、 是 

よ-り 出入 を 止む。 然るに 景勝 媒叛に 付、 諸侯 大夫 を從 へ、 會 津御發 向、 大谷も 供奉の 

內な るが、 病發 り、 暫く 殘. 0 保養し、 七月 五日 大坂を 立ち 中 山道 を經 て會津 に 赴く  • 

時に 石 田 は、 居城 佐 和 山に 逼塞し 居け るが、 途中 迄岀迎 へ、 大谷を 城 中へ 俘 ひ饗應 

して、 今度 景勝の 謀叛 は、 我れ 內 通し、 內府を 討たん 爲 な.^。 御邊は 病身 なれば、 大 

坂に 殘 b 止. り、 幼君 を 守護し、 且萬事 下知 を 加 へ 賜 はるべし とい ふ。 吉繼 驚きて 暫 

く 答へ す、 漸く 思案して 曰、 今時 其 思 立 は、 石 を 抱いて 淵に 入り、 虎の 尾 を 踏む に 似 

たり。 御邊 諸人に 惡 まれ、 旣に 切腹の 處、 舊 友の 好、 我れ 德川 殿へ 取 入り、 種々 術 を 

盡し其 難 を 救 ひ、 今日まで 恙なし • 今 此亂を 起さば、 先年 遺恨 ある 諸將、 悉ぐ 敵た 

らん。 且 太閤の 取 納め 給 ふ 弓箭、 今更 引發 さん は 、亡君の 命 も 背き、 諸人の 喇 あに 

我れ 病身に て、 遙に會 律へ 下向す る も、 偏に 無異を 扱 はん 爲な 御 邊も亦 思 止ま 

,9、 時節 を 待た ば、 容易き 術 も あらんと • 三 成が 曰、 是 全く 身の 爲に非 t 命 は義に 


吉隆、 石 

田 三 成：. L 

まハ す 


依って 輕く、 身 は 恩の 爲に捨 つ， 幸 ひ 今 家康微 勢、 諸將亦 過半 は 三 成と 一 味なれば， 

景勝と 戰 はん 時、 裏 斬す る將 多し。 此の度 本望 を 達せ すん ば、 臍 を 嗟む とも 詮なし 

とて 聞 入れ、 ず. 大谷は 暴虎馮河 悔 なき 者に 予與 せす とて、 終に 七月 七日 佐 和 i を 

立ちて、 濃 州垂井 宿に 泊り、 熟思 すらぐ、 我 往昔 三 成に 賴 みて 召し出され、 太閣の 

左右に 扈從 し、 金 蘭の 友、 殊に は 若 道の 知 音 契約、 今更 捨て 難くて 、三日 迄垂 井に 逗 

留し、 塚 因幡 守 爲廣を 頼んで 佐 和 山へ 遣し、 頻に諌 むれ ども 三 成 可 かす。 大谷長 

歡 して、 今 は 是非な し。 三 成と 共に 惡名を 受け 討死 せんとて、 佐 和 山へ 立歸れ ば、 三 

成犬に 喜び、 途中に 迎 へ 城へ 伴 ひ、 密事 を談 や。 大谷 曰、 此 一 大事 思 立ちながら、 何 

とて 我に は 知らせざる や，' 三 成 答へ て、 御邊は 、何 にても 我 をば 捨てら しま じき を 

察し、 先 づ差當 る 人々 を 語ら ふ 故、 延引せ り。 大谷 曰、 我れ 最前よ.^ 知らば、 計策樣 

樣 あるべき を。 今に 及んで は、 必ゃ 勝利 は あら じ。 只 思 ひ 止まるべし。 三 成 問 はく、 

勝利な からん i は何ぞ や。 東 は 上 杉. 佐 竹. 相 馬、 西 は 毛 利. 島津を 始め、 四國. 中國. 二 

島. 五 幾. 七道 迄 一 味の 上 は、 先づ 上方 筋の 家康 方の 諸將、 次に 支配の 城々 を 一 々急 
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に攻 落し、 堅固に 守らば、 家康 上洛 思 ひ 寄ら や • 其時關 東へ 攻 下，^、 從ふ者 をば 先 

手に し、 從 はざる は攻 落し、 景勝 亦 切って 出 でん。 然 らば 東西より 引 包み、 討滅さ 

であるべき やと、 手に 取る 樣に 申しけ り。 大谷 曰く、 此言 狸 に當 ると い へど も、 彼 

を 知って 己 を 知らす。 今 武家の 高位なる、 家康に 過ぎた るな し。 三德備 はり 勳功勝 

れ たる、 是に 過ぎた るな し。 勇士 餘多 持てる、 是に 過ぎた るな し。 慈悲 深く 家臣 能 

ぐ懷 きたる、 是に 過ぎた るな し。 俸祿の 多き、 是に 過ぎた るな し。 此 五の 者、 一 つと 

して 御邊の 身に 及ばす。 是れ 勝利な きの 謂な り。 石 田 曰、 いやと よ 天下の 人、 誰か 

秀賴公 を 尊崇せ ざらん。 然るに 家 康、. 臣 として 君 を 犯す 不忠の 名 あり。 我 は 忠を守 

.9 て、 幼君の 命 を 蒙り、 義兵 を揚 ぐ。 天下の 諸士、 誰か 隨は ざらん。 大谷 笑って、 忠 

も 不忠 も、 德に 依る と 見えたり。 古新田 義貞敕 を 奉り、 足 利 尊 氏 を 伐ちて、 却て 勝利 

を 得ざる 事 は、 天下の 英雄 尊 氏に 懷き、 帝威 を も 恐れざる 故な り。 因って 思 ふに、 

今度 御邊 義兵 を揚 ぐると も、 幼君へ 田^ 付く 者 多から じ。 我れ 一羽め より 知らば、 家康 

伏見にぁh^し時、對っべき術數多ぁりし• 今闢 東へ 下して は、 魚の 水 を 得、 龍の 雲 


に 跨る が 如し。 太 闇の 御代に さ へ、 此人を 討 滅す事 難く、 長久 手の 合戦、 後 扱に な 

b て 和睦 あり。 況ゃ今 幼君の、 何ぞ 容易く 滅し給 はん • 家康 殊に 仁心 厚く、 能く 士 

卒を 愛し、 諸 將の心 を 得た. 9* たと ひ 軍 始まる とも、 寄 合の.^ 方 勢 は、 敎令定 る ま 

じ • 是れ 敗滅の 基な. -。 せめて 家 康伏見 を 立ちて、 石 部に 泊る 節、 我是を 聞かば、 

佐 和 山より 石 部へ は 七 里 なれば、 宵よ 繰 出さば、 夜半 過に は 石 部へ 至らん。 我れ 

亦 見送りと 稱し石 部へ 赴き、 相圖を 定め 不意 を 討た ば、 事 成就す べきに、 今 恙なく 

關 東へ 下し、 跡よ. 方 追 下らば、 長途に 疲れ、 却て 利 を 失 はん。 * を圍 むに、 下手 

の 心、 善しと 思ひ圍 めど も、 上手に 遭 ひて、 案に 相違す るが 如し。 我れ 惡病を 引受 

け、 五體 痺れて 目 は 見えす。 人 半分の 身 なれば、 用に 立つ 程の 事 はなく とも、 貴殿 

を見捨 つる は 義の闕 くる 處、 殊に 幼君の 命と 承れば、 一 命 を 奉る とて、 又 一 つの 謀 

を 思案し、 三 成と 共に、 美 濃の 住人 加々 井 彌八郞 秀望を 呼びて、 秀賴の 使者と し、 計 

を 授けて 關 東へ 下らし む。 吉繼已 に 石 田に 與し、 吉繼は 不吉な りと て、 吉隆と 改め、 

三 成と 相議 し、 國々 の 諸侯へ 回章 を 遣す。 其辭に 曰、 

五 萬 石 大谷 刑部少 輔吉隆  0 
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抑自. 古 到， 于今， 見，， 國家 盛衰； 不， 如 政道 之 善 惡賢侯 之行迹 於， 見。 于 德川 家康者 

自，， 三 州， 出 而今 頜， ー關東 八州； 因 ，，重 祿， 蹈，， 靑雲之 高官； 忘， 却 往古， 蔑，， 如 幼君； チ守 „ 

先君 之 御 遺誡； 働；， 雅意， 苦；， 諸人； 依 民 無 ^JEkJ 康； 三 成. 吉 隆不， 忍 莧乏、 

蒙，， 幼君 之 仰， 諸將 4=,, 催促， 處、 皆悉 一 昧 同心。 若 無，， 合體， 族 於 fclAl 者、 京都. 大坂之 

人悉可 V 舍，， 誅戮； 何 及，， 由緒 新 儀， 哉。 速 誅，， 無道 之 家康， 鎭，， 國家， 可， 願，， 太^, 者、 早 

策， 駿馬， 舍，， 參着； 守 護 幼君， 可お，， 軍忠， 者 也。 仍 廻文 如 Ah。 

石 田 治 部 少輔三 成 

慶長五 年 七月 十二 日 

大谷 刑部少 輔吉隆 

諸國 御家人 次第 不同 誰々 御中 

と 書きて 觸廻 しければ、 各 之 を 見、 早速 大 坂へ 馳 集まる。 同 十五 日、. 三 成 は 大谷を 伴 

ひ大 坂に 來， 9、 十七 日大谷 京へ 赴/、。 三 成 は 城 中に 入りて、 馳來る 諸 將に對 面し、 

軍勢 着 到 を 記す。 然るに 大津 城主 京 極 高次の み不參 な， り。 石 田 怒りて、 先 づ是を 

攻 殺さん と、 毛 利の 勢 ニ萬餘 人、 先手と して 勢 多よ. 0 大手へ 向 ひ、 搦手へ は秀 家の 


勢 一 萬餘 人、 關 寺より 押 寄す ベ し。 辛 崎の 濱 より， 大谷 父子 1 一千 餘人向 ふ べしと 相 

議し、 旣に 打 立たん とせし 處に、 大谷之 を 聞き、 大坂 へ 馳せ歸 り、 京 極 殿 は 正しく 

幼君の 御 一 家、 其 上 未だ 敵 * 方の 分、 明かなら す。 先づ 使者 を 遣し、 彌敵 とならば 攻 

討つべし。 諸將此 儀に 同じ。 朽木河內守元綱を秀賴の使者として申送h^けるは、 

今度 家康を 誅伐の 爲、 軍旗 を揚 ぐ。 然るに 高次 一人 逆徒に 與し 籠城す。 秀 賴に對 

し、 如何なる 宿意 ある や。 速に 馳せ參 るべ し。 然ら すん ば 大軍を 差 向け 攻 落すべし 

と。 高次 之 を 聞き、 家臣 等が 諫に隨 ひ 謀 を 合せ、 僞 りて 假に 和睦し、 息 熊 若 丸 

に 家臣 四 人の子 供 を 添へ、 幷に寺 並 久右衞 門 .ェ 藤 七 之 進兩人 は、 路次警 固と 號し、 

使者 河內 守に 相 添へ、 人質と して 大 坂へ 遣し けり。 大谷 大に悅 び、 此上は 北 國を討 

從 へんと て、 大坂を 立つ。 石 田 曰、 北國 下向の 序に、 我 居城へ 立 寄られよ。 城の 造 

營 要害 堅固の 體御 目に 懸けん と、 共に 打 連れて 佐 和 山に 到 b 之 を 見る に、 先づ北 は、 

湖水 漫々 として 海に 似たり。 西 東 は 平地 なれ ども、 切通 ありて、 极 原の 虎口 を 堅く 

構へ、 南 は 大山に て、 人馬 は 思 ひも 寄らす、 鳥なら でば 通 ひ 難し。 馬 出し 折 稱矢倉 

五 萬 石 大谷 刑部少 黼吉隆  0 
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まで、 心 入りた る 造營、 誠に 天 庇の 要害と、 吉隆大 に 之 を 成 t 石 田 又 近年 武功の 

浪人 を 多く 抱へ たり。 面 謁せし めんと て、 島 左 近が 披露に て、 蒲生備 中. 舞 兵 庫を始 

めと して、 次第に 謁す。 吉 隆は窗 故、 小 性兩人 左右に 匱き さ 、やかせ、 それ，^ に 

辭を懸 く。 愛に 二  ni 逗留し、 軍談して 孰 賀へ歸 る。 石 田家 人 等、 悉く 大 谷が 才器 を 

感す。 吉隆巳に居城へ歸..^、同州北庄城主靑木紀伊守 一 矩. 丸 岡 城主 青山 伊賀 守. 東 

鯖 江 城主 丹 羽 備中守 長 昌. 加州 小 松 城主 羽 柴加賀 守 長 重 • 大聖 寺 城主 山 口 玄蕃允 正 

弘等を 相 語ら ひ、 各 居城に 籠り、 德川家 一 味の 者を攻 むべ しと 相議 す。 爱に 金澤城 

主 羽 柴肥前 守 利 勝 は、 去年 迄 石 田に 與し 在國 する 故.. 家 康公先 づ利勝 を 攻めん とて、 

加 賀守長 重. 山 口 支 蕃允を 大坂西 丸へ 召して、 利 勝 退治の 先手と 定む。 利 勝 恐れて 

忽ち 和睦し、 今度 上 杉 返 治の 攻 手に 加 は， 9、 會津ょ b 廿里 隔て、 律 川と いふ 處迄發 

向す。 吉隆は 加勢 大野 宰相 • 大津 宰相. 朽木 河内 守 元 綱. 脇 坂 中 務少輔 安治. 间淡路 守 

安元. 戶田武 藏守重 政. 同 內記重 典 .a- 11^ 因幡 守 爲廣. 木 下山 城 守 賴繼. 寺 西 下野 守忠 

澄. 小 W  土 佐 守祐忠 • 同 左 馬 介 祐滋. 木 下 宮内少 輔利房 • 奥山 雅樂頭 桌信. 赤 座 久兵衞 


尉 上田 主 水 を始、 都合 二 萬 餘兵を 集め、 各 敦賀に 至り 相議 し、 越，； g 府中 城 は、 去年 家 

康 * 堀尾吉 晴に與 ふ。 吉 晴池鲤 鮒の 驛 にて 手 を 負 ひ、 遠州濱 松へ 歸り、 府中の 城代 

に は、 甥 宫內少 輔を籠 置き ぬ。 先づ 此 城を攻 落し て 後、 利 勝を攻 め ん とて、 各 用意し 

けり。 利 勝 及 舍弟孫 四 郞利政 は、 家康 公の 命に て、 景勝 攻に津 川 迄 打 出で ける が、 

北 國の亂 を 聞きて 引返し、 先づ 大聖 寺 城 を 攻めん とて、 四 萬の 大軍を 以て 押 寄す る。 

靑木紀 伊 守 之 を 聞き、 敦賀 へ 早馬に て、 利勝大 軍に て 大聖 寺へ 向 ふ。 城主 山 口 正^ 

忽 落城 せん。 又 北の 庄へも 寄せ 來 らん。 某 手勢 五 千に 足らす、 中々 拒ぎ 難し。 早々 

御 出馬 あるべし。 若し 猶豫 せば、 眛 方の 城々 悉く 攻 落されん と、 頻に申 送れば、 大谷 

驚き、 然 らば 救 ふべ しとて、 加勢の 諸將 と共に、 八月 三日 敦賀を 立ち、 鯖 並の 宿に 至 

る處 に、 靑木 一 矩馬を 飛ばせ、 はや 大疆寺 落城す と 註 進す。 之 を 聞き 諸將、 然 らば 

先づ 府中 城を攻 むべき か。 又 押 を 置きて 北の 庄へ後 詩し 、青木 を 救 はんか • 又 府中 

に 押 を 置きて は、 前後に 大敵 を 受け、 合戰 いか V あらんと 評議 一 决 せす。 大谷 曰、 北 

の庄 落城せば、 小 松 宰相 長 重. 丸 岡の 青山 等 も 力 を 落さん • 又 府中 城 を 攻めば、 四 五 

五 萬 石 大谷 刑部少 輔吉陉  g  . 
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日 も 手間取るべし。 たと ひ攻 落す とも、 城代に 二三 百 人 も 籠 置かで は 叶 ふま じ。 爾 

らば 先づ 北の 庄へ後 詰 せん。 某 案す るに、 何と ぞ計を 回らし、 利 勝を昧 方に せば、 

府中 は 自ら 開き 退かん • 衆此議 然るべ しとて、 大 谷が 兵 七千餘 人、 加勢の 上方 勢 二 

萬餘 に、 共に 北の 庄 へ 押 行きけ， 5。 斯る處 へ 肥 前 守 利 勝の 從弟 中川宗 半と いふ 者、 

日頃 大 谷と 睦 しければ、 對 面して、 無事 を 入れん と 思 ひ、 遙々 上方より 越 前に 下り、 

大谷 陣へ來 る。 吉隆は 究竟の 術と 喜び、 中 川を虜 にし、 前ョ 兄弟へ、 謀 書 を 書かせ 

て是を 送る。 其詞に 曰、 

急 度 申 上 候。 先達 而茂 委細 申 進 候。 定而御 披見 候 半 與存、 其 以後 幾內不 ^ 及 fe. 、四 

國. 中 國. 九國迄 一 圓 致，， 同心； 德川殿 一 味 之 城々 悉 被- 攻 落-候。 西國. 北國筋 之諸大 

將 者以， -大谷 居城- 馳集、 敦賀 相-催 軍船 (加州 金澤 可- -攻 拔- 支度に て 候。 能々 被 御 

思慮； 可， 被， 定-家 之 安否； 諸事 爲-御 心得-如" 此候。 恐惶 謹言。 

八月 五日  中川宗 半 

. 羽 柴肥前 守 殿 


前 田 孫 四郎殿 

此前 も、 押へ て 媒書を 認めさせ、 遣し けれども、 鬼 角の 返事な き 放、 今度 は大谷 案文 

を 出し、 押へ て 書かし めけ る。 利 勝 兄弟 は、 以前の 狀と替 りし 故、 書と は 夢にも 

知らす、 中 川が 貞心を 感じ 尤と思 ひ、 直に 大 ® 寺の 園 を 解き、 同 七 H の曉 天に、 金澤 

の 近所 三 田 山 迄 引返く。 此時利 勝の 先手 山 嵴長門 守 • 高山 南 之坊. 太 田 梅 守. 長 九 

郎左衞 門 等、 四 組の 勢 をば 御幸 塚に 上せ、 小 极城を 押 へ させ 引退く。 時に 小 松 城主 

羽柴長 重、 家臣 等 を 集めて、 金 澤勢を 途中に 出で て 討 留めん や。 又 寄せ 來 らば、 戰は 

ん やと 相 議す。 長 岡 越後. 十 方院等 答へ て、 利 勝手 出しせ す、 金澤へ 引返く 上 は、 此 

方よりも 其 儘に 打 通して 然る べし. 江ロ三郞4^1衞門、聲を激して曰、利勝ぃかに此 

方 へ 構 はすと も、 旣に敵 * 方と 分る 身が、 目前 を 通る に、 矢 一 筋 を も 射 憑け す、 お め 

おめと 通しな ば、 末代 迄 丹 羽 家、 世の 笑 種と ならん。 願く は臣に 軍兵 を 差 添 へられ 

ば、 一 矢射縣 5 け歸る べしと、 頻に請 ひければ、 長 重是に 馬上 百騎輕 卒數ぼ 人 を授く • 

江 口 は 喜び、 淺井 啜へ 出張し、 利 勝の 先陣 九 郞左衞 門が ニ千餘 兵と 大に戰 つて、 = 

萬 石 大谷. 刑部少 輔吉賤  0 
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旣に 暮れし かば、 互に 引歸 し、 利 勝に 金 澤へ歸 城 • 世人 大に江 口が 勇 を感す • 

江 口 三 郎右衞 門に、 名高き 房士 なり • 故に 先年 太 SI も、 江 口 を 召して 其 智勇 を感 

じ、 種々 褒美 賜 は. o、 其 上 丹 羽 越 前 守 長秀の 家臣と して、 別に 一 萬 石の 朱印 を 賜 

ふ、 此時 傳十郞 とい ひしが、 三 郎右衞 門と 改む。 長秀は 始め 丹 羽 五郎 左衞門 尉と 

て、 信 長の 老臣たり。 太閣の 代に なり、 若狹. 越 前 幷加賀 半國. 江 州 二 郡 を 傾す。 然 

るに 其 子 加 賀守長 重代に、 故 あ， M し 所領 悉く 歿收， 加州 松 住に 於て、 僅 三 萬 石 を 

賜 はりし が、 文 祿四乙 未年 五月、 同 州 小 松 城 生と な， o、 十二 萬 石 賜 はり、 且從 三位 

參議に 昇る" 長 重 先非 を悔ぇ 忠勤す。 太 閣薨後 石 田に 與 する を 以て、 慶長六 辛 

年 月、 家康 公よ. -頜 知歿收 せらる。 此時江 口 も 浪人し ける を、 越 前 秀康卿 其 勇 

を惜 み、 一 萬 石 を 賜 はる。 愛に 秀康 卿の 寵臣 朝 倉 入道 犬 也と いふ 者 あり。 首 塚 を 

二度 迄 築きた る猛士 なり。 首 塚と は、 名 ある 首 * 三級 取り、 塚 を 築きて 其 靈魂を 

祭る をい ふ。 然るに 朝 倉 甚だ 己が 勇 を 高ぶり、 江 口が 一 萬 石に て 抱 へられた る 

を 猜みノ y 口 出仕の 時對 面して、 江 口 殿と は 5: ヌ 殿なる た 上方 筋の 武房と いふ は、 


如何なる 事 をが いふ ぞと問 ふ • 江 口答へ て >  上方に ての 武勇と いふ は、 雜 兵の 首 

五十 ゃ百對 捕りた る をば いはや。 千 萬 人の 剛敵 を、 餘 一 本に て 突崩す を、 武 a の 

者と いふと • 朝 倉 重ねてい ふべ き詞 なくて、 江 口の 君の 幽靈 は、 御身の 事に やと 

嘲る。 江 口 亦、 犬 也と はいぬな. -と 書く。 偖 は 御身 は 犬 かとい ひて、 刀の 柄に 手 

を 憑 ぐれば、 朝 倉 も 同じく 太刀 を拔 かんとし、 旣に 珍事に 及ばん とせし を、 諸士 

大勢 取 付き、 左右へ 引分け、 互に 理非 を 申？，？， し、 後に は 和睦し けり。 三 郞右衞 門 

卒後， 子 江 口石 見が 時、 仔細 あ 么し越 前 家 を 浪人し、 父の 名に 改め、 三 郞右衞 門と 

いひし が、 丹 羽 左 京大 夫 光重へ 歸參 し、 其 子孫 今に 彼 家に 奉仕し、 代々 三 郎右衞 

門 ス-號 す ^ 偖 又 羽 柴加賀 守 長 重 は、 舊頜歿 落せられ、 武 州江戶 芝の 邊に來 り、 丹 

羽 五郎左衛門と 改め、 幽居せ しが、 慶長八 癸 卯年 三月、 秀忠公 へ 召 出され、 先年の 

舊約を 忘れす とて、 常 州 古渡の 庄 にて、 一 萬 石 を 賜 ふ。 長 重恩 を 謝して、 同 十九 年 

大坂陣 し 軍功 を顯 し、 元 和 五己 未年、 一 莴石御 加增。 同 八 壬 戌年、 三 萬 石 御 加 增。 

奥州 棚 倉 城 を 賜 はり、 寛 永 四 丁 卯年、 又 五 萬 石 御 加 增* 同 州 白 河 城へ 移り、 凡て 

0^ 大谷 刑部少 輔吉隆  き 
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十 萬 石を領 して 卒す。 、時に 宽永 十四 年間 三月 四日 、六十 七歲 なり • 息 左 京大 夫 光 

長家 督を嗣 ぎて、 同廿 癸未 年 秋、 同 州 二 本 城へ 移り、 代々 其 子孫 今に 繁榮 す。 

斯くて 利 勝 兄弟 は、 中 川が 諜 書に 驚き、 居城 〈や 澤へ引 人り ければ、 大谷は 大聖 寺 城 

を 繕 ひ、 奧山雅 樂頭貞 信 を 城主と し、 木 下宫內 少輔利 房、 幷 蜂須賀 阿波 守 入道 法 庵の 

家人 高木 法 齋等を 加勢と して 籠 置き、 其 身 は 小 核诚へ 入-^、 長 重に 對談 し、 江 口が 

勇 を 賞し、 且 上田 主 水 を 加勢に 置きて、 又 府中 城 を 攻めん とて 打 出で けり。 府中に 

は是を 聞きて、 金澤へ 救の 兵 を 求めて 待つ 處に、 利 勝 は 引返し、 運を兩 端に 憑け て 

救 は ざ. 0 しかば、 城代 堀 尾 宮內を 始め、 城兵 大にカ を 失って 降 參を請 ふ。 大谷 許諾 

し、 人質 を 取りて 府中 城 を 請 取 、番兵 を 入れて 守らし む。 諸人 大 谷が 軍 計 を 歎す。 

然るに 大谷 は、 毛 利 .增 田に 軍談 あ， > とて、 八月 廿 二日 大 ® 寺 城 を 立ちて、 翌日 廿三 

日、 疋 田と いふ 處へ 至る。 時に 石 田 等が 方より 飛檄來 る。 其辭に 曰、 

急 度 申入 候。 東國勢 馳，， 登 岐阜 山 下 4.,, 放火； 今月 廿三： n 呂久 川越而 赤坂虛 藏 

山に 陣取 候。 急ぎ 被， 催，， 北國 勢； 中 河內ょ b 關原迄 可， 有， 發向； 其時自 方， 取 狭、 


吉隆關 原 

に 向 ふ 


敵 一 人も不 可，， 討 捕， 評定 候 • 以上 • 

石 田 治 部 少輔三 成 

小 西 攝津守 行 長 

r<^nTih 四：！ I 

.  島 津兵庫 頭義弘 

宇喜多 備前 守秀家 

大谷刑 部 少輔殿 

吉隆 披見して、 此 上は大 坂へ 上る に 及ばす とて、 居城 敦賀へ 引返し、 大聖 寺へ 檄を 

飛ばせ、 北 國勢を 待 揃 へ、. 九月 朔曰 敦賀を 立ちて、 關が原 へ 發 向す .ilf  (11 のぶ I は 

；^: ^にぱ f;^_- 加勢の 中に 京 極 高次 は、 豫 て家康 へ 志 を 通せし 故、 路 次よ， - 引離れ、 首 原 

とい ふ處 より 通夜 艄に乘 り、 比 良の 根より 陸路 を經 て、 大津 城に 入..' ぬ • 又大 ® 寺 

の 城代 奥山 貞信 は、 小勢に て 守 b 難しと て、 長 重と 一 所になる • 木 下 利 房 も 忽ち 心 

を飜 し、 前 田 利 勝へ 降參す • 蜂 須賀法 庵が 家人 共 は、 大 S 寺 を 捨て、 四國へ 逃れ 歸 

しかば、 北國は 自ら 闕 東方と な. 0 ぬ。 且金 吾秀秋 も、 石 田が 逆 意 を 察し、 關 東に 

五寓石 大谷刑 部 少輔吉 接  0  . 
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通じ、 家康 一公 儿月 十四日 赤 坂へ 着き 給へば、 秀秋 使者 を 以て 豫の申 上ぐ る 通り、 明 

日 必す裏 斬 仕る べし • 其 相圔に は、 菩提 山に て 浪煙ニ 筋 揚げら る べし。 其 時 松 尾 山 

より 切 下り 候べ し。 某 軍勢の 相 印に は、 白き 幣を射 向の 高 紐に、 皆 一様に 付けたり 

と 申 送る。 小川 父子. 脇 坂 父子. 朽 木. 赤 座 等 も、 明 H 裏切 仕る ベ き 旨、 連判の 誓紙 を 

獻じ、 山 岡 道阿彌 入道 景 友と 東條法 印に 便り 言上せ り。 吉隆 夢にも 斯 くと は 知ら 

す、 共に 軍 謀 を談じ 合へ. 9。 然るに 卒塚 爲廣、 何として か 聞き けん、 大谷陣 へ馳せ 

來り、 秀 秋の 變 心を吿 ぐ。 大谷 歎じて 曰、 變じ 易き 人心な， り。 我 旣に石 田に 與 する 

より 討死 を 思 決せり。 今更 驚くべき に 非す とて、 此旨 具に 大垣 城へ 申 送る • 三 成 驚 

, き、 秀秋 案內者 なれば、 必す佐 和 山 へ 攻 入らん とて、 宇喜多. 島津 等と 相議 し、 俄に 九 

月 十四日の 夜半、 周章して 錯 草摺 を 包み、 馬の 舌 を 結び、 松明 挑 灯 もな ズ、 潜に 南宮 

の 粟津が 原の 山に、 毛 利 右 京大 夫 秀元陣 を 構へ、 篝を 焚きし を 目的に て、 野 口村よ 

、牧 田の 間道 を經 て、 の 1^ に關が 原に 馳せ 着き、 大谷 陣に會 して 軍談す。 偖 東 

國の 先手 は、 福 島 左 衞門大 失 正則 承： り、 家臣 福 島 丹 波. 小 關石見 を 先登に 進ませ、 靑墓 


s-s" 戦 一 より 野 上の ii? を經、 海道 筋 を、 直に 十五： "の 未明に、 ffl 原へ 打 出 づ* 石 田夫 谷 等 は、 

先 づ秀秋 を 討って、 後 を 心 易 く- -て 戰 はんとて、 戸田 武藏守 .1^ 塚 因幡 守に、 宇喜多 

の 勢 を 添へ、 秀 秋の 陣へ 遣し、 計 を 以て 討たん とする に、 秀 秋風 氣と稱 して 取合 は 

す。 諸將 又相議 して、 三 成が 母 衣の 者 杉 山 宇左衞 門と いふ 者、 智勇 ある を 以て、 a 

元 • 行 長. 義；^ よりの 使と し、 隱密の 口上 ありと いはせ、 對 面せば、 秀秋を 刺殺 さしめ 

ん とする に、 秀秋猶 疑って 對 面せす。 取次ぐ 者 もなか. 9 しかば、 杉 山 も 手 を 空しう 

して 歸る。 欺くて 大 谷吉隆 は、 關の藤 川 を 前に 當て、 岸 下に 陣し、 平 塚爲廣 は、 愿 

山の 麓に 陣 して 秀秋を 押 ふ • 大谷は 今： n を 最期と 思 ひ、 從兵 等に 向 ひ、 今 日の< ロ戰 

は、 天下 分 目の 軍に て、 敵 味方 互に 相 知れり。 構へ て 不覺を 働き、 天下の 人口に 預 

るな よ * 求， 生 則 死、 輕へ死 則 生と いへ， りと 士卒 を勵 ます 3 家臣 下 河原 宗左衞 門. 牧林 

三 左衞門 等、 詞を 揃へ て、 我等 苟し くも 弓馬の 家に 生れ、 殊に 累年の 厚恩 を 成で 

快く 戦死して 是を 謝し、 名を莴 世に 留む ベ し。 大谷之 を 聞き、 實に 潔き 心底 や、 頓て 

敵 寄せ 來 らん、 用意せ よと て、 馬の 腹 帶冑緒 をし め 直し、 嫡大學 § 吉 勝に、 三千 五 W 
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餘 人の 兵 を 添へ、 垂 井口へ 差 向け、 五町 程 先の 左の 山間に 備 へさせ、 ， ？^. 男 木 下山 城 

守賴繼 に、 千 五 百 人 授けて、 是も 同じ 右の 山 先に 陣取らせ、 吉隆は 僅 六 百餘兵 を、 馬 廻 

に控 へさせ、 本陣 を 離れす、 四方の * 方に 下知 を 加 ふ。 此時迄 も、 脇 坂. 小川. 赤 座 等 

が 變心を 知ら や、 後陣と して 秀秋を 押へ しむ. - 旣に軍 始まり、 最中に 秀秋ー 萬餘騎 

を 雁行に 備へ、 尾 山より、 大谷陣 へ 討って 憑る。 待 儲けた る ことなれば、 少しも 

騷 がす、 先 づ鐵炮 三百 挺、 筒先 揃へ つるべ 放し、 次に 弓の 射手 二百 餘人 玉繼を 助け、 

矢 衾 を 作りて 射る 程に、 死生 は 知らす、 忽ち 三百 餘人討 倒され 進み 得す。 大谷之 を 

見て、 手勢 を從 へ 、 一 文字に 討って 憑る に、 秀 秋の 先陣 忽ち 敗れ、 若干の 大勢 * 方の 

陣 へ頹れ かゝれ ば、 友 崩れして 四方へ 散亂 す。 其 中に 田 中 勘右衞 門. 市 田 新 卒踏留 

まり、 勇 を 振うて 戰 死す。 秀秋 怒って、 敗軍の 士卒 を 集め、 再び 大 谷に 討って 憑る • 

是を 見て 關 東方 松 平 下野 守. 井伊 兵 部 大輔. 木 多 中 務大輔 • 藤 堂 佐 渡 守. 京 極 丹 後 守 等、 

四方より 討って 憑り、 大谷を 取圍ひ • 吉隆 更に 氣を 屈せ や、 敢て 三軍に 當 つて、 勇 

を 振 ふこと 電の 如し。 16. 塚 も 亦 藤 堂. 山內と 苦戦す • 大谷 は、 唯秀 秋を对 取らん と、 


一 萬 餘騎の 中へ、 黑烟を 立て 喚いて 馳入. -、 先手 三百 餘人忽 に 討 取れば、 秀秋堪 へ 

す 再び 敗北す • 大谷兩 度 迄 大敵 を 破りし かば、 揚貝 吹きて 味方 を 一 所に 集め 、人. あ 

の 息 を 休め、 討死 を數ふ る に、 下 河原 宗左衞 門. 牧村三 左 衞門. 古川 太郞 兵衞. 池澤七 

郎. 佐 久間勘 右衞門 • 若 狹八郎 兵衞. 村 本 小 三郎. ^子淸 兵衞. 森 七 九 郞間齊 軒、 其 外 上 

野. 園 田. 藤 野. 中 小路 由邊. 遠 行 寺. 沓 見. 西黑を 一羽と して、 百餘 人な.^。 西國 方の 運の 

盡 きたる 驗 にや、 今朝 霧 深う して 前後 見えす、 吉勝 兄弟 も、 跡に 軍 ある こと を 知ら 

す、 諸將 も、 敵 味方 を 見分け 兼ねたり • 愛に 脇 坂. 朽 木. 小川. 赤 座 等、 時分よ しと 打點 

き、 戰ひ 疲れたる 大 谷が 五 千餘騎 にて 取 籠る 大關村 小 野の 後より、 弓 鐡炮を 放し、 

鯨波 を 揚げて 討って 懸る。 大谷. 平 塚大に 驚き、 ロ惜き 裏切 や • よし 今 は 是非な し • 

左右に 分れ 大に戰 つて、 卒燥庄 兵衞尉 爲景. 同 左 助 爲處. 戶田內 記 重 典 も 苦戦す • 中 

にも 因幡 守爲廣 は、 大 長刀 を 水車に 回し、 數 萬の 敏 を薤拂 ひ、 强 敵の 首 二級 取って、 

大谷陣 へ 贈り、 是れ爲 廣が手 W にて 候。 冥途の 土産に 贈. り 侍る • 日頃の 契約 愛に 窮 

まる。 仍って 討死 候。 貴殿 も 急ぎ 自害し、 構へ て 人手に S り 給 ふべ からすと て 二 
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首 を 添へ 遣す。  . 

名の 爲に捨 つる 命は惜 から じ 終に 止らぬ 憂世と 思 へ ば 

大谷、 平 塚が 使者に 對 面し、 爲廣が 文武 を 感じ、 我 も 只今 自害し、 六道の 巷に て再會 

せん。 互の 死 は遞速 あれ ども 相 待つべし • 詠歌の 返し は 眼が 不自由 故、 他 筆な り。 

尤盧外 を 顧みす とて、 甥の ぼ 祐玄に 書かせて 返しけ り。 

契 あらば むつの 11^ に まて 暫し 後れ 先立つ 事 は あ.^ とも 

爾後 吉隆 は、 家人 三 浦 喜 太夫 を 呼びて 、合戦 今は是 迄な り。 迚も 勝つ べき 軍に 非 t 

我れ 病に て 面 甚だ 醜し。 敵の 手に 渡らん こと を 辱づ。 軍の 勝負 見る 迄 もな し • 汝 

等に 先立ちて 自害す。 我 首 能々 隱 して、 敵に 見せし むる 事 勿れと て、 馬上に て 腹 接 

切り 、うか" にに 落ちし を、 三 浦 泣々 首 を 取り 祐 支に 渡す。 此僧豫 て 用意 やした. りけん、 

武具 を脫 げば、 下に S 裟衣を 着て、 頭陀袋に 首 を 入れ、 鉢 乞 ふ 〈れ 脚の 僧が、 軍 見物す 

る體 にて、 嵯 蛾の 奥山へ 遁れ 入り、 伯父の 菩提 を HP ひけ \<SJ ぃ大 vi, か ハ^ 械、 ll^mls 

W さ 吉隆其 日の出 立 は、 肌に 練 買の 小袖 二つ 若、 上に は 白 縮に 墨畫 にて、 村 蝶 を 


二つ 三つ 書きた る 直^ を 着し、 鳥 毛の 三枚 甲の 緖を しめ、 銀鍍 の臑當 し、 弓手に 木 

兎、 妻 手に 狸の 腋紋を 書きた る脛楣 し、 態と 錯は着 ざり けり。 是は晴 軍して、 潔く 

馬上に て 腹切らん 爲の装 東と 沙汰し けり • 吉隆已 に 自害す と雖、 士卒 は 一 人 も 散 

せす 大に戰 つて、 一人 も殘ら や、 枕 を 並べ 討死す • 斯くて 大谷大 學頭苦 勝.. 木 下山 城 

守賴繼 は、 引離れ て 出張し、 東 勢 を 押 留めて、 朝霧 深ぐ、 跡の 軍 父の 討死 も 知らす 苦 

戰し 居け るが、 旣に石 田 方 討 負け、 父 吉隆も 自害す と 告げ 來れ ば、 兄弟の 今迄め り 

し 三千 餘騎、 忽に落 失せて、 百騎 可. - にな. -ぬ。 され ども 兄弟 氣撓 まや、 猶も 父の 

HP 合戰 し、 孝養に 手 向けん ふ、 多勢 を 追 詰め 突崩し、 十文字に 斬 破り、 つと 後へ 馳拔 

け 見れば、 生從 十八 人に なりぬ。 大學頭 曰、 今 は 家 連 を 見る 迄 もな し • 兄弟 共に S 

にて 1 鬼 切り、 父君に. 追 付かん。 時に 吉勝が 乳 父 橋 元久八 諫めて 曰、 是に ロ惜き 御所 

存ゃ。 今 m 眛方利 を 失 ふと 雖、 大坂 未だ 多勢、 佐 和 山 亦 堅固な り。 敵兩 城へ は攻入 

る まじ。 七 里 半の 山中 を、 2 置. 疋 田の 兩人切 塞ぎ、 又木の 目 W をば、 根傳 五郎 堅 

め たれば 、越 前 筋に 敵 はなし。 一先 づ敦賀 へ御歸 り、 敗軍の 士を 集め、 且北國 の 諸 
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將を 合せ、 再び 攻 上り 給 はんこ そ、 忠孝 二つながら 全 かるべき。 今 愛に 於て 家名 空 

しく 斷絕 せんこと 詮なし と。 兄弟 是に隨 ひ、 大軍 を切拔 け、 難なく 敦賀 へ 歸 城し、 敗 

軍の 士を 待て ども 、一人 も歸參 せす。 剩へ城 中に 野心の 者 多く、 且北國 筋の 味方、 悉 

ぐ關 東に 屬 すれば、 籠城 も 叶 はす、 家人の 諌に隨 ひ、 夜中 潜に 城 を 出で、 主 從共廿 三 

人、 思々 に 姿を窶 し、 漸く 大 坂へ 上りし が、 はや 雙方 和睦 あれば、 皆 流浪し、 八方へ 

分散し て、 諸國を 家と し 時節 を 待 もしが、 憂き 年月 を經 て、 元 和 元年 大坂亂 に、 秀賴 

の 召に 應 じて、 無比の 軍 忠を勵 まし、 兄弟 共に 戰 死せ しかば、 世人 甚だ 其 家名の、 永 

く斷絕 せる を惜み 合へ，.^. 
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石 田 一 族從 臣家傳 

三 成が 父隱岐 守爲成 は、 終に 戰 場へ 供奉せ し 事 もな く、 廣勤 仕して、 佐 和 山城に 隱 

居し、 三 成が 威 を 以て、 安樂に 居せ、 り • 然るに S 長 五 庚 子年 七月、 三 成 諸將を 催し、 同 

八月 十六 日、 濃 州 大垣城 へ 出張し、 ヌ爲 成. 兄 重 成. 其 子 左 近 大夫朝 成、 幷に舅 宇多 下 

野 守 賴忠. 其 子 河 內守賴 次 等に は、 三千 餘騎を 添へ、 佐 和 山城に 殘し 留守と す。 斯く 

て 三 成 は、 九月 十五 日關が 原の 一戦に、 諸將 と共に 敗北す と 告げ 來れ ば、 诚兵 驚き， 

然 らば 三 成、 今夜 此 城へ 來り歸 らんと て、 城戶を 開き、 門々 に 篝を燒 きて、 待て ども 

歸ら t 若し や 討 たれな ば、 敵 定めて、 明曰此 城へ 向 ひなんと て、 門々 に 兵 を 分けて、 

敵 や 寄す ると 待ち 居た. o。 翌 九月 十六 曰、 家康 公の 命 を 蒙り、 小 早 川筑前 黄門秀 秋、 

石 田 一 族從 臣家淳  «^  ♦ 
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所望に 因って 佐 和 山に 向 ふ。 溺 手の 大將 は、 ffl 中 兵 部 少輔吉 政な り • 家康公 は、 佐 

和 U の 南方に 御 陣を居 ゑら れ、 東の 山に は、 福 島 左 衞門大 夫 正則 命 を 蒙り、 高宮. 越 

智 川の 邊に備 へて、 秀秋. 吉 政の 城 攻を 見る， 其 外の 諸將、 各 城の 叫 邊に備 へ、 兩將 

此城を 落し 得すば、 荒 手に 代って 高名 せんと、 氣を銳 つて 見物せ 之に 因って 秀 

秋 は、 昨日 兩 度の 敗北 を、 大に 恥お 憤り、 今 H 此城攻 所望し たれば、 諸將の 合力 を 得べ 

からす。 只 火急に 攻拔 けと て、 紫 下 濃の 錯に、 相 兼の 下金 物 打ちた る を 被、 白星の 

冑の吹 返しに、 金銀 を 以て、 一 文字に 三 星の 紋付 けたる 龍 頭に、 鍬 形 打った る を 猪 

頸に 着な し、 正&草 革の 獅子に 牡丹 付た る脇楣 し、 十 王 頭の 臑當 し、 金 造の 太刀に、 虎 

皮の 尻 鞘 憑け、 白波と 名付けし 白 月 毛の 馬、.^. 寸 計.？ の.^ て 肥く 逞しき に、 金 覆輪の 

鞍 置きて • 紅の 厚總 の鳅、 燃 立つ 様なる を 掛けて 打 乘.. . 、金の 棧の指 物 を、 馬の 脇に 

引付け、 朱の 旄を差 上げ、 一陣に 進んで 士卒 を 織ます。 故 隆景の 時より、 a 武功 あり 

し 輩、 稀に あり けれ r 、何 か は猶豫 すべき。 討た る、 を も 顧みす、 乘 越え 趿 越え、 喚き 

叫んで 攻 上る。 城兵 も 必死と 定め 拒ぎ 戰ふ。 元 來三成 心を碎 きし 城 なれば、 要害 堅 


く、 兵糧 兵 具 嘗て 不足な き 故、 秀 秋も攻 倦んで 見えけ 愛に 城兵 長 谷川 右兵衞と 

て、 爲 成が 從弟 あり。 大手の 寄 手 を 拒ぎ しが、 忽ち 心を變 じ、 秀 秋の 先陣 平 岡 石 見守 

に 降り、 一 命 を 助けられば、 城 へ 火 を 放し、 御 勢 を 城 中 へ 引 入れん と 云 送る。 平岡悅 

んで、 功 成らば 新 恩 を申與 へんと 返答す • 爲成聞 付けて 大に 驚き、 怒って 誅 せんと 

する に、 長 谷川 嚮に 悟. 0 て、 己が 勢 を 引分け、 秀 秋の 陣 へ 加 はりければ、 城 中 彌勢減 

れり。 寄 手は猶 勢に 乘 つて 攻 動かす。 此時 搦手の 大將吉 政 は、 水の 手より 騰り、 城 

中へ 火 を 放つ" 折節 暮秋の 風 強く、 城 中 諸 營に火 移り、 黑烟天 を 掠む。 大手 溺 手勢 

に 乗って 攻 崩す。 城兵 今 は 拒ぎ 兼ね、 爲成. 重 成 父子. 賴忠、 夂子を 始め、. 一 族 十七 人、 

幷に其 妻子 等、 本丸の 客殿に 會し、 最後の 酒宴 數 刻の 後、 土 田 外 記 は、. 面々 へ X 有せん 

とて、 女中 童子 悉く 刺殺す。 十七 人 打 笑 ひ、 御 肴の 返禮 よと 詞を 揃へ、 皆 一 同に 腹切 

つたり。 土 田 外 記 成 久之を 見、 十七 人の 介錯して、 死骸の 上に 燒艸積 上げ 火 を 放ち、 

家の 子 郎等 卅餘人 、並居て 腹切れ り。 鳴呼惜 いかな 此城 は、 大坂. 伏見兩 城の 圜ど以 

て、 三 成 性 華麗 を 好み、 金銀 を 鏤め、 善美 を靈 し造營 し、 又 古今の 珍品 寶物貨 W 多く 
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貯へ 置きし に、 唯 一 時の 魔風と 共に 焦土と なり、 石 田が 一 族、 永く 斷滅 する ぞ淺 猿し 

けれ。 期くて 土 田成久 は、 一 族郞從 悉く 介錯し、 其 身 も 自害 を 催しけ るが、 忽ち 思案 

を 回らし、 何と ぞ大 坂へ 遣れ 行き、 三 成が 息 $ ^人 正 を 伴ひ隱 し、 他國に 忍び • 時 を 待 

つて 本望 を 達せし め、 石 田の 家名 を 緩が しめんと、 姿 を 蜜し、 城 中 をば 烟に 紛れ 遊 

れ 出で、 潜に 大坂 へ 忍び 行き、 隼 人 正を尋 ぬるに、 其 行方 知れ ざれば、 土 田 は 其より 

高野山へ 上り、 墨染 となり、 東雲と 名付け、 石 田 一 類の 菩提 を、 慇 慰に Fi- ひけり。 石 

田 焦 人 正 は、 其の 頃 十二 歳な ひし かば、 父 三 成も擒 となり、 佐 和 山へ も 敵 寄す ると 

聞きて、 小 性 和 田 千 之 助. 乳父津 山甚內 と共に、 主從 三. < 九月 十七 日の 夜、 大坂を 立 

出で 、奥州へ 落 行き、 津輕 右京 允爲信 方に 知人 ありて、 彼 所に 忍び 居け るが、 御 敵 故、 

1 生 石 田 氏 を 名乘る ， 」 と 能 はす、 終に 蟄 死せ しと かや。 ほ lltSI 猛 

なら 

三 成が 長 臣島左 近 允勝猛 は、 對 馬の 人、 少年よ..^ 兵 を 好んで 智勇 あり • 良將に 仕へ、 

武運 を 開かん と 思へ，^ • 時に 天 正の 、大 坂へ 来.^、 太閣に tt へん 車 を 欲し、 綠を 


兌め 願 ふと 維、 事果 さす。 其 頃 三 成、 寵 おの 奉行 なれば、 是に便 願 はんとす • 三 成 

は此 時より、 心 巾に 逆 謀の 大事 を 巧みし 故、 左 近が 深，、 兵法に 達せる を 喜んで、 一 

萬 石を與 へ、 序 を 以て 君へ 直参 させん と 偽り、 慇& 3 にあしら へり。 之に 依って 時の 

人、 狂歌に、 

. 治 部少に 過ぎた る ものが 二つ あ b 島 左 近に 佐 和 山の 城 

太閤 此事を 聞きて、 召 出さん と ありし に、 石 田是を 借んで、 願 を 達し 己が 家人と す • 

左 近に 一女 あり。 极倉豊 後 守、 彼が 智勇 を 感じ、 太閤へ 言上し 妻女と す。 然るに 太 

閤薨 後、 三 成 心中の 大事 を 左 近に 相談す。 勝猛屢 奇計 をい へど も、 三 成 深く 用 ふる 事 

能 はや。 然れ共 左 近、 能く 臣の義 を 守り、 節に 臨んで 必す諌 む。 旣に慶 長 五 庚 子年 

八月 八日、 濃 州大垣 城へ 赴く とて、 三 成 手の 軍兵 を 分つ。， 先づ 一 陣に島 左 近 • 赚生備 

中 を大將 とし、 ニ千餘 人、 其日垂 井に 着く ベ し。 1 一陣 は 舞 兵渾. 中島 總左衞 門， 一 一千 . 

餘人を 率し、 赤 坂に 着陣 せよ。. 三 陣は丸 茂三郞 兵衞. 川尻 與兵 衞， 是もー 一千 餘人押 へ 

行ぐべし。 我 は逞兵 を引纒 ひ、 明 九 H に 出馬 せんと。 時に 左 近 諫めて 曰、 今度 大事 
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の 出 勢、 一雨 rn;f 引す ると も 苦しから じ • 明 九日 は大惡 日な り • 宜く 吉日 を 選んで 

御 出馬 あ る ベ し。 三 成が 曰、 今度の 軍 は、 惡 日に 出陣し、 惡 人を誅 して、 幼君 へ 天下 

を 取艮し 進上 すれば、 味方の 爲には 1^ 口 日な り。 勝猛 曰、 惡人を 討た ば、 猶吉 を 用 

ふく  )• 古へ 楚の將 公 思 心 、齊と 戰ふ 時、 惡 日に 出陣す るに、 其 日 雨陣の 間へ 彗星 

出、- つ。 柄の 方 f--- 向へ り. - 公 思 心 之 を 見、 凡そ 人 を 打つ に、 帚の 方 を 持ち、 柄に て 之 

を 打つ。 今 柄の 方楚 にあり。 * 方 必す利 あら じ。 是れ惡 日に 出 勢した る 故な らん 

とい ひて 軍 を 返す。 翌日 吉辰、 柄の 方 齊に向 ふ- 思 心 悅び兵 を 出し、 齊と戰 つて 利 

を 得たり。 近く は 本朝 武田 勝賴、 參州 長篠出 勢の 日、 往 C 日 なれし 故、 馬場. 山縣. 內 

藤 等 之を諫 む。 跡 部 • 長 坂、 勝 頼に 進めて 曰、 夫良將 は、 惡を 以て 善と す。 愚 將は之 

に 反す。 迷 故 三界 城 悟 故 十 方 穴、 本來無 東西 何處有 南北と いへ り。 何ぞ惡 H を 事 

とせん や。 勝 賴元來 跡 部が 詞を 信用す る 故、 推して 出陣し、 果して 利 を 失へ り • 又 

太 公が 兵法に も、 甲乙丙丁 戊 己 庚 辛 壬 癸、 千 干 を 以て 五行に 配し、 木 火 土 金 水の 五 

性 を 以て、 角 徵宫商 羽の 五一 昔に 配し、 時 曰を考 へ、 方角 善惡を 見る。 和漢の 例、 大梅 


斯の 如し。 明日の 御 出陣、 甚だ 凶な..' と諫 むれ ども、 三 成 聽か卞 • 六 千 餘人を 率し 

推して 出陣し、 同 十一 日大 垣の 城に 入る。 三 成、 左 近と 相議 して、 手勢 を 諸方へ 分 

つ。 先づ 伊勢 口へ は、 蒲 生 備中守 を大將 とし、 三千 餘人 阿の 津 駒の 邊を 塞がし め、 

柏 原 彥右衞 門. 河 瀨左馬 介 雨 人に は、 三千 餘人を 授けて、 岐阜の 加勢と し、 舞 兵 庫に 

は ニ千餘 人相 添へ、 遊軍と して、 弱き 方 を 救 はしむ， 偖 本陣 三千 餘人 は、 三 成が 旗 

本に 備 へ て 在 城す。 又 島 左 近 は、 手勢 七 百 餘人を 率し、 大 垣の 西南 株瀨川 へ 出張せ 

に 爱には 東 國の先 備中村 一 學 一 忠* 其 伯父 中 村 彥右衞 門 尉 一 榮、 千餘騎 にて 控へ 

ける を、 勝 猛計を 思案し、 足 輕百餘 人に 騎馬 少し 相 交へ、 中 村が 陣屋 近く 進ませ、 鐵 

炮を 放し 掛け、 頻に敵 を 欺き 引く。 中 村 勢 怒 つ て 突出す る に、 左 近が 兵 散々 にな.. -、 

僞 h, 負けて 逃げ走る を， 勝に 乘 つて 追 憑く るに、 待 儲けた る 島 左 近、 林の中ょ..^ 1 

度に 吐と 喚いて？ 3 で、 中 村 勢 を 取 籠め、 洩 さじと 樣 立てられ、 中 村 勢大に W たれ 敗 

走す る處 に、 有 馬 玄蕃頭 豊氏是 を 見て、 橫 合より 馳せ來 り、 中 村 を 救うて、 先手 を棬 

わ. 中 を 破 b 、喚き 叫んで 戰ひ しかば、 左 近が 勢 も、 此荒 手に 揉 立てられ、 四度路 にな 
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.9 て 進み 得す。 是にカ を 得 一 4 中 村 勢 *^ 返し 合せ 戰ひ しかば、. 左 近が 勢.^ 引退ぐ i を、 

有 IT. 中 村の 兩勢、 勝に 乗って 追 憑く るに、 勝猛. に、 株瀨 川の 堤に て備を 直し、 大 返し 

に 取って 返 し、 鋒 先よ， 0 火 ® を 出し、 破りて は 通、 り、 突いて は 回り、 汗馬 東西に 馳せ 

逢 ひ、 旌旗 南北へ 引 分れ， 七八 度 揉 合 ふ 程に、 再び 左 近に 追 立てられ、 東 を 指して 敗 

走す。 手始めの 軍に、 石 田が 先手 討 勝てば、 坂 西の 輩 は、 龍の 雲 を 得， 虎の 山に 寄り 

か、 る 風情して、 勇み 悅 ぶこと 限りなし。 明 くれば 九月 十五 8, 石 田 方の 大小 名、 忽 

閼が 原の 一 戦に 討 負け、 石 田 を 始め、 四角 八方へ 散亂 す， 然るに 左 近 父子 は、.^ 方 

の 敗北に 勇氣猶 橈ます、 向 ふ 敵 を 對拂 ふに、 近付く 者 もな し • され ども 味方 悉く 敗 

すれば、 心なら や も靜々 と 引返く。 斯る處 に 關が原 左の 道筋 南の 方よ. り、 藤 堂 佐 渡 

守 高 虎. 京 極 丹 後 守 高矩、 蔦の 紋と四 目 結の 紋 付けた る 旗卅餘 流、 冠と 差 上げ、 西に 

向って 馳せ 出で、 左 近が 勢へ 橫 合に 討って 懸る。 先手 は、 籐 堂支蕃 おなり。 左 近 父 

子 少しも 騷 がす、 瑪を急 度 立直し、 彼 雨 勢に 渡し 合 ひ、 翼 龍 破 軍の 術 を 盡し變 化し、 

旗旌搖々た.4^。  兩陣互に*迅の勇をハ^^ひ、百鍛千煉して散々に突戰す。 中に も 左 近 


左 
近 
敗 


あ さま 

は 必死と 究め、 H 頃 得た る 兵 術を顯 し、 柬勢 東へ 追 捲れば、 忽ち 西へ 追 返す • 其 形勢 

轆轤 を轉 する 如くな. o。 又 追 回れば、 車軸 を 走らす に 似たり • 之に 依って 藤 堂. 京 

極の 大勢、 忽に駆 敷ら さる。 之 を 見て • 東 勢 雲霞の如く 押し 來り、 藤堂丄 Iffia を 助けて、 

左 近 父子 を、 我れ 討 取らん と爭ひ 進む。 左 近が 家ん 等 詞を揃 へ、 郎等 乘替 何の 爲ぞ 

や。 我等 愛に て 討死 せん。 君 は 命 を 全うし、 石 田 殿御 先途 を 見 屆け給 ひ、 重ねて 御 

本意 を 遂げ 給へ と 云 捨て， 一 所に 集まり 拒ぎ 戰ふ。 左 近 父子 尤 とて、 旗 腰 印 を切捨 

て、 難 兵の 體に 見せ、 大勢 斬拔 け、 馬に 策ち 落延びけ. o。 爱に高 虎の 先手 藤 堂 玄蕃允 

高 治、 是を 見知， -、 詞を 掛けて 追 掛けた b。 左 近が 子 島龍吉 郞勝義 は、 今年 十八 歲な 

りしが、 取 つ て 返し、 馬上に て 無手と 組み、 其 儘 下 へ 動と 落ち、 玄蕃 允が 首 接 切り、 

引 寄せて 乘る 所へ、 高 治が 從臣高 島 卒，？ ^郞 馳せ來 り、 十文字 鰭 を 以て、 龍 吉郞を 突 伏 

せたり。 勝義 忽ち 起 上. 高 島と 引 組みし が、 左の 股 を 突貫 かれ、 カ撓 みて、 終に 組 負 

け 討 たれ-^ り。 父 左 近 は 此の 事 夢にも 知らす、 近付く 者 を 斬 散らし 追拂 ひ、 難なく 

西 國へ落 行きけ ： 、 . 
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1^ 人 曰、 此時父 左 近 允 討死し、 子 龍 吉郎は 落延び、 西國に 流浪し 居け る を， 天下 靜 

謐後、 其 智勇 を御感 あり、 召 出し、 御家人 とし 給. V 其 子孫、 今勸 仕す る 島 氏な，^ 

と 云々。 

卜幡； &六信 世 は、 上野の 住人、 小幡 上野 介 信繁が 三男、 め 十五 歲の 時大坂 へ 上...、 

諸家の 風俗 を 見聞して、 石 田 三 成 は、 太閤 隨 一 の 寵臣た る を 以て、 是に ft へんと 思 

ひ、 石 田家に 知人 ありて、 是に 便り、 三 成に 謁す。 助 六 容顔 餓麗 なり。 三 成 又 男色 

を 好む。 見て 悅んで 抱へ、 愛情 尤 深し。 助 六 亦 才智 あり、 成長して 二 千 石を與 へ、 小 

性 近臣 納戶 方の 總頭を 司る。 關 が原陣 にも、 三 成に 影の 如く 附隨 ひ、 忠戰 しける が 

大戦に 紛れ 三 成 を 見失 ひ、 辛苦して 戰場 を切拔 け、 是を尋 ぬれ ども 知れ ざれば、 石 

山邊 へ遁れ 行き、 猶 潜に 三 成 を尋ぬ • 此時 家康公 は、 江 州 大津の 驛に御 陣を居 ゑら 

れ、 諸將に 命じて、 三 成 を搜し 給ふ處 に、 石山 邊の鄕 民の 中に、 助 六 を 見知.^ たる あ 

りて、 大勢 を 語ら ひ、 助. 六が 忍び 居た る 家へ、 ^^中俄に押込み、擒とし來り、 此 者に、 

石 田が 行末 御尋 あるべし とて 獻 上す。 之に 因て 黄金 廿枚鄕 民 等に 賜 はり、 助 六 を 御 
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前へ 召され、 直に 三 成が 行末 を 問 ひ 袷 ふ。 助 六 庭 上に 跪き、 某 は 石 田家 譜代の 士小 

幡助 六と 申す 者 故、 主君の 行方 善く 知れり。 然れ ども 己が 苦 患を遁 れんと て、 年來 

の 恩 を 忘れ、 臣 として、 何ぞ 生を弑 する の 狸 あらん や。 唯 我心 底 賢察 あるべし。 縱ひ 

骨 を 簦に碎 かれ、 身を醢 にせら る-^ とも、 其 行末 は 申す まじ。 試に 拷問 仰 付けら る 

べしと いふ。 其 顔色 自若たり。 家 康公、 其 詞を壯 なりと し、 誠に 汝は 忠義の 士、 尤精 

兵と いひつべし。 思 ふに 汝は、 三 成が 行末 を 知りた る 者に 非 や。 知らば 必す 主人の 

先途 を 見 屈くべき 氣性 なれ ども、 知らざる が 故に 別離せ り。 萬 一 知る とも 汝 いふべ 

き 者に 非す。 忠臣 を 拷問 せん 事、 勇士の 志 を 失 ふに 似たり。 早く 禁 めの 繩を 解き、 

死刑 を宥 むべ しとて、 忽ち 赦免 を 蒙る。 其より 助 六 は、 近所の 寺院に 赴き、 仔細 を 

語り、 死骸 を 隱し給 は る ベ しと、 い ふ より 早く 自害せ り。 住僧 驚き 止めん とす る に、 

透 間なければ 力 及ば や、 大津へ 赴き、 始終の 事 を 言上 すれば、 公 甚だ 御憐惜 ありし 

とか や • 

三 成が 伽の 僧に、 轟 籠 雲昌と いふ 者 あり * 相 州 箱 根^ 神主の 子な...' しが、 幼う して 
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學を 好み、 上 根 聰明、 一 を 聞いて 十 を 知る 程 なれば、 父 之 を 感じ， A 歳の 時、 京都の 

東 寺へ 預け 置きし に、 程なく 眞言 秘密 を 明に し、 十二 三の 頃 は、 S 賢の 語 を 悉く 悟 

り覺 え、 京 中の 高僧 儒者 神 擧歌學 の 達人に 對し、 日夜 議論す るに、 せパ SS 甚だ 分明な 

れば、 各 舌を卷 いて 之 を 嘆す。 洛中 洛外の 貴賤 群參 して、 之 を 聞く 者 市の 如し。 三 

成 之 を 聞き、 雲昌 十八 歲の 時、 招き 寄せて、 儒怫 神道、 古今 画家の 治 亂善惡 賢愚、 武 

備兵道 を 問答す るに、 知 辯 速に して 皆圖に 中れば、 三成奇 とし 喜んで、 何と ぞ 家人 

とせんと 思 ひ、 種々 饗應 し、 親しみ 馴け、 厚/、 恩賞 を與 へ、 畫夜 友と し 心 51 を談 す。 

然るに 文祿 元年 二月、 三成瘧 病に 浸され 絶食す。 醫藥祈 禱微驗 なし。 三 成. 雲昌を 

呼びて 曰、 我れ 年 來思ひ 企つ 大事、 豫て汝 と相議 す。 然るに 今 病死せば、 日頃の 願 

望、 徒ら 事と なら， ん 口惜し さよ。 汝が行 力に は 叶 ひ 難き か。 雲昌 答へ て、 斯の 如き 

難病 は、 鞍馬 山 多 門 天へ 参籠し、 宿願 すれば、 快復す と 承る" 御 暇 給 はり 參籠 せん 

とて、 佐 和 山 を 立ち、 夜 を ほに 繼 いで 洛 陽へ 急ぐ。 大津打 出濱を 過ぐ る 時、 山伏の 

眼 は 鷹の 眼の 如く、  口 鋒り 鼻高く、 恐し き 顔なる が、 手に は大脫 摩の 數珠を 爪繰り 


たるに 出逢へ 雲昌、 御 is は、 何處 へ 御 り あ る やと 問 へ ば、 山伏 答 へ て、 我 は 越 巾 

立山 邊に 住む 者なる が、 山城 鞍馬の 麓へ 上るな りと。 雲 33 がい ふ、 我 も 鞍 .fer へ 赴く 

なれば、 同道 せんとて、 互に 佛法世 法の 物語して、 後に なり 先にな.^ 行きて、 漸く 御 

菩薩 池に 至る 處に、 亦 四十 可 なる 男の、 長 高く 頸 短く、 坪 笠： 引 込み IS て、 眼 かぶら 

高く、 猿 眼に 額 上り、 鴨 鼻に して 小鬢 兀げ、 色 黑く頗 車 荒れ、 鬚 赤く 頤反. -齒 出で 

たるが、 綠 林に 草 鹿 書きた る攄 深の 小袖 1% 付きた るに、 白波に 帆褂 « 付けた る 梅く 

しの 衣澳、 所々 破れた る を 着、 袴の 裙を鶴 に、 脚半の 端、 e 足に 步 みなし、 小節 卷 

の 弓、 握.^ 太なる を 肩に 荷 ひ、 塗 空稳の 細長なる に、 大雁股 少し 差 籠め て 腰に 付け、 

輸寶 i: の 太刀 を 鵑 尻に 帶び、 端 摩 目 貫の 刀餘 尾に 差した るが、 地藏 堂の 前より 出合 

ひ、 能き 道 連 儲けたり とて 同道す。 雲昌 怪しみ、 さあらぬ 體 にて 曰、 我 は 足弱く 道 

遲し。 先へ 御 越 あれと いふ. - 彼 男い ふ、 我 は 貴 布 細 山に 住む 者なる が、 頃日 用 あ，^ 

て、 下の^ 醐へ 住みたり。 少しも 氣遣 なく 同道 あれ。 我れ 以前 は 他の 正道 を 妨げ、 

邪魔の 所業 を 面白く 覺 えしが、 今 は 先非 を悔 え、 唯 慕 山に 薪 を 拾 ひ、 幽谷に 水 を 掬 
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せね ども、 一 靈の性 を 見 一し、 萬綠の 執心 を斷 じ、 居 安から ね ども、 淨 名の 大 寶を觀 じ、 

食 乏し けれども、 顔 回が 道を樂 しみ、 山河 大地 を蹈躡 し、 一 乾坤の 外に 逍遙す。 像 

は麈 俗に 同じ けれども、 无爲 を所爲 とし、 心 は仁聖 に 通じて 無事 を 事と し、 大悟す 

るの 上に て、 身邊 IS に 居り、 鄕黨に 交 はる は 我 本望な りと、 ー喉聲 にな、 りて 語る。 雲 

昌は、 嘗て 文盲 頑愚の 身な b とて 取合 はす。 又 心に 思へ らく、 彼等 は 惡黨の 棟梁な 

らん。 彼. と 法 問 せん 事 無益な り。 大象 鬼徑に 遊ばす、 鸞鳳爭 でか 雞 雀に 群 せんや 

と、 口 を閉ぢ 釉を拂 つて 行く 程に、 頓て 鞍馬の 麓に 至る。 雲 昌は多 門 天へ 宿願 あり、 

是 より 別るべし とい ふに、 二人の 曰、 我々 も參 籠して、 共に 法談 せんとて 堂 前に 詣 

鱧拜 念誦して 通夜せ り。 雲昌 も、 彼 二人 は、 定めて 天狗なら めと 察 得し、 越 中の 

山伏に 向って、 主人の 病體、 次に 天下の 樣子、 太閤 卑賤より 起り て、 三百 餘年 亂れた 

る 世 を 切 め、 旗兵函 底に 納まる。 然るに 今度の 朝鮮 征伐、 諸人の 諫を用 ひられす、 

勝負い か 2- あらんと 問 ふ。 山伏 答へ て、 汝が主 三 成 は、 名利 を 好み 我慢 ヶ】 IE とし、 

放逸に 走る 故、 膦恚の 猛火 身 を 苦しむ • 世人 は 是を瘧 と 見る。 中々 療治に 及ぶ ま 


じ • 然れ ども 汝 他念な く 常 社へ 6r 願す るに 因って、 先達て 快復 せん. ， ^に 朝鮮 攻 

は、 太閤 前生 に、 是を責 む ベ き 恨 ある 故に、 諌をも 聞 入れ や。 其 事 長け れば、 重ねて 

語る べし。 然れ ども 太閤 不仁に して、 民 を濟ふ 心なく、 諸人の 歡き國 の 袞微を 顧み 

す、 前生の 約束 なれば とて、 天 何ぞ是 を簡せ ざらん や。 誠に 太閣- 以前 を 忘れ、： ai; 利 

を 思 はざる 淺猿 しさよ • 尤 一 旦は、 太閤の 威に 恐れ 從 はん。 然れ ども 終に は 朝鮮人 

の 謀に て自 威すべし と • 又 問 ふ。 .K 閤 若し 薨 せられば 世上 如何。 貴 布镧の 俗が 曰、 

我れ 常に 忿怒の 惡眼を 開いて、 一刹那の 間に、 三千 大千 世界 を 見る に、 秀吉滅 せば、 

野心の もの ありて、 東西 二つに 分れ、 大兵 亂與リ 、西方 討 負け、 東方 これに 勝ちて、 

天下 は 永く 榮ゅ べしと。 雲昌未 前の 凶事の 不思議に 驚き、 東國 にて は 誰か 天下の 主 

たらん。 又 生 人 も 常に 大事 を 思案 せらる。 此 吉凶 を も 問 はんと 思ふ處 に、 俄に 猛 

火 燃え 出で、 二人の 者 悶絕し 燥 死す。 雲 昌是を 見て、 借 こそ 是ぞ 天狗 道の、 晝夜六 

度の 熟 湯な らんと、 聲 唾を吞 みて 見 居た るに、 良 暫く ありて、 二人 灰燼の 中より 蘇生 

し 這 出で たるに、 其 形 元の 如くな り. 時に 二人 苦し 氣 なる 息 を繼 ぎ、 いかに 雲昌見 
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られ たる か、 我等が 苦 患。 夜 明くるまで 法談 せんと 思へ ども、 僧正が 谷へ 急用 あり 

て、 二人共に 赴くな.， rv。 今夜 語りし 未 前の 事共、 必 他言す る 事 勿れ。 語らば 汝が命 

を斷 たん. V 言 畢 りて 消え失せ けに 雲昌も 夜已に 明け、 れば、 禮拜 念誦 事 終 h. て、 

頓て江 州 佐 和 山へ 歸.. り 見る に、 三 成 病旣に 快癒し、 肥 前名 護屋 より 上使 來 h^、 彼 地 

へ 先達て 赴け， o。 雲 昌彌奇 として、 恐れ 慎みけ るが、 餘. り 不思議 さに、 彼の 誡に背 

き、 未 前の 凶事、 兩 人が 面 體、 法 問 悶絶の チ、 第、 詳に 傍輩に 語れ ども、 諸人 皆 狐疑し、 

却て 嘲. 0 しかば、 殘念 にや 思 ひけん、 重ねて 大勢 を 招き 集め 是を 語る。 時に 俄に 黑 

雲 庭 中に 覆 ひ 、諸人 前後 を 失 ふ 中に、 雲昌 一 人 あっと 一 聲 叫びし が、 忽ち 雲 晴れ 傍 

を 見る に、 雲昌 見えす。 是を尋 ぬるに、 其骸 二つに 引裂かれ、 一 つ は 本丸の 杉の 枝 

に 貫かれ、 一 つ は 大手の 門の 屋根に ぞ ありけ る。 見る 人 皆 恐れ 慎し み 不審して、 互 

に 口 を 閉ぢ、 是を 沙汰せ や。 斯くて 文祿四 年の 暮、 朝鮮 大 明より 和睦の 扱 を 好み、 

信 使 三人 來 朝し、 大 坂へ 着船す。 其 中に ゆうげきと いふ 者、 常に 丸藥を 服す。 太閻 

の 前にても、 紙袋 を懷 中より 取出丄 服す。 太閣問 はる。 答へ て 曰、 B 本 朝鮮 和睦の 


爲、 遙に大 明より 來る •  し 病死せば 事 成ら じと、 帝 直に 調合して E に 賜 ふ。 平 人 

の 及ばざる 大藥 入る * 方な り。 太 問 所 SS あり • ゆうげき 曰、 異 國の藥 丸、 直に 服し 

給 ふべ からす。 誰 にても 飲ませられ、 七日 も 十 H も 過ぎて、 其樣を 試み 給へ • 其 後 

御望 あらば 進上 せん。 太閤 悅ん で、 近臣 兩 人に 飮 ませ 試みら る、 に、 氣カ 甚だ 盛に 

なれに 太閬 遂に 是を請 ひ 服用 あり。 加 賀亞相 利 家. 小 早 川隆景 も、 太閬の 前に あ 

りしが、 共に 請 受け， 祕藏 して、 朝暮 服せ しに、 年を經 て、 隆景は 慶長ニ 年 十二月 卒し、 

太閤 は 同 三年 八月 募 せらる。 利 家 も 同 四 年 三月 卒去。 然るに ま 《病 出し 且つ 卒後、 筋 

骨碎 け、 五體 忽ち 崩 vi^、 三將 共に 同様な り。 彼沂 一臣 二人 も、 三年 過ぎて 死した 

る に、 彼等 も 同じさ ま な けり。 誠に 異國 の 智謀 恐 ろし や と 諸人 驚き、 且 雲昌 が 物 

語 思 ひ 合せて、 1 初めて 信 を 取り、 奇妙の 事と 耳語き ける が、 幾年 月も經 やして、 關が 

原の 大亂與 り、 西國討 負け、 天下 東國 へ 歸 すれば、 人 皆 驚き、 不思議の こと、 ぞ思ひ 

ける • 

三 成が 士大將 蒲 生備中 守鄕舍 は、 江州橫 山の 人、 本名 は撗山 喜內隆 4- とて、 佐々 木 
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屋 形の 幕下、 數 度の 軍功、 殊に 京都 白 川 合戦、 江 州 軍 等に 武勇 を 振 ひし 事、 京都 將軍 

家譜. 江 州 軍記 等に 委し。 然るに 佐々 木家衰 へて、 數 萬の 勇士 皆 流浪す。 其 頃 蒲 生 

氏 訊よ/江 州 日 野の 牧を領 しける が， 橫山を 招き 家人と す。 後 氏 鄕會津 に 移り、 百 

二 萬 石餘領 する 時、 一 萬 三千 石を與 へ、 奥州 築 川 城 を 預け、 蒲 生 氏と 鄕の字 を 授け 

て、 蒲 生 喜內鄕 舍と改 む。 軍忠 多き 事， 蒲 生 盛衰 記に 見えた 然るに 氏鄕 卒し、 

秀 行の 代に、 故 あり v,^ 地 減少し、 十 A 萬 石と なり、 野 州 宇都 宮 へ 移る 時、 家人 多く 

流浪す。 此時三 成、 喜 内が 武勇 を 喜び、 呼迎 へて 一 萬 石を與 へ、 悲生備 中 守と 改め、 

士大將 とし、 其 外 彼 家に て 名 ある 武士 數十人 抱 へ 、 備 中が 與 力と せ り。 關 が原陣 に、 

蒲 生 備中守 • 其子大 膳 父子 は、 場所 を 少しも 返 かす、 味方の 敗れ に氣を 臆せ や、 共に 

勇 を 振うて 戦死す。 備 中が 首 は、 織 田 源 五 長 益 入道 有樂討 取. り、 大 膳が 首 は、 fe 平 

下野 守 忠吉の 家人 某 討ュら 得たり。 其 外 舞 兵 庫. 柏 原 彥右衞 門. 丸 茂. 川尻. 河瀨 等の 者 

大將 にも、 三 成、 或は 一 萬 石 五千石 三千 石を與 へ、 慇慰 にあしら ひし 故、 關が 原に て 

一 方 を 請 取 ，o、 共に 武勇 を勵 みけり。 斯く 智勇の 臣 多く、 三 成 亦 才智 淺 からす、 數 


年 心 腑を碎 き、 諸將 多く 語ら ひ 懐け、 此！ 戰を 催しけ るに、 敢な. 

迄 も 悉く 滅 U せし、 天運と は いひながら、 淺猿 しか. -し 事共な.. 
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百 五十 三 萬石餘 大友豐 後 守義統  • 

義統 は、 豊 後. 豊前. 筑後. 筑前. 肥 後. 肥 前 六 州の 大守、 數代 九州の 探題 i して 豐 後に 居 

し、 六國の 諸侯、 共に 此 旗の 下たり。 先祖 は、 大職 冠より 八 代 後藤 太 秀鄕に 七 世の 

孫、 大友左 近 將監能 直な り。 是は賴 朝の 近臣に て、 字 一 法師と いひけ るが、 豐後國 

0称 城 を 賜 はりし より、 能 直が 子 大炊介 親秀. 其 子 兵 庫 頭賴泰 • 其 子 左 近 將監直 親 

Igplju^lp 子々 專. 近 江 守 直 光 I^fl. 刑 部少輔 氏 時. 太 郎氏纏 IP 世. 修理 大央親 

ftgg. 中 務大輔 時 直. 出划守 親隆. 式 部大輔 親 着？ fs§ せ. 左京亮 親 零 豊後守 親 繁* 

備前守 親 治. 修理 大夫義 長 • 左 頭 |§ 化 義鑑. 其 子左衞 門督從 五位 下義鑕 入道 宗麟， 

其 子 修理 大夫從 四 位下 侍 從義統 なり。 累世 武威 盛な り： しが、 宗鳞 代に 至りて、 耶蘇 


震 t て友秀 

律 接 、 

なけ 大 


の 邪宗 を崇 み、 祌社佛 閣を破 却し、 惡. ゆ を せし 故、 是ょ. = 'し v; 民 竦ん じ、 慕 下の 將 

大半 背き、 國中 大に擾 a し、 領國を 掠められ、 其 子義統 は、 天 正の 中頃よ. 5、 島津修 

理大 夫義久 と、 久しく 國を爭 ふ を、 同 十四 年 三月、 使者 を 以て 太閣に 援兵 を 乞 ふ。 太 

閤 許諾 あり、 仙 石 權兵衞 秀久. 長 曾 我 部 土 佐 守 信 親 • 其 子宮 內少輔 元 親に 命じて 援は 

しめらる。 仙 石 は 六 千 餘人を 率し、 大 友が 先手に 加 はり、 島 律の 家臣 伊集院が 領地 

へ攻 入り 戰ふ • 義久之 を 聞き、 島津 中務少 輔家久 を大將 とし、 二 萬 餘人を 授けて、 

是を遣 はし 拒が しむ。 長 曾 我 部 信 親、 家久が 旗本へ 突入り、 大に勇 を 振うて 戰 死し、 

從臣 卅餘輩 共に 討死す。 仙 石. 大友等 敗走す。 元 親 も、 父 信 親が 戰死を 知らす、 諸 軍 

と共に 敗走し ける が、 家臣 竹 內親助 • 桑 名 太郎左 衞門蹈 止まって 苦戦す。 是を 見て 

大 友の 兵に も、 十 河 新 太郞. 矢 野 主 膳. 田 宮左近 も、 取って返し 討死す。 此 間に 大 友. 

仙 石 • 長 曾 我 部 元 親等、 漸く 豐後國 へ 逃 延びたり。 此合戰 の 烈しき 事、 大 友興廢 記に 

委し。 太閤 此事を 聞きて 大に 怒り、 天 正 十五 年 三月 上句、 自ら 大坂 を進發 ありて、 

先づ 藝州嚴 島に 至り、 國土 太平の 願書 を 籠め、 靑銅ニ 貫 文 を車納 あり。 翌 U 長 州 赤 

百 玉 十三 萬石餘 大友豐 後 守義統  .  六せ 


大 友義 統 

も 義久 

相戰ふ 


良 曾 我 部 


吉、 島 

律 追討の 

爲め進 5^ 


に秀九 和 島 
歸吉州 な 車 
陣大寫 乞 家 
坂き' ふ久 ' 
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間が 關に至 b 、其 後關戶 に着陣 a 毛 利 勘 八. 同 早吉郞 を、 此 地の 警衞と W め、 丸 茂 三 

郞 兵衞. 木戶十 乘坊 を、 門 司 城の 警守 として 、愛に て 軍 評定 あり • 先 づ羽柴 信 濃守秀 

長 は、 豊後 日向の 國 兵を從 へ、 先手の 大將 た. -。 蜂須賀 阿波 守 家政 は、 手勢 六千餘 

人、 長 曾 我 部 宫內少 輔元親 五 千 人、 尾 藤 左 衞門尉 三千 人、 幷に 四國. 中 國の勢 八萬餘 

人 を 率し、 後軍に 備 へて 攻 入るべし と • 時に 毛 利 右 馬頭 W 元 0 萬餘 人、 宇喜多 備前 

守 一 萬 餘人を 率し、 太閤の 陣へ 馳せ加 は る。 因って 此兩將 に 命じて、 都 喜 枝 城 を 築 

か せ、 黑田宫 內兵衞 尉 孝 高. 龜井 武藏 守玆矩 をし て 守らし む。. 太閤 は、 諸 軍 を領し て 

豊 後に 着陣。 羽 柴秀長 は、 豐後 とほ 向の 境なる 高峯 城を攻 む。 島 津兵庫 頭 義^ 後 詰 

して 戰ふ。 城主 宫部善 祥坊. 其 臣南條 周 防 守、 能く 守り 拒ぐ と雖、 終に 利 を 失 ひ 城 を 

逃れ出で、義^^と共に敗走す。 家 久是を 聞きて 甚だ 怒.^、 自ら 二 禹餘人 を 率し、 豊 

後の 府內に 城 を 築き、 移りて 防がん と 計る を、 太閤 數萬騎 を 引き て攻 破ら る。 家ク 

討 負け、 終に 薩 州へ 引 入りし を、 太閻績 いて 攻 人ら る。 家久 勢力 橈み 和睦 を 乞 ふ。 

太閤 之 を 免し 幕下と なし、 府內城 をば 大 友義 鎭. 同義 統に 守らせ、 九州 悉く 攻從 い 


守護 代官 を 定めて 歸陣 せらる。 義鎭は 家を義 統に讓 り、 隱居 入道して 宗 鱗と 號し、 

臼 称 城に 居す • 斯くて 後文祿 元年 三月 朔日、 太閤 朝鮮 征伐の 爲、 諸 將を肥 前 迄 遣 は 

し、 太閤 は 同月 廿 六日 帝都 を 進發ぁ つ て、 名護屋 へ 至 四月 十一 一 nj 諸侯 大夫： "本 

を 立ちて、 同 十八 日 彼 地に 至る • 大友 は案內 者、 殊に 大名 なれば，， 彼 地へ 赴き、 不知 

案內の 日本 勢 を 引 廻 はし、 急難 ある 諸 將を救 ふべ しとの 命 あり。 熊 谷 內藏允 直陳. 

福 原 右 馬 介 直 高 を 朝鮮 目附 として 渡海せ しむ。 同 二 年 正月 六日、 大 明勢數 萬、 小 西 

行 長が 籠れる 卒壤城 を 園む。 行 長 兵 を 出して 戰へ ども 利 あらす。 同 七日、 城の 外郭 

迄攻 破らる。 翌 八日、 行 長 兵を纒 ひ、 夜に 入りて 敗軍す。 此時大 友義 統は、 彼 城 近 

くに居た，c^しが、明.の大軍に恐れ、是れを救はす、門扉を閉して籠居せり。 熊 谷. 福 原、 

此旨 具に 名護屋 へ 注進す。 太閤怒-^ て、 大友を 名護屋 へ 召して、 今度 汝を 朝鮮 へ 遣 

す こと、 大名と い ひ、 且案內 者た る を 以て、 諸將の 急難 を 救 は しめん 爲、 遊軍と し て 

渡海せ しむる に、 大明勢 を 恐れ 小 西 を 救 はす。 剩 へ 出張す るに 度 を 失 ひ、 周章 騷ぎ 

逃 籠る こ と、 前代未聞の 怯 弱 臆病、 秀？ 1 卑賤の 昔よ h.- 今年 迄、 . 未だ 敗北の 辱 を 蒙ら 

首 玉 十 111 萬 餘 大友豐 後 守義銃  ^^《 
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す， 然るに 汝、 始めて 大 W 兵が 爲に 敗走して、 一身の 辱 を 願す • 是 併ら 我が 恥辱に 

して、 且 日本の 瑕瑾 なり • 昔汝島 津と戰 つて、 我に 援兵 を 乞 ふ を、 我れ 汝を救 ふ？ 

きょ^みな けれども、 武將 として、 援兵 を 乞 はれ 捨 く 事、 武門の 恥辱と ひ、 加勢 を 遣 

す處 に、 其 時 も 大友は 島津が 小勢に 破られ、 本 城 へ 入る 事 能 はす、 妙 見 龍王 邊 へ 逃 迷 

ふ。 是等 は淺智 とや せん 臆病と やい はん。 武士の 列に 入る 者に 非 や。 然る を 我 兵 

島津 を追拂 ひ、 汝を本 城 へ 入らし む。 又 以前 諸侯 大夫 昇殿の 時、 汝 頻りに 羽 柴氏を 

乞 ふ。 然れ ども 大友氏 は、 賴朝以 來の舊 家 なれば、 其 氏の 改まらん こと を 慮り、 態と 

氏 を 授けざる に、 汝 却て 我が 深 志 を 悟ら や • 强 ひて 請 望す るに 因って、 我 氏 を 免す。 

是も汝 が 愚なる 故 なれ ども、 其 願 ふ 心、 默 止し 難き が 故な り。 因って * 天 氣を窺 ひ、 

位 宰相 迄に 昇進せ しむ。 斯樣の 深意 を も 思 はす、 不義 臆病 を 構へ、 秀吉に 恥辱 を與 

ふる 上 は、 速に 汝が首 を 刎ね、 諸人の 見懲 にもと 思へ ども、 大友は 右 大將以 來の舊 家 

たる を 以て、 死罪 を し、 舊領 を歿收 して、 毛 利 輝 元へ 預けら る、 の 皆、 直に 仰 渡さ 

る。 又 義統の 子 義親を 召して、 汝を 武士と した も、 父義 親が 臆病 を 以て、 諸士 Q 


座へ 入る？ からす。 之に 依って 禁裡の 陪侍と す。 借 亦 汝が息 義延 をば、 徳川家 へ 預 

くると. 【是も 直に 仰 渡さる。 此の 時に 至りて、 九州 數 代の 大友 家、 永く 所領 を 失 ひ 

三 萬 五千石 長澤 上野 介康忠 . 

是は 上野 介康 高の 長男に て、 上野 介 政忠の 孫な b -。 先祖 は 德川和 泉 守 信 光の 九 男、 

极卒備 中 守 親 則な り。 親 則 は武の 器量 あ. て、 參 州岩津 城を攻 取， cZ 同 州長澤 城 を 

築き、 居住と し 以て 氏と す。 親 則より 八 世 長 澤源七 郎康高 は、 十六 歲の 時、 家康公 

の 御前に て 元服し、 從五 位下 上野 介と 受領す。 康高亦 武名 あ， -。 江 州 姉 川. 參州長 

篠. 尾 州 小牧、 且つ 樂 田. 羽黑. 長久 手 等の 合戦に 武功 ある 事、 諸錄に 見えた に 家康 

公、 別して 御 賞美 ありて、 三 萬 五千石 を 賜 ふ。 天 正の 中頃、 關白秀 次、 康 高の 武勇 を 

感じ、 十 萬 石を與 へん、 慕 下に 屬せ よと 招かれ けれども、 祿に 耽り、 二君に 仕 へん 事 

を 恥 ぢて肯 はす。 秀. 彌其 心底 を感 せらる • 康 高卒して、 息 源 七 郞康忠 家督 を嗣ぎ 

111 萬 玉 千 石 長澤 上野 介康 41  さ 


古今 武家 齒衰詆 ：卷第 sr、；  さ 

て、 上野 介に 任じ、 文 祿ニ年 十 廿九， 日 早世 、令、 嗣なく 家 斷絕， せし が、 長澤家 は斷錄 

すべきに あらやと て、 上 總介忠 輝 卿 を、 家督に 備 へられし が、 此將も 仔細 ありて 流 

刑 せらる。 故に 核 平 下 總守淸 面、 長澤家 を相續 せらる。 此 次第、 上總介 殿奥卒 氏の 

# 中に 記す •  ， 

十一 萬 石 長 谷川 藤 五 郞秀ー 

秀ー は、 太閤の 近臣な しが、 國々 所々 * 戦功 ある を 以て、 終に 越 前 大野 城主と な 

り， 天 正 十三 年 七月 從四 位下 侍從に り、 文祿 元年、 朝鮮 へ 赴き 戦功 ありし が、 同 三 

年 二月、 高麗に て 病死す。 

十七 萬 四千 石 羽 柴丹波 守秀勝 ， 

秀勝 は、 織 田 信 長の 息 男な b しが、 太閣の 養子と なり、 丹波國 にて 十 萬 石 賜 はり、 お 

五位 下より 從四 ffids 從に 進み、 羽 柴丹波 守に 任す • 天 正 十三 年 權少將 に 進み、 十 


八 年 相 州 小 田 原に 於て 戦功 を 顧し、 翌年 甲 州 府中！^ 十七 萬 四千 石 を 賜 はり. 正三位 

中納 言に 昇進、 諸侯 亦 尊崇せ. 然るに 文 祿のー s、 朝鮮へ 渡海し、 同 三年 彼 地に て 

病死 せらる。 

私に 曰、 織 田. 長 谷川の 一 一 將戰功 立身 病死、 且 つ 其 子孫 今 小 祿を賜 はり、 御 旗本に 

動： id す る 次第、 事 長き 故是を 略す • 

三 萬 石 渡 瀨左衞 門 佐繁詮 

太閤 卑賤の 時よ. - 奉仕す。 關白 昇進の 時 五千石 賜 は， -.、 旗本の 列と なる • 天 正 十八 

年 小 田 原 戦功 を 以て、 遠 州 橫須賀 城 三 萬 石 を 賜 ふ。 然るに 秀次、 惡行 詮議 あり。 渡 

瀨其 張本人た る を 以て、 文 祿四年 八 s 領地 歿收 し、 佐 竹 右 京大 夫 義宣へ 預けられ、 

常 州 水戶へ 配流。 

三 萬 石 前 野但馬 守長康  ， 

十七 萬 四千 石 羽 柴丹波 守秀勝 一一 一 萬 一? 渡 瀨左衞 門 佐繁詮  0 
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太閤 筑前 守たり し 時、 馬 廻に 召 出され、 前 野 庄右衞 門と 號す。 賤が嶽 四 番の軍 列た 

り" 後 但州出 石 城主と なる。 長康 も、 秀 次へ 惡 行を勸 むる を 以て、 頜 地歿收 し、 

州 府中 城主 中 村 式部 少輔に 預けら る。 此將は 加州の 住人 富 樫 介が 末葉に て、 後 坪 

內と改 め、 當時御 旗本に 奉仕す。 

十八 萬 石 木 村 常 陸 介 重 高 

重 高 は、 木 村 集 人 佐が 男な. 9。 父 人 佐 は、 太閣 微賤の 時よりの 老臣に て、 賤が嶽 

合戰の 時、. 三番 備柴 田の 先手 を 追 崩し、 越 前 迄 突入り、 終に 勝 家に 自害せ しむ。 此 

功 を W て、 山 州 淀の 城 を 賜 はり、 大名と なりて 卒す。 常 陸 介 重 高 家督 を嗣 ぎ、 太 闇、 

關白 職を秀 次へ 讓ら る、 時、 木 村 は 數年予 が 老臣に て、 目 出た き 者な り。 秀 次も予 

が 如ぐ 果報 を 相繼ぐ ベ しとて、 木 村を秀 次の 方 へ 附 けらる。 され ども 重 高 は、 父 軍 

人佐に劣り、佞奸にして石田.增田と心を合せ、秀^^.ハへ惡行を勸めしを以て、 秀次生 

害の後、木村は攝州#^^^にて切腹、其ー 族緣者迄悉く死刑。 此 始終、 秀次 記に 委細 故、 


愛に 記さす • 

十五 萬 石 粟野 木工 頭秀用 

先祖 未詳。 秀用 始め 粟野 喜 右衛門と て、 奧州 伊達正宗の 步行士 た しが、 & あらて 

正宗の 勘氣を 蒙り蟹 居し ける が、 太閤 誘 は訂， の 武名 を 傅へ 聞きて、 潜に HiiJ 州へ 赴 

き、 緣を 求めて 步行士 となる。 秀用 武勇 あ b て、 屢戰 功を顯 はし、 段々 進んで 一 萬 

石を頜 し、 旗本の 者 頭と な 頓て三 萬 石 を 賜 ふ。 正宗， 此事を 聞きて 大に 怒り、 頓 

て 使者 を 遣 はし、 太閤へ 斷り ける は、 御 家に 粟野 木工 頭と 申す 者 候べ し。 彼 者 は、 

正宗 譜代の 者な. りしが、 法外の 事 これ あり、 勘當 して 押 籠め 置きし に、 奥州 を 逃れ 

出で、 貴殿 へ 奉仕す と 承る。 彼 者 は 仔細 これ あり、 當國 へ 呼 下し、 尋ぬ る 事 候へば、 

早々 返し 給 はるべし i 申 送る， 太閤 返辭 ありけ る は、 粟野 事、 以前 我家 を 望む 時、 

何者にゃi其出生を尋ねしに、御斷りの通.c^相違なく申せ，^• 貴殿 勘當の 者、 秀吉 

扶持 致 事、 遠慮 多く 思 ひしが、 奥州より 遙々 我 を 賴み來 り、 委細 を 語り 歡く 故、 其 心 

十五 萬 石 粟野 木 H 頭秀用 


粟野 秀用 
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底 不便に 思 ひ 召 抱 へしに、 其 節よ. 9 今年 迄、 忠功を _ ^す を 以て、 三 萬 石.！^ ハへ、 秘藏 

の士 とす。 彼が 儀 は、 伊達 殿の 御法度 を 背 く- 0 も、 秀吉に 御免 あれと、 慇 慰に 返答 

あれば、 重ねて 鬼 角の 沙汰 もな し。 此斷り は、 播州 姬路の 城主に て、 羽 柴筑前 守た 

る 時な り。 其 後天 下の 主將 となりて、 諸侯 大夫 剛臆の B 記 を考へ 見ら る、 に、 粟野 

終に 臆な く、 戰功 諸將に 冠たり • 太閤 歎美 ありて、 十 萬 石 加增、 豫州枉 本 城主と し 

て、 且從四 位下 侍從に 任せら る。 其後秀^^の附臣となり、ニ寓石加增。 然るに 文祿 

四 年、 秀次 謀叛の 聞え ありて、 京師 聚樂の 館 を 出で、 高野山に 赴き、 同 七月 十五 HI 生 

害せら る。 粟野 其 惡行を 取 持ちた る 故、 京都 東 山に て 自殺す。 子 も 一 族 もな く、 此家 

永く 斷絕 す。 之に 依って 京 童の 識り 合へ る は、 粟野 は 卑しき 者なる が、 俄に 十五 萬 

石の 大名と なりし 故斷滅 せ，..^。 瘦 子の 食事 は、 却て 毒と なり 身に ならす。 此人 も、 

昔の 步行士 ならば 長命な らんに、 十五  一 sS 石が 毒と な， 0 命 を 失 ひ、 剩へ 五十 餘歲 にな 

りても、 妻女 は 勝手の 費な りと て、 獨味を 好み、 幾年 月も樂 ます、 嘸殘 念に あ. 0 なん 

と、 樣々 に唱 へしと かや • 


六 萬 石 白 井備後 守範秀 

暴 

白 井は秀 次の 乳 父に て、 三 好 譜代の 士なり • 一  萬 三千 石領 せし が、 秀次關 白 職を繼 

ぐ 時、 加增を 蒙. 0 六 萬 石と なる。 然るに 石 田 三 成 は、 太閻薨 後、 天下 を 奪 はんと 思 

ひしが、 秀 次の 武勇 を 恐れ、 此人 ありて は 本望 遂げ 難しと て、 終に 樣々 に 惡事を 巧 

み、秀^^を太閻へ讒言せり。 始の程 は 聞 入れな かりし が、 終に は 太 開 も 實と思 はれ、 

秀次 へ、 高 野へ 移るべき の 上使 あり。 此時秀 次 は、 諸將を 召して 相議 せらる。 白 井 

曰、 君聊 誤な し。 皆 是れ石 田が 讒言 なれば、 高 野へ 移り 給 はん 樣 なし。 粟野. 熊 谷. 

某 三人の 內、 一人 伏 見へ 遣 はされば、 御 不審の 次第 逐一 申 開かん。 其 上 にても 御閒 

分な く、 押して； a 手 向 ひなば、 聚樂の 御館 を 枕と して、 我々 討死 らん。 さあら ば 伏 

見 勢、 何萬騎 寄せ 來る とも、 恐る \ に 足ら や。 然 らば 太閤 必ゃ 御出^ あ.^。 自身 御 謀 

叛の 仔細 を 御 尋ね あらん • 其 時、 罪な き，？^ 第一々 に 開き 給へ。 其 言を閒 召さば、 

太閤の 御 心 忽ち 解け 給 はんと • 秀火之 を 聞き、 汝が言 善しと 雖、 聚樂に 居て 申 分せ 

六 萬 石 白 井備後 守； 跳芳  お 


白 井範秀 

自殺 


熊 谷 直 澄 

自殺 
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ん事 不義 なれば、 一先 づ 上意に 任せ 高 野へ 移り、 彼 山より、 汝等を 以て 申 分 せん • 其 

用意せ よと なり. 白 井 重ねて、 此の 事 甚だ 惡し。 御 誤な き 事 を、 一往の 御斷り もな 

く、 上意に 任せ 給 は  >  、御 誤 必定と、 諸人 遍く 推量 せん。 御 思案 ある べしと、 頻に諌 

むれ ども、 秀次 嘗て 聞 かざりし かば、 是非な く 供奉せ しに、 果して 高野山に 至れば 

尉手來 り、 忽ち 押して 生害せ しめらる。 此 時に 至り、 白 井が 諌に隨 は ざり し 事を悔 

えられし とぞ。 白 井 備後守 は、 斯く あらんと 豫め覺 悟し ければ、 諸人に 構 はや 京へ 

歸り、 四條の 大雲院 は、 日頃 賴 みし 寺 故、 一々 仔細 を 語り、 忽 殉死せ..^。 諸人 甚だ 是 

を惜 みしと なり。  一 

五 萬 石 熊 谷大膳 亮直 澄. 

直 澄 は、 熊 谷 次 郎直實 が 末葉な， -。 ±閬 天下 草創の 始 より、 馬 迥に召 出され、 展戰 

功.^ る を ：5 て、 五 萬 石 迄 賜 はり、 秀， の附臣 となる。 然るに 秀次 生害 あれば、 直 澄 は 

嵯蛾天 龍 寺へ 馳せ 入り、， 忽ち 自害す。 直 澄 は 嘗て 其 誤なければ、 太 閣も召 返して、 


せ 三 六 

ら成角 
るに 義 


本領 を 賜 はらんと 內談 ありけ る內 に、 忽殆 死し ければ、 皆 人 本意な く 思 ひしと ぞ， 

十 A 萬 石 六角 右兵衞 督義鄕 

義鄕 は、 宇多 帝の 後胤， 佐々 木 四郞高 綱の 末 薬、 數代江 州の 大 守たり しが、 父 義秀閬 

將故、 江 州 大形 攻 取られ 、剰へ 家人の 爲に、 佐々 木の 御所 を 奪 はれ、 漂泊して 病死す • 

之に 园 つて 義鄕 は、 一 族 六角 氏を嗣 ぎて、 僅 十八 萬 石 を 傾し ける が、 石 田が 讒に 闲 

つて、 旣に 死罪に 當す。 太閤 其 舊家を 憐れみ、 領地 を歿收 し、 一 命 を 助けられ しか 

ば、 義鄕 忽ち 浪漂 せり。 石 田 三 成、 何とて 義 鄕を讒 したる やと、 甚 兀を尋 ぬるに、 義 

鄕の 家人 多羅 尾道賀 とい ふ 者の 女、 無雙の 美人な- 9 しかば、 義鄕 妾と なし 愛す。 石 

B3 聞きて 是を 羨み、 父 道賀を 呼びて、 樣々 に 所望 すれ ども、 主人の 愛妾た る を 以て 

嘗て 肯 はす。 三 成理に 伏す と雖、 猶 執心 殘 何と ぞ義鄕 を 殺さば、 彼女 房 我 手に入 

らんと 思 ひ 究め、 時々 讒を 構へ、 終に 義鄕を 浪人 させし に、 秀次 彼女 房の 美なる を 

聞きて、 聚樂の 館へ 引取らる。 三 成 大に思 謀 違 ひ、 深く 心に 秀次を 恨み、 又 終に 秀 

十八 萬 石 六角 右兵衞 督義鄉  ^ 


景小 

死 ¥■ 
去 川 
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^を も 讒し弑 せし 處に、 彼女 房 も卅餘 人の 內 にて、 文 祿四年 八月 二 口、 關白秀 次の 

惡 行に 因って、 京 白 河に 於て、 殘らす 首 を 刎ねら る • 

讲三萬 六 千 石 小 早 川筑前 守隆景 

隆景 は、 小 早 川 又 太郎正 平の 養子、 實には 毛 利 陸 奥 守 元 就の 三男な り。 隆景 は、 智 

仁 勇 兼備の 良將 にて、 ±閤 鎭西征 罰の 時 も 先手 蒙....、 向ふ處 敗らす とい ふ 事な し • 

太閤 又 天下の 政事、 淀の 次第 迄 も相議 せらる • 恩寵 又淺 からす、 筑前を 賜 は.^、 筑 

前 守と 改め、 立 花の 城主たり。 初め 左 衞門督 たり。 後 五 大老 職に 補せられ、 從 三位 

權中納 言に 昇進し、 專ら 忠節 を盡 し、 慶長ニ 年 酉の 六月 十二 日 逝去、 餘六 十六な り。 

家嗣の 次第、 金吾秀 秋の 傅に 記す。 

一 萬 石 早 川 主馬 長敏 

豐後國 にて 領地 を 賜 はり、 大目 付 役 を 動む。 朝鮮 へ 渡海せ しが、 慶長四 年、 其 節の 


目 代 竹 中 伊豆守. 毛 利 伊勢 守と、 故あって 伏 見に て對 決せし が、 早 川 非 分に て、 家康 

公より、 所領 歿收し 追放 せらる。 早 川本國 奥州た る 故、 仙臺へ 赴き、 伊達 家の 合力 

を 受けて 居た りしが、 石 田に 與し、 非 分の 惡事を 巧みし 故、 遂に 彼 家に 蟄 死す。 其 

子孫 小祿を 受けて、 當時 伊達 家に 勸 仕す 云々。 

四 萬 五千石 土方 勘兵衞 尉雄久 

土方 は、 元 織 田 尾 張 守 信 雄の 家臣た..' しが、 故あって 太閤へ 直參 し、 尾 州 犬 山城 主 

となる。 雄久 は、 加賀利 長の 從 弟な り。 石 田 逆 意 を 企つ 節、 是を 語ら ひ、 密事 を談 

する に、 石 田が 不義 を覺 りて、 土方 是に與 せす。 石 田 後難 を 恐れ、 樣々 に讒を 構へ 

所領 收し、 佐 竹義宣 へ 預け、 常 陸 へ 配流す。 然るに 太閤 薨後、 石 田 謀叛の 節、 家康 

公、 土方が 貞心を 感じ、 召 出して、 加州 利 長へ 密 旨の 使者に 遣 はさる • 雄久 加州に 

至り 是を 演說 す。 利 長の 曰、 舍弟孫 四 郎利政 は、 石 田に 語ら はる。 我れ 頻に諫 むれ ど 

も 聞 入れす。 雄久能 州へ 赴き、 猶利 政を錶 めら れ よ。 土方 諾 して 能 州へ 至.^、 是に 

四 萬 五千石 土方 勘 兵 尉雄久  八 一 


福 原 直 高 

佐 和 山 Li 

幽居 
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說ぐ。 利攻肯 はす。 土方 又 此旨を 利 長へ 告げて 上洛。 關 が原戰 過ぎて 太平の 後、 能 

州に て 領地 を 賜 はり、 從 五位 下河內 守に 任じ、 二 代 迄 勤 功を盡 せし に、 雄 久が孫 河 

內守 代に、 故あって 所領 歿收 せらる。 近代の 事故、 其 事 記す に 及ばす。 其 外 土方 氏 

は 誤な き 故、 當時皆 繁昌す。 此 由緒、 盛衰 土方 家譜に 委細 故、 爱に識 さす。 

1 一 萬 石 福 原 右馬助 直 高 

福 原 は、 豐 後府內 城主に て、 石 田 三 成が 妹聱 たり • 之に 依て 朝鮮へ 渡海せ し 時、 三 

成と 心 を 合せ、 諸 將の中 不和なる をば、 剛をも 臆と 注進す。 諸將是を憤，..^、 毛利.竹 

中の 目附 を證據 にし、 家康 公の 御前に 於て、 對決を 遂げ 追放 せらる • 因って 江 州 佐 

和山に 至h^ て幽居す、 然る に 三成謀叛の時に、濃州大垣城生伊東彥兵衞尉を攻落し、 

本丸に 此福原 を 籠 置き、 二の丸に は、 秋 月 長 門 守 1： 宗. 相 良 宮內少 輔賴定 • 高 橋 右近 

大夫長 行、 三の 丸に は、 熊 谷 內藏介 直陳. 垣 見 和 泉 守 家 純. 木 村 總左衞 門. 其 子 傳藏、 都 

.^ロ 七 千餘人 をして 守らし む。 然るに 九月 十五 =w、 關が 原の 一 戰、 石 田 方 敗北して、 


直 

高 
降 

る 


翌 十六："、 核 平 丹 波守康 重. 水 野. K 左 衞門尉 If; 日 勝 成 命 を 蒙り、 大垣城 攻に馳 せ 向 

ふ。 在 番の諸 將勇氣 ® し 、相 良. 秋 月. 高 橋 は、 共に 相議 して、 潜に 康萆勝 成へ 申 送. 0 

ける は、 我々 今度の 不義 を 御免 あ， o、 一 命 を 助けられば、 福 原 幷に垣 見. 熊 谷. 木 村 父 

子 を 討って 出さん と、 雨 將悅ん で 許諾す。 相 良 等 は 、同 十八 日 早朝に、 熊 谷. 垣 見 • 木 

村 父子の 方へ 軍談 あり。 早々 二の丸へ 來り 給へ とい ひ 送る。 熊 谷 等 其 僞謀を 知ら 

す、 從者三 四 人 づっ召 具し、 秋 月. 相 良が 外郭の 陣屋へ 來る を、 忽に 殺して、 相 圖の鐡 

炮を 放つ。 水 野. 核 平 城 屮へ乘 入り、 城 を 請 取る。 . 然れ ども 本丸に は、 福 "gK 高必 

死にな りて 拒ぐ 故、 一 日 一 夜攻め けれども 、本丸 終に 落ちす。 爱に西 尾豊後 守光敎 

は、 濃 州の 案內者 たれば、 大 垣の 寄 手に 加 はるべき の 命 を 受け、 今 ：11 馳せ 着きし が、 

城 中へ 矢文 を 射 込み 申す 樣、 旣に關 が 原 敗れて、 何 を 頼み 誰 を 便りに 合戰 ある や。 

早く 降參 して、 城兵 大勢の 命 を 救 はるべし。 御邊の 一命 幷本頜 の 儀、 西 尾 隨分取 成 

さんと 記せう。 福 原 見て 尤な りと て、 同 廿日 本丸 を 開 渡し、 豊後 守が 陣へ來 る。 西 

尾悅 び、 右の 次第、 家康 公へ 言上 すれ ども、， 福 原 は 石 田が 聱 にて、 殊に 不義の 好 人、 

二 萬 石 福 原 右馬助 直 高  八 1ーー 
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死刑に 究 まる 者 なれ ども、 西 尾が 約束 默 止し 難しと て、 勢州淺 熊へ 流刑 せらる 福 

原 彼 地 にて、 樣々 厚 免 を 願 へ ども、 御 取 上な く、 終に は 自害し けり • 相 良. 秋 月. 高 橋 

は 回忠に 因って、 其 罪 を 着めら れ、 年經て 後、 歿收 せられ レ本頜 、皆 悉く 賜 はりけ る。 

二 萬 石 垣 見 和 泉 守 家 純 

是は豐 後富來 城主な り。 家 純 も、 朝鮮 目 代 i して 渡海せ しが、 石 田と 心 を 合せ、 福 

原. 熊 谷. 早 川 等と 相談し、 諸 將の功 を 申 通せす。 諸將 憤り、 慶長四 年 春、 伏 見 城家康 

公の 御前に 於て S 決に 及び、 奸 謀顯れ て、 忽ち 追放 せられし を、 石 田 江 州へ 引取り 

置き 、奥州 御 下向の 迹 にて、 石 田 計ら ひて 本領に 復し、 大垣 城へ 籠 置きし が、 相 良. 秋 

月. 高 橋が 爲に、 欺き 殺さる。 其 節 垣 見が 居城に は、 家 純が 兄 垣 見 助左衞 門. 其 子 九 

兵衞 大勢に て 籠りし を、 黑田如 水 軒 入道 攻 落さん と、 去る 十三 日よ" 廿 八日 迄 十六 

日の 間、 晝夜 城の 四邊を 圍み攻 むる と雖、 城 は 究竟の 要害な り。 助 左衞門 父子 勇士 

こて、 突出で- ぎし かば、 黑 田も攻 倦みて ザ 見えた，.^ け h.。 欺る 處に、 如 水の 


息 甲斐 守 長 政 は、 家康 公の 命 を 蒙り、 垣 見 .熊 谷が 居城 を攻拔 かんと、 豊後國 へ 下. 

しが、 是を 見て、 所詮 計 を 以て 乘取 らんと 思 ひ、 垣 見が 祐筆 江 良 新 左 衞門は 由緒 あ 

るに 因って、 彼 を 招き 語ら ひ、 和 泉 守は大 垣に て W たれ、 又關が 原に て 石 m 等擒と 

なり、 毛 利 等降參 せし 次第、 城兵に 告げ 知らし む • 城兵 是を 聞きて 力 を 失 ひ、 忙然 

と 呆れ 驚く。 され ども 助 左衞門 父子 は、 堅く 守りて 相 防ぐ- 然れども其後は、！^^兵 

忍びく に 落 失せければ、 助 左衞門 父子 も、 拒ぐ 術識き 果て、 夜に 入. りて 逐電 すれ 

ば、 城 は 忽ち 落ちに け hs* 

入 萬 石 熊 谷 內藏介 直 隙 

直陳 も、 熊 谷 次 郞直實 が 末葉に て、 勇猛の 者 故、 太 閻の馬 廻に 奉仕せ しょ. り、 屢 軍功 

を 盡すを 以て、 天下 卒均 後、 豐後 安岐 城主と なる。 是も 朝鮮へ 渡海し、 諸將の 剛臆 

を吿 げしが、 毛 利. 竹 中と 對 決に 及んで 追放 せらる。 直 陳も石 田が 聱なれ ば、 佐 和 山 

へ 赴き 忍び 居た るが、 翌年 三 成 本 頜を與 へ 、 大垣城 へ 籠 置きし が、 垣 見. 木 村と 共に， 

二 萬 石 垣 見 和 泉 守 家 純 八 萬 石 熊 谷內藏 介直睐  -cm 


熊 谷直陳 

殺さる 
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相 良 • 秋 月 等に たばかられて 死す。 此時 直陳が 居城に は、 其 叔父 熊 谷 外 記是に 籠る。 

黑 W 入道、 押 寄せて 攻 むと 雖、 此城東 は 1®、 殊に 岸 高く 聳え、 北へ 回りた る 岩山な 

h,。 西 は. 牛 地 なれ ども、 堀 を 掘り、 其 上 を 三 間 餘の土 居に 築き、 乾の 方 を 土橋と し、 

門 櫓の 下 は 石垣な り。 南 は 大手に て、 土橋 を 構べ、 櫓 下 は 石垣と し、 其總構 は大川 

にて、 潮滿 つれば、 諸 國の船 漕 寄す る 堅固の 要害 なれば、 黑田 も遠卷 して 居たり し 

が、 計 を 思案し、 竹 束 數百挺 突 並べ、 其 陰に て、 士卒に 仕 寄 を 付けさせ、 段々 大手の 

門な 1§ 迄 押 寄せ、 短兵急に 攻 付けたり。 城兵 弓 鐵炮を 飛ばせ 、善く 拒ぎ 戰ふ と雖 きに 

して 熊 谷 外 記 拒ぎ 疲れ、 士卒 を 集めて 曰、 後 詰す る * 方 はなし， • 敵 は 次第に 勢 加 は 

る。 何程 防ぐ とも 詮方な し。 大勢の 城兵 を 殺さん より は、 外 記 一人腹 切って、 多く 

の 命 を 助けん と 思 ふなり と。 時に 平野 勘 左衞門 進み出で て 曰、 仰 尤理に 當れ， ^。我 

我 命を惜 むに は あら ざれ ども、 誰 を 頼み 何 を 便に 防ぐ ベ き 術な し、 早く 御 思案 あり 

て、 城兵が 一命 を 助け 給へ • 外 記 是に隨 ひ、 然 らば 汝、 如 水が 陣へ 赴き、 此旨 を吿ぐ 

べし。 平野 畏 りて 矢 倉に t り、 扇 を 開き 矢 留を乞 ひ 、降参の 儀 を 申入る。 喜び 


卒野を 呼ぶ に、 -キ野 敬んで 庭 上に 謝し， 手を束ねて 外 記が 所存 を吿 ぐるに、 如 水 其 

志 を 感じ、 外 記 殿 切腹に も 及ぶ まじ。 心靜に 支度 あり、 域 中 を 出で、 如 水が 下知に 

付かるべし。 然 らば 本 知 を 進ら せん。 其 外の 士も、 我に 仕 へんと 思 ふ 者 は 扶持す ベ 

し • 又 何方へ も 行かん と 思 ふ 者 は、 家財 雜具 を與 ふるな り。 段々 仕舞 ひ 候へ と、 最 

懇に 返答 すれば、 城兵 大に 喜び 躍り、 敵 * 方、 如 水の 情 厚き を感 す。 斯くて 外 記 は 

城 を 開き 渡し 落 行けば、 如 水 は 城 を 請 取り、 Kt. 塚 孫 太夫 を 城代と し、 大勢 殘し 置き 

て凱陣 せり。 家康 公開 召し、 今度 如 水の 軍功 拔群 なりと て、 熊 谷. 垣 見が 兩城 を、 

黑田 入道に 賜 はりけ り. 

私に 曰、 此卷に 記す 諸將、 先祖 成立 其 子孫、 今 御 旗本に 小祿賜 はり 奉仕し、 又は 諸 

家の 陪臣と な， o、 或は 出家 入道し、 又は 農 人 商 夫と なること、 事 繁き故 記さ や。 殊 

に 其 家譜々々 に 委しき 故、 唯 此卷に は、 石 田が 奸計に 依って、 滅家 失命の 大槪を 

擧げ て、 且其 知行 高 を 知ら じむる ものな り。 
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八 萬 石 熊 谷內藏 介直陣  ，  八せ 


平 塚爲廣 

三^ Li 與 
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五 萬 石 平 嫁 因幡 守爲廣 

爲廣 は、 一 品 式部 卿 葛 原 親王の 後 風、 三 浦 平 太夫 爲 通に 五代の 孫、 三 浦 平 馬 丞爲重 

が 末孫な り。 爲重 は、 鎌 倉源賴 家に 仕へ、 相 州 箱 根 山に て、 盜賊數 人 を 討 殺し、 无類 

の 高名 を顯す 故、 武州 1^ 塚鄕 三千 町レ |!？ を 賜 はり、 彼 地 へ 移. り 居る 故、 此 時より 子 

孫 皆 三 浦 を 改め、 卒 坂と 號す。 然るに 鎌 倉 衰微 すれば、 渠が 子孫 も 共に 流浪す。 爲 

重より 七 代 目 塚 九 郎爲廣 に 至， 9 て、 始めて 秀吉 公に 仕へ、 小牧. 長久 手. 小 田 原 等 

の戰 場に て、 軍功 幾許 ある 故、 漸々 に 進みて 五寓 石に 至る。 是 より 嚮、 從五 位下 因幡 

守と 敍 任す。 太閤 薨 御の 後、 專ら 幼君 を 守護す。 石 田亂の 時、 幼君の 仰と 聞きて、 無 

二の 味方たり。 始めは 大谷 と共に 北國へ 赴き 忠戰 し、 後諸將 心を變 する 中に、 爲廣 


廣 
戦 
死 


は義を 守り、 大谷 と共に 關が 原へ 向 ひ、 勇 を 振うて、 敵 味方の 目 を 驚かす • され ど 

も諸將 悉く 落 失せ、 續/、 眛方 なかり しに、 爲廣は 返 かや、 逃ぐ る * 方 を 尻目に 白眼 

み、 大 谷と 最後の 詠歌 取 交し、 山 內對馬 守 一 豐が備 を 堅の、 數千騎 にて 追 ひ 來る中 

へ馳せ 入り. 、火 を 散らして 戰ひ、 郞黨皆 討死し、 爲廣 一 人に なり けれども、 少しも 恐 

れゃ返 かす。 例の 大 長刀 を 水車に 回し、 羅 ぎて 通る に、 元來 大力、 殊に 確 刀の 達人 

が、 萬 死にな つて 戰ふ 故、 彼 鋒 先に 回る 者ハ 或は 胄の眞 中、 或は 綿嚙 籠手の 端、 切つ 

て 落さる、 者數 知ら ま。 是 故に 追の 大勢 進み 兼ね、 中 を 開いて 通しけ り •  1^ 塚に 猶 

氣に乘 つて、 人馬 共に 燕ぎ て 回り、 つと 敵の 後へ 馳せ拔 け、 暫く 息 を繼ぎ 長刀 を 見る 

に、 其 刃^ 彫の 如くな b にけ り。 爱に 山內が 近臣 樫 井 太 兵衞、 十文字の 鎗を 持ち、 天魔 

鬼神の 平 塚 も、 樫 井が 缝は受 留め 得 じと、 獨 言して 突いて 褂る。 因幡 守 見て 打 笑 ひ、 

やさしの 樫 井が 心底 や。 最後の 暇取ら せんと、 件の 長刀 取 直し、 彼 鎗を擲 き 落さん 

riy さ-も >j 

と、 力任せに 打ちた るに： 平 塚 運ゃ盡 きたり けん、 麵 元より 折れたり けり. 樫 井 透 さ 

す 飛 入. 0 突 倒し、 終に 首 を 取る。 山 內之を 見て、 心 利きた る 早業、 廣大の 高名と 甚 

五 萬 石 平 塚 因幡 守爲廣  八 九 


秀吉、 加 

加 并秀望 

^攻む 
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だ 感じ、 家康公 へ 披露し、 公 乂是を 賞 せら る。 偖 御 歸陣ぁ り て、 平 塚が 武勇 義士、 且 

っ舊 家なる こと を 借み、 爲廣が 息 某 を 召 出し、 御家人と し 給 ひ、 後 は 紀伊亞 相賴宣 

卿へ 附 けさせられ しと かや。 

. 一 萬 石 加々 井彌 A 邵秀望 

秀 乂は、 加々 井駿河 守重宗 とて、 代々 美濃國 加々 井の 城主な り。 然るに 天 正 十二 

年の 夏、 織 田 信 雄と 太閤 前と、 互に 天下 靜 ひの 時、 加々 井 父子 は 信 雄に 屬し、 居 

城に 籠る。 秀士 n 出陣 あらば、 橫 合に 入らん と 計る。 太閤 之 を 間き、 先づ 彼を攻 殺せ 

とて、 長 岡 越 中 守 忠輿を 先陣と し、 外の 諸 « に 數萬騎 を 差 添 へ 攻めさ せらる。 信 雄 

ょ.-も亦，^^萬の加勢め，-て、大に戰ふ。 此城 要害 能く、 殊に 城兵 死 を 忘れ 戦へば、 寄 

手 每度利 を 失 ふ。 然れ ども 城兵 小勢 なれば、 永き 籠城 叶 はじと 思 ひ、 父子 共に 加勢 

の諸將 と內談 し、 五月七日の 夜、 寄 手の 陣へ夜 討して、 勢 州へ 出走す。 信 雄. 秀吉和 

睦の 後、 天下 平均 すれば， 秀吉& は、 先年 加々 井 父子、 僅の 勢に て、 數萬騎 の 寄 手 を 


防ぎし 武勇 を感 せられ、 累代 濃 州の 住人なる を、 敵對 せし とて 斷絕 させん も 不便な 

b とて、 息彌 八 郞を召 出し、 濃 州に て 一 萬 石 を 賜 ふ。 秀望大 に 悅び忠 動す。 太閻薨 

後、 三 成、 大 谷と 內談 し、 竊に秀 望 を 招き 饗應 し、 幼君の 仰と 稱し、 江戸へ 使 せんこ 

とを賴 む。 秀望 いふ、 日本 國中御 眛 方 多き 中に、 某 一 人に 此 密事 を 仰せら る、 こと、 

身に 取っての 面目なり。 且 某、. 以前 太閤の 御前 を 背き、 已に 御勘氣 蒙らん とする 時、 

貴 邊の御 取 成 故 御免 ありし こと、 今 て 忘れ 難し。 何 にても 足下の 御用に 立たん と 

思へば、 今度 幸に 命 を 進ら せん。 且 は秀賴 公の 御爲 違背せ じと。 三成悅 び、 謀を授 

け、 本望 達する に 於て は、 御 邊の息 へ 大國 を申與 へんと て、 起請文 を 書きて 渡す。 彌 

八 郎是を 受取， 9、 武州 江戸へ 下り、 秀賴& より 隱密の 御 使 を 蒙り、 彌 A 郞 下向す と 

案內 す。 家 康公聞 召し、 是は 不審の 使と て、 近臣に 取次が しめ 給 ふ。 加々 井 曰く、 大 

事の 御 口上， 御 直に 演說 せんと 返答す。 公 疾く其 奸謀を 察し、 其 後 1^ 角の 仰 もな し。 

秀望 重ねて 謀 を 回らし、 種々 案內 すれ ども、 取次 奏者 もなかり ければ、 支度 大に相 

違し、 力 及ばす すごく と 江戶を 立ち、 大 坂へ 登る 處に、 遠 州濱极 城主 堀尾帶 刀吉晴 

1 萬 石 加  井 彌八耶 *R 望  ^ 
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は、 數 度の 軍功 故、 越 前 府中の 城 付 十二 萬 石の 內六萬 石 御 加增、 都合 十七 萬 石に な 

りし かば、 濱 核に は、 息 信 濃 守 忠氏を 城代と して 殘し 置き、 其 身 は 府中へ 入部す る 

を、 參州^：？屋 の 城主 水 野 和 泉守忠 重、 年來堀 尾と 睦し き 故、 池 鯉 鮒の 驛に 出向 ひ 、響 

せんと 約せ しにより、 堀 尾 は 彼處へ 赴く 道、 加々 井と 行 逢 ひたり。 吉晴之 を 見て、 何 

方へ と尋 ぬ。 彌八郎 、幼君の 御 使に 江戸へ 下. りしと 答 ふ。 堀 尾 思 ふやう、 此人、 石 田 

と 水 魚の 如く 睦し。 何となく 上方の 樣を 尋ね 見ん と 思案し、 遙々 の 御 使者 御大 儀な 

然れ ども 水 野 和 泉 守、 今日 某 を 饗せん とて、 途中へ 出で 待ち 居た る 由、 幸御邊 

も 立 寄り、 旅の 疲を 晴らし 給へ とて、 水 野が 方へ 案內 し、 共に 打 連れて こそ 至りけ 

る。 已に池 鯉 鮒の 驛に 至れば、 水 野 忠重悅 び、 出迎 へ饗應 す。 頃 は 慶長五 庚 子年 七 

月 九 ：11、 四方の 障子 打開き、 茶の湯 用意と 見えて、 薰物 たかく、 茶签の 湯の 音 松風 颯 

戴た. -。， 床の 褂物 砂の 物 等 善美 を盡 し、 庭前の 草木に は 水を洒 ぎ、 座席の 壁に は 房 

風 引 廻し、 左右の 近臣 小 性 は、 遠 侍に 正々 巍々 として 相 詰めたり。 抑 此忠重 は、 水 

野せ 門 忠政ニ 男に て、 下野 守 信 元の 舍弟 なり。 忠 政の 息女 は、 德川 一一 一 I 廣忠 卿へ 嫁 


加々 井秀 

5^!水野*リん 

重.^ 討つ 

堀 尾吉晴 

加々 井秀 

望 討つ 


して、家康<ム誕生以後、御夫婦の中不和、終に離別ぁり、^^3の城へ送り歸されしが、 

尾 州 名 古屋の 住人 核久佐 渡守定 俊へ 再綠 あ. 5。 男女 數多 儲けら る。 嫡久 源三郞 

勝 俊、 二 は三郞 太郞廣 元、 三 は三郎 四郎定 勝、 外に 女子 三人 あり • 是 皆家康 公と 3g 

替 り、 一 腹の 連枝 故、 後 皆 松 平氏 を 賜 ふ。 御 母堂 は、 慶長七 年 八月 廿 九日、 武州 にて 

逝去 あり、 時に 七十 五歲。 則ち 御 菩提 所 無量 山壽 經寺傳 通院と 號す。 是和泉 守忠重 

に は、 御姊 なり。 倍忠重 は、 堀 尾. 加々 井に 對し、 酒 茶の 會、 古今の 物語 等、 饗應數 刻、 

早 や 日 も 傾き、 入相の鐘 夕 暮を吿 ぐれば、 小 性 近臣 立騷 ぎ、 燭臺を 出し、 戸障子 を 引 

立つ る。 座中に は 酒 茶 も 過ぎ、 互に 沈醉し 眠り 居た る を、 何とか 思 ひけん、 加々 井 

不圖 立ちて 忠重を 斬殺す。 堀 尾 見て 驚き、 心得たり とい ふより 早く、 K 指を拔 きて 

秀望を 斬殺す。 忠 重が 家人 共大に 驚き、 太刀よ 長刀よ と 周章て、 座席べ 亂れ 入る。 

堀 尾 • 加々 井が 家人 等 も、 仔細 を 見ん と 騒動す。 然れ ども 燭臺 消えて 樣子 知れざる 

故、 燭臺 ^ 明 を 連ね 座中 を 見る に、 忠重. 秀望討 たれたり。 偌は 此兩人 をば、 堀 尾 殿 

の 仕業 ぞ。 餘 すな 討 取れと て、 皆 斬って 憑る。 吉晴 左に 燭臺を 持ち、 右に 脇 措 を 持 

1 萬 石 加々 井彌八 郞秀望  0 
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ちて、 大勢の 討つ 太刀 を受 流し、 大音聲 にい ひける は、 汝等 狼藉し、 後 曰 三 族の 罪に 

沈むな よ。 泉 州 を、 彌八郞 が 斬った る 故、 我れ 彌八郎 を 斬 留めたり と。 水 野が 家人 

鈴 木 與三郞 いひけ る は、 されば こそ、 加々 井 は 一 S? めより 不審の 者と 思 ひし ぞ。 又是 

に は 仔細 あらん。 率爾す るな と 制しけ り。 堀 尾. 加々 井が 家人 共、 猶 座中へ 押入ら 

ん とする を、 u; を閉ぢ 入れす。 堀 尾が 郎等に 伊關 織 部、 町よ h. 回ト. '座中へ 入らん と 

する 處に、 潛に塀 を 傳ひ來 る 者 あり。 怪しみながら 誰 ぞと問 ふ。 其の 聲を 聞知り た 

る 故、 吉晴 なる ぞ。 我 は 手 負 ひた..^。 早ぐ 退くべし とて、 仔細 を あらまし 語る に、 織 

部悅び 肩に 引 掛け、 岡 崎まで 退きけ り。 借 水 野が 家人 打 集り 詮議す るに、 堀 尾は遁 

れ たり。 倍 は帶刀 逆心し、 二人 を 討ちた，. > と 評定 一 決し、 早馬に て 江戸へ 注進す。 

家康公 驚き、 先づ 嫡子 信 濃 守 を搦 捕. - 拷問し， 父が 逆 意 白 狀さゼ 、其 上に て誅戮 し、 

猶其與 黨を亂 明せ よと 怒り 給 ふ。 秀忠 公宣 ひける は、 信 濃 守 少年より 仁義 を 守り、 

今年 廿三歲 迄 終に 過な し。 何ぞ 拷問に 及ばん。 たと ひ 父 反く とも、 子 奥せ すん ば 罪 

なき か。 忠 氏に 於て は、 父の 無道に 與す まじ。 父吉晴も、以前ょ，c^貞心を顯すこと 


數度、 今更 叛逆すべき にあら や • 是 不審。 且彌八 郞隱密 の 口上 を演說 せんと 願へ ど 

も、 君御對 面な き 故、 歸るも 不審- 其 疑し きを 誅 せば 後悔 あらん • 今一度 實否を 御 

聞 屆け給 へ と。 家康公 尤と宣 ひ、 先 づ吉晴 をば、 吉田侍 從. 池 田 に f 愤 輝 政に 預けら 

. -。 濯 尾信滇 守忠氏 は、 無 雙の美 童 故、 少年-. 卞ム へ； f5, されい 寵^^-ふ 田？； S.t;.f3 ほ 又 然るに 

る S 劇 PJ) 彌 1^】 あり。 故-,, i 今度 斯く宣 ふ。 父吉晴 も是. ^知る 故に 常に sivs すな リ。 i 

一 日 置きて、 水 野が 早馬 重ねて 來り、 彌八郞 が 死骸 を設議 する に、 懷 中に 一 通の 屬 

J 化 ロ狀、 幷に三 成が 送る 處の 誓紙 あり • 然れば 彌八郞 をば、 堀 尾 殿 討 たれた， 5 と覺 ゆ。 

又 吉晴吉 田に 候へば、 人 を 遣し 尋 ぬるに、 彌 以て 主人 和 泉 守 をば、 彌八郎 討ちた る 

に 決定す と 注進す。 又吉晴 方より 早馬に て、 息 信 濃守幷 井^ 兵 部少輔 へ 、 注進 同樣 

t 堀 尾 手 a 三ケ 所、 是皆水 野が 家人 斬る 所な り。 家康 一公、 信 濃 守へ 御 使者 を 遣 

し、 父が 勇を感 せられ、 又 頃日 預けら る、 は、 實 否を釓 さん 爲 なりとの 上意な. 9. 

父帶 刀へ も 上使に て、 疵 の御尋 あり • 父子 大に悅 び、 卽日忠 氏 御 醴に參 上す。 又秀 

£ 公 へ 拜觼 し、 感涙して、 御 恩情の 厚き を 謝し 奉る。 猪 其 頃 和 泉 守 息 水 野 衞 勝 

成、 備 中に 居たり し を 召 寄せられ、 其 家督 難なく 嗣 がしめ、 從五 位下 日向 守と 受領 

1 萬 石 加々 井彌八 郡秀望  < 


古 (r 武家^ 衰 se" 卷 第五  0 

す。 水 野 美 作 守は此 子孫な . 

十二 萬 石 安國 寺惪璦 長老 

惠璞字 は璞甫 • 海藏派 下の fft^ 、舊と 藝州沙 田 郡豊良 村の 土民の 子な り。 十 一 歲に 

て、 洛 陽の 東 福 寺へ 行學 す。 性 天才 秀穎、 儺儒兩 道の 源 を 探る。 漸く 長老に 至り、 又 

南磾 寺へ 入りて、 $5 侶の 棟梁 を 司る。 後藝 州に 歸り、 安國 寺に 住む。 故に 是 より 人、 

安國 寺と 號す。 其 性 造營を 好む。 安國 寺の 古刹、 退 耕の 舊 を 修整し。 東 福 寺の 

諸 sin を 修復し、 亦 朝鮮の 巨材 を 引きて、 本 寺 庫院を 新に す。 又 干戈 を 好み、 兵 術 を 

修練す • 毛 利 輝 元 見て 奇と し、 深く 交り、 厚く 領知 を與 ふ。 後 秀吉公 聞きて、 毛 利 

家よ. 0 所 あり、 豫 州に 於て 五 萬 石 を 賜 は， り、 寺社 奉行と し、 政事の 暇， 此僧を 召し 

て 儒道 を 問答 あり。 又 佛道兵 道を談 せらる、 に、 智辯 速に して、 水の 流る 、が 如く、 

其 返答 分明な り。 旦夕 側 を 離れす、 寵恩 第一たり • 終に 十二 萬 石 迄に 經 上り、 紫 衣 

を 着す。 諸：^ 大夫 是を賴 みて 事 を 言上す るに、 用 ひられす とい ふこと なし •  ± 閣寵 


安國 寺、 

三 成と 親 


安 國寺通 


愛の 餘.^ 、諸侯 大 夫より、 寺頜 遣すべき 由宣 へば、 皆 心得て、 大名 は 五千石 三千 石、 

小名 は 五百石 三 kn 石、 或は 金 m 米錢 衣服 珍 器 等 遣し ける 程に、 其 贈物 置き所な し • 

假 初の 往來 にも、 供廿騎 卅騎、 雜人 共に は 二百 餘人づ つ 召 連れけ る。 石 田 三 成、 彼 

が 才智お 深く 悅び、 厚ぐ 交り 親み、 逆 意の め、 毛 利 輝 元 を 語ら ふに も、 此 4s を 以て 

* 方と す。 其 外 諸將， 三 成が 語ら ひに 及ばざる をば、 此 皆 是に說 きて 與せ しむ。 

借關が原出陣の時は、騎馬七：^R餘•雜兵共に三千餘人、聲花に出立ち、頃年貯へ置き 

し 金銀 兵 具 は、 此 節の 用ぞと 支度せ し 程に、 諸將に 勝れて 見えたり。 陣中 にても、 

毛 利. 島津. 宇喜田 • 石 田 等と 問 じく 馳 回り 下知す る體. 誠に 一 方の 大將 軍と 見えけ る 

が、 軍- g ま， 0 たれば、 大に 恐れ 廣言も 出す、 身 振 ひ 手足 も 萎え、 大勢の 家人 を も 顧み 

す 、唯一 人馬に 鞭打ち 逃れ出 づ ると、 之 を 見て 三千 人の 者 共、 矢 一 筋 を も 射す、 兵 具 

を 打 捨て、 思 ひくに 落 失する。 石 田. 小 西大に 怒り、 軍使 を馳 せて、 軍の 勝負 も 付 

けざる に、 何とて 落つ ると 恥ぢ しめ けれども、 能き 馬に は乘 つた.^、 耳に も 聞 入れ 

t 我先にと 逃れ 走る。 偖惠瑗 は、 誰 追 ふ 敵 もな きに、 跡 を も 見す、 垂 井の 宿 通 を 逃 

十二 萬 石 安國 寺： al^ 瓊長老  < ぶ 
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登. -、 洛外 大 原の 奥 へ 隱れ しが、 愛 も 忍び 難く や 思 ひけん、 洛陽 へ 立歸 り、 七 條の道 

場へ 褂込. > 忍び 居る。 此時迄 長 坂 藤 九郎. 平 井 長 七郎 とい ふ 小 性 二人 隨 ひける が、 

詞を 揃へ 自害 を 進む。 惠 a 可 かす。 汝等 若年、 我心 底 知る まじ。 音 高し、 無用の 言 

いふ ことな かれと て、 其 夜中 東 福 寺へ 忍び 行き、 眠藏 に隱れ ける が、 又 客殿へ 出で 

衣 を し、 褂絡打 かけ 珠數 爪繰り、 本尊の 前に 踞り、 心に も 發らぬ 念誦して 居た. - 

ける。 翌日 は 又 伏 見へ 赴き、 船に て藝 州へ 落 行かん と、 門前の 者 共 を 語ら ひ、 張 輿 

に 乘り出 でんと す。 } ^井. 長 坂 も 呆れ果て、 此 人に 從ひ、 共に 镙拽の 恥に 逢 はんより 

は、 如かす 刺殺し、 我々 も 自害 せんと 見合し、 乘 物越しに 左右よ.^ 刺 通す。 其刀惠 

瓊が 左の 額と 右の 肘に 中る。 二人 は 刺殺せ b と 思 ひ、 互に 刺 違へ て 死す。 長 坂 は 十 

六歲、平井は十五歲な-^。 聞く 人 感じ 憐れむ。 倍 惠瓊は 簿手故 恙なく、 伏 見へ は此 

體 にて 叶 はじと て、 鞍馬 の 月 照陈へ 行き、 蟄居 せ ん と 詫 び けれども、 寺僧肯 かす。 身 

の 置き所な く、 再び 洛 陽へ 歸，. . ^、或 商人に 知る 者 ありて、 暫く 忍び 居け るが、 彼れ 又 

後難 を 恐れ、 奧卒美 作 守信昌 は、 今度の 落人 共 穿 驚の 爲、 京都に 在陣 なれば、 委細に 


曾 安 

ゼ國 
ら寺 
る 刎 


是を訴 ふ。 信昌、 鳥居 庄右衞 門 gllJ? に 勢 を 添 へ 遣し、 之を擒 に し、 家^ 公 へ 獻ゃ。 

今度 叛逆の 楝粱 たる 故、 諸人の 見懲 にせよ と 御 下知 あり。 十月 朔雜 車に 載せ、 大 坂. 

伏 見. 洛中 外 迄 引渡して、 三條 河原に 於て 首 を 刎ね、 獄門に * けられたり • 實 にも 始 

め 小 性 共の 諌に隨 ひ 自害せば、 此恥を 晒さす、 難 苦せ まじき もの を。 斯 く 見苦しき 

刑に 逢 ひ、 惡名を 後世に 殘す。 學才 高ぐ、 紫 衣 長老 迄に 至りながら、 十二 萬 石の 領地 

に 耽り、 俗に 均しく 奉公し、 剩へ 逆徒に 與し、 $5 に 似合 はぬ 兵 を 率し 、戦場に 向 ふ。 

武備 を 鍛練す と雖、 元來 土民の 子、 節に 臨んで、 手の 舞 ひ 足の 踏む 所 を 知ら や、 恥辱 

を 萬 代に 殘す こと 亦宜 哉。 

廿 萬石餘 小 西 攝津守 行 長  ， 

肥 後 州 宇 土 城主 從四 位下 侍從行 長、 父 は 泉 州 累代 の 藥商小 西 淸兵衞 入道 如淸 i 

い ふ。 彼れ 息 淸九郞 S き 相 f 贈 键« を 伴 ひ、 朝鮮 へ 渡- 藥を買 ひ、 往來す る ， J と數箇 

年、 太閤 は 天下 草創の 以前より、 朝鮮 を征 罰せん i 心掛けら る、 故、 小 西が 案内 知 

廿 萬石餘 小 西 攝津守 行 九 < 


小 西 行 長 

秀吉に 仕 

ュ 
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つたる こと を 聞きて、 息 淸九郞 行 長 を 召 仕 はれけ るが * 行 長 武勇 才智 あり、 太閤 悅 

び、 播州 在 城の 時、 iS め て 一 一 百 石 を 賜 ふ。 行長猶 武を學 び、 和漢の 兵書 を考 へ て、 尤 

兵 道に 達する 故、 太閤 嘗て 播州 一 國領 せらる、 時より、 天下 卒均、 且 朝鮮 攻 迄の 合 

戦に、 終に 不覺を 取らす" 猪 太閤 は、 備中 出陣の 時 は、 小 西 淸九郎 先手に 進み 戰功 

あり • 歸陣の後、ー萬石の感狀賜は-^、從五位下内匠頭と受頷す。 後 又 段々 加增、 十 

萬 石に 至， -、 攝津 守と 改ひ。 此 時宗 對馬 守義智 一女 あり。 小西が智s^^感じて、太 

閤へ 願ひ聱 とす。 累 りに 戦功 を 積みて、 天 正 十三 年、 十一 石の 加 恩 を 賜 ひ、 四 品に 

、肥 州 宇 土の 城 を 賜 ふ。 倍 太閤 は 宿望の 通り、 朝鮮 征罰を 企て、 行 長 を 先手の 

大 降たら しむ。 行 長案內 者た る 故、 頓て彼 國の通 事 數人を 語ら ひ馴 け、 路 次の便 を 

調へ、 諸 塔へ 下知 案內を 司る。 行 長 は 且 猛勇 智謀 を 以て、 朝鮮の 王城 數 箇所 攻 おき、 

敵の 首 を 斬る こと 諸將に 十倍す。 其 働 朝鮮 征罰 記に 委し。 然れ ども 元來 卑賤の 者 

なる 故、 己が 武勇に 驕り、 諸將の 誓約 を變 じ、 己れ 一人の 功 を 立てん こと を 業と す 

る 故、 交り 親しむ 者な し。 行 長是を 悟らす、 人 を 猜み世 を 恨む • 石 田と は 懇意 故、 彼 


の 逆 意に 與し、 爲に 軍法 を談 やと 雖、 石 田が 運の 盡 きたる にや、 小 西が 謀 を 用 ひざ 

る こと 多 、 去 程に 慶長五 年 九月 十二 日、 石 田 等 濃州大 IS 一城に 籠り、 岐阜 城へ 加勢 

を 遣し、 島 左 近 を株瀨 川へ 出し、 軍の 手 一 初 させし に、 岐阜 忽ち 落城し、 左 近 は 利 を 得 

れ ども、 * 方 大勢 討た るれば、 三 成 驚き 諸將を 集め、 此上は 關が原 迄 引退き、 味方の 

多勢と 成 合 ひて、 廣 野に 於て 軍 せん。 如何 あらんと いふ。 島津. 宇喜多 •： 女 國寺等 も、 

心 臆した るに や、 皆尤と 之に 同す。 行 長 一 人知らぬ 顔に て 居け るが、 之 を 聞き、 怒 

聲 して 高らかに い へ る は、 こ は 臆した る 評議 かな。 凡そ 軍の 勝負 は、 五 度 も 十 度 も 

戰ひ 負け、 一度の 勝に 大利 を定 むる ぞ かし。 況 日本 二つに 分れ 戰 ふに、 十 度せ 度、 合 

戰 の替ら であるべ きか。 HI 味方の 負 は 岐阜 計り、 株瀨 川の 軍 は、 大勢 討た ると 雖、 

軍 利 を 得て 大敵 を追拂 へり。 偖 敵方の 負 は、 大津 城. 丹 後の 田邊. 伊勢の 津 城. 伏 見 城 

な. cs。 是れ 我が 勝なら す や。 東國勢 多し と雖、 七 萬 五 千 三 餘兵、 * 方 は 十三 萬 八 

千 六百餘 人、 敵に は 若干 倍せ す や。 然る を 岐阜 落城に 物懲 し、 逃 支度 せん 謂な し • 

今 愛に 在 合 ふ 勢 を 以て、 彼れ i 戰 はんに. 不足 あら じ • 夫に て覺 東な くば .關 原の 兵 
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を此 所へ 招き 寄せ、 快く 一  戦し、 萬 一 利な ぐば， K 坂 城に 籠り， 又 勢 を 分けて、 所々 の 

城に 籠 置かば、 敵手 配して 是を 攻めん。 多から ぬ 關東勢 を 分散 させ、 其 虛を窺 ひ、 

家康の 旗本へ 突入らん に、 爭か 勝利 を 得ざる べき。 又 岐阜 中 納言秀 信 は、 生得 愚魯 

の 蘭將、 臆あって 勇な し。 弱將の 下に 强兵 なき 故、 家臣 等 亦 淨き軍 もせす、 忽ち 首 

を 延べて 降參 す。 是れ 戰の咎 にして、 天 利と すべから す。 然る を .3^ 方の 兵 臆し、 敵 

兵 氣に乘 つた. -と て、 此陣を 退かん こと、 後世の 誹、 且は當 座に 軍の 損、 一 方なら ぬ 

誤な り。 我れ 思 ふに、 家康 今日 赤 坂へ 着陣 し、 備 未だ 定まら じ。 今夜 此方より 逆 寄 

し、 一戦して 可な らん か。 熟思 ふに、 家康 は、 廣 野合 戦に 妙 を 得て、 人數を 見切り 進 

退し、 軍兵 を 指揮す る こと、 誰か 雌雄 を S& は ん。 各 も 見 給 ふ 如く、 姉 川. 長篠. 長久 手 • 

樂 田. 羽黑 等の 戦場に て、 僅の 手勢 を 以て、 大敵 を 切 崩した る 其 形勢、 神變無 雙の驍 

將 なり。 尋常の 如く 是と 軍せば、 更に 利 あら じ。 先づ 今夜 夜财 して、 敵の 變化を 伺 

ひ 見、 重ねて 術 を 回らすべし。 唯 運 を 天に 任せ、 * 方の 勢 を 三分し、 一手 は 家康の 

本陣へ】 孜封 させ、 一手 は 旗本 近き 陣を 攻め、 一手 は 援兵 通路 を斷 じ、 所々 の陣々 、赤 


坂の 町屋 在家 一同に 放火し、 其變 動に 隨ひ戰 はんとい ふ * 諸將可 かす • 石 田い ふ、 

小 西 殿の 計、 圖に 中る と雖、 昧 方の 中に、 二心の 者 大勢 あると 聞ぐ。 然 らば 此謀敵 

に 洩れん か。 なる 夜 討して、 * 方 若干 滅びん よ は、 速に 此を 退きて， * 方の 大 

勢 心 を 合せ、 一 戰の功 を 立てん に は 如かす とて 用 ひす. 行 長 又い ふ、 夜 W の 術、 各 

の 心に 入ら すん ば、 鬼 も 角 も あれ、 愛 を 退き、 關が原 迄 引かれん こと、 甚だ 不可な り • 

軍の 習、 一 足 も 進む となれば、 鼠 も 虎の 威に 同じ。 一 足 も 退ぐ 時 は、 虎 も 鼠の 如し 

とい ？。 岐阜 落城し 、味方の 兵 氣を失 ひ、 勇 撓む處 に、 又 愛 を 退かば、 敗， 軍に 均し 

く、 彌眛方 は 力 を 失 ひ、 敵 は 未だ 戰 はすして、 勝 軍の 猛威 を 振 はん • 是れ 敵に 勇 を 

付け、 味方の 氣を 弱む る なれば、 自然と 心を變 する 者 あらん。 重ねて 戰ふ とも 利 あ 

らじ とす。 諸將肯 はす。 小 西大に 怒り、 座 を 立ち 大昔に 罵. 9 ける は、 左程 眛方を 疑 

はい、 何れも 軍なる ベから す。 臆病 神の 付きた る 上 は、 百 萬の 勢 ありと も、 負 軍な 

るべき ぞ。 思 ふに 味方の 中に、 勇士 はな か b け と惡 口して、 陣 所へ 歸. 0 ける。 石 

田 を 始め 諸將， 行 長が 奇計 を 用ひ卞 狐疑せ し は， 家康 公賢 慮 を 回らされ、 歜大 垣へ 
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出張 の 後、 豫て 賀 • 甲 賀の忍 功 者の 輩 を 、敵陣へ 多/、 入 れ き.^ 糧 々說 をい は せら 

る.. 此 流言に 驚き、 諸將 互に 隔 心し 勇氣撓 み、 皆 引 心 付きた， りけ り。 依 A ー西國 勢、 

敵よ b 却て 夜 討ゃ來 らんと、 石 田 を 始め 島津. 宇喜多 等の 諸將 周章して、 九月 十四 = 

酉刻陣 所を拂 ひ、 牧 田の 閑 路を經 て、 謂が 原へ 引返く。 殊に 其 夜 は 大雨、 諸 軍大に 

迷， 惑し、 其體 さながら 落人の 如し。 此時小 西が 附 置く 忍 A 〈、走り 來. りて 之を吿 ぐ， 

行 長 更に 驚かす、 爭 かさる 事 あらん。 引返 かば 我方へ も、 など か 一 往吿 げざるべき 

とて、 實に とも 思 はす： e ける が、 追々 に吿 げ來れ ば、 不思議ながら も 物 具^め、 禹に 

乘り、 諸 將の陣 々を 回り 見る に、 能々 周章て たりと 覺 えて、 兵糧 • 器財. 弓. 鐵炮. 鍵 長 

刀. お 刀. 甲胄 捨て ある 事、 足の 蹈み所 もな し。 小 西 も 興さめ ながら、 己が 陣へ人 を 

馳 せて、 人夫 五 百 餘を召 寄せ、 心 靜に是 を 拾 ひ 集めさせ、 夫 駄に負 はせ、 吾 陣處を も 

引拂 ひ、 關が 原へ 急ぎけ り。 偖 諸將の 方へ 使 を 立て、 各の 陣處に 捨て置かれ たる 兵 

具 等、 敵に 拾 はれ、 善惡の 批判 せられん もロ惜 さに、 行 長 拾 ひ 集め 持たせ 来れ.^" . 

御 5F 次第 取 寄せら るべ しと 申 送り、 關が 原よ， 5 八幡の 西北 小 池 村の 間に、 兵 具 等 並 


斓. s 合 


べ^き、 所 g.: に隨ひ 渡す にぞ、 皆 面目な/.、 見えし • 行 長 は 家の 子 郎等に 向って、 斯 

る 臆病者と は 知らす、 三 成に 頼まれ、 犬 死せ んロ惜 さよ • 然れ ども 今是を 捨てば、 

節に 臨み 義を 忘る、 に 似た ト人 唯 我が 人 を 知らざる 故 なれば、 今 S{ 恨みん 樣 もな 

し， 汝等數 年の 軍功 を、 なきに 等う せんこと、 返す くも 殘念 なれ。 去 乍ら 宿世の 

誓約と 思 切り、 今度 最後の 軍、 わるびれて 世人に 笑 はれな よ。 速に 討死し、 名 を is! 

代に 留めよ と、 情 を 合み 勇を勵 まし 語る にぞ、 從臣 共、 仰 迄 もな しと、 誓 を 立て、 中 

しければ、 大に悅 び、 實に賴 もしき 心底よ。 最後の 酒宴 せんと、 互に 打 解け、 終夜 

舞ひ謠 ひ、 其 後手 配 を 定め、 明くる を遲 しと 待ち 居たり • 巳に 夜 明 くれば、 石 田 三 

成. 島 津兵庫 守 義弘. 舍弟中 務大輔 家 久. 小 西攝津 守 行 長 等 は、 關東 勢の 旗の 手 を 見、 

關^ 藤 川 を 渡り、 小 關の南 辰 巳に 向ひ備 ふ。 備前黃 門秀家 も、 手の 大軍を 率し 同所 

に備ふ • 大谷 吉隆. -平塚 爲廣. 芦田 武藏守 重 政. 息內記 重宗. 津田長 門 守 信 成 は、 石 原 

峠 を 引下し 川 を 渡り、 關 原の 北 野に 出で、 西北の 山 を 後に あて、 不破を 左に 見て 辰 

已ピ向 ふ。 家康 公の 旗本 は、 鶴 » に 備へ、 十六 段に 備を i ぷめ、 先陣 は 福 島 ^fr^M、 
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鐵炮八 百 挺. 弓 五 百 張 段々 に 組合せ、 先づ 矢 合せの 鑷を、 石 田が 先手 へ 射掛け、 偖鐵 

炮を 一 度に つるべ 放し、 金 鼓 を 鳴らし 鬨を揚 ぐれば、 東 兵 も 共に 同じく 太鼓 を 撃ち、 

楣の端 胡籐を 叩いて 是を 助け、 都合 七 萬 五 千 三百 餘人、 鬨を どっと 作れば、 西國勢 

十. 三 萬 八 千 六百餘 人、 同じく 鬨を 合せつ、、 諸手 一 同に 軍 を-羽め、 白刃 を 交へ たり • 

福 島 父子 は、 弓 鐵炮の 迫 合 過ぎて、 長柄 を 揃へ 籙を 傾け、 三 成に 突いて 褂れ ば、 小 西 行 

長、 相 憑り に 憑. >樣 合 ひた. -。 之 を 見て 東 國方細 川 f 中. 黑田 ，斐. 加 藤 城 馬 走り 合せ 

て、 命を鴻 毛よ. -輕 ぐす。 又西國 方に も 島津將 庫. 宇喜多？ > 島津 5 霞と 掛り合 ひ、 互 

に 魚鱗 鶴 翼の 「s 術 を 幾し、 命 を 限りに 攻め 戰ふ。 中に も 小 西 は、 手の者 共に 目 合せ 

し， 敵 は 大勢、 味方 は 小勢、 大方に て は 利 あら じ。 羽 武者 共に 目 を 掛けな。 大將に 組 

んで 討てと、 風に 散る 雲の 如くに 群. >  、千 騎が 1 騎 になる 迄 も、 引くな と 互に 恥ぢし 

めて、 面 も 振らす 相戰 ふ。 流石に 廣き關 が 原、 雜を 立つべき 地 もな く、 敵 味方 * 餘 

萬、 算を亂 したる 如くな.. 行 長 は 諸 將に構 はす、 我 兵 を引纒 ひ、 三國黑 とて、 長 九 

寸餘の 名馬に、 一 鞭 あて、 は馳 せ. 散らし、 取って返し 蹴散らし、 千變离 化の 勇 を 振 


西 軍 大敗 


行 長 通 走 


ふ。 其 形勢、 脫 兎の 網の « を 飛ぶ！^ 如し a 家康 公大 音 聲に宣 ひける は、 敵の 旗色 騷 

立て..。 軍 は 味方 勝なる ぞ* 總軍鬨 を 作り、 旗本の 先陣 は 、一同に. 梅 を 入れよ。 近 

習の 輩 も、 前 一 軍 は 備を頹 し、 石 田. 小 西が 橫合を 討つ べしと、 朱旋を 揚げて、 自ら 御 

駕を 進め 給へば、 御 旗本の-先陣、 十六 段の 先手 共、 餘の稳 先 を 揃へ、 馬の 鼻 を 雁行に 

立て、 大山の 崩る、 如く 突いて 褂 るに、 さし も 金石の 如く 勇を勵 み、 備を 堅む る 石 

田 • 小 西 も、 此時駆 破. られ、 四方に 散亂 し、 伊吹 中 草の 谷. 伊勢 路に掛 り、 落つ る も あ 

.5、 或は 谷へ 落 入り 死す る も あ..^、 右往左往に 逃れ 走る。 行 長 も 心なら す 引立てら 

れ、 共に 敗北して、 伊吹山の 東粕賀 郡に 知 音の 寺 あ hv し 故、 彼 寺へ 馳せ 入.^、 暫く 息 

を繼 ぎ、 世の 有樣を 聞き 居た. 斯 ぐて 行 長 は、 大坂 へ や 忍び 行かん、 又薩州 へ や 落 

行かん。 但 居城へ や 赴かん と、 樣々 に 思案し ぬれ ども、 敗北の 從臣 共、 一人 も 尋ね 來 

らゃ。 剩へ東 兵 八方へ 充満し、 落人 を搜し 求む る 故、 翼なくて は、 此場 洩れべき 樣 

もな し。 今 は 運命 是迄と 思 切り、 住僧に 向って、 不覺 者に 與し、 快き 軍 もせす、 無 下 

に 敗北せ しこと 口惜し けれ。 去ながら 何まで 愛に 忍ぶ とも、 運 開くべき 我 身に. 非 
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す。 自害 せんと 思へ ども、 我れ 年久しく 耶蘇 宗門 を崇 む。 天帝の 法と して、 自ら 其 

身 を 募 ふこ 1/ 深く 慎み 嫌 ふ。 御 僧 今迄 深く 勞り隱 し： &ふ 厚志の 返禮 に、 此命を 進 

ら する。 徳川 殿へ 注進 めれ， こい ふに、 窮鳥 懷に 入る 時 は、 獵人も 之 を 殺さす とか や。. 

^ や 曾 侶の 身な る を や。 只 何 ま で も 愛 に 忍び、 時 を 待つ て ： 連 を 開か るべ しと、 最頼 

もし，、 挨按 す。 愛に 關が原 近所に. 林臧 主と いふ 僧め， りて. 是を聞 出し、 九月 十八 《-、 

家康 公江 洲 八幡 山に 陣し給 ふ 處へ參 り、 竹 中 丹 後 守 重 門 を 頼み、 行 長、 山中の 賀須 

川 寺に 忍ぶ。 人數を 向けられば、 案内して 擒 とせんと 訴 ふるに 依りて、 彼 僧に 竹 中 

丹 後 守 を 添へ、 其 外 大勢 遣 さる" 林藏主 寺へ 歸り、 強力の 惡僧 五六 人 伴 ひ 行き、 討 

手の 輩 を 門外に 殘し、 自ら 惡僧共 を 連れて、 小 西が 居た る 座敷へ 忍び入りて 窺 ふに、 

前後 も 知ら や 臥し 居たり。 僧徒 悅び、 密に 側に 置きた る 刀 脇差 を 盗み取. 9、 俄に 押 

入. o、％  二 せんとす る 音に、 小 西 驚き 起き 上.^、 僧 二人 を 取って 押へ、 膝下に 押 込み 

刺殺さん とする に、 太刀 脇 指な し。 斯る處 へ 惡僧四 人、 前後左右より 飛掛 り、 組留 

めんと する を、 透 さす 取って 擲 付け、 押へ し 二 僧 を 押 殺す" 時に 門外に 居た る 竹 中 


重 門- 大勢 を 率し 押汄！ み、 終に 擒 にし、 疲 馬に 乘せ、 八幡 へ 來り獻 す。 家康 公御感 あ 

拔 群の 功と して、 竹 中に、 小 西が 差した る 光忠の 刀 兼 光の 脇 指 を、 當 座の 褒美と 

して賜はり、^^、に林藏主を召され、 黄金 十 枚 之お 賜 ふ。 諸人 皆、 彼が 出家に 似合 は 

ぬ任俠 を、 遍く惡 み排. -け るが、 天罰 か、 又 小 西が 怒れる 報に や、 彼 僧が 黄金 十 枚 賜 

は. 0 歸る を、 近 邊の盜 賊共聞 付けて、 押 込みて 僧徒 を殘ら ゃ搦め 置き、 彼 黄金 寶物悉 

/、奪 ひ 取り 、剰へ 林藏 主が 耳鼻 手足 を 斷ち逃 行きければ、 其 夜中 狂死し ける j 因果 

歷然の 道？ 《一 亦宜 哉と、 聞く 者 舌 を卷き 恐懼て。 偖 行 長 は、 十月 朔、 石 田. 安國 寺と 共 

に、 各 親 車に 載せて： 雒 中. 洛外. 大坂. 伏 見 引渡して， 三條 河原に 於て 首 を 刎ね 梟首せ 

らる。 鳴啐 憐れむ べに 
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十七 萬石餘 生 駒 壹岐守 高 俊 

讃岐州 高 极 城主 從四 位下 侍 從高俊 は、 先祖 は 未 考， 四 代 以前の 祖生駒 甚助親 正 は、 

太閤に 仕へ、 S 軍 忠を盡 す。 中に も 江 州志津 が嶽 合戦に は、 五番の 列に て 高名し、 

後 又 尾 州 小 牧合戰 に、 無 雙の譽 あるに 因って、 三 萬 石 を 賜 は-り、 勢 州 田 丸の 城を領 

す。 此時從 五位 下雅樂 頭に 任す。 是ょ b 嚮は、 五千石 を領 す。 後 又 二 萬 五千石 加增、 

讃州高 城に. 移り、 都合 六 萬 石を領 す。 太閤 猶其貞 心 才智 を稱 美して、 中老 職と せ 

らる。 因って 親 正 は、 中 村 式部 少輔. 掘尾帶 刀と 共れ 心 を 合せ、 能く 政事 を 沙汰し、 

五 奉行. 五 大老へ 談す。 太閤 薨後 は、 家康 公へ 忠志 を盡 し、 老衰して 卒す、 息 讃岐守 

一 正 家督 を嗣 ぎて、 父に 劣らす 忠義 を勵 まし、 石 田 亂の時 も、 關が 原に て 軍 忠を盡 


闇 生 
愚购 
高 
後 


す を 以て、 天下 •  牛 均 後、 讃州 一 國を賜 はり、 都合 十七 萬石餘 となり、 猶 忠勤して 卒す • 

息 左 近 大夫正 俊 家督 を嗣 ぎて、 慶長 十七 壬 子年 從四 位下 侍 從に昇 b  、大坂 冬 夏の 軍 

役 を 勤む。 父祖に 劣らす 武威 を 振 ひ、 元 和 六 庚申 年 六月 五日 卒す • 其 子 壹岐守 高 俊 

なう。 高 俊 其 家督 を嗣 ぎて、 寬永三 丙 寅年 八月 十九 日、 從四 位下 侍從に 進む。 此高 

俊は、土井大炊頭利勝の聱な.^。 然るに 其 性愚魯 の閽將 にて、 善惡邪 正東 西 貴賤の 

差別 も辨へ 知ら や。 之に 因って 家士思 ひくに 邪 威 を 振 ひ、 自然と 風俗 他家に 替 

れ り。 爱 に江戶 家老 石 崎 若狹. 前 野 助左衞 門と 號す。 中に も 前 野 助 左衞門 は、 主君 

の 愚昧なる を悅 び、 舅 土 井利 勝へ 取 入， り、 江 戶の國 家老 用人 者 頭の、 忠動 武勇なる 

を 猜み讒 し、 緣者 或は 己に 媚び IS ふ 者 は、 足輕 中間 も、 俄に 立身せ させ、 奉行 用人と 

す。 是れ 江ヌ御 老中 土 井 殿の 御 下知と 偽り、 己れ 一人 邪 威 を 振 ふ。 譜代 古老の 士、 

古法 を 用 ひんと すれば、 昔 は 昔 今 は 今な.^ とて、 元日 五節句 等の 親式禮 の 次^ 迄 

も 改め、 侍 大將諸 者 頭 は、 勘定 人 代官 料理人 等より 下輩と す。 前 野斯の 如く 法を改 

むる 下意 は、 譜代 古老の 輩、 非 法 を 恨み 不足 を 構へば、 幸に して 追放し、 又 暇 を 願 は 

十七 萬石餘 生 駒 壹咬守 高 後  1 二 
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ば 早々 出し、 己一 人 邪 威を逞 うせんとの 巧な り • 壹岐守 は 貴賤 も 知らす、 前 野が 差 

圖 次第 なれば、 心 ある 士共、 牙 を 嚙み悔 めど も、 諫言す ベ き樣も た" く、 胸を撫 りて 世 

を 送る。 是&に 智勇 ある 舊臣 は、 或^ 身 を 退き 病と 稱し、 或は 暇 を 乞 ひ、 又は 立 退 

く 故、 時 を 得て、 佞 爾の者 利欲 好 謀 を 以て 行 ふ 故、 忽ち 風俗 替り、 國家大 に 困窮 

す。 國 家老 等 重ねて 土 井 殿の 御差圖 にても、 是 法に 過ぎ たれば、 是を 背きても、 國 

家の 寬豊 になる やうに 致されよ と、 狸 を盡 して 諌 むれ ども、 前 野 用 ひざる 故、 生 駒 

將監辦 家 潜に 江 へ 下り、 直に 御 老中 を 回り、 讃州 窮乏の 次第 を訴 へ、 斯く仰 付けら 

れて は、 人民 餓死に 及ばん と歡 く。 各 大に驚 さ、 我等 夢にも 知らす、 明日 a 明す ベ 

しとて、 翌朝 各 評定 所へ 會し、 前 野 を 召して 仔細 を 問 はる、 に、 咹れ たる 風情に て、 

此儀聊 知らす、 何者の 言上に やと 答 ふ。 時に 將監を 召され、 何故に 虛言 を汝訴 ふる 

やと 問 はるれば、 堅 文 一通 取 出し、 恐れ 乍ら 是を 御覽 下さる ズ へしと て 之を捧 ぐ。 御 

老中 各 披見 あり。 將監 いふ、 其 文 助左衞 門に 御 見せ 下さる べしと、 前 野 請 取り 見て 

少しも 驚かす、 御覧の 通 b、 某 方へ 鯛 二 つ 贈.. > たる 時の 謝 文な り。 是 如何なる 仔細 


高 後出 羽 


あって、 御前へ は 出した る や。 此の 如き 空 氣者& 、跡形 もな き 共を訴 へ： T  S を 

以て 萬 事 御 推量 あるべし と、 {<H 笑して 言上す • 將監 いふ、 其 文 助 左衞門 自筆なる か • 

恐れ 乍ら 御 尋ね 下さる べしと • 前 野 自筆と 答 ふる 故、 將監取 返し 懷 中し 、偖 彼が 自 

f ノ 

筆に て國へ 送りた る國 家の 仕置 作法 條目 等、 是皆 江戶御 老中 御 下知と 申 越した る 書 

簡數通 差 出せば、 前 野 閉口し、 頭 を 下げ 赤面す。 各大に 怒られ、 前代未聞の 大惡 人と 

て獄に 下し 置き、 翌朝 壹岐守 其 親類 幷に高 俊の 老臣 等、 評定 所 へ 召され、 上意の 

渡され、 高 俊 は 格別の 性 故、 不便に 思、 召され、 死刑 を 免され、 出 羽國由 利へ 流刑。 前 

野 は 一 類 妻子 迄 悉く 死刑。 石 崎 若狹は 切腹。 此外前 野 等に 與 せし 輩、 切腹 追放 其數 

を 知ら す。 時に 寬、， 水 十七 庚 辰年な， o。 年 を 經て高 俊 は 召 返され、 羽 州 由 利に て 一 萬 

石、 幷に 江戶下 谷の 尾 鋪を賜 ふ。 

五 萬 石 長 束 大蔵 大輔正 家 

江 州 水口 城生從 五位 下 長 束 正 家 は、 元 丹 羽 五 郞左衞 門 長 秀の從 者、 下賤な. りと いひ 

玉 萬 石 ！ 1" お 5^ 大藏大 輔正家  0 
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»乇 性 秀發算 勘の 術に 妙 を 得、 幷に 論議 兵 術に 達し、 其 名高し。 自ら 他國の 輩、 

彼 門に 市 をな して、 其 術 を 習 ふ. • 太閤 之 を 聞き 長秀に 仰せ、 頓て召 出し、 一 萬 石 を 

賜 ひ、 諸國の 撿地且 金銀 米穀 等の 城の 入用、 其 外 費な き樣 にと 命 せらる。 後 諸國の 

賫 運上 奉行 を 司る に、 君 も 民 も 損失な し" 又 軍談 其理 分明、 所 々戦功 あり。 終に 五 

奉行の 列と なり、 江 州 水口 城主と して、 五 萬 石 を 賜 ふ。 相 州 小 田 原 軍の 時、 正 家 は 

兵糧 を、 上方より 相 州 迄 送る こと 數百萬 石、 且兵具 等 も、 餘 分を考 へ 着船し、 軍勢に 

配る べしとの 命に 依って、 其日數 刻限 迄考 へ、 蓮 送の 差圖 せし に、 毛頭の 運 引な く 

着船し、 兵糧. 武具 • 馬具. 玉箭 迄潤澤 な， 0 し • 且城攻 智謀 武勇 を顯 す。 且 朝鮮 征伐の 

時、 武名 を 揚げ、 殿下 を始諸 軍、 皆 算術の 工夫 神變 なりと 歎 や。 又武州 忍. 館 林 等の 

城攻 武勇 を顯 す。 太閤 薨後、 石 田に 與せ しが、 忽ち 心 を變じ 家康公 へ 內 通し、 石 田が 

巧 を 告げ 奉る。 會 津御發 向の 後、 又 石 田に 與し、 勢 州 安濃 津十萬 石の 領主 富 田 信 濃 

守 信 高が 籠城し ける を、 石 田 先づ彼 城を攻 落し、 關 東方す る 者の 見懲 にせよ とて、 正 

家 を 先陣と し、 1 一陣 は 長 曾 我 部宮內 少輔盛 親、 三 陣は毛 利 右京 大夫秀 元、 其 外 中 江 


式部 少輔直 澄 • 山 崎 右京亮 家 勝. 蒔 田權之 助. 撗. f! 民 部少輔 .fe 浦 安太 夫 等 馳せ向 ふ • 

正 家 智謀 を 回らし、 火急に 攻拔 き、 關が 原へ 出張せ しが、 墓々 しき 軍 もせす、 共に 敗 

北して 居城へ 逃げ 歸る。 途中に て 山 岡 道 阿 彌に行 逢 ふ。 僅の 小勢に 討 負け、 這々 水 

口 城に 入り、 諸人の 笑 種と なる。 石 田が 殘黨 なき 處に、 正 家 一 人 戦場 を 遺れ 籠城す 

る 故、 池 田 三 左 衞門尉 輝 政. 舎弟 備中守 長吉に 命じて 攻 させら る。 彼 城 四方 遙に開 

け、 外より 伺 ふべき 山 もな く、 要害 堅く、 殊に 正 家 多年 諸 役 を 司る。 從臣輕 卒迄饒 

富 故、 兵糧 武具 炭 薪 迄 悉く 籠 置きし なれば、 輙く 落つ べしと も 見え 一 r。 輝 政 計 を 思 

案し、 弟 備中守 を 城 中へ 遣す。 正 家 二の丸へ 呼 入れ、 對 面して 仔細 を 問 ふ。 長吉が 

いふ、 足下と 兄 輝 政と は、 匍匐の 昔より、 ほ 〈吐の 交 を 結ぶ。 故に 當 城へ 望み 向 ふ。 今 

誰を賴 みに 籠城 ある や。 願く は 速に 城 を し、 德川 殿へ 降參 あれ。 我等 兄弟 申 繕 ひ、 

本頜 安堵せ しめん。 若し 承引な くば、 是非な く 押奇せ ー戰を 遂げん と、 實 がまし く 

いはせ けり。 正 家 を 始め 諸 軍勢 敗走 以後、 山 岡に 勇 氣を奪 はれ、 身の 置き 處な きま 

まに、 籠城し ける ことなれば、 聊の 思案 もな く、 謀と は 夢にも 知ら 卞、 忽ち 城 を 開き 

玉 萬 石 县束大 fi^ 大辅正 家  111^ 
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長 吉と打 連れ、 »攻 の 陣へ來 りし を擒 にし、 城に は 番兵 を 入 置き、 其 老臣 嶺三郎 兵 

衞. 家所帶 刀. 伏 鬼 彥之丞 以下 六 人を擒 にす。 正 家大に 躋を噬 めど も 甲斐 ぞ なき。 池 

田 は 江 州 日 野に て、 長 東 其 老臣 等を誅 し、 正 家が 首 をば 京都へ 送り、 三條 河原に 梟 

首 せらる。 

廿萬石 增田 右衛門 尉 長 盛 . 

長 盛 先祖 未詳 • 始め 仁 右衛門と いふ 時 尾 州へ 來，， 、太閤 釘， へ 直に 4d を 請う 

て、 馬 廻に 召 出さる。 其 性 才智 發明、 漸く 三百 石 を 賜 ふ。 時に 太閤、 羽 柴筑前 守と 

受領 あり。 播州 を 信 長よ， 賜 は. 0 入部す。 仁 右衛門 侍 十骑を 預か， 供從 す。 信 長 

橫 死の 後、 天 正 十二 年、 尾 州 小牧に 於て、 信 雄と 太閤 大合戰 あ，^。 時に 增田、 預 りの 

侍 十 騎を從 へ 先登に 進み、 織 田家の 大將ニ 騎を討 捕り、 武名 を 輝かす • 此 時よ. 0 人 

始めて 其 名 を 知る • 太閤 感狀を 賜 は.，^、 信 雄と 旣に 和睦 平均の 後、 二 萬 石 を 賜. ふ • 

接累 りに 功お り、 終に 和 州 郡 山城 まとして、 廿 }SJ 石 を 賜 はり、 五 奉行 を 司.^、 官四位 


の 侍從に 至る 是ょ， り嚮、 從五 位下 右衞門 尉た，. 之に^って小田展，筑紫.朝鮮$？^^ 

の 軍に 武勇 を 振 ひ、 且公事 裁許 等に、 晝夜心 腑を碎 く • 太閣薨 後、 秀賴幷 に 御 後見 

家康 公へ 忠勤す。 三 成 逆心の 一羽、 第一 に是を 語ら ひ、 雷. 陽の 禮に、 家 康公伏 見より 

大坂 へ 登城 ある 時、 淺野彈 正 長 政 は、 式臺 へ 出迎 へ 手 を 取る ベ し. 其 時 大野 修理 大 

夫 治 長. 土方 勘兵衞 尉雄久 は、 左右より 立 向 ひ 刺殺し 奉れと、 內談 せし を、 增田長 盛 • 

長 束 正 家 俄に 心を飜 し、 是を 告げ 奉る。 誠に 危き 事共な り。 時に 慶長四 癸 亥 九月 八 

日、 家康 公、 伏 見よ. 0 大 坂へ 至らせられ、 增田が館に止宿ぁ，c^。 翌九 rn 登城 あれ ど 

も、 淺野長 政 は、 俄に 風 氣ん稱 して 出合 はす、 唯 大野. 土方の み 左右へ 立ちて、 其 隙 を 

伺へ ども、 豫め內 通に て 知り 給 ふ 故、 聊油斷 なし。 殊に 供奉の 御家人、 次の間 迄 御 

供し、 一八 方に 眼 を 配り 警固 すれば、 奸謀大 に 相違せ .>。 其 日 は 秀賴幷 に 母 公 淀 殿へ 

對 面の 後、 如何なる 御 思慮に や、 伏 見 城 は、 秀康卿 を 留守居に 置き、 大 吸の 石 田が 星 

鋪を 開けさせ 御 居住と し、 後 又 石 田 木工 頭が 屋鋪へ 御 移. り • 程なく 又 西の 丸へ 居住 

- f。 諸侯 大夫 本丸の 如く 出仕 中に も、 增田. 長 束 は、 諸將に 勝れ 御 懇意な. o。 增 

廿萬石 增田 右衛門 尉 長 盛  11 七 
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田 是を悅 び、 西の 九に、 大廣 間と 天守 を 建て 進上す。 之 を 見る 者、 增 田が 錯ひ、 法に 

過ぎた る を 誹る。 然るに 翌年 三 成 逆心し、 諸侯 を 語ら ひ、 其 威 盛なる を 見て、 苒び 

是 --與 し、 奥州 御 下向の 後、 其 御 留主居 佐 野 肥 後 守 政 信 を追岀 し、 毛 利 輝 元と 共に 

§ 籠る、 旣 にして 關が原 敗れ、 東勢大 坂へ 寄す ると 聞きて 大に I 早し、 居城 郡 山へ 

まれ 行き、 頓て城 を 開け、 福 島 正則. 井伊 直 政に 便り、 頻に 先非 を陳 す。 家康 公宣 は 

く、 增田は 謀叛の 魁 首  一 二人の 內 なれば、 其 罪 死に 當る。 然れ ども 軍勢 は 出せ ども、 

其 身 は關が 原へ 出陣せ す。 以前 急難 を 告げし 忠節 ある を 以て、 先づ武 州岩槻 城主 高 

. ^土& 守 正 長へ 預けら る。 其の 死生 は、 重ねて 仰 付けら るべ しと。 其の後 頻に命 を 

r ふ 故、 死刑 を宥恕 あり、 紀州 高野山へ 遣 さる。 長 盛大に 悅び、 九月 廿 五日 高 野へ 

赴き、 染 衣の 姿と な.^、 庵室 を 結び 幽居して、 心に も 染まぬ 念誦して、 憂 年月 を 送." 

ける。 

太 田 ral 馬 守 雄 宗狐を 殺す 報の 事 


加 賀黄門 利 長の 從弟太 田雄宗 は、 土方 勘 兵 衞雄久 が 4- 弟 なれ ども、 故あって 太 田 氏 

を名乘 り、 利 長の 家人と なる。 性 智勇 備 はり、 捷迅萬 人に 勝る、 を 以て 三 萬 石 を 合 

力 あり。 先年 加州 大聖 寺 城攻の 時、 太 田 は 搦手の 大將 にて、 智略 を 以て 忽ち 攻取 b、 

又 淺井啜 合戦に も、 無雙の 高名 を顯 し、 士卒 を 措 揮せ し 次第、 彼 家に て は 今に 手本 

とし、 專ら 之を學 ぶと な， 5。 然るに 一 日 佴馬守 鷹 狩に 出で、 道に て 狐の 子 を 見、 自 

ら之を 捕 へ、 諸人 を惱す 惡獸の 子と いひて なぶり 殺す。 親 狐 兒て大 に 怒り、 太 田が 

婢に取 付き、 狂 語す らく、 佴馬守 罪な き 我 子 を 殺す。 此怨 近日 報すべし と • 其 頃 利 

長 愛妾 あり。 內 室の 嫉妬 を 恐れ、 城外に 屋鋪を 立 置き、 忍び 通 はれけ るが、 或 夜 彼 

K へ 忍ばる、 に 、奥の間に 男 一人 立て，...。 何者 ぞ とて 見れば 太 田な り • 彼れ 大に驚 

きたる 體 にて 、奥の 庭へ 馳せ 出で 逃る。 黃門 深く 是を疑 はるれ ども、 舌頭に も 出さ 

一 す、 其 後 又 通 はる、 に、 例の 如く 太 田 忍び 居け るが、 周章 騒ぎ 行方 知らす。 黄 門 今 

は 腹に 堪 へ 兼ね、 橫 山山 域 守に 命じて、 鬼 角の 事 を もい はす、 彼 妾と 伹馬守 を、 忽に 

殺されければ、 諸人 悉く 不審し、 哀れ を 催す • 太 田 其 夜 は、 高山 南坊へ 招かれ、 夜更 

太 田 但馬守 雄宗狐 V ^殺す 雜の事  - , ' . 二 力 . 


す 家 富 
康田 

Mm 
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くる 迄 酒宴し 歸 りし 故、 彼 へ 通 ふ バ き樣 なし • 殊に 深閨 なれば、 所々 番人 稠 しく、 人 

の 通 ふ べき 所に あらす。 如何 樣 不審な りと て、 後日 能々 詮議す るに、 彼老 狐が 所爲 

なりけ. o。 利 長 甚だ 後 侮め り、 一 旦の怒 其 實否を 礼 さす、 忠臣 を 殺せし こと、 予 一 生 

の不覺 と、 大 に憐惜 せられし とか や。 

十二 萬 石.！. 鉢， 富 田 信 濃 守 信 高 

信 高 父 は 富 田 左近將 監信廣 とて、 才智 明發、 太閤の 寵臣、 國 家の 政事 も 談話 あり、 且 

富 田が 宅へ 入り 慰まる、 こと 數度、 是 故に 伊勢 安濃 津城五 萬 石 を 賜 は 、老衰して 

病死。 息 信 高 家督 を嗣 ぐ。 太閤 薨後、 家康 公へ 志 を 通じ、 景勝 御 退治の 供奉す。 上 

方 騷動吿 げ來れ ば、 野 州 小山に て家康 公の 命 を 受け、 伊 州 上野 城主 分 部 左 京 亮政壽 

と共に、 七月 廿 三日 小山 を 立ち、 參州吉 田より 兵船 百餘艘 に乘り 急ぐ 所に、 志 州 鳥 

羽の 城主 九 鬼大隅 守嘉隆 が、 船楣の 板に 矢 狭間 を 切り、 沖 中に 居け るが、 富 田. 分 部 

が 來るを 見て、 透 間な く 漕ぎ 來る。 通れぬ 所と 思 ひ、 « 押 早め、 敵 船に 鎗打 掛け、 高 


聲- > 、是は 九 鬼 殿と 見る は 僻目 か。 斯く 申す は 富 田 信 濃 守な り。 今度 上方 蜂起 を^ 

き、 石 田に 心 を 合せん 爲、 關東を 逃 上れり。 九 鬼と 富 田は舊 友な り。 爭か 互に 謦ぁ 

らんと 呼ば はりければ、 實ぞと 思 ひ、 九 鬼 は 軍せ すして 通しけ る。 兩人 は、 暫時の 

智謀に て 鰐口 を 遁れ、 漸く 津の 城へ 歸る。 分 部 は、 我が 城 上野 は 要害 あしく、 殊に 

小勢 なれば、 大敵 を 拒ぎ 難し。 共に 此 城に 籠るべし とて、 東の 口 を 堅む。 又 同 州 松 

坂の 城主 古田 兵 部 少輔信 勝 も 命 を 蒙り、 小山より 馳せ歸 り、 是も 共に 津 城に 籠る。 

其 侍 は、 人 見 伊 右 衞門. 林 宗右衞 門. 加 藤 五平 次. 兒玉仁 兵衞. 津田左 兵衞. 生 駒 左內. 建 

部淸 太夫. 小 瀨四郎 右衛門. 中 桐 平 兵衞. 森 次 郎兵衞 • 飯 沼 助 太郎. 齋藤 彌右衞 門. 佐 夫 

利 九 之丞、 舍弟猪 之 助 は 浪人たり しが、 兄に 隨ひ 籠城す。 其 外 足 輕百餘 人に、 弓鐵炮 

を 相 交へ、 津城の南ロょh^入る。 石 田是を 聞きて、 諸將を 招き 評定し、 大手へ は 毛 

利 甲斐 守秀 元、 搦手へ は 長 束 正 家、 相伴 ふ 諸將に は、 宍戶 安藝 守 隆家. 鍋 島 信 濃 守 勝 

茂. 吉川 藏人廣 家. 長 曾 我. 部 盛 親 • 中 江 式部 少輔直 澄. 蒔 田 權之助 • 山 崎 右京亮 定勝 • 

松 浦 安太 夫宗淸 等、 三 萬餘騎 にて 馳せ向 ふ。 抑 此津城 は、 本 織 田 備後守 信 秀の四 男、 

十二 萬 石 富 田 信滇守 信 高  0 
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上野 介 信 包の 居城 、要害 無雙の 地、 城下へ、 遠瀨 川の 淵 を 流し 掛け、 東 は 蒼海、 西南 は 

深 田、 曲 輪の 堀 深く、 所々 に 出 丸 矢 倉 を 構 へ て、 此所 往昔 よら 民家 商屋 繁昌し、 近國 

無比の 城下、 富 田信廣 寵臣 たる 故 賜 はりし な 之に 依って 西南 は、 人馬 通 は ざ れ 

ば、 寄 手 東北より 園む。 城兵 も當世 河原に 出で、 川 を 隔て 西の 堤に 兵 を 構へ、 互に 

鐵炮を 打 合 ひ、 勝負 せんと 見合 ひた. o。 頃 は 慶長五 年 七月 廿 四日 未明より、 城兵 地 

の備 を引拂 ひ、 總構を 堅む。 時に 總大 將秀 元は、 古川 を 右に 見て、 伊賀 口へ 寄せた 

,0 しが、 龜山 口の 寄 手 浦 安太 夫 方へ 軍使 を 立て、 极浦殿 は 伊勢 組 なれば、 案內者 

あらん。 一 人 是へ賜 はるべし と 申 送る • 极浦は 勢 州の 住人 藏田 彌四郞 とい ふ 者 を、 

使者と 共に 秀 元の 陣へ 遣す。 藏田 委細に、 津城 を綺麵 にして 見せし かば、 其 敎に任 

せ 押 寄す る。 藏田は 夫より 浦 方 へ 歸 りけ るが、 總構 へ 北方なる 當世 口よ，.^、 松 浦 

が攻 寄す る を 見て、 日頃 案內は 能く 知ったり、 一 文字に 馳せ加 はり、 一 番に塀 を 乗れ 

ば、 我れ 劣ら じと 二三 十 人 堀を乘 る。 偖 城兵 は、 總 構の 內、 町筋 二箇所に 土 居 を 築 

き、 柵 を 振って 置きけ るが、 柵の 內へ 引取り、 暫し 拒ぎ しが、 二箇所 共に 攻 破られ、 


三の4^へHS入..^しを、伊勢組の諸軍 一 手に なりて * 三百 餘人續 いて、 愛 を も 攻めた 

りけ るに、 城兵 鐵炮を 飛す こと 雨の 如く、 寄 手 多く 打殺され、 互に 人 を循に 取り、 進 

み得ざ..^し中ょ.c^、武者七八人走.，^出で、三の丸へ馳せ褂る。 藏田彌 四 郎是を 見て、 

劣ら じと 續 いて 走る。 城兵 猶鐵炮 を 放しけ るか、 如何なる ことに や、 彼 輩 をば 打た 

ざり け. o。 長 束 正 家 は、 拔 ffi の 兵 討た すな 續け やと， 下知して、 長 束. 极浦兩 勢 六 七 fd 

騎 進みたり。 城兵 も 拒ぎ 兼ねて 見えし 處に、 勢 州 住人 藏田 彌左衞 門. 同 喜 左衞門 一 

族. 藏田奧 右 衞門. 古川 庄 助. 奧川 十兵衞 以上 五 人、 門 を 開いて 突いて 出で、 散々 に戰 

ふ • 彌左衞 門. 喜 左衞門 は、 錄を 持ち て 門 脇に 立 並び、 敵 若干、 橋より 下へ 突 落し、 m 

七 筋 を 奪うて、 堀の 中へ 投入れ たり。 時に 藏田 彌四郞 も、 缝を 持ちて 名乗. >  掛け、 

域 兵に 突いて 褂る を、 彌左衞 門き つと 見て、 汝は、 伯父と 兄に も敵對 する やと 怒る • 

彌四郞 聞きて、 夫 軍門に は、 王 命 を も 可 かす ノ rg や 父子 兄弟の 醴 あらん やとて、 橋 を 

渡さん する 處を、 城兵 大勢 出で て 橋 を 引 外し、 頓て 木戶を さしてけ，^。 長 束が 家臣 

家所帶 刀、 * 方に 下知して 兵 を 引取る • 又 毛利秀 元は、 城の 西 を 回り、 西南の？？ の 

十二 萬 石 富 田 信 瀘守信 高  i 
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伊賀 ロを攻 破、 り、 二三の 九 迄亂れ 入る ，吉 田が 兵 命 を 捨て、 拒ぐ • 東の 方 持 口 は、 分 

部 左 京亮、 是又 能く 拒ぎ ける を、 宍戶. 吉 川が 雨勢、 一 つに なりて 攻め 戰ふ。 秀 元の 

勢 は i 中へ KI 入り、 廣 間の 前にて 戰 ひける が、 稠 しく 拒ぎ、 寄 手 終に 追 出さる • 富 

田が 臣 上田 吉 之丞、 無雙の 馬上の 達者な りしが、 大勢 を 斬 立て 門外へ 追 出し、 木戶 

を 下しけ hs。 翌廿 五日 も、 城兵 矢種 を惜 ます 防ぐ 故、 此日 未だ 落城せ ャ。 同廿 六日 

に は、 長 束が 攻 口より、 城 中へ 矢文 を 射 入れ 和睦 を 乞 ふ。 一 昨日より 城兵 多く 討死 

し、 且 城を攻 破られし を 、漸く 今日 迄 持 こたへ たれ ども、 寄手數 萬の 大軍 なれば、 畢 

竟 永へ 難しと 思 ひ、 是を肯 ひ、 城 を 明 渡し、 信 高 は 一 身 田 門 迹專修 寺へ 入り、 忽ち 剃 

髮し、 高野山へ 赴く  • 和睦 已に 調へば、 分 部 • 古田 も 城 を 出で、 富 田が 兵士に 對 面し、 

籠城の 辛苦 を 謝し、 互に 別れ 居城へ 歸る • 偖津 城に は、 中 江 式部 少輔. 山 崎 右京亮 • 

蒔 田 權之助 在番す • 其より 寄 手の 諸將、 關が 原へ 向 ひしが、 一戦に 利 を 失 ふと 聞き 

て、 在番 の三將 も、 城 を弃て 逐電す。 家康 公、 富 田が 忠戰 を御感 あり、 高 野より 召 返 

し、 伊豫 州 宇 和 島诚十 一一 萬 石 賜？ しが、 ggis ま 


仏,， 不慮の 惡事 密談 を 企て、 露顯 して 御 詮議 あ.^ しが、 彼是 與黨 ありて 決定せ ざ 

りしに、 慶長 十八 癸 a 年 十月 八日、 坂 寄 對馬守 重 長、 富 田が 密事 詳に 言上 すれば、 同 

廿 四日、 領地 悉く 歿收 し、 奥州 岩 城 郡 平 城主 鳥居 右 京大 夫忠政 へ 預けら る • 

私に 曰、 富 田惡事 流刑の 仔細、 故 ありて 記さす。 實に 不義の 企な り • 
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百 二 萬石餘 上 杉 中納言 景勝 

奥州 會津 若松 城主 景勝 は、 元 來-半 姓な りしが、 桓武 帝よ.^ 十五 代、 鎮守府 將軍. 牛 良 

望に六代の孫、鎌倉の惡^^太爲久が子、權五郞景政が末流、梶原卒三景時には九代、 

長 尾 霞 守禁が 次男、 長尾 平 I 虎 難； の 代、 頃 は 天文 廿年、 鎌 倉の I- 

上 杉 修理 大夫藤 原 憲政 は、 相 州の 北條左 京大 失 平氏 康と、 數年 國を爭 ひ、 終に 討 負 

け 上 州へ 引退 さし を、 北 條猶迹 を 追 ふ。 憲政 遂に 越後 國へ 走り、 長尾景 虎を賴 まる。 

景虎は 代々 上 之： S つて 景虎辭 する に 及ばす 應諾 す。 憲政 喜に 耐 へす、 家督 を讓 累 

わ 家-! 臣  } 

代の 嗣系氏 姓 を 授け 予ふ 。愛に 於て 景虎、 始めて 氏 姓 を 改めて、 上 杉 を 名 乘り、 且 

原 姓と 稱す。 永祿 三年 相州縑 倉の 八幡宮に 於て 管領と な b 、制 髮し謙 信と 號す。 直 


に 上洛し、 將軍義 輝に 謁し、 輝の 字 を 賜 はり、 輝 虎と 號し、 阿閣 梨に 任せら る 元 編 

元年、 武田信 玄大軍 を 率し、 驗州 へ 来り、 隣國を 犯し 奪 ふ。 北條 氏康、 信玄の 猛威 に 

恐れ、 輝 虎 入道 謙 信と 和睦し、 信玄を 拒がん と 思 ひ、 洞 家 僧 を 使と し、 附-脹 に屬せ ん 

こと を 請 ふ. 謙 信 元よ. > 懇望た る 故、 忽ち 肯ひ、 富 田の 大中 寺に て 氏 康と對 面、 互 

に 和 儀 を 語り、 軍談 を 評定す。 時に 和睦 異心な き驗 として、 氏 康の七 男 北 條三郎 を 

人質に 噌る。 謙 信 大に悅 び 感じ、 子に 定め、 上 杉 三郞景 虎と 名を讓 る。 此年謙 信、 

權大 僧都 法 印に 任せら る、 旨 口宣 あり。 是兼 H の 願に 依ってな り • 其 後 家臣 等 を 

集めて 曰、 汝等 知る 通. -、 我れ 一 生 女 犯に 觸れ す、 禁戒を 慎む。 故に 子な し。 我 今？ 

せば、 猶子 長 暴 卒囊勝 P 越 姉 Isf ま s:ullii§t 擎上杉  一二 I 虎と、 

必す國 を 諍 は ん。 是 故に 我 存生の 內、 國を 割け 與 へ ん とて、 景勝. 景虎 及家士 悉く 召 

集め、 越後 幷に越 中半 國を 景勝へ、 佐 渡 幷に能 登 半 國を景 虎 へ 讓. -與 ふ。 相 構 へ て 

我が 死後、 國を錚 ふ 事 勿れ。 只 心 を 一つに 合せ、 家士を 撫育し 諸 民を惠 保せ よと 申 

渡さる。 兩人 謹んで 年 伏し、 御 違背せ じと いふ。 謙信悅 ぶ。 其 後天 正 六 戊 寅年 三 

}B  二 萬石餘 上 杉中納 一一 一一 E 景勝  一一 一七 


拏 共田景 

ぐに 三 虎 
兵 成 " 
なと 石 
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月 十三 日、 遂に ® 去、 壽 g 十九 歲。 法名 不識 院と號 す。 II 謹き お 4f 摘 I 

！ "^に， 瞻^" ま？ f?S た 一 5 力 ど^^、、  1^ 主君の iiv^^^s:: しと、 柿 崎が 廣言 > ^吐ゲ ん： とも V 思 ひ、 忽ち 技 

ねす C 柿 崎が 子 之. や 聞 さ大に 怨み、 門へ 忍び入り、 鎗にて 謙 信 K ど剌殺 マと- Ht 或 曰、 柿^: する^、  i 

贿 IS へ、 |_ ^お^ぎい? いし 忽偖其 後 遺言 を 背き、 互に 國を諍 ひ 合戦に 及び、 終に 三郞景 

虎 を 殺して、 四 州 を 合せ 之 を 保す。 上 杉 越後 守と 號す。 後 太閤と 戰ひ 幕下に 伏す。 

天 正 十三 年 秋 謁見し、 同 十六 年 戊 子 五月 廿 三日、 正 四 位下に 敍し 參議に 任す • 是ょ 

り 先從四 位下 彈 正大 弼た. o。 世是を 大老に 列す。 同 四 年、 改めて 奥州 會津 若松 城へ 

移され、 僅 百 二 萬 石 餘を領 せらる。 斯くて 慶長 三年 戊戌 八月 十八 日、 太閤 薨 せらる 

れば、 景勝 は 石 田と 心 を 合せ、 在國 して 逆心 を 企つ。 同 五 年 庚 子 正月 元日、 大 坂に 

て 諸侯 大夫、 各秀賴 へ 年始の 拜 鱧し、 次に 西の 丸 へ 詰め、 家康公 へ も、 本丸の 如く 禮 

す。 時に 景勝 は、 家臣 藤 田 能 登 を 差 上せ、 秀 賴へ歲 首の 禮を 申ぶ。 家康 公、 能 登 を 御 

館へ 召され 對面 あり。 宮島 にての 事 を 仰 出され、 舊恩 今に 忘れす と 謝し 袷 ひ、 直 江 

直 次の 御 腰 物幷に 白銀 小袖 を 賜 はり、 汝 急ぎ 歸國 し、 天下の 政務 談合 餘多 あ. 

且豊 國大明 神の 三回忌 も 近ければ、 御參詣 ながら 急ぎ 上洛 あるべき 旨， 黄 門へ 能々 


上 杉 景勝 

吉の旗 

下と なる 


申達すべし と 宣ふ處 へ、 越後 守護 職 羽 柴左衞 門督秀 治が 老臣、 堀 監物直 寄-辟 を 飛ば 

せ、 會津 景勝、 武具 夥しく 調へ、 新に 城 を 築き、 又他國 への 道 を 作，.^、 橋 船 等 を 構 ふ。 

反逆に 極れ， 9。 且 越後 は 累代 上 杉の 舊領 故、 國 中の 諸 民、 會 津へ內 通す る 者 多し • 

之に 依って 晝夜心 を 安ん せす。 急に 御 退治な くば、 天下の 御大 事な らんと 注進す • 

藤 田 は 直に 會津 へ歸 り、 內府の 仰演說 しける が、 如何なる 故に や、 観て 會津を 立 退 

き、 武 州江戶 へ 求り 流浪 すれ 景勝 謀叛 彌 必定な り。 如何せんと 大小 名 評定 まち 

まちな り。 又 北 國の大 守 前 田 肥 前 守 利 勝 I 尊； も在國 して、 三 成に 語ら はれ 、徳川家 

を滅 さんと 計る。 北國 奥州 同時に 峰 起 すれば、 皆 簿氷を 踏みて 世を危 む。 家 康公は 

少しも 騷が す、 先づ 北 國を鎭 めんと て、 加 賀黄門 利 勝 へ 、 御 懇の內 意に て、 逆 意を尋 

ね 給 ふ。 利勝聊 異心な き 旨、 數 通の 起請文、 幷に母 儀 芳春院 を 上洛 させら る • 公感 

悅 あり、 秀忠 公の 姬君 を、 利 勝の 息 犬 千代 丸に 嫁して、 加州へ 遣され しかば、 忽ち 互 

に 心 解けて 和 儀 調へ り。 上 杉. 石田傳 ひ 聞き、 勢大に 橈む。 され ども 石 田 はめげ ぬ 

顏 にて、 利 勝 如き 臆病者 味方に あれば、 却て 諸人の 妨 な，^。 德川 家へ 降參 したる は 
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幸ぞ， と、 牙を嚙 みて 誹りけ る。 倍景勝の反逆の旨，越後•下野•出羽•奥州ょ.^、頻浪を 

打って 注進 すれば、 家康 公、 百 人 組の 物 頭 伊奈 圖書介 を 使と し、 其 實否を 景勝へ 尋 

ね 給 ふ は、 太閤 薨 御の 後、 幼 主の 御 事 なれば、 大 坂に 留り、 御 政道 を 補佐すべき 處、 

御 暇 も 願 はす 私に 在國 す。 太閤 御 在世の 時より、 大老の 其 一 人と して、 上 を 蔑 如す 

る 自由の 働き 如何。 其 上 國中數 箇所 城 を 築き、 兵糧 武具 を蓄 へ、 一 向 籠城の 設、 幼君 

に 對し御 恨 あり や。 又 大老. 中老. 五 奉行 衆に 怨 あるか。 倍 は 幼君の 天下 を 奪 はん 爲 

か。 會津領 境目 毎に、 要害の 砦 を 構へ、 番兵 數人 所々 へ 出す。 是 如何。 越後の 鄕民 

等に 金銀 米 錢を與 へ、 一 揆を 起させ 動亂 する は、 堀秀 治に 宿 恨 あ. り や。 下野 國鹽原 * 

鹿 沼 等の 鄕民 にも 財 糧を與 へ、 一 揆を 興さし むる のみなら す、 家人 妹 川 縫 殿 介に、 兵 

大勢 差 添へ て、 蒲生秀 行が 所領 を 犯す。 是れ 何故 ぞゃ。 則 彼 盗賊 共を擒 にし、 大坂 

へ 送る 故 推 間す るに、 景勝の 命と 白狀 す。 是れ 不審な り 如何。 右 五箇 條の 外、 尋ぬ 

る 儀 あれ ども、 面談に て 間 ふべ し • 急ぎ 上洛し 返答すべし。 若し 上洛せ すば、 叛逆 

旣に 決定す。 然 らば 家康 直に 馳向 ひ、 實否を 明 せんと、 伊奈 則ち 會津へ 下り、 直 


江山 城 守 兼續宅 へ 至 b 、御 使に 下りし 旨 申達す • 景勝 對 面す。 圖書介 少しも 臆せす 

演說 す。 景勝 答 へ て、 閤御 病中 某 を 召され、 若し 我れ 今度 逝す とも、 三年の 問 は參 

動に 及ばす • 會津 城々 悉く 經營し 、奥州の 逆 亂を鎭 むべ し， 境目 毎に 砦 を 構へ、 1 

揆に國 を 犯さる 、な。 以前 九の 部が 一揆せ し は、 遠から ぬ 例ぞと 示し 給 ひし 故、 所. 

頷の 諸 城經營 し、 境目 每に砦 を 構 ふ。 全く 謀叛の 用意に 非す。 次に 近國 一揆の 事、 

其 守護 代官、 己が 行妄 なる 故、 諸 民 苛政 を 恨み 動亂 す。 然る を德川 殿の 閒を 恐れ、 僞 

說を 設けて、 己れ罪を他に讓..^、 景勝が 催な どと いふ。 是を實 とし、 我が 謀叛 ぞと推 

して、 御沙汰 ある こと 僻事な らん。 又 景勝 上洛すべき 3:11 は、 思 ひ 寄らす。 已に 太閣御 

在世に 、不参の 赦免 あ h^。 誰か 御 遣 言 を 背かん や。 參勸 せぬ を 罪科と て、 德川 殿下 

向 あらば、 軍の 運 を、 天に 任す る 外 他な しとい ふ。 伊奈 立歸 り、 此の Sis を 言上 すれば、 

謀叛 彌疑 なしと て、 諸將 へ 觸れ ベ き 旨、 奉行 等 へ 仰 渡さ る。 偖 慶長五 庚 子年 六月 六 

日、 諸 大名 を大坂 西の 九へ 召集め 宣 ひける は、 今度 上 杉、 如何なる 所存 やらん 籠城し、 

且 遠近の 國を 犯す。 故に 使 を 遣し、 仔細 を 問 ふに、 返答 分明なら す。 是れ 謀叛に 決 
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す • 戈 彼へ 馳向 はんとす る處、 奉行 人 等より、 樣々 中す 旨 ある 故に、 暫く 猶豫し 

て、 彌其虛 實を伺 ふに、 諸國の 早馬 頻に來 り.、 已に 媒叛に 決す。 仍って 來る 十六 日 

發向 せん。 會 律へ 赴く 人々 書 出し 畢ん ぬ。 用意 せらるべし。 ^ ^に 軍の 評定 せん。 先 

づ會 津の內 に、 背灸 とい ふ 切 所 あり。 敵、 兵 を 出して S を守識 せん。 彼 所 を 越えん 

こと 如何せん。 時に 堀秀 治が 老臣 堀 監物直 寄. 舍弟丹 後 守 直 政 進み出で， 仰の 如く 

彼 所 は 大難 所 なれば、 御 陣の屯 大事な り。 能々 御 思慮 あるべし と 言上す。 大事と は 

何事 ぞ や。 凡そ 切 所 を 大事と いふ は、 戰場 軍士の 働き « 々の 品 あるべし， 陣取に は 

苦しから す。 損益 は 其 大將の 心に ありて、 地形に は 依る ベから す。 愚 將は是 に， 泥む。 

往昔 元 暦の 頃、 攝州ー の 谷 il 越の 大 險&、 又 同 州 渡邊福 島に て 海の 時、 大風 大浪 

の 難儀 は、 却て 義經 の大 利と なる。 凡 切 所の 合戦 は、 敵に も 共に 切 所な h., 一騎 戰. 

ひ は、 敵 も 味方 も鎗 一 本、 其鎗 合の 勝 劣 は、 勇と 臆と にあり、 地形に 非 や。 さの 如き 

軍 は、 我 兵 は舯變 奇妙な り • 我 兵 一 騎は、 敵 十 騎に對 す。 先陣 は家康 自ら 勤むべし • 

我^ 其 昔 は、 僅に 參州岡 崎の 一 城 生た. 9 しが、 合 戰百餘 度、 小攻 合は數 知らす、 或 時 


は 多勢に 圍 まれ、 又 或 時 は 敵 を 園み 城に 籠り、 野^. 夜 討. 伏兵. 後 拒. 先 厥. 拔駅. 後 Si の 

軍、 河 を 渡し 沼 を 隔て、 山に 向 ひ 坂に 登 b 、多くの 軍に 討 勝ちて、 今 八州 を 領す。 是 

れ皆我 士卒の 武勇。 況 今度 景勝が 領分 計. -の勢 を 以て、 僅の 小 城に 楣 籠り、 兵 を 出 

して 拒がん に、 何程の 事 か あらん。 家康 一手 向 ふと も、 勢に 不足 は ある まじき • 

殊更 諸將の 合力 を や。 大 軍に 切 所な， し、 今度 景勝 誅伐 は、 蹯を 回す ベから すと、 录 

事 も なげに ぞ宣 ひける。 出 羽の 守護 職 山形 出 羽守義 光い ふ、 某 家人 由利惣 八が 弟 源 

珍と いふ 僧、 諸 國を順 鱧し 、奥州より 頃日 來 りし 故、 彼に 問 ふに、 景勝 は、 領內の 城 

城に、 士卒 を 分 籠らし む 中に も、 白 川 城に は 大勢 を 籠め、 上方 勢 を 防げと 定む。 借 又 

上方 勢 押來. 9、 白 川を攻 め ば、 景勝 多 兵 を 率し、 背灸を 後に なし、 長 沼 へ 出陣せ んと 

計る。 且拔を 出し、 伯父 謙 信の 人數 積り に は、 常に は 八 千 を 用 ひらる。 此外は 無用 

たるべし とて 手配す。 老臣 直 江山 城 守 幷足輕 大將水 原 常 陸 介、 共に 景勝 を鍊 めて、 

謙 信 公 御 時 は、 尤其法 あれ ども、 今 は 時と 人と 相應 せす。 先づ時とは、^._〈昔は、織田. 

武田.北條等と度々合戰ぁ..^。 又 推 名. 神 保 とも 攻合ひ ひ、 國々 に K. ある 故、 散 も 
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勢 を 諸方へ 分ち 拒ぐ 故、 其 勢 又 多から す • 仍って 八 千の 勢 を 用 ひらる • 是八陣 の 積 

ちな り。 今度 は、：：： 本國 中の 敵 兵 押來る なれば、 味方の 小勢、 敵の 大軍、 是 時の 相違 

なり。 又 人と は、 其 時の 物 馴れたる 諸 大將は 大半 死し、 士卒 も 亦 昔に 減じ、 案內知 

ら ざる 者 多し。 是 人の 相違な， 9。 されば 僅の 勢、 敵の 多き を 見ば、 必す 臆せん とい 

ひて、 後陣 本陣の 間隔た る こと 三 里と 定む。 P 後陣 は 三 手に 分つ、 合せて 三 S 人. 

本^ は 八 千 人、 其の 外の 軍士 は 城々 に 籠らせ、 境目 等 を 守らす る. H を 語り 候と 申す • 

家康公 曰、 景勝が 軍 立、 夫の みに は 限ら じ。 敵に 依って 變 化する は、 良 將の旨 なれ 

ば t 追って 味方の 手 分 を 定め、 重ねて 相觸 るべ しと、 諸將各 S 出す。 偖 公 は， 

井伊 • 本 多 •» 原. 大久保 || 等 を 召され、 手配 內談 あり、 大久保 忠隣筆 を 採って 之 を 

記す。 先づ白 川口へ は、 內府 公. 江戶黃 門秀忠 卿、 信 夫 口へ は 伊達正宗、 米澤 口へ は 

山 謹 光、 津 川口 へ は 前 田 利 勝。 ほ麵 利 勝に 相伴 ふ 輩 は、 手 寄 

，なれば、 村 上 間 防 守 義明. 清 口 伯 耆守秀 勝 等な り。 其 外 大小 名 悉く 記し、 m ねて 衆^ 

西の 九へ 召され、 右の 書付 仰 渡され、 來る 六月 廿 一 HI、 一同に 會津 へ. w ふべ しと 宣 


ふ • 皆 命 を 蒙り 返 出しけ るが、 山 內對瑪 守 一 豊、 藤 堂 高 虎に w きけ る は、 今度 五 奉 

行 景勝 返 治、 當年は 延引 然る べしと、 連署 を 以て 諌む るに、 何とて 用 ひ 給 はぬ やと 

問 ふ。 藤 堂 答へ て、 德川殿 用 ひ 給 はぬ は、 御 遠慮 ありと 覺 えたり。 第一、 國 に反臣 

ある 時 は、 輕く 兵を發 して、 敵 兵 未だ 調 はざる を 討つ は故實 なり。 是 一つ。 退治 

ぐば、 城郭 堅く 兵 多く 集まり、 兵糧の 用意 丈夫な り。 然る 時 は 之を攻 むと も ：！： 數を 

經ん。 況ゃ 一 年を越えん を や • 是 二つ。 連署の 中、 景勝と 睦 しき 人 多き 故、 綺を 左右 

へ 寄せ、 退治 延引 させ、 景勝 籠城の 術 を、 心靜 にさせん i 計る 事 もやと 推察し 給 ふ 

か.' 是 三つ • 景勝 謀叛 與黨 めるべき なれば、 延引す る 程 多くな らん。 其勢微 なる に 

乘 じて、 忽ち 退治 あらば、 同類の 輩 は、 自ら 鎭 まらん との 賢慮 か。 是 四つ。 今度 又 

諸將を 集め 軍 評定 ありし は、 其 中に 若し 景勝 與 力の 者 あらば、 定めて 遽延 然る べし 

と 中さん か、 さあら す とても、 色 形氣を 見ても 知る べし。 是れ歜 1^ 方 を 試みて 後、 計 

策 あ、 らん 爲と、 某 は 推 $1 せりと。 山內 又い ふ、 先： n 軍 評定の 時、 堀監 物が 中 せし 事 

は、 御 心に 叶 はやと 覺ゅ。 足下 は 如何 思 ひ 給 ふや。 藤 堂 答へ て、 いふに や 及ぶべき • 
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彼背灸 は、 奥州 一 の 嶮蛆、 一 夫 憤れば、 萬 失 も輙く 通り 難しと は、 將卒 共に 偉 ひ 聞く • 

未だ 見す して 心を勞 する 處に、 彼國 の案內 者た る 堀 兄弟、 此切所 御大 事と 申せし 故、 

座中 屈する 色顯 はれし かば、 德川殿是を悟り、勇を勵.まさせらる、^^、 諸將 

忽ち 又 心を轉 じたり。 是 誠に 良將の 智謀な り。 德川殿 を、 軍 慮の. 智識と 讃め給 ひし 

太閤の 御 は、 是 なる ベ しと。 山內又 い ふ、 德川 殿の 行 を 伺 ひ 見る に、 事 を 急に せ や 

して、. H ら理に 中る。 殊更 人 和 を 本と せらる。 後必す 天下の 主た らん か。 高 虎 き 

て 打 笑 ひ、 壁に 耳 あり 喧し。 誰も 斯 くこ そ存ゃ ると、 道す がら W き 合 ひて 別れけ る * 

伊達正宗 は案內 者た る 故、 諸將に 先立 下る べしと 命 あり。 景勝 領內は 通.. - 難しと 

思 ひ、 佐 竹. 岩 城. 相 馬へ 回 b 馳せ 下. る。 諸 國の勢 も、 悉く 馳 集まれば、 家 康公は 六月 

九日 大坂を 立ち、 伏 見 城へ 入り、 本 多 正 信. 井伊 直 政. 本 多 忠勝. 榊原康 政 等 を 召され、 

密に 曰、 今度 景勝が 謀叛、 彼 一 人に て は あら じ。 四 國. 九州、 其 外 上方 筋の 諸將、 大略 

與黨 たらん • 又 謀叛の 魁 首 は 石 田 三 成な らん • 我れ 關 東へ 下着せば、 上方 必す蜂 

？ 3 せん。 是 故に 我 は暫 /、 會津へ は 向 はすして、 上方の 樣を 聞かん • 汝等も 意 得て 


怠る こと 勿れ。 此事 ゆめく 外へ 洩す 事な かれと" 正信等曰、左樣に石Mが？^i叛と 

計. 0 知らば、 景勝が 討 手に は、 毛 利 輝 元. 宇喜多秀家. 金吾秀 秋、 其 外 島 律. 立 花. 鍋 a 等 

を 造し、 君は大 坂に 留り 給へ。 公 曰、 其 計 大に惡 し。 彼等 を 遣 さば 景勝と 一 味し、 江 

戸城 を 攻めん。 其 時 我れ 關 東へ 向 はんとせば、 石 田 與黨必 や 輿り 喰" 留めん。 然ら 

ば 我 も 利 を 失 ひ、 江戶 城も攻 落されん • 關東 は、 我 爲には 根な り。 我れ 關柬に 下ら 

ば、 譬ひ 日本 國皆叛 くと も 拒ぐべし" 其 上 我 此事を 思 ふ 故、 年來 我に 志 ある 蒙、 武 

勇 世に 秀でた る 者 は、 大小 名の 嫌な く、 今度の 討 手に 同道す。 若し 大事 起る とも、 此 

蘩は皆 味方な らん。 是故を 思 ふ 故、 我れ 自ら 討 手に 向 ふぞと ありし かば、 皆 大に感 

伏す。 其 後 鳥居 彥右衞 門 尉元 忠. 內藤彌 次 右衛門 尉 家長. 息 小 市郞. 松 平 主 殿 頭 家 忠* 

核- 「午 五 左 衞門尉 近 正 を 召され、 今度 我れ 會津 下向の 後、 若し 上京 蜂起す る こと もや 

あらん。 然 らば 必ゃ此 城 を 攻めん。 故に 汝等を 留めて 是を 守らし む。 頃日の 貞心 

を知る故な-^。 .1<九は鳥居、 西 丸 は內藤 父子、. 大手 はま 殿、 搦手 は 五左衞 門と 定め、 

弓 鐡炮の 士數百 人 づっを 五 人に 添へ、 其 外 京 極 高次の 兵 幷甲賀 の 輩 を、 伏 見 城に 籠 
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らしむ。 構へ て 怠る ことな かれと 命 せらる • 鳥居 等 敬んで 承る。 慶長五 庚 子年 六 

月 十八 曰 辰の 上刻、 伏 見 城 を 御錄駕 、供奉の 輩 は、 井伊 直 政. 本多忠 勝. 嫡美 S パ寸忠 政 • 

舍弟 內記忠 朝. 榊 原 厳 政. 酒井宮 內大輔 家政. 酒 井河 內守 重忠. 息 右 衞門大 夫忠世 • 酒 

井備 後守忠 利. 大久保 治 右衞門 尉忠佐 • 大久保 加 賀守忠 常 .奥_ 平 美 作 守 信 吕. 息 大膳大 

夫家昌 .1^ 岩 主計 頭 親 吉. 小 笠 原 信 濃 守 長 政 • 息 兵 部 少輔秀 政. 戶田左 門 一 西. 息采女 

正 氏鐵. 木 多 正 信. 息 正 純. 靑山常 陸介忠 成. 靑山伯 耆守忠 俊. 阿部 備中守 正 次. 舍弟左 

馬 介 正吉. 本多豊 後守康 重. 高 力 左 近 大夫長 房. 管 沼 織 部 正 定盈. 息 新八郎 定仍. 大須 

賀 五郎左衛門 尉忠 政. 菅沼大 膳亮定 利. 內藤三 左 衞門尉 信 成. 天 野 三 郎兵衞 尉康景 • 石 

川 長 門守康 通. 本 多 縫 殿 助 康俊. 大久保 治 部 大輔忠 隣. 岡 部 內膳正 ^盛. 保 科 甚四郞 正 

光 丄ニ浦 監物重 成. 西尾隱 岐守吉 次 • 永 井 右近 大夫直 勝 .內 藤 修理 亮淸 成. 丹^ 勘 助 氏 

信. 柴田 七九郞 康忠. 高木 主 水 正正 次. 三 宅 總右衞 門 尉康貞 • 三 宅彌次 兵衞尉 正處. 設 

樂甚 三郎貞 光. 山 本 帶刀賴 重 • 坪內 喜太郞 利定. 稻垣 1^ 右 衞門尉 長 茂. 植村土 佐守泰 

中 5 、幷御 一 族には、^-^}.衣-蕃頭宗淸.松平和泉守家乘.^平內膳正家廣.核^.周防守康 


重 .fe; 牛 因幡 守康元 .fe 平 源七郞 康忠. 松； 牛隱岐 守定勝 .fes- 外 記 伊 昌* 松 半 紀伊守 家 

忠 .秘 平 丹 波守康 長、 此外御 旗本の 健士 等、 殘らす 供奉す。 太閻 家の 大小 名に は、 福 

島 左 衞門大 夫 正則. 息 刑 部 少輔正 之 人 4n 弟 掃 部 頭 正賴. 池 W 三 左 衞門尉 »政. 息與 1 

郎. 同 備中守 長吉. 同^ 左衞 門. 京 極 修理 大夫高 政 • 羽柴 伊賀 守定， 次 *淺 野 左 京大 夫 幸 

畢田中 兵 部 少輔吉 政. 息 民 部少輔 長顯等 を始、 細 川. 堀 卑山內 .有¥ 中 村. 藤 堂 兄弟. 

加 藤 介. 黑 田. 蜂須賀 4_ 駒. 寺 f 富 田. 古田. 稻葉. 織 甲 金 森. 德永五 鬼 姊 i 守. 宇喜多 

^1^1? 中^ |「戶 川 • 本多删 1 ま • 松 倉 • 分 部， 古田 §i ェふ出 市 橋 • 桑 山 ，龜 井 右川 ，舟 

橋. 佐ケ堀 田. 池 田. 佐久 間. 三 好. 津田 St 保. 秋屮赤 井. 岡 田. 中 川. 兼 松. 長 谷川. 山 名. 秋 

田. 核 並 山 岡. 能 勢. 箸 尾. 鈴 木. 別 所. 水 野 g 內土 藤. 村き 羽柴鍵 一  柳. 津 田. 天 野. 奧 

河 村. 山城. 落 合. 能 勢. 淸 水. 溝 口. 堀 田. 野 間. 伊丹. 野 尻. 仙 石. 森 等、 凡 て 五ず I 千 八 W 

餘人、 追々 大坂を 立ち 會津へ 向 ふ。 公豫め 法度 を 出し、 驛路の 民 を 追 捕 狼藉す ベ か 

ら やと、 諸 軍 を誡 しめ 給 ひし かば、 往還の 旅人 聊煩 なし。 公 途中 御難に 遭 ひ 給 ひし 

ことに、 舊 記に 载 せたり- 偖 も 景勝 は是を 聞きて、 一 戰 して 速 を 天に 任せん とて、 謙 
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Jggf 備 •  の廟所 沙門 堂と、 不識 庵と いふ 菩提寺 兩 所へ、 一族 家臣 悉く 含 合し、 今度 二心 

なく、 景勝と 枕 を 並 ベ 討死 せんと、 誓文 を 書き 神 水 を 飲み 軍を談 す。 抑會津 は、 諸方 

よ. c 寄 場 七 口 あり。 中に も 南山 口 背灸は 、日本 一 の嶮蛆 なれば、 會津に は 番兵 を 置 

き、 總軍白 川口 迄 出で、 野合の 一戦し、 討 勝てば 上方へ 切って 登り、 討 負けば、 白 川 

を 枕に して 討死 せんと 評議 を 定め、 各々 陣々 へ歸 る。 此時 遠近の 浪人 景勝に 馳せ加 

はる。 先 づ上州 浪人に は、 山上 道 及 雜ぉ城 g し. 上 泉 主 膳. 大高六 右衞 門、 上方 浪人 

に は、 前田慶 次. 武倉隼 人、 上總 よ， り は 車 丹 波. 高木. 丹 下等 を 始め 、雲霞の如く 集まる • 

景勝 下知して、 福 島 城に は、 粟田 刑 部. 苹川縫 殿. 岩 井 備中. 岡 左內. 粟生 美 濃. 甘 粕備後 

守に 大勢 を 添へ 籠らせ、 築 川 城に は、 隅 田大炊 を大將 として 浪人 差 添へ、 會津領 方 

方への 手配 を 言付け、 殘る勢 二 萬餘人 を、 會津の 山上 原に て、 勢 揃して 待ち 居た b。 

索 康江戶 秀忠公 は 七月 十九：：： 江 戶發駕 、同廿 二  H 下野 宇都 宮へ 着陣 あり。 家康公 は、 廿ー 日 

進资 小： d 

に着陣 江 P 發驚、 同サ四 = 野 州 小山に 陣 あり。 其 御先 手 は、 大田 佐 久間山 迄 押入.^ け 

り • 時に忍びの^1^會律ょ..>馳せ歸り、 上 杉 家人、 今度 必死の と 見え、 將卒 共に 物 


具の 下に 經 帷子 を 着し、 血脈 を 首に 掛け、 死 狂の 支度 i 言上す。 家康 公開 召し、 さ 

ありと も、 景勝 元來 若武者、 武備 軍令 定ら じ， 疾く押 寄せ 蹈 潰せと 宣 へば、 福 a 正 

則. 加 藤 喜 本多忠 勝. 井伊 直 政 等 曰、 御 威光 を 以て 攻 討たん に、 何程の こ i あらん • 

去ながら ニ禹 餘の剛 敵、 必死になって 待つ 處へ、 術 もな く 押 寄せば、 軍 慮 拙き に 似 

たに 且 味方 も 若干 損すべし。 先 づ君は 愛に 御 逗留 あり、 我々 御先 手 仕. -、 跡より 

御手 分あって、 段々 K 寄せ戰 はんと、 議論 區々 なる 處へ、 七月 十九 H の 日付に て、 伏 

見 城よ， 0 鳥居 逢 右衞門 等が 出す 處の 飛脚 馳せ來 り、 石 田 三 成 謀叛し、 四國. 九州 悉く 

徒黨 し、 伏 見 城 へ 5- 褂る。 其 上此度 供奉の 諸將の 妻子 を 悉く 召 捕り、 大 坂城內 へ 籠 

めたり と 注進す。 家康公 諸事 御 評定 ある ベ しとて、 宇都 宮へ御 使 遣 さる。 秀忠 公、 廿 

の 通夜 彼 を 御 立あって、 小山へ 至らせら る。 之 を 見て 佐 竹 左 京大 夫 義宣. 相. か？ 

大膳 亮宗凰 も、 忽ち 御 敵の 色 を 立て 騷 動す。 偖 兩公は 諸 將ゲ」 召され、 上方へ 登. o、 石 

田と 一 戰 あらん か， 又 景勝 を討滅 して 後、 上洛 あるべき かと 御 評議 あ， リ。 蒲 生秀行 • 

？ i や d}--?^ 生 源左衞 門が 曰、 石 田 は 謀叛の 棟梁な り。 景勝 は 枝 一 S なり •  E 十々 御 上洛 然る 

百 二 萬石餘 上 杉 中納言 景勝  S 
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べし • 會津 押へ に は 、生 人 秀行を 御 残し あるべし • 脛 川より 此方へ、 敵 丁 八 も 入れ 

まじと。 諸將此 儀に 同じければ、 兩公 七月 晦日 小山 を 立ち、 江 戶へ歸 城。 命 を 蒙り、 

諸 將は是 より 先に 引返さる。 偖 景勝 を 押 へらる、 人々 は、 滞 生 飛 驊守秀 行 を 先手と 

して、 結 城 宰相 秀康 卿. 皆 川 山城 守 廣昭. 成 田 左 衞門佐 氏 成. 多 賀谷左 近 大夫賴 水 

谷 左 京大 夫 勝 信. 山川 民 部 少輔朝 信、 其 外 那須衆 共に 一 萬餘 人、 會津境 荒 川に 陣を 

取る。 是を閒 きて 直 江山 城 守、 景勝に 進めて、 II- ての 相圖の 如く、 三 成 軍 を 起し 切 

つ て 下る。 此 弊」 乘 つて、 君 も 早， く攻 登り、 挾んで 尉た ば、 德川殿 を 洩らす まじと い 

ふ。 景勝 曰、 今 茂の 企、 石 田  一 * に 似 たれ 共、 且秀賴 公への 奉公な り" 我れ 謀叛 人 

と ばる、 は、 香 指 原 新 城と 上洛せ ざるの 二つな り • 此咎 故に、 德川 殿發向 あ， -。 弓 

矢 取る 身の 習 なれば、 是非な く 一  戰に究 む。 德川家 構；， f ば、 我れ 五 大老 • 三老. 五 

* 行 等と、 連判の 誓文せ し 上 は、 少しも 異心な き ぞ。 然る を最 勝、 此方よ..^ 押し 

て 斬 上りて は、 太 間への 誓紙 も 破れ、 天下 騒動の 手出し 者と ならん とて 肯 はす • 其 

上 會津境 A 坂より 外へ は、 旗 一 本 も 出す まじと、 堅く 下知せ しかば、 直 江 も 呆れて 


に康景 

雇の 勝 
す 幕、 

下家 


諌 めざり し， 此 時秀康 卿、 水 谷 刑 部 を 景勝 方へ 遣 はし 、今度 上方 逆亂に 因って、 內 

府江戶 へ歸陣 あり。 會雞 押べ に は、 我々 を殘し 置かる。 其へ 攻入り 候 はんや， 又此 

地へ 御 出お あらん や。 御 一 左右 承らん と、 慇戆に 申 送らる。 景勝 答へ て、 某 全く 謀 

叛に非 t 唯近國 の諸將 讒言し 、申譯 立ち 難ぐ、 止む 事 を 得すして 軍旗 を揚に 然 

るに 上方 騷勸 故、 內府公 御凱陣 の. H 、此上 は 景勝 全く 手出し ft らす： K。 此旨. ： 且 しく 

御 執 成 賴み皐 ると な h^。 然れ ども 達. 最上の 兩 家と は、 ：：： 々合戦す。. 新る 處に S 

が 原石 田 等 敗績の 旨、 委しく 告げ 来れば、 景勝 彌勇 氣燒 み、 豐 光寺 老 長老 を 頼み、 去 

四月、 直 江山 城 守 を 以て 中す 如く、 景勝 全く 異心に 非す。 伊達. S 上. 秋 田. 堀 等、 我 K 

分 を 犯す 故、 數度 防戦す。 内府 公へ 對し、 異心 聊 なし。 幸に 御免 あらば、 永く 下 

に屬 し、 忠節 を盡 すべし と、 樣々 に陳 すれば、 則 御 許容 あり、 舊領 收し、 羽 州 米 S 

卅萬石 を 賜 ふ。 此將昔 家督 を諫 ひ、 三 郞景虎 を 殺して、 越後. 越 中. 能 登. 佐 渡、 幷 上野 

の內. 武藏 の內、 捣て六 州 を 合せ ffi せし が、 太閤 是 を残收 あり。 僅 會津； S 二 萬 石 を鎮 

す。 是を だに 餘 りに 口惜しく 思 はれし が、 今度 逆徒に 與し、 卅萬石 迄に^ せらる、 

百 二 萬石餘 上 杉 中納言 景勝  IS 二 
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ぞ淺 ましき • 

一 說に、 關が原 御 利 運の 後、 今度 謀叛の 魁 首 は 景勝 なれば、 是を 伐って 逆徒の 枝 

葉を斷 たんと て、 慶長六 辛 a 年 四月 十 H、 秀忠公 帝都 を 立ちて 江 城へ 人 輿 あ. 9, 

此時佐 竹 も 降伏し ければ、 祌奈川 迄 御迎に 出で、 景勝 御 赦免 を 願 ふ。 景勝 も亦秀 

康 卿に 賴 みて 降参 を 願 ふ 故、 秀康 卿と 共に、 七月 湖 =會津 を 立ち、 同 十四 H 入洛 

し 、八月 六日 家康 公へ 拜 謁す。 公の 曰， 今度の 不義 は 言語 を 絶す。 然れ 共？ #  く 先 

非 を 海え、 H 十々 上洛 祌 妙な b と 御會释 あり。 同せ 四 2! 景勝 を 召され、 C 父 謙 信と 

予は、 他事な く 交り 親み し 因 を 以ての 故に、 死 流の 二 刑 を 宥め、 會津 悉く 残收す • 

然れ 共舊家 斷絕も 本意な し。 之に 依って 米 澤卅萬 石 を、 新規に 賜 ふと 云々， 

又 一 說に、 本 多 佐 渡 守 正 信 を 景勝へ 遣され、 今度の 動亂、 ^^異心なくとも、侍のぉ 

ひ、 弓矢 取る 身の 立身 を 望む 條餘義 なき ことな h.。 家康 此儀聊 曲事に 存 せす 諸 

事宥恕 あ， o。 早々 上洛 せらるべし との 命 あり。 景勝 答へ て、 先立ちて 言上す る^ 

b  、某 內府 公へ 對し、 元來 異心な し • 唯 香 指 K 新 城 は、 直 山城 守が 公儀 を 經て築 


きたる 故、 景勝 嘗て 存 せす。 又 次に 某 上洛 延引 は、 太閤 御 遺言 を途 はざる の爲な 

b. 然る を 內府公 押して 謀叛と して、 白 川口 迄 御 下向 故、 是非な くー戰 仕る • 御 

聞 分 ありて 上洛せ よとの 命、 鬼 も 角 も、 此上は 貴 命に 任せん とて、 上洛 ありし と 

云夂 

斯くて 景勝 は、 先非 を 悔ぇ勤 仕して、 元 和 九 癸 亥年 三月 廿： n 逝去、 六十 九歲， 息 喜 

KF^a 疋勝 家を嗣 ぐ。 是ょ. -先從 四 位下 侍從に 進む， 彈 正大 弼と號 す。 寬永三 丙 寅 

年 八月 十九 日、 左 近衞權 少將に 昇る。 正 保 二 乙 酉年 九月 十 31、 武州 にて 卒去 • 息 喜 

卒.^ 綱 勝 家を嗣 ぐ。 承 應ニ癸 巳年 十二月 十一 H  、正 四 位下 侍從に 任じ、 播磨 守と 號 

す。 寬文四 5. 歷 年間 五月 七 ：n、 武 州に 於て 卒去。 時に 十七 歲。 分嗣 なき 故、 吉良上 

野 介義英 IfIS 一一 一  は、 綱 勝の S なる 故、 此 長男 三郎を 以て 家督に せんと i 曰す • 之 

に 依って 同 六： =： 五 H 、上 杉の 門 葉 及び 家臣 等 を 召され、 播磨守 末期に 及び 養子の 顚、 

是れ御 制 法 を 破る 不屆 の條、 領地 悉く 召 上げら る ベ けれども、 上 杉は舊 家た るを以 

て、 其 家名 斷絕 せんこと を殘 念に 思 召し、 福島領 半分 歿收 し、 殘る 十五 萬 石 を 新規に 

百 二 萬， 石餘 上 杉 中納言 景勝  lis 
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三 郞に賜 ふとの 台 命の 旨演說 あり • 三郎 は、 上 杉 喜 卒次景 倫と 號す。 延 S; 三 乙 卯年 

十 一 月廿 三： n 、家 綱 公の 御前に 於て 元服し、 綱の 字 を 賜 はり、 綱憲と 改め、 從四 位下 侍 

從に 任じ、 彈 正大 弼と號 す。 其 後台 命に 依って、 紀 伊中 納言 光貞 卿の g となる， 今 

專ら動 仕す。 
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祈 一 一 萬 石 直 江山 城 守兼續 

直 江 は、 上 杉 家 累代の 老臣に て 、奥州 米澤 城主たり。 武略に 達す。 先祖の 武功 由緒 は、 

上 杉 軍記に 委しき 故、 爱に 記さ や。 景勝 は、 叔父 謙 信の 家を嗣 ぎ、 老臣 殊に 智 Si 深 

きを 以て、 國 家の 政務、 悉く 山城 守に 任 や。 是 故に、 石 田、 直 江 を 語ら ひ、 逆 意を談 

合し、 頗る 大亂を 起す。 其 始を傳 へ 聞く に、 文祿ー 一年の 夏 太閤の 病 甚だ 重し。 三成悅 

び、 太閤 薨御 あらば、 天下 は 我 手に入らん。 然れ ども 家 靡 は官祿 高く、 殊に 老功の 

名將. 其 上 蒲 生 氏 鄕と綠 者に て、 隣國 とい ひ、 是 大名に して、 無雙 の勇將 なれば、 何 

卒して 此ニ將 を 倒さん と、 晝 1^ 心 腑を碎 きしが、 來睦 しければ、 直 江 を密に 招き 

饗し、 W きけ る は、 今度 太閤 御 不例、 御邊も 存知の 通り、 御快氣 あら じ i 諸人 稱ふ。 

讲ニ萬 石 直 江山 城 守^ 鑌  S セ 
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三 成 は 本より 御 厚恩の 身 なれば、 若しも 御 他界 あらば、 幼君 を 守護し、 天下 を鎭 め、 

御 厚恩 を 報ぜん。 其 時 は、. 我れ 一 人 天下の 政事に 泥む 事 あらん • 景勝 は 弓矢 高き 名 

家 なれば、 北陸 道 出 羽 奥州の 主と し、 御邊 をば 關ー 八州の 管領 職と し、 我 は 幼君の 後見 

し、 六十 餘 州の 總 管領 を 司う、 世 を 治めん と 思 ふ。 此事 他言す る：^ なかれと。 兼績 

悅んで 謝し、 此上は 何事 も 仰 背か じと、 誓 を 立て、 返答す。 石 田 重ねて、 唯 我心に 褂 

る は、 武 州の 德川 家康. 曾 津の蒲 生氏鄕 なり。 是皆 大名 綠者、 殊に 驍將 なれば、 我 企 

の 障と ならん。 御邊 幸に 計を敎 へよ。 直 江 曰、 夫 は 安き 術 あ， り。 蒲 生の 家 を 騒動 

させ、 他國へ 移さば、 家 康カを 失 は る ベ し。 倍 氏 鄕の跡 へ は、 景勝 を入替 へ 給 は K 

いか 樣 にも 思案 あらんと。 石 田 手 を 打ち、 此計 妙な リ。 然れ ども 蒲 生の 家 を 騷勸さ 

せん 樣 なし。 愛に 一つの 術 あ..^。 氏 鄕と瀨 田 掃 部 は、 睦 しく 晝夜 交り 語る。 御邊 

亦 掃 部と 親し • 何と ぞ彼を 語ら ひ、 官祿の 約束し、 氏鄕を 殺させよ。 子息 鶴 千代 幼 

少なれば、 氏鄕 死後 は、 我 又 計 あらんと いふ。 直 江 終に 瀨 田が 宅へ * き、 是を 語ら 

ふ， 掃 部 も 官祿に 心 引かれ、 終に 石 田に 與し、 文 祿四乙 未年 正月、 瀨田掃 部 助伊繁 


は、 氏鄕を 茶の 55! に 招き、 毒 を 加へ て 饗す- 氏鄕 は年來 親交の 中 故、 夢にも 知らす、 

之 を 食す。 遂に 病と なリ、 其 二月 七日 遂に 逝去。 石 田. 直 江 は 之 を 聞き 大に悅 ぶ。 太 

閤、氏鄕の死を聞き痛惜ぁ.=^。 鶴 千代 秀行を 召して、 會津百 廿萬石 相違な く嗣 がし 

め、 次. に 家 康公を 召され、 秀行は 幼少な り。 貴殿に は聱 とい ひ、 隣國 のこと なれば、 

萬 事差圜 し、 國家靜 、謐 せしめられ よと 仰せけ. -。 家康 公. 秀行 共に 喜悅 し、 謝禮 あり 

て 退出 せらる。 石 田 三 成 は、 奥州 米 澤の城 四 萬 石の ま 蒲 生 II 四 郞兵衞 尉 鄕舍を 呼 

上せ、 秀行 未だ 幼少 なれば、 國 家の 政務、 其方 心 次第た るべき との 上意、 御 不例 故、 

三 成 仰 を演說 すと、 潜に 太閤の 御朱印 を盜み 出して 渡し、 逆 意の 次第 あらまし 語り、 

大祿の 約 を 堅めて 語ら ふ。 四 郎兵衞 悅び會 津へ歸 、御朱印 を 笠に 着て、 日頃 不和 

宿怨の ある 輩 を、 心の 儘に 行 ふ 程に、 頓て 家臣 三つ 四つに な.^ て 騒動す。 家康 公是 

を鎭め 給へ ども、 大勢の 家人、 思 ひ）^ に阿黨 する 故、 御 下知 を聊用 ひす。 終に 太 

閤の 聞に 達すれば、 大に 驚き、 鶴 千代 幼少 故、 家臣 邪 威 を 振 ふなれば、 先 づ野州 宇都 

宫城廿 八 萬 石を領 すべし。 成長の 後、 本領 返し 賜 ふべ しと、 秀 行へ 仰 渡さる。 倍 曾 ，律 

讲ニ萬 石 直扛 山城 守^ 罎  Is 


陰 石 直 
|« 田 江 
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は奧羽 要害の 地 なれば、 氏 鄕に替 り、 東夷 を 蹈鎭む ベ き 者 誰に やと、 大老. 五 奉行 へ 

御 相談 あ， o。 石 田 曰、 彼 地へ 入替 り、 東夷 を鎭 むべき 器量の 者 は、 上 杉 景勝よ. り 外 

は ある まじ。 是累代 弓箭の 家、 智勇 備 はる。 氏 鄕には 勝る とも、 劣らざる 大將， こ、 

なぐ 言上す。 太閤 尤 とて、 景勝 を 召され、 此旨を 命 せらる。 此時直 江が 思案、 

刻符の 如く 合 ひたる を 石 田 感じ 、奥州 米澤 城主と し、 太閤の 仰と 稱し、 推して 卅ニ 

萬 石を領 せし む。 其 後 太閤の 病逐 U 重り、 終に 慶長三 戊戌 年 八月. 十八 日薨 後、 石 田 

猶直 江と 心 を 合せ、 翌四年 七月、 秀賴 公より 御 暇 賜 ふと 稱し、 景勝 會津 へ歸國 せり • 

兼續 は、 景勝より 五日 後に 大坂を 立ち、 佐 和 山城へ 入る。 石 田 大に悅 び、 竟日 饗し、 

二人り て きけ る は、 御 邊の謀 悉く 圖に當 り、 時節 も已 に到來 す。 日頃の 大事 思 

ひ 立たん。 如何して 可な らん や。 直 江 答へ て、 某 思 ふ は、 景勝 歸國 する や 否、 上に 

對 して 恨 ありと、 俄に 軍旗 を 揚げさせ、 近隣 を 犯し 掠めん。 然 らば 上方に て、 討 手 

の 大將を 評定 せん 3 され ども 景， と 牛角 せん 大將、 近 國に覺 えなし • 內府 自ら 大小 

名を從 へ、 伏 見より 會津 迄、 必定 尉 手に 向 はんか * 其 時 景勝 は 白 川 二 所の 關に 出で. 


教陣 して 戰ふ ベ し • 貴公 は 其 跡に て大坂 へ 行き、 攻 下りし 諸將の 妻子 を 捕 へ、 人質 

とし 給 は  >  、諸將 皆 驚き、 家康を 捨て、 歸洛 せん • 其 節 急に 伏 見 城を攻 落し 、東海道 

を le. 押に、 江戶へ 斬って 下， り 給 は K 家 康も會 津を打 捨て 、江戸へ 歸陣 疑な し。 其 

時 景勝 跡 を 慕 ひ、 武 州へ 追 行き、 兩 方より 挾んで 攻討 たば、 天魔 鬼神の 家康な トノと 

も、 討 取らん こと 安 からん と、 手に 取る 樣に 語りけ る。 三 成 聞きて、 善哉々々、 聲高 

し。 我數年 御邊と 馴れ 親しみ 語れ ども、 斯迄軍 術 智謀 ありと は 知る こと 能 はす、 三 

成 甚だ 之 を 恥づ。 奇計 一み、 驚き入る。 此上は 早く 會津へ 下着し、 景勝に 說 きて、 謀 

叛の色 を 立つ べしと、 諸事の 相圖を 示し合せ、 直 江 は會津 へ 打 立ちけ り。 借 彼 地に 

到り、 景勝の 前に 出で、 會津の 地淺間 なれば、 是ょ， 2 八 里 西に、 香 指 原と いふ 名 地 あ 

り。 是 れ竟究 の 要害 なれば、 新 城 を 築き 然るべ しとい ふ。 景勝 曰、 上へ 斷 りなぐ、 私 

に 築&ん こと 叶 ひ 難しと。 直 江 重ねて、 此事曰 頃 思 ふ 故、 今度 上方 發 足の 時、 大老 衆. 

五 奉行 中へ も 申斷， o、 御免 を 蒙る とい ふ。 景勝 實と思 ひ、 然 らば 築け よと て、 數 萬の 

- 人夫 功 積り、 不日に 成就す。 直 江 又 石 田が 所存 を 委細に 語り 、一向 謀叛 を勸 む。 景 

1^  二 萬 石 象 扛^ 城 守 兼 接  g 


直 江 

最 h 義光 

攻む 
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勝 驚き、 1 初の 程 は、 身の 一 大事と 隨は ざ-. しが、 理を盡 して 頻に勸 むる 故、 終に 兎 も 

角 も、 此上 は汝が 議に從 はんとて 軍談す。 倍 會津七 口の 道 橋、 廿 一 箇所の 城々 を も 

皆 再興し、 兵士 兵糧 を 籠 置き、 國々 の 浪人 を 抱 へ 、 又 上野 • 下野. 相 馬. 岩 城. 伊達. 最上 • 

田 时. 山 北 迄、 境目の 城々 へ、 人質 を 取りて 籠 置きし かば、 景勝の 謀叛、 諸人 知って 騒 

動す。 之に 依って 羽 柴秀治 Mi 守の 老臣 堀監 物、 早驅 にて 伏 見へ 至. 9 注進す • 其 外 

上野. 下野. 奥 羽の 早驅、 頻に 之を訴 ふれば、 京. 伏 見. 大坂騷 動 夥し。 家康 一公 諸 將を從 へ、 

自ら 會津 へ 下向 あり。 偖 直 江 は、 羽 州 最上 郡 山形 城主 新 波 出 羽守義 光を攻 殺し、 後 

を 心安う して 內府 と戰 はんと、 別して 人 數を手 分す。 上 泉 主 水に 七 百騎、 春 日右衞 

門に 五 百 騎を添 へ 先陣と し、 大關彌 七 郎に五 百 騎を添 へ 後陣と し、 水 原 常 陸 を軍鑑 

とし、 北上 出 羽 助. 安田 上總 介. 田 村 宫内大 輔. 關播磨 等の 者 頭 をば、 遊軍 伏兵 脇備の 

大將と 定め、 直 江 總大將 として、 都合 一 萬 三千 人 を 率し、 畑屋 城へ 押 寄す る。 是義光 

の 持 城 m 形より 四里隔 つる 城主 江 口 五兵 衞.舍 弟 小吉. 甥 忠作. 老臣 飯田播 磨. 侍大將 

加 爆 源右衞 門. 新 爛備前 • 鐵炮頭 岩瀨和 泉. 草^ 善 助. 林 縫 殿. 弓 大將眞 島 左 衞門. 新風 


又 右 衞門. 小 野田與 八郞. 畑 尾 藤 太郞. 原 藤 右衞門 • 侍に は 日 野-八 郎. 畑 屋勝 右衞門 • 堀 

越 藏人. ェ藤外 記 等、 城外へ 突出で、 或は 引 入-^、 術 を盡し 拒ぐ と雖、 敵 は 大勢、 殊に 俄 

に 押 寄せ、 短兵急に 攻めし かば、 悉く 討死し、 城 生 五兵 衞. 小吉. 忠作も 自害して、 忽ち 

落城 すれば、 直 江物始 よしと 悅び、 猶 進んで 所々 を攻 むる 程に、 唯一 日に、 廿ー 箇城 

攻拔 きた， o， 翌日 長 谷 堂 城を攻 むる に、 城兵 又 度々 利 を 失 ひ、 山形 へ 加勢 を 請 ふ • ， 

直 江 下知して、 此城 をば、 兵を殘 して 押へ させ、 總軍を 一 手に して、 山形 城を攻 崩さ 

んと いふ。 上 泉 主 水 曰、 山形 は 西南 沼 深く、 東北 又 難處、 押 寄す ると も、 急に 攻 入る 

べき 方便な し。 長 谷 堂 を 烈しく 攻めば、 義光必 後 詰 せん。 然 らば 其 虛に乘 b て攻入 

、前後 を 包み 之 を 討たん。 直江尤 とて、 九月 十三 日 、菅澤 山へ 出陣す。 是 より 長 谷 

堂へ 十九 町を隔 つ。 春 U 右衛門 は、 鬼 越 山の 北山 崎に 屯す。 案の 如く 義光 は、 長 谷 

堂 難義と 聞き、 山形 城 を 出で 稻荷 山へ 出張す。 之 を 聞きて 上 濃 山. 天堂. 庄内. 由 利. 仙 

北の 國兵 共、 一羽 は 景勝に  一 * せし が、 元來義 光の 幕下 故、 俄に 皆義 光に 馳せ加 はる。 

此 時下 治 右衞門 は、 五 百餘騎 にて、 山形よ 上 二 里 年 西の方に 出向 ひ、 長 谷 堂の 加勢に、 

卅ニ萬 1^ 直 江山 城 守諫績  0 
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志 村 伊豆守. 東 根 常 陸 助に 數千騎 を 添へ 遣す • 城 將鮭延 越 前 守. 氏 江 九兵衞 尉. 富 並 

相模介 等、 大にカ を 得て 楣 籠る。 志 村が 從臣 大風 右 衞門. 橫尾 ® 解由拔 駆し、 上 泉が 

陣へ衝 入り、 馬 武者 八 騎輕卒 * 餘人討 捕， -、 城兵 僅 十 餘輩戰 死す。 直 江 は、 義光 出張 

の 隙 を 窺 ひ、 山形へ 亂入 せんと、 密に勢 を 操 出す を、 山形の 忍 共頻に 注進す。 義光驚 

き、 前後に 敵 を 受けて は 拒ぎ 難しと て、 葛西大 崎の 領主 岩 手 山城 主 羽 柴越前 守 正宗 

へ 加勢 を 請 ふ。 正宗 驚き、 叔父 伊達 上野 介政景 を大將 とし、 津田豊 前 • 保 土 刑 部. 原 

田 甲斐. 南部 大膳 • 大條薩 摩 を副將 とし、 支倉紀 伊. 大嶺 式部. 鹿 侯 大藏. 遠藤伹 馬. 石 川 

彌兵衞 を 鐵炮頭 i し、 靑木掃 部. 新館 肥 前 .靑 木 勘 四郞. 佐々 布讃岐 • 小 野 雅樂. 堀 野 角 

彌. 小 野 彌左衞 門 を 軍使と し、 武山出 雲. 成 田 左衞門 を軍鑑 とし、 馬上 都て 三百 餘人、 

總勢 四千 餘人を 遣す。 斯くて 慶長五 庚 子年 九月 廿九 日へ 正宗の 加勢 岩 手 を 立ち、 翌 

十月 朔： II、 長 谷 堂へ 馳せ來 る。 之 を 見て 春 3 右 衞門五 百餘騎 を. 率し、 城門 近く 攻寄 

せた.^。 城兵 志 村. 鮭延、 三百 餘騎を 一 つに 合せ、 城戶を 開き、 どっと 喚いて 突出し 追 

崩し、 上 杉の 軍 將极本 木工 助 を 討 捕る。 直 江大に 怒.^、 上 泉 主 水が 勢 を 一 つに なし、 


入替 へく 大に戰 ひ、 十六 日の 慕 迄、 互に 勇 を 角 へ ども、 勝負 未だ 決せす • 十七 日 上 

杉の 軍 將穗村 造酒 允. 篠彌 七郞 三百 餘騎を 率し、 上野 山城 を攻 落し、 直 江が 出張所に 

せんとて 柙寄 する。 城主 里 見 民 部 之 を 聞き、 中 野 山と 上野 山との 間、 川口と いふ 所 

に 深 谷め り。 愛に 伏兵 七百餘 人を隱 し、 里 見 は 五 百 餘人を 率し、 中 野 山へ 出づ。 篠. 

穂 村 小勢と 侮り、 一文字に 討って 憑る に、 弱々 と 逃 入れば、 勝に 乘 つて 追 掛る。 時に 

敵 を 遣り過し、 一 度に 起り、 鬨を 作って 斬って か 、れ ば、 里 見 も 取って返し、 前後に 

狭んで 攻 討つ 程に、 寄 手大に 敗走す。 里 見 勝に 乘 つて、 追討す る こと 久し • 日旣に 

暮れて、 直 江が 勢 旗 を 立て、 敗軍の. 士を 集む。 此時 上野 山より 軍使 來り、 急に 引取る 

べしと いひし かば、 備を亂 し 退く を、 直 江 方、 引く 敵 を 討 留めん と追褂 くれば、 取つ 

て 返し 戰ひ、 引 Kb 兼ねたり。 坂 彌兵衞 は、 敵昧 方の 間を乘 廻し、 位 を 見 濟し繰 引に 

して、 我 身 は 後 を 拒ぎ けり。 穗村 造酒 允 下知し、 逃ぐ る 敵 を 討 留めよ と、 身 を 揉み 餘 

を 怒らし 詈れ ども、 兵 疲れて 追 付かす。 之 を 見て 坂 彌兵衞 、唯 一 騎 取って返し、 組ん 

で 是を討 捕る。 篠彌七郎大に怒..^馳せ來るを、荻田主水助、是と組んで討留む* 今 
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日 の 戦に、 上 杉 方 1 一 百^ 餘入 討死、 山形 勢に、 僅せ 六 人 戦死。 同廿 四日、 長 谷 堂に て 

は、 上 泉 先陣に 進み、 竟日 苦戦す。 伊達 政景 兵- ゲ勵 まし、 一方 を 受取.. - 猛威 を 振 ひ， 

兵卅 餘人戰 死す。 直 江が 兵數； 6 人 討死す。 直 江、 大關を 遣， し、 H 旣に 暮れ 合戰 なる ま 

じ * 連々 引返く べしと。 上 泉 主 水心 得たり とて、 大關を 返し、 唯 一 騎 敵陣へ 馳せ入 

り、 勇 を 顯し戰 死す。 年卅 四歲。 彼 は 上 杉 方の 老大將 、數度 高名 を 顧し、 隨ー の士な 

るが、 僅の 詞を 心に 含み 戦死せ しかば、 兼續 甚だ 悔ぇ惜 みけり • 上 泉が 首 は、 金 原 加 

兵 衞是を 得た. 9。 生年 十八 歲 なり。 直 江 は、 廿 几日暮 迄、 城 を 圍み攻 むれ ども、 堅く 

防ぎて 陷ら や。 兼 續攻惓 み、 兵 を 拂ひ返 けんとす るに、 城兵 之 を 追 ひ、 大關彌 七郞. 溝 

口 左 馬 助 は 手勢 を從 へ、 味方 を落延 させんと、 蹈 止って 戰ふ。 直 江^に 之 を 見、 兩將 

を 討た せ、 我 落延びて 益な しとて 取って返し、 城兵 を追拂 ひ、 首 百 餘級を 得、 二 本 松 

右京 百 餘人を 率し、 橫 合よ，. >  突いて 褂り、 上 杉の 侍大將 天堂 彌七郎 を 討 取る。 溝 口 

は、 小 橋 際 迄 敵 を追拂 ひ、 後 拒して 靜に勢 を 引取り、 暮に 及んで、 直 江に いふ やう、 夜 

に 入り 返 かば 、味方 多く 討た れん。 備を 立て 陣を 堅め 人馬 を 休め、 明朝 退き 給へ • 


直 江 是に從 ふ。 然るに翌十月朔：11、關原敗るゝ次第、ー 々に吿げ來れば、直江^»^携 

み、 米 澤へ歸 城す。 之 を 聞き 義光も 山形へ 歸陣 なり •  ^«^節長井境迄直江を追拂ひ、 

千 餘人尉 留めら る。 谷 堂の 輩 は、 長 坂. 寒 川 沼. 左 澤邊迄 追 詰め、 千 六百餘 人、 直 江 

が 兵 を 討 取る。 偖 直 江 は、 米澤 へ 歸、 りしが、 上方の 吿を 聞き、 士卒 過半 逃げ 散り、 0 

へ義 光. 正宗 押 寄す ると 聞え しかば、 城下 大に騷 動す。 直 江 も 唆れ 居たり しが、 重ね 

て豊 光寺 長老 を賴 み、 堀監 物が 讒に 因って、 內府公 御 出馬 故、 是非な く 一  戦に 及ぶ。 

彌 異心 を存せ やと、 樣々 に陳 せし かば、 景勝に は、 直 江が 跡 米 澤を賜 はり、 山城 守 も 

一 命 助けら る、 の 旨 仰 出されければ、 直 江 始めて 生きた る 意地したり ける。 此時本 

多 佐 渡 守、 今度 動 亂の魁 首 は、 直 江山 城 守な り。 景勝 は 御免 あると も、 直 江 をば 誅罰 

ありて 然る べしと 言上す。 家康公 曰、 汝が 所存 尤 なれ ども、 今度 直 江 一 人に 限らす、 

毛 利 家 に て 吉川. 宍戶. 吉 冷泉 等、 佐 竹 家に て 米津. 鎞井、 島津 家に て 野 村. 新納. 伊集 

院、 其 外 諸 大名の 老臣 陪臣、 悉く 石 田に 賴 まれ 、主君 を勸 む。 然る を 今 直 江を誅 せば 

己々 が 身の上に も 急難 來 ると 覺 悟して、 皆 分 國へ楣 籠らば、 再び 大亂 起らん。 是故 

請 二 萬 石 直 江山 城 守 諫續.  lui 七 
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に 直 江を赦 す。 疾く 上洛すべき 旨 申 送るべし と。 正 信 御 遠慮 を 甚だ 感じ、 則 公 命の 

旨 申 送れば、 直江悅 び、 急ぎ 上洛して 拜 謁す。 家康公 曰、 山城 守 は 女子 ありて 男子な 

しと 聞く。 佐渡守^^男本多對馬、始め備前秀家に让へしが、今度浪人して居た.^。 

是を 汝が智 養子に す べしと て、 本 多對馬 を、 直 江 大和 守と 改 め、 五 萬 石 を 賜に り、 山 

城 守に は、 隱 居すべし と 仰せければ、 兼續 感涙 を 流し 退出す。 之 を 聞きて 家々 の陪 

ほ 4r 御 敵の 隨 一 直 江 だに、 御 厚 免の 上， 有難き 命 を 蒙る。 況ゃ 我々 に は、 聊御卷 は あ 

らじ とて、 皆 上洛し、 拜謁を 願 ひける に、 殘らす 御前に 召され、 各 御 懇意の 仰 あり。 

皆感悅 して 歸國 す。 同 八 年 十月， 本 多 正 信 を^て、 米 澤中納 言 景勝 宅へ、 秀忠公 を 招 

請すべき 旨 公 命 あり。 之を聞きて大小名評すらく、先年關ケ原の魁首は景勝な.：^。 

幸に 厚 免 を 蒙り、 未だ 幾年 も經 ざるに、 今度の 上 命 • 如何なる 御 所存に やと。 家康公 

は、 石 田. 上 杉 へ 與せ ん諸將 、今 皆 厚 免 あ hia 仃末 如何 あらんと、 皆 藩 氷を蹈 み、 諸人 

の 心 落着かす、 世上 何となく 物騒の 由 聞 召す 故、 其 疑 を 避けん 爲、 新く 仰 出さる • 誠 

に 深き 御 所存と、 後に は 諸人 感じけ る。 倍 景勝 は 甚だ 悅び、 夜 を 日に 繼ぎ 普請 を 急 


ぎ、 十 一 月 中旬に は 、書院. 廣 間. 数寄屋. 御成 殿 等 悉く 出來 すれば、 景勝 は 井伊 直攻を 

頼み、 今度 秀忠公 御成、 誠に 生前の 面目なり。 然れ ども 私 家臣 共、 皆田舍 者に て、 御 

作法 曾て 知らす。 諸事 本 多 正 信. 息 正 純 父子へ 賴 入り、 御 差圖を 請けた し。 偖 來る廿 

八日 吉辰 なれば、 御成 を 願 ふ。 其 時 も 家人 共 は、 卞屋鋪 へ 殘らゃ 遣し 置き、 御殿に は、 

景勝と 直 江山 城. 同大 和、 唯 三人 殘り 居り、 々門々 の 御番， 且御 料理 等 迄、 御 譜代 大 

名 衆 を 頼み入る と 申されければ、 兩公 甚だ 其 深慮 を 感心 あり。 簾 長 八 年 十一月 廿 A 

日、 秀忠公 御成、 景勝 途中 迄 御迎に 出で、 善美 を 盡し饗 應の後 、数寄屋へ 入り 給へば、 

八景の 褂物、 且上杉 累代の 重寶 名物 を 飾り き、 太閤よ b 賜 は 5 し 天下 無雙 の^ 軍 

の 茶 入に て、 茶 を 進上す。 又 書院へ 出御 あれば、 正宗の 太刀. 貞宗の ^措 を獻 や。 此 

太刀 は、 c 父 謙信帶 びし 時の ま、 にて、 鏠褂 鞘に ひち り卷輕 子抦、 小 尻に は， 金銀に 

て 藤の 丸に 三本 杉を摺 入れたり。 -ぃ鶴_ル？^5。 手づ から 其 太刀 を御覽 じ、 搏 への 物數 

寄 を 甚だ 褒賞 あり。 御喜び 淺 からす。 墓に 及んで 還 御な り。 是 より 御 敵した る 諸 

將、 皆々 疑 を 散 じ 安堵せ， -。 或 時家康 公、 兼續を 召され、 先年 上 杉. 伊達. 最上の 合戰、 

卅ニ萬 石 直 江山 城 守^ 續  0 
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何れも 甲乙な けれども、 其 家人の 中に、 小 田 部 大學と 石 川 彌兵衞 が 武勇、 江 口 五兵 衞 

が 討死、 須田播 磨. 矢 桐 相 模が返 口 は、 最 勇士の 旨と する 處、 此事 注進に て 傅へ 聞け ど 

も、 未だ 糙に其 實說を 聞かす、 物語せ よと 仰せけ.^。 直江畏 りて、 本 多 佐 渡 守に 向 ひ、 

過ぎつ る 奥州 合戦 を 語る に、 時に 御 譜代の 面々 も、 御.^ の 間へ 伺候し、 堅 唾を吞 みて 

之 を 聞く。 抑 奥州 長 谷 堂 城を攻 崩さん と、 某 數萬騎 引率し、 是を攻 むる 處に、 石 田 敗 

北の 吿を 聞き、 則 軍 を 返す。 此時 景勝 家臣 小 田 部 大學、 某に 向 ひ、 伊達正宗の 家臣 石 

川彌兵 衞に對 し、 申 度 事 あれば、 暫く 暇 給 はれと 頻に請 ひし かば、 某 之 を 聞き、 暇 を 

ば 進ら せん。 必す 卒爾の 働 あるな と、 大學大 に. 悅び、 門 田と いふ 所 迄 唯 一 騎馳せ 返 

り、 正宗の 旗 を 見掛け 馬を控 へ 、我に 景勝の 郎等 小 田 部大學 i いふ 者な..^。 伊達 殿 

の御內 なる 石 川 彌兵衞 殿に、 對 面した き 事 ありて 罷り 歸れ りと， 聲 高に 喚び ければ、 

石 川 は、 何事に やと 乘艮 す。 小 田 部が 曰、 今度 御邊の 武勇の 稗、 大に感 する 故、 互に 

申 黄く 通り、 後 H の 軍に 參會 せん 爲、 暇 乞に 來れ， 0 と。 石 川 聞きて 打 笑 ひ、 上 杉 殿の 

御內、 武勇 多き 中に も、 小 田 部 殿の 御 働、 目 を 驚かす 故、 時節 を 伺ひ對 面せん と、 心 


中に 願 ひしに、 遙々 是迄 ロハ 一 騎、 敵の 中へ 歸り 來. -給 ふこと、 本 無雙の 剛士ぞ と、 

互に 色 代して 歸り ける • 去ぬ る 門 田 合戦に、 上 杉 方に は 小 田 部と 前 田、 伊達方に は 

石 川 彌兵衞 が 働、 敵 味方の 目 を 驚かす。 偖 最上 義 光の 臣畑屋 城主 江 口 五兵 衞は、 古 

今 稀なる 戰 死なり。 某大將 軍と なり、 春 H 右 衞門. 上 泉 主 水 正. 水 原 常 陸 介 を 先陣 i 

して、 數 萬騎從 へ、 羽 州 へ 向 ふと 聞きて、 義光は 一 族淸 水大藏 少輔. 大山 內膳正 • 上野 

山 兵 部 大輔. 楣岡 甲斐 守. 坂 上紀伊 守. 本 庄豊前 守. 山野 邊右衞 門 太夫. 志 村 伊豆守、 郎 

從には 寒 河 江 肥 前 守. 延澤能 登 守 • 氏 家 左 近 允. 下野 對馬 守， 東 根 左衞門 尉. 鮭 延越前 

守. 极根備 前 守. 瀧 澤兵庫 助 • 小國 ni 向 守 等 を 集め 軍談す。 延澤 曰、 敵 は 數萬人 i 承る。 

畑 屋城は 其 道筋、 殊に 近邊に 高山 あり。 大軍を 受けて は、 一 n: も堪へ 難し。 城主 江 

口 餘を 召歸し 、要害よ き 地に 便り 軍せば、 敵 は 客戰、 .3- 方 は案內 者、 且 兵糧 自在 

なれば、 敵 何萬騎 寄す ると も危 ふから じと て、 谷此 儀に 同じ、 畑 屋城を 捨て、 山形へ 參 

る べしと 使節 を 立て、 申 送る。 江 口答へ て、 某 常に 此城を 守る 事、 斯樣の 時の 爲な 

ら やや。 國中 安穩 なる 時 は、 我物顔に 知行し、 今危に 臨んで 此城を 守る こと、 斯樣の 

二 萬 石 直、  1;:^ 山城 守^ 續  .  1 カー 
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時 開 S かば、 笑 種と なるべし • 本より 一命 は、 最上 殿に 舉る。 敵 寄せ 來 らば、 此城を 

枕と し、 聲 花に 討死 せんと 申 送る。 義光 驚き、 使 再三に 及べ ども 可 かや。 之に 依つ 

て 矢 桐 相模守 • 須田播 磨 守 \ 石 田 並 忠右衞 門 * 日 野 伊賀 守 等に、 馬 廻 百 餘人差 添へ、 江 

口 を 能 々諫め、 引取る べしと 下知 ある 故、 馬に 鞭ち 急ぎけ る。 然る 處に直 江 は、 一 萬. 

四千 餘人を 率し、 色變 修理 亮を 先陣と し、 畑屋 城へ 押 寄せ 取卷 き、 鬨を 揚げて 攻掛る 

に、 城 中には 音 もな し • 會津勢 多し と 聞き，、 城 を 開いて 落ちた るらん。 よし 城 中に 

堪 へたり とも、 此小城 一 つ は、 手に 載せて 擲っ とも、 安 かりなん と 見 侮 b 、持楣 搔循. 

押^け 突 除け、 我先にと 攻寄 すれば、 一 度に 四方の 矢 狹間を 開き、 大筒 小 筒 を 打 出し、 

又鏃を 揃へ て 射たり しかば、 相撲 見物の 場の 如く、 立 並びた る 勢 なれば、 浮 矢 は 一 も 

な/、、 忽手負 死人 百 四 五十人に 及ぶ。 寄 手是に 辟易し、 此城 侮り 難しと て、 循を 翳し 

て 色めく 處を 見. |r し、 江 口 を ー初 め、 浪人に て 籠り 居し 堀 伊勢 守. 鳥 海彌卒 次. 安藤 彥太 

郞. 海 北 善 九郎、 其 外 五千餘 人、 木戸 を 開き、 驀地に 突い て 出で 斬 立 つ れば、 寄 手 一 支 

も 支へ す、 右往左往に 逃げ 散る を、 城兵 輕く追 捨て、 城 中へ 引 入りし • 日 巳に 暮れけ. 


れば、 互に 軍 はせ ざり ける。 慶長五 年 八月 廿日の 夜、 江 ロは偷 人の 兵 二三 人 敵陣へ 

遣し、 旗 措 物 五六 本盗み 取り 來る。 江ロ悅 び、 明日 石 弩走木 を 仕掛け 置き、 此旗を 立 

て、 敵 を 欺き 笑 ひお びき 寄せ、 石弩を 放し、 走 木に て 突 落さん と、 其 用意せ し處 に、 如 

何なる 鳴 呼の 馬鹿者 やした. 0 けん、 堀の 內へ、 彼 旗 指 物 を 立 置きたり。 夜旣に 明け 

會津勢 之 を 見、 はや 味方の 誰々 は 城 中へ 乘 入り、 旗の 手 を 揚げた るぞ。 獨り 高名 さ 

すな、 進め や 殿原と、 手 一 同に 貝 鐘 鳴らし、 喚き 叫んで 攻寄 する。 矢 狭間 を 開き、 弓 

鐵炮を 放せ ども、 寄 手 は 大勢に て 討 たれし 人を乘 越え 趿 越え、 我先にと 攻付 くれば、 

拒ぎ 難く 見えし 處に、 江 ロ郞 等石卷 七郎. 古澤 新兵 衞* 由 利 藤 八 • 安西 彥七、 浪人に 

は 鳥 海. 海 北. 掘. 安藤 等の 勇士 廿餘 人、 城戶を 開き 突いて 出で、 命を惜 ます 拒ぎ 合 

ふ。 直 江 勢 も、 今此 城を攻 取ら すん ば、 何れの 時 を か 期すべき と、 短兵急に 攻め 戰ふ。 

江 口 之 を 見て、 豫め 討死と 思 ひ 定め、 錯の 下に 經 帷子 を 着、 十文字の 鏠を 提げ、 大勢の 

中へ 破って 入り、 八方に 中り、 巴に 敵 を 追 回す。 寄 手 も是を 城の 主將と 見て、 我れ 討 

取らん と靜に 進む。 城兵 は 五兵 衞を 討た せじと 押 隔て、 東 を 破り 西に 廻り、 南 を 追 

卅ニ萬 石 直扛 m 城 守兼續  -  gl 
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立て 北に 逢 ひ、 防ぎ 戰ひ競 ひ褂れ ば、 城へ 引 入. - 或は 突出で、 千變 して 拒ぐ 故、 寄 

手 も戰ひ 疲れ 引返く を、 勝に 乘っ て 追对て ば、 蛆 へ 落 入り、 矢炮に 中り、 手 負 死ん 若 

干な り。 終に 本陣へ 引返す。 翌廿 三日、 直 江 小高き 處へ 登り、 城 を 下し 見て、 計 を 思 

案し、 城の 表なる 畠 山へ、 鐵炮 の手垂 大勢 選び 登せ、 城 を 目下し で數百 挺、 雨の 如く 

に 打 掛けて、 堀 を 崩し 矢 倉 を 倒し、 雜人 大勢 打殺す。 城兵 大に 驚き、 » を 越え 矢 狭間 

を 潜り 落 行けば、 彌 小勢になる。 寄 手 は 勝に 乘 つて、 場 際 迄 押 詰め、 熊手. 薙鎌. 鳶の 

觜を壤 柱へ 引 掛け、 曳 倒し 押 破り、 我れ 先にと 攻入. - しかば、 江 口 父子 も 力なく 今 

は 討死せ よと て、 討殘 された る 兵 僅 十六 七 人、 城 を 突出で 大に戰 ひ、 十騎に 足らすな 

ければ、 雜 人の 手に 褂る なと、 城 中へ 引 入 皆 自害す。 偖 加勢 矢 桐. 須田 は、 馬に 策 

ち馳せ 來る處 に、 畑 屋城は 已に攻 落され、 江 口 父子 も 自害せ しと 告げ 來れ ば、 此上は 

力なし と、 途中よ. - 引返さん としけ るが、 須田播 磨 守、 是迄來 る 印に は、 せめて 畑屋 

の 落人 共 を 助けん とい ふ。 矢 桐相模 守も尤 とて、 馬 を 早め、 十 町 計り 行く 處に、 案の 

如/、 'の 女 童 近 邊の鄕 民 迄、 取る 物 も取敢 す、 山形 指して 逃げ 來る を、 上 杉の 軍兵 


共、 亂妨 せんと 追褂 る。 須 ras に 見て、 矢 桐に 向 ひ、 御邊は 落人 を引繮 ひ、 此所を 退 

る べし。 某は蹈 止り 敵 を討拂 はんと 言 捨て、 馬の 轡を 引返し、 火 を 散らして 戰ふ間 

に、 矢 桐 は 落人せ ハを 先に 立て、 段々 に 引取りけ る。 須田播 磨 守 は、 追 ひ 来る 敵の 先手 

を、 八方へ 斬 散らす 處に、 後陣の 大勢 追ひ來 b  、前後左右より 取 籠め しかば、 須 田も餘 

多 手 負 ひ、 忽ち 討死し、 其 從兵も 討 たれけ り。 相 模守迹 を 顧みて、 我も爱 にて 討死せ 

んと、 馬の 手綱 を 引 回せば、 郎從等 も、 主 を 尉た せじと 先へ 進み、 敵の 中へ 一 文字に 

馳せ 入り、 命 を 限..^ に 斬 立つ る。 直 江 方の 兵 は、 唯 落人 を 押 へ んと、 備を亂 し 追ひ來 

れば、 矢 桐に 手痛く 當られ て、 散々 に 引返す を、 暫く 追討し、 首 十七 級 討 取， り、 今 は 後 

に敵なければ4,眾.すべきに非すとて、男女の落人£5^め、又兵卒を遣はし、須田が 

首 を 拾 ひ 出し、 着た る 羽織に. 包ませて、 山形へ 引返せし と、 委細に 是を 言上す へ 家康 

公 聞 召し、 先年 is さしに 勝り、 彼 者 共が 志、 誠に 無 雙 の 忠臣 義士な りと て、 甚だ 感歎 

し 給 ひしと かや。 

私に 曰、 景勝 歿 落の 刻、 小 田 部 浪人し け. り。 然る を 石 川 彌兵衞 、是を 正宗に 勸 めて 

卅ニ萬 石 直扛 山城 守兼續  S 
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家人と す。 又 最上 家 衰滅の 後、 江 口. 須田 * 矢 桐が 子孫 を も、 正宗 招き 出して、 伊達 

家人と せらる。 於戯 善哉 • 
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三 萬 石 甘 糟備後 守 虎 氏 

甘糟 は、 上 杉 累代の 老臣に て、 直 江山 城 守 兼 續と兩 輪の 臣 たり • 文 祿四乙 未年 三月、 

g^ft 一 上 杉 景勝、 越後より 奥州 會津郡 若 核 城へ 移る 時、 廿糟 をば 白 石 城主と して、 

三. 萬 石を與 ふ。 此城 は、 會津 より 妣 里、 仙臺ょ b 十一 里を隔 つ。 然るに 慶長五 年 七 

月、 景勝 亂を 輿す 時、 伊達正宗 公 命 を 蒙，^、 白 石 城を圍 む。 景勝 も此 時、 長 尾 化郎兵 

衞.登坂^^部を大將とし、五千餘人を授けて甘糟を救ひ、白石城を守らしむ。 正宗 は 

從弟 伊達 安藝 守 定宗を 先陣と し、 自ら 一 萬 三千 餘人を 率し、 白 石 城へ 押 寄せ、 鐡炮三 

千 餘挺を 揃 へ、 城 中 を 打 崩す。 城兵 も 始めの 程 は、 突出で て は追拂 ひ、 颯と 引きて は 

矢炮を 飛せ、 術 を盡し 拒ぎ しが、 城 中 を 打 崩され、 今 は 籠城 も 叶 はす、 又 一 方 を 打破 

1 二 萬 石 甘 糟備後 守 虎 氏  S 


甘 SB 虎 氏 

伊 逢 正宗 

に 降る 


伊達正宗 

上 杉 景勝 

ム；； 戰 
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.C/ 落ちん とする に 道 はなし。 之に 因って 城兵 甘糟を 始め、 相議 して 悉く 降 を 乞 ふ • 

正宗 許容して 域 を 受取り、 番兵 を 入 置き 守らし む。 景勝 此由 お聞きて 大に 怒り、 栗 

生 美 濃. 岡 左 內. 小 田 切 所左衞 門. 外池甚 五左衞 門. 布施 次 郞右衞 門. 北 川 圖書. 保 田 勘 

七 等 を 先陣と し、 一 萬 五 千 餘人を 率し、 自ら 進んで 福 島より 二 里を發 し、 瀨の 上と い 

ふ 所 迄 出張し、 川 を 隔て ゝ備 へ た..^。 今度 景勝 先陣と しての 輩 は、 元 皆 蒲 生 氏鄕の 

家人な りしが、 蒲生秀 行の 代、 故あって 所 頜減徵 し、 僅に 十八 萬 石と な. 9、 野 州 宇都 

宮へ 移る 時、 家人 數多 浪人し ける を、 景勝 は、 今度の 大事 を 思 ふが 故、 武勇の 士 をば 悉 

く 召 抱へ た.. >。 斯くて 正宗 は、 景勝 出で しと 聞きて 悅び、 上 杉 謙 信 以來、 弓箭の 名家 

と雖、 我れ 未だ 見えす。 今 景勝と 唯 雄を淨 ひ、 其 軍容 を 試みん と、 伊達 安房 守成 實. 屋 

代 勘 解 由. 茂 庭石 見 を 先手と し、 伊達 安藝 守 定宗. 片倉小 十郞. 高 野壹岐 守. 桑 折點了 

を次將 とし、 正宗 は 大組三 段に 組合せ、 瀨の 上へ 押 寄す る。 景勝の 先手、 山上よ h, 遙 

に 川 向 を 見遣 b  、岡 左 內は、 敵 近付かぬ 間に、 川 を 越し 戰 はんとい ふ。 粟生 美 濃い ふ、 

敵 は 大勢 味方 は 小勢、 川 を 渡し 戰は 、必す 敗れん。 昔よ b 渡. 川 得， 勝と は、 敵 小勢 味 


方 大勢なる 時の 事ぞ。 唯 川 を 前に 當て ゝ戰 ふべ しと • 左內， 味方 小勢と て、 節に 力 

を 渡されば、 必ゃ氣 を 呑まれん。 迚も 負けば、 じても 渡さ やと も 負くべし. 某 は 

敵陣へ 矢 一 つ 射 入れ 引返さん。 粟生 殿 は、 見物 あれと 云 捨て、 鎗を 翳して、 川へ 楓 

と 乘人ュ た、 り。 左內 一人 討た せて はと、 諸人 心なら や も、 皆 同じく 乘入 t ナ.. - 正 

宗之を 見て、 弓 鐵炮の 卒百餘 人 を、 川の 蒐 上へ 出し 打た しむれば、 矢炮に 中り、 死す 

る 者 若干な り。 され 共 事共せ す、 漲る 水 を、 共に 渡して 馳 上り、 彼 輕卒を 追 立つ る U 

正宗 遙に之 を 見て、 其 間 二 町 計 b 前に 射手 を箧 きて、 敵 兵 を 射 くつろげ、 其 後 精兵 五 

百 餘騎、 どっと 喚いて 八方に 駆 立つ る。 正宗 自ら 諸 軍に 先立ち、 白旋を 揚げ 下知す 

れば、 敵 も是を 大將と 見て、 葉 武者に は 目 を 掛けす、 正宗に 討って 褂る。 正宗の 兵 は、 

主 を 討た せじと 押隔 つ。 時に 伊達 成實が 軍勢、 敵の 妻 手へ 回り、 橫 合に 入らん とす • 

會津勢 之 を 見て 泳へ 兼ね、 忽ち 敗れ、 川 を 渡し 逃げ走る を、 勝に 乘 つて 追 褂 くる • 上 

杉 勢 手 繁く追 はれ、 川 中に て、 皆 助り 難く 見えし かば、 北 川圖書 助. 布施 二 郎右衞 門. 

保 田 勘 七、 互に 屹と 見合し、 我等 愛に て 討死せ すん ば、 * 方 殘らす 討 たるべし と、 三 

三 萬 石 甘 糟備後 守 虎 氏  , 


トぉ景勝 

敗走 
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人蹈 止って、 勇 を 振 ひ 討死す" 此 間に 諸 勢 漸く 引取り 逃げ走る • 此時 正宗、 自ら 岡 

左 內を川 中 迄 追 掛け、 遁 さじと 詞を掛 くれば" 心得たり と 取って返し、 斬 合 ひしが、 

左內 太刀 を受 外し、 0 な 徘の 羽織 を褂、 一 一 太刀 迄 手 負 ひ、 已に危 く 見えし 處に、 栗 生 

美濃橫 合より 駔來， cZ 正宗に 討って 掛る。 川 中 なれ ども、 未だ 蹄の 立つ 所な り。 正宗 

は 馬 を 颯と 馳せ 除け、 栗 生と 左內を 一 所に なして 相戰ふ • 之 を 見て 景勝 勢 三百 餘人、 

正宗 を擒に せん i 逸足 を 出し 乘屍 す。 伊達 勢 も、 亦 1 ー百餘 騎駆來 り、 命 を 捨て、 戰 

ひしが、 上 杉 勢 終に 财 負け 敗走す。 正宗是を追ふ事甚だ急な，0^。 福 島に 至る 迄、 蹈止 

り戰 ふこと、 凡 三 四 度。 此時も 上 杉 方、 多く 討 たれて 逃げ走る。 正宗 是 よ，. > 引返す • 

追討の 首 百 七十 餘級 なり。 此時 景勝の 從臣須 田大炊 助、 築 川 城に 居け るが、 會津先 

陣敗 ると 聞き、 兵 を 率し 阿 隈川を 渡 .0/ 正宗 を 討 留めん と馳せ 來る處 に、 正宗 は疾く 

引取りて、 小 荷駄 を 最中 引 入る、 を 追 落し、 正宗の 竹に 雀の 紋の幕 を 奪取り て、 會津 

へ 送る。 景勝 之 を 見て、 白 石 城の 代な.？ こて 大に悅 ぶ。 ，11: 冊 ss^s 縐" 

S ！、』 細 S 塽， mTI れ 抑彼紋 は、 元來上 杉の 家紋に て、 伊達の 紋は、 ョ段 頭な 


しが、 正宗の 先 鼠大職 冠より 卅 代の 後胤、 伊達 左 京大 夫 籐原植 宗の母 は、 越後 國主 

上 杉 貞實の 娘な り。 貞實に 子な き 故、 植宗の 六 男 五郎 を 養子と せんと 願 ふ。 植宗諾 

す • 之に 依って 實の 字幷に 宇佐美 長 光の 太刀に、 竹に雀の家の定紋の慕を讓h^與 

へ、 上 杉 兵 部 大輔實 元 i 改め 號し、 天文 十 一 壬 寅年 六月 廿 三日、 吉辰 故、 越後へ 赴か 

んと其 用意し ける 處に、 父子の 間讒 する 儀 あ.. >  て、 國中 頗る 騷 動し 終に 越後へ 赴か 

す、 信 夫郡大 森に 蟄居せ しが、 舊 約を變 せす、 實の字 を名乘 う、 竹に 雀 を 家紋と す。 兄 

晴宗、 後 是を請 ふに 依って 之 を讓る • 夫より して 此紋、 伊達 家に も 定紋と す。 亦 九星 

の紋を 付く る， 』 とも、 或說 に、 正宗、 細 川 越 中守忠 奥と 親懇 なれば、 殿中に 於て、 忠興 

の專衣 を 借り 用 ひられし が、 此紋 正宗に も 免し 賜べ と ありて、 夫よ b 九星 を も 定紋 

とし、 累代 用 ひらる とな. os。 去 程に 正宗 は、 會津へ 押 寄せ、 景勝と 雌雄 を 決せん と、 國 

中の 勢 を 集め、 打 立たん とせし 處へ、 家康 公より 軍使 來 、猥りに 合戦す ベから す。 

唯 岩 手 澤 へ 籠り 居て、 一 左右 を 待つ べしと、 堅く 制し 給 ふ 故、 築 川 勢と 每日小 迫 合 

して ♦ 大合戰 はせ ざり ける • 
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十一 萬 九 千 六 百 四十 七 石 立 花 左 近 將監鑑 茂 

筑後國 柳 川 城主、 先祖 は 鎌 倉 公の 裔、 大友能 秀の子 左 近 丞泰廣 なり。 故に 立 花 家 を 

大 友と いふ。 泰廣の 嫡親廣 、其より 親 il. 親 幸 • 親 直. 親 光. 親 氏. 親宗. 親 虎. 親 時 • 親 弘* 

親 重. 親忠. 親 盛. 親國. 親國の 嫡子 を 吉弘左 京 將監鑑 直とい ひ、 其 長男 吉弘左 近將監 

は、 大友左 衞門督 義鎭の 烏帽子 子と な../ 鎭宣 と名乘 る。 後天 正 六 戊 寅年 十 一 月 十 

二日、 日向 國新 納院高 城に 於て、 大 友義 銃と 島 津義久 と 合戦の 時、 大 友に 加勢して 討 

死す。 次男 は 高 橋 三 河 守 秋 種の 養子と なり、 高橋彌 A 郞と號 し、 筑前 岩屋 城主、 後紹 

雲と 號す。 是も天 正 十四 年 己 七月 廿 七日 島 津と戰 ひ、 主從八 百餘人 一 處に 尉 死 

す。 其 次 は 女子に て、 大友左 衞門督 美鎭の 室な..^。 紹 雲が 嫡子に. 立 花 左 近 將監統 虎 

は、 部 次 伯 耆守鑑 連 入道 道 雪が 養子と なり、 筑後立 花の 城主 i なる。 後宗 茂と 改め、 

-秀吉 公 へ 屬し、 柳 川 城 十 1 一 萬 石 を 賜 ひ、 天 正 十五 丁亥 年、 從四 位下 侍 從に昇 b  、同廿 年 

より 文祿 元年の 頃 迄、 二 千 五 百 餘漪を 率し、 朝鮮へ 渡り 大に戰 功を顯 す。 太閤 別け 


て宗茂 一 人が 武勇 を 感じ、 種々 褒美 を 賜 ふ。 太閣薨 後、 秀賴の 仰と 聞き 石 田に 與し、 

, 古 太閤の 御 厚恩 を 蒙る 上 は、 一命 を秀賴 公へ 奉らん と 進みけ b。 愛に 江 州大津 城主 一 

從 三位 宰相 京 極 高次 は、 息 男 熊 若 九 を 人質に 出し、 大 谷に 從ひ、 北國 退治に 出陣せ し 一 

が、 忽>4 途中より 引返し、 關 東方と なり 籠城す。 立花宗 茂、 其 刻 勢 多 城に 居け るが、 

諸將に 先立 彼 地へ 馳向 ひ、 奇計 を盡し 城を攻 落し、 勢 多 へ 歸， 0  、人馬 を 休め 手 負 を 助 一 

け、 九月 十五 日 、江 州 草津迄 出陣せ しに、 關原 巳 に 敗る i 聞き、 猶 牙を嚙 み、 其 饗を報 一 

せんとて 京へ 上り、 御幸 町に 備を 立つ。 其頃秀 秋の 父 木 下肥 後 守 家. 5^ は、 大政 所駄， 一 

を 守護して、 大 炊の 御門に 居た る 故、 彼を擒 り、 磔に かけんと 思 ひ、 家人 小 野 和 泉 を 一 

使と し 申 送. - しかば、 今度 御息秀 秋、 關 東へ 御 一 味、 殊に 關原 裏切 故、 御 利 運 あれば 1 

御 満足の 段 察し 入る。 然 らば 幼君の 御 樣體、 心 元な く 候 故、 宗茂 只今 大 坂へ 赴く。  *1 

殿に は 御 籠城 あらん。 幸 某と 其に 大 坂へ 御 越 あれ、 同道 せんとい ふ， 家定此 使に i 

き、 仰の 如く、 幼君の 御 安否 覺束 なく 候。 立 花殿大 坂へ 籠城 あらん 由、 忠節の 程 感じ 一 

入る。 猶某を も 同道 あらん 由、 彼是と 御 心 入 辱な し。 然れ共 一 兩日叶 ひ 難き 用事 あ" 
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れば、 迹 より 下る べし。 貴殿 は 先へ 御 越 あれと 返答して、 門 々、辻々 を 堅め 備を 立て、 

宗茂來 らば 討 殺せ. と、 弓 鐵炮數 千 人に 持たせ、 用心 厳しく 構へ た h^。 此時 政所 は、 立 

花が 入洛に 驚き、 禁中 へ 駆 入らる。 宗茂は 謀 相違し ければ、 是非な く大 坂へ 下り、 天 

滿 橋に 備を 立て、 家人 岡 田 太 郞兵衞 を 使と し、 毛 利 輝 元. 增田長 盛 方 へ 遣し、 宗茂天 

滿 橋迄參 着す。 各と 共に 籠城し、 ー戰を 遂げん と 申 送る に、 兩將、 其 段 は 相談し、 委 

細 此方よ. 0 返事 せんとな. 5。 立 花大に 怒り、 案內 なしに 城 中へ 入り 、輝 元に 對 面し、 

某 今度 大津 城を攻 落し、 濃 州へ 向 はんと、 手 負 を 助け 兵 を 集め、 旣に軍 立す る內 に、 關 

原 一 戰 始まり、 * 方敢 なく 敗續 し、 手 を 空う する こと、 餘.. ^に ロ惜き 故、 此 城に 籠り、 

公 は 城 を 守り、 某 は 先陣し、 命 を 捨て、 戰ひ、 關 原の 恥辱 を 雪がん。 今昧方 敗北す i 

雖、 當城佐 和 山 及び 諸國の 城々 堅固、 殘兵 猶關東 勢に 十倍 すれば、 戰 ふに 便り あ， 5。 

早く 軍の 手 配備 立 思 立ち 給へ と、 大昔 聲を 揚げ 勸 むれ ども、 輝 元 茫然と してい はす。 

暫く あ. c て、 其 議我は 心得難し。 今度の 大勢 すら、 東 兵の 小勢に 負けたり。 況ゃ今 

敵 は 勢 重なり、 昧方は 多く 落 失せ 討た る。 此勞 兵縱ひ 何萬騎 あると も、 勇み 强き柬 


兵に は、 對し難 からん • 所訟輝 元は 降參 し、 西の 丸 を 開 渡し、 下屋鋪 へ 移り 居て、 子 

孫の 後榮を 見ん と 思 ふと あ ければ、 立 花興覺 め、 斯く迄 臆病の 大將と 知ら や、 勸め 

しロ惜 さよ。 縱ひ 一 昧 すと も、 德川 殿に 敵 對は思 ひも 寄らす と、 大 に咹れ ける が、 暫 

く 愛に 逗留し、 島 律に 參會 し、 安否 を 極めん と 思 ひ、 義弘 の舍弟 島津陸 奥守義 孝の 室、 

此時 人質と して 大坂 城內 にあ. 0 し を、 謀 を 回らし 潜に 盗み出し、 川口 迄 遣し 置き、 義 

弘を待 受け、 大 坂に 三 H 逗留す。 偖義弘 は、 關原戰 場、 萬 死 を 遣れ 落 行きし に、 其 勢 五 

十 骑には 過ぎ や。 其 上 所々 の 鄕民野 伏 等、 落人 を 討 留め、 物具剝 取り、 恩賞に 預から 

んと、 愛に 遮り 彼に 塞ぐ を、 鬼 角して 對 破り、 漸く 泉 州 5 ^力の 津に 至り 兵を算 ふれば、 僅 

廿騎 になり ける が、 田邊作 庵と いふ 者、 此所 へ 出迎 へ、 種々 饗應 しければ、 梅 酸の 渴を 

凌ぎて、 暫く 疲を 晴らしけ る。 立花之を聞きて、大坂を立ち驟へ來.^、兵庫頭に對面 

し、 戰 場の 仔細 を 間 ふ。 義弘答 へ て、 此度 關原數 萬の.^ 方 敗 ft は、 諸將 不和なる 故な 

b. 剩へ 金吾秀 秋. 毛利秀 元. 吉川廣 家. 脇 坂. 小川. 赤 痤.朽 木 等の 弱將共 は、 石 田が 敗 

北 を 見る より、 悉く 裏切し、 又は 備を 立て、 見物す。 小 西 行 長石 田 を 救 ひ、 福 島 等の 大 
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勢と、 火花 を 散らし 戰 ひしに、 家康 自ら 兵 を 進め、 行 長 を 追 崩す * 平 塚. 大谷. 戶 田の 

三將 、力戦して 討死す。 秀秋. 脇 坂. 小川. 朽 木. 毛 利. 赤 座が 裏切 も 、義^. 義家 兄弟に 打 

つて 褂る を、 忽に 蹴散らした， -。 斯る處 へ 松 平 忠吉. 井伊 直 政、 弊に 乘 つて 攻戰ふ • 

之 を 見て 東國の 大勢， 橫 合に 入り 戰ふ 故、 昧方 敗北し、 義 おも 遣れ 難 かりし を、 舍弟中 

務大輔 義家蹈 止って 力戦し、 尉 死し ける 間に、 虎口の 難 を 遁れ、 言 甲斐な くも 敵に 押 

付 を 見せし こと、 返す.，^ も 口惜し けれ。 今 廿騎に 足ら ざれ ども、 大 坂へ 赴き、 毛 

利. 增田 と共に 東 勢 を 引受け、 快く 一  戦し、 恥辱 を 雪ぎ、 且義 家が HP 合 し、 討 負けば 

御城 へ 放火し 腹切らん と、 齒を喰 切つ て 語.^ ける。 立 花 聞きて、 潔き 御 心底. 某 も 御 

同意 故、 先立って 輝 元を勸 めし かど も、 肯 かす。 剰へ 家康に 降参し、 西の 丸 を 開 渡さ 

んと いふ。 誠に 臆病 至極 人 なれば、 直に 薩 州へ 歸國 あれと。 然 らば 今 は 力なし。 貴 

殿 も 早く 出船 あれ。 義弘伴 ひ 候 はん。 され ども 舍弟陸 奥 守が 妻子、 大坂 にある を捨 

置き、 歸國 する は 本意に 非 や。 今宵 謀 を 以て 盗み出し、 明 曰 出船 せん • いや 奥州の 內 

室 は疾く 盗み出し、 川口 迄 遣し 置き たれば、 彼 所に て 渡すべし。 義 弘大に 悅び 、せ- 〈に 


薩 m に奔 
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川口へ 行 向 ひ、 是を請 取う、 今 は 本國へ 下向 せん • 貴殿 も 共に 薩 州へ 來.. >揄 へ • 互 

に 申合せ、 快く ー戰 せん" 立 花 聞きて、 御 志 ^し。 然れ ども 今 天下の 諸將、 皆 敵に 屬 

し、 味方 少き上 は、 畢竟 軍に 利 は あらす。 然る を薩 州へ 赴き 討 たれな ば、 立 花 は 謀叛 

人に 與し、 身の 置 所な き 儘に、 薩 州へ 逃 行き、 義 弘を賴 みしが、 終に 誅戮 せられし と、 

後代 迄の 世の 嘲 稱に逢 はんこと 口惜し。 某 は 居城 柳 川へ 立歸 り、 討 手 向 は V 矢 一 筋 

射掛け、 快く 腹切らん と、 思 詰めた， 5 とて 立 別れ、 筑後國 へ 赴けば、 島 津も攝 州住士 a 

へ至h^、艤して薩州へ歸h^ける。 偖 宗茂は 居城へ 歸り、 必死の 用意し、 所々 橋々 船 筏 

を燒 捨て、 亂杭逆 木 結 回し、 兵糧 玉箭取 入れて、 寄す る 敵 を 待ち 居たり。 時に 肥 後 熊 

本 城主 加 藤 主計 頭淸 正、 使者 を 柳 川 城へ 遣し、 宗 茂の 義勢 も是 迄な り • 今 は 德川殿 

と 御 和睦 あ つ て、 子孫の 繁榮を 見 給 ふ ベ し。 淸正隨 分 取 持つ ベ しと、 頻に 諭し けれ 

ば、 立 花 は、 仰の 趣 情 あ， 5 て し。 聊 違背す ベから や。 去 乍ら 今度、 鍋 島 信 濃 守 勝 茂、 

德川 殿へ 降參 し、 本頜 安堵 を悅 び、 以前の 不義 を 雪がん と、 佐 賀城を 打 立ち、 此 城へ 

向 ふと 聞く。 鍋 島と 立 花 は、 日頃 其 中 快から す。 然るに彼が向ふを知..^、 一 戰 にも 

十一 萬 九 千 六 百 四十 七 石 立 花 左 近 將監鑑 


古今 武家 盛衰 記 卷第九  一先 

及ばす、 城 を 開 渡さん も 言 甲斐なければ、 庶幾く は淸 正に は戰 はすして 備を 立て、 鍋 

島と 立 花が、 一戦の 剛臆 を 見物し 給 はるべし • 然 らば 鍋 島と 快く 一軍し、 其 後 勝負 

に 構 はす、 忽ち 城 を 開き、 主計 殿へ 渡すべし と、 使者に 向 ひ 誓 を 立て 返答す。 淸正其 

義を大 に 感じ、 見物の 用意す。 偖 鍋 島 は、 今度 不慮に 免許 を 蒙り 、本領 安堵せ しかば、 

此返禮 に、 石 田 方の 者 あらば 攻 落し、 忠節 始の軍 せんと 待つ 處ひ、 隣 國柳川 城 生 立 花 

籠城す と 聞き、 大に悅 び、 是を攻 落し 軍忠 にせん と、 佐 賀城を 打 立ち、 都合 二 萬餘騎 

を 率し、 筑後國 八之院 とい ふ處 へ着陣 す。 立 花 之 を 聞き、 家臣 を 集め、 銅 島 大軍を 率 

し 、已に A 之院迄 至る と 聞く  • いざや 途中へ 出迎 へ、 廣 みに 於て 驅 合の 軍し、 淸 正に 

見せん は 如何。 立 花 三 太夫. 小 野 和 泉 詞を揃 へ、 仰の 如く、 彼 大勢に て 寄す ると 聞く。 

此 城に 楣 籠り、 軍 せん は 言 甲斐な し。 城 を 離れ 途中へ 出で、 雌雄 を 決し、 主計 殿に 見 

せ 奉らん。 然れ ども 御自身 出陣 は惡 かるべし。 御名 代に、 我々 馳せ 向ひ戰 はんと、 

頻に請 ひし かば、 尤と肯 ひ、 然 らば 汝等馳 せ 向 ひ、 蹴散らす ベ しと 云 捨て、 奥 へ 入う 

晝寢 して、 高鼾 かき 休みけ る。 立 花 三 太夫. 小 野 和 泉 守 • 立 花 三左衞 門. 同 藤 右衞門 は、 
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宗 茂の 名代と して、 僅 千 餘兵を 引率し、 十一 月 十： n に、 援木 原へ 出張し、 敵 を 待 受け、 

先陣 を追拂 はんと 二手に 分ち、 一 手 は 崩れて 討って 掛り、 一 手は備 へて 控 へた 

鍋 島 勢 は 小勢 を 見 侮. -、 唯一 揉に 揉 破らん と、 備を 立てす 掛り、 五 &餘騎 を 取 籠 めん 

とす。 立 花 勢 は、 元來 小勢 なれば、 皆 討死と 思定 め て、 千變萬 化の 勇 を 振 へ ば、 先手 

忽駔 破られ 逃げ走る。 之 を 見て 二 陣に備 へし 鍋 島 七 左衞門 尉. 後藤 兵左衞 門. 鍋 島 

キ； 水 等、 橫 合に 殺到す る を、 少しも 疼ます 戰 ひしが、 大勢の 荒 手に 樣 立てられ、 立 花 

三 太夫 討死す • 小 野 和^ は、 大敵 を 四角 八方へ 突立て しが、 痛手 負 ひて 引退く  • 此 

時 鍋 島 七 左 衞門も 痛手 負 ひ 引返く。 之 を 見て 立 花 陣の五 百 餘騎、 敵の 取甄 したる 中 

へ銜 入. -馳 入り、 ® 立て 追 捲に 散々 に戰 ひし かば、 勝 茂の 二 萬 餘騎、 必死の 荒 手に 駅 

立てられ、 如何した..^ けん 後陣よ b 崩れ 立ち、 右往左往に 逃げ走る を、 勝に 乘 つて 攻 

太鼓 を 打って 戰ひ しかば、 鍋 島 勢敗繽 し、 大勢 を 引 纏 ひ、 肥 前の 佐 賀へ引 入りけ り • 

立 花 も. 手 負 死人 多 かりし かば、 追討す る に 及ばす、 柳 川 へ 歸る • 誠に 立 花 僅 千餘騎 

を 以て、 勝 茂の 二 萬 餘騎を 忽ち 追 崩す は、 古今 无 類の 働きと、 世人 之 を 稱す* 此合戰 
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終る 迄、 淸正 は備を 立て 見物せ しが、 旣に軍 も 散 じければ、 家臣 和 田 備中守 を 使と し、 

立 花の 武勇 を感 賞す • 宗茂悅 び 和 田に 逢 ひ、 約 を變せ や、 御 見物 過分な り • 此上は 城 

を 開 渡さん とて、 頓て 出城し、 城 を 和 田に 渡す。 淸正 下知して、 南の 關に 屋鋪を 構へ、 

立 花 宗茂を 入 置き 饗し、 且 兵士 一  人 も 散らさす、 是を預 り 置き、 家康公 へ 連々 に、 立 

花、 鍋 島の 大軍を 追 拂ひ其 後 城 を 渡せし 次第、 其 外 義勇の 事、 且御 散せ し 先非 を悔 え、 

稱々 に 御 詫 せらる、 に、 其義 深き 事 を 感じ 給 ひ、 上洛す べきの 命 を 蒙る • 淸正悅 び、 

立 花 を 伴 ひ 上洛す。 家康 公、 宗 茂に 御 對面、 懇命 を 蒙. 9 、奥州 棚 倉に 於て 一 萬 石 を 賜 

ふ. 宗茂 大に悅 び、 是 僞 に淸 正の 御 取 成 故、 厚恩 謝する に 物な しと 一 鱧し、 彼 地へ 赴 

き忠 勸を勵 み、 後 大坂兩 度の 御陣に 軍功 を 顧す 故、 元 和 六 年 庚申 八月 九 H 本領に 服 

し、 i 柳 川 ¥  一  5 千 丄ハ慕 J 石 を 賜？、  ssss^^^^ 宗 

茂飛驊 守と 改む。 同 八 年 壬 戌 十二月 廿 六：！：、 秀忠 公より、 嫡子 千 熊 丸 御 目 見 仰 付け 

られ、 忠の字 を 賜 はり、 從五 位下 左 近 將監忠 茂と 敍 任す • 寬永 十四 丁 1 年 十月、 肥 前 

州 天草. 有 馬. 島 原 等、 吉利支 丹 亂の時 も、 宗茂 父子、 諸將 と共に 馳せ向 ひ 戦功 あに 翌 


宗茂 死去 


立 花忠茂 

誘— 


年 戊 寅 二月 廿八 H  、終に 落城す • 今年 宗茂隱 居し、 剃髮 して 立 齋と號 す • 同 十八 辛 

巳 正月 朔： n  、忠 茂從四 位下 侍從に 昇る • 同 十九 年 壬 午 十一 月廿 五日、 飛 職 守 宗茂入 

道立齋 卒す • 正 保 四 丁亥 年 六月 四日、 肥 前 州 長 崎の 內硫. 黄 島へ、 ホルト ガタ の國ょ 

b 唐 船 三艘漕 着す。 之に 依って 四國. 西國 の諸將 へ、 御 奉書 を 以て、 彼船警 固の 仰め 

KV. 時に 忠茂 は、 三千 八 百 七十 餘人を 引率し 向 ふ。 此內八 百 人 は 水 主な..^ • 船卅三 

艘、 此內九 艘は關 舟な り • 艄慕ニ 幅 四 幡船印 同前、 其人數 一 二 萬に も 見え、 日頃 武備 

を 嗜む宗 茂の 家風 殘れ b と、 諸人 目 を 驚かし 稱す • 諸將の 中、 忠 茂の 行 S  、大に 勝れ 

て 見えた 然るに 唐 船、 惡 風に 逢 ひ 漂着 分明 故、 同 八月 朔 H  、御 赦免に て歸 帆す • 

今度 立 花 行 ffi 堅固に 馳せ向 ふ >  ^ と 上聞に 達し、 御 老中より、 御 感の連 狀を賜 ふ。 明 

曆三 丁酉 年 十二月 廿 七日、 從四 位下 侍從に 進み、 萬 治 二 己 亥年 正月、 飛驟 守と 改む。 

寬文四 甲 辰 五月 廿 三日、 隱 居剃髮 し、 好 雪 i 號す • 今年 十一 一月 廿 八日、 嫡左近 將監鑑 

茂、 從四 位下 侍従に 昇る。 延寶三 乙 卯年 九月 十九 日、 入道 好 雪 卒す。 翌四丙 辰年 十二 

月 十五 日、 鑑 茂飛驊 守と 改む • 是れ宗 茂より 代々 吉例の 號故、 願 を 達し 改め、 今專ら 
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忠勤す • 

廿四萬 石 京 極 少將忠 高 

江 州 大律城 六 萬 石の 生、 宰相 高次の 子な り • 高次の 祖は、 人皇 五十 九 代 宇多 帝 第 八 

皇子 敦實 親王、 承キ六 年始め て 源 姓 を 賜 はりし より 以來、 其 苗裔 を 宇多 源氏と 稱 す， 

親王の 子參議 扶義. 其 子 兵 庫 介 成賴、 一 R めて 近 江 州を領 し、 佐々 木 郡に 住す。 故に 子 

孫 皆 佐々 木 を 氏と す • 世 是を近 江 源氏. 佐々 木 源氏と 稱す。 成賴 より 六 代、 佐々 木 

太 郞左衞 門尉定 綱、 定 綱よ. H  二 代 近 江 守 氏 信に 至り て、 始めて 京 極 を 氏と す • せ 〈子 

京 極 佐 渡守滿 信、 夫より 宗氏. 高 氏. 宗秀. 高詮. 高 光. 持淸. 勝秀. 高淸. 高峯. 高秀、 高秀の 

嫡京極 長 門 守 高吉、 高 吉に三 s?^ あり • 嫡京極若狹守高^^.次男修理亮高知なり* 然 

る に 高 秀閣將 故、 家人の 爲に、 累代の 江 州 を 奪 は る。 是 故に 高 吉は信 長 へ 屬し、 數度 

戦功 を顯し 病死す • 信長橫 死の 後、 嫡 高次 は、 秀吉 公に 從ひ功 あり. 故に 江 州大津 

城 六 萬 石を揚 はり、 官位 從 三位 宰相に 昇る。 太閤 薨後石 田 亂の時 は、 假に息 男 を 人 


質と し 、偽りて 石 田に 與し、 大 谷に 隨ひ、 北國返 治の 諸將 と共に 出陣せ しが、 元來關 

東へ 志 を 通す る 故、 江 州 東 野より 引返し、 前 原よ b 船に 乘り、 終日 終夜 潸 渡る • 其 勢 

^li は 千 人に は 過ぎ ざ b しが、 漸ぐ 居城へ 歸る • 大 津町屋 を燒拂 ひ、 粟津の 北の方に 逆 木 

0  引き、 逢坂 峠に 柵 を 付け、 往來の 路を切 塞ぐ。 此時立 花宗茂 は、 勢 多 城に 居たり しが、 

K 醐 越に 馬 を 飛ばせ、 大坂 へ 注進し、 又 足輕を 走らせ、 石 田が 陣 へ も 之 を吿ぐ • 三 成 

： 驚き、 敵 後に 蜂起せば、 當 所の 軍の 妨な らん。 速に 大律 城を攻 落せと、 諸將の 方へ 觸 

毛 利 嫁 元 _ れ 送る。 之に 依って 大津攻 に は、 K 元の 軍兵 幷に吉 川 藏人廣 家. 久留米 藤 四郞秀 Q. 

g?^ 攻ー 伊藤 民 部 少輔祐 隆. 小 出大隅 守 三 尹. 筑紫 上野 介 義冬. 南 條中務 大輔廣 澄. 木 下 備中守 

\ 秀俊 • 堅 田 兵 部 少輔. 增 田作 右衛門 尉. 石 川 掃 部 助 賴明. 多 賀出雲 守. 高 田 遠 江 守、 幷增 

： 田 長 盛が 家人、 其 外 秀賴の 旗本 等、 九月 七 H を 城攻と 約し、 陣々 へ牒し 合す。 其、 勢 凡 

i て 一 萬 八 千 二百 餘人 なり • 大律 にも 之 を 聞きて、 場 矢 倉の 狭間 每に弓 鐵炮を 仕掛 

け、 詰 h'—.- に は 石 弩を張 、塀の 上なる 武者 走りに は、 走 木 を 用意し、 寄す る 敵 を 

^ 待 掛けたり。 立 花 勢 多よ. - 直にお はんと、 兵 を 立 催す" 偖 寄 手の 大勢 は、 翌七 = ^の 

攻も  廿四 萬"，^ 京： f 少將ゃ 字 S  】 会 
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味爽 よ. o、 大津城 を 打 圍み鬨 を 揚げ、 毛 利の 兵 は、 鐵炮 修練の 輩 を 長 良 山へ 登せ、 城 

を 見下して 大鐵炮 を 放し、 海陸よ， り攻褂 けたり。 城兵 も 矢炮を 飛ばせ、 敵 多く 討 取 

れ ども、 大勢 なれば 事と もせす、 短兵急に 攻め し 故、 終に 出 丸 を 打 破られ、 大手の 門 

迄攻 込まる * 城兵の 中に も 油井 勘左衞 門、 勇 を 振 ひ 命 を 借ます、 門 を 閉ぢ手 槍 を 提 

げ、 攻 入る 敵 を 突 拒ぐ • 高次の 老臣 山 田 大炊介 は、 家康 公の 供奉し、 景勝 返 治に 赴 

きしが、 大津 の城覺 東な し. 急ぎ 歸る ベ しとの 命 を 蒙り、 江10^ょり歸り、 此 城に 籠 

b 居け るが、 赤 尾 伊豆守と 共に 數百騎 を 引率し、 外郭へ 出張し 戰 ひしが、 其 軍 急に し 

て、 成 中へ 引 入. 9 難ければ、 命 を 限りに 苦 戰す。 其 間に 敵、 城兵の 通路 を 取 切る 故、 彌 

危く 見えけ るが、 曰 頃 案內を 知った る 故、 濱の手 を 打破り、 漸く 城へ 引 入りけ， 9。 寄 

手の 諸將 評定し ける は、 此城 天下 一 の 要害、 其 上 東 勢 近日 到着と 聞 ゆれば、 若し 前後 

に 敵 を 受けば 難儀な らん。 速に 是を攻 落さん と、 俄に 山 を 築き、 角 樓を組 擧げ、 大筒 

小 筒 を 放し 掛け、 或は 三 井寺なる 茶臼 山より、 石.^ 矢 を 打 掛け、 門 稱矢倉 を 打 崩す 

愛に 立 花宗茂 は、 勢 多よ b 直に 馳せ來 る。 其體 たらく、 足輕の 士卒 は、 具足の 上に 繩 


手糨 かけ、 其 繩手繈 の 繩目每 に、 玉 藥の筒 を 狭み、 其玉藥 を繼替 へ く 打 出す。 其 手 

回し、 雨の 降る に 異ならす • 外の 者 一 放し 打つ 間に は、 三 放し 程 づっ打 出せば、 敵 も 

昧方も 之 を 感じ、 立 花が 老臣 立 花 三 太夫. 畑 五兵 衞は 先登し、 竹 束の 仕 寄 を 付けて 敵 

を攻む • 其 術 も 諸 將に替 る。 宗 茂の 攻 口より、 城 へ 向って 堀 を 掘り、 幅 一 間 半 計り、 

深さ 六尺 餘り、 千鳥が けに 之 を 掘り、 掘る 所の 土 を W て、 堀の 端と 城の 方へ、 一 間 計 

,9 に 土 居 を 築き、 軍兵 も 人足 も 堀の 中へ 往來 し、 竹 束 を 以て 段々 に 仕 寄 を 付く る を、 

诚兵 も見濟 し、 矢 炮を打 掛けし かど も、 堀の 底土 居の 陰 を往來 する 故、 一 つも 當ら す、 

思 ひの 儘に 仕 寄 を 付け 、城と 寄 手の 間、 僅に 一 遠 を 隔て、 鐵炮 問な く 打 かけし かば、 城 

兵 迷 或し けり • 此時小 出 大隅守 は、 竹 束に 矢 狹間を 切り、 鐵炮を 打た せんとて、 自ら 

鋸 を 以て 竹 束に 矢 狭間 を 切る。 城兵 之 を 見て、 小 出が 巧 を 推量し、 十 匁の 玉に 六 匁 

の藥を 込めて、 祖ひ 澄して 放つ に、 過た す大隅 守が 胸に 中り、 仰に 倒れけ り • 郎等 

共 驚き、 陣屋 を 指して 舁 入れし が、 或は 卽死 すと もい ひ、 或は 深手 を 負 ふと もい ふ • 

斯 くの 如く 諸將、 息腑を 碎き攻 むれ ども、 城兵 心 を 一 にして 拒ぐ 故、 城陷ら す。 然る 
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に 東 勢、 近： n 尾 州へ 馳 着く 由 沙汰 あ. りし かば、 此域 疾く攻 落せ やとて、 九月 十二  H  、總 

勢 一 度に 攻 憑り、 鯨波 を 揚ぐ。 其聲， 湖水に 響き 山彥に 答へ、 鐵炮の 音、 耳 を 穿ち 地 

に 震 ふ。 寄 手 は 討 たれし 味方 を 堀へ 投 人れ-,^、 其 死骸に て 道 を 作り、 短兵急に 攻 

入り、 一 二の丸 を乘 取る • 山 田. 赤 尾 士卒 を勵 まし、 命 を 捨て ゝ 拒ぎ、 二の丸へ 引 入り 

或は 突出で、 大に 防戦す。 立 花宗茂 は、 己が 勢 を 引 纏 ひ、 自ら 先登に 進み、 攻めよ 馳 

せよ と f 知し つ 、、息 をも繼 がす 攻めし かば、 城兵 も此荒 手に 强く 攻められ、 拒ぎ 兼 

ねて 見えし 時に、 高野山の 木食上人 興 山、 雨 陣へ馳 せ 行き、 此合戰 は 如何なる 意趣 ぞ 

や * 高次と 幼君と 秀忠 公と は、 是皆緣 の 御兄弟な，.^。 互に 意 恨 あらば、 愚僧 御 使し、 

事 を 繕 はんと 和 儀を极 ふに、 城 中には 拒ぐ 術盡 き、 寄 手は攻 倦みし 節 なれば、 互に 尤 

とて、 忽て> 和睦 調 ひ 城 を 渡し、 高次 は 園 城 寺の 雲 光院 へ 赴き、 其より 高野山 へ 登 け 

る • 天下 1^ 均の 後、 其 忠戰を 感じ 給 ひ 召 出され 、本領 安堵の 上に、 若狹. 越 前の 內三 

萬 1 一千 石 餘加恩 を 賜 ひ、 凡て 九 萬 1 一千 石餘 となる • 今 二三 日 も大律 城持堪 へば、 無 

雙の 忠節なる べきに、 殘り 多き 事共な り • 抑 高次の 內室 は、 江 州 淺井備 前 守 長 政の 


京！^. や 5 高 


女、 秀賴の 保 公 淀 殿に は 姉， 又秀忠 公、 先年 太閻の 命に て、 伏 見の 河 中島に て 祝言 あり 

し 北の方 も、 長 政の 女な. 此女 始め 佐 治 與九郞 が 妻な りし を、 太 開 天下 を 治め、 淀 

殿 を 簾 中と し、 秀賴 出産の 後、 秀 吉相 聱に與 九郞は 不足と て、 是を取 戻し、 大和 大納 

言秀 勝の 室と して、 一 女產 むの 後、 秀勝 逝去 故、 其 後室 を 太閤 媒 あ.^、 秀忠 公へ 再綠 

す • 此時京極高^^の養君にして、大津城ょ.=>入輿ぁり。 秀忠 公と 高次と は相聱 なり。. 

ョ チズこ 旺" 二  PNflJ«?J ぷ ナ. 一  說、 太平 以後、 大津六 萬 石の 本 でし 賜 ひ、 忠高 代に、 若 俠小濱 

是 なに#  二の 關東ナ なり ー,^ 城へ 移り、 趑 前. 敦 K の內共 LL 三 萬 二 千 石 加 s^,。 凡て 九 萬 二 千石餘 

?;^と高次病死の後、息若狹守家督を嗣ぐ。 是 より 嚮秀忠 公の 御前に て 元服し、 忠の 

守 を 賜 は， 9、 從五 位下 若 狹守忠 高と 號す •  M_^^^,^^o 後 寬永三 丙 寅年 八：：； 十九 

H 、從四 位下 侍從に 進み、 程なく 右近 衞權 少將に 昇る。 同 十 一 年 関 七月 六 H 、十四 }SI 

石 餘の御 加 恩に て、 出 雲 州 江 城 生と し 袷 ふ。 然るに 同 十九 己 酉年 六月 十二  四 

十五 歲 にて 逝去。 實子 なき 故、 領知殘 らす召 上げら る ノ然れ ども 京 極ま： ar 高 淸の嫡 

刑 部 大輔高 和 を 召 出され、 若狹守 嗣子と し、 播州 龍 野 城 六 萬 石 餘を賜 ふ •  i€ 治 元年 

讃 州丸龜 城へ 移る。 寬文ニ 年 九月 十三 HX  、四 叶 四歲 病死。 子 百 助 家を嗣 ぐ。 同 九 年 

廿四萬 石 京極少 將忠： n3  1 八 J 
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十二月 廿 五日、 從 五位 下備中 守高豊 i 受頒 し. 元 祿七甲 戌年 五月 十八 日、 歸國の 途中 

にて 卒す • 時に 四十 歲" 其 子 縫 殿 高 成 家を嗣 ぐ， 今專ら 勤 仕す • 


古今 武家 盛衰 記 卷第九 終 


古今 武家 盛衰 記 卷第十 


一 萬 石 富田葳 人高定 

高定 は、 富 田 左 近 將監盛 高の 次男に て、 信 濃 守 信 高が 舍 弟な..^ • 若年より 太 間の 近 

習に 仕へ、 屢 軍功 あり、 恩顧 を 蒙る * 太閤 關白職 を、 猶子 孫 七郎秀 次へ 讓ら る、 時、 高 

定を 以て 諫言の 臣と して、 一 萬 石 を 賜 は.^、 其 後 文 祿四乙 未年 七月 十五 H 、秀. 太 

の 勘氣を 受け、 紀州 高野山に 至， >  、剃髮 あれ ども 厚 免な く、 遂に 彼 山に 於て 生害 せら 

る。. 高 定も此 時 殉死 せんとて 京へ 赴き、 洛中 洛外の、， W 々小路々々 に 札 を 立つ。 之 を 

見て 遠近の 貴賤 群集して、 棧敷を 構へ 慕 を 張りて 見物す。 旣に此 日に 至， 5 て、 高定 

は 千 本 通の 松原 へ 出づ。 其 装束 は、 白 帷子 1 1 つ 着、 上に は f 巴蕉 布の 軍 羽織 を *s、 白 練 

の 長挎を 着し、 刹髮 すれば、 白 布に て鉢卷 し、 一 尺 ニ寸の 小脇 指の 柄 を、 紙に て 包み 

一 萬 石 富 田 蔵人 高定  1 八ル 
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たる を帶 し、 四 幅の 白 慕 を 四方に 張り、 其 中に 四 間 四方の 床 を 構へ、 其 上に 居る。 之 

を 聞きて 大小 名の 舊友昵 交の 方より、 暇 乞の 使者 書 狀等を 贈り、 或は 自ら 尋ね 來り， 

盃 する 者 も あり • 又 親 額綠者 は、 前後に あ. -て 取 交し、 餘彼惜 みける 程に、 頗る 時 

刻 移り、 高定は 數盃を 傾け、 前後 も 知らす 醉 臥し、 高鼾 攪 きけ.^。 數 萬の 見物人 は、 今 

や 殉死す と 堅 唾を吞 みて、 無常 を 感じ 哀を 催し 居た るが、 此體を 見て 大に 唆れ 退屈 

し、 罵り 嘲， 0 け. cZ 幕 を 外し 棧敷を 毀ち 歸るも あう、 又は 此人 勇士に て、 義を 守りて 

殉死 せらる、 事の 痛 はしな ど、 W き 合 ふ 者 も あ，.^。 斯る 所に 上使 り、 今度 秀 次の 

爲め殆 死、 堅く 御 制 禁の處 、今 H 富 田 殉死の 旨 上聞に 達し、 御 憤 深し。 若し 違背 あら 

ば、 族 罪に 行 はるべし と 、大昔に 演說 す。 高定 敬んで 畏り 奉る とて、 則 輿に 乘り立 退 

きけ. o。 見物の 輩 » 々唆れ、 一度に どっと 笑 ひ、 誠に 匹夫 土民の 心に 劣れ と徘謗 

し、 皆 興を醒 して 家に 歸り、 物 笑の 穩 とす • 高 定は太 閣の仰 を 恐れ、 殆死を 止り、 不 

慮の 命 を 延ばし、 京師 西 山へ 引 籠り、 恥 を 合んで 人に も 逢 はす、 幽居して 日 を 送る。 

前 田 利 長 之 を 聞き、 彼 は 武勇の 者なる が、 何故？ S 死 を 仕損じ、 世の 笑稷 となる 不審 さ 


よ • 所存 あれば， 我れ 是を 扶持 せんとて、 使者 を 遣し、 一 萬 石に て 之 を 招く. 高定使 

者こ對 し、 利 長の 御 心底 H$ し。 然れ ども 我 は 主君の 爲め 殉死 を 催す 處に、 御 制禁の 

上使 到る。 全く 命惜 むに 非す。 公 命の 重き を 恐れ 之 を 止む • 然るに 世人 過って 我 

を 笑 ふ 故、 再び 人に 面 を 向け じと 誓 を 立て 蟄居す • 其上存 やる 旨 も あれば 、御免 あ 

れと肯 はす。 利 長 重ねて 使者 を 遣し、 一 萬 石 不足に や、 又 所存と は 何事 ぞゃ • 是非 

共に 参らる べしと、 詞を盡 して 之 を 招く。 利 長の 家臣 等 聞きて 之を諌 む。 利 長 曰、 

我れ 年來 彼が 武猛を 知る。 若し 自然の 事 あらば、 今度の 恥辱 を 雪がん と、 必す勇 を 

勵 まさん。 腹切る 事 は 下手 なれ ども、 鎗遣 ふこと は 名人 なれば、 一 萬 石 借から じ • 世 

人 は 利 長 を、 何とも 流言せ よと て 可 かす • 再三 之 を 招く とも 來ら す。 利 長 自ら 近臣 

四 五 人 連れ、 密に西 山に 至り、 異國 本朝の 先例 を 引き 之 を 論す • 高定其 恩顧の 深き 

に 感じ、 終に 之に 從ふ。 其 後 慶長五 年、 石 田 逆 意の 時、 加州 大聖 寺 城 生 山 口 父子 は、 

之に 與し 籠城す。 利 長 之 を 攻めん とて、 金澤 より 彼 城へ 向 はる • 此 時高定 先陣 を 請 

ひ、 手勢 二百 餘人を 率し、 驀 直に 城 際へ 馳 行き、 鐵炮を 打 掛け 稱を 破る。 城兵 見て、 利 

一 萬 石 富 田 蔵人 古 W 定  一九 一 


古今 武家 盛衰， 卷第十  1 九 n 

長の 先手.^ 方に 離れ、 小勢に て拔駔 する 不敵 さよ • 殘 らす擒 にし、 堀 際へ 磔に 梟け、 

利 長に 見せよ と て、 山 ロ正弘 父子 • 成 田 庄左衞 門. 同 喜 太郞. 松 井 定助. 飯 田 又 六. 福 井 

彥 兵衞. 福瀨 * 八、 富 樫 民 部 助. 篠原彈 正.， 息 彈三郞 等の 勇 子 三百 餘人、 軍兵 共に 凡て 

千 二 五十 餘人、 城 を 突出で 富 田を圍 む。 藏 人元來 勇猛 强氣 の將 故， 大敵 を 恐れす 

小勢 を悔ら す、 勇 を 振うて 四角 八方へ 突崩し、 一 方 を 打破り、 馳拔 けて 息を繼 ぎ、 昧 

方を算 ふるに 五十人に 足ら ざり し ♦  か又馳 せ 入り、 山 口 父子が 旗本へ、 一 文字に 討つ 

て褂 る。 城兵 之 を 見、 愛に 遮り 彼に 取 籠め 戰 ひしが、 追の 大勢 斬 立ら れ、 城 中へ 引 入 

る を、 勝に 乘 つて 柵 を 破. -堀を 渡り 、本丸の 橋 爪迄攻 入りけ り。 城兵 之 を 見、 矢 狭間 

を 開き、 鐵炮を 放つ。 其玉藏 人が 膝に 中，. > 倒れた. 5。 立 上らん とすれ ども、 痛手 なれ 

つぶや 

ば 叶 はす。 ロ惜 きこと よと 獨 言き、 鎗を 杖に つき、 門 際 迄 躪.. ^寄り、 城兵と 突き 戰 ふ. 

時に 成 田 喜 三郞. 飯 田 又 六. 极井宗 助 は、 山 口 方 一 人當 千の 士な るが、 門 を 開かせ、 擒 

にせん と、 互に 錚ひ 進む， 高定は 三人 を 相手に し戰 ひしが、 忽ち 飯 田 を 刺殺し、 核 井. 

成 田 をも鎗 付けたり しが、 行步叶 はす 突沌ら す。 二人 は 痛手 負 ひける &、 城 中へ 逃 


高 

定 
戦 


人り ける。 富 田 今は是 迄と、 甲 を脫ぎ 合掌し、 心靜 かに 念佛唱 へ、 太刀 を拔き 逆手に 

持ち、 自ら 首 刎ねて 失せに ける • 敵 味方 は 勿論 、偉へ 聞く 者 迄 も 之 を 感じ、 利 長は馳 

せ來， -、 富 田が 戰死 、甚だ 憐れみ 惜 まれけ り。 此時藏 人 先登し、 無雙の 働きせ し 故に、 

城兵 勇氣镜 み、 殊に 究竟の 士討 たれし 程に、 山 口、 夂子も 暫く 戰ひ 自害して、 城 忽.^ K 

る • 時に 肥 前 守 利 長、 家臣 等に 向 ひ、 先年 汝 等が 諌を用 ひす、 富 田 を 一 萬 石に て 扶持 

せし かば、 我が 心底 を 誹謗す • 今度の 働き 忠死 は、 利 長が 思案 相違に やと 申されけ 

れば、 家臣 等 皆、 利 長の 識量を 感じ 閉口す • . . . 

六 萬 石 毛 利 壹岐守 勝 信  • 

豐前國 小 倉の 城 生な り。 三 成に 與し、 嫡子 豐前 守と 共に 籠城す。 同 州中津 城主 黑田 

甲斐 守 孝 高 是を攻 む。 關が原 敗る と 聞きて、 父子 黑 田に 降り、 十月 三日 城 を 出で、 土 

州へ 逃 行きし が、 大坂亂 の 時 籠城し、 豊前守 は 討死し、 勝 信 は秀頼 自害の 節、 介錯して 

後、 殉死せ しと かや • 
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十二 萬 石 石 川備前 守貞淸 

尾 州 犬 山の 城主な 石 田に 與し 籠城す •  州 府中 城主 中 村 一 學 一 忠. 伯父 S 右衞 

門、 命 を 蒙り 之を攻 ひ。 城兵 善く 拒ぎ 守る • 中 村に 加勢の 大將隨 長 門 守 一政 は、 素 

より 石 川と 睦 しければ、 密に內 通して 降参し、 速に 城 を 開き 上洛し、 先非 を悔 まば、 

本領 安堵 せんとい ふ。 石川肯 ひ、 九月 十四 、城 を 出で 京へ 上り、 北山 M 安寺へ 至...、 

其よ. 0 妙 心 寺の 陽法院 M 長老 を 賴み內 通 心、 十月 * 一：：： 大 坂へ 至り、 池 田 » 政の陣 

に 行き、 樣々 に陳 す。 池 田 御 詫 言す。 家康公 曰、 彼れ 籠城し 諸人 を 苦しめ、 旣に敵 

對す。 其 罪深し。 . 然れ ども 關 東へ 出で や、 先非 を悔む 故、 石 川が 一 命 は » 政に 賜 は 

り、 在京 も 御免 あり， 池 田 悅び申 渡す。 貞淸 は頓て 入道し、 石川宗 休と 號し、 京へ 上 

り 町人と なる。 程 經て慶 長 十八^ a 年 十二月 五日 召 出され、 驗府 にて 謁見し、 御 家 

人となり、 御 扶持 方 を 賜 ふとい ふ • 


A 萬 石 靑木紀 伊 守 一矩 

趑前 北の 庄 城主な り。 石 田に 與し、 五 千 餘兵を 以て、 籠城して 敵す • 時に 前 田 利 長 

は、 四 萬 餘人を 率し、 北 國の散 城 悉く 攻めら る。 此節大 谷 吉隆、 北 國の關 東方 返 治の 

爲め、 諸 將を從 へ 、居城 敦賀 へ 到る と 聞き、 青木、 軍使 を 遣し、 利 長大 軍 を 率し、 大聖 

寺 を 攻めん とす。 急ぎ 北の 庄へ 出陣 あれ。 延引せば、 北國 筋の 御 * 方、 悉く 攻 落さ 

れんと 告げし かば、 大に 驚き、 八月 三日 未明 敦賀を 立ち、 鯖 並の 宿に 陣を 取り、 手 分 

して 香の 城 を 攻めん とする に、 靑木又 馬 を 飛ばせ、 肥 前 守、 今朝 大聖 寺へ 押 寄せ、 山 

口 父子 を攻 落す。 早速 北の 庄へ 着陣し 給へ。 延引せば、某も籠城な.^難しと吿げし 

かば、 大谷 三千 餘騎、 策に 燈を揉 合せ 馳 せて 行く。 之 を 聞く 利 長 は、 如何なる 思案に 

や、 金澤へ 引返す。 斯る處 に 上方よ， 9 馬 を 飛ばせ、 急ぎ 關が 原へ 出陣 あれと 吿げ來 

れば、 大谷 驚き 上洛す。 其 跡に て 靑木猶 も 堅固に 籠城せ しが、 土方 勘 兵衞尉 雄久來 

. ^之 を 諭す。 故に 降-' て 利 長へ 渡す • 此時 一矩 は 病死。 其 後 利 長 上洛し、 家康 公へ 
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謁見の 時、 靑 木降參 病死の 次第、 一 々に 言上し、 息靑木 右衛門佐に、 家督 賜 はらん こ 

と を 願 は るれ ども、 許し 給 は ぬ 故、 右 衞門佐 は 流浪す。 遙に 年を經 て、 其 子 青木 某 を 

召 出さる とい ふ。 

三 萬 石 原 隱岐守 勝 胤 

參州岡 崎領の 內を領 す。 石 田 與し、 勢 州 津の城 攻に戰 功を顯 はし、 關が 原へ 出で 

ん. とする 内に、 味方 敗す と 聞き、 西國 へ 落 行きし を、 九月 晦日、 加藤淸 正の 家人 擒に 

し、 家康 公へ 獻 t 十月 朔日首 を 刎ね、 三條 河原 へ 梟 けらる と 云 ふ • 

二 萬 七 千 石 堀內 安房 守氏義 

氏義 は、 信 長 取 立の 者に て、 紀州新 宮城 ニー  el 石 を頜す • 後 居城よ，^ 山 崎へ 馳せ向 ひ、 

明智 光秀 を滅 し、 君讎を 報す。 太閤 是を 感じ、 七 千 石の 加增 あり。 是も石 田に 與し 

籠城し、 敵 南海 道よ，^ 攻め 通らば、 討 留めん とす。 關が原 敗る と 聞き、 誰れ 寄す ると 


もな きに 周章して、 城 を 落 行く。 家人 其餘. ^臆病の 御 有樣、 如何なる 御事ぞ と、 頻に 

諌 むれ ども 聞 入れす、 所存の 旨 あ h> とて、 行方 知れす 逐電す。 

一 萬 五千石 奧田雅 樂頭貞 信 

石川貞 淸が舍 弟な.^。 若年より 太閤の 近習に 仕へ、 奧田氏 を 賜 はり、 一 萬 五千石 迄 

に 至る。 石 田に 語ら はれ、 大 谷に 從 ひ北國 へ 下，^、 利 長 大聖 寺 城を攻 落し、 金 澤へ歸 

陣 せし を， 大谷 へ 馳せ 着き、 大聖 寺 を取復 して、 貞信を 籠め、 加賀. 越 中の 敵 を 押 へ さ 

せし が、 大谷 上洛の 跡に て 前 田へ 降參 し、 城 を 渡し 京へ 登り、 兄 石川宗 休と 共に 町人 

となりし が、 宗休召 出されし 後、 肥 前 守の 訴訟に 依って、 貞信も 召 出さる。 其 末葉、 

當時奧 田 八 郎右衞 門な りと 云々。 

二 萬 二 千 石 岡 本 下野 守宗憲 

勢州龜 山城 主な， 石 田と 深く 心 を 合せ 籠 域す。 闊が原 奴る と 聞き、 家人 共、 籠城 

1 萬 玉 千 石 奧田雅 樂頭貞 信 二 萬 二 千 石 岡 本 下野 守宗憲  S 
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は 詮なし と 申し けれども 用 ひや。 大坂. 佐 和 山 堅固、 諸國 味方 多ければ、 頓て利 運た 

る べしと、 ® 士卒 を勵 まし 籠城す。 斯る處 へ 池 田 輝 政 兄弟 寄せ 來り、 軍使 を 以て、 旣 

に 石 田. 小 西. 大谷等 悉く 討死し、 或は 擒り 或は 降參 する に、 何を賴 みて 籠城 ある や， 

速に 城 を 渡し、 我等 陣 へ 参られば、 本頜 安堵の 取 成 申さん と 云 送る。 岡 本 謀と は 夢 

にも 知らす、 輝 政の 陣 へ 來る。 池 田 兄弟 は 城 へ 乘 入り、 家人 等 へ 鐵炮を 打 掛けた. 

下野 守 臍 を IS み 大に悔 む。 家人 共 は、 思 ひくに 落 失せけ り。 輝 政 は、 ー炸曰 水口 

城主 長 束 父子 を も、 此計を 以て 刀に 血 ぬらす して 城を乘 取る。 岡 本隣國 i いひ * 方 

とい ひ、 是を 知らざる は、 不覺 の閽將 故、 世の 笑 種と なれり • 

五 萬 三千 石 山 ロ玄蕃 頭正弘 

加州 大 s 寺 城 生な り。 周 防國主 大內介 義隆の 一族なる が、 義隆滅 u の 後、 太閤に ft 

へ 勤 功 あり、 命 を 蒙り、 金 吾 黄門秀 秋の 後見と なり、 屢其 不行跡 を諌 むれ ども、 秀秋用 

ひざる &、 頻に願 を 達し、 太閤の 旗术 へ復 り、 越 前 北の 庄 城主と なり、 後 又 加州 大 S 寺 


三 成 LL 舆 

す 


前 田 利 長 

大 寺 城 

ん-攻 む 


城へ 移る 石 田に 語ら はれ、 無二の 味方し， 籠城せ しかば、 慶長五 庚 子年 八月 三日、 前 田 

利 長大 軍 を 率し 押 寄す. 金澤と 大聖 寺との 間 七 里 隔たる。 此 間に、 小 原に 押の 

兵 を 置く。 偖 利 長 は、 ゆつ り 橋の 南に 陣し、 先手 は 大聖 寺へ 亂 入す。 利 長 下知して、 

明 四日の 昧爽に は、 先手の 內 よ..^、 白山. 宮山 へ 上り、 太 筒 を 打 掛け 城 を攻む ベ し。 0 

存 あれば 必す 急に 攻 むべ からすと、 緩々 と陣を 取る。 山 口 正弘は 一 族 郞從を 集め、 今 

度の 大事 を 思 ふ 故、 豫め 浪人 多く 抱 へ、 分限に は 過ぎた る 人 なれ， お、 彼 大軍を 引受け 

て は 拒ぎ 難し。 農 商工の 雜人迄 も、 器量 ある 輩 を 籠城 させ、 堅く 守 、叶 はすん ば 討 

つて 出で 、戦死 せんとい ふ。 嫡子右京亮備弘曰、仰尤理に當ると雖、^.んも討死と思は 

^、城外へ 討って 出で、 潔く 戰死 せん。 正弘 曰、 然ら す。 大 軍と 戰 ふに は、 先づ 籠城し 

堅く 守. cZ 敵の 怠惰 を見濟 し、 之 を 討つな る ぞと。 備弘 曰、 籠城して 五日 十日 堅く 守 

り 拒ぐ とも、 外に 後 詰な くば、 兵糧 盖き 士卒 飢ゑ、 忽ち 滅 C せん。 如か や 討って 出で 

ニ戰 し、 名 を 後代に 留めん に はと 諫めし かば、 衆 皆此儀 然る べしと て、 俄に 突出す。 

寄 手 は 明日 城 を 攻めん と、 緩怠し ける 處へ、 火急に 討って 褂り 斬って 11 れば、 大に周 

玉 萬 三千 石 山 口 支 蕃頤正 1<  产 
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章て、 先手 忽ち 散亂 す。 後陣の 兵 漸く 傭 を 立て、 大軍 一度に 突いて 掛 るに、 城兵 ©氣 

を 屈せ や、 千騎が 一 騎 になる 迄 も、 引ぐな と 互に 恥し めて、 追つ 返しつ 攻め 戰 ひしが、 

元來 小勢 なれば、 悉く 戰 死す。 寄 手 は 勝に 乘 つて 城 中へ 亂 入す。 本丸に は 山 口 正弘ぃ 

息 備弘. 山 口 勘 右 衞門尉 典弘. 家臣 高屋卒 兵衞. 大野 作 太夫、 者 頭に は、 十文字 鎗の達 

人山 田 善 太夫、 長刀の 名人 西 岡 彌七郎 、其 外 成 田 庄右衞 門. 同 喜太郎 .核 井宗 助. 水 野 

五郎 兵衞等 籠り 居け るが、 敵の 込 入る を 見て、 三方へ 分れ 大勢 を 突崩し、 四角 八方 

へ 斬 散らせば、 寄 手 城外へ 逃出づ る。 中に も 山 口 右京亮 備弘 は、 長刀の 名人 なれば、 

大 長刀 を 水車に 廻し 藩ぎ て 通り、 楣の 陰に て 息を繼 ぎ、 戰 ふこと 七 八 度。 追の 大勢- 

備弘ー 人に 蒸 立てられ、 足を亂 して 逃げ走る。 愛に 寄 手の 魁 首 中 村 安右衞 門. 大石 

木工 は、 備弘を 目掛けて、 鎗を 提げ 突いて 懲る を、 しゃ 無用の 働き、 盧外 者よ とい ふ 

より 早ぐ、 二人 を薙 伏せたり。 時に 山 崎 次 郞兵衞 は、 兵法の 名人 ゆ ゑ、 利 長の 旗本よ 

. ^拔 駆し、 小 太刀 を拔 きて、 備弘を 討たん と 進む。 之 を 見て 數百 人、 山 崎に 從ひ 討つ 

て掛 る。 此時 備弘の 乳母 は、 本より 大力の 女房なる が、 大勢 右京亮 を圍む を、 櫓の 上 


にて 之 を 見、 材木 大石を 人夫に 持たせ 馳せ 來.. 、敵陣 へ 擲ち、 廿餘人 打殺す • 敵大に 

驚き、 是れ 人間に て は ある まじと、 進み 兼ねた. y。 城兵 又 乳母 を 討た すなと て、 大將 

正弘 を始、 數多 討って 出で、 兩人を 引 包み、 城 中へ 入らん i す。 され ども 大軍 慕ひ來 

れば、 備弘. 乳母 4:- に 取って返し、 天魔 鬼神の 如く 駆 立 つれば、 追の 大軍、 中 を 開いて 

1 しけり。 然れ ども 大敵に 數度當 り、 彼女 房 も 討死し、 右京亮 も數ケ 處疵を 蒙れば、 

城 中へ 入る こと 叶 はす、 町屋 へ切拔 け、 暫く 息を繼 ぎに けり。 愛に 寄 手の者 頭田邊 

助 太.？ 廉野藤 太夫. 山 崎 次 郎兵衞 は 、大昔に 名乘 り、 只今 我々 三人、 家 內へ斬 入る を 

見 置き、 後日に 語れと 呼ば は b 捨て、 斬って 入る。 右京亮 之 を 見て 、推参なる 廣 言と、 

助 太 が 諸足薤 落し、 其 儘 首 を 討 落す。 次 郎兵衞 透 さす 斬 込む を、 山 ロ正弘 鎗を& 

つて、 二み 所 深手 負 はせ ければ、 廉野 驚き、 山 崎 を 助け 本陣へ 逃げ 歸る。 右京亮、 父 

ひ、 今 は 軍の 勝負 を 見る に 及ばす、 疾く御 暇 賜 は.^ 腹切らん • 正弘も 然る 

べし。 さあら ば 最後の- 盃 せんと、 财殘 された る 一 族 郎從相 A 〈に、 互に 數盃を 傾けて、 

備弘 曰、 追 名 を 得し 山 口 父子、 城 中へ 入り 得す、 町屋に 於て 自害せ しと、 誹 誘 を 受け 

玉 萬 3 千 1^ 山 口 支 蕃頭正 一一  0 一 


山 口 正； 

備弘 自^ 


古今 武家 盛衰 記 卷第十  11011 

んも 口惜し。 いざや 一方 を 討 破り、 城 中へ 立歸 り、 潔く 自害 せん • 父 正弘を 始め、 衆 

皆是に 同意し、 數 萬の 大敵 切拂 ひ、 難なく 本丸へ 入り、 山 口 父子 腹 十文字に 切ったり 

ける。 高屋 平兵衞 は、、 夂 子の 首 を 落し、 其 後從者 十八 人、 同時に 自害す。 山 口、 夂 子の 

働き、 古今 無雙の 勇士 や i 、散 味方 共に 之を感 す。 是 より 先、 利 長の 先手 富 田 藏人高 

定戰 死の 節 も、 右京亮の 働き 諸人 を 驚かせ， -。 備弘 無雙の 器量 故、 幼少より 太閤へ 

奉仕し、 別して 一 萬 石 を 賜 はり、 智 仁勇備 はり、 尤 寵臣た，.^ しかば、 大國の 主に もな 

b なんと、 世人 遍く稱 へ しが、 今度の 亂に 討死せ しかば、 人 悉く 之 を惜む • 

廿四萬 石 宫部兵 部少輔 

W 幡鳥 取の 城主な り。 織 田. 太閤の 兩 代に 仕へ、 武威 中 國に振 ひしが、 石 田に 與 する 

故 を 以て、 數 代の 舊領を 歿收 あ. o、 流浪す。 此 仔細、 遠慮 あ つ て 記さす • 

一 萬 石 鹽冶 隱岐守 


一 萬 五千石 寺 田 播磨守 

二 萬 二 千 石 齋藤左 兵衞督  、， 

三 萬 石 津深 右京亮 

一 萬 二 千 石 粕谷內 膳 正 

右 五將、 各 太閤-の 代に 取 立と な， o、 武威 を攘 ひしが、 石 田に 與 する を 以て、 所 頜歿收 

あり • 

入 萬 石 毛 利 河内 守秀賴 

信 長に 仕へ、 屡戰功 あり。 殊に 武田 勝賴を 誅伐の 時、 無雙の 軍功 ある を 以て、 信 州 伊 

奈郡飯 田 坂 八 萬 石 を 賜 ふ。 後秀 吉へ屬 し、 從四 位下 侍從に 昇る。 伊奈の 侍 從と稱 す • 

文 祿ニ年 卒去。 實子 なき 故、 其 聱京極 丹 後 守 高 知へ 家督 を讓 る。 丹 後 守 は、 年經て 

慶長五 年 冬、 丹 後田 邊 城へ 移さる。 委細 丹 後守譜 中に 識す。 

八 萬 石 宅 利河內 守秀輯  一 KM 
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六 萬 石 ， 戸田 民部少 輔氏繁 

太閤 未だ 勢微 なる 時より 之に 從ふ。 屢戰功 ある 故、 豫州喜 多 郡 大洲城 六 萬 石 を 賜 

ふ。 天 正 十三 年、 太閤 四國返 治の 爲、 御舍弟 羽 柴美濃 守秀 長. 御 猶子 三 好秀次 を大將 

軍と し、 六 萬 餘兵を 添へ、 先づ 阿波 州 を 攻めさ せらる ゝ時、 戶田 一 番に馳 せ 加 は..^、 

戰 功を顯 す。 夫より 四國 の徒黨 悉く 雌伏 すれば、 別して Itl 田が 戦功 を 感じ、 同 州 宇 

和 郡 板 島 城へ 移され、 官位 昇進し、 大名に 取 立てら れんとの 契約 ある 處に、 程なく 病 

死す。. 剩へ 令嗣な きを 以て 、所領 召 上げら る.。  、 

七 萬 石 小川 土 佐 守祐忠 

伊豫 今 張 城主、 太閤 取 立の 人な り， ^p&u^. 始め 石 田に 與し、 息 左 馬介祐 

滋と 共に、 大 谷に 屬 し北國 へ 赴き、 後關が 原へ 出張し、 軍談す る處 に、 金吾秀 秋、 密に 

關東 へ 通す と 聞き、 脇 坂. 朽木. 赤 座と 共に、 俄に 心を變 じ、 大谷 .卒 嫁が 陣を破 る 功 を 


以て 本領 を 賜 ふ。 然るに 祐忠 不行迹 にして、 家人 國 民に 苛く 當り、 諸人 疎み 果てけ 

る 折節 • 異心  >」 巧み、 天下の 大事 を 企つ 故、 忽ち 所 頜歿收 あ h^。 小川 父子 其 一 族與黨 

迄、 悉く 改易し 給 ふ i 云々。 

入 萬 千石餘 筒井 伊賀 守定 ft- 

伊賀 國 上野 城主 定次、 元來 南都の 衆徒に て、 春 曰 大明神 を、 三 笠 山に 勸請 せし 時より、 

筒井. 中の 坊兩僧 は、 衆徒の 棟梁に て、 其 名 世に 隱れ なし。 然るに 信 長、 五畿 七道 を 手 

に 入れ、 猶國々 を攻從 へんと 思 はれ、 寵臣 明智十 兵衞尉 光秀 を 召され、 汝は 大和 國の 

者 なれば、 案內 者たり。 彼國 一圓に 與ふ べし。 智謀 を 回らし 斬 取れ。 .5^ 勢 は 所望 次 

第た らんと 申さる。 光秀 謹んで、 仰 有難く 候へ ども、 和 州は國 中に 小國 多くして、 愚 

計に 及ば や。 愛に 筒井 順慶 とい ふ 南都の 衆徒 あり。 國 中の 兵 民、 彼が 下知 を 背か や、 

其 上智 勇 あり。 彼に 仰 付けられば 然るべ しとい ふに 任せ、 筒井 を 召し、 和 州 一 國を 

與ふ • 智謀 を盡 し、 手に入れ よと 申さる。 筒井 則 直に 和 州へ 歸り、 國兵を 語ら ひ、 頓 

八 萬 千石餘 筒井 伊賀 守定次  一 
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て 國中を 攻從ふ を、 信 長 感じ、 遂に 和 州 を 賜 はり、 從五 位下 伊賀 守と 名乘 らしむ • 然 

るに 光秀、 天 正 十 年 六月 二日 逆心 を 企て、 信 長を弑 し、 天下の 主將 たらん こと を 合み、 

一番に 定次を 語ら ふ， 是れ 光秀が 聲 たる 故な，^。 筒井 聞きて、 何ぞ 我れ 逆賊に 與せ 

んゃ。 頓て其 地へ 馳せ向 ひ、 汝を攻 殺し、 君 讎を報 せん • 其覺 悟して 待つべし と 返 

答して、 後山 崎に て、 諸將 と共に 明 智を滅 し、 太閤に 屬 しける 故、 筒井が 志 を 感じ、 同 

十二 年 伊賀 一 國を賜 ひ、 且羽柴 氏 を 授け、 四 位の 侍從に 任せら る • 仍って 伊賀の 侍 

從と稱 す。 又 中の 坊飛驊 守 は 、筒井と 往昔 同職た.^ しが、 差した る戰 功な き 故に、 信 

長よ 僅 二 千 石 賜 は， 9 しが、 今度 太閤 千 石の 加 恩 あり、 筒井が 與 力と せらる。 太閤 

薨後、 上 杉亂の 時、 筒井 は、 居城 上野に は 兵ケ- 留守と し、 其 身 は 會津へ 供奉す。 中の 

坊も 是に從 ふ。 其迹 にて、 三 成亂を 輿し、 伊 州 へ 使を馳 せ、 其 城 を 開 渡せ、 異議せば 

軍兵 を 差 向け 攻めん と 申 送る。 留守の兵4^(驚き怖^、城を渡し落失せたh^• 新庄越 

前 守、 城 を 受取.^ 在番 す。 筒井 途中に て是を 聞き、 大に 怒. 9 悔む。 夫よ b 又 關が原 

へ 奉して 功 あ， - 、本領 を 賜 は. - しが、 慶長 十三 年 六月、 所頜 悉く 歿收 せらる • 其 故 


は、 中の 坊飛驟 守 小身に して、 殊に 筒井が 與カ たる こと を 憤り、 連々 に 之 を 潜す。 折 

節 筒井が 家中に 異論あって、 國中 大に騷 動す。 其 上 異心の 企 、露 1?^ 一；^ 露顯 

する 故、 改易 せらる。 

私に 曰、 程經て 筒井 子孫 召 出され、 俊 數を賜 は.^ 奉公す る 乎。 

讲七萬 石 七 松 平 越後 守忠俊 

堀左衞 門督秀 政の 長 孫に て、 秀 治の 嫡男な.^。 祖父 秀政、 久太郞 とい ひし 時より、 信 

長に 仕へ 屢戰 功を顯 し、 十 萬 石 を 賜、 ひ 後 太閤に 屬し、 天 正 十三 己 酉年 七月 十 一 日、 從 

四 位下 侍從に 昇る。 其 後 越 前 北の 庄城 十八 萬 八 百 石 を 賜 はり、 且村上 周 防 守 義明六 

萬 六 千 石. 溝 口 伯 耆守秀 勝 二人 を、 與 力に 付けら るゝ 故、 都合 廿九萬 八 百 石 を頜す • 

同 十八 戊 寅年、 相 州 小 田 原攻の 時、 秀 政は與 力の 輩と、 手勢 を 率し 馳來 h.、 軍功 を勵 

みしが、 不圖 病死す • 時に 卅 八歲。 息久太 郞秀治 家を嗣 ぎ、 後從四 位下 侍從に 弊り、 

左 衞門尉 を 兼ねたり。 殊に 羽 柴氏を 賜 ふ。 文 祿四乙 未年、 越後 春 日 山城へ 移され、 十 

^七 萬 石 松 平 越後 守忠俊  一一 S- 
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八 萬 石 餘の加 恩 を 賜 ふ。 春 ほ 山， に、 山城に て 雪 深く、 冬堪へ 難き 故、 願 を 達し、 福 島と 

いふ 所に 城 を 築き、 冬の 間 は秀治 之に 居る。 此 時兩與 力へ も加增 あり。 溝 口 凡て 六 

萬 石 村 上 九 萬 石と なる • 是を 合せて g 十 入 萬石餘 なり。 太閤 薨後、 家康 公へ 屬し、 

i  ニ歲 にて 病死。 息 久太郎 家を嗣 ぎ、 秀忠 公の 御前に て 元服し、 忠の御 字幷に 平氏 

を 賜 はり、 平 越後 守忠 俊と 號す。 此時 家臣 掘 監物直 政が 長男 監物 直淸. 二 男 丹 後 

守 直 寄、 國 家の 政事 を 司りし が、 忠俊 幼少 故、 互に 權威を 諍 ひ、 家中 騒動す" 兄弟 職 

府へ來 り、 仔細 を訴 ふ。 家康 公大に 怒らせられ、 忠俊 幼少 なれば、 兄弟 心 を 合せ 政事 

を 沙汰し、 且 越後 守 を諌. め 守 立 つ ベ き 旨、 先年 層 仰 付けら る 、處 に、 忠俊を 蔑 如し、 

其 國家を 治めす、 兄弟 權威 を淨 ふこと、 善惡の 差別 聞く に 及ばす。 言語 道斷の 不忠、 

是 れ大亂 W 基な， 5。 越後 は、 北國 筋の 押へ 地 故、 忠俊 を据ゑ 置かる、 處、 幼少 なれば 

とて、 國家を 治む る 次第 も存 せざる 旨 不屈な b とて、 慶長 十五 庚 戌年 二月 二 曰、 所領 

殁收 あり • 忠俊は 奥州 岩 城へ 配流。 星霜 を經、 彼 地に て 病死、 時に 廿六歲 なり。 又 

直淸 は、 最上へ 改易、 直 寄 は 故あって 追放 せらる， 


四 萬 石 堀 美 作 守 親 良  • 

秀 政の 二 男、 羽柴舊 門 I 治の 弟、 十一 一歳に て S の 近習 へ 召 出され、 秀の字 を 賜 

は hz 秀 家と 號し、 從五 位下に 敍 す-。 兄秀 治、 越 前を頜 す。 此にー 萬 石 を 配分す。 此 

時 五 大老 宇喜多秀家と 同名なる を 憚り、 親 良と 改む. 後秀 治、 越後へ 移る 時、 又 三 萬 

石を與 へ、 都合 四 萬 石を領 す。 此內 一 萬 石 を、 舍弟近 藤 織 部 正に 與ふ。 越後 守忠俊 

代、 家中 騷 動の 時 も、 親 良 仔細な き 故、 兄秀 治の 二 男 鶴 千代 を 養 ひ、 三 萬 石の 內 一 萬 

八 千 石， ザ」 讓り、 其 身 は隱居 料と て、 一 萬 二 千 石 を 以て 越後 を 立 退き、 京師に 蛰す。 ffi 

時 太閤より 賜 はりし 豐臣 氏と 羽柴 を、 菅 原と 改め、 堀 氏と なる。 是れ 母方の 姓た る 

故な り。 斯く 遠慮 を 加 ふること を、 家康 感じ 給 ひ、 江戶へ 召して 御 目 見 仰 付けら t 

下野 眞 岡に 於て 一 萬 二 千 石 を 賜 はり、 其 後 濃 州に て、 五千石 加增 あり。， 元 和 九 年下 

野 烏 山城 を 給 はり、 後 又 一 萬 石 加 恩、 凡て 二 萬 八 千 石と なる • 寛 永 十四 丁  a 年 五月 

十三 日、 江戶に 於て 病死。 時に 五十八 歲。 遺言の 願に 依って、 二 男 孫 太郎親 知に 三 

四 萬 石 瑶美作 守 親 真  0 
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千 石、 三男 三 太 郞親泰 へ 二 千 石 を 分ち、 殘るニ 萬 三千 石 を、 嫡美濃 守 親 昌に賜 は る • 

兄弟 今繁榮 して 忠 »す， 

一 萬 石 堀 丹 後 守 直 時  ， 

堀 監物直 政が 孫、 丹 後 守 直 寄が 長男、 本 は眞田 氏な りしが、 堀秀政 • 直 政に、 堀 氏 を 許 

し 授けし なり。 然るに 越後 守忠俊 代、 掘 兄弟 欉威 を靜 ひしに より、 主君 忠俊 幷監物 

iBe は 流刑、 丹 後 守 直 寄 も、 追放せられ しが、 其 狸 上聞に 達し、 頓て召 出され、 扶持 方 

を 賜 はりし が、 大坂兩 度の 戦功 無雙 なる 故、 越 後村上 城 九 萬 石 を 賜 ふ。 外 一 萬 石 は、 

檢 地の 高な. cv。 . 直 寄 病死 以後、 息 直 時 家 を嗣ぎ 早世す。 實子 なき 故、 弟 千 之 助直定 

を、 家 嗣に願 ひ 置き けれども、 豫め 言上せ す、 末期の 願 不屈と て、 所頜召 上げら る。 然 

れ ども、 千 之 助 不便な b とて、 同 州 村极に 於て、 三 萬 石 新規に 賜 はり、 承應 元年 十二 

月サ八 nn  、從 五位 下 丹 波 守と 號し、 後 又 丹 後 守 直吉と 改めて 奉公す • 


幸 忖三成 

に與す 


三 萬 人 千 石 眞田 安房 守昌幸 

信 州 上田 城 生、 人皇 五十六^ 淸和 帝の 御子 貞秀 親王の 後 ST 海 野 小 太 郞幸恒 に. 廿七 

世の 孫、 海 野 小 太郎隆 幸が 二 男な り • 隆幸 は、 武田大 膳 大夫晴 信へ tt へ、 彈正 忠と號 

し、 信州眞 田の 庄に 住する を 以て、 眞田を 氏と す。 天 正 二 年 五月 十九 日、 六十 二 歳に 

て隆幸 死す。 子 二人 あり。 嫡具田 源 太 左 衞門尉 則 幸 家を嗣 ぎ、 同 三年 五月 廿ー 日、 參 

州長篠 合戦に 討死す • 是 故に 舍弟 安房 守 昌幸家 を 嗣ぎ八 萬 石を頜 す。 武田滅 C す 

れ ば家康 公へ 屬し、 其 後 太閤に 從ひ、 信 州 上田 城 三 萬 八 千 石 を 賜 ふ。 景勝 亂 にも 家 

康公に屬し、ーー男左衞門佐幸村鱒§^5.^;|き^、1!觀き，ぃ；ー^^多と 共に、上野國 

犬 伏と い ふ 處迄 出陣せ しが、 石 田 三 成、 檄を飛ばして 語 ふ 故、 忽ち 心を變 じ、 信 州 へ 

立歸. ^籠城す。 秀忠 公、 同 州 小 諸 迄 御發駕 ，大 軍 を 以て 眞田 父子 を 攻め 袷へ ども、 堅 

く 拒ぎ て陷ら t 然るに 關が原 急ぎし かば、 押 兵 を殘し 置き 御 上洛。 ハ!^ 剛 t 職 

ITJS  、く 之且 fl;:- 關が 原の 敵 敗績と S き、 諸 國の石 田 方、 或は 降參し 或は 落 行き 尻鈕 

一一 一 萬ス千 3具田安ー111^^:6曰辛  1  一二. 
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する 中に、 眞田 父子 は、 兵糧 玉箭取 入れて、 猶 堅く 籠城す • 之 を 聞きて、 諸將 忽ち 是 

を攻 討たん と 請 ふ。 家康公 曰、 真田 は 武勇の 者、 殊に 舊家 なれば、 攻 殺さん こと 不便 

なり • 其 上 嫡子 豆 守 は、 幼少より 予に 仕へ、 忠節 を盡す 故、 本多忠 勝が 聱 とす。 何 

とぞ說 きて 降らせよ との 仰 を 蒙り、 信 州へ 馳せ 行き 樣々 に 之を諫 ひ。 昌幸 更に 肯は 

t 却て 汝は 幼少より 家康に 仕へ、 殊に 本 多が 聱 なれば、 家 康心を 免し なん。 父が 

心に 從ひ 、近寄りて 家康を 刺殺せ。 それ 叶 はすと 思 は、 唯今 汝が首 を 刎ね， 门 t 

用の 舌 を 動す かなと、 刀の 柄に 手を掛 くる" 伊豆守 少しも 騷が や、 年來御 厚恩に 預 

る 內府公 を 討ち 奉れば、 父 乍ら 君 敵な り。 ロハ 今 離 雄 を 決す ベ けれども、 大事の 御 使 

に 來 り、 其 仔細 も 言上せ す、 私に 討果 さば、 君 へ の 不忠、 重ねて 潔く 勝負 を 決せん。 其 

用意して 待 たれよ と 座 を 立てば、 昌 幸も尤 とや 思 ひけん 、奥の間へ 入..^ にけ る • 伊 

豆 守 は： 馳せ歸 う、 委細に 之 を 言上 すれば、 父子の 武勇 忠節 を 感じ、 然 らば 汝馳せ 向 ひ 

父 弟が 首 を 刎ね 來れ。 信 州 一 國を賜 ふ ベ しと 仰せけ，^ • 伊豆守 宿所 へ 歸.^ 、出陣の 

用 章 5 し、 其 後家 康 公の 御 目 通 を、 何やらん 由 ありげ に 立 廻れば、 汝 何とて 愛 へ 來り 


基 幸 死去 

幸 衬戰死 


出陣 延引す る やと 問 ひ 給 ふ • 豆州畏 りて、 此度 父の； &手を 蒙り、 高情尤 身に 餘 る， 併 

し 乍ら 御 恩賞の 御朱印 を 賜 はり、 出陣した しと 言上す い 誠に 此儀は 忘れた.^ - とて、 

御朱印 を 賜 ふ。 信 幸 敬んで 拜 賜し、 宿所へ 歸り、 又 御 訴訟の 義ぁ b とて、 再び 御前へ 

出づ。 家康 公の 曰、 汝 加勢 を 願 ふや • 又 武具 兵糧 不足に や、 願 ふべ しと。 信 幸 謹ん 

でい ふ、 臣 父が W 手 を 蒙る こと、 生前の 面目、 何事 か是に 如かん • 何と ぞ 父が 一命 御 

助け 下されば、 此 上の 厚恩な らん。 然 らば 拜 賜せ し 御朱印 を、 返上 仕. - たしと、 涙 を 

流す。 家 康公聞 召し、 頗る 御氣色 損じ、 默 然として 座 を 立ちて 入. = '給 ひしが、 暫く あ 

て 伊豆守 を 召され、 汝 が願尤 なり。 汝が 日頃の 忠節に 任せて、 父 弟の 命 を 助く る 

と宣 ひければ、 信 幸大に 喜び、 恩 を 謝して 信 州へ 馳せ 行き、 一 々に 演說 す。 之に 因つ 

て眞田 父子 も-忽ち 城 を 出で 高野山に 赴き、 久土 山と いふ 處に 蟄居せ しが、 昌 幸は慶 

長 十四 年、 六十 五歲 にて 卒し、 幸 村 は 同 九 年、 大坂 城に 楣 籠り、 其 子 大助幸 政と 共に 

大に勇 を 振 ひ、 武名 を 世に 顯し、 元 和 元年 五月七日 戰 死す。 時に 行年 四十 六と 云々。 

伊豆守 信 幸 は、 信 州 上田 域 を 賜 はり、 ^同 州 极代城 へ 移り， 加 恩 を 蒙り • 都合 十 萬 石 

〕1T 萬 八 千 石-. 眞田 安房 守 P 曰 幸  ニー 二 
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1 な.^,、 今に 至る 迄、 數代彼 地 を領す • 
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二百 十 入 萬 石 毛 利 右 馬頭 輝 元 

中國 十三 州を頜 し、 藝州廣 島 城主、 平 城 帝廿七 代の 後 ST 毛 利 陸 奥 守 元 就の 孫、 大膳 

大夫隆 元の 長男な り。 幼名 幸 鶴 丸と 號す。 父隆 元は、 雲 州 大守尼 子 下野 守 晴久返 治 

の爲、 永祿 K 癸 亥年 八月 三 曰 出陣せ しが、 翌四 曰の 晚、 藝州 佐々 郡 舟 木に 於て 頓死、 

時に 四十 一 歲。 同 州 吉田大 通院に 葬る。 此時幸 鶴 丸十 一 歲な りしが、 吉川驗 河 守 元 

春 • 小 早 川 左 衞門督 隆景. 宍戶 安藝 守隆 家、 其 外 老臣 等 を 招き 集め、 父隆 元の 頓死 是非 

なし。 此上は 我れ. U 父に 代.. > 、速に 雲 州へ 押 寄せ、 尼 子を滅 し、 に 父の 御 憤 を 散 せん • 

幼少と、 祖父 元 就 公 仰せ あれ ども、 汝等 宜しく 取 成し、 出馬す る 樣に申 上ぐべし と 申 

さる。 一 族 老臣 感涙. を 催し、 御 愁歎に 前後 取 亂し給 はんと 思 ひしに、 案の 外の 御所 

二百 十 A 萬 石 毛 利 右 馬 顏歸元  云^- 
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存、 誠に 毛 利家數 代の 良將 おらん と 悅び， 元 就 へ 之 を吿ぐ • 元 就 聞きて、 幼年な 5- ら 

祌 妙の 心底、 大將の 器 あ， 9* 毛 利 家 永く 繁榮 すべき 端 相と 感悅 し、 之 を 許さる。 0 

元悅 び、 雲 州へ 越え 合戰 す。 尼 子 利 を 失 ひ、 城 を 落 行き 終に 病死す。 然れ ども 數代 

雲 州の 大守 故、 國兵從 はャ、 晴久の 子 尼 子 伊豫 守 義久. 同 九 郎四郞 偷久. 同八郞 四郎秀 

久 を大將 とし、 日夜 拒み 戰ふ。 足 利 將軍義 g 、日乘 上人へ 內意 あり、 和睦の こと を 命 

せらる。 子の 三將 命に 從ひ、 毛 利の 幕下に 屬し、 城 を 開き 渡しけ る 故、 中國 十三 州 

悉く 毛 利の 武威に 伏す • 斯くて 元 就 は、 元 龜ニ辛 未年 六月 十四 H 逝去、 時に 七十 五 

歲 なり • 輝 元 其 家督 を嗣 ぐ。 其 頃 信 長 使者 を 遣し、 輝 元に も 幕下に 屬 すべき 旨 申 送 

ら るれ ども； 肯 はざる 故、 天 正 十 壬 午年 春、 太閻 E 聘筑に 數萬騎 を 添へ、 是を 攻めら 

る 、 に、 同年 六月 一 一 日、 明智 光秀、 信 長を弑 す。 此時輝 元、 太閤の 武威 を 感じ、 備中 .備 

浚. 伯耆三 州を獻 じて 和睦し、 且 武具 軍勢 を 合力して、 城 州 山 崎に て 光秀と 大 合戦し、 

忽ち 光秀 を滅 して 後、 遂に 天下の 主と な b 給 ひ、 同 十三 年 乙 酉 正月、 正 二位 關 白に 

進 あり。 同： H 諸 大夫、 遍く 官位 進む 中に も、 « 元は 殿 F へ 忠節 をな 3 し、 殊に 十 州の 


大守故 、従三位 中鈉 言に 進み、 五 大老 職と せらる。 太閤 薨後、 石 田 三 成、 安國 寺を以 

て、 雠元を 總大將 と賴む • 輝 元 是に與 し、 大坂 西の 九 家 康公御 留主居 佐 野 肥 後 守 正 

信 を 追 出し、 其 跡 へ 入 代り 籠城せ しが、 關が原 敗れ、 大坂 へ も諸將 寄す ると 簡き大 に 

驚き、 俄に 木 律の 下屋鋪 へ 移り、 剃 髮し宗 瑞と號 し、 家康公 へ 陳せ らる 、 は、 今度 石 

田、 己れ 逆 意 を 合み、 幼君の 仰と 稱し、 一向 某 を 總大將 と賴む • 我れ 太閤の 厚 息 を 蒙 

る 次 愈 は、 貴公 具に 知り 袷へ. 9。 是 故に 籠城し、 實否を 窺 ふに、 皆 三 成が 奸謀 故、 今 

木津 下屋鋪 へ 退き、 男 を 止め て 入道せ り。 今度の 不義 パま川 殿 へ 對し、 野心 を 合む に 

非す。 右の 趣 聞 召 分けられ、 一命 を 助けられば、 子孫 一族、 共に 永く 御 下知 を 守り、 

忠節 を盡 さんと なり • 家康公 も、 毛 利 家 は、 數代中 國の大 領主 なれば ぶ" 輝 元 を 罪せ 

ば， 殘黨 怒り、 中國十 州擾亂 せん。 然らぱ 退治 輙 から じ。 » 元が 謂堙 なきに 非す と 

御 思案 あ， -、 忽ち 一 命 を 赦免 あり、 所領 は 殘らす 召 上げら る。 然れ ども 舊 家なる を 

憐み給 ひ、 慶長五 庚 子年 十月 五 日、 周 防. 長 門兩州 を 賜 は 、り、 同 十 H 、息 長 門 守 秀话を 

召し、 御 朱 邱を賜 ひ、 S 元に 隱居を 命 せらる。 同 十三 年 戊 申 十 一 月、 秀 就に ま 年^ を 

二  IH 寸八 《^  .^^^|^^.  ,、  .  .  t  一一 一"^  :f 
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&兀 死去 賜 ふ。 斯くて»元は、寬永ニ乙？^^年四月廿七：11逝去、時に七十三歲と云々* 一 

• 私に 曰、 輝 元 以後、 秀 就. 綱 廣.當 長 門 守 相違な く相續 なる - J と、 近代の 事に て、 人悉ー 

ぐ 知る 故 記さす •  一 

廿 一 萬 石 毛 利 藤 四 郞秀包  • 一 

毛 利 元 就の 八 男、 備 中守弘 元の 孫、 先年 輝 元太閽 i 和睦の 時 、備 中に 於て、 此の 秀包ー 

に、 老臣 桂 民 部 大輔を 添へ 人質と す • 太閤 感悅 あり、 筑 後久 留米 城主と し、 官位 頻に 一 

進み、 從四 位下 侍從 治部大 輔と號 す。 世人 久留 米の 侍 從と稱 す。 石 田に 與し、 輝 元； 

の 下知 を 受け 、關が 原へ 出張せ しが。 石 田 方 敗す る を 見て、 一 戰 にも 及ばす、 諸 軍と： 

共に 藝 州へ 退ぐ。 仔細あって 召 出されす、 彼 家に て 病死す。 4^ 嗣 なく、 家斷絕 すと 一 

いふ。  一 

祈 二 萬 石 吉川 內藏-  ■ 


毛 利 駿河守 元 春の 三男， 元 就の 孫、 筑後國 住人 吉川治 部少輔 舆經が 養子と なる。 s、 

)？lmm ！^。 時に 元 春 十三 歲、 少輔次 郞と號 す。 家を嗣 ぎて 治 部 少輔と 改め、 又 if 河 守 

と號 す。 輝 元の 下知に 從ひ、 十 州の 政事 を 沙汰す • 先年 » 元の 太閤と 和睦の 事 も、 元 

春と 小 早 川 隆景心 腑を碎 き、 輝 元を諌 めし 故な に 太閤 之 を 感じ、 筑後 一 國を賜 は 

hz* 二 萬 石を頜 す。 不慮に 病死す。 息 治 部 少輔元 長家 を嗣ぐ • 程なく 早世し、 已 

に 家斷絕 せんとす。 太閤、 元 春が * 心 を 思 ひ 出され、 之 を 憐れみ、 舍弟廣 家に 命じて 

家を嗣 がしめ、 其 上從四 位下 侍從に 任せら る • 廣家恩 を 感じ 忠節 を勵 む。 太 閻薨後 

石 田に 與し、 大津阿 濃津等 S 城攻 に、 身命 を 捨て、 戰ひ、 關が 原へ 出張せ しが、 漸く 

石田が逆意i悟h^、ffi元•秀元等の 一 族 を 諫め、 其 合戰に 取合 はす、 備を 立て、 見物 

す。 是ょ， 0 先、 家康 公へ 使者 を 以て、 御 味方た らんと 願 ふ 故、 太平の 後、 五 iS 石 賜 はり、 

輝 元の 家臣と せらる * 廣家悅 ぶ。 病死 後、 息 吉川內 藏介廣 正 家を觸 ぎ、 後 美 濃 守と 

改め、 長 州 岩 國を頜 し、 毛 利 家 へ 忠を盡 すと な 

或 曰、 吉川 忠節 を盡す 故、 本領 を 賜 は. ^しが 、輝 元 不義 故、 十 州 を歿收 せられし を、 

计ニ萬 吉川內 蔵 介廣家  0 
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本意な く 思 ひ、 願うて 己が 本 額卅ー 一 萬 石 を 讓.. >  、其 身に 從臣と なる • 今年 直 江山 

城 守 も、 主君 景勝へ、 己が 本領 卅萬 石を讓 る。 之に 依って 忠臣 は、 古今 吉川. 直 江に 

限る と稱 す。 此實否 未， 考、 不審な り •  . 一 

一 萬 石 赤松 上 總介則 房 

衬 上帝の 後 M 、赤 攝津守 則祐が 末葉な り • 幼少より 信 長に 仕へ、 後 太閤に 從ひ、 七 

組の 番頭 を 司る。 石 田に 與し、 關が 原へ 出張し、 敗軍の 後、 福 島 正則に 賴 みて、 降參 

を 願へ ども 免され や • 慶長五 年 十月 朔 H 、切腹 仰 付けら る。 愛に 至って、 赤 の裔 

永く 斷 絶す。 

羽 柴下總 守勝雅 

勢 州の 國司北 畠黃門 具敎の 一 族、 木造 左 衞門佐 具康が 長男な り • 故あって 木造 父子 

國 司の 勘氣を 受け、 信 長へ 馬す。 其 後 信 雄、 北 畠 家を嗣 がる、 故、 之に 從ふ。 又 故 あ 


つ て是を 背き、 太閤に 風す。 sifsp¥l ほ， 勝雅 武勇 備は h  、 智謀 深き 故、 太閤の 寵 

臣羽柴 氏 を 賜 は， -、 從 五位 下下 總 守に 任じ、 勢 州 神^ 城を領 す。 先年 勝雅を 和睦の 

使と し、 參 州家康 公へ 遣 さる。 終に 和議 調 ふ • 家康 公， 太閤へ 對し、 勝 雅が智 辯を讃 

美 あり、 太 闇下總 守に、 一文字の 太刀 黄金 百 枚 を 賜 ふとな.^. 石 田に 與し、 g 城 神 芦 

に 籠.. > 、堅く 守る。 關が原 敗る と閜 きて 逐電す。 

二 萬 二 千 石 氏 家内 膳 正行廣 

行廣 は、 濃 州 住人 氏 家常 陸 入道が 末葉、 父 左京亮 は、 信 長と 國を淨 ひ a 負け、 幕下に 

屬す。 後 太閤に 仕へ、 勢 州 桑 名 城 を 賜 ふ。 行廣、 石 田に 與し 籠城せ しが、 謀 を 以て 城 

を 落され、 西 國へ逃 行き、 入道して 道 善と 號し、 忍び 居て 元 和 元年 大坂 城に 籠り、 天 

王 寺 口の 拒 手に なりて、 武勇 を 振 ひ、 五月 八日 城 中 へ歸り 自害す。 ，十 息 三人 は 京都 

へ 逃 行きし を擒 にし、 所 司 代よ.^ 之 を 出す。 同年 七月 晦 H 、妙覺 寺に 於て、 三人 共に 

切腹 仰 付けら る。 愛に 至りて 氏 家の 裔斷絕 す。 行 廣が弟 志 摩 守 行繼 も、 一 萬 五千石 

二 萬 二 千^ 氏 家內搭 正！；？ 廣  ， 雲 
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を頜 す。 兄と 共に 桑 名 城に 籠りし が、 相 共に 落 行き、 程な ぐ 病死す とな 

三 萬 石 太 田 飛驊守 政 之 か I 作- 

豐後州 曰 称 城主な b -。 石 田に 與し、 佐 賀の關 を 守.^、 豫め 海陸の 敵 を 拒がん と 約す。 

同 州關の 城主 中 川 修理 大夫秀 重、 押 寄せて 合戦す。 然れ ども 要害よ く、 殊に 城 ま 太 

田 は、 當時 無雙の 大力、 家臣に 大井何 右衛門、 太 田に 劣らぬ 剛の者、 數 千の 勇士に 下 

知 を 加へ、 突出で て は 勇 を 振 ひ、 諷と 引きて は、 矢炮を 飛ばせ 拒ぎ し 故、 中 川 常に 利 

を 失 ふ。 理な るかな 此太田 は、 往昔 朝鮮に 渡り、 彼 大井唯 一 人 連れて、 南門の 外形 を 

打破り、 城 中 へ 突入り、 敵 百 餘人討 捕 h、 彼 城の 一 番乘 せし 諸大將 に、 手を签 うさ せ 

し 程の 勇猛 多 力の 者な に 是 故に 中 川 攻め倦み、 遠卷 して 居け る處 に、 關が原 敗る 

と 聞 さ、 太 田 は 夜中に 城 を 逃れ出で、 何國 へ か 逐電す • 

四 萬 六 千 石 靑山 伊賀 守忠元 


越 前丸國 城主、 父 修理 亮は、 丹 波 越 前 守 長 秀の聱 な 信 長 • 太閤に 仕へ 病死 • 子 主 

計 中" 兀家 を嗣 ぎ、 從五 位下 伊賀 守と 號す。 石 田に 與し、 大 谷に 約し 籠城す。 關が原 

敗る i 聞き、 城 を 落 行き 漂泊し、 元 和 元年、 秀賴の 命 を 受け 大 坂へ 籠り、 子息 一 族悉 

く 戦死す。  、 

五 萬 石 丹 羽備中 守長昌 

越 前 守長秀 の.^ 男、 修理 亮長 政の 孫、 幼少より 太 間に 仕へ、 後 越 前 東 江 城 を 賜 ふ • 石 

田に 與し、 大 谷に 屬し戰 功を顯 し、 關が原 敗る と 聞き 逐電す。 

或說 曰、 長 政 は 越 前 を 逃 出し、 後 丹 羽 4^ 京大 夫 方へ 行き 忍び 居る • 其 子孫 彼 家に 

仕 ふとい ふ • 

二 萬 石 多 賀出雲 守 

一 萬 九 千 石 杉 若 越後 守 

丹 羽 備中守 I^BHJ 
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一 萬 七 千 石 橫濱民 部少輔 

一 萬 五千石 杉 谷 越 中 守 

一 萬 石 寺 西 下野 守 

右 太閤 取 立の 將 なり。 石 田に 與し大 谷 r 屬し、 北國 にて 戰功 あり • 其より 大津へ 向 

ひ、 立花宗 茂が 先手に 進み、 命 を 捨て、 大に戰 ひ、 關が原 へ 出張せ んと 用意せ しが、 已 

に 敗る と 聞き 逐電し、 諸國に 忍び 浪 流す a 

^に 曰、 右 五將の 由緒、 且其 子孫 諸家の 倍臣 となる こと、 永き 故 記さす。 太閤 記に 

委し • 

一 萬 入 千 石 筑紫 上野 介義冬 

淸和 帝の 後胤、 足 利 右兵衞 佐 直 冬の 末葉、 數代 京都 將 軍に 仕へ しが、 將軍家 衰微し、 

義冬 は、 幼少の 時 京都 を 出奔し、 信 長に 仕 へ 、 後 太閤に 屬す • 由緒 格別の 者と て、 寺 

社 奉行 を 仰 付けられ、 安國寺 德善院 と共に、 諸事 を 沙汰す。 義冬 始め 五千石、 0. 


太閤に 仕へ、 斯く加 恩 あり。 石 田に 與し、 大津 诚攻の 時、 宗茂が 請に 依って、 手勢 八 百 

餘人、 秀賴の 馬 廻 五 百餘人 を預. り從 へ、 大津の 援兵に 馳 行き、 諸將に 勝れ、 大に戰 ひ 

是を攻 落す。 夫よ. 0 關が 原へ 向 はんとす るに、 味方 敗る と 聞きて、 京都の 大徳 寺へ 

行き 幽居せ しが、 故あって 召 出され、 三千 石 を 賜 ふ。 義冬 歿後、 子 主 水 家 を嗣ぐ • 延 

寶元癸 年 九月 病死す。 子 筑紫左 太夫、 同年 十二月 廿 一 日 家を嗣 ぎ、 今 專ら勸 仕す 

私に 曰、 義冬召 出さる、 こと、 諸說 紛らしき 故 之 を 記さす 

一 萬 石 松 浦 伊豫 守秀任 

松 浦 安太 夫宗 淸が從 弟、 一羽め 安兵衛と いひし 時より、 太閤の 馬 廻に 召 出され、 頻に立 

身す • 石 田に 與し、 大 津城攻 に、 立 花と 共に 軍 忠を勵 む。 秀任 元來强 力、 鐵棒を 提げ、 

馬 人の 差別な ぐ 散々 に 打倒し、 一 の 城 In. を 打破り、 二の 诚 til, 迄攻 入.^ しが、 大勢に 取 

詰められ、 遂に 戰 死す。 立 花 其 勇 を大に 感じ、 太平 以後、 秀 任が 子 を 召 出し 扶持す • 

子孫 彼 家に 仕 ふと 云々 • 

• 一  萬 石 松 浦^ 豫守芳 任  M. 
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•  二 萬 石 堅 田 兵 部 少輔廣 澄 

一 萬 石 石 川 掃 部 介賴明 

右兩將 も、 立 花が 援兵と な. -、 大 津を攻 落し、 關が原 敗る と 聞きて 逐電す • 石 川 は 脇 

坂 中 務大輔 安治に 少緣 あ.^ て、 彼 陣へ逃 行き、 井^ 直 政 を 頼み、 降 を 願へ ども 叶 はや， 

十月 朔日 切腹 仰 付けられ、 其 首 を三條 河原 へ 送り、 石 田が 首の 東方 へ * けらる。 其 

故 は、 先年 家康 公、 伏 見の 向 •  島に 在す 時、 石 田、 石 川 を 語ら ひ、 御屋 形へ 火 を 掛けん と 

計る。 石 川元來 欲深ぐ、 殊に 忍びの 名人 なれば 是を諾 し、 風 烈しき 夜、 御館へ 忍び入 

り、 旣に 火を褂 けんとす る處 を、 條屋半 之 允 見咎め、 擒 にし 之を獻 や。 拷問 あるに 白 

狀し、 石 田所頜 約諾の 誓紙 を捧 ぐ。 家康 公、 其 誓紙 を 蜂 星に 預けられ、 後 H の 證據に 

とて、 石 川 を大坂 西の 九 へ 押 籠め 置き 給 ひしが、 今度 大律 へ 向 ひ、 石 田 敗る と 聞き、 

忽ち 心 を 變じ降 を 願 ふ • 前代未聞の 奸人、 諸人の 見懲 にせよ との 命に て、 石 田 同罪 

に 行 はると なり • 


一 萬 五千石 別 所豐後 守吉治 

先祖 は、 播州 三 木 城主、 幷に美 作を頜 し、 五代 迄 中 國に威 あり、 五代 目 別 所 小 三郎長 

吉は、 丹 後. 丹 波. 佴 馬の 主 波 多 野 遠 江守秀 治の 聱 となり、 猶 武威 を 世に 振 ふ。 然れど 

も 信 長に 從 はざる を 以て、 天 正 八 年、 太閤に 命じて 攻めさ せらる。 國兵 よく 別 所の 

下知 を 守 b  、術 を盡し 拒ぐ 故、 太閤 每度利 を 失 はる 故、 謀 を 思案し、 三 四重に 城 を 固 

み、軍を止めて酒宴遊與を催し、用心嚴しくHを送れば、城中飢渴に及べ，^。 城主 長 

治. 弟彥之 進. 同 山城 守吉親 三人 自害して、 諸 軍兵の 命 を 助けん と 相談 極め 申 送る。 

太閤 許諾す。 別所悅 び、 天 正 八 年 五月 十七 日 三人 自害し、 士卒 雜 人の 命 を 助く。 豐 

後 守 は、 此時僅 五歲、 長 治の 舍弟 なりし が、 城兵の 子と 偽り、 美 作 州へ 逃 行き 民家. に 

育す。 太閤 天下の 主と なり、 豐後 守の 事 を M き、 舊家 武勇の 者と て 召 出し、 一 萬 五 千 

石 賜 は， 從 五位 下豐後 守と 任せら る。 此先別 所 孫 四 郎と號 す。 石 田 逆 意の 節、 丹 

後田 邊 城主 細 川 兵 部 大輔籐 孝 入道 支 旨幽齋 は、 腿 東方して 籠城せ し を、 石 田、 小 野 木 

1 萬 五千石 ^所 豐伖 守吉殆  ニニ 七 
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縫 殿 介 を大將 とし、 諸將 大勢 差 向 ひたり。 別 所も攻 手の 內 にて a せ 向 ひ、 勇 を 振う 

て攻 落す。 然れ ども 關が原 敗れ、 流浪し ける が、 如何なる 故に か 召 出され、 其 子孫 少 

5^ を 賜 はり、 今 御 旗本に 奉 tt す。 其 故 を 知ら や。 

一 萬 石 高 田 豐後守 

一 萬 三千 石 藤 掛參河 守 

右兩將 は、 太閤 御 取 立の 者な り。 石 田に 與し、 小 野 木と 共に 田邊 城を攻 落す。 * 方 

敗北の 後、 流浪せ しが、 子孫 當 家に 召 出され、 後 數を賜 ふ。 仔細 知らす。 

一 萬 石. 中 江 式部 少輔直 澄 

一 萬 石 蒔 田 權之佐 

三 萬 石 小 野 寺 彌七郞 

右三 將、 長 東 正 家に 屬し、 勢 州 阿野 津诚主 富 田を攻 落し、 在番 す。 關が原 敗る と 聞... 


細 川幽甯 

FS 邊 城に 

據る 


て 逐電す。 蒔 田 氏 は、 本領 安 培し 召 出さる * 此 仔細 故あって 記さす • 

細 川 兵 部 大輔籐 孝 入道 玄旨 幽齋 

家康公 會津發 驚の 跡、 石 田、 供奉の 諸將の 城々 を 攻めん と 計る。 中に も 丹 後 州田邊 

城主 細 川 越 中守忠 輿の 妻子 は、 先日 下知して、 人質に 取らん としけ るが、 忽ち 自害せ 

しかば、 忠舆が 後怨を 恐れ、 速に 田 邊城を 攻拔く ベ しとて、 小 野 木. 藤掛. 谷 出 羽守衡 

友. 高 田. 別 所. 小 出 大和 守吉 政. 杉 原 伯 着 守 隆泰. 生 駒 左 近 大夫正 俊 等、 其 勢 一 萬 五 千 

餘人、 石 田が 命 を 合んで、 七月 廿日の 卯 刻田邊 城を圍 む。. 城主 忠與 は、 家康 公に 

屬し、 東國 へ 下向し、 父 入道 支 旨 幽齋、 此城を守h^しが、 是を 聞きて 待ち 居たり。 去 

程に 寄 手 一 時に 攻 落さん と 進む。 城兵 四方の 矢 狭間 を 開き、 矢 鼈 早に 射出し、 又 矢 

倉より は、 鐵炮を 揃へ 打 出す に、 寄 手 忽ち 手 負 死人 五百餘 人に 及べり。 寄 手 大に恐 

れ、 向陣を 構へ、 遠攻 にして 日 を 送る。 仰幽齋 は、 文武 兩 道の 勇士、 殊に 和歌の 達人 

なりし かば、 後陽成 院- 其戰死 せん 事を惜 み、 三倐 大納言 を敕 使と し 遣され、 和睦の 

II 川 兵 部 大輔藤 孝 入道 支 旨幽杳  一一 二 九 


敕命に 依 

リ幽窗 和 

睦す 
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宣旨を 下さる。 敕使 八月 廿ニ  H 彼 地に 至り、 城 中 寄 手へ、 共に 宣 旨の 趣 を 述べら る 

れば、 雙方 其に 和睦し 圓を 解く a 翌 = 所 司 代 前田德 善 院支以 法印宗 句が 名代 前 田 主 

膳 正 も、 E 邊に來 り、 和睦 を 取 持ちし が、 互に 其 事の 調へ たる を 甚だ 喜ぶ。 今度 幽齊 

が戰死 を、 帝惜 ませ 給 ふ は、 源氏物語、 廿 一 代 集 • 古今 和歌 集 を、 幽齋數 代 所持せ し を 

閡召し、是ょり先御懇9^^り、幽齋惜んで奉らす。 今度 必死の 軍し、 城に 火 を 掛け 腹 

切らば、 相 傅の 秘本 穴チ しく 灰塵と ならん。 日頃 禁裏 御 懇望 なれば、 獻 上せん と 思案 

して、 是 を三條 大納言 殿 迄 遣す。 文の 奥に、 

古 も 今 も 變らぬ 世 中に 心の ほど を殘す 言の葉  . 

三 條殿則 奏聞 あ. =>。 帝 叙感ぁ つ て、 此者を 殺さん 事 不便な りと て、 和睦の 敕使を 下 

されし とか や。 石田亂關東へ注進すれば、忽ち上洛ぁ.=^、越中守忠輿は、御先手を望 

み、 諸將 i 共に 岐阜 城を攻 落す。 

一 萬 A 千 石 三 小 野 木 鏠殿介 公知 i 卿； 


丹 波 州 福 知 山城 主、 元 來は丹 波 守護 職 波 多 野 右 衞門大 夫 秀治賤 遠 旗本な ト人 秀治、 

信 長と 數年 拒ぎ 合うて 屬 せす。 信 長 怒り、 羽柴 秀吉. 明智 光秀 等 を 遣し、 六 七 ケ年攻 

めら る。 波 多野猶 伏せす。 信 長 謀りて 和睦 を 請 はる。 波 多 野 許諾す。 信 長 喜び、 對 

面せん とい はる、 故、 秀治何 心なぐ、 江 州 安土 城へ 來 りし を虜 にし、 之 を 殺す。 此時 

小 野木此 謀に 預かる 功 を 以て、 福 知 山城 を 賜 はる。 三 成に 與し、 田邊 城を攻 む。 石 

田擒 とな b し 後、 福 知 山に 籠城す。 細 川 忠與、 小 野 木が 稠 しく 父 幽齋を 攻めた る怨 

を 以て、 願 を 達し、 福 知 山城 攻を乞 受け 馳せ向 ひ、 大に攻 動かす。 時に 山 岡 道 阿彌來 

り、 小 野 木 を 諭し 和睦せ しむ。 小 野 木 是に隨 ひ 降 を 乞 ふ。 忠輿 飛脚 を 以て 是を伺 ふ 

に、 家康公 城兵の 命 を 助け、 城 を 受取る べしと 命じ 賜 ふ。 忠與則 和睦す。 縫 殿 介 城 

を 出で、 同. 州龜 山城に 赴き、 井 直 政に 賴 みて 命 を 乞 ふ。 叶 はす。 慶長五 庚 子年 十 

1 月 十八 日、 城下の 淨土寺 へ 赴き 自殺す， 

廿ニ萬 三千 石 長 曾 我 部 宫內少 輔盛親 

.1 萬 八 千 石 小 野 木 SSi 殿 介 公知  §1 


i{ ル吉、 長 
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土 佐 守 元 親が 長男， 宮內 少輔信 親が 孫な り。 祖父 信 親 阿波に 住し、 阿波 大半 切隨 へ、 

猶四國 を 手に入れん とす。 其 頃 信 長、 H 本 過半 攻從 へ、 四 國を返 治せん とて、 秀吉を 

副將 とし 大軍を 率し、 先 づ長曾 我 部 を 攻めら る。 信 親 利 を 失うて 幕下に 降屬 す。 其 

年 信 長橫死 あれば、 太閻 へ從屬 す。 天 正 十五 年、 薩州御 軍の 時 戦死す。 太閤 其忠を 

感じ、 息 元 親に 土 佐 州 一圓 を 賜 はり、 從四 位下 侍 從土佐 守に 叙任 せらる • 慶長四 年 

病死す。 息 盛 親に、 秀賴 より 家督 を 賜 ふ。 同 五 年 石 田に 與し、 勢 州津城 を攻拔 き、 其 

後關が 原へ 向 ひ、 南宮 山に 陣す。 然れ ども 一 戰をも 遂げす、 共に 敗走し、 井伊 直 政に 

頼り、 降 を 乞 ふに 依って、 死罪 流刑 を 御免 あ， -、 土 州 へ 追放せ よと 宣ふ。 直 政 此旨を 

申 渡し、 其 後家 人 鈴 木 平 兵 衞に數 千 人相 添 へ、 土 州へ 遣し、 城 を 請 取らし む。 然るに 

彼 家に て、 一 領 具足と 名付けた る 組の 侍數百 人、 御 下知に 從 はす、 山林へ 取 籠り 敵 

對す。 家康 公大に 怒り、 盛 親に 命じて 攻從へ しめらる • 盛 親 犬に 恐れ 驚き、 身命 を 

抛ちて 是を 退治し、 領 州を獻 じ、 種々 御 詫 言を盡 せど も 叶 はす • 終に 流浪し て、 元 和 

元年 大坂亂 に秀賴 へ霽 し、 同年 五月 六ョ、 矢 尾. 口にて 藤 堂 高 虎と 戰ひ 負け、 其 身 は 切 


長 曹我部 

せらる 


拔け、 行方な く 落 失せけ り。 家康 公の 曰、 彼れ 昔 誅戮す ベ き 者 なれ ども、 首を延 ベ 降 

參し、 歎く 所 不便と 思 ひ、 一命 を 助けし に、 今度 又 敵對す • 重罪 なれば、 山林 洞穴 迄 

も 尋ね 搜し、 諸人の 見懲 に誅戮 すべし と。 同 十一 日、 蜂須賀 阿波 守 家政 入道 蓬 《 が 

從者長 坂 三 郞右衞 門、 八幡 邊 にて 擒 にし 來. -獻 す。 家 康公悅 び 給 ひ、 京都 ニ條 御所 

西の 御門 前に 面 縛し、 同 十五 日 京都 一 條ょ 、洛中 外 を 引渡し、 六條 河原に て 首 を 

刎ね • 三條 河原に * 首 せらる と 云々。  ノ 

私に 曰、 長 曾 我 部の 先祖 代々 盛滅 は、 土 佐 軍記に 委し • 

廿 一 萬 六 千石餘 前 田 孫 四！^ 利 政 

加 賀亞相 利 家の 二 男、 肥 前 守 利 長の 弟な り • 因って 太閤 へ 召 出され、 能 登 州 を 賜 は 

り、 剩へ羽 柴氏を 授けられ、 從四 位下 侍從に 任す。 石 田に 與す。 利 長 頻に諌 めら る 

れ ども 可 かす。 利 長 又 土方 勘 兵衞尉 雄久を 以て 是に說 かしむ。 猶用 ひす。 却て 利 

長の 持 分の 城々 を攻 む。 閼が原 敗れて 後、 兄 利 長の 忠節 を W て、 死罪 流刑 を かれ、 

f  i*Ji. 千 K  ii.n  tsLi 湔 ，利.^ 」5L.  I,.r , , 
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利 長に 預け 下さる、 となり • 盛衰 は 前 田 軍記に 委し • 

或 謂， 前 田 兄弟 相談して、 敵 味方と 立 分れ、 家 安全 を 計る • 然る を 利攻、 兄の を 

可 かす。 石 田に 與す とい ふは僞 なり。 此外眞 田 安房 守 父子、 東西へ 屬す 故、 父滅 

れ ども、 子の 家繁榮 す。 至極の 分別、 此兩 家に 限る • 

五 萬 石 前 田德善 院玄以 法 印宗句 

丹 波，： g 龜山 城主、 さ _以 、始め 前 田 又 左 衞門尉 利 家の 一 族と 號し、 太閣 未だ 播州 守護 

の 時、 百 五十石に て 召 出され、 頻りに 進みて 五 萬 石 を 賜 は 、儒佛 文武に 達する の譽 

ある を！？ て、 京都の 所 司 代と なる。 委細 前 田 家譜に 見えたり。 太閤 薨後、 秀賴幷 に 

家康 公へ 忠勤す。 石 田 謀叛 も 早く 是を 察し、 其 密談 を、 悉く 告げ 奉る 故、 甚だ 感じ 給 

ひ、 其 子孫 迄 も、 御 如 在 ある まじき 旨、 井 5, 直 政 御名 代の 誓紙 を 賜 はる 故、 彌 く 思 

ひ、 奥州 御 下向の 時 も、 息 主 膳 正 利宗を 供奉 させ、 關 が原陣 にも 忠戰 す。 故に 本頜安 

^せし が、 玄以 病死の 後、 主 膳 正 代に 不義の 事 ありて、 舊傾 悉く 歿收 せらる。 然れど 


も玄以 忠節 を 以て、 主 膳 正が s 半右衞 を 召 出され、 俊 數を賜 はりし が、 彼 は 祖父 玄 

以が讓 を 得て 、傅學 智謀 ある を 以て、 京都 町奉行 を • 司り、 從五 位下 前 田 安藝 守 直 勝と 

受領す。 此 始終 故 ありて 記さす • 

十三 萬 千 石 岐阜 黃門秀 信 

正三位 中 將秋田 城 之 助 卒信忠 の 長男、 從 一 位 右大臣 信 長の 嫡孫な り • 天 正 十 壬 午年 

六月 二日、 信 長 父子、 光秀が 爲に橫 死 あり。 其 時秀信 は、 三 法師と 號し、 幼少 なれ ども 

太閤 尊敬 あり。 明 智伏誅 の 後、 是を信 長の 家督に 立て、 江 州 安土 城に 居 ゑ 置く。 北 

畠 中 將信雄 を 後見と 定め、 卅萬 石を附 置か る。 然る に 信 雄. 信 孝 兄弟 天下 を爭 ひ、 信 

孝 生害 以後、 勝 家. 太閤、 江 州志津 が嶽大 合戦。 柴田 自害の 後、 又 太閤 • 信 雄 天下 を 諍 

ひ、 尾 州 小牧に 於て 合戰 あり。 信 雄 領國を 納めて 降參 あれば、 秀吉 天下の 主將 とな 

り、 太 政 大臣 關 白に 昇らる 故、 三 法師 を 濃 州 岐阜 城へ 移し、 十三 萬 石を與 へ、 秀の字 

を 授け、 秀 信と 改め、 從四 位下 侍從に 任せられ しが、 程なく 從 三位 中 納 言に 任す。 秀 

五 萬 石 前 田 德善院 玄以法 印宗句 十三 萬 千 石 枝阜黃 門秀信  一一 M 
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信閽將 故、 石 田亂の 時、 家 S 入江 右近. 伊達 平左衞 門. 高 橋 一 徳齋 等が 奸智を 用 ひ、 三 

成に 與し 城 を 普請し、 且 城下 瑞龍 寺に 三々 所の 砦 を 構へ、 東 勢 を 拒む。 東 勢 は 福 島 

正則. 池 田 » 政. 西 尾 If 光敎. 細 川 忠輿. 加 藤 嘉明. 黑田長 政 • 藤 堂 高 虎. 田 中 吉政. 子息 

II 長顯. 淺野幸 長. 生 駒 I 岐 一 正. 寺， #1 摩廣 高. 京 極 高 知. 蜂須賀 至鐵. 井伊 直 政 • 本 多 

忠 勝等數 萬騎、 慶長五 庚 子年 八月 廿 三日 寅 w、 急に 押 寄せ、 福 島 等の 諸大將 は、 大手 

ロ靱 町より 總 門へ 攻 寄せ、 夜 明 方に は、 終に 高 町を攻 破り、 瑞寵 寺の 砦に 向 ふ。 加 藤 • 

細 川 等 は、 總 構を攻 破る • 淺野弁 本 多 等 は、 諸將に 抽んで 城を攻 む。 高 知 は、 荒 

神の 洞、 柴田勝 家の 古尾 鋪達目 口よ b 攻 上ろ。 西 尾. 池 田 等 は、 岐阜の 町 口に 押 寄す 

る。 其 外の 諸將、 思 々 に 城の 四邊に 回る と 均しく、 相 圖の貝 鐘 を 鳴らし、 鬨聲を 揚げ 

攻寄 する。 城兵 矢炮を 飛ばして 拒げ 共、 大勢 なれば 事と もせす、 終に 本丸へ 攻 入る 

故、 秀 信の 家臣 澤井 左衞門 尉. 森 勘 解 由. 木造 左 衞門佐 等、 本丸に 出で、 笠 を 上げて 矢 

留を乞 ひ、 頻に 和睦 を 願 ふ。 諸將 免して 城 を 受取る.。 時に 秀信 本丸より 出づ。 諸將 

評議して 自害 を 働めん とい ふ。 正則 曰、 秀信は 織 田 公の 嫡孫、 いかに 今度 石 田に 與 


せらる、 共、 舊好を 捨て、 自害 を勸 め んは 無道な り。 其 上 和睦 を 乞 は る 、 は、 命を繼 

がん 爲 なり。 然るに 約を變 せん は、 勇士の 法に 非す とて、 頻に 制止す る 故、 秀信は 尾 

州へ 赴き 剃 疑し、 高野山に 蟄居し、 幾程な く 卒去， 息女 一 人 あ.^、 江 州 前の 守護 聩佐 

佐 木 六角 右 衞門大 夫 義弼に 嫁す。 此腹 にも 男女の 子な く、 秀 信の 枝葉 永く 斷絕 す。 

六 萬 1 一千 石 木 下 若 狭 守 勝 俊 

肥 後 守 家定の 嫡子に して、 太閤の 政所の 爲には 甥な-。 魏§， 是 故に 太閣の 

御相俾 衆に て、 播州 龍 野 城主 從四 位下 少將 た， -。 其 上家康 公の 箕妾南 明院殿 は、 太 

閻の妹 君 なれば、 家康公 にも 御緣 者な b  。之に 依って 奥州 御 發駕の 時 も、 伏 見 城 西の 

丸 御城 代に 加 へらる。 石 田 彼 城を攻 落せと、 金 吾秀秋 等の 諸將に 下知す。 是を閒 き 

K 見の！！ S 兵-若 狹守 は、 秀 秋の 兄 なれば 油斷 なら やと、 隔 心の 色 を 立つ。 勝 俊 此體を 

恨み、 其 上 臆病 人 故、 敵 未だ 寄せ ざる 先に、 手勢 を 引分け、 夜中 潜に 城 を 忍び 出で、 政 

所 を 守護す と 披露し、 洛陽 三本 木の 城へ 逃 籠る • 關が原 破る と 開き、 播州へ 逃 下る。 

六 萬 二 千 石 木 下若狹 守將悛  一一 一一 一^ 


古今 武家 盛衰 記 卷第 十一  ニニ 八 

家康公 怒り 給 ひ、 臆病 ゅゑ歒 味方の 色 を 立てす， 且 は御緣 者た る を 以て、 死刑 を 免 

され 追放 せらる。 勝 俊 は 歌道の 達人 故、 再び 京 へ 赴き、 東 山に 庵 を 結び、 若狹 入道 長 

嘯と 稱し、 歌道 を弘 む。 公卿 雲 客 及び 洛民共 尊敬して、 其 家 流 を 稽古す。 借 舍弟宮 

內少輔 利 房 は、 堅く 石 田に 與し、 大谷に 馬し、 北國 へ も 下，. >  しが、 故 あ つ て 前 田 利 長 

に 降り 家人と なる。 泰^^以後、 利 長の 訴訟 故、 仔細 あ つ て 召 出され、 備中國 足 守に て 

食 祿を賜 ひ、 老衰 病死。 息 淡路守 利當、 家 を嗣ぎ 忠勤し、 子孫 繁榮 す。 

私に 曰、 木 下若狹 守家定 は、 始孫 兵衞と いふ。 天 正 十 一 年 太閤 大坂を 築き 移る 時、 

. 播州 姬路城 を 賜 ひ、 二 萬 五千石 を領 す。 後備 中州 を 賜 ふ。 此時 故あって 家康 公の 

命に 依って 剃髮 し、 二位 法 印と 號す。 此四男 は、 當時木 下 右 衞門大 夫延房 か。 一 

說に 曰、 男子 六 人 あ， -。 嫡若狹 少將勝 俊 土宮內 少輔利 房. 三 右衞門 大夫延 房. 四 信 

濃 守 俊定. 五 金 吾 黄門秀 秋. 六 木 下 出 雲 守と 未， 考。 , 

古今 武家 盛衰 記 卷第十 一 終 


四十 七 萬 四千 石餘 備前黃 門秀家  ， 

秀 家の 父 は、 宇喜多 三 郎右衞 門 尉 直 家と 號す" 先祖 は、 赤 核 家譜 代の 小士 なり • 主 

君 赤松 滿祐 人道 將具， till; ぽの事 を 怨み、 足 利將軍 義敎を 31 し 奉る 故、 天 罪 忽ち 

蒙り、 累代の 舊領を 召 上げられ、 其 身 は 勿論 類 族 門 葉 從臣等 迄、 三 族の 罪に 沈む。 此 

時 宇喜多 は 幼少に して、 0 へ 父母に 離れ、 東西 をも辨 へ ね ども、 赤 校の 枝葉 從 を尋 

ね搜 すと 開きて、 岡 七右衞 門. 長艄仁 助と いふ 者、 直 家 を 脣に負 ひ、 備 前の 山家へ 逃 

行き、 土民 を賴み 蟄居す。 猪 赤松 斷絕の 後、 浦邊備 前. 守宗景 、備 前の 國を 拜領 し、 岡 

山城に 居す。 宇喜多 土民の 子と 僞り綠 を 求め、 宗景に 仕 ふ。 生得 美 童、 才智 最 深き 

故、 宗景悅 び 寵愛し、 段々 に 取 立て 家老と す。 時に 宗景の 慕 下 巾 山 備中守 信 正、 宇喜 

HI 十セ萬 四 千石餘 備 ー£ 黃門秀 家  0^ 
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多が 威勢 且其 才智 を 感じ、 宗景に 請 ひ、 一 女 を 嫁して 聱と す。 是 故に 猛威 彌强 く、 國 

中の 諸士を 語ら ひ 懐け、 其 後 主君 宗景 は、 逆 意 を 企て 近國 を攻從 へ、 都 へ攻 上る と 流 

言し、 朝敵の 名 を 立て、 是を追 出し、 其迹を 奪取り、 剩， へ 舅 中 山 を も に 刺殺し、 此家 

督は、 日頃 我に 讓 ると ありし とて 押領 す。 時に 美 作 住人 後藤 美 作 守 は、 數代 海老 城 

に 居し、 浦邊. 中 出と 緣 ありし が、 宇喜多 を 刺殺し、 兩 家の 憤 を 晴らさん と、 軍勢 を驅 

催す と 聞き て大に 驚き、 備 前. 美 作の 寺院 等を賴 み、 金銀 を 過分に 贈り、 己れ 非道な 

き 事 を 偽，^、 樣々 に 降 を 乞 ひ、 一 女 を 贈- > し 故、 後藤 も 終に 心 解け » となり、 互に 交 

を 厚く せし が、 宇喜多、 俄に 後藤 を 毒 飼して 殺し、 其 跡 を も 奪 ふ 故、 備 前. 美 作の 主と 

なり、 四十 七 萬 四千 石を頜 す。 備中 は、 毛 利に 伏して 從 はす • 此戰、 中國 軍記. 毛 利 記 

等に 委し。 新くて 直 家に 邪 威を兩 州に 振 ひ、 其 上 口宣 もな きに、 押して 從四 位下 侍 

從和泉 守と 號す。 然るに 天 正の め 信 長と 戰ひ、 其 武威 に 伏 し、 羽柴筑 前守陣 へ 赴 

き、 兩 州を獻 じて 一命 を 乞 ふに 依って 1^ さる。 其 後 信 長、 彼が 速に 降參 し、 兩 州を獻 

せし を 不便に 思 はれ、 五 萬 石 を 賜 ひ、 備前岡 山城 を 預けら る。 直 家 悅び屢 軍功 を勵 


み、 天 正 十 年 正月 七 ほ、 俄に 惱み 出し、 五 體皆燒 け 焦れ、 同 十九 曰 死す • 息秀 家、 此時 

未だ 九歲、 宇喜多 八郞 とい ひしが、 秀吉公 は 日頃 直 家と 懇意、 殊に 末期に も 是を賴 む 

由 遺言す る 故、 是を取 成し 家を嗣 がしむ。 同年 六月 二日、 信 長 父子 横死 あ 太閤 

に屬 し、 偏に 父母の 思 をな し、 忠戰 を勵む 故、 舊領備 前 を 賜 ひ、 從四 位下 侍從に 進み、 

秀の字 を 賜 は 秀 家と 號す。 マ 太閤 鎮西 進發の 時、 軍 忠を顯 す を 以て、 

太 a '以後、 美 作 を 加 恩 あり、 凡 四十 七 萬 四千 四百 卅石を 賜 ひ、 且加賀 亞相利 家の 息女 

と 婚姻 を 命 せらる。 官位 從 三位 權中納 言に 昇り、 五 大老 職と せらる 故、 ：《 本 國 中の 

諸士 尊敬し、 門前 常に 喧し。 l^fi^p ぶ.. I 數 1  の 考^、 文祿 元年 朝鮮 征伐、 諸侯 彼 地へ 渡 

海す。 太閤 は 肥 前名 護屋 にあ.^、 御名 代と して、 毛 利 秀元. 宇喜多秀家 總大將 として 

遣 さる。 兩將面目ぁ.^て、^Jに釜山浦へ至る• 時に 秀 家の 老臣 岡 越 前 守 病 甚だ 重 

し。 秀家大 に 驚き、 養生す るに 微驗 なし。 00^§0MS0^^ 

舆へ ける。 又 左衛門 死後 は、 其子紀伊守に家产威が^1、 父 LL 替らす 老臣と し、^ 度 備^の^ 守、 は^ 

る。 然れ ども 紀伊守 は 父に 替リ、 奇妙の 伎奸 邪智， 深う し \ 、、人の 詞に 出で ざる 事.. や.. -拽り 出 マ 是故ー秀家 

lllflpll.^;^ 尤秀家 IS を 流し 枕元に 寄 b 、所存 あらば 中 S くべ しと * 時に 越 前 
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目 を 開き、 君の 御爲申 置きた き 事 あれ ども、 とても 用 ひ 給 はじ • 秀家 曰、 汝が 遺言 背 

くべ からす。 殊に 我爲 ならん 事 を や。 大 誓言 を 立て、 問 はる。 越前悅 び、 然 らばと 

£ 習の 人を拂 ひ、 君 御 家 長久 を 思 ひ 給 は 、長 « 紀伊 守が 議を用 ひ 給 ふ 事な かれ • 

然れ ども 彼が 父 又 左衞門 忠節 を盡 したれば、 紀伊守 をば、 外 樣遙の 者と なし • 御前 

へ £ 付か ぬ樣 にし 給 へ と、 いひ 畢 りて 死す。 秀家 大に愁 へ、 其 子 藏人を 越 前 守に 受 

領 させ、 家を嗣 がしめ、 家老 職と せらる。 然るに 秀家、 越 前が 遺言 を 用 ひや、 國 家の 

事 皆紀伊 守に 任す。 長 船、 秀 家の 心に 叶 ふ 事 をい ふ 時 は、 汝が詞 圖に當 ると 感じ、 或 

は 長 船 怒る 時 は、 汝が いふ 事 ゆめ く 背く ベ か らす と、 誓言 を 立てら る 故、 日々 邪 威 

逞しく、 己が 同類 一 昧の者 を、 秀 家の 近習と す。 故に 諸 士大に 悲しみ W けど も、 長 船 

が橫目 多き 故、 親子 兄弟の 間も隔 心して、 卒爾に 物 さ へい はす • 愛に 譜代の 老臣 宇 

喜 多 左 京亮. 戸川 越後 守. 岡 越 前 守. 花房 志 摩 守 等、 共に 紀伊 守が 非道 を へ 諫 むれ ど 

も、 秀家用 ひす。 畏船是 を 聞き、 四 人 を 折に 觸れ讒 し、 己れ 一人 邪 威 を 振 ひ、 上 見ぬ 

鷲の 風情な り。 秀 家の 步行 侍に、 中 村 次 郞兵衞 i いふ 者、 奸智 深く 長 « に 取 入る 故、. 


忽ち 立身し、 二 千 石を與 へ 、 近 おとなる。 長 « 斯く 計る 事、 豫て石 田と 內談 し、 後に 

はま 人 秀家を 殺し 國を奪 ひ、 中 村 を 家老に せんとの 巧な り • 此頃 太閤の 病 甚だ 重し 

と 沙汰す • 四 人の 家老 共、 又 石 田. 長 船が 邪 謀 を 察し、 共に 謀りて 長艄を 毒殺す。 何 

者 か 洩らし けん、 中 村 委細に 是を 聞き、 秀 家の 前へ 馳せ 行き、 四 人の 家老 謀叛 決せり 

と讒 す。 秀家閽 將故是 を 信じ 大に 怒り、 四 人に 閉門 させ、 番人 大勢 附け、 食 の 道 を 

留む。 折節 何者か 一 首の 狂歌、 

打 割りて つがれぬ もの は 備前 ばち 使 ふ ものに も 用心 を せ ば 

と 書きて 秀 家の 門に 立てし かば、 彌怒 り、 四 人 を 忽ち 誅 せんと 支度せられ しが、 彼等 

は 太閤へ 御 目 見し、 諸家に も 聞え し 者 なれば、 私に 殺し 難し。 一 々に 言上して 誅せ 

ん とて、 石 田 三 成に 內談 す。 三 成 曰、 彼 四 人 を 忽ち 誅 せば 其黨 恐れ、 家中 騷動 せん， 

唯 四 人 を 惡き樣 に 言上し、 何方へ にても 預け 置き、 時節 を 以て 潜に 殺し 給へ と。 秀 

家悅 んで諾 す。 之に 依って 宇喜多. 戸川 は 前 田 徳善院 、花房. 岡は增 田 畏盛に 預けら 

る。 四 人は忠 却て 不忠と なり、 獪も 主君の 閬 きを 歎き、 彼 家の 滅びん SJ- を 悲しむ。 
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又 我等 自害せば、 彌 謀叛 人に 究り、 後の 罪科 を 恐れ、 自據 せし と 呼ばれん。 如何せ 

んと 思案せ しが 、嘗て 家康 公の 御 徳義に 伏し、 此君を 賴んで 世 を 送らん とて、 各密に 

前 田. 增 E が 館 を 逃れ出で、、 徳川家へ 馳せ 込む。 公 許容して、 御家人 と し 給 ふ。 偖 太 

閤薨 後、 三 成 は 反逆す。 秀家豫 て 之に 與し、 一 萬 三千 餘騎を 率し 、開が 原へ 出張す。 

然れ ども 長 船. 中 村が 取 成に て、 下賤の 者、 俄に^ 大將 とな.^、 或は 吟味 もな く諸浪 

人 を 召 抱へ、 足輕大 將鐵炮 奉行 杯に したる 故、 命 を惜み 進ま や。 殊に 面國方 負と W 

くより、 襄 崩れして 悉く 逃 失せ、 秀家 一 騎 になり、 忙 然として 大に， おれ、 岡 越 前 守が 

签山 浦に て 遺言せ しこと を、 今 思 ひ 當り、 且長 船. 中 村が 奸佞 を、 漸く 始めて 覺り、 後 

悔す るに 甲斐な く、 秀 家が 運命 是 迄な b と、 巳に 腹切ら せんとす る處 へ、 譜代 恩顧の 

士新藤 三 左 衞門幷 に黑田 勘十郎 とて、 十五 歳になる 小 性 二人 尋ね 來り、 之 を 諫め、 H 

頃 長 船 を 御 寵愛、 四 人の 家老 を 追放し、 且中 村が 奸智を 信じ 給 ひし 故な り。 せめて 

四 人の 內 一 人、 愛に 御供せば、 斯く淺 ましき 風情に はな. -給 はじ。 然れ ども 今悔ぇ 

て 益な し。 今 n-* 方 討 負けし は、 金 吾 坂 等が 裏切せ し 故な り。 末だ大 坂. 佐 和. - 


且諸國 の 城々 堅固、 味方 東 勢に 十倍す。 御 命 を 全うし、 暫く 忍び 時 を 待ち、 今 = の 恥 

辱 を 雪ぎ 給へ とい ふ。 秀家 是に從 ひ、 主從 三人 腰 印 を 切捨て、 雑兵の 大將に 後れ 跡 

を 慕 ふ體に 見せ、 一 里程 遁れ 行く ぞと 思ふ處 に、 追褂 くる 敵 あり • 偖 は 本道 を 落 行 

くこと は 叶 はじ • 山偁ひ にして 逍 れんと、 近所の 在家へ 馳 込み、 物 具脫ぎ 捨て 姿 を 

蜜し、 南 近 江の 山里へ 迷 ひ 行く。 鄕人共 之 を 見、 大勢 を 催し 來り 、閥が K の 落人、 後 

ZI の證據 に、 三人の 大小 を 渡さるべし。 異議せば 討 殺さん とい ふ。 働十郎 曰、 今 は 

御 運 已に盡 き： S ふ。 三人 心 を 一 にし、 快く 戰死 せんと。 三 左 衞門聽 かす。 彼等が 望 

に 任せん と、 三人の 大小 を、 新 藤 提げ 行き、 其 勢の 內 にて、 片目の 男へ 渡せば、 鄕人共 

道 を 開きけ. 三人 は 虎口 を 遁れ、 足早に 逃げ延び、 漸々 山道 を 出で、 備 前へ 行かん 

とせし が、 敵 八方に 滿ち、 落人 を搜 すと 聞きて、 然 らば 薩 摩へ 落 行き、 島 Si を賴 み、 一 

の 程 を 見ん とて、 又 間道 を經 て、 累 ：0 苦 辛して、 漸く 鹿兒島 城下に 至.^、 便宜 を 求め 

案内す。 島 津義久 之 を 聞き、 城 中へ 招き 入れ、 對 面する に 刀な し。 殊に 穢服 をお し、 

且道 すがらの 難 苦に 衰へ 果てた る體、 非人に 似て、 秀 家と は 思 はれす。 篛久 も大に 
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呆れし が、 追中納 言た る 人の、 我 を賴み 辛苦し、 遙々 愛 迄 來られ し 痛 はし さよと、 互 

に 往事 を 語. o、 纏應 しける。 秀 家の 長男 侍 從家规 は、 備 前の 留守たり しが、 備 前へ も 

討 手 向 ふと きて、 城 を 立 返き 父の 行末 を 尋ね、 終に 薩 摩へ 來 り、、 夂子 共に 義久 を賴 

まる。 義久 熟思す らく、 常 家も旣 に滅」 しせんと せし を、 御憐愁 にて 本領 安堵す。 然 

る に秀 家父 子 を隱し 置く 事 聞えば、 我が 科な らん • 所訟 委細 を 言上せ んと、 本 多 佐 

渡 守 方へ 使者 を 遣し、 今度 愚息 兵 庫 頭、 某に も 申 聞かせす 御 敵對、 巳に 累代の 島 律 家 

御斷 ちと 思ふ處 に、 御 慈悲 を 以て 本 傲 安堵す。 高恩 謝する に 物な し。 然る 處に備 前 

中納言 父子、 我 館へ 駆 込み、 一 .M 賴む 故、 是非な く 扶持す。 父子の 一 命 を も 御 助け 給 

はら 上の？ 恩な らん • 此旨 宜しぐ^ 入る とい ふ。 本 多 之 を 言上す るに、 彼 父 

子 は 張本人、 且惡行 不義 多し。 速に 出さるべし。 急 度 死刑に 行 はんと、 嚴 しく 御 返 

答ぁh^• 島津 修现大 夫義久 入道 寵伯、 重ねて 歎き 拆へ、 窮鳥 人つ 懷獵 人不 ^ 殺 V 之、 况人 

倫 を や。 是を 出して 誅戮 させ、 我れ 何の 面目 か あらん。 願 はく は 父子の 命 入道に 賜 

よら ズ、 有難く 存 すべし • 若 叶 はすば、 秀家 と共に 自殺すべし i いふ。 家康 公、 島 * 


刑 丈 家 

島 家 

へ チタし 


が 訴訟 も默止 f 難し。 其 上前 田 肥 前 守 利 長の 妹聱故 .兩 家へ 對し、 秀家 父子が 死刑 

を 免許 あり、 豆 州南瑜 八丈島 へ 流す ベ しと 仰 出さ る。 義久 大に悅 び、 父子 A (に 彼 島 

へ 送る。 息 家 親 は、 彼 島へ 行き 、程なく 病死す。 秀家は 長命、 爱 年月 を經れ ども 厚 免 

なく、 剩へ彼 島の 者に、 誹謗 蘭 群し なぶ， - 憎まれ、 難苦甚 しさに、 あはれ 存生の 內、 今 

1 度 花 志 摩が 所へ 行き、 米飯 を 〈はして 死せば、 生前の 思 出な らんと、 朝 慕 歎 かれけ 

るが、 此事 何として か 風の 便に 聞きて、 花房 甚だ 痛 はしく 思 ひ、 此段  一 ±ー1 し、 年 

年 糧米を 贈る。 諸人 其の 志、 本 を 忘れざる 事を感 す。 新 藤 三左衞 門. 黑田勘 十郞ニ 

人よ a 迄 供し、 主人の 先度、 見，. S けたし と 願へ ども、 免し 給 はす。 薩麼 よりおされ 御 

對面 あ， -。 汝等 二人、 數ず X の 中に、 秀家を 見放さ t 共に 戦場 を 遁れ、 遙に薩 州 迄 

落 行きし は、 如何なる 術 をお § したる ぞ。 其 節 秀家を 尋ね 搜 させし に、 國 中に 怪しき 

人を見たるともぃふ^^なしと、不審し^ふ。 兩人 謹んで、 落 行きし 風情、 主人 を 諫め 

し 次第、 且南近 江の 山里の 難、 主從の 大小 を、 鄕 人の 內色黑 く 長 高く、 年 四十 計なる 

片 目の 男に 渡す。 其 故 は、 キ； 君秀 家の 大小、 先 づ彼刀 は 赤松 數 代の 重 寶、 天國 とい ふ 

W 十七 萬 四千 石餘 備前黄 門秀家  一一^ 


古今 武家 盛衰 記 卷第 十二  一一 》 ^へ 

名劎 なる が、 赤 sue の 時、 故 ありて 直家是 を讓. り 得た に 脇差 は 太閤の 御 差 料、 二 

字吉光 朝鮮 渡海の 時、 秀家拜 佩 致されたり。 斯樣の 名作 共 なれ ども、 命に は 替へ難 

く 渡せし が、 後日に し 御 詮議 もや あらんと 思 ひ、 驗 ある 男に 渡せし と、 委細に 言 

上 すれば、 甚だ 感じ、 共に 御家人と なし 給 ふ。 其 後 黒 田 をば、 島 津義久 願 を 達し 家人 

とす。 偖 南 近 江の 山里 を 御 穿鑿 ありし に、 片目の 男持ち 來り、 其 大小 を 見 給 ふに、 新 

藤が 詞聊違 は ざり しかば、 彌其智 深き を 感じ 給へ b とな b つ 〇 或老士 曰、 將の智 愚、 

天地の 違 あり。 關が原 軍に、 島 津義弘 は、 七 千の 勢に て 無雙の 働し、 猶 手勢 殘り、 大 

軍 を斬拔 け、 遙に薩 州 迄 S く。 立 花宗茂 は、 千 二百の 勢 一 人 も 散らさす して、 遙に筑 

後 迄 返く。 宇喜多秀家 は、 二 € 三千 餘人 を從へ 出で、 一 日の 內に 只主從 三人に なり、 

剩へ 土民に 刹ぎ 取られ、 近 國の備 前 迄 引退く 事なら す、 淺 ましき 風情して、 薩 州へ 逃 

げ 行き、 莴 人の 笑穩、 指頭の 謗 を 受けら る。 四 人の 家老 あらば、 たと ひ 敗軍す とも、 

難なく 備 前へ 返き、 島津. 立 花が 如く 御斷 りせば、 斯く 家運 は 傾く まじ。 鳴 呼 其 主た 

るの 難き かなと 評す • 或 云、 秀家滅 C は 評すべ からす • 天の 责 なり。 父 直 家、 浦邊に 


取 立てられ、 其 厚恩 を 忘却し、 主 を 追 ひ 奥 を 殺し、 聱に毒 飼し、 其外兩 州の 城主 頒主 

等、 僞謀 非道 を盡 し、 是を 害し 地 を 奪 ふ • 一  旦邪威 を 振 ひし かど も、 終に 信 長に 攻伏 

せられ、 劍へ 難病 を 受けて 死す。 息秀 家い かなる 宿 善に や、 び 備前國 主と 成り、 暫 

く 安樂す とも、 天 豈無遒 を 守らん やと 評判す。 家 康公是 を 聞 召し、 世人の 評尤 なり • 

秀家因 架の 理 とはい ひながら、 石 m が奸 智に與 する ぞ拙 なけれ。 石 出 も 又、 此 大望 

は 思 ひ 立ちし が、 1* 一の 極理を 知らす。 我れ 石 ならば、 秀 家が 怒 を 《 め、 四 家老 を 

歸參 させん • 大名に て 無二の * 方た る秀 家が 人 數を虛 にす る は、 石 田が 愚な り • 四 

IS は、 秀 家が 5 目鼻 口な り • 人の 家 を 人の 身 に准じて 見よ。 心 は 主人、 耳目 鼻口 は 家 . 

老、 手足に 諸士、 身 は 領分の 民な り" 秀家 身心 手足の 人數 多し とも、 耳目 鼻口な し • 

安ん ぞ全 きこと を 得ん や。 是 故に 將 たる *^、 諸 士を仕 ふに ffl 心すべし。 千 人に 千 色 

なれば、 其 心 和合し 難し。 古歌に も、  - 

心 だに わが tt ならぬ：？ ^中に 人の 反く はとが ならば こそ  - 

然れ ども 將の心 1 つ にして 二 人の 心 一 和す る ものな り • 1 昧の本 は、 それ，^ r 
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たる 事 を 動め さすべし • 良 醫の藥 を 用 ふるが 如し. 秀家 は、 岡 越 前 守が 良藥を 用 

ひや、 畏船紀 伊が 毒 藥を用 ひ、 家を滅 し、 惡名を 末代に 殘す。 何程 君の 爲に勤 仕す と 

も、 善人 i 和せ すして、 或は 讒し 或は 惜み猜 む 者 は、 せ. 《君の 大敵な， と宣 ひけり • 

宇喜多 家 四臣傳 

秀 家の 老臣 四 人 は、 家康 公へ 召 出され、 二 S 石 づっを 賜 ふ • 中に も 宇喜多 左京亮 成 

正 は、 秀 家の 一 族隨 一 の 老臣、 勇猛 短氣、 關が原 にても 無雙の 力戦し、 御感に 預かり、 

後 累に御 加 恩 あり。 石 見 州 津和野 城主 三 萬 石を頜 す， 是 より 先、 宇喜多 は 不吉と て、 

氏 を 坂 崎と 改め、 從五 位下 出 羽 守と 號す。 男子な く、  二 女 あり、 共に 美麗。 一 人 は 伊 

丹 播磨守 勝 長に 嫁し、 大隅守 勝 政 を產ひ • 一  人 は大村 因幡 守 純 長の 母な り • 元 和 元 

年 五月七日、 大坂 落城、 火 を 掛け、 秀賴等 自殺の^、 兩 御所 天 樹院殿 を 痛 はしく 思 召 

され、 誰に もせよ 城 中へ 入 是を伴 ひ 出 づる者 あらば 、貴賤 を 選ばす 是を賜 嫁し、 

且賞祿 を 賜 はらん i 仰 出さ るれ ども、 數 萬の 御家人、 互に ほと 目 を 見合せ たる 計な 


時に 成 進み出で、 賞 祿 の望聊 なし • 日頃の 御 厚恩に、 今 ：= 一命 を獻じ 謝し 舉 

ると て、 一 文字に 城 中 猛火の 中へ 飛込みし が、 何として か搜 しけん、 難なく 忽ち 天榭 

院殿を に 引 掛け 馳せ歸 る， 兩君 甚だ 御喜 悅 あり • 誠に 汝が 働き 神妙、 一人 常 千、 

約束の 如く 汝が 室に すべし と宣 ひ、 忝くも 扇 を 以て 成 正 を 扇ぎ 給 ふ- 諸 軍勢 悉く 羡 

み感 や。 然るに 此姬 君、 坂 崎が 色黑 く、 手足 肥満し 荒れた る を 嫌 ひ 給 ふか、 御 歸陣の 

時、 勢 州 桑 名 渡に て、 本 多 K1. 八郞 御座 船の 遲引を 怒り、 水 主 揖取等 へ 下知す る體、 智 

勇備 はり、 色白く 美男に て、 諸將 に 勝れ 見えけ る を御覽 じ、 家康公 へ對 ひ、 今度 我 身 

をば、 坂 崎 出 羽 守と やらん が 妻に、 仰 渡さる とな，. Z 此儀は 御 を 蒙らん • 佤本多 

八郞 方へ 遣され ば、 上意に 隨 はんと 宣ふ 故、 御機嫌 損じ、 大に 怒り 給へ ども、 姬君 

肯ひ給 はす、 押して 遣され ば、 自害 せん i なり • 兩君贈 諫め 給 ひ、 且御 出頭の 女中 を 

以て、 種々 意見し 給へ ども 承引な く、 終に は 平八郎 方へ 入 輿し 給 ふ。 然るに 如何な 

る 過失 や あり けん、 坂 崎 成 正に 切腹 仰 付けられ、 家 永く 斷 絶す。 まちく にして 

其 故を詳 にせ や • 誠に不盧の事共な.-ノ^?|人成^か.？£|ほ^-ー』！1.っ。る 岡 越 前 守 は 忠勤 
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せし： f: 、明 石 掃 部 全 登が iii なり、 大坂亂 に、 城 中へ 密通し 顯れ、 元 和 元 乙 卯年 七月 

九 H 、是具 山妙顯 寺に 於て 切腹。 息- キ內 は、 罪 父に 倍す る 故、 斬罪 枭首 せらる" 難 波 

軍記に 委し- 戶川肥 後 守. 菅 原 正 利 は、 忠節 を 盡すを 以て、 頻に加 恩 あ..^ • 後備 中州 

都 宇 郡 庭瀨の 古城に 居し、 三 M 石 を 賜 ひ、 老衰 病死す • 遺言に 依って、 三 萬 石 を 四 男 

へ 配分 仰 付けら る。 二 兵衞 ilf に 三千 四 W 石、 三男 平 右 衞門捕 1; に 三千 石、 

四 男 主 水に 千 1 一 百 石、 殘る 1 1 萬 一 一 千 四百 石 を、 嫡男 土 佐 守 正 安 へ 賜 ふ。 正 安 は 宽文九 

己 酉年 四 病死。 二子 あ-り、 遺霄の 願に 依って、 二 男 木工 之 助に 千 五百石 配分、 嫡子 

S 蕃： g 安宣 は、 ^年 十一 一 月廿五 H、 從五 位下 土 佐 守と 受領。 延寶 1 一 甲 寅年 十一 一 月廿 

へ 日 病死。 二子 あ. り 、遺言の 願に 依って、 二  Z 力 土 千代へ 千 石 配分。 然るに 嫡子 縫 殿 助 

疱瘡に て、 延寶七 己 未年 十 一 月 三：：： 早世、 九歲。 愛に 至って 四代戶 川の 嫡家斷 絶す • 

^れ ども 舍弟土 千代に 五千石 賜 はり、 主計 介に 改め、 專ら勸 仕す • 其 外內藏 助. 主 膳. 

主 水 • 木工 之 助 等の 一 族、 皆繁榮 す。 花房 志 摩 守の 一 家、 別儀な く 子孫 能く 勸 仕す • 

或 評に 曰、 君 君たら すと も、 siR たるの 道に 背く。 前 ra. 增田 へ 預けられし 上 は、 關カ 


原 へ 忍 び 向 ひ、 主君の 先途 を 見屆く ベ き に、 御當家 へ 羼し、 主君 秀家 へ 弓 を 引く  - 』 と、 

尤も 身 を 立て 名 を殘す は、 先祖への 孝道と は雖、 生を攻 むる は 法に 過ぎた 花房 

1 人 故 恩 を 忘れ や、 糧を 贈りて 其 難 若 を 傷 救す。 彼 家の 子孫 繁昌 亦宜 なる かな • 
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太閤の 養子、 梭小早 川 左 衞門督 隆景の 家督 を繼 ぎて、 筑前州 卅三萬 六 千 百 四十 石 を 

領 せらる • 實は木 下肥 後 守 家定の 三男に て、 若 狹守勝 俊. 宫 內少輔 俊 房が 舍弟 なり 

しが、 伯母 政所の 願に 依って 立身 せらる • 太閤、 昔 木 下 藤吉郞 たる 時、 前 田 又 左衞門 

尉 利 家、 其 妻女な きを 悔み、 信 長へ 內意を 伺 ひ、 淺野又 右 衞門尉 長 勝の 女 於 佞 を 謀 

して、 藤 吉郞に 嫁す。 此 由緒 且 武勇 ある を 以て、 後 利 家に 大祿を 賜 は， -、 從 三位 大納 

言 迄に 任す。 彼 於 佞 殿 は、 北の 政所と 稱す是 なり。 是 故に 太閤 末期、 利 家 を 秀賴の 

守と 賴 まれ、 天下の 要式 密事 を、 只 一 人に 遺言 ありし が、 翌年 利 家 も 逝去 故、 大老. 五 

奉行. 中老 各 阿黨を 組み、 大亂に 及びぬ。 借 彼 政所 太閤に 對ひ、 我 は 木 下家 定が 妹、 其 


胷早秀 
す 川 秋 
氏 、 

小 


姓 あやしき 者 なれ ども、 殿下の 驥尾に 付きて、 今 は 北の 政所と 尊敬せられ、 何 不足な 

し。 然れ ども 唯 儲 君 を 産まざる を 歎く  • あはれ 兄 肥 後 守の 子供 一人 御 取 立て 賜 は 

らば、 此 上の 厚恩な らんと 願 はる • 玆に 因って 三男 秀秋、 武の 器量 ある 者と 見 ゆる 

とて、 是を呼 取り、 御 猶子 三 好 孫 七郎秀 次の 弟と し、 大祿を 賜 はり、 從 三位 中納 言に 

任せら る。 其 頃 毛 利 輝 元に 實子 なき 故、 秀秋を 養子に 賜 はらんと 內談 ある こと を、 

小 早 川 聞きて 思 へ らく、 太閤より、 輝 元の 家督 を 仰 付けられば、 辭 退す とも 叶 は じ • 

輝 元は 毛 利の 嫡家、 他人に 嗣 がせん こと、 先祖への 不孝、 我 は 元 就の 三お 庶干 なれば 

實子 のな きを 幸 ひ、 我 家督 は 他人へ 渡しても 苦しから じ • 此方より 豫め秀 秋 を 申 

請け、 小 早 川 家を讓 り、 毛 利の 家 は、 元 就の 七男穗 井田 伊豫 守 元淸の 嫡子 3. 斐守秀 元、 

心剛 にカ强 く、 智謀 あれば、 彼に 繼 がせん と 巧み、 或 時 太閤の 前に 出で、 某 漸く 年老 

い 死期 遠から じ • 實子 なき こと を 恨む。 恐れながら 御 養子 秀秋卿 を、 隆录 養子に 仕 

.5、 家嗣 たらしめ 給 は、 有難 からん と 言上す • 太閤 喜悅 あり、 此方より 所 せんと 

思 ひしに と て、 遂に 秀秋を 賜 は， - ければ、 隆景悅 び、 小 早 川 左衞門 督と號 し、 我 身 は 
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隱 居し、 家 を讓ら る. 故に 金吾秀 秋と 稱す • 秀秋 生得 血 氣の將 にて、 古法 を 破り 非 

道 を 行 ふこと 多し • 小 早 川の 舊臣 等、 諌 むれ ども 可 かす。 却て 手 討に し、 或は 切腹 

させ、 追放し 閉門せ しむ • 老臣 杉 原 下野 守、 命 を 捨て、 諫め 論す。 秀秋曰 、汝が 意見 

尤な がら、 養父 隆景の 時代と、 今 我が 時代と、 世と 人 i 大に 替れ り， 汝が諌 に 任せ 仕 

罱 せば、 秀秋 は、 下野が 思案 を 借りて、 國 家の 政務 を. 汰 すと、 世上 風 間せ ん. 然ら 

ば 我れ 何の 面目 ありて、 筑前守 を名乘 らん や。 無用の 諫言の 見懲 にせん とて、 村 山 

越 中と いふ 者に 命じて、 殿中に て 杉 原 を 刺殺 さしむ • 之 を 見て 心 ある 士、 暇 も 乞 は 

す、或は去.^或祸と稱し、或は！？^5、或は諸寺諸山へ佛詣參龍に事寄せ分散して、家 

屮 頗る 騷勸 し、 國民 困窮す • 太閻 驚き 怒. り、 山 口 主 蕃頭盛 政 を 遣され、 隆景の 時代の 

如く 政務 を 沙汰し、 且其 不義 を諌 めさせら る • 山 口 則ち 諌 言し、 政事 を 取 捌く。 秀 

秋 是を怒 b  、家中 國民、 し 山 口が 政 法 を 用 ふる 者 あらば、 急 度 罪科に 行 はんと 觸れ 

たりけ る。 山 口 聞き 大に 憤り、 秀 秋に 對ひ、 君の 御爲を 大切に 思 召さる、 故、 殿下、 

某に 命じて 諫言し、^ 政務に 預 らしむ • 是を用 ひ 給 ふま じと は、 殿下への 不孝なら 


ん。 今度 山 口下 知す る 儀 は、 皆 殿下へ 內意を 得て、 私の 行に あらやと、 怒^して 諌 言 

すれ ども、 秀秋聞 入れ や、 猶 惡 行 募り、 却て 山 口 をも誅 せんと 計る" 盛 政大に 驚き、 出 

仕 を 止め、 太閤 へ 仔細 を 言上す る 故、 忽ち 筑前を 召 上げられ、 越 前 北の 庄 へ 配流す • 

^つて 彼 地へ 赴き、 物哀 なる 體 にて 幽居す • 然る 處に 家康 公、 種々 御 取 成 ある 故、 程 

なく 御勘氣 免許 あ-.、 筑 前へ 歸國 せらる。 秀秋 喜ばる • 然るに 太閤 薨後、 石 田、 幼君 

の 下知と 號し、 秀秋を 催促す。 秀秋 li へ らく、 七 歳の 幼君、 斯る 大儀 を 下知 あらん， 楳 

なし • 是は石 田が 逆 意 ぞと推 曰 S し、 先づ 催促に 應じ大 坂へ 赴き、 能く 其 實否を S マし 

んと、 M 評定 もせす、 風 氣と稱 し 出合 はす。 養生の 爲と て、 鷹 野 川 狩し て = を 送ら 

る。 石 田 怪しみ 疑 ひ、 伏 見 城 を 攻めさせ、 敵 味方の 實否を みん と、 彼 城 攻を申 送る 

に、 秀秋肯 ひ、 京都 へ 赴 さ 政所に 謁し、 今度 三 成、 幼君の 仰と し、 伏見城^^？を申送 

る • 是 幼君の 威を假 りて 諸將を 語ら ひ、 徳川家 を滅 し、 己れ 天下の 權 抦を恣 にせん 

との 巧な h,。 徳川家へ は 嵐す とも、 三 成が 下知に 從 はん は、 誠に 口惜し • 然れ ども 

內府今 奥州 へ 下向、 上洛の 程 も 計. - 難し • 若し 城 攻を辭 S せば、 石 w が大笨 我を& 
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めん • 如何して 可な らん • 政所の 曰、 汝 が言尤 な， 然 らば 先 づ伏見 城 を 攻めよ， 

幸 ひ 汝が兄 若 狹少將 勝 俊 城 中に あり。 汝 城を攻 むる とも、 勝 俊 下知して 引 入れん • 

其 時 城兵と 心 を 合せ、 內府 上洛 迄、 命 を 全うし 籠城せ よ。 內府 上洛の 後、 大坂 へ 赴き、 

^實 否を钆 明せ よ • 若し 秀賴の 下知に 決定せば、 屬 すべし。 我 も 當時秀 賴の母 分な 

れば、 たと ひ 間 弱の 幼君な， 0 とも、 我へ 對 して * 方せ よと、 細々 と 諌言 せらる， 秀秋 

畏る とて、 尺 見へ 向 はれし が、 城兵 は 勝 俊に 隔 心しけ る 故、 勝 俊 は 手勢 を 引分け ノ洛 

の 三本 木 城へ 立 返く。 之に 依つ て秀 秋の 內談 相違し、 是非な く諸將 と共に 城へ 向 

ひ、 手勢 は 八 千 餘人を 雁行に し、 R の 方 を 受取り、 慶長五 庚 子年 七月 廿九 n よ. 9 、共 

に 短兵急に 攻めし 故、 八月 朔日、 終に 落城す • 家康 公の 御 留守居 西の 丸 大將松 平 左 

衞門尉 親 正 首 は、 秀 秋の 家人 比 奈津角 助 • 田 島 甚左衞 門 二人し て 相 討に す， 又 本 九 

の 大將內 藤 彌次右 衞門尉 家長 を も、 田 島 甚左衛 門 討 捕 h^、 秀 秋の 軍功 諸將に 勝れし 

に 由って， 三 成 は 牀儿に 腰掛け、 秀 秋の 軍功、 家人 等が 高名 を 感じ、 褒美 を 出す • 秀 

大に 憤り、 我 は 太閣の 養子、 官祿も 高き に、 家臣 同前た る 身が 床儿に 上り、 我に 褒 


康秀 

に-秋 
內 、 
通 家 


美 を 出す 慮外 さよ • 併ら 奴 を 討って 捨てば、 我 も 犬 死 せん • 彌石 田が 逆意ぞ と、 牙 

を 嚙んで 堪忍し、 我 は 美 濃 口へ 出陣す • 汝は心 次第に、 何處 へな りと も 出で よと 

上に 云 捨て、 石 田が 前を乘 破り， 江 州 高宮に 至り、 家臣 平 岡 石 見守. 同 舍弟長 助 を 江 

6, へ 遣し、 早く 御 上洛 候へ。 石 田と 御 一 戰の時 必す裏 斬し、 忠 戰を勵 まんと、 悉く 是 

を 申 送る。 倍 家康公 は、 景勝 を 諸將に 拒が しめ、 九月 十四， 日に 御上 着。 秀秋 軍使 を 

以て 兼ての 約に 任せ、 明日 軍 最中、 必す裏 斬 せん。 其 節の 相圖に は、 菩提 山に て狼烟 

二 筋 上げら るべ し。 其時秀 秋、 极尾 山よ， o、 驀地に 斬って 下るべし • 其 勢の 相 印に 

は、 白き 幣を、 射 向の 高 紐に 付け 候と 申 送る。 脇 坂 中 務少輔 安治. 小川 土 佐 守 祐忠. 朽 

木河內 {t 利 綱. 卒野遠 江 守 長泰. 赤 座 久兵衞 尉 も、 各 連判の 誓紙 を 以て、 裏 斬 せんと 申 

送れば、 御喜 悅 あり。 恩賞 尤戰 功に よるべし と、 面々 に 御 返答 あり。 . 明 くれば 九月 

十五日、敵^^方凡#餘萬人、關が原へ出張し、軍始まり攻め爭ふ時に、小菓又市、家康 

公の 御前 へ 出で、 今朝より 菩提 山に て、 狼烟 度々 揚ぐ れ ども、 霧 深き 故 見えざる か、 

又心變，^せしか、秀秋の備、敵眛方見分難しと言上す。 然 らば 鐵炮を 打 掛け、 其 様子 

四十 七 萬 四千 石 金吾黃 門 秀秋  0^ 


秀秋、 大 

谷 吉隆と 

戰ふ 


古今 武家 盛衰 記 卷第 十三  s(0 

を 見よ と 仰 あ. o。 本多忠 勝の 手より、 鐵炮數 千 挺 一 同に 打 掛け ゝれ ば、 秀 秋の 1 1 萬 

餘人、 尾 山 を 一 文字に、 大谷吉 隆が陣 へ 破って 入り、 其 先手 は 野 主馬. 瀧 川 出 雲 • 

篠治兵 庫. 掘 目 勘 兵衞. 菅田四 郎左衞 門. 布目 新 平. 田 中 甚左衞 門 等な り。 大谷 豫め是 

を 知、 り、 待 儲けて 戰ふ 故、 秀 秋の 大軍、 利 を 失うて 敗走す。 脇 坂. 小川. 朽 木. 赤 座 .卒 野 

等 は、 大 谷が 戰ひ 疲れし を見濟 し、 大, 村 小 野の 邊ょ ，り 、俄に 鬨を 作り 鐵炮を 打 掛け 

火急に 殺 倒す。 大谷等 不意 を 討 たれ、 殊に 荒 手の 多勢に 駆 立てられ、 大谷. 平 塚. 戸田 

內記等 を 始め、 悉く 戰 死す • 之 を 見て 石 田. 小 西. 宇喜多. 安國寺 は、 藤 子 川 を 渡り、 小 

池 村 を 弓手に 見て、 伊吹山 邊へ 逃げ走る。 又 南宮山 粟津原に 備 へし 毛 利 秀元. 長^ 

我 部 盛 親. 吉川廣 家 等 は、 ー戰 にも 及ばす、 山 傅へ に、 南 を 指して 敗走す。 其 外の 諸將 

も、 共 崩れして 逃散れば、 忽ち 關 東方 勝利 を 得たり。 旣に軍 散 じて 後、 秀秋 は、 總勢 

を 松 尾 山に 殘し 置き、 &岡石 見. 篠治兵 庫 4 野 主馬、 外に 小 性 三人 を 召 連れ、 御陣へ 

來參す • 家康公 床几より 下. >  給 ひ、 御對面 あ. -、 今日 秀 秋の 合力 故、 戰利を 得た b ヽ 

向後 は 江戸 中納言 同意に 存 すべし i 宣 ふ。 秀秋頭 を 地に 着け、 n# しと 申さる • 次に 


脇 坂 等 も、 皆 從者ー 二人 づっ召 連れ 來り、 拜 謁する に、 H$ き 上意 あり • 各 悅び歸 

ける。 家康公 • 其 後 村 越 茂 助 を 以て、 秀 秋へ、 石 田が 居城 佐 和 山城 攻を 頼み入る と 仰 

遣され しかば、 畏る とて、 其れより 直に 佐 和 山へ 向 ひ、 昨日 大谷 等に 討 負けし 恥辱 

を 思 ひ、 必死と 極め、 自ら 眞 先に 進み、 牙 を 嚙み身 を 揉んで 措 揮せ し 故、 忽ち 城を攻 

落す。 家康 公御感 あり、 宇喜多秀家の 闕國備 前. 美 作 1 一州、 凡て 四十 六 萬 六 千 七 百 石 

を 賜 ふ。 秀秋 甚だ 悅び、 猶 忠勤の 處に、 其 翌年 風 氣と稱 し 保養せられ しが、 次第に 病 

重く、 十月 十八 日、 終に 逝去、 時に 廿六 歲。 實子 なき 故、 家 永く 斷絕 す。 元 來血氣 の 

將 にて、 不義 非道 を 行 ふ。 一 旦小早 川の 家を嗣 ぎ、 且ニ 州の 大守 とな • り 、官祿 高し と 

いふと も、 天豈 無道 を 守らん や。 幾年 月も樂 ます、 嗣 なく 頓死、 家名 斷絕 せし は、 誠 

に 天の 責な りと、 世人 舌を卷 きて 流言せ り • 

一 萬 石 平 岡 石 見守 重定 

重定 は、 秀秋隨 一 の 老臣、 -观め 太閤^ 近臣た， りしが、 秀秋 大名と なる 時、 太閤、 是を諫 
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言の 臣に傅 けらる。 程なく 小 早 川 家を嗣 ぎ、 筑前 を頜す 時、 13- 岡に 三 萬 石 を 賜 はる • 

重定 智勇 備は， -、 禮 正しく 仁 あ， -、 血氣 猛烈の 秀秋を も、 恐れす 諫め、 先年 太閤の 御 

勘氣を 蒙り、 筑前歿 收の時 も、 1^ 岡 一 人心 腑を碎 き、 家康 公へ 訴へ、 御 不審 を 取 繕 ひ、 

石田亂 にも 是を諌 め、 家康公 へ 手 入して、 裏切の 事 も 相 究め、 其 使に も、 le. 岡 兄弟 江 

！ I； へ 下り、 石 田が 手配 諸將の 評議、 悉く 內 通す。 此忠心 を 褒美 あ b 、秀 秋滅 ぶれ ども、 

卒岡は 召 出され、 濃 州 德野ー 萬 石 を 賜 ふ • 老衰して 病死す。 息 石 見守 定當 家を嗣 

ぐ， 後亂 心して 不行迹 多 か， - しが、 遂に 上聞に 達し、 忽ち 所領 召 上げら る • 

^^曰、此惡事遠盧ぁ，.^て記さゃ。 然れ ども 父 石 見が 忠節 故、 息 市 十 郞賴重 を 召 出 

され、 新に 二 千 石 を 賜 ふ。 賴重實 子な し • 有 馬 左衞門 入道 假 宿の 三男 $： 織 を 養子 

とし、 家督たら しむ。 延寶元 癸 卯年 十二月 十二 日、 相違な く 仰 付けられ、 大 夫に 任 

じ、 岡 伊織と 稱 すと 云々。 

秀秋筑 前 を頜す 時、 不行 迹砍、 白 畫に立 返き し將 は、 稻葉八 右 衞門尉 正 成。 Iff- 

堀 田 勘 左 衞門尉 正 利。 I 顿仰父 齊藤角 右衞門 等な り- 始終 稻葉石 見守 傳 中に 記す • 


廿三萬 五千石 墟尾 山城 守忠晴 

出 雲 州 松 江 城 生、 從四 位下 侍從 たり • 忠晴の 父 は、 出 雲守忠 氏、 祖父 は帶刀 先生 吉晴 

なり。 吉晴 は、 尾 州 住人 堀 尾 中 務少輔 橘 吉久の 嫡子、 童 名 仁王 丸、 後 小 太 郞と號 し、 

又 茂 助と 改め、 帶刀 先生 吉晴 と稱 し、 武名 世に 鳴る。 1S め 太閤 未だ 木 下 藤吉郞 とて、 

信 長の 馬 廻た る 時、 故あって 小 太郞を 扶持し、 軍 場 毎に 召 連れら る、 に 、戦功 擧げて 

數ふ ベから す。 就中 其 頃 淺井備 前 守 長 政、 主君 佐々 木 御所 を 追 出し、 江 州 を 奪 ひ、 信 

長を滅 し、 美 濃. 尾 張 をも領 せんと、 江州橫 山城より 出張す と 聞きて、 秀吉、 小太郎 を、 

濃 州 岐阜 城 へ 遣し、 信 長 へ 注進す。 小 太^ 旣に 使し、 直に 歸ら す、 橫 山城 へ 向 ひ、 淺 

井が 候の 兵の 首 を 取 來り獻 す。 秀吉 大に悅 び、 小 太郞を 連れ 岐阜 へ 赴き、 委細 披 

露 あり • 信 長大に 感 賞し、 藤 吉郎は 名譽の 若者 を 持てり。 誠に 無雙の 勇士、 盛年の 

程 思 ひやら る • 今日より、 我れ 所望して 扶持 せん。 猶忠 戰を勵 むべ しとて、 御 腰 物 

を 賜 はる。 偖 淺井長 政 は、 江 州 小 谷 城に 籠り、 父 下野 守久政 は、 同 州 虎 御前山に 陣し、 

廿三萬 五千石 堀 尾 山城 守 55 晴  一 
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往來を 留めて 猛威 を 振 ふ。 此時信 長 は、 朝倉義 景を攻 め んと て、 越 前 へ 向 は れ しが * 

^井 父子 朝 倉と 內 通し、 前後より 取 狭み 討たん とする 由 を 聞き、 引返して、 虎 御前山 

城へ 寄せら る • 時 は 天 正 元 癸 酉年 八月 廿 六日な. 9。 同サ 七日、 秀吉 は、 京 極 嶽に上 

、淺 井久 政 を、 手痛く 攻めら る、 故、 翌廿 八日、 居城 を 捨て 出奔す。 信 長 も、 翌 * 九 

日、 長 政を攻 落さる。 淺井 父子 は、 身の 置 所な く 自害す。 此 合戦に、 小 太 郞無雙 の 手 

柄 三度 迄して、 敵 味方の 目 を 驚かす。 信 長 始めて 感狀を 賜 はり、 秀吉は 持 餘を與 へ 

らる。 江 州 軍記に 委し • 同 三 乙 亥年 五月、 參 州長篠 軍に も、 武 田家の 強兵 村 岡彌太 

夫 を 組 討に し、 其 首 を、 家人 西 村 小 助に 持たせ 置き、 又 敵陣へ 駆 入り、 金冑 唐の 頭 付 

きたる 敵と戦 ひ、 冑共に 討 取り、 秀 吉へ獻 や。 則 信 長へ 披露 あるに、 堀 尾が 每 度の 手 

W  、舉 げて數 へ 難しと て、 手づ から 菓子 を 賜 ふ。 今年 秀吉、 從五 位下 羽 柴筑前 守と 受 

領、 小 太 郎も茂 助と 改む. 倍 攝州阿 泉 寺 軍に は、 先手に 進み、 鎗 下の 高名す。 又佴 

州 尾 白山 合戦に も、 先手 を 望み、 信 長の 供し、 強敵 i 太刀打ち 互に 手 負 ふ を 見て、 信 

長の 旗本より 津田小 八 郞駆來 り、 堀 尾 を 救 はんとす。 茂 助 膝の 口 を 切られ、 外 七 ケ 


所 手 負 ひながら、 大に 怒り、 敵獨も 討ち 得す、 津田 殿の 力 を 借るべき 謂な し • 其に て 

見物し 給 へ とて、 件の 敵 を 斬-^ 伏せた. 翌年 播州 三 木の 附城 洞が 峯 軍に、 母 衣の 

役に て 高名。 同 州 甲 月 城 後 卷の時 も、 敵 大勢 出向 ひしに、 茂 助、 宫田善 八郞と ニ騎駔 

出で 拒ぐ。 宮 S は 戦死し、 堀 尾 は 敵 三騎討 取. -、. 其 外 を 追 散らして、 本陣へ 歸る。 同 

八 辛 未年 二月、 播州 三 木 城主 別 所 小 三 郎長治 自殺の 軍に、 谷大 膳好衡 と共に 先陣し、 

大 膳よ 討死し、 茂 助 は 滑 川の 向 迄 働き、 鎗を撚 つて 勇 を 振 ふ。 信 長、 堀 晃が數 度の 

武勇 を 感じ、 感狀と 持 鎗を賜 ふ。 同 十 壬 午年、 秀^^ロ備中 へ 赴き、 毛 利と 一戦の 時、 茂 

助 はすく も 山城 へ 夜中 忍び入 b  、手勢 を 以て 攻 落し、 又 同 州 高 松 城 水攻の 時、 堤 五町 

餘の處 を 受取り、 僅の 手勢に て、 數萬 人の 場所より 早く 成就 すれば、 秀吉を 始め、 衆 

人 悉く 感す。 同年 六月、 信 長生 害の 刻、 秀 吉に從 ひ、 山 崎 軍に、 茂 助 十文字の 缝を燃 

て、 ^智が 者大將 三人 馬上に て 突 落し、 其 首 を 家人 堤 五郎 兵 衞. 柿權八 .秘 田 又 市 

に 持たせ、 猶 大勢 を 突崩す。 同 十一 年 癸未 年 勝家滅 C の 軍に も、 例の 鎗を 持って、 敵 

數人突 落す。 同 十二 甲 申年、 尾 州 長久 手 戦に、 太閤 瀧 泉 寺 表 引取の 時、 拒 殿して 大に 
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戰ひ、 譽を 得。 其 年 濃 州 竹が 鼻 城水攻 にも、 堀 尾 は 南の 砦を攻 取る • 此時茂 助が 家 

來 多く 苦戦し 勇 を 振 ふ。 茂 助 、彼等が 働き 首 帳を獻 や。 太閤 御感 あり、 御 指 料の 脇 指 

を 茂 助に 賜 は り、 其家來 へ は、 御手 づ から 菓子 を 賜 ふ。 御歸陣 後、 堀 尾が 屢戰功 あ る 

を褒 し、 三 萬 石 を 賜 ひ、 從 五位 下帶 刀と 敍 任せら る。 首 數极を 討 取る。 太閤 御感深 

ぐ、 本丸 落城 偏に 堀 尾が 下知 故と て、 唐 織 御明 服 を 賜 ふ。 家^へ は 金 餞 銀 錢を賜 ふ。 

同 十九 辛 卯年、 奥州 九 部 修理 亮攻實 逆 意の 時 も拔驅 し、 本丸 迄攻 寄せ、 竹 束 を 付けて 

攻 むる 故、 城兵 忽ち 降參 す。 奧羽 軍記に 委し。 此外 吉晴の 智勇、 あげて 算ふ ベから 

t 天下 チ 治の 後、 太閤、 吉晴を 召され、 我れ 其 昔 藤 吉郞、 汝 小太郞 とい ひし 時より 予 

に 仕 へ、 數 度の 戦場へ 向 ひしに、 終に 一 度 も不覺 なく 、強敵 逆徒 を討滅 し、 我れ 今 天下 

の主將 となる。 剩へ從 一位 關 白に 昇進す。 是 偏 に 從臣諸 士の粉 骨 を盡す 故な り。 就 

中 吉晴が 戦功. 武勇 感す るに 遑 あらす。 * へ 聞く 鎭守 府將 軍攝津 守賴， 光 は、 寵臣 渡邊 

綱 • 坂 田 金 時 • 笛吹 定通. 浦 邊季武 を、 多 門 .廣 目. 持國. 增 長に 擬へ、 四天王と 號し、 受頃 

させし となり • 汝が 武勇、 彼に 增る とも 劣る まじ。 秀吉武 の 冥利に 叶 ひ、 汝 如きの 


堀 尾吉晴 

家 康に與 

す 


勇4^を持て.c^とてv遠州濱松城を賜ひ、七萬三千石餘の加恩ぁ.^* 凡て 十 一 萬餘 石、 

且 官位 進み、 中老 職と なる。 太閬薨 後、 秀賴へ 忠勤す。 然るに 石 田 逆 謀し、 諸 將を語 

らひ 內府を 討たん と 謀る • 吉晴 元來三 成と 不和.、 家康 公と は 入魂 故、 此企を 間き て、 

慶長四 年、 公 は 伏 見の 向島に 在す 時、 件の 密謀 を內 通し、 才覺を 以て 伏 見 城へ 移し 奉 

る。 此時堀 尾が 內通 なくば、 御命危 ふか b し 事な り。 是 故に 石 田が 支度 大に 相違す • 

公 は 吉晴を 召され、 今度 御邊の 忠節 故。 危難 を遁 る。 此 厚志 忘れ 難し • 子々 孫々 迄、 

如 在 ある まじき 旨 • 井 伊直 政 、ぎ 名代の 誓紙 を 賜 ふ。 同 五 年 庚 子 四月、 越 前 府中 城主 

t 六 萬 石 加 增を賜 ふ。 吉晴悅 び、 濱 松に は、 息 信 濃 守忠氏 を殘し 置き、 越 前 へ 入 

部す。 i^ttl^.; 見 井，？； f りの。 始 此後越 前 敦賀幷 に 關が原 等の 合戦、 功 許 多。 是 故に 太 

}^ 後、 出 雲 由 岐兩州 合 廿三萬 五千石 餘を賜 はり、 雲 州 极江城 へ 入部す。 吉晴 は、 先手 

參 州池鲤 鮒に て、 深手 負 ひし 故、 行步叶 はや、 且 老衰せ る 故、 隱居を 願 ひ、 嫡子 信 鎮守 

に 家督 を讓 る。 忠氏、 此時出 雲 守に 改 ひ • 同 九 甲 辰年 八月 四日、 吉晴に 先立って 卒 

す • 忠氏 は秀忠 公に 仕 へ ， 無 雙の美 童、 御 諱の字 迄 賜 は り、 成長の 後、 智仁 勇備は 
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しかば、 殊に 御 寵賞深 か- 9 しかば、 甚だ 御憐惜 あ. -。 忠 氏の 息 小 太郎、 僅 六歲、 相違 

なく 家嗣 す。 時に 吉晴 上聞に 達し、 小太郎 成長の 間 後見し、 再び 政事 を 沙汰せ しが、 

同 十七 壬 子年 六月 十七 日 卒す、 六十 九歲 なり。 小 太 郞忠晴 は 山城 守；」 受領し、 寬永 

晴 死去 I 三 丙 fS 年 正月、 從四 位下に 昇り、 其 年 は 將軍御 上洛の 供奉し、 同 八月 十九 曰 侍従に 進 

む。 是ょ. -嚮、 慶長. 元 和大坂 兩陣、 善く 戦 ひ、 武名 を 世に 揚げし こと、 難 波 軍記に 委 

し。 兩 君御感 あり、 父祖に 劣らぬ 者と て、 御菓子 を 賜 はる。 然るに 寬永十 癸 酉年 九 

月 廿日、 武 陽に 於て 病死、 時に 卅五 歲。 實子 なく、 養子に 願 ふ。 一族 門 葉 もな き 故、 堀 

ん晴 死去 一 尾 家 永く 斷絕 す。 鳴呼惜 哉。 

世人 評 曰、 吉晴 中老 職に て、 私曲 非道め りし や、 名家 僅 三世に て滅 す。 此 同職たり 

し 生 駒. 中 村 も斷絕 す。 奉行 職 を 司る 人、 能く 是を 考へ誡 めよ。 

五 萬 石 關長門 守 一政 

一政 は、 桓武帝 十二 世安蕩 守^ 淸 盛の 嫡子、 正 二位 內府兼 遠 江 守 重 盛の 次男、 新 三位 


中將越 前守資 盛の 苗裔な り。 篥盛 は、 父の 惡行を 諫め 兼ね、 治 承 三 己 亥年 五月 廿八 

日出 家し、 法名 淨 蓮と 號し、 同 八月 朔日 逝去。 舍弟美 作 守宗盛 家を嗣 ぐ。 後 天下一 

統 して、 源氏の 代と なる。 資盛は 故 あ つ て、 勢 州 鈴 鹿邵關 谷の 久我 へ 配流、 時に 十三 

歲- 愛に 六 年 閑居の 內、 一男 を 儲く。 賴 朝の 聞 を 恐れ、 潜に 北條時 政へ 預けら る • 

成人して 盛 國と號 す。 北條が 館に て 病死す • 其 子 を 左 近 將監宗 忠と號 す • 此時は 

北^ 相 模守時 賴の代 故、 一 S めて 勢 州 關谷を 賜 はり 領す。 故に 子孫 關を 氏と す。 實忠 

よ. H ハ代關 四 郎盛忠 は、 將軍尊 氏に 灶へ、 勢州龜 山城 主と なり、 數代是 を領す • 一  政 

父 安藝 守 盛 信 入道 萬鐵 は、 江 州の 蒲 生 下野 守定秀 が聱、 故あって 信 長の 勘氣を 蒙."、 

蒲 生 右兵衞 尉 賢秀に 預けら る • 遙に年 を經て 赦免、 織 ffi 三 七 信 孝へ 附 けられ、 本領 

龜出を 賜 ふ。 盛忠 より 盛 信迄數 代、 三 萬 石を領 す。 信 長 歿後 太 閣に屬 し、 太閤 薨後、 

御當家 へ 忠を盡 す 故、 慶長 十五 庚 戌年 七月 十九 日、 一 一 萬 石 加增、 伯 州 黑坂を 改め 賜 

ふ。 是は 一政 代な り。 然るに 仔細あって、 領 知歿收 せられし が、 伊勢 平氏 斷絕 を不 

便と あ， 0 て、 息 兵 部 氏 盛に 五千石 を 賜 ふ。 氏 盛 老衰、 寬义八 年 十二月 十四日 隱： IS し、 

0^ 赌長門 守 一 1«  i 
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剃髮 して 自 閑と 號し、 家督 を 息 左 門へ 讓 ると 云々。 

1 政所 領歿收 のこと， 當左門 某へ 遠慮の ことめ、 りて 記さす。 關 氏の 盛衰 子孫 一 族 

のこと は、 信 長 記 • 蒲 生 記 等に 委し。 
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四十 九 萬 A 千 石 福 島 左 衞門大 夫 正則 

正則 は、 安藝 備 後の 守護、 藝州廣 島 城主な り。 父 は 福 島 與右衞 門と て、 卑賤の 者 • 淸 

和 源氏の 末葉と いひ » ふれ ども、 其 實否未 V 考。 正則 始め 市松と いひし 時より、 晝夜 

武藝兵 道 を 習 ひ 得て、 後 武者修行に 出で、 賢 君 を 求め 武名 を 揚げ、 立身 せんと 窺 ひ、 

終に 太閤に 仕 ふ。 ^に立身し、千石を 賜ず、長 

抦大將 を 司る。 江 州 志 津が嶽 軍に、 正則 一番に 進み、 首 數級を 討 取る。 柳が 瀨七本 

鎗の隨 一 とい ふ 高名 を 賜 ひ、 歸陣後 • 五千石の 感狀を 賜 ふ • 其 後 S 戦功 を顯す 故、 太 

卒後、 天 正 十三 年、 豫州越 智郡今 治 城 十 萬 石 を 賜 ふ。 後 又 九州 軍-小 田原陣 等に、 拔 

駔忠戰 する 故、 十 萬 石の 加 恩， 都合 廿萬 石。 尾 州 淸州城 を 賜 ひ、 從四 位下 侍從 に" 升り、 

，十九 萬 八 千 石 福 島 左 衞門大 夫 正則  § 


古今 武家 盛衰 sp。 卷第 十四  二お 一  . 

羽 柴氏を 賜 ふ。 是 より 先、 天 正 十一 年 十二月、 從五 位下 左 衞門大 夫と 受領す。 是故 

に 正則、 一 命 を 君恩に 輕ん じ、 朝鮮 軍に も忠 戰を盡 す。 然るに 太闇薨 後、 石 田 三 成 反 

逆す。 正則、 三 成と 不和、 殊に 彼が 逆 意と 察し、 家康 公に 屬し、 關が原 御 出馬の 節、 居 

城 llpw へ 入れ 奉り、 饗應 し、 先手 を 望み、 粉 骨 を 碎き忠 戦す。 是 より 先、 家康 公に 

立ち、 東國ょ b 攻 上り、 岐阜 城を攻 落し、 且關が 原の 後、 洛中の 騷 動を鎭 む。 其功不 

, 可-, 勝 計； 家康公御感ぁり、太^5、安藝.備後兩州を賜ひ、凡て四十九萬八千ニ百石 

餘に なりて、 廣島 城に. 入居し、 元 和 三 丁已年 六月 廿 一 日、 從 三位 参議に 昇進す。 然る 

に 同 五己 未年 六月 九日、 兩州 歿收、 正則 流刑 せらる。 其 故 は、 秀忠& 潜に 酒 井 雅樂頭 

忠世 • 安藤 對馬守 重 信. 板 倉 伊賀 守 勝 重. 本 多 上野 介 正 純 •  土 井大炊 頭 利 勝 を 召され、 

東照宮-正則 所 頷歿收 すべし との 御 遺言な り。 是 如何な ろ 御 所存 やらん。 -汝 等，^ る 

や 否と 問 ひ 給 ふに、 互に 目と 目 を 見合せ て、 鬼 角 言上す る 人な し。 時に 正 純 S で 丄 

意の 如く 正則 御當 家へ 屬し、 第一 の 忠節 は、 一年 三 成 佐 和 山へ 逼塞の 時、 石 田 は家康 

一公の 饗 敵た. -れ ば、 道中に て 討 殺さん とて、 馳せ來 りし 七 人の * の 第 一 番は 正則な り。 


正 
m 
集 
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第二、 關が 原の 節、 正則 居城 を 明けて、 柬胎 一宮の 御 本陣と し、 且彼 地へ 先陣 を 勤め、 無 

雙の忠 戦す。 是 故に 安藝. 備後を 賜 ふ。 第三、 先年、 秀賴 ニ條へ 登ら 乙、 時、 御供の 一 

番に賴 み 思 はれし 正則、 俄に 病と 稱し 供奉せ す。 是御當 家へ 二心な き驗 なり。 此時 

加 藤 淸正. 淺野幸 長 は 供奉す。 此時 東照宮、 秀賴へ 御對面 あり • 往昔 を宣ひ 落涙 あ 

-.^ 。 其 後 加 藤 .淺 野が 心底 、頼もしき 事 を 感じ 給 ひ、 尾 張 殿へ 幸 長が 娘、 紀伊 殿へ 淸 

正が 娘 を 媒し給 ふ。 世人 誤って、 是を兩 家の 氣を 取り、 斯く 計ら ひ 給 ふと 稱ふ。 然 

るに 正則 は、 斯く忠 功 深く、 隨 一 の良臣 たれ ども、 法外の 事 ある 故 、東照宮、 常々 E 等 

にも 語.^ 給へ り。 是 故に 左 樣に御 遺言 あ，^ しならん と 言上す。 秀忠 公、 又汝 等に 如 

何なる 事 を 語り 給 ひしゃと 問 ひ 給ぶ。 本 多 曰、 東照宮 は、 諸國 へ 忍び 大勢 を附 置か 

れ、 世事 を 聞き 給へ に 然るに 正則 は、 忠節 深 けれども、 大惡 無道の 將 なり。 其 故 は、 

螭子福 島 A 助 風俗 あしく、 正則に 少し 無 鱧せ、 りと て、 獄へ 押込め 食 を 絶ちて 是を殺 

す。 尤八 助に 罪 ありと も、 幼少と いひ、 殊に 少科、 骨肉 一 體 分身の 情 を、 正則 少し は 

思 ふべき 事な り。 此ょ，.^先、安藝•備後へ入部の時、風甚だ吹く。 正則 « に 乗り、 水 主 
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に 向って 風の 名 を 間へば、 地 あらしと いふと 答 ふ， 正則 大に 怒り、 國 入の 始め、 地が 

荒れて 能き もの かとて、 忽.^ 水 主 を 斬殺す。 又 頷國備 後より、 疊を織 出す こと 名物 

なり。 然るに 他國の 大名より、 江 戶へ獻 する 疊は 美う して、 正則の 獻 やる は、 甚だ 麁 

しと 沙汰 あ. り。 正則 聞きて 怒り、 備後國 辆の疊 問屋 を 呼 寄せ、 他 國へは 能き 疊を賣 

b 、守護た る 我に は惡 きを 賣る。 天下の 評判に 達せし 事の 惜しと て、 疊の 上に 俯せ 

て、 鎗を 以て 自ら 殺す。 是大 夫が 非道な り。 彼 町人が 德 ある 樣に價 を 遣 さば、 何ぞ 

他所へ. 能き 疊を賣 るべき や。 此外 領分の 罪な き 人民 を 殺す こと、 數 知ら や。 又家士 

は、 大小と なく 罪の 輕重を も 礼" さす 、少し 我意に 合 は ざれ は 忽ち 殺し、 或は 自ら 打擲 

す。 第一 私慾 深く、 朝 暮利德 の 事 を 巧み 行 ふ。 是 故に 諸士 人民、 何ぞ 少しも 誤 あれ 

ば、 身 を 引き、 或は 5^ 死し、 或は 水に 投じ、 又は 自害す。 賤卑の 者 迄 も、 斯く 尊き 命 を 

自死 する は、 能々 手 疼き 行ならん。 去 程に 兩 州の 人民、 二六時中、 炎の 裏に 居る 様に 

歎き 悲む事 を、 一 々に 聞 召され、 臣 等に 對ひ、 一人 を 滅し萬 人 を 救 ふ は、 天道に 隨ひ、 

天下 を 治る 職分、 當 家に 忠ぁ， 0 とても、 天命 をば 背き 難し。 古人 曰、 自用の 三權 とて * 


m の 謀 あ...^。 先づ 天下 を 計..^、 人 を 計り、 人 を 計りて 糧を 計る と" 然れば 天下の 主 

は 勿論、 國 郡の 主、 末々 の 士民迄 も、 此 心得な ぐて は、 身 治り 難き ものなる に、 福 島 は 

其 心得 毛頭な ぐ、 己が 一 身 を樂む べき 爲、 兩 州の 人民 を 苦しめ、 其 肉 を 取， 0 て 金銀と 

し、 人民 食盡 き、 日本に も 代へ 難き 命 を、 自害して 死せ しむる は、 哀れ 不便の 次第な 

り。 夏 梁 王 は、 我 世の 長久、 天の 日に 同じ。 天の 日 C びば、 我 身 も 亡びん とい ひしが、 

天下の 人民 は、 我 身を滅 してな，^ とも、 祭 王が C びん 事 を 願 ひしと ぞ。 今 我れ 天下 

の 主として、 福 島 如き 惡人 を滅 さすん ば、 天 却て 我 を 罪し 給 はん。 尤 正則 當 家へ 功 

あう、 武勇 又 他に 越えたり。 然れ ども 天道 を 如何。 誠に 是非な き 事共と、 常々 官； ひ 

しと 一 々に 言上す。 秀忠公 曰、 父君 我に 委細に 語， 0 給 ひし。 汝が 言に 違 はす。 然れ 

ども 汝 等が 心底 を 聞かん 爲め 相談せ しと。 酒 井. 板 倉. 土 井. 安藤 も 皆 一 同に、 本 多言 

上の 通り、 臣等も 具に 是， ど 知る と、 彼是 御 相談 窮り、 正則 身上 滅亡に 一 定 する 最中， 

15S 、に^^! ，； S たる 將, 無理に 御 退治 ありし と は 大-」 非な リ。 正 E=M ヒ giij & .Kffs き ビ 

則 無道の 枭將 故、 種々. 御 相談の 上-」 てほ收 せらる。 唯 積 惡の餘 ^のみ。 正 I 在隆厲 島お 普 fis 善美 を 

盡し、 繪圖を 以て 願 ふ。 秀忠 公御覽 あり、 諸臣を 召され 宣 ひける は、 体へ 聞く 彼 城に、 
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毛 利 元 就、 異國 本朝の 例を考 へ 、 數年心 腑を碎 き、 要害 を 構 へ 、十三 州 迄 手 に 入 れ、 數 

萬の 士を 扶持せ しと。 然るに 正則 僅 二 州の 守護、 元 就. 輝 元が 全盛の 十分の 一 の 身 

t にて、 廣大の 願 を 達す。 是れ 分限 を 知らす、 奢る 故な り。 所詮 本丸 を 破 却し、 二三 

の 丸 こ 居城す べしと 申 送らせら る。 然るに 正則 是を 背き、 本丸の 上石 計り 取 除け、 

無人と 稱し 日數を 送り、 繪圖 よ， - 外に、 矢 倉 門 多く 建てし かば、 將軍彌 怒らせ 給 ひ、 

兩州 歿收、 津輕に 於て 替地賜 はるべき 旨、 六月 二日 御 奉書に て 仰 出され、 同 九 

日、 牧野 驗河 守. 花房 志 摩 守 を 上使と し 遣 さる。 此時も 御 奉書 あ 其 後 同 十二 日、 廣 

島 城 請 取と して、 加 藤 左 馬 介. 本 多 美 濃 守. 森 美 作 守. 极平 阿波 守 • 生 駒 讃岐守 .极 平宮 

內少輔 • 松 平 土 佐 守 等の 七 將を遣 さる。 此時 安藤 對馬 守. 永 井 右近 大夫、 藝 州への 上 

使たり。 偖 城 請 取の 後、 本丸 は 酒 井宫內 少輔忠 次. 本 多 縫 殿助康 俊、 二の丸 は 本 多 美 

濃守忠 政、 在番仰 付けら る。 倍 正則への 御 奉書 左に 記す。 IS ，？， せつ 

一 筆 令，， 啓上- 候 * 津輕者 爲，， 遠 境- 之 間、 酒 井宮内 少輔. 牧野 驗河守 右兩人 於-知行つ 

近所 可 V 被 y 下 之 3 曰 被， -仰 出-候。 委細 寺 澤志摩 守. 牧野 駿河 守. 花房 志 摩 守、 此 三人 可- 


鷓島 正則 

信 州へ 配 

流せら る 


正則 死去 


相 達； 恐々 謹言 • 

七月 三日  土 井 大炊頭 利 勝 

本 多 上野 介 正 純 

酒 井雅樂 頭忠世 

. 福 島 左 衞門大 夫 殿 

此時御 條目相 添へ 遣 さる。 其 御 墨 印に 曰、 咯レ 之。 七月 廿 一日 翌廿 二日、 越後 州 魚 沼 

郡の 內ニ萬 五千石、 信 州 川 中島の 內ニ萬 石、 都合 四 萬 五千石 正則へ 賜 はる 御 奉書 出 

, づ。 然るに 御請 惡 しき 故、 御 勘氣猶 重く、 信 州へ 配流。 剩へ息 侍 從正勝 も、 同 科に 處 

せらる。 父子 配所へ 赴き、 憂き 年月 を歷れ ども 御免な く、 正 勝 は §1  きま Iflf 從ズ I 餘 

II 元 和 六 庚申 年 九月 十四日、 配所に 於て 病死、 正則 甚だ 傷歎せ しが、 是も 諸事の 思 

ひ 病と な. > て 、寬永 元 甲子 年 七月 十三 日 終に 逝去、 齢 六十 四歲。 法 名大. 福院 殿と 號 

す。 惜哉 此將、 始めは 太閤に 仕へ、 無類の 勇士と 賞翫 せられ、 廿萬石 迄 賜 はり、 其 後 

御當 家へ 屬し、 累 りに 戰功 ある を 以て、 安藝. 備後兩 州 を 賜 はり、 家 康公魔 御の 後、 秀 
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忠&、 潜 御 賞美 深く、 元 和 三 丙 子年 八月より、 諸 大名 へ 御朱印 を 改め 賜 ふ 時 も、 正則 

へ は、 別して 御念 入た る 御朱印、 其 文に 曰、 

安 悲國廿 五 萬 九 千 三百 八十 五 石餘、 備後國 廿三萬 八 千 八 百册八 石、 都合 四十 九 萬 

八 千 一 一 百 十三 石 Mf§ 紙 之 所 宛-行 之- 訖。 全 可， 有-領地-之 狀如 ^ 件。 

元 和 三年 九月 五日  秀忠公 御 判 

安藝 宰相 殿 

斯く迄 あ b し 事なる に、 正則 昔 を 忘却し、 奢の 餘 りに 私欲 深く、 民 を 撫育せ す、 不忠 

の 惡名を 受け 、剰へ 累年 粉 骨 を 霊し、 取.^ 來. 9 し國 を， 失 ふ。 古よ-り 戰國の 英雄 は、 治 

世の 奸戎 といへ る 者に 類す る は、 本意な く 口惜し けれ。 福 島 備後守 正 勝 在世の 時、 

勢： P にて 一子 を 儲く、 後 福 島 左 衞門尉 正 長と 號す。 妾腹 故、 人是を 知らす。 父子 配 

流の 時 も御尋 なき 故、 京都へ 逃 行き、 入道して 宣齋 と號し 幽居す。 入道、 京に て 一 子 

を 儲く。 此時は 遙年經 たる 故、 福 島 市松と 名付け 寵愛す • 此 事故あって 家 綱 公へ 言 

上 すれば、 正則が 舊好戰 忠を思 召 出され、^ くも 天 和 元 辛 酉年 四月 十六 日に 召 出さ 


中衬 一 氏 

家康： .Li, ノ 

す 


れ、 其 日直に 謁見し、 福 島 左衞門 尉と 稱し、 上總國 にて 二 千 石 を 賜 ふ • 元祿ニ 己巳 年 

十月、 御 書院 番頭と なる。 同 十二月 七日、 從五 位下 伊豆守と 受領し， 今 專ち勤 仕す。 

十七 萬 五千石 松 平 伯耆守 一忠 

本 氏 は 中 村、 伯 耆州米 子 城主、 先祖 は 知らす。 祖父 中 村 彌卒次 一 政 は、 太閤に 仕へ 病 

死す。 息 式部 少輔 一氏 家を嗣 ぐ。 4<閤 天下 草創の 節より、 累 りに 戦功 を 顯し、 頻に 

立身し、 太平 後、 七 萬 石 賜 はり、 中老 職 を 司る。 天 正 十八 年 北條攻 伐の 時、 一氏 山中 

城に て 無雙の 勇を勵 まし、 城を攻 落す。 太閤 甚だ 感じ、 七 萬 五千石の 加 恩 、験 州 府中 

城 まとな り、 凡て 十四 萬 五千石 If 小 中 田 ％f 中 #11,:? を頜 す。 斯くて 北條 滅亡の 後、 關 

八州 を、 は、 家康 公領し 給 ふ。 此時 中村驗 河に 在 城し、 家康公 を壓 へ、 御 放鷹に 出させ 

給へ ども、 驗 州へ は 入れ 奉ら や。 且其 上方 筋への 御用 も、 中 村措圖 At 斯る處 に 太閤 

薨去、 諸國の 英雄 東西 二つに 分る。 中 村 は 故あって 家康 公へ 志 を 通す。 故に 家人 藪 

內匠を 使者と して 言上す、，？，、、 中 村 儀 は、 公へ 對し 奉， 5 毛頭 異心な し • 然れ ども 關 

十七 萬 玉 千 石 松 平 伯耆守 0 
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東の Ki して、 駿城 へ 差 置か る 故、 心なら や 君 へ 不義 不鱧 のみ ありし。 是恍敎 分 を 

守る 故 なれば、 一 向 厚 免 あるべし • 且 一 氏 齢 傾き、 命 旦暮に あり。 愚息 一 學、 幼少 御 

指 圖に從 ひ、 身の 安否 を定 むべ しと、 常々 申 含め 置く。 御 憐愍 賜 はるべし と。 家康 

公 感じ 給 ひ、 御 態の 返事 ある 故、 甚だ 悅ぶ。 偖 太閤 薨後、 上 杉 退治と して、 諸 卒を揃 へ、 

大 坂よ. 0 發 向し 給 ふ a 此時中 村 病 甚だ 重く、 而も 在國 する 故、 駿州持 船より、 村 越 茂 

助 直 吉を御 使と して、 病 を 尋ね 給 ひ、 且長 光の 御 腰 物 を 一 學に賜 ふ。 一 學は、 今度 御 

供の 人數 なれ ども、 父 病 重き 故、 先立って 駿 府へ來 る。 其 日 午の 刻、 家康公 騣府へ 御 

着、 二の丸へ 入り 給へば、 中 村が 老臣 橫田內 膳が 宅に て 御 膳 を 奉る。 旣に 終りて、 式 

部 少輔を 輿に 載せて、 御前へ 异き來 る • 是れ病 重く、 行步叶 はざる 故な り。 其 病體を 

御 覽じ大 に 驚き、 御 懇の仰 あり。 中 村落 涙し、 掌 を 合せ 家康公 を拜し 奉り、 其 恳は動 

けど も、 言 ふ 事 叶 は t 重ねて 忝き 仰 ども あり、 金銀 吳服を 賜 はって、 會津 へ發駕 

し 袷 ふ。 偖 一氏 は、 老病 故 終に 卒す。 息 ー學、 僅十歲 なれ ども、 父が 貞心を 感じ、 遺 

頜 相違な く 賜 ふ。 然るに 後野 州 宇都 宫 より 引返し、 濃州靑 野が 原に て 石 田と 戰ひ給 


ふ 時、 一 學は 幼少 故、 伯父 中 村 彥左衞 門 尉 一 榮に 軍勢 を 差 添へ、 尾 州 犬 山城 主 石川備 

前 守貞淸 が、 石 田に 與し 籠城し、 東 勢 を 押へ 居た るを攻 落さし む • 石 川 遂に 城 を 開 

けて 降る。 中 村 番兵 を 籠め 置く に、 關が 原へ 向 ひ、 島 左 近と 苦戦し、 其 先手 を 突崩 

す。 太 早 後、 敵將 の闕國 を、 忠戰 せし 諸將へ 、悉く 割け 給 ふ • 時に 中 村 は 幼少 なれ ど 

も、 貞ひを 守り、 伯乂 一  榮を陣 代と し、 殊に 戦功 ある を 以て、 伯耆州 一 圓に賜 はり、 凡 

て 十 一 萬 五千石と な. o、 米 子 城へ 入替 る。 其 後秀忠 公の 御前に 於て 元服し、 松 平氏 

幷に御 諱の宇 を 賜 はり、 松 卒伯耆 守 一 忠と號 し、 程なく 從四 位下 侍從に 昇る。 諸人 

是を 羨み 美す。 然る に慶長 十四 年 己 酉年、 在 國の暇 賜 はり、 伯 州 へ 至りし が、 俄に あ 

亂し、 近習 外様の 諸 士數人 を、. 罪な きに 斬殺す。 又 鷹 野 川 狩に 出で、 裊人 旅人 を 大勢 

殺し、 快し と 慰み、 其 外 惡行許 多、 家人 諫言 すれば、 忽ち 斬殺 さる。 之に 依って 相 g 

し、 伯 耆守を 座敷 籠 へ 押 込み、 公儀 へ 深く 隱し、 病氣と 沙汰し、 種々 養生 すれ ども 徼驗 

なく、 亂 狂猶增 り、 隱し 難き 故、 委細に 言上し、 仍って 番人 多く 劐 仕し、 猶 療治せ しが 

叶 はす、 遂に 同年 五月 十一 日 狂死 せらる. 時に 廿歲 • 江戶へ 注進 すれば、 朝 比奈源 

十七 萬 玉 千 石 松 平 伯耆守 1 忠  S 
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六郞. 久貝忠 三郞. 弓 氣多源 七郞、 撿使 として 伯 州に 至り、 死骸 を 見 改めて 後 葬る • 一 

忠實 子な き 故、 家 永ぐ 斷絕 す。 古田 大膳大 夫. 一 柳 監物直 盛、 上意 を 蒙り 米 子 城を受 

取り、 翌年 迄在番 す。 小身より 大名と なり、 父祖 三代 忠節 武勇、 恩寵 深き 家な りし 

が、 一 忠 代に、 家運 盡 きけ るぞ 本意な けれ • 是父 一 氏 中老 職 を 司り、 無道 非 法 を 行 ひ 

しこと ありて、 子孫に 報 ひしに やと、 耳語ぐ 人 も 多 か， し • 

二 萬 千石餘 土屋 伊豫 守賴道 

淸和 帝より 十三 代、 一 色 宮內卿 法 印 公 深に 十 一 代、 土 屋右衞 門 尉 直 村が 孫、 民 部少輔 

忠 直が 孫に て、 民 部 少輔利 直が 長男な り • 直 村 は、 武田大 膳 大夫晴 信 入道 信 玄の寵 

臣、 武勇 人に 超えた る こと、 甲 陽 軍鑑に 見えた.^ • 然るに 信玄 逝去の 後、 勝賴 は、 信 

長. 家康 公と 合戰數 度、 元來勝 賴血氣 の猛將 故、 其 身の 勇に 比べ、 士卒の 戰勞を 知ら 

す。 其 上 跡 部。 長 坂が 奸謀を 信じ、 信玄の 法式 を 改め 新法 を 立て、 國政家 務を行 ふ 故、 

國民 疲れ 諸士 鰊む。 忠臣 舊士諌 むれ ど ii> 、曾て 聞 入れざる 故、 參 州長篠 軍に、 老功の 


戦 土 
死 謹 
直 
村 


長 臣忠士 悉く 討死し、 滕賴 K 軍す * 此時土 屋直村 は、 長篠 橋の 上に 蹐 止り、 主 從廿餘 

人戰 死す。 此 間に 勝 賴、 其 場 を 落延びた. 其 後 も 數度戰 ひ、 終に 利 を 失 ひ、 勝賴、 

天 正 十 壬 午年 三月 十 一 日、 甲 州 田野の 奥 天目山に 於て 生害の 節、 直 村が 息土屋 媳藏、 

生年 廿三歲 、勝 賴に從 ひ 大敵 を 引受け、 唯 一 人 數千騎 の 中へ 突入. -、 千變萬 化の 勇 を 

振 ひ 自害す。 此時 家康公 も、 甲 州 へ 向 ひ 給 ひしが、 武田數 代の 舊臣、 皆 勝賴を 疎み、 

落 行き 又は 降參 する 中に、 》 藏 一 人義を 守. -、 忠死 せし を 感じ、 其 子 土 屋昌恒 を 召 出 

し、 武功の 者の 子 なれば とて 憐み袷 ひ、 所々 の 戰陣へ 召 連れ 給 ふに、 若年な が 二 高る 

する こと 數度。 家康公 仰に、 蹴 鳥の 子 は 蹴 鳥な り。 昌恒 も、 父祖に 劣る まじき 勇士 

ならん と 讃美 あ. -。 昌恒 病死の 後、 息 宗藏忠 直に 家を嗣 がしめ、 平 三郞と 改め 給 ふ • 

忠直 又忠勸 武功 あり。 太卒 後、 上總 州久留 里の 古城、 一 一 萬 千 石餘" を 賜 ひ、 從 五位 下民 

部 少輔と 受領す。 短命に て、 慶長 十七 年 四月 九日 騣州 府中に 於て 病死す、 時に 卅 一 

歳。 息 平 八 郎利直 家を嗣 ぎて、 元 和 七年士 一月 廿 五日、 民 部 少輔と 受領し、 延寶 一二 乙 

卯年 間 四月 廿 四日、 七十 九歲 にて 卒す。 同 六月 廿 八日、 息 卒八郎 賴直を 殿中へ 召さ 

二 萬 千石餘 土屋 伊豫 守賴直  一一 八-一 
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れ、 家督たら しめ、 且 t 父の 遺言の 願に 依って、 高の 內千 石と、 外に 新田 千 石、 凡て 二 

千 石 を 舍弟數 馬に 配分す • 賴直 は、 同年 十二月 廿 七日、 從五 位下 伊豫 守と 受領す • 然 

るに 後 俄に 亂 心し、 不行跡 多ぐ、 剩へ數 子 あれ ども、 父子 愛憐の 情 曾てな く、 每に非 

義 難題 を 言付け 辛く 當り、 歎き 苦しむ を 慰と す。 勿論 家人 等へ 不義 難 義を言 付く る 

こと、 まるに 物な し • きば ：s;>it5^ll，， 遠 終に 上聞に 達す 故、 土屋相 模守攻 

直. 神 尾 若 狹守元 珍 二人 を、 大久保 加 賀守忠 朝 宅 へ 召して、 土屋 伊豫 守亂 心の 事、 上聞 

に 達せざる 不屆、 且 成人の 子供 ありと 雖、 一 類 へ も 沙汰せ す、 御 目 見 も 願 はす、 每に 

慈愛の 情なく、 又 家士等 へ 苛く 當 りし 非道の 事共、 言語 道斷 なに 是 故に 所領 悉く 

pn 上げら る。 然れ ども 御代々 召 仕 はれ、 筋目 を 以て、 息 男 生稅に 三千 石、 新 親に 賜 は 

る 旨 申 渡さる と 云々。 

私に 云、 土 屋兵部 少輔之 直 は、 民 部 少輔忠 直の 三男、 兵 部少輔 嫡子 は、 土 屋備前 守 

德 直とい ふ。 是 始めは 主 膳 正と いひし なりと 云々。 
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羽 州 山形 城主、 父 は 驗河守 家 親、 祖父 は從四 位下 左近衞 少將義 光な 先祖 は淸和 

帝 十三 代の 後胤、 斯波 修理 大夫 源兼賴 なり。 兼 賴は朝 帝に 仕へ、 文武に 達する を以 

て、 延文元 丙 申年 八月 六日 按察 使將 軍に 任せられ、 始めて 羽 州 を 賜 は."、 最上 郡 山形 

に 居城す。 國人皆 最上 殿と 稱す。 故に 最上 を 氏と す。 兼 賴は康 曆元辛 未年 六月 八 

日 卒す。 斯波榮 林 大禪定 門と 號す。 夫よ.^ 出 羽 守 迄 七 代、 委細 最上 記に 見えたり. 

義 光の 父義守 も、 永 正 十八 年 五月 十七 日 卒す、 時に 七十 五歲。 建立 せられし 龍 門 寺 

に 葬る。 榮樹院 殿 義應大 居士と 號す。 嫡男 最上 出 羽守義 光家 を嗣ぐ • 然るに 足 利 

義輝將 軍、 三 好が 爲に弑 せられし より、 天下 擾亂し 、合戦 止む 時な し。 義光は 國中を 

六十 萬石餘 最上 源 玉 郎義俊  一 si 
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討從 へ、 猛威 を 振 ふ • ， 其 頃 羽 州 谷地に、 城 取 十郞藏 人家 衡と いふ 者 あり • 彼 も數代 

羽 州に 居し、 最上 家と 國を諍 ふ、 J と數 年、 未だ g5 雄 を 分た す。 此時信 長諸國 過半 斬 

從へ、 國々 の 諸侯、 彼 下知に 從 ふと 間え しかば、 家 衡悅び 謀 を 回らし、 使者 を 以て 大 

鷹 二 居 名馬 一 匹 を 信 長へ 獻じ、 城 取 事 は、 累代 羽 州の 住人、 最上 義光は 家人な り。 然 

るに 義光主 從の禮 を 背き、 家衡を 討って、 羽 州の 守護た らんと 計る 故、 屢合戰 すれ ど 

も、 彼 は 多勢、 某 は 無勢 故、 每度利 を 失 ひ、 殆んど 難儀す。 あはれ 御 加勢 を 蒙らば、 義 

光 を誅滅 し、 永く 慕 下に 屬 せんと 申 送る。 信 長 も遠國 故、 其 偽計 を 知らす、 使者 を 召 

して 慇の命 あり、 加勢 賜 はるべし との 御 書 を 賜 ふ。 義光是 を 聞きて 大に 怒り、 志 村 

九 郎兵衞 ggl を 使者と し、 最上の 系 圖幷に 白 大鷹驗 馬、 且つ 月 山 打 永 身の 鎗 十本、 

信 長へ 進上 あり、！ « 取が奸 謀、 委細に 申 送らる。 信 長 志 村に 對面 あり、 仔細 を 直に 尋 

ね、 系圖を 披見 あり、 大に 驚き、 速に 城 取 を 討伐し、 義光羽 州の 國司 たる ベ しと、 自筆 

の 御 書 を 賜 ひ、 志 村に も、 引出物 を 賜 ふ • 志 村 歸國し 委細 を吿 ぐ。 義光悅 び、 頓て謀 

を 以て 城 取を滅 し、 其外國 中の 惡徒等 を攻從 へ、 終に 羽 州の. 主 i なり、 信 長の 慕 下に 


最上 義光 

家康 に覲 

しむ 


屬す • 信長橫 死後、 太閤へ 屬す • 此時 仔細あって 家康 公と 入魂す • 是 故に 七 寸八分 

の 河原 毛 馬、 左右 自在に て、 出 羽 奥州 無雙の 早馬 故、 兩國と 名付けし を、 家康公 へ 贈 

る。 之に 依って 甚だ 悅び、 秘藏 して 御 召 料と し 給へ 夫よ. >每 年 、駿馬と 鷹と を 

進上す。 天 正 十八 年 小 田 原 軍の 時、 義光も 羽 州より 參向 すれば、 家康 公、 佐 川口 迄 御 

使者 を 遣され、 勞ら ひ^ふ。 又 伏 見 大地震の 時 は、 諸將皆 太閤へ 馳せ參 るに、 義光は 

锞 馬に 乘 りて、 家康 公の 御館へ 馳せ 行く  • 此節は 世上 物騒 なれば、 御 登城 必す ある 

ベから や。 自然の 儀 候と も、 出 羽 守 御 側に 相 詰 候條、 御 心 易く 思 召さる べしと 申さ 

る。 家康 公喜び 感じ 給 ふ。 其 後 太閤の 御園に て、 家康 公へ 御茶 振 廻の 事 あり • 此時 

も 怪しき 風聞 あれば、 義光 急ぎ 登城して、 御 次の間に 相 詰め、 家 康公を 呼出し 耳語き 

ける は、 今時 斯樣の 御 慰、 大切の 事な り • 某 爱に相 詩め 候へば、 御 心 易 かれ • 併し 早 

ぐ 退出し 給 ふべ しと。 家康公 尤と宣 ひ、 頓て 退出 ありし が、 其路 次に て、 義 光の 手 を 

取り 、毎度の 御 誠 志、 一 生 忘れ 難しと て、 大に 感悅ぁ 又 天 正 十八 辛 卯年 七月、 荤 

名 ひが^ II 修理 亮政實 、在 國逆意 を 企つ 故、 太閤 小 田 原 を攻拔 き、 夫よ b 直に 九の 
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伐に 奥州へ 出馬、 二 本 へ 着 陣^り • 家康公も同州信夫郡大森に至.^給ふ• 時に 出 

羽 守 は、 家康 公の 陣 へ 來. >、 御着 陣を賀 し勞ら ひ、 其 後 次男 太郞 四郎、 生年 十歲 にな 

- りけ るを獻 じ、 世悴 儀、 何分に も 召 仕 はれ 給 はるべし とい ふ。 是無ー 一の 御 味方 故、 異 

しるし 

心なき の驗 なり。 家康 公喜び 給 ひ、 國 持の 子 を、 被官 始めに 扶持す る こと、 一 入 満足 

な. 0 と宣 ひけり • 借 十三 歳の 時江戶 へ 召され、 御 側に 仕へ、 穎敏 なる を 以て 寵愛 あ 

h^•是故に文祿三年正月元服、御諱の字を賜ひ、從五位下最上騣河守家親と敍任し給 

ふ • 然るに 太閤 薨後、 上 杉 征伐の 爲、 下野 州 迄 御發向 あり、 義 光へ 御 使者 を 遣され、 奥 

州 筋 退治の 儀、 委細に 仰 遣 さる。 是ょ， -嚮、 義 光の 慕 下に 仰 付けられし 衆 は、 南部 信 

濃 守 利 直 澤义郞 五郎 忠直. 同六郞 某 • 同 兵 庫 介 政乘. 秋 田 藤太郎 實季. 本堂 源 七郞. 

赤 尾 津孫次 郞. 仁 香 保 兵 庫 介. 瀧 澤刑部 少輔. 打 越 孫 太郞. 岩屋 宇 兵衞尉 等な に 是故 

に 此諸將 最上 へ 來り、 景勝 退治 の 軍談す。 然 る處に 上方 蜂起し、 家 康公御 上洛 の 旨 

告げ 來れ ば、 幕下の 諸將、 忽ち 心 を 翻し、 我頜々 へ 引 籠る。 義光 怒りて、 最上の 內 金山. 

i いふ 處に 番所 を 構へ、 家臣 丹 生 野與三 右衛門に 大勢 を 添へ、 往來の 者 を 吟味す る 


最上 義光 

直、 江兼嬪 


處に、 南部 利 直來る • 丹 生野與 三右衞 門 南部 を 留め， 仔細 を吿ぐ • 義光 M きて、 家康 

公 へ 敵す る 者、 誰 にても 洩らすな、 财 取る ベ しとて 大勢 を 率し、 山形 を 打 立ちけ り • 

南部 • 戸澤 大に驚 さ、 忽ち 最上へ 引返し、 努々 異心な く、 尤義 光に 如在聊 なき 旨、 數通 

の 起請文 を 書きて 陳 する 故、 同士 軍 は 止みに ける • 其 後 越後 侍 從掘久 太郎秀 政. 同 

與カ村 上 周 防 守. 溝 口 伯 耆守等 も、 義 光の 下知に 從ふ ベ き 旨、 家康 公より 御朱印 を 賜 

ふ。 去 程に 同年 九月 十三 日、 直 江 兼 續多兵 を 幸し、 最上 頜畑屋 迄 出 づ， 義光も 長 谷 

堂より、 三里餘 ある 處迄 出張し、 大に戰 ひ、 景勝の 物 頭上 泉 主 水. 松 下 木工 之 助 等 を 

始め、 數百人 討 捕り、 遂に 直 hd を追拂 ふ。 此時家 康公は 上方に あ b て、 頻に御 飛脚に 

て 自筆の 御 書 を 賜 は，.^、 陸奧出 羽の 押 は、 偏に 義光 を賴 ませら る、 旨、 且關が 原 へ 御 

發向、 軍談の 御 術 等 迄、 委しく 仰せ 告げ 給 ふ。 義光猶 忠を勵 み 士卒 を 勇め、 同 十七 =, 

練 野 山 口 迄 働き、 景勝の 侍 大將穂 村 造酒 允. 平 田 石 見 を 始め、 三百 餘人を 討 取る • 又 

十月 朔 日に は、 長 谷 堂の 東 長 井 境 迄 追討し、 千餘人 討留む • 衙 勝に 乘 りて 、長 崎. 塞 河 

江. 左 澤邊へ 追 詰め. 千 六 百 餘人討 取る • 此時は 伊達 越 前 守 正宗 は、 義 光と 伯父 甥の 

六十 萬石餘 最上 源 五郎 義接  $ 
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好 ある 故、 伯父 伊達 上野 介政景 に、 數百騎 差 添へ 加勢す • 義光是 を 一手に 從へ、 大勢 

を 討 捕り、 上 杉 勢 を 追 崩さる。 斯ぐ每 度 勝利 を 得 たれ ども、 家人 若干 討死す. 所謂 

畑 谷 城 生 江 口 五兵 衞. 同小 吉. 同 甥 忠作. 西 黑彌七 • 飯田播 磨、 侍 大將に は 加 藤 源右衞 

門.新關備前、鐵炮大將には岩瀨和泉.草^.^善助.林縫殿.柴橋內匠.眞島左衞門.新貝又 

右衞 門. 小 野田與 八. 畑 谷 淸左衞 門. 堀 越藏人 等な り。 雜 兵の 戰死 は、 其數を 知らす。 

太平 後、 家康 公、 義 光の 忠戰拔 群なる を 感じ、 庄內. 由 利. 仙 北の 三 郡 を加增 し、 都合 六 

十 萬 石餘の 御朱印 を 賜 はり、 且從四 位下 左 近 衞少將 に 任せら る • は 翻 偖義光 は、 

慶長 十八 年の 春よ、 り病氣 にて、 日 を 追ひ猶 重くなる。 義 光の 曰、 我 死 遠から じ。 我 

れ家康 公の 厚恩 を 得し こと 年 久し • 之に 农 つて 最期の 御 目 見せん。 各 用意せ よと、 

家人 等 之を諌 む。 義光聽 かす • 俄に 打 立ち、 同年 九月 駿府へ 赴く  9 此事 先立. M し 家 

康 公 聞き 給 ひ、 本 多 上野 介 正 純 を 上使と し、 途中 迄 遣され、 勞らひ 給 ひ、 本丸 式臺 迄、 

乘 物に て參る べき 旨 仰 越さる。 義 光感悅 し、 上野 介と 同道に て 登城す るに、 御 居間 

迄 召 寄せられ、 種々 御懇 志の 詞、 且病體 を 問 ひ 給 ひ、 御手 づ から 御茶 を 賜 はり、 急ぎ 


やお 光 死去 


歸國 し、 心の 廑に補 養す ,1 し • 歸國の 道筋 なれば、 江戶 へ も 立 寄り、 將軍 へ も對 面す 

べしと て、 自筆の 御 書 を 添へ 遣 さる。 其 文に 曰、 

今度 出 羽 守不. 厭，， 老病； 今生 之 爲，， 暇 乞， 令，， 參府， 候條、 諸事 御 懇意 《 一  候 以上。 

九月 廿 一日  家康  ， 

秀 忠 公 へ 

斯く 認め、 義 光に 預け 賜 ふ。 義光 感涙 を 催し 返 出 すれば、 押 付け 上使 を 以て、 御 夜着 

吳服幷 御 肴 御菓子 等 を 賜 ふ。 失よ. -義 光江 11; へ 赴き、 先立ち て家康 公の 御 書 を 上 

る。 此時も 途中 迄 上使 あり、 御玄 關迄乘 輿に て 登城、 又 御 懇意の 仰數々 あり。 偖 御 

小袖 金銀 等 賜 はり、 早々 歸圃 し、 補 養す ベ しと、 御 直に 暇 賜 はりければ、 翌日 江戶を 

立ちて、 十月 上旬 山形へ 到着し、 今 は 思 ひ 置く 事な しと、 大に 喜ばる * 終に 慶長 十九 

甲 寅年 正月 十八 日 逝去、 六十 九歲。 法名 玉 山 白 公大 居士と 號す • 此時塞 河 江 肥 前 守 

，者 頭 塞 河 江 十 兵衞. 近臣 山家 河内 守 • 長 岡 佴馬守 等、 光禪 寺へ 走り 入.^ 殉死 

す。 其 刻 寒 河 江 肥 前 守が 家士 二人 進み出で、 御供 せん i いふ。 肥 前 守 大に呵 し、 押 

山 ハ十萬 1^ 餘 是上源 五郎 義俊  0 


古今 武家 盛衰 記 卷第 十五  一力 一一 

止 むれ ども 用 ひす 、黄泉の 旅、 誰 &御丰 を 引き 申すべき やとて、 肥 前 守に 先立ちて 自 

殺す • 諸人 遍く其 志 を 感ャ。 斯くて 義 光の 逝去 上聞に 達すれば、 兩 御所 公 甚だ 憐惜 

し 給 ひ、 喪 明けて、 息 驗河守 家 親に 家督 を 賜 ふ • 是 より 先、 從四 位下 侍従に 進み、 元 

和 元年 大坂御 陣の節 は、 江戶御 留守居 を 仰 付けられ 忠 動す。 秀忠 公御感 め..^、 韮 山 

則 重の 御 脇 指 を 賜 ふ。 其後琉 球人來 朝の 時 は、 御 奏者 役 を 動む。 父義 光の 忠貞 故に、 

驗河守 代 迄 も、 別して 御 賞美 ありし が、 元 和 三 丁 已年春 三月 六日、 遂に 病死す • 其 子 

源 五^ 義俊 十二 歲な りし 一、 同 五月 九日 殿中へ 召され、 家督 相違な く 賜 ふ。 其 翌日 

御 老中 を 召され、 義光 父子、 無比の 忠節 を盡す 故、 最上 家 は 大切に 思 ふなり。 源 五郎 

幼少、 國 家の 制法覺 束な し。 家士 一  和して 幼 主 を 守 立て、 且 政務 等、 先 親の 如く 行 ふ 

樣に、 制 法 を 遣すべし との 台 命に 依って、 御 老中 條目を 出さる。 其詞に 云， 

條 々 

I 、今度 驗河守 跡 式、 源 五郎に 相 續申付 候條、 諸事 出 羽 守 如-仕置-可 レ 致- - 沙汰-事 • 

1 、家中 綠 組の 儀、 二 千 石 以上 は 可 V 得-上意； 一 一千 石 以下 は不 ^ 及- 沙汝； 但雖， 爲： ふ 


身， 依，， 其 人體， 可 谷，， 言上， 事 • 

一 、 公事 裁許 之 儀、 如-先 親， 是非 を聞屆 可，， 申 付； 若 相談 之 上不， 及，， 分別， 儀 者 可，， 言 

上， 事 • 

一、 出 羽 守. 駿河守 申 付 候 諸 奉行 諸 役人 等 を、 私と して 改替 すべ からす。 自然 於 _ ー缺 

加， 者 可^-上意， 事。 

1 、 出 羽 守. 駿河守 勘 當仕候 者、 到，， 頜內， 声 最前， 申 分立て ざる 輩、 當代 私に 許容す 

ベから ざる 事。 

r 知行 加 增幷渐 參之者 召 抱 候 儀、 源 五郎 爲，， 幼少， 間 得，， 上意； 可， 隨， 御 下知， 事， 

「企， 一 徒黨， 申 合すべからざる 事。 

右 之條々 急 度 可， 相，， 守 之， 者 也。 

元 和 三年 五月 十 21  土 井 大炊頭 利 勝 

,  板 倉 伊賀 守 勝 重 

本 多 上野 介 正 純 

六十 萬石餘 ！ a 上 源 玉郎義 俊  二 九-一 
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酒 井雅樂 頭忠世 

安藤 對馬守 重 信 

.  最上 源 五郎 殿 

家來 中へ 

斯の 如くして 賜 ふ。 同 五 年 福 島 正則 御 改易 あり • 其 家人 等 異心 を 合む 由 聞え しか 

«H5、 秀忠公 怒り 給 ひ、 源 五郎 義俊を 召され、 正則が 江戸 屋敷 を 請 取るべし a 家 士等叛 

かば、 殘らゃ 討 殺せとの 命 を 蒙り、 御城より 直に 彼 尾 敷へ 赴き、 術 を 以て 忽ち 受取り、 

此時 大勢 を 率し、 彼 屋敷 を圍 み、 偖 正則が 家人 等 へ 演說の 次第、 幼少と いひ、 俄に 仰 

付けられし 事と 雖、 其 下知 手回し、 凡人に あらやと 諸人 感す。 故に 秀忠 公、 再び 義俊 

を 召され、 甚だ 感賞ぁ り。 長 光の 御 脇 措 を 賜 ふ。 同 八 年 壬 戌 五月、 家中 大に 騒動 淨 

論す。 其 仔細 は、 驗河守 家 親、 先年 鷹 狩し 歸 城の 節、 家臣 楣岡 甲斐 守 宅へ 立 寄り、 食 

物を喰はれしが、俄に_氣色惡くな^^、翌朝頓死せられしかば、甲斐守毒飼すとて、极 

根隨前 守， 其 次第 を 言上す。 救に 外の 家老 共と 不和に なり、 思 ひく 心々 に 江戶へ 


最上 fl?s 

死去 


相 詰め、 品々 を訴ふ * 御 老中 皆 酒 井忠世 館へ 會 集し、 御 詮議 あり， 委細 上聞に 達し * 

松 根 備前を 召され、 上意の 趣 申 渡されし は、 今度 汝證據 なき 事を訴 ふ。 源 五郎 幼少 

なる に、 家老 共 不和に して、 家中 騒動 * 第一 不屈な り。 義光 父子、 無比の 勤 功 を盡す 

故に、 源 五郎 を 大切に 家 立て 候樣 に、 九 人の 家老 共へ 仰 渡され、 且御條 目 迄 賜ふ處 に、 

其 御 制 法 を 守らす 、剰へ 山野 邊右衞 門. 鮭延越 前、 御請 糙 ならざる 故、 島 田彈正 • 米津 

勘 兵 衞兩人 上使 とし、 大切に 守 立つ べき 旨、 重ねて 仰 渡さ る、 に、 山野 邊. 鲑延 再三 

言上 すらぐ、 此 以後 とても、 松 根備前 同意の 者罷 出で、 公事 は 純 申す まじ。 唯今 御請 

して、 後 H に 又惡事 あらば、 猶々 我等 不調法と ならん • 所詮 我々 兩人 は、 御 暇 賜 はる 

べしと、 達て 言上す。 然る 上 は、 若輩の 源 五郎に 家老な く、 殊に 不和 不義の 者 共 なれ 

ば、 奧 羽の 押に 覺束 なし。 之に 依って 源 五郎 成長 迄、 頜地城 召 上げら る • 一分の 仕 

置なる 節、 再び 返し 賜 ふべ しふ。 倍 源 五郎に は、 御 扶持 方と して、 江 州 .參 州に 於て 一 

萬 石 を 賜 ふ • 然るに 源 五郎 義俊、 是を 口惜しぐ 思 ひける にや、 此 時より 煩 ひ 付き、 次 

第に 衰へ、 終に は 寬永八 年 八月 卒す. 時に 廿六 歲。 息 男 刑 部少輔 義智， 此 時ニ歲 なれ 

六十 餘萬石 最上 膀玉^ 義俊  i 
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ども、 家督 を 賜 ふ • 然れ ども 如何なる 故に や、 一 萬 石の 內 五千石 差 上ぐべし • 成人 

後、 御 取 立 ある べき 旨、 井伊 掃 部 頭より、 內藤志 孽守忠 重の 家老 共 を 以て、 義智へ 仰 

渡さる • 義 智幼穉 故、 家人 等 異議に 及ばす 御請す。 然 らば 江 州 にても 參州 にても、 

望. S と 仰 付けら る、 故， 江 州に て 五千石 を頜 す。 七歲の 時、 御 目 見 仰 付けられ、 勤 

功を勵 まし けれども、 御 取 立の 沙汰 もなければ、 借 は舊惡 積る にやと、 世人 遍く 耳語 

きけ， 9* 

評に 曰、 最上 義俊 は、 聊誤り なく、 家臣の 騷動 故、 累代の 舊領を 失 ひ、 剩 へ 早世し、 家 

人數萬 諸國に 流浪し、 先非 を悔 えたる 者 多し とか や。 其 中 八 旬に 及ぶ 老士 一 人、 邊 

土に 幽居し ける が、 最上 家 累代の 舊臣 なる 故、 心 ある 者、 勞 はり 尊敬す。 或 人 是に最 

上 家 衰微の 事 を 間 ふに、 曰、 抑 最上 家 は、 往昔より 數代、 朝 帝 公方に 仕へ、 忠を 盡し武 

名を揚 ぐ。 然るに 今度 家 衰微す る を、 熟思す るに、 祖父 義光 不仁に して、 嫡子 義康を 

殺す 報な らん。 其 故は義 光四 男 あり、 嫡 修理 大夫義 康、 1 一男 驗河守 家 親、 三男 淸水大 

藏 少輔義 成、 四 男 山野 邊右 衞門大 夫義忠 なり。 II が 山 別%1； は I。 然るに 嫡義康 は、 忠孝 


を專 とし、 智 仁勇備 はり、 數 度の 戰場、 何れも 武名 を揚 ぐ。 然るに 石 田 叛逆の 始め、 義 

光の 近臣 里 見 權兵衞 .幷 に 義康の 近臣 原 八 左衞門 を密に 語ら ひ、 何卒して 義光 父子 

を 殺さば、 出 羽 一 國を兩 人に 與 へんと、 秀賴の 朱印に、 誓紙 を 添へ て 遣す • 兩人大 に 

悅び、 先 づ義康 を 失 はんと 謀 を 合せ 置き、 或 時 原、 義 康に對 ひ、 君 はいつ 迄 か 斯く御 部 

屋 住居に て、 諸事 御氣 詰の 释御痛 はしく、 義光公 はや 老體に 在せば、 御 家督 讓ら れ、 

御隱 居し 給 ふ ベ きに、 さなき 事 は 不審な り。 是は御 舍弟驄 河 守 殿、 家康 公の 寵 E 故、 

是へ 御代 を 渡し 給 はん 御覺 悟と 覺ゅ。 御 思案 あれと いふ。 義康の 曰、^ 河 守 も 兄弟 

の 事 なれば、 家督 靜ひ何 かせん。 他人へ 讓り給 はんに は、 義康 恨も殘 りなん • 其 上 

父 公、 我に 疎略の 風情 もな きに、 何 ぞ是を 恨まん やと、 S に 聞 入れす。 然れ ども 浸潤 

膚受の is 訴、 遂に は 恨の 端 見えに けり。 讒人等 大に悅 び、 M 見 權兵衞 、義 光に 對ひ、 

偖 も義康 公に は、 御 家督 延引と て を 恨み、 極々 御 術 を內談 あり。 某 も 御 內意を 承 

b 候。 偖々 存の 外なる 御 所存、 何 さま 天魔の 入替 りたる かと 讒言す。 義光閒 きて 驚 

かるれ ども、 義康 俄に 亂心 はせ じ • 是には 仔細 あらんと 思 はれし かば、 左右の 挨拶 

六十 萬石餘 最上 源 玉 郞義後  -x^ 
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はなし • 斯る 折節、 義康領 內の寺 光明 院へ 遊山め り、 終 S 酒宴 ありし が、 近臣 共と 狂 

はる、 とて、 脇 措 鞘 走り、 左の 股 を 少し 庇 付けら る。 讒人 =^悅 び、 義 光へ 讒 しける は、 

修理 大夫 殿、 御 家督 延引 を 恨み、 自害 あらんと せし を、 近臣 等 留め 申せり など 負が 

ましく 申しけ り。 義光 も、 今 はさ も ありし にやと て、 此の 時より 自然と 不和になる。 

是の 底意 をば 知る 者なければ、 奧 女中 國 中の 寺院 社僧 等、 樣 々雨 方へ 首尾 を 繕 ひ、 父 

子 和睦 を 願へ ども、 讒臣 却て 善事 を惡 事に 取 成す 故、 結句 互に 恨み 增り、 承引な かり 

き。 斯くて 其 年、 義 光江 戶 へ參勸 せらる" 家康 I 公、 在國中 別儀 なきやと 問 ひ 給 ふ • 

義光卽 謹んで、 義康の 行跡 を 言上 すれば、 大に 驚き 袷 ひ、 義光縱 ひ老耄 し、 僻事 を 申 

すと も、 子と して 父に 背か：^ 謂な し。 殊に 家督 延引と て、 一 命に 掛け 親 を 恨む ると 

は、 言語 を 絶す る 無道 者、 一 H も 親の 堅固に 勤む る を、 子と し ては悅 ぶこ と 本意なる 

もの を。 唯今 別儀な くと も、 自然の 變 異出來 せば、 國 家の 饗 敵なる べき ぞ。 早く 歸 

國し、 切 t さすべし。 何程 不便に 思 ふと も、 家名に 疵は 付け 難し。 ^不孝の 義康を 

や. 去 乍ら 能々 仔 钿を釓 し、 卒爾の 事 せらるな と、 慇に 仰せけ り • 義 光謹で 命 を 


受け、 偖 又 子供の 內、 誰か 家督 を讓 るべき 者ぞ- 義 光、，？^ 男 P 河 守 を 言上す • 駿河守 

は、 十三 歳より 御 側に 苯 仕し、 飽 まで 御 最貭强 き 故、 御 悅喜ぁ つ て 曰、 出 羽 守 は、 誠に 

武勇の みか、 目 利 迄 上手な りと。 偖義光は、翌年ニ月、御暇賜はh^歸國し、直に修理 

大夫 力へ 使者 を 以て、 今度 在 江 府の內 、父子 義絶の 事 上聞に 達す。 父子 一 族の 不和 

は、 t 國の 基。 縱ひ 義康非 儀な とも、 老體 役に は、 義光 堪忍し 和睦せ よと、 直に 上 

意 なれば、 默 止し 難く 歸國 せり • 此 上は對 面し 和睦 せん。 急ぎ 登城 あるべし と 申 送 

らる • 義康 大に悅 び、 直に 其 使者と 打 連れ、 速に 登城 すれば、 義光 は大廣 間へ 取次 を 

出し、 存 やる 旨あって、 今日 對 面せざる なり。 直に 是 より 高野山へ 赴くべし • 跡よ • 

b 仔細 を吿 げんと あれば、 義康 是非な ぐ、 家人 十三 人を從 へ、 山形 城より、 高 野の 旅 

に 赴かる。 義光 は、 豫め戶 井 半左衞 門に 命じ、 途中に て 殺さし む • 戶井は 大勢 を 率 

し、 其 道筋に 弓 鐵炮を 持たせ、 木陰 谷間に 伏せ 置き、 義康の 通る 處を 、二つ-玉 籠め て . 

狙 ひ 寄り 是を 打つ。 臍の 下 を打拔 きたり。 義康馬 よ.. り 逆に 落ち、 起 上らん とせし が 

叶 はす • 偖 も 口惜しき かな。 讒人を 信じ、 5^ 明 もな く 我 を 殺さる。 父の 無道、 見よ 
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見よ 父の 子孫へ 此讎を 報 ひ、 且 我を讒 したる 奴 原 をば、 不 曰に 取 殺し、 恨 を 散 せんと、 

弋： 奥び 牙 を 嚙んで 自殺 せらる。 十三 人 も大に 怒り、 大勢の 中へ 切入れば、 戶井を 

始め 百餘 兵、 散々 に 逃げ走る。 半 左衞門 は、 小高き 處へ 逃げ 上り、 敵に 僅十餘 人なる 

ぞ。 唯 弓鐵炮 にて 討 殺せと 下知し、 漸く 是を討 取. -、 義康の 首 を、 義 光の 前へ 出しけ 

るが、 さすが 骨肉 分身の 道理に や、 無言に て 、一目 見て 涙 を 催さる。 義康の 居 宅 を 穿 

壟 あるに、 別 心なき 證據、 讒人 等の 事、 品々 起請文 を 以て 認めし 訴狀數 通 あり。 義光 

是を 見て 後悔し、 先づ 原. 里 見を搦 捕り 、拷問し 白狀 すれば、 兩人 共に 右の 手と 左の 

足 を 切 落させ、 耳鼻 を 殺ぎ、 諸人の 見懲 にせよ とて 追拂 はる • 斯く なりても 命を惜 

み 流？^ せし が、 國 中の 童 部 共、 倍も替 りたる 乞食よ と • 石 や 棒 を 打付け、 八方へ 追 《 

らし 嬲りし が、 犬 浪に喰 殺され、 終に 死骸 道路に 散亂 す。 是を 見る 者 A つ 主君の 御 罰 

. ^りたる 原. 里 見が 形勢 を 見よ と、 唾 吐き てぞ 通. -し。 偖 原 八左衞 門が 父母 妻子 は 

磔罪 にし、 一族 緣者 は、 或は 獄門 或は 追放す。 M 見 權兵衞 が 父 民 部 は、 是 よ，^ 先、 疾 

く 是を覺 り、 祖父 里 見越 後 其 外 一 族緣者 三百 餘人、 夜中 山形 を 逐電し、 諸國に 分れ 忍 


び 居し が、 如何なる 綠をゃ 求め けん、 加 賀黄門 利 勝へ、 三 萬 石に て 在 付く。 利 勝、 越 

後が 武名 高き を 賞美し、 里 見 一 類 を も 、悉く 扶持 せらる。 義 光み 忍 開 付けて 是を吿 

ぐ。 義光悅 び、 加賀 へ 使者 を 遣し、 里 見が 不義 を斷 り、 早々 返し 賜 ふ ベ しと 言 送る • 

里 見聞く より 逐電し 流浪せ しが、 如何し けん、 又 越 前少將 殿へ、 三 萬 石に て 在 付きた 

義光是 を も聞屆 け， 例の 如く 斷る 故、 今 は 身の 置 所な- -、 高野山 へ 登り、 々入 

道し けり • 義光 は是を 聞き、 大勢 を 遣し 術を盡 し、 終に 擒 にし、 最上 へ 引 房し、 磔罪 

斬罪 獄門と、 思 ひの 龍に 行 はれけ る。 又戶井 半 左 衞門は 程なく 狂氣 し、 父母 妻子 を 

刺殺し、 口走. 0 大 音に 罵り 自害す。 倍 も義光 は、 讒臣 等が 枝葉 を絕 し、 里 見が 家 を 

悉く 改めら る、 に、 秀賴の 朱印に、 石 田 三 成が 奉書 あり • 其嗣に 曰、 

出 羽 守 事、 太閤 樣乍ま ， 御 厚恩； 先年 秀次 公へ、 義 光の 息女 被  差 上-候 處に、 故 あり 

て 及 一一 斬殺； 是併義 光一 人に あらや。 然る を 出 羽 守 深く 恨み、 內府へ 取 入り、 却而 

秀賴 公へ 爲， 一 敵對； 誠に 不忠の 至極 也。 依， 之 景勝. 正宗に 御 下知 あり、 近 最上 返 

治 之 凝，， 評定； 但 最上の 惡名斷 絕の儀 を 被， 侮 者、 義光 父子 を 可- -誅 戮； 於お ^ 者大藏 

丄ハ十 萬石餘 最上 源 五^ 義後  .  一一 一 01 
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少輔 儀、 最上 之 爲，， 嫡家， 而、 出 羽 一 國及 奥州 半國 可， 被， 下 • 尤 官位 者 可， 爲， sr 借 里 

見 一 類に は、 庄內三 郡、 奧州 にて 三 郡 、本領に 相 添 可， 賜 狀仍仰 執 達 如&: • 

右 之 趣 於， 偽者 忝 罰 文。  . 

秀賴 朱印 

慶長四 年 十月 廿日  石 田 三 成 之 

淸水大 藏少輔 殿 

里 見の 面々 へ 

義光是 を 披見し、 大に 驚き、 倍 は 大藏が 惡事を 合み し 故と、 直に 大藏へ 撿使を 遣し、 

推して 切腹 させら る" 此人 も、 異心 は 曾てな かりし。 尤 右の 如く 石 田 語ら ひ、 謀 書 

をば 遣し けれども、 里 見 等 大藏を 恐れ、 ゆめく 相談 はせ ざり け hs。 權兵衞 と 八 左 

衞門 謀りて、 義光. 義康を 殺さば、 家 親 も江戶 にあ b  、大藏 をば 誅戮 し、 出 羽 奥州 を 里 

見 一 家して 領 せんと 計り S きし を、 義光其 實否釓 明 もな ぐ、 g ひて 是を 自殺せ しむ 

る心ぞ淺^53き。 是 等の 報、 義康 最期の 怒 等 思 ひ 合せ、 諸人 遍く 耳語き ける が、 果して 


家 親. 義俊 早世し、 家中 不慮に 騒動し、 惡 事？ 聊 なきに、 累代の 所 頜殁收 せられ 武名 接 

れ、 我々 も 道路に 迷 ふ は、 皆 出 羽 守 殿の 不仁 故な りと、 涙 を 流し 語りけ る • 或 人、 又 

老士 に、 出 羽 守 殿 は 六十 莴石 なれ ども、 家人 等へ、 百 萬 石餘の 知行 出さる • 山形 領凡 

て 百 四 五十 萬 石も納 むる 故と 沙汰す。 實說 如何と 問 ふ。 老士 答へ て、 虚說 なり. 山 

形頜 六十 萬 石と 雖、 七十 萬 石餘も あらん か。 偖 家中へ は、 五十 萬 石 程 も 賜 はるに や 

とて、 其 知行 高 を 記さし む。  . 


二 萬 七 千 石 淸水大 藏少輔 

二 萬 千 石  山上 兵 部大夫 

三 萬 石  志 村 伊豆守 

一 萬 九 千 三百 石 山野 邊右衞 門大夫 

一 萬 七 千 石 氏 家 左 近大夫 

1 萬 千 石  野邊澤 遠 江 守 

一 萬 九 千 二百 石 寒 河 江 肥 前 守 

力 十 萬石餘 是上源 五^ 義， 


二 萬 石  大山 內膳正 

四 萬 五千石 本 庄豊前 守 

一 萬 六 千 二百 石 循岡 甲斐 守 


二 萬 五千石 一 

三 萬 石 一 

二 萬 石 一 

七 千 石 丄 


延澤能 登 守 

坂 上 紀伊守 

下 對馬守 

里 見 民 部少輔 

垂 
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一 萬 三千 石 

1 萬 石 

入 千 石 

七 千 石 

七 千 石 

五千石 

五千石 

W 千 石 

三千 石 

二 千 五百石 

三千 石 

二 千 五百石 

二 千 石 
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東 根源 右衞門 

松 根 備前守 

小國 日向 守 

新 關因嚼 守 

長 崎 式部 

加 藤 源 右衛門 

齋藤 伊豫 守 

寒 河 江 外 記 

軍 直 總左衞 門 

小 菓賴母 

草直彥 一 郞 

高 楣 遠 江 

里 見 主 水 


一 萬 千 五百石 

一 萬 石 

八 千石餘 

一 萬 七 巨石 

五千石 

五 千 五百石 

七 千 石 

三千 石 

二 千 五百石 

三千 石 

三千 石 

二 千 三百 石 

二 千 石 


i 

鮭 延越前 守 

瀧 澤兵庫 介 

江 口 五兵 衞 

里 見越 後 守 

飯 田 播磨守 

安食 大和 丞 

中 山玄蕃 

小 玉攝津 

近 藤 壹 K 

成 澤道仲 

大窪右 馬 介 

里 見 市 正 

長 尾 古門 


同  長 谷川 長 右衞門 

同  神 保隱岐 

同  朝 比 奈讃岐 

千 石  伊良子 長 門 

同  內野數 馬 

同  援田播 磨 

同.  中 山 七 左衞門 

同  赤 羽根 權兵衞 

同  橫 田大學 

同  鈴 木深 右衛門 

同， . 石 垣河內 

同  北 條能登 

间  戶井半 左衞門 
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0  和 田 越 中 

同  柴 橋左內 

千 五百石  鈴 木 半兵衞 

千 石  志 村 九 右衞門 

同  一 粟 兵 部 

同  武久 庄兵衞 

同  內野越 中 

同  和 田 九 右衞門 

同  里 見 掃 部 

同  小國 伊勢 

同  本 間 出 雲 

同  眞本三 左衞門 

同  井上 牛 之 助 

i 
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千 石  原 八 左衞門 

同  下 勘七郞 

同  女 三 

同  休 意 


千 石 

同 


. 右 五 人 は 法師 武者に て、 何れも 役人な り • 

淸水 大藏少 輔家來 

千 五百石 木 卢周防  千 石 

大山 內膳正 家来 

千 百 石  伊良子 監物  千 石 

本 庄豊前 守家來 

三千 五百石 小 泉讃岐  千 五百石 

千 石  楣岡主 水 

氏 家 左近大 夫家來 


養 一 

下 美 作 

喜 呼 一 

壽 齋 一 

外 肥齋ー 


矢 ロ讃岐 

成澤 總三郞 

前 森 左 近， 


千 石  黑田常 陸 

志 村 伊豆守 家來 

千 五百石 近 籐伹馬 

野 邊澤遠 江 守家來 . 

二 千 石  大 堀河內  千 石  行 澤 式部 

里 見越 後 守家來 

千 五百石. 坂彌兵 衞. |<| 仏；.！！ f  I 者 

右の 外 坂 上 紀伊. 下 對馬. 山野 邊. 上の 山. 循 岡. 寒 河 江 • 鲑延. 東 根. 菘 根. 瀧澤 等が 家來 

にも、 11^ 以上 數人ぁ しが、 其 名 を 忘失せ り。 是皆出 羽 守 殿より、 與 力に 附 置かれ、 

義 光より 知行 は 賜 ふ。 又 旗本. 近習. 外樣. 馬 廻に、 千 石 以下 は 量りな し。 斯 りし 家な 

b しが、 義 光の 不仁、 家 親 .義 俊の 變異行 粧を諌 むる 者な く、 互に 權威 を靜 ひ、 終に 家 

衰微し、 己々 も 流浪す るの 淺猿 さよ • 義康 、清水 等の 憤 魂の 所爲 にや、 數 千の 良 臣、 

皆 道路 に 迷 ふこ と を 忘 れ、 家 を 倒し 身 を 失 ふ と、 自他 共 に 評判す。 其實說 某も辨 へ 

六十 萬石餘 最上 源 五 1^ 義後  i 
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難しと、 長嘆して ぞ 語りけ る。 愛に 又 最上 譜代の 士某、 彼 家 衰微し 浪人せ しが、 二君 

に 仕 へ や、 魏髮 して 諸國： 仃 脚し、 主君の 菩提 を HP ひける。 或 人、 右の 物語し、 實否を 

.. ^  as 答へ て、 左 t ぶに 評判す るば、 大 なる 虛說な b  。最上 衰滅せ し は、 是れ 山野 邊 

右 衞門大 夫義忠 が所爲 にて、 家老 共權 威を靜 ひ、 互に 不和 となりし 故な..^。 元義忠 

は、 義 末子に て、 駿河 守の 弟、 源 五郎に は 伯父な， 5。 無道に して 兄 甥を滅 し、 己 

れ其嫡 家た らんと 巧み、 先年 鮭延越 前. 楣岡 甲斐 等と 心 を 合せ、 兄 家 親 を毒斌 す。 核 

根 備前守 等の 家老 是を閡 き大に 怒り、 殊更 H 頃 不和 故、 彼等が 枝葉 を斷 たんと、 忽ち 

江戸 へ 越し 訴ふ。 是ょ， 0 嚮、 ^©田.米津の 兩 上使、 山形 へ 下着の 時、 山野 邊は 鮭延を 

以て、 源 五郎 は性魯 鈍、 殊に 病 者 なれば、 山野 邊を 以て、 家 親の 家督に 仰 上げられ 賜 は 

る ベ しと 願 はせ しが、 兩 上使 承引な き 故、 御請 糙 ならす。 然る 內に 家老 共、 殘ら や江 

戶 へ 召され、 御 詮議 あれ ども、 互に 不和 故、 其詞 まちくな り。 剩 へ 极根. 循岡 は、 其證 

據 なきに 坐し、 終に 最上の 城 地歿收 せらる。 此 時に 至. 9 て、 皆 悉く 先非 を悔 む。 其 節 

山形 城 請 取に は、 本 多 上野 介 正 純. 永 井 右近 大夫直 勝. 松 平 下野 守 忠鄕、 中に も忠 


鄕は 、奥州 筋の 旗頭 なれば、 奥 羽の 大小 名 悉く 從ひ向 ふ * 家人 本山 豊 前. 梅 原 彌左衞 

門. 北 川 土 佐 等が 手勢 三千 餘人を 引率し 向 ひし かば、 さすが 氏鄕の 家督と 諸. <  讚美 

せり。 借 最上 家臣 等の 知行 高 も 相違せ り。 此僧覺 えたる は、 本山 豊 前が 四 萬 五千石 

を 頭と し、 萬 石 取の 侍 十六 人、 八 千 石 を 頭と し、 一 一 千 石の 侍廿八 人、 千 八 百 石よ. >  千 

石 迄の 侍 四十 六 人 あり • 此高 四十 九 萬 五 千 百 石、 此外千 石 以下の 侍、 數を 知らす • 

此 外なら す、 中 大身に て 名 ある 士、 後に は 皆 酒 井 雅樂頭 扶持 せらる。 山野 邊義忠 は、 

如何なる 所緣 にや、 水 黃門賴 房 卿へ 召 出され、 一 萬 石 賜 はり、 其 子 を、 山野 邊土佐 

守義 堅と て、 今 彼 家に て專ら M 仕 を盡す • 彼 山野 邊に、 天罰 人 罰 報 はす、 今に 繁昌す 

るの 不思議 さよ。 借 又 娃延越 前 守 は、 土 井大炊 頭へ 召 出され、 千 石 を 賜 ふ。 鮭延は 

智德備 は， 9、 仁義 を 守る 勇將 故、 最上 を 流浪せ しが、 其 家人 相從 ひ、 乞食 非人と なり 

て も、 君 を 養 ひ 奉らん とて、 附從ふ 者 十 人。 越 前 其 志 を 感じ、 千 石 を 十 人に 分ち 與へ、 

我 身 は 家人 共の 處へ、 一 日 づっ行 回り、 年月 を 送る。 家人 等、 百 石 づっ與 ふる を同辭 

すれ ども 用 ひや。 剰へ 子孫 ありても 詮なし とて、 一生 女 犯に 馴れす、 終に 病死す • 

六十 萬石餘 最上 源 玉 郎義俊  Is 九 
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家人 等 大に歎 さ、 慇に營 み 葬り、 一 寺 を 立て 鮭延 寺と 號 し、 其 菩提 を HP ひけり • 其 寺 

今に 古河 城下に ありと 語る にぞ、 皆 悉く 是を 感聽 しけり • 
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奧州會 律若极 城主、 祖父 は 加 藤 三 之允廣 明、 三 州の 住人、 今 川 家の 幕 下、 後徳川 右京 

亮長親 卿に 屬し、 病死す。 其 子孫 六嘉明 は、 幼少よ b 尾 州へ 赴き、 信 長に 仕へ 寵ぁ 

橫 死後 、太閤に 灶ふ。 力量め hv 心 利きた る 者 故、 殿下の 御 旨に 叶へ り。 天 正 十一 年、 

柴田勝 家、 其 身 は趑前 北の 庄に 籠城し、 甥 佐 久間支 蕃允盛 政 を、 江 州志津 嶽へ岀 張せ 

しむ。 太閤 聞いて 大兵 を 從ひ向 ひ、 火急に 攻めら る。 時に 孫 六 は、 三番の 軍 列な り 

しが、 一 番 に馳拔 け、 盛 政が 先手 を 追 崩し、 自ら 馬 武者 三騎突 落し、 歜 を 追討し なが 

ら、 越 前 迄 進み 下.^、 終に 勝 家 を攻滅 す。 太閬 五千石の 感狀を 賜 ふ。 後又頻 に感狀 

加增賜 はり、 六 萬 1 一千 九 百 石と なり、 從五 位下 左 馬 介と 受領す。 文祿 元年 朝鮮 征伐 
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の 時 は、 先手 を 蒙り、 大に軍 忠を盡 す 故、 三 萬 七 千 の 加 恩、 凡て 十 萬 石、 豫州 正木 

城 を 賜 ふ 旨 感狀を 賜 はり、 上使 を 遣 さる。 左 馬 介猶戰 功を勵 む。 故に 慶長三 戊戌 年 

八月 十八 日、 太閤 薨すと 聞き、 同 十 1 一 月廿 八日 大坂 へ 歸陣、 翌日 伏 見 へ 赴き、 加賓亞 

相 利 家 卿の 館に て 御 遺言 を 聞き、 同 四 年 正月 元日、 大坂 本丸に 登城し、 秀 賴に躕 謁し、 

次に 西の 九內府 公へ 拜禮 す。 其 後 故あって 石 田と 不和に なり、 ー戰を 遂げん とせし 

を、 家 康公御 扱に て、 三 成 佐 和 山へ 逼塞す。 然れ ども 左 馬 介、 石 田 を 討たん と 憤る。 

同 五 年上 杉 御 退治、 嘉明も 供奉す。 跡に て 11 ！成軍 を 起し、 御 跡 を 慕 ひ 下， 5、 挾んで 攻 

めんと 計る により 御 上洛。 嘉明 は、 曰 頃の 欝憤 を晴 さんと て、 先手 を 望み、 先 づ濃州 

岐阜 城を攻 落し、 其よ. 5 關が原 へ 馳向 ひ、 千變萬 化の 勇 を 振 ひ、 敵 將を追 散らす 故、 

太平 後、 十 萬 石の 御 加增、 间州极 山城 を 賜 ふ。 嘉明、 正木 城を极 山へ 移し 築き 

居城と す。 是 より 先、 家康 公の 賢 息 核 平 下野 守 忠吉卿 it 一- 薩 元服の 節、 嘉明を 召さ 

れ、 加冠 は 井伊 兵 部 少輔、 理髮は 本 多中務 少輔兩 人に 命 や。 錢を 着す る 親分に は、 左 

馬 介 を 頼むな り。 是れ 其方の 武勇に 靈體れ かしと 思 ふ 故と、 慇に 仰せけ り。 嘉明御 


鎧 を 着せ 奉り、 數度 高名せ し 重代の 太刀 を、 忠吉卿 へ 進上す。 下野 守 殿 も、 貞宗の 脇 

差 幷に鞍 置 馬 を 賜 ふ。 偖大坂 兩陣に 戰功拔 群、 寬永三 丙 寅 八月 十九 日、 從四 位下 侍從 

に 進み、 同 四 年 二十 萬 石の 御 加 恩、 奥州 會津若 核 城 を 賜 ふ。 同 七 庚 午年 九月 十二  U 

卒去、 六十 九歲。 嘉 明に 三 子 あ. o、 嫡 式部 少輔明 成 i 男 監物明 重. 三男 民 部 少輔明 利 

なり。 明 成 家を嗣 ぎ、 E 十 一 年 七月 十五 日、 從四 位下 侍從に 進む。 是 より 先、 元 和 元 乙 

卯年 五. T 六日 七日 大坂陣 に、 明 成 は 父と 共に 出陣し、 馬 武者 百 九 騎を討 捕り 獻す。 

此時明 成の 家人 河村權 七. 堀 主 水 大に戰 功 あ h へ 雨 殿下、 雨 人が 姓名 を 尋ね 給 ひ、 御 

直に 軍功 を 讃美 あ-.。 加 藤 父子 も 面目 あり、 歸陣後 賞 祿大に 行 ひ、 家老 職と す • 然る 

に 明 £ ょ闇將 にて、 武備 を 守らす。 唯 金銀 珍 器 を 好み、 臣庶國 民の 困窮 を 顧みす、 諸 

人の 肉 を 削りても 金銀と なし、 集めん こと を悅 ぶ。 其 金銀 を 集む るに、 皆 一 分に し 

て I 化 時の 人、 是を 加藤 一分 殿と 稱す。 siil ふ Bp- 是故 に 金銀 I 藏に 充滿 

す。 私欲 日々 に 長 じ、 家人の 知行、 民の 年貢に も 利 足 を 掛けて 取り、 商人 職人に も、 

非道の 運上 を 割付け 取 ける 故、 家士の 口論、 商工の 公事 喧嘩 止む 事な し。 是 故に 
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老臣 心 を 合せ、 一同に 是を諫 ひれ ども 可 かす • 中に も 堀 主 水 甚だ 悔み、 折に 觸れ時 

に隨 ひ、 或は 歎き 或は 恥し め、 樣々 に諫れ ども 用 ひざる 故、 其 後 は 女中 又は 菩提 所の 

寺院 を 以て、 異國 本朝の 例 を 引き、 諌言 すれ ども 可 かす。 是皆主 水が 所爲と 推量し、 

深ぐ 惡み、 出仕しても 對 面せす。 猶諌 むる 者 は、 勘當 閉門 せらる。 斯る 折節、 主 水が 

家人と 傍輩の 召使と 口論し、 故あって 兩方 堪忍せ す。 終に 明 成の 聞に 達す。 主 水が 

家來、 十分の 理 なれ ども 是 を非義 とし、 生水に 恥辱 を與 ふ。 是を 仔細 を 申 直せ ども、 

却て 耳に 逆ら ひ 閉門せ しむ。 主 水 怒り、 我旣に 家老 職と して、 左 馬 介 殿 ^5 來國 家の 

政務 を 行 ふ 身が、 自分の 非 義を申 上げん 樣 なし。 縱ひ非 義の事 ありと も、 斯迄 恥辱 

せしめん 儀に 非す。 況道 埋 の 至極なる を や。 諸人 此後 は、 我 下知 をば 用 ふま じ • 所 

詮 自害し、 主の 憤 を 休めん と 思 ひしが、 猶も 臣は臣 たるの 道 を 守らん と、 晝夜明 成の 

行跡 を 直し、 國家 無異を 思案せ り。 然るに 明 成、 如何なる 故に や、 父 左 馬 介の 許さ 

れし采 拜を取 11^ し、 家老 職 を 取上げら る • 生水 今 は大に 恨み、 怒に 堪へ 兼ね、 寛 永 十 

八 年 四月 三日の 白晝 に、 會律を 立 退きけ るが、 君臣の 禮是 迄な hs* 其 手 切の 印と て、 


領分 倉 兼 川と い へ る 往還の 橋 を燒拂 ひ， 枸州鎌 倉 へ 赴く。 . 明 成大に 怒り、 大勢 を 遣 

し 討 留めん とすれ 其 行方 知れす。 明 成 家人 等 を 集め、 生水が 無禮 不義 前代未聞、 

異國迄 も 尋ね 搜り擒 にすべし。 搦め來 らん 者に は、 貴賤 を 選ばす 千 石を與 へん • 此 

事 上聞に 達し、 明 成 非義の 上意 あらば、 四十 萬 石 を 返上 せんと 申さ るれ ども、 是 大事 

の 返答 故、 諸士 悉く 手 を 振り、 閉口して 退出す。 明 成 重ねて 諸士を 集め、 諸 國へ手 分 

し、 打 手の 人數を 自筆に 記し、 是を 渡さる。 是を 聞きて、 堀 主 水 は 縑倉を 立 退き、 紀 

州 高野山へ 登 b 忍び 居す。 何者か 吿げ けん、 明 成 是を聞 屈け 大に悅 び、 彼 山の 文殊 

院 へ 委細 を 申 遣し、 搦め 出さ る ベ しと、 使者 を 以て い ひ 送れ ども 肯は す。 左 樣の者 

當山 になし。 縱ひ 自然 忍び 居る とても、 此 山へ 駆 込み 丄者、 搦め 出せし 例な し。 沉 

左様の 者な きを やと 返答す。 明 成犬に 怒り、 終に 言上し、 家人 堀 主 水、 斯樣々 々の不 

義を 働き 立 退き、 高野山に 忍び 居る 故、 文殊 院へ使 を 遣し 申 送る に、 虛言を 吐きて、 

圍ひ 出さす。 此上は 討 手 を 遣し、 推して 彼 山を搜 すべし。 明 成 不義の 者と 思 召さば、 

所領 悉く 返上す。 四十 萬 石の 御 恩 知に 替 へても、 彼 をば 存分に 行 ひたしと て、 則大 
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勢 討 手 を 申 付く る。 主 水 是を閒 付け、 紀州 和歌 山城 下へ 赴き 蟄居す。 明 成 是をも 聞 

屈け、 紀州亞 相賴宣 卿へ 斷り、 討 手 數百人 差遣す。 主 水 是非な く、 己が 存分 を 1 通の 

目安に認め，掀||殿江1«^へ下...^、主人明成の積惡を、 一 々訴ふ。 御 老中 披見 あり。 主 

水に も對面 あり、 御 設議を 遂げられ 上聞に 達する に、 主 水事尤 道理の 至極、 神妙に は 

似 たれ ども、 家老 職た る 身が、 左 樣の惡 事 を 兼々 言上せ や、 殊に 暇 も 乞 はす、 白晝に 

頜分を 立 退き、 剩 へ 往還の 橋 を燒拂 ひ、 主 を 蔑 如に し 公儀 を も 恐れす、 我意に 任す る 

條 不屈に 思 召さる。 偖 式部 大輔 訴訟 も默 止し 難し、 願の 通. 9 主 水 を 賜 はると 仰 出 

されければ、 明 成 大に悅 び、 是を 受取り 火 辟の 科に 行 ひ、 其 三 族 悉く 罪せら る。 猶も 

私欲 曾て 止ます、 國家靜 論 盛な り。 明 成 以前の 言上、 今更 後悔 すれ どもすべき 樣な 

く、 同廿 癸未 年 四月、 所領 悉く 返上し 遁世し、 休意と 號し 浪人 すれば、 日頃 好み 貯 へ 

し 金銀 珍 器 等 も、 皆 徒ら 事と なりに けり。 偖 明 成 領地 返上の 節、 明 成 は 子供 ありと 

聞く、 願 あらば 言上せ よと 上意 あ. c>。 明 成 世 俘 は 一 人 もな く 候 故、 願聊 なしと 答 ふ。 

抑 明 成に は、 加 藤 孫 三郞隱 If とて、 成人の 嫡子 あり。 然れ ども 妾腹な り。 此人 誕生 


. ^藤 明 成 

死去 


の 時、 本妻 嫉妬深き 故 恨まれし を、 明 成 誓言 を 立て、 子 を 持たぬ と 諍 はる • 其 誓言 破 

り 難しと て、 世悴 なしと 申されし。 世 俾 儀賴み 奉る と 言上 あらば、 左 馬介以 來忠戰 

_i ^功の 家、 舊領 半分 は 相續仰 付けら る べき： に、 累代の 舊領 四十 萬 石 を、 一 時に 失滅せ 

られし は、 無比の 闇將、 夫れ 正直 慈悲 智惠 を、 三つの 神德 とい ふ。 是 故に 誓詞 を 用 ふ 

るに 大事 あ， o、 大將 たる 身の 大祕 事なる が、 左 馬 介是を 知らざる か。 佴し 知， 9 て も、 

式部 大輔 へ密傳 なかり しか。 然れ ども 孫 三 郞を召 出され、 石 見 州 安濃 郡廿箇 村の 

處、 一 萬 石 を 親類に 賜 はり、 加 藤 內藏介 明 友と 敍 任し、 吉 永に 居す。 父 入道 休意 大に 

悅び、 彼に 赴き 蟄居す。 寬文元 辛 年 正月 廿 一日 卒去、 七十 歲。 法名 圓 通院 殿と 號 

す。 斯くて 明 友 は、 父の 不行跡 を悔ぇ 恥お、 忠動 する 故、 天 和 二 壬 戌年 六月 十  一 H 一 

萬 石 御 加增、 江 州 水口 城 を 賜 ふ。 翌年 九月 十一 日 御 詰 衆と なり、 同年 十二月 七日 卒 

す、 六十 三歲。 息 孫太郎 明英， 貞享元 甲子 年 正 月、 召さ れ 家督 を 賜 は り、 翌年 十 一 一 

月せ 八日、 佐 渡 守と 受領し、 元祿ニ 己巳 年 八月 三日、 寺社 奉行と な b  、其 裁許 順 直、 程 

なく 若 御 老中に 移る。 大御 老中 小 笠 原 佐 渡 守と 同名 を 憚り、 越 中 守と 改め、 今專ら 

四十 萬 石 加 藤 式部 少輔明 成  さ 一七 


古今 武家 • 慰 衰 ？3 卷第 十六  ーユズ 

勤 仕 せらる。 

加 藤 左 馬介嘉 明に 三 子 あに 摘 子 式部 大輔明 成？ 一男 加 藤 監物明 重？？ 。お 

兄 明 成 Li 從屬 せし •  い 、是 も閤將 Li て、 明 成の 不行跡 家中の 騒動に も 構 はす、 館 LL 引籠リ IS 樂な.  一二 Be 

しが、 明 成 所領 返上の 後、 漂泊して 、京に 知人 ある 故、 彼 地へ 上り 幽居す。 病死の 後實 子な く 斷絕す ESN 

加 藤 民 部 少輔明 利 は、 武勇 備 は.. >  仁 信 深き 故 召 出され、 別に 三 萬 石 を 賜 はり、 奥州 三 

泰 城を頜 す。 寬永四 丁 卯年 三月、 同 州 ニ本秘 城へ 移. 9、 同 十八 辛 巳年 三月 廿 五日、 江 

la- に 於て 病死、 男女の 子 六 人 あり。 然れ ども 日頃 御 目 見 も 願 はす、 末期に も 家督の 

遺言な き 故、 倾地 悉く 召 上げられ しが、 同廿年 冬、 嫡子 加 藤 彌三郎 を 召 出され、 新 親 

に 三千 石 を 賜 ふ。 廿三歲 にて 卒す、 實子 なく、 頜地召 上げら る。 二 男 平八郎 は、 彌三 

郞に 先立ちて 早世す。 三 四 は 女子、 一人 は 佐々 木 源 兵衞に 嫁す。 一人 は 父兄の 爲 i 

て、 佛 道に 入る。 人 是を諌 むれ ども 用 ひす、 終に 尼と なり 智 達と 號す。 五 は 加 藤 三 

左衞 門、 六 は 加 藤 源左衞 門， 此雨人 は 程 經て召 出され、 千 懐 づっ賜 は. >  け る* 

讲ニ萬 五千石 田 中筑後 守忠政 


に 三 田 
す 成 中 
= ^吉 
擒政 


筑後州 久留米 城主、 祖父 は 橘 諸兄 公の 後 M  、田 中伯耆 介宗弘 とて、 累代 江 州 高 島 郡 田 

甲 村 を領し 居す。 故に 田 中 を 氏と す • 其 子 兵 部 少輔長 政 は、 久兵衞 とい ひし 時より 

信 長に 仕へ、 三千 石を領 す。 頻に戰 功 ある を 以て、 三 萬 石に 至り、 且譚の 字 を 賜 はり、 

從五 位下 兵 部 少輔長 政と 受領し、 同 州 甲賀郡 八幡 山城 を 築き 居す。 信 長 85 後 太閤に 

屬 し、 猶戰功 を盡す 故、 三 萬 石 加增、 三 州 岡 崎 城 を 賜 ひ、 程なく 又 四 萬 石 加 恩、 殊に 侍 

從に 昇. 9、 諱の字 を 賜 はり、 吉 政と 改め、 同 州 西 尾 城 を 築き 直し 持 分と し、 凡て 十 萬 

五千石 を領 す。 太閤 薨後、 御當 家へ 屬し、 濃 州 江 渡 川の 先陣して 岐阜 域を攻 落し、 進 

んで 賊將三 成を擒 にし、 其 居城 佐 和 山を攻 落す。 家 康公其 戦功 を 感じ、 御 直に 賞美 

し 給 ひ、 筑 後川 一圓 卅ニ萬 五千石の 御朱印 を 賜 ふ。 慶長 十四 己 酉年 二月 十八 日卒 

去、 江戶 吉祥 寺に 葬り、 法 名大 格院殿 機耘道 越大， 禪定 門と 號す。 嫡子 民部大 輔長顯 

家を嗣 ぎ、 筑後 守に 改む。 後秀忠 公より 諱の字 を 賜 は，^、 忠 政と 號し、 侍從に 昇る。 

內室 は极平 H 幡守虎 元の 女、 家康 公の 御 娃 なり。 此 筋目 且 武勇 忠節の 家 なれば、 御 

賞美 尤 深く、 諸將 尊敬せ しが、 元 和 六 庚申 年 八月 八 曰、 若う して 卒去。 吉祥 寺に 葬り、 

卅ニ萬 玉 千 石 田 中 筑後守 51 政  m< 


4a 今 武家 <^衰 記 卷第 十六  H1S 

法名 筑州大 守 橘 朝臣 傑岫 1^ 英大 居士と 號す。 實子 なき 故、 頜地 悉く 召 上げら る。 內 

室 は 因幡 守 方へ 返らる。 後 松 平 右近 大 夫へ 再 綠ぁ り。 愛に 古 吉攻の 舍弟田 中久兵 

衞尉 は、 甥忠攻 よ， 5 合力 を 受け 居られし が、 召 出され 三 萬 石 を 賜 はり、 田 中の 名跡と 

し 給 ふ。 久兵衞 末期の 時、 秀忠 公の 御 小 性 菅沼翁 助を聱 養子に し、 家嗣 たらし めん 

と 遺言す る 故、 願の 如く 仰 付けられ、 菅沼を 改め、 從 五位 下田 中 主 殿頭定 政と 號 せし 

が、 故あって 程な ぐ 御 勘氣を 蒙り、 頜 地歿收 せられし が、 田 中 家の 斷滅を 憐れみ 給 ひ、 

頓 て 免許 あり、 後 御 書院 番頭 i な， り、 先非 を悔ぇ 忠勤す る 故、 三千 石の 加增、 右の 二 

千 俵 も 地方に なされ、 凡て 五千石 を 賜 ふ。 歿後 其 子大隅 守定房 ||g 家を嗣 ぎ、 定火消 

役 を 司り、 後 御 書院 番頭と なり、 又大御 番頭と なる。 此時役 料 二 千 俵 を 地方と し 賜 

り、 凡て 七 千 石と なる。 內 五千石 は 房 州 ニー 千 石 は 丹 州に て 賜 ふ。 子 出 羽 守 II 主 は、 

御 寄 合 衆に て、 今 專ら動 功す。 

一 說に 曰、 兵 部 大輔吉 政 二子 あ. 0,嫡 民 部 少輔長 顯. 二 男 久兵衞 尉政弘 な， o。 然るに 

長顯は 常に 不義の こと あり、、 夂子 不和な. 0 し 故、 吉政 卒去の 節、 次男 久兵衞 を 家督に 


願 はる。 是筑後守忠政な，.^。 忠攻に 三女 あに 仍って 菅沼織 部正定 方の 息 翁 助 を S 

養子に したしと 遺言す。 吉攻 以來 無二 忠節の 家 なれ ども、 實子 なき 者に、 家督 を 賜 

はりし 例な しとて * 領地 歿收 あり • 然 れ共忠 政が 遺言 も默 止し 難しと て、 翁 助 を 召 

され、 五千石 新 親に 賜 はり、 田 中の 名跡と し、 ま 殿頭定 政と 敍任 あり。 定政 死後、 其 

子 翁 助に 家督 を 賜 はり、 大 隅守定 房と 號す。 It, 一 。偖吉 政の 嫡民 部少輔 は、 後 京都へ 

赴き、 漂泊して 卒す。 其 子 民 部 も 京に 居し、 貧窮 堪 へ 難ぐ、 漸江戶 へ 下り、 定 政を賴 

み、 少分 にても 御 直 參に仕 へん こと を 願 ふ。 定政諾 して、 其 仔細 を訴 へらる • 核 平 

古 伊豆守 信 綱 を 始め 皆 相 心得、 時 を 伺 ひ 上聞に 達せん とす。 民 部 是を待 兼ね、 主 殿 

頭に 及ばす とて、 所存 を 一 々書記し、 直に 差 上げたり • 其 目安 不埒に して、 定 政の 詞 

と 違 ひ 上 を 恐れす、 御 老中 を も 脇に なした る 文 言 故、 各 立腹 あり、 此旨定 政 方へ 急 度 

仰 渡さる。 定政大 に 驚 さ、 種々 の 術 を盡し 是を陳 じ、 民 部 を 呼 寄せ 是を 演說 し、 言 

語 道 斷不屆 短慮の 所存、 向後 不通な.^ • 尤 親類 緣者 等へ も 出入す ベから すと、 大に 

呵. in 渡す 故、 民 部 貧困し 流浪し、 衣食 も絕々 にな.^ しが、 漸江戶 傍に、 物 哀れなる 

骨 二 萬 玉 千 K5 田 中筑後 守忠政  Will 
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住居し、 淺 ましき 風情に て暮 しける が、 老衰し 渴 命に 及び、 恥 を 捨て 田 中 大隅守 II 

仏ヌ 館に 参り、 合力 を 乞 ふ。 大隅守 家老 共 を 呼び 、是！ J 父 公の 不通 ありし 人 なれ 

ば、 我 面せ じ。 然れ ども 其 次第 痛 はし。 汝等 心得て 計 ふべ しと あ. 5 し 故、 民 部 漸く 

一命 を 保養し、 暫く 堪難を 忘れ 病死す。 二子 あ. o、 田 中 を 名乘ら す。 嫡子 は 丹羽久 

左衞 門、 次男 は 丹 羽 新 助と 號す • 久左衞 門 は、 遠山 主 殿 頭へ 步行 侍に 出で しが、 故 あ 

つて 坪內德 兵衞、 別して 懇意に せられし 故、 大隅 守に 參會の 節是を 語り、 何と ぞ民部 

子供 兩 人の 內、 一 人な りと も 呼 出されよ と、 切々 勸め ける 故、 尤 とて、 頓て嫡 丹羽久 

左 衞門を 呼出し、 田 中 宇右衞 門と 改 め 號し、 番頭 役と し、 金 拾 雨に 三人 扶持、 四 度の 

仕着 を 賜 はり、 慇 慰に せらる、 故、 家人 等 又 尊敬す。 弟 新 助 も、 兄の 願に 依って 召 出 

し、 近習と し 仕 はれし が、 仔細あって 程なく 逐電す。 兄 宇 右 衞門も 今年 死し、 實子も 

なく、 愛に 至って 田 中の 嫡家 永く 斷絕 すと。 兩說 何れ か、 實否未 ，考， 

十一 萬石餘 奧平大 膳 大夫昌 能 


康貞奧 

に 能 平 
屬 、處 
マ家资 


下野 州 宇都 宮城 主、 #s "祖は 村 上帝の 王子 具 半 親王より 十二 代、 赤松 則景 なり。 則！^ぱ 

は藝 州に 住す。 治 承 中 賴朝豆 州に て 義兵 を 揚げられし 時、 東國に 下り 味方に 屬す • 

二子 あ b。 嫡子 は 家範、 是赤核 二 郞則村 入道 圓心、 月 潭には 五代の 祖 なり。 次男 氏 

行 は、 秩父 一 族兒玉 庄左衞 門が 聱 とな hz 家を嗣 ぎ、 氏 行 も 又兒玉 庄左衞 門と 號し、 

其 末流 上野 州奧平 鄕を頜 せし 故、 兒玉を 改め 奧平 と 號し、 軍扇 團を 家紋と し、 累代 上 

州に 住せし が、 末葉 奥 平 一八郎 左衞 門尉貞 俊が 代、 故 あつ て參 州へ 來り、 津久 手を頜 

す。 八十 歲 にて 卒す。 法名 榮繁。 其 子監物 允貞久 も、 八十 ー歲 にて 卒す。 法名 道観 • 

其 子監物 丞貞政 は、 天 正 四 年 乙 未 四月 廿日、 八十 五歲 にて 卒す。 法名 道 閑。 其 子監物 

丞貞勝 も、 文 祿四年 乙 未 十月 九日、 八十 四歲 にて 卒す。 法名 道 文と 號す。 是 皆駿參 

遠 三 州の 大守、 今 川 家の 慕 下、 累世 忠を盡 せし が、 上 總介義 元 討死し、 家嗣刑 部大輔 

氏眞 は閽將 故、 譜代 故老の 臣を 始め 、幕下の 諸 將是に 反く 故、 伯父 信 玄に世 を 奪 はれ、 

氏眞 流浪す。 時に 奧卒監 物 丞貞勝 入道 道 文、 其 子 九 八 郎貞能 I 一^^ |# 信 もせ 《に 今 川 

家 を 離れ、 家康公 へ 馬し、 智略 を盡 して、 菅诏 伊豆守. 同 新 八郎. 田 岸 新 四郞、 其 外 遠 州 

十一 萬石餘 奧平大 膳 大夫昌 能  S 
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引間 $1" 尸濱 松-城主 飯 尾豊前 守が 家臣 江 馬 安藝 守. 同 加 贅守等 を御眛 方と す • 其 頃 信 

玄は駿 州 を 定め、 猶遠參 二 州 を も 取らん とて、 先 づ津久 手 城を圍 む。 奧平 小勢に て 

敵し 難く、 謀 を 定めて 降参す。 已 にして 天 正 元年 三月 十六 日信玄 逝去。 然れ ども 深 

く隱 し、 一族 老臣 近臣の 外 嘗て 知らす。 奥 平 父子、 忍んで 遠州濱 核に 來 是を 告げ、 

且軍 謀密策 悉く 是を 告げけ る 故、 數 度の 合戦、 家康 公利 を 得 給 ふ。 勝 賴後是 を 悟 

大に 怒り、 奥 平 父子 を 殺さん と 計る に、 父子 夜中に 疾く參 州 長篠へ 出走す。 勝賴怒 

りて、 貞 能が 妻子 甲 州に ありし を 磔に行 ひ、 大軍を 率し、 天 正 三 乙 亥年 五月 長 篠へ押 

寄せ 是を圍 み、 奧卒 父子 を擒 にし、 心の 儘に 罪せん と、 自ら 牙 を嚙み 城を攻 む。 城兵 

石弩を 放ち 鐵炮を 打 掛け、 或， は 夜 討し 或は 不意 を 討ち、 奇計 を 出して 善く 防ぎ 戰 へ 

ども、 大軍 故に 敵し 難く、 兵糧 玉 箭も盡 きければ、 潜に 信 長 奇計 を 出して 戰 へ ども 節 

し 難/、、 家康公 へ 救 を 求む。 兩君 驚き、 急ぎ 自ら 後 詰し 給 ひ、 愛に 於て 織 田. 武田 .德 

川の 三將大 合戦 あ， o。 終に 勝 賴利を 失 ひ、 甲 州へ 引返す。 此軍、 三 河 後 風土記. 甲 陽 

軍記に 委し。 ®® 長、 奥 早 父子 を 召し、 小 城 を W て、 武 田の 大軍を 能く 拒ぎ し を 感じ、 


に 奥 平が 家人 を 召され、 今度の 働 は 、体へ M  く 楠 正 成が 金剛 山に 籠り、 五 百の 勢に 

て、 十 萬 餘騎の 敵 を 拒ぎ しよりも 勝れ. oi 賞美 あり。 家康公 も、 奧平 父子 一 族 七 人 

家臣 14=1 人 を 召され、 各 御菓子 金銀 を 賜 ふ • 此 時の 例に より、 彼 子孫 代々 今に 拜 謁す。 

偖 勝賴滅 C すれば、 家 康公甲 州へ 御發 向、 此時奥 平 九 八 郎皇昌 に 兵 を 差 添 へ、 信 州 伊 

奈 口へ 遣し、 信 長へ 力 を 合せら る。 貞昌 伊奈 郡 を攻從 へ、 誠訪 に着陣 す。 此忠 賞に 

伊奈 郡 を 賜 ふ。 又參 州津久 手. 田嶺. 鳳來 寺. 小屋 岩 等の 小 城 を も 守 りし が、 後 信 長、 

西 尾 小 左 衞門尉 を 使と し、 家康 公へ 遣し、 御 息女 指を媒 して、 奥 平 # 曰に 嫁せ し 

めら る。 &i  、のぼ f "駄 I お SVff  。君 は 是奥 平が 妻 甲 州に て碟 罪せられ、 妻な き 故 

なり， 此時 家康& 州 長篠. 田嶺、 又吉 良. 田 原 及び 遠 州に て、 刑 部. 吉北. 新庄. 山 梨. 高 

邊 等の 地、 幷大 般若 長 光の 太刀 を 貞昌に 賜 ふ。 其 年 織 田 信忠の 下知に て、. 佐 久間右 

衞門尉 信 盛 をして、 參州武 節 城 を 攻めし む。 奧平父子も、 一 手に加は.^攻落す。 信 

忠 、奥 平 父子に 武節城 を 賜 ふ。 同年 八月、 家 康公、 酒 井 左 衞門尉 忠次. 奥^ 貞昌 を、 濃 

州 岐阜 城へ、 御 密談の 事 ありて 遣 さる。 信 長 奥 平 を 近く 召され、 汝が 勇戰 度々 珍し 

十一 萬石餘 奧平大 膳 大夫昌 能  lllllm 


古今 武家 盛衰 記 卷第 十六  きズ 

からす • 就中 今度の 働き 抆 群に 覺ゅ。 自今 汝が名 を 武者 介と 謂 ふべ しとて、 信の 字 

を 賜 はり、 貞昌を 信昌に 改め、 一 文字の 太刀、 繙雜の 道服幷 唐物の 珍 器 を 賜 ふ。 諸人 

遍 く 羨み 稱す。 倍 九 八 郎信昌 、家康 公の 御 息女 を 賜 嫁して、 男子 四 人 女子 一 人 を 儲 

く。 嫡子奧平九八郎家昌||;1^參州筑手城にて生る。|||^&|^^^-十五豫 

の 二月、 家康 公の 御前に て 元服し、 家の 字 を 賜 はり、 家 昌と號 す。 守 家の 太刀 幷に御 

魔 を 賜 ふ。 文祿四 年從四 位下 侍 從-に 昇り、 大膳大 夫に 任 や。 慶長六 辛 a 年 十二月、 

野 州 宇都 宮城 十 萬 石 を 賜 はり、 同 十九 年 十月 十日 逝去、 舟 八歲。 法名 道昌。 二 男 右 

京大 夫と 號す。 時に 十歲。 上 州 長 根に 於て 領地 を 賜 ふ。 天 正 十六 年駿州 府中 城に 

て、 家康 公の 御 養子と な. -、 极平右 京大 夫 家 治と 號す。 文祿 元年 四月 四日 卑す、 十四 

歲。 三男 极平攝 津守忠 政 は、 文祿ニ 年、 秀忠 公の 御前に て 元服し、 忠の字 を 賜 はり、 

忠 政と 號し、 景 光の 脇 指 を 賜 ふ。 時に 十三 歲。 慶長ニ 年、 故あって 菅 沼小大 膳が 養 

子と なり、 上州吉 井を領 す。 同 七年极 {^ 氏 を 賜 はり、 後 濃 州 加 納十萬 石 を 賜 ふ。 同 

十九 年 十月 二日 卒去、 箭 五歲。 法名 常營。 其子摄 早飛驊 守、 遺 頜を嗣 ぎ、 元 和 七 年 十 


四歲 にて、 秀忠 公の 御前に て 元服し、 忠の字 を 賜 は 、忠 隆と號 し、 左 文字の 太刀 を 

賜 ひ、 飛驊 守に 任す。 寛 永 九 年 正月 五日 卒す、 廿 五歲。 法名 宗功。 實子 なく、 此家斷 

絶す。 四 男 fe 卒下 總守淸 B は、 文 祿四年 十二月、 秀忠 公の 御前に て 元服し、 忠の字 を 

賜に. -、 忠 明と 號し、 一文字の 太刀 を 賜 ふ。 時に 十歲。 上 州 小 幡を賜 ふ。 此家を 長 

澤 家と 號す。 其 故 は 御 先祖 极卒 和 泉 守 信 光の 九 男、 松 平 源 七 郞親則 は、 參州 長澤に 

城 を 築き 居る 故、 其 子孫 を 長澤の 卒と稱 す。 親 則より 八 代、 長澤 上野 介 廄忠に 令 

嗣 なく、 家已 に斷滅 す。 家 康公是 を惜み 悔み 給 ひ、 賢 息 上 總介忠 輝 卿 を 以て、 長澤の 

家督と し、 大 盛に 至り 給 ひしが、 故あって 流刑 せらる、 故、 忠明を 以て 長澤 家を嗣 が 

せ られ、 慶長五 年 四月 七日、 從 五位 下下 總 守に 任じ、 同 七 年 九月、 參州筑 手 を 賜 ふ。 是 

奧 1^ 氏 累世 奮懷の 地た る 故な， り。 同 十五 年 庚 戌 七月 廿 七日、 勢州龜 山城 五 S 石 を 賜 

ふ。 元 和 元年 大坂 御陣、 戰功 幾多、 歸陣 後、 同年 十一月 廿 八日、 五 萬 石の 御 加增、 凡て 

十 萬 石、 大坂 御城 代と なる • 同 五 年 御城 代 を 免じ、 一 一 萬 石の 御 加增、 和 州 郡 山城 へ 移 

る。 寬永三 丙 寅年 八月 十九 日 侍從に 昇り、 同 十六 年 三 萬 石の 御 加增、 播州 姬路城 を 

十 一 萬石餘 奥 平大麇 大夫昌 能  S 
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賜 ふ。 正 保 元年 四月 廿 五日 逝去、 六十 ニ歲。 息 鶴 松 丸、 同年 六月 家を嗣 ぎて、 平 下 

總守淸 良と 號し、 後 忠弘と 改め、 又 淸 IHSi 稱 す。 慶安 元年、 姬路 よ り 羽 州 村. H 【ぬ 山形 

へ 移り、 承應三 甲午士 一 月廿 九日、 從四 位下に 昇り、 寛 文 三 癸 卯年 士 一 月廿 A 曰、 侍從 

に 進み、 同 八 戊 申年 八月 三日、 野 州 宇都 宮へ 移り、 又 天 和 元年 辛 酉 七月 廿 七日 、奥州 白 

川 域へ 移らる。 五 は 女子、 大久保 加 賀守忠 常の 室と なる。 信昌の 嫡子 奥 平 大膳大 夫 

家昌 逝去 めれば、 息 九 八 郞忠昌 家を嗣 ぎ、 美 作 守に 任じ、 寬永十 一 年 甲 戌 九月 十五 日、 

從四 位下 侍從に 進み、 翌年 一 萬 石 御 加增、 下總州 古河 城 へ 移り、 後 再び 宇都 宮城 へ 歸 

b 移り、 寛 文 八 戊 申年 二月 逝去す、 六十 一 歲。 息大膳 亮昌能 家を嗣 ぐ， 放恣 短慮、 國 

家 頗る 騒動す。 其 上 父忠昌 卒去の 時、 家臣 杉 浦 右衞門 殉死す。 是 より 先、 殉死 御 制 

禁な るに、 御 法 を 背き 公儀の 首尾 甚だ 惡 しき 節、 家人 奥 平內藏 允. 奥卒隼 人、 忠昌の 

法事の 當日 口論し、 菩提寺に て 喧嘩し 出し、 互に 疵を 蒙り、 其 外 手 負 死人 大勢 あり • 

其淨の 根元 は、 昌能 仕置 惡 しき 故、 家人 等 不和と なり、 互に 邪 威 を 振 ふ 故な り。 斯樣 

の 不行跡 ども 一 々上聞に 達し 、同年 A 月 三日、 大膳亮 を 殿中へ 召され、 御 老中 列座に 


て、 上意の 趣 を 申 渡されし は、 先年 堅く 殉死 御制禁 あ， o し を 背き、 其 上人 民に 苛く 當 

り、 自己の 樂み 不行跡の 次第、 急 度 罪科に 行 は る ベ けれども、 先祖 以來 忠勤し、 殊に 

美 作 守 は、 御 當代御 部屋 住の 時、 大猷院 殿よ. 0 附け給 ひし 筋目 ある 故、 免許 せらる • 

家 來右衞 門 兵 衞. 子 杉 浦 善 右衛門. 稻田吉 十 郎兩人 は 斬罪、 右 衞門兵 衞が聱 奥 平 五太 

夫. 右衞門 兵衞. が 孫 稻田瀨 兵衞は 追放 たるべし。 偖頜 地は盡 く歿收 せらる。 然れど 

も 羽 州 山形 城 付 九 萬 石、 大膳亮 へ 新規に 是を賜 ふ 旨、 酒井雅 樂頭忠 淸演說 せらる • 

其翌 五日、 在 江戸 大小の 諸侯 諸士を 殘らす 召され、 御 老中 白 書院に 列座し、 一 昨 三日 

奧卒 大膳亮 へ 仰 渡さ る 、 通、 向後 は彌 殉死 御 制禁、 各國 家の 士民を 撫育す べきの 上 

意 を、 酒 井 雅樂頭 申 渡さる。 借 奥^ 昌能 は、 寬文八 戊 申年 八月、 羽 州 山形 城 へ 移り、 先 

非 を 侮え、 同 十二 壬 子年 七月 卒す。 實 子な. き 故、 妹聱 五島 淡 路守盛 勝の 長男 虎次郎 

を 養子と せし 由、 豫 め 御 老中 へ 訴 へ 置きし 故、 同年 十月 五 日 召 出し、 家督 ヶ嗣 がしめ、 

奧平小 次 郞昌幸 i 號す。 時に 五歲。 後 美 作 守に 任じ、 貞享ニ 乙？ H 年 六月 廿 二日、 再 

び 宇都 宫へ 移り 動 功 せらる • 
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殉死の 制禁宜 なる 哉。 命を捨 て 恩 を 報せ ん と 思 ふ 心 は、 忠節に れ ども、 き 堙 

を 知らす。 獨 生れ 獨歸 る途、 ゆめく 冥途の 用に 立つ ベから や。 儒釋 道の 敎 にも 

なき 事な う。 腹切って 恩 を 報す とせば、 子た る 者、 親の 爲 にも 殉死 せんや。 君と 

して、 臣に 上中下の 品 はありと も、 却て 其 恩 澤を思 ひ、 I 命 も 借から や i 思 はしむ 

るぞ、 賢 君と 謂つべし。 數萬 人の 中 一雨 人 殉死せば 却て 主君の 心遍 からぬ を顯さ 

ん乎。 家士 一人 も殘 らす殆 死せば、 主君の 能き 外聞に もな らん 乎。 陰 S の 爲：、 

极野平 助が 本能 寺に て 腹切り、 義 仲の 臣今井 兼 平が 最期な どこ そ、 誠に 潔く 忠節 

とも 謂つべし。 是等は 君臣 を も 美 めつべし。 今殆 死と いへ る は、 生 君 存生の 內ょ 

り、 追 腹切 を 接 へ 置き、 君臣 共に 惡名を 受け、 家 を！ J し 身 を 失 ふ。 あ ゝ拙 なき，。 
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先祖 は 孝靈帝 第三の 子 伊豫 王子より 四十 五代、 河 野四郞 通信に 十三 代の 孫、 彈正少 

弼通 直が 子 伊豫 守 通 成な、 り • 通 成 等 は、 藝州竹 原に て、 細川賴 之が 爲に 生害し 、愛に 

至って 河 野家滅 C す。 粤に通 直が 末子 出家して、 藝 州安國 寺に ありし が、 常に 武備 

を 好み 勇 あ b  、遂に 還俗して 後、 美 濃に 住し、 土岐 家に 屬し、 河 野 氏 越 智の姓 を 改め、 

稻葉鹽 麈藤原 通 高と 號し、 累に戰 功を盡 せり。 其 子 備中守 通則。 ほ? 【- 通則に 六 男 

子 あり。 右京亮 通 勝. 宫 內少輔 通 房. 刑 部 少輔通 明. 四郎兵 衞尉豊 通. 又 五郎 通廣。 倍 

六 男 は 出家 させんと て、 同 州 長 良の 崇福寺 へ 遣し、 喝食 となし 置きけ b。 然るに 濃 

州牧田 軍に、 稻葉備 中 守 通則、 其 子 五 人と 共に 出陣し ける が、 利 を 失うて 父子 盡く戰 

四萬^^^千石餘 ^葉 淡 路守紀 通  sm 
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死す • 是を 聞き て 通則の 妻、 使 を崇福 寺へ 馳せ、 急ぎ 喝食を 呼 寄せ、 翠 帳の 座 を 下 

り、 自粥を 炊き 士卒 を 集め 賜 ひて 言 ふ。 今日よ b 此喝食 を大將 とし、 父 通則と 思 ひ、 

各忠 功を盡 せよ と 下知し 勵 まし 出陣せ しめ、 終に 戰ひ 勝ちて、 忽ち 父兄の 謦を 報す • 

時に 十七 歲。 後稻葉 伊豫 守貞 通と 號し、 美 濃 三人 衆の 隨 一 にて、 武勇 世に 昭々 たり。 

齋藤 家滅. u の 時、 織 田 信 長へ 羼し、 戰 功多き 故、 諱の字 を 賜 は. -長 通と 號す。 爾れど 

も 伊豫 守 喜ばす して、 1 羽の 實名貞 通 を 長男 右京亮に 讓り、 落髮 して 三位の 法師 一 鐵 

と號 し、 太閤 迄從屬 し、 國々 所 々の 合戦に、 累に 武功 を顯 す。 今の 世に 至る 迄、 勇俾 

猛毅 なる 者 を 指して 一 鐵者 とい へ る は、 此 伊豫 法師 一 鐵 より 始 れる詞 な. >。 後天 正 

十六 戊 子年 十 一 月 十九 日、 美 濃 州淸水 城に て 卒す、 行年 七十 三。 法名 淸光院 殿 前 三 

品 法師 一 鐵 宗勢大 居士と 號す。 石塔 今に 彼 地に あり、 一 鐵四 男子 あり。 嫡子 右京亮 

蓬 £ よ、 き 驚 H,^ 艮或. £、ftrfn 艮寺： ^と S す。 貞 通の 子 as 彦六白 杵侍從 典 通、 其 子 民 部 少輔從 

貞 通-.' 美頟 4; 售 相お ili  ffif" 相传翁 is す 五位 下 一通、 其 子 能 登 守 信 通、 其 プ广 今の 右京亮 景 

■ 、な HTl 石 gl^^f 世 f?^l¥^f。  二 男 稻葉兵 庫 頭重 通、 三男 は 土 井出 雲 守 養子と な 

り、 土 井 庄右衞 門 直 政と 號す。 四男稻葉右近方通な.^, 


兵 庫 頭重 通 三男 三女 あ.^ • 一  は 女子、 勢 州 岩 手 城主 牧村兵 部大輔 室、 二 は 稻葉左 近 

藏 人道 通、 三 は洛陽 尼寺の 遍照 心院の 住職、 宗 甫と號 す。 四 は 女子 ISIJJ にて、 美 濃 

州 三 塚 今 宿 城主 種 田 助 之 允 室、 六 は稻葉 甲斐 守、 太閤に 仕 へ、 1 1 萬 石 を 賜ひ鎮 せし が、 

洛 東に て 本 阿彌が 妻子 遊與 をな す 刻、 甲斐 守 其 場に 於て 非 法 あり、 太閤の 聞に 達し、 

改易 せらる。 一 子 稻葉七 郞兵衞 は、 故あって 細 川 越 中 守に 仕 ふ。 愛に 林內匠 助が 子 

稻葉丹 後 守 正 勝 は、 御當 家に て 御 取 立と なり、 相 州 小 田 原 城主と なる ノ 誠 揭ぃト 時 

に 彼 七 郎兵衞 を 細 川 家へ 所望し、 長臣 とし、 累世 子孫、 今に 彼 家に 仕 ふ。 偖 重 通の 長 

子 左近藏 人道 通 は、 姊聱牧 村 兵 部大輔 fl 战 高麗 軍の 時、 彼 地に て 病死し、 其 子牛 之 

助 幼稚なる 故、 太閤、 牧 村が 頷 地勢 州 多 氣郡幷 に渡會 郡の 內ニ萬 六 百 五十 七 石、 幷に • 

牧 村が 長 臣下 野 長左衞 門 お 職 I 地に、 岩 手 城 を 添へ、 道 通に 預け 賜 ふ • 後 文祿三 

年檢地 あり、 其 出 分と 都合 二 萬 五 千 七 百 石の 御朱印 を、 家康 公よ. 0 下し 賜 は. 、此時 

より 道 通 は、 岩 手 城 を 全く 拜領 す。 是 故に 下野 長左衞 門に 千 石の 加 增を與 へ、 凡て 

千 七 百 石と す。 關 が原亂 後に、 牛 之 助 は 成長し、 牧村 孫左衞 門と 號す。 所領の 訴 1^、 

四 萬 五千石 餘 葉 淡 跻守紀 通  1 
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家康 公へ 言上 すれ ども、 故あって 御 取 上な し * 然るに 駿府城 御 普請の 砌、 彼 孫左衞 

門 は 暗 討に 逢 ふ。 其 仔細、 討 人 を 御食議 あれ ども 知れす。 長 臣長左 衞門も 不義 あり、 

道 通 下知して、 勢 州 田 丸に て 是を誅 す。 景勝御返治の節、道通は岩手城ょ.^、江州水 

口へ 出迎 へ、 御供 せん 事 を 再三 乞 ふ。 家康 公許し 給 はす、 堅く 留めて、 岩 手 城 を 守ら 

しめ 給 ふ。 道 通 命 を 蒙り、 歸城 せんとし ける が、 路次變 も あらん こと を 恐れ、 雜 人の 

如く 出立ち、 乘輿 にも 乗らす 舁 かせ 行きし に、 途中 何處 ともなく 鐵炮を 放して、 件の 

から 乗物 を 打拔く 故、 彌 用心して、 岩 手へ 歸り、 一 向 拒戰の 用意す。 此時九 鬼 大隅守 

嘉隆は 三 成に 與し、 鳥 羽 城に 籠り、 自ら 賊 船に 乘り、 勢 州. 尾 州 .參 州の 津々 浦々 へ 上 

.0、 民家 を 放火し 亂妨 す。 九 鬼が、 今度 石 田に 與 する 故 は、 先年 稻葉 i 領分 境 を靜ひ 

しが、 家康 公の 御 裁許に て、 九 鬼 嘉隆非 分なる を 憤り 居け るが、 稻葉 今度 御 味方と 聞 

きて、 嘉隆 は西國 方に 黨す。 されば 九 鬼 は、 勢 州 中島に 砦 を 築き、 姪聱堤 庄藏を 籠 置 

き、 愛よ， -岩手 へ 一 里 餘對陣 して 數月、 藏 人道 通 は、 九 鬼が 領內今 一 色に 米倉の あ b 

し を燒拂 はんとて、 澤田次 左衞門 尉. 種 田 喜 左衞門 尉. 白須又 兵衞尉 を大將 とし、 三 手 


に 分つ • 三人 共に 其 先手 を 乞 ふ。 澤 田は牧 村家數 代の 家老、 數度 武名 を 揚げし 者。 

白須は 元 來武田 勝 賴に仕 へ 、 累り に 武名 を顯は し、 白 須平 次と い ひけ る が、 勝賴 13 後 

家康 公へ 召 出されし が、 御 小 性 衆 i 口論し 立 返き、 稻葉 を賴み 居け り。 種 田 は藏人 

の 妹聱、 種 田 助 之 允が 弟に て、 信 長に 仕へ、 度々 の戰 場に 馴れたる 者なる が、 信長薨 

後流 很 せし を、 藏人 招き 扶持し けり。 是 故に 藏人鬮 を 取らせて、 一 二三の 手 を 定め 

しむる に、 一 番 白須、 一 一番 種 田、 三番 澤田 なりし かば、 一 一 百 餘人を 三 手に 分って 發向 

す。 中島の 砦よ.. > も 、堤 庄藏 三百 餘人を 率して 打 出で、 互に 鐵炮を 打合せ 、間近くな 

れば鬨 を 揚げ、 鎗押 取って 突いて 褂る。 種 田 は 八十 餘人を 率ゐ、 戰を妻 手に 見て、 田 

畠と もい はす 馬 を 飛ばし、 黑塗紺 糸 威の 錯に、 金の 大半 月の 立 物した る冑を 着、 白地 

に 朱 を 以て、 藤の 丸 書きた る 木綿 羽織の 上に 繩帶 し、 左の 手に 大躬 の鎗を 提げ、 右の 

手に 旌振 上げ 眞 先に 進み、 堤が 備の眞 中程の 通に て 馬よ b 飛 下り、 備の眞 中 を駔破 

ゲ、 敵 一 人 突 殺す。 澤田も 八十 餘人 を從 へ、 左の 方より 討って 褂り、 三方に 分れ、 喚 

き 叫んで 攻戰 ふ。 堤 も旌打 振. り 左右に 下知し、 散々 に戰 ひしが、 種 田に 備の眞 中 を 

四 萬 五千石 餘 稻葉淡 路守紀 通  憂 m 
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破られ漂ふ處を、澤田.白須手先を卷きて^^崩せば、終に討負け、中島措し て 引退く 

を、 一 町餘ち 追討ち しが、 中島よ， 9 援兵 一 軍 押 來るを 見て、 三 將も旌 振， りて 敵 を追捨 

て、 人 數を纏 ひ 引返す。 敵 も 是を追 は ざ. >  けり。 此時 味方の ST 死 六 人手 負 十八 人、 

敵の 首 を 取る 事は廿 三級 • 道 通 大に悅 び、 其 首 を 岩 手の 東の 町 端れ に、 竿 結 渡し 梟 

けたり ける。 其 後 は 只對陣 して 日 を 送る。 借關が 原陣に は、 稻葉藏 人忠戰 する 故、 

太平 後 二 萬 石 御 加增、 勢 州 田 丸 城 を 賜 はり、 凡て 四 萬 五 千 七 百 石を頜 し、 慶長 十二  丁 

未年 十二月 十二 日、 山城 國伏 見に て 卒す、 齡 # 八。 洛 西の 妙 心 寺 地 內の雜 花 院は菩 

提 寺なる 故、 彼に 葬る。 法名 富 春 院殿前 侍 中 郞普岩 受超大 居士 i 號す。 道 通 一 男 二 

女 あり。 一は 女子、 阿部豊後守 忠 秋に 嫁す。 二 は 女子、 舟 越 三 郞四郎 If- 伊に 嫁す • 

三 は 男子、 大 夫と 號し、 是後稻 葉 淡路守 K 原紀 通と 稱す， 慶長八 癸 卯年 春、 田 丸 城に 

て 生る。 五歲 にして 家督 を嗣 ぎ、 十三 歲 にて 大坂陣 へ發 向。 其 頃 极卒下 總守淸 1M は、 

6： 勢 組の 旗頭、 殊に 大夫紀 通は淸 医の 聱 にて、 其 上 幼少 なれば、 相 備にて 向 はれし が、 

五月 六日の 戰、 諸 軍大に 敗北す。 此時紀 通の 家人 三 瀨波之 助 針 玉. 種 田 金三郞 „^"^|、" 


§li 一. 馬場 治兵衞 尉. 稻葉賴 母 * 塚 三 郞兵衞 等 踏 止って 勇 を 振 ひ、 苦戰 して 敵 を 拒 

ぐ. 此日 家老 金 森 A 右衞 門尉戰 死す。 t へ 千 其 弟 金 森 權兵衞 尉 11^.1 大に愤 激して、 翌 

七日 兄の 謦を報 せんとて 财 つて 出で、 忽ち 强 敵に 出合 ひ r 馬上に て 引 組み 落ちけ る 

を、 金 森が 家人 ハ馳 せ來 り、 押へ て 首 をば 權兵衞 に 取らせけ る • 是 故に 歸陣 後加增 

して、 千 五百石 を與 へ、 兄の 如く 家老 職と せし が、 後驕長 じ、 不義の 行 ども あり • 紀 

通 怒りて、 攝州 中島に て 是を誅 す。 猪 元 和 二 丙 辰年 核 平 下總守 は、 御 加增賜 は，"、 大 

坂 御城 代 を 司 しが、 男子な きを 歎き、 若 稻葉大 夫に 男子 出生せば、 養子に もせば や 

と 思 はれし 故に や、 大坂 加勢の 爲、 又は 若輩 なれば、 稻葉大 夫 を 近傍に 差 置きた しと 

の 願に 依って、 紀通は 勢 州 田 九よ り、 攝州 中島 へ 移さる。 然るに 宽永 元年、 淸医、 播 

州 姬路城 を 改め 賜 ふ。 今年 稻葉大 夫 も、 從 五位 下淡路 守に 任じ、 且丹 波の 天 田の S 

福 知 山城へ 移らる。 去 程に 正 保 年中， 紀通歸 國の御 暇 出で しが、 病に て 江 都に 逗留 

す。 其 頃 福 知 山城 破損せ しかば、 上意 を 得て 是を 普請す。 慶安 元年 四月 は、 恒例の 

如く 御 暇 賜 はり、 福 知 山へ 歸 城す るに、 打 續き相 積みお る 家中 頜內の 仕置 あ，^ •  r 

四 萬 五千石 餘 ^葉 路守紀 通  1 
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人 小鹽加 左衞門 斬罪、 其 後 高 坂 源 左 衞門立 退きたり • 又 七月、 速 水 助 之 進 一 家 を 追 

放し、 又頷內 ほうし 村. 卯內村 西鄕の 百姓 數人 死罪、 幷に 町人 も少々 斬らる。 是等右 

三人に 與し 不義 ある 故な り。 是六 七月 雨 月の 事な り •  士民是 を 見て 大に 恐れ、 其 中 

にも 非 義の事 も あ b し 故、 諸人 皆 淡路守 殿の 行末、 いか  > と 盾 を 顰めけ る。 偖 も 城 

普請し、 大廣間 町 口 の 大門 等 建 直し、 今年 漸ぐ 成就し けれ ば、 城 廻の 竹 木 を 切 透し、 堀 

を も 攫 へ たり。 紀通歸 城し、 法度 强く 仕置 嚴 しく、 其 上 以前と 代り 、城郭 堅固に 見え 

しかば、 町人 百姓 等、 紀逋 野心 を 狭み、 籠城の 支度と 、専ら 流言せ しかば、 近國の 大名 

小名 目 付 偸 人 を 遣し、 虛實を 窺 ふ。 紀通、 八月 十六 日 一羽め て 聞き 大に 驚き、 此事 阿部 

對馬 守、 有 馬 湯治の 由に て 上着 せらる と、 京都の 屋敷より 吿げ來 .0 しかば、 紀 通則 見 

舞の 使者と して、 家人 佐 田 五 郞右衞 門 を 遣す。 對州佐 田に 對 面して 返答 せらる。 佐 

田 其より 直に 所 司 代 板 倉 周 防 守重宗 と、 御 代官 五味 備前宁 へも參 り、 虛說の 申譯を 

述ぶ。 是れ紀通の差圖な.^。 對馬 守、 實は 湯治に 事寄せ、 丹 波の 實否を 窺 はん 爲、 京， 

着せら ると な， り。 紀遍は 八月 十九 日夜、 大廣間 移 徙の魷 儀 終 b 、家老 用人 者 頭 等 を 
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居間へ 招き、 今度 專ら 虛說 流言し、 我れ 甚だ 驚 怖す • 如か じ 幸 ひ 阿部 對州 上京 なれ 

ば、 我れ 自ら 上. 9 明に 言譯 せん。 汝 等の 內四五 人 召 連れん • 隨分輕 く 用意せ よと 申 

されし かば、 皆畏 りて 退出す。 然るに 紀通其 夜 案じけ る は、 今度 上京し 言譯 立た す、 

若し 遠 流と もなら ば、 生前の 恥辱な り • 又 誤 もな きに、 籠 }15 せんやう もな し. 如か 

す 自害 せんに はとて、 翌廿 H 未 刻 忽ち 自害す， 近臣 野原 喜 左 衞門尉 政 次 11^1 介錯し 

て、 卽 座に 殉死す。 是ょ.^先，紀通は鐵炮を好み、毎に居所に置き、鳥を打ちて慰み 

しが、 其 H 折節 庭樹に 鳩の 止. 0 居た る を 見、 忽ち 鐵炮 にて 打殺し、， g たや 中り た. oi 

て 打 笑 ひ 自殺せ しが、 其 鐵炮の 火， 外の 鐡炮藥 へ 火 や 移り けん、 煙甚 しく 天井 障子 等 

少々 燒失 しければ、 世人 皆 稻葉紀 通 こそ、 鐡炮 腹したり と唱 ふ。 家臣 等大に 驚き 悲 

み、 是非な く 評定し、 近國 なれば、 此由を 同 H 暮 方に、 丹 後の 守護 職 京 極 丹 後 守と、 丹 

波 « 山 城主 松卒 山城 守へ 使者 を 以て 告知ら す 故、 翌廿  一 、山城 守 城 受取と て馳せ 

來る • 家臣 等 周章し、 掃除の 後、 城 明 渡すべし • 御 控へ袷 はるべし と 言 送り、 其 問に 

紀 通の 死骸 を 菩提 所 富 春院へ 送り、 奧 女中 を も 彼へ 移す • 此時 山城 守家來 先立ちて 

四 萬 五千石 餘 ^葉 淡路 守紀通  璧九 
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來る。 福 知 山より は、 武井彌 三右衞 門. 佐 田 五郎 右衞 門案內 して 诚を引 し、 其 後山 

城 守 入城す。 此時皆 甲冑 を 被れり。 翌廿ニ H 、丹 波龜 山城 主 松 平 伊賀 守. 同 州 柏 原 城 

主 織 田 上野 介も來 る。 兩 家の 家 士は弓 鐵炮を 以て、 昨廿ー = 差 越さる。 倍兩將 城に 

入り、 山城 守に 對談 し、 伊賀 守 は 其晚歸 城" 山城 守 は 本丸， 上野 介 は 二の 九に 在番す 

同廿 六：：： T 江 ti; よりの 撿使小 倉 忠右衞 門. 高木 淸左 衞門來 り、 山城 守 同道に て 富春院 

へ 赴き、 紀通幷 に 野原が 死骸 を 改め、 勝手次第に 葬るべし と ありし 故、 廿六 = ^の 夜. 2： 一、 

兩 死骸 を 火葬し、 逆修の 如く 法名 顯裁院 殿 前 淡 州 大守胸 雲 祐晴大 居士.. 0 號す。 倍 生 

害 注進と して、 江戸へ fe; 牛 四 郞右衞 門 を 差遣す。 時に， 江戶 にても、 八月 中旬 頃紀通 

野心 を 企つ と、 尊ら 風聞せ しかば、 舟 越三郎 西 郞は、 紀 通の 江 留守居 三 ffi 彌五 左衞 

門. 磁貝 八 右 衞門を 招き 寄せ、 二人の 內急ざ 丹 波へ 馳せ 行き、 實否を 聞 屆け來 る べし 

と 申 渡す 故、 夫より 直に 磯貝 是に 赴きし が、 尾 州 一 宫 にて、 松 平 四 郎右衞 門に 行 逢 ひ、 

核平具に^*由を語りければ、共に大に悲み歎じ、同道して又終に江5,へ來り、是を報 

t 借紀 通に は、 男子 三人 女子 二人 あり。 一は 女子、 松チ 源三郞 室、 二 は 男子、 竹 松と 


號せ しが、 寬永 十八 辛 巳年 八 月 廿 八：：！、 四歲 にて 卒す。 江 ie* 源 寺に 葬. -、 法名 露 M 

宗樓 童子。 三 は 男子 岩 松と 號す。 是も 同年 七月 廿 二日、 ニ歲 にて 卒す • 江 戶海禪 寺 

に 葬り、 法名 本然 童子。 四 は 女子、 父紀通 歿後、 稻葉能 登 守 信 通媒に て、 舍弟 稻葉庄 

右衛門 尉に 嫁し、 主 膳 通 倫 を 生む。 五 は 男子、 大 助と 號す。 紀通 生害 後、 大助幷 ゆ 姉 

共に 稻葉美 濃 守 正則へ 預けら る。 慶 安一 一己 年 三月 中旬、 評定 所へ、 舟 越 三 郞四郎 • 

秘平豊 前 守、 幷に紀 通の 家臣 稻葉 十左衞 門. 白 須十郞 兵 衞.大 島 藤 右 衞門等 を 召され、 

淡路守 逆心の 企 ありと 上聞に 達し、 撿使を 遣し 御 吟味 あるに、 野心 是 なき 條、 奉書 を 

以て 召させら ると 雖、 相 達せざる 以前、 自害せ し 事不屆 な. 9  • 是 故に 頜 地^く 歿收 

其 子 大助儀 は、 何處 になり とも 居らし むべ し。 此事 成長の 後、 大 助に 申 聞かしむ ベ 

し。 次に 紀通 諸道 具 金銀 等、 幷に江 1^ 下屋敷 長屋、 其 外 は 居 宅 も 賜 はるの &、 阿部 豊 

後 守 忠秋申 渡さる、 故、 大助 は、 稻葉美 濃 守 下屋敷の 內を 借りて 移. り、 後 植野黑 門 

前にて 町屋を 求め、 同 七月 下旬 彼に 移る。 福 知 山の 諸道 具 金銀 は、 江戶 よ." 須十 

兵衞. 三 浦彌五 左衞門 赴き、 三月 廿 三日 京 し、 其より 丹 州に 到り、 松 キ山诚 守 家來立 
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合 ひ、 是を 受取る。 此時諸役人出京し、fe原通，.^油の小路の屋敷に會合し相改め、五 

月 六 H に 出で、 同 十八 日 江 11^ に 下着し、 是を大 助 方 へ 相 渡し、 各 悲歎す • 慶 安一 一己 fH 

年 八月 廿 9 は、 紀通 一 回忌 故、 稻葉大 助 は、 家人 黑川三 郞右衞 門 尉 11^ 一一 を 差遣し、 洛 

西 妙 心 寺地內 雜花院 にて 法事 修行 あり • 時に 昔 H の 家人、 貴賤 i なく 皆參詣 す。 其 

中に 種 田 勘九郞 とい ふ 者，：^ あり、 紀 通の 近習な りしが、 去年 紀通 生害の 節、 福 知 

山 富春院 にて、 旣に殆 死 せんとせ しが、 城 明 渡す 砌、 納戶方 亂し、 始末 定かなら ぬ 

內、 殉死い かい あらん、 延引す とも 晚 から じ • 幸 ひ大助 殿御 座せば、 萬 事の 落 著 を 見 

定め 然るべ しと、 各 諫めし 故 相 延びし が、 今日 生 君の 一 回忌なれば、延引ながら^^死 

せんと 思 ひ 定め、 紀 通の 廟 前へ 詣 b 跪き、 懐よ . ^短冊 を 取 出し 是を備 へ、 燒 香禮拜 

す。 其辭 世に 曰、  、 


'r んぉ 6> 柳^ ゾ.， 
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彼 子孫、 今に 此短 w を 持 傅へ た. 偖 稱 田 は拜禮 終りて、 墓前に 疊を 敷きたり. 此 

事 何として か 聞え けん、 洛中 洛外の 僧俗 男女 、來り 集り 見物す る者稻 麻の 如し。 種 

田 座 定ま. >  ければ、 三方の 脇差 を 取り、 雜花 院主 水 南 和 尙に向 ひ、 某 歿後の 御 © 向 頼 

み 奉る。 又 某が 石塔に、 俗名 を 記し 賜 はるべし • 是 幼少の 子供 成長の 後、 水 向に 詣 

で 見分けん 爲な りと、 顔色 自若と して 談話 常の 如く、 押 肌脫ぎ 脇差 を 載き、 左の 脇腹 

へ、 えいと いひて 押 立て、 右の 脇腹 迄、 一 文字に 引 回し、 其 刀 を 取 直し、 左の 手に て 首 

筋搔 上げ、 舊友中 村 九 郎次郎 が 方 を 見、 莞爾 i し、 明 友 今生の 對面是 迄な り •  id 

く賴 むと いひければ、 中 村立 上 b 介錯す。 時に 正吉 W 九歲、 諸人 大に 感歡 す。 水 南 

和尙は 香を拈 し、 法名 義嶺祖 高と 付け、 遺言に 任せ、 石塔に 俗名 を 記し、 慇 慰に 菩提 

を HP はる。 彼 正吉が 先祖 は、 美 州 三 塚 城. W 一  千 五 百 貫を頜 せし 稲田 助 之 允 正 元な 

り。 本土 岐 家の 幕下た. - しが、 齋藤 山城 守、 土 岐家を 奪 ひし 後 是に屬 し、 後 信 長 美 濃 

征伐の 時、 一番に 從屬 す。 信 長 其 來屬の 始を悅 び 居城 を 問へば、 三 塚と 答へ し 故、 其 

名 を 忌み、 今 宿と 改めし む。 嫡子 田 信 濃 守 正 隣. 信 濃 守 嫡子 助 之 允正狀 .1 一男 喜 左 

f  _ 四 萬 五千石 餘、 Jess- 路守紀 通  ト. .  一 i 一  ，  t, 
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衞門尉 正義. 三男 種 田龜、 龜は信 長の 近習た.^ しが、 本能 寺に て 信 長 自殺の 時、 森 蘭 丸 

等と 共に 戦死す。 、夂信 濃 守 は、 信孝滅 後、 紀 州根來 寺へ 行き、 猶織 田家の 譽を報 せん 

と 欲する 處へ、 正狀. 正義 來り、 父と 共に 君恩 を 報 せんとい ふ。 正 隣 制して 曰、 今度 父 

と共に 戰 死せば、 家名 斷 絶す。 是先視 への 不孝、 汝等は 命 を 全うし 時 を 待ち、 再び 家 

名 を與す ベ しとて、 鏺の袖 を紋っ て 東西に 分る。 偖 正 隣 は、 根來 寺よ， -、 和 泉 州 千 石 

堀の 城 を預. ^籠りし を、 太 闇 大軍を 引いて 圍み 攻めら るれ ども、 善く 拒ぎ て 落ちす • 

太閣、 矢文 を 以て、 正 隣に 降参し、 根來 の案內 せば、 恩賞 望みに 任せん と 言 送...' 給へ 

ども 用 ひす。 遂に 极來 の大心 こもつ しゃ 杯と 共に、 武威 を 振ひ戰 死す。 嫡子 助 之 允 

は、 堀久太 郎秀政 に 便り 居け る が、 大坂冬 御陣の 時、 家康公 へ 召 出され、 翌年の 春、 不 

幸に して 職府 にて 病死す。 此助之 4? は、 稻葉兵 庫 頭 a 1 子 あ.^。 是も極 田 助 之お と 

いふ • 稻 葉淡路 守へ 召 出さる •  二 男 喜 左衞門 は、 森 右近 大夫 を賴み 居し が、 道通綠 

者の 故 を 以て 呼 寄せ 扶助し、 彼 岩 手 陣に戰 功し、 大坂 軍に も 勇戦し、 福 知 山 迄 存命せ 

hs- 嫡子 瀬兵衞 は、 紀 通より 部 居住の 扶持 二： 白石與 へしが、 早世す。 二 男 金三郎 は、 


大坂陣 に 武勇 を 振 ひ、 心 操よ か. 9 しかば、 家老 白須又 兵衞聲 とし 家嗣 とし、 白 缓十郎 

兵 衞と稱 し、 五百石 を 額し、 組頭 家老 職 を 動めたり。 其 子供 は、 豐後 3 杵の稻 葉 家に 

あり。 三男は則ち勘九郞}^!吉なり。 父が 忠貪を 感じ、 稻紫美 濃 守 正則. 稻紫能 登 子 信 

通 相 共に、 正吉が 子供 を 召 し、 種 田 を 名 乘り勸 仕せ しむ • 去 程に 稻葉大 助. は、 植野 

黑 門前 廣 小路に て、 慶 安四 辛 卯年 五月 泡瘡 せし が、 同月 六. 《 終に 卒す、 時に 四歲。 海 

,禪 寺に 葬り、 法名 如 幻淨眞 童子と 號す。 母 一公 も 萬 治 元 戊戌 年 十二月 廿五 = 卒す。 海 

禪 寺に 葬り， 法名 淸光院 殿 雲 閑 性法大 姉と 號す。 爱に 至つ て紀 通の 家 悉ぐ斷 絶し、 

今 纔に稻 葉 庄右衞 門 尉の 妻 一 人 其 血脈な り • 

五 萬 四千 石 古田 兵部少 輔重恒 

石 見 州濱田 城主、 祖父 は 古田 兵 部 少輔信 勝と て、 太 閣へ忠 を盡し 立身し、 後 勢 州松圾 

城 三 萬 四千 石 を 賜 ふ。 太閒薨 後家 康 公へ 屬し、 關が 原の 戰功を 以て、 ニー ，=^ 石の 御 加 

增、 殁後息 大膳大 夫 重 勝 家を嗣 ぎ、 元 和 五己 未年 三月 石 州 田 城 を 改め 賜 ふ。 卒後 

： 玉 萬 四千 石 古田 兵部少 輔重恒  一一 一ば- 
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甥 古田重恒に 家督 を 賜 ひ、 兵 部少輔 i 號す • 是れ重 勝 子な き 故、 豫め 存生の 內 より、 

重恒を 養子に 願 ひし 故な り。 然るに 重恒 は、 愚魯 の閽將 にて、 第 一 勤 仕 を 嫌 ひ 人に 

交らす、 病と 稱し 氣隨を 働き、 歸國 もせす、 數年引 込み 居り、 剩 へ 半年 餘 家老 以下の 

諸士 にも 對 面せす 、奥深く 幽居し、 不行跡 甚し。 愛に 山 田 十 右 衞門成 高と て、 寵臣 あ 

り。 本 は 石 見の 百姓の 子な りしが、 天性 美麗、 心樣又 やさしと 開きて、 重 恒元來 男色 

を 好みし 故、 是を 呼出し、 十四 歳よ. C '近習と し、 寵愛 深く 累 りに 加 恩し、 後 は 千 石 迄 

頜す。 是 故に 重恒、 數年 幽居 すれ ども、 彼 一人 晝夜 近習に 相 詰めけ り。 家老 用人 も 

HI 々夜々 詰めて、 ま 君の 樣體を 十右衞 門に 問 ふ。 或 時 山 田 潜に、 家老 等 を 己が 宅へ 

呼びに 遣す。 家老 等 驚き、 急ぎ 來り問 ふ。 成 高 聲を低 く f きけ る は、 各 を 呼 寄す 

る は 別儀に あら t 君 は 亂氣し 袷へ るか、 正宗. 貞宗 等の 御 腰物幷 に靈昭 女が 花 籠、 

其 他 重代の 御 寶物等 を 悉ズ取 寄せ、 某に 命じ、 鐵鎚 にて 打碎 けと 宣ふ 故、 某 も 呆れ 驚 

き、 深く 諭して、 先づ今 H は 延べ 給 ふ べしと て、 謀 を 以て 漸.， - 是を隱 したり。 是 如何 

せん-. 0 涙 を 流し、 實* かまし く 語りければ、 是を 聞きて 大に 驚き、 縱ひ 御病氣 にて、 公 


儀の 御 勤なら せられす、 當 家滅」 しすと も、 左樣の 御寶物 あ..' てこ そ、 御 息災の 御 助け 

ともなる ベ けれと て、 泣き 悲 みしが、 各 山 田に 向 ひ、 御邊の 謀、 卽 座に 隱し給 ひし 事 

神妙な り。 是皆 天下に 名 ある 寶物、 殊に 太閤 手づ から 賜 は. > し 御 道具 多し。 其 上 家 

康 公上覽 ありし なり。 然る を 忽ち 御 失 ひ 給 はんこ i 、是非 もな き 御 所存、 何卒 智謀 

を 回らし 、諫め 給へ • 是 偏に 先祖 兵 部少輔 殿. 父君 大膳大 夫 殿への 忠 功な. -と いふ。 

山 田が 曰、 某 隨分諌 むべ けれども、 恐らく は 用 ひ 給 はじ • 所^^^寶物等打碎けとの命 

あらば、 各へ 潜に 告げ 知らせん。 其 節 速に 來り、 御前へ 通り 諫め：^ へ • 家老 共尤と 

同じ、 皆 宿所へ 歸. 0 け， 9。 山 田 は 又 重恒の 前に 出で 讒 しける は、 君 三年 餘の御 幽居、 

殊に 半年 餘. 9 家老 等へ も御對 面な き 故、 家老 共 は 君 を 蔑 如し、 御 家中 悉く 一  同し、 古 

田 左 京が 世 俘 を 御代 繼 とし、 近 H 押 寄せ、 君 をば 弑し 奉らん と 巧む。 臣僞 つて 彼等 

に與 し、 其奸 謀を聽 き、 密 に吿げ 上る • 是 多年の 御 厚恩の 千 一 に 報いん 爲な と。 

重恒 驚き、 誠に 汝が 忠節、 一 生 忘る まじと て、 指 料の 脇 指を與 へ、 猪 彼等 をば 如何せ 

んと問 ふ に、 山 田が 曰、 家老 共が 君 を弒し 奉ん と 押 込む 日、 詩々 に 壯士 を隱し 置き、 

五 萬 四千 石 古田 兵部少 輔重恒  七 
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左 京 を 始め、 殘らゃ 忽ち 誅す ベ し • 重恒 是に隨 ひ、 近臣 數十 人に 謀 を 授け、 其 日 を 待 

ち、 山 田 は 家老 等 へ 使 走らせ、 速に 來り 給へ と 申 送りし かば、 取る 物 も取敢 す、 急 

ぎ *E 馳せ來 る • 十右衞 門出 迎へ、 早く 御 居間へ 通り 給へ。 皆 打うな づき、 何 心なく 

奥の間へ、 中に も 古田 左 京 一 番に 走り 行く を、 彼 武士 共 駆 出で、 御意な りと て 斬 伏せ 

た. り。 殘る 家老 大に 驚き、 こ は 如何なる 狼藉者 ぞ。 汝等 後日 三 族の 罪に 逢 はんと 呼 

ば はる 處を、 大勢 取卷き 二人 迄 斬 伏せた. >。 其 中に 西 林 外 記 一人 は、 脇 指を拔 合せ、 

大勢と 戰ひ、 1 一人 斬殺し、 二三 人に 手 負 はせ、 斬 拔け大 庭へ 馳せ 出で、 塀を傳 ひ町屋 

へ 立 返き しが、 深手 あまた 負 ひたりけ り。 重恒 は、 家老 三人の 首 を 得て、 したり 顔に 

悅び、 某數年 病氣故 幽居せ しに、 家老 共 逆 威 を 振 ひ 、剰へ 某を弑 せんと 計る 故、 忽ち 

三人 誅戮 すと、 公儀 へ 注進 すれば、 當時 左樣の 逆心 を 企つ ベ き樣 なし。 是には 仔細 

あらんと、 御 食 議の處 へ、 町 星へ 返き し 外 記、 重 恒の虛 病 不行跡、 且山 田が 奸計、 家老 

等 を 討た せし こと、 其 外惡行 一 々訴 ふれば、 公儀 にても、 されば， 】 そとて、 惡行仰 渡 

さる べき 次第 御 相談の 處に、 兵 部少輔 頓死 せらる と 注進す。 實 子なければ 幸と て、 


鬼 角の 儀な く、 頷 地 悉く 歿收 せらる。 一 說に、 外 記が 公儀へ 出づ ると 聞き、 惡行 露. 翻 

を 恐れぎ 害せら ると。 或說 に、 十右衞 門、 重恒を 刺弑し 逐電せ し を、 家人 共 追 掛け 擒 

こし、 磔き一 仰 付けられ、 其 三 族 を 罪せら ると。 偖 も 山 田が、 恨な き 家老 等 を 讒言せ 

し 下む を尋 ぬるに、 山 田 は 取 立 者に て、 厚恩に 預か，^ し 身 なれば、 重恒 死去 あらば、 

心で) g 死に 究る こと を悲み 恐れ、 何と ぞ 家老 等 を 殺し、 重恒 死去 あらば、 存生の 問 は、 

己 一 人 威 を 振 ひ、 其 後 主君の 作病 惡事を 公儀へ 訴へ、 主君の 家 を 倒さば、 追 腹 を 逸れ 

榮華を 極めん と 巧みし かど も、 天豈 無道に 與 せんや。 然れ ども 是れ ま 恒^ 將 故な 

り。 是れ 殉死 御制禁 なき 以前の 事な..^。 

一 萬 石 古田 織 部 正重然 

重然 は、 兵 部 少輔信 勝が 4: 弟、 祖父 は 民 部、 父 主 膳 正、 重定は 始め 太閣の 同朋に て、 勘 

阿 彌と號 せし が、 數 寄の 達人 故、 甚だ 恩寵 あり。 後 還俗し 三千 石 賜 はり、 從五 位下 主 

善と 稱し、 近 52 に 仕へ しが、 太閤 igg 去の 翌： ：l、is.^ 病に て 死す。 織 部 正 S 然家 を嗣 ぐ" 

一 萬 石 古田 總部疋 重然  1 れ 
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石 田 逆 謀の 節、 秀賴を 守護せ しが、 兄 信勝關 東へ 屬 する 故、 忽ち 心 を 翻し、 信 勝と 一 

手に なり、 共に 關 が 原に て戰 功す る 故、 家康 公より 一 萬 石 を 賜 ふ。 此重然 は、 父よ. 0 

勝. -數 寄の 名人、 諸人 遍く其 風流 を 爭ひ學 ぶ。 織 部 正又數 寄の 棟梁と な. -、 其 道 を 

授けし かば、 世人 尊敬し、. 家大 に富饒 す。 然るに 元 和 元 乙 卯年 五月、 大坂亂 の 時、 城 

中より 深く 是を 語ら ふに、 重 然も、 太 閣以來 の 恩 を 思 ひ、 且新 恩の 欲に 耽り、 兩君を 

討ち 奉る 術 を 回らし、 城 中へ 內 通す • 此事 具に 上聞に 達し、 古田、 夂子を 忽ち 擒 にし 

御釓明 あり、 白狀 せし かば、 同年 六月 十一 H 、重 然は攝 州 木幡に 於て 切腹せ しむ。 鳥 

井土 佐守檢 使た. o。 息 山城 守 は 伏 見 城に て 切腹す。 撿使 は內藤 右衞門 尉な り。 古 

田家 永く 斷絕す • 
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六十 七 萬石餘 松 平 參河守 忠直卿 

御 父 は、 結 城中納 言秀康 卿な り。 秀废卿 は、 東照宮の 御 1 一男、 秀忠 公に は御舍 兄、 童 名 

は 於義丸 殿と 號す。 御 母 公 は 於 萬 殿， 始め 家 康公秦 州 御 在 城の 時、 御 放 魔に 出で 給 

ひ、 御歸 城の 節、？ J 殿へ 入. -紛ふ • 時に 於 萬 殿御 湯 を 運ばれし が、 頓て懷 妊 あり • 天 

正 二 甲 戌年 四月 一一 1$1A 日、 參州產 目 村に 於て 秀康卿 誕生。 於 萬 殿 は 後長 勝院 殿と 

號す • 是 より 先、 於 萬 殿 懐妊の 事 を、 本 多作 左 衞門尉 重 次へ 吿ぐ。 御 誕生 あれば、 家 

康 公へ 言上す るに、 如何なる 御 思慮に や、 予が 子に 非す とて、 更に 御賞翫 なかり しが、 

程經て 後、 遂に 御 父子の 義を 許され、 於義 丸と 名付け 給 ふ。 十 一 歲の 時、 故あって 太 

閤の御 養子と なり、 秀の 字と 羽 柴氏を 賜 はり、 羽 柴參河 守秀康 君と 號す。 從 五位 四 

六十 七 萬石餘 松 平 参 河 守 忠直卿  S 


松 平忠直 

5^ 去 
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品 を經て 侍從に 進み、 天 正 十三 乙 酉年 七月 十一 U  、左 近衞權 少將に 昇り 袷 ふ • 同 十 

八 庚 寅年 三月、 野 州 結 城 中 務大輔 藤 原晴朝 太閤へ 願 ひ、 秀康卿 を 養子と し 一 女 を 嫁 

し、 同年 八月 六 =、 家督 を 讓り隱 居す。 晴朝 は、 鎌足 公卅 五代の 後 ST 結 城 七 郎軔光 

より 十七 代 迄、 結 城 十 萬 五千石 餘を領 す。 偖 秀康卿 は、 慶長五 庚 子年 九月、 石 S 亂の 

時は、景勝を押 へ結城に陣し、智謀忠節を^3i-さる。 故 を 以て 家康 公より、 越 前 州 福 井 

城 六十 七 萬 石 餘を賜 は b. 、翌六 辛？^ 年 五月 入部 あり。 同 八 年 二月 十三 H 、從 三位 宰 

相に 進み、 同 十 年 四月 十六 H 權中納 言に 昇. > 、同 十二  丁 未年 罔 四月 八 H 、越 前にて 逝 

去、 御 齢^ 四。 此時 殉死 三人 あり。 中に も 土 尾 左^ 助、 無類の » 死す。 彼が 父 は 土 

屋助 六と て、 勇士 に て、 太 間の 代、 越 前 大野 城 三 萬 八 千 石を頜 す。 借 秀康卿 逝去 あ れ 

ば、 家 康公を 始め 御 息 門 葉 家臣 等、 憐惜 悲歎せ ざる 事な し。 遂に 洞 家 宗孝顯 寺に て 

火葬し、 孝 顯寺殿 三 品 黃門吹 毛 月珊大 居士と 號す。 愛に 於て 家康 公の 台 命に より、 

知 恩 院主 滿譽 上人、 京都より 越 前へ 赴き、 S 宗を淨 土宗に 改め 葬し、 法名 淨光院 殿 前 

黄 門 森 巖道應 正大 居士と 改め、 一 寺 を 建立し、 淨光院 と 名く。 御子 數人 あり。 摘 子 


參河忠 直 卿、 後一 伯と 號す。 法名 面巖院 殿， 二 は 松； 牛 伊豫 守 忠昌、 法名 龍 芳院殿 • 

三 は 核 早出 羽 守 直 政、 法名 高眞院 殿。 四は吉 九、 早世す • 五 は 松 平 大和 守直矩 i 

^法名 大性院 殿。 六 は 松 卒但馬 守 直 E き 1 成 法名 巖院 殿。 七 は 女子、 松 平 長 門 守 

大江秀 就の 室と なる。 偖 嫡男 忠直卿 は、 家督 を嗣 ぐ。 此君 は、 文 祿四年 結 城に て蕤 

生。 母 公は晴 朝の 御 女、 後 品量院 殿と 號す。 忠直 卿は是 より 先、 秀忠 公の 御前に て 元 

服し、 御請の 字 を 賜 は，..^、 忠直 卿と 號す。 時に 十七 歲。 是 時長吉 九と 號す。 侰慶長 十 

六 辛亥 年 三月 廿 n 、從四 位下 左 近衞權 少將に 昇...、 參河守 を 兼ねら る。 其 性血氣 勇 

猛 の大將 にて、 元 和 元 乙 卯年 五月、 大坂亂 の 時 は、 西 大手の 一 番乘 し、 敵 首 を 斬る 事 

三千 七 百 五十 級 • 其 中に 大坂隨 一 の 軍 將直田 左 衞門佐 幸 村. 御宿 越 前 守 長 利が 首 あ 

,-。 家 康公其 武勇 を 歎じ、 日本 樊噌と 稱し給 ひ、 同年 閏 六月 十九 日、 參議從 三位 宰相 

に 進まる。 是 より 先、 慶長 年中、 秀忠 公の 御 女 を 嫁し、 江 In, より 越 前へ 御 下向。 時に 

十一 歳。 是を後 高 田 殿と 號す。 其 時 土井大 炊？ -利 勝. 渡邊 山城 守 重紀、 越 前へ 供奉 

す。 此 御腹に 一 男 二 女 あり。 所謂 越後 巾將 光長 卿； な. 御 女 一 人 は、 高 親 

六十 七 萬石餘 松平參 河守忠 卿  S 
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王の 簾 中と な，. > 、法名 寶珠院 殿。 一 人 は 九 條關白 殿の 簾 中 i な. 9* 法名 麼貞院 殿と 

號す， 高 田 殿 は、 越 前に まします こと 十三 年、 後江 戸に 御 越 あり • 宽永 十二 壬 子年 

二月 廿  一 H 逝去。 天德 寺に 葬し、 法名 天 崇院殿 穂 譽泰世 豊壽大 善女 人と 號す。 偖 も 

忠直卿 は、 世の 尊敬す るに 驕長 じ、 武勇 をた かぶり 放逸に して、 參 勤の 節 も、 道中 遊 

山に H 數を 送り、 頗る 延引し、 自 俄に 驚き 所 勞と稱 し、 途中よ. 5 歸國 せらる  >- 事 度々 

？, 在國 して、 宴 舞に 長 じ 耽. り、 美 童 美女に 溺れ、 或は 酒 狂し 美女 を 害し、 或は 近臣 

を 殺し、 或は 山野 川獵に 出で、 民 百姓 且往來 の 旅人 を 討 殺し 射殺し、 又 孕 女の 胎を割 

き、 興 ありと し、 惡行 日々 月々 に 募る 故、 諸臣諫 むれ ども 用 ひす。 諸士 一  列し、 是を 

深く 諌 むれば、 我れ 今 誰 を 恐れん や。 我 は 東照宮の 孫、 將 軍の 爲 には聱 にして、 且嫡 

流の 甥な り。 殊に 先年 武勇 を 振 ひ、 我 力 を 以て 大坂城 を 攻取. -、 天下 を 一統す。 治 

世の 時、 心を樂 しまし めて 後 辛勞を 忘る、 堅く 諌 むる 事 勿れと て、 再三 諫めし 家老 

近習 三人 迄、 忽ち 怒りて 手 討に する 故， 皆大に 驚き 恐れ 長歎し、 諫 むる 者 もなか h- け 

り • 終に 其惡行 一 々上聞に 達し、 寬永元 甲子 年 五月 二  R  、豐後 州へ 配流、 萩原に 蟄居 


直 
逝 

去 


直 
剃 
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せしめ、 御 扶持 方緣 五千石 を 賜 ふ。 愛に 於て 剃 疑し、 法名 一 伯と 號し、 後此所 は府內 

の 城へ 近き とて、 萩原より 三 里 隔て、 津 守へ 移らる。 = 根 織 部 正 高吉警 固し、 牧野 傅 

藏御橫 ：111 として 勸番 し、 爱 にて 年月 を 送らる。 內にニ 男 一 女 を 儲けら る。 1 は 永 見 

市 正 長 良、 二 は 永 見大藏 長賴、 三 は 女子、 於 塞 殿と いふ。 是れ 後光 長 卿の 家臣 小 栗 美 

作 守 正 矩^ 1  あに 嫁 せらる。 永 見の 二 &は、 一 伯 殿 逝去 後 は、 越後 高 田へ 來り、 光長 卿 

に 頃 居す。 家. お 等 是を御 雨 殿と 尊崇せ り。 去 程に 一 伯 殿、 配所に 在す こと 廿 五. 

年、終に厚免なく、慶安三庚寅年九月十ロ、^^森に於て逝去、五十六歲。|17 法名 西巖 

院 殿相譽 進友大 居士。 偖 も 一 伯 殿 流刑 以後 は、 御 八. -弟松 平 伊豫 守忠 卿 • お 頃 越後 

高 田！^ 廿 四 萬 石を頜 せられし を、 忠直 卿の 家督と し、 越 前 福 井城 を 賜 は."、 且 宰相に 

ftn る。 忠直 卿の 御 息 仙 千代 丸 殿 は、 此時 十歲、 未だ 母 公高. 田 殿と 共に、 福 井城に 在 

せし が、 忠 HE 卿の 跡 領を賜 はる • 但し 高 田 殿御 化粧料 共に 凡て 廿六 K 石餘。 是に山 

つて 寛 永 元 3H 子年 六月、 高 田 殿と 共に、 福 井 を 立ちて 江戸へ 赴き 給 ひ 家お 等 は、 同パ 

廿三： n 越 前 を 立ち、 七月 二  ni 迄に 越後 高 田へ 移る。 斯くて 仙 千代 殿 は、 成長 後從四 

.1 ハ 十七 萬石餘 松 平 參河守 si 直. 1  B 
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位下 右近 衞少將 に 昇り、 越後 守 を 兼ねら る • 是 よ.^ 先、 家 光 公より 譚の字 を 賜 はり、 

光長と 號す。 慶 安四 辛 卯年 十二月 廿 五日、 從 三位 左 近衞權 中將に 進み、 天 和 二 年 迄 

五十 九 年、 越後 を 治められ、 越 前 家の 嫡流と、 世人 悉く 尊崇せ しが、 家臣の 錄 論に 依 

つて、 忽ち U 國 せらる。 仔細 越後 騷勸 記に 詳な b。 秀康 卿の 養父 晴朝 は、 大職 冠の 

苗裔. 俊 藤 太 秀鄕に 十六 代、 小山 gt 郞從 五位 下下 野 守 政 光が 三男、 結 城 七郞朝 光な 

§SWLI!lfl，l、 朝 光 は、 賴朝 恩寵の 近臣、 累に 武勇 を顯 し、 從五 位下 

上野 介に 任じ、 下野 守 を 賜 はり、 結 城 郡に 城 居し、 治 承. 元 暦の 頃より、 天 正. 文 祿の頃 

迄、四海大に擾亂すれども、子孫累代結城の館を離れす、晴朝に至.^十七代。 然るに 

晴朝、 男女の 子な きを 欺き、 一 族 水 但馬 守が 女 を 請 ひ、 實 女と 養 ひ 置き、 太閤へ 1^ 

へ、 秀康 卿を智 養子と し、 其 身 は 天 正 十八 庚 寅年 八月 六 =:、 隱 居して 家督 を 譲る。 後 

石 田 亂靜謐 すれば、 秀康卿 は、 慶長六 辛 a 年 五月、 越 前 を 賜 はりし かば、 晴朝も 累代 

の 結 城 を 捨て、 彼 地 へ 移る。 秀康卿 御子の 中、 五男 を 別けて 晴朝 寵愛 故， 結 城 家を讓 

られ、 結 城 五郎八と 號す。 後 松. 牛 大和 守直矩 トレが と稱 す。 當時結 城家是 なり。 然る 


に 秀康卿 逝去の 後 も、 晴朝は 堅固に て、 慶長 十九 甲 寅年 七月 廿日、 越 前 福 井城に て卒 

t 八十 一 歲と 云々 • 

六 萬 石 松 倉 長 門 守 重 次 

肥 前 州 島 原 城主、 曾 祖式都 廣次は 信 長に 仕 へ 、 和 州に て 三千 石を領 す。 ^嫡子 左^ 

助. 其 子 右近 • 右近 は 筒井 順慶が 家臣と なり、 伊賀 州 名 張 郡に 於て 五千石 傾す。 ま 子 

九 市郞は 太閤 へ 召 出され、 別に 1 一千 石 を 賜 ひ、 朝鮮 征伐の 時 は、 肥 前名 護 星の 旅館 へ、 

小 性に て 供奉す。 勸功 する 故、 歸陣 後、 三千 石 加 恩 あり、 後 終に 和 州 高 取 城 一 萬 三千 

石 を 賜 は. o、 從 五 位下 豐後守 重 政と 稱す • 美男に して 武略 ある 故、 島 左 近、 主人 三 成 

を賴 み、 太閤へ 訴へ、 一女 を 嫁して、 重 政を聱 とす。 是 故に 石 田 反 謀の 時， 倉 を 用 

ひ、 一方の 大將 とせんと すれ ども 肯 はす。 舅 左 近、 是に說 き 諭せ ども 用 ひす。 家康 

公へ 屬し、 關が 原に て 忠戰す • 家康公 賞し 給 ひ、 二 萬 石の 御加增 あ. り。 其 後 大坂陣 

に、 大和 口の 攻 手に 向 ひ、 又 元 和 元年 五月 六日の 戰には 、貧 政が 家臣 伊村 助 兵 衞城中 

六 萬 石 松 倉 長 門 守 次  S 
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へ對 つて 入り、 一番に 戰 死す • 重政續 いて 攻入. -、 大に 苦戦す • 兩君感 K あ b 、肥 前 

島 原 城 を 賜 はり、 凡て 四 萬 三千 石を頜 し、 新に 城 を苒與 す。 其 後江 戶 馬場 先 御門 石 

垣の 普請 仰 付けられし 時、 十 萬 石の 御 役儀 を 勤めん と 願 ふ 故 、神妙に 思 召さる、 由 

にて、 則 高 六 萬 石と し、 願の 通 b 十 萬 石の 御 役 仰 付けられけ. o。 其 後 病死。 息 長 門 

守 重 次 家を嗣 ぎ、 參勤發 足せし 處に、 領所島 原に 於て、 吉利支 丹 宗門 鄭ら行 はれ、 鳥 

原 倾幷に 天草 領の 男女 凡て 三 萬千餘 人、 邪法に 與し、 剩へ 一 揆を 企て、 居城 を 構へ、 

砦 を 所々 に 築き、. <數 を 分けて 籠 置き、 頗大亂 に 及べり。 此時重 次 江 都に あ. 0 し 故. 

皁馬を 以て 告げし かば、 大に 驚き 御 暇 を 請 ひ、 速に 馳せ歸 る • 又 台 命 を 豪り、 諸將大 

勢 討 手に 向 はる • 中に も 重 次 は、 諸將に 抽んで 苦戦せ し 故、 終に 寬永 十五 年 二月 廿 

八日、 賊將時 定誅に 伏し 殘黨 U び、 忽ち 靜諡 しければ、 長 門 守 も、 諸將 と共に 参 勤せ 

ふ 

し を、 評定 所へ 召され、 御 老中 列座 あ， り、 今 皮 天下の 騷勸に 及びし 事、 是 併ら 長 門 守 

H 頃 苛 法 を 行 ひ、 諸 民 困窮し 恨 を 含み、 斯る 大亂を 企て 巧みし な.， • 是 故に 頜地歿 

收ぁ， 9。 其 身 は 森 美 作 守 長繼に 預けら る、 旨 仰 渡され、 嫡子 左 近大夫 重利 は、 保 科 


次 
死 

去 


肥 後 守 正 之に 預けら ると 演說 あり.. 斯くて 松 倉 父子 は、 配所へ 赴く 所に、 如何なる 

事に や、 程なく 長 門 守 を召歸 され、 美 作 守 館に て 切腹せ しめ 給へ h.。 又 右近 大夫 は、 

科 家の 家來 にならん こと を 恥お て、 頓て 自殺す。 石塔 今に 會、 # に 在り • 偖 豊後守 

に は、 舍弟 二人 あ 松 倉 十 左 衞門尉 重 能. 松倉藏 人と 號す。 共に 大坂 兩陣へ 供奉し、 

藏人 は、 兄 首： 政が 先手に 進み、 大和 口にて 強敵 二人 討 捕り、 遂に 戦死す。 十 左衞門 は、 

御 旗本に て 高名し、 御 |g 陣後、 御 書院 番 となり、 病死 すれば、 息 甚兵衞 家を繼 ぐ。 死 

後 其 子 九 A 郞家 を繼 ぎ、 三代 迄御齊 院番を 司りし が、 九八郎 故あって 遁 出し、 是に實 

子な く、 頜 地歿收 あり。 又大 坂に て戰 死せ し 蔵人に も實 子な く、 愛に 至って、 &倉氏 

永く 斷絕 す。 惜哉" 

十一 一 萬 三千 石 • 寺 澤兵庫 頭 堅 高  ， 

肥 前 州唐津 城主 、祖父 S 右 衞門尉 廣正は 尾 州の 人、 信 長に 仕へ、 愿戰功 あり • 後從五 

位下 越 中 守に 任じ、 一 一 萬 三千 石を頒 し、 信 長 薨後太 閣に屬 し 病死。 其子忠 次. 郎廣高 

士 S 三千 石 寺 澤兵庫 頭 堅 高  i 
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家を嗣 ぐ。 樂田.羽黑.小牧軍等に大に戰功ぁ..^、三萬石の加增ぁり、且從五位下志靡 

守に 任じ、 其 後 朝鮮 征伐に は、 彼 地に 渡. 0 戰 功す。 太 後、 景勝 亂に は、 會 律へ 供 

奉し、 又閻が 原へ 向 ひ 戦功す る 故、. 丹 波の 福 知 山城 を 賜 はり、 二 萬 石 御 加增。 其後大 

坂陣 に、 大に 武威 を 振 ひ忠戰 兩君感賞ぁり、五萬石の御加恩ぁh^。 寬永 三年 八 

月 十九 日、 肥 前 唐 津城を 賜 はり、 且從四 位下 侍從に 昇り、 凡て 十二 萬 三千 石 を領す • 

同 十 癸 酉年 四月 十  一 H 卒去。 二子 あり。 嫡子 式部 少輔 高淸 は、 父に 先立って 卒する 

故、 二 男 兵 庫 頭 堅 高 家 を 銅 ぐ。 高淸. 堅 高の 母 は、 妻 木 傳兵衞 尉 直 能の 女な り。 偖蒐 

永 十四 年 島 原 一 投の時、唐津頜.天草頜も、是に與する^^數千人、所々 へ働き出で、島 

子. 本 渡の 合戦に 克 ちて、 天草の 富 岡 城を攻 む。 然れ ども 寺澤が 家人 等、 堅く 拒ぎ 追 

ひ拂 ふ。 此時堅 高 江 にあ. 9 しが、 諸將 と共に 歸國 し、 苦戰 して 終に 是を返 治せし 

が 、日頃 奇行 を 以てする 故、 諸人 困窮して 新る 騷 動に 及ぼせ りと、 頜地 殁收し 流刑せ 

られ しが、 又召歸 され、 父祖の 代の 舊領を 除き、 御 加 增地七 萬 石 を 所々 にて 賜 は hs し 

が、 如何なる 故に や 自害 せらる。 此 仔細 島 原 記 に 見え た KV. 


す 索 iia 
康藤 
に-清 
與正 


. 七十 三 萬 千 八 百 四十 石 加 籐肥後 守忠廣 

肥 後 州 熊 本 城主 鎌子大 錦上よ b 廿ニ 代の 裔， 加 藤 肥 後守淸 正の 長男な 父淸 正、 

始 虎之助と 號し 、受領して 生計 頭と 稱し、 信 長. 太 閣のニ 公に 仕へ、 五千石より 廿ー， „ - 

石 迄に 至 hz 大に 武威 を 振 ひ、 了 B 名 四海に 鳴る。 中に も 江 州 志 津が嶽 合戰. 朝鮮 征伐 

の 節の 働き、 世人 遍く 是を稱 す。 後 又家康 公に 屬す。 景勝 亂の 時、 家 厳 公 自ら 是を 

御 征伐 あ h>。 時に 淸正山 岡 道 阿彌を 以て 練め ける は、 內府公 高官の 御身、 自ら 鞭撻 

し 給 はんこと、 輕々 しき 儀 5, 。  二つに は 御老 微 、旅 宿の 御 辛苦 計. - 難し。 三つに は 

五 奉行の 者 共、 景勝 を 諭し 語ら ひ a を 起させ、 君 自ら 御發向 ある 稼に 術 をな し、 其迹 

にて 坂 西 悉く 峰 起せん i 計る 由、 此事 若し 實說 ならん に 於て は、 前後の 敵 を 御 退治 

轍す. ら じ- 遠 M の 敵より、 御 敵の-張 不入、 眼前に ありと 覺 えたり • 會 律へ は 細川忠 

輿. 羽柴 正則 .s^w 長 政. 池 w« 政-藤 堂 高 虎 等 を 遣し、 其に て も 御 心 元な く 思 ひ 給 は 

ば、 隣國の 羽柴秀 政. 最上 義 光. 羽 柴^ 宗等を 差 添 へられば、 景勝 忽ち 誅に 伏せん。 俨 
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能 亮察し 給へ。 家康御 返答に は、 貴殿の 計大に 當れり • 然れ ども 我れ 幼少より 戰術 

を 業と し、 M: 夜 武備 兵 道を嗜 む。 然るに 太閣 御代に 至り、 世上 漸く 靜諡 し、 久しく 合 

戰の術 を 忘る。 今 皮 景勝 征伐 は、 老後の 慰と 覺ゅ。 a 坂 西 悉く  一  * し、 我が 虚を襲 

はんとす とも、 景勝 さ へ 擒に せ ば、 縱ひ H 本國中 悉く 敵と な ると も、 忽 に 降伏 せん。 

心 易く おも ひ 給へ。 御 邊は伏 見に S め き、 帝都 を 守護 させた く 思へ ども、 九州の 

逆徒 心 元な し • 急ぎ 肥 後へ 歸國 し、 西國 筋の 逆亂を 鎮め 賜 はる べしと 仰 越され けれ 

ば、 淸正 重ねて、 君の 御 思慮の 程 誰か 及ぶ べき。 然る 上 は 某 も 供奉し、 御手 先に 進ま 

んと、 再三 言上 あ. 0 しが、 許し 給 はす、 終に は 歸國し 肥 後に 至り、 石 田 與 力の 輩 を 一 

1 に 返 治し、 無二の 忠節 を卑， ひれし かば、 大 に御感 あり、 肥 後 州 一 圓、 凡て 七十 三 苜：： 

千 八 百 四十 石 を 賜 はり、 且從四 位下 侍從に 進み、 主計：： § を 改め、 肥 後 守に 任す。 其の 

後 秀賴ー 一條 上 b の 時 も、 忠貞を 願す を 以て、 紀伊 ffi 相 賴官； 卿と 綠邊仰 付けられ しか 

ば、 誠に：： n 《加の 士と、 諸將 羨み 稱せ しが、 慶長 十六 年 五月 下句より、 打 伏し 煩 はれし 

が、 終に 同 六月 廿 i:" 卒去" 時に 五十一 歲。 同年 入月廿 四：11、 家 嵌 公、 息 虎之助 を^ 


據 In 

刑 藤 

忠 

廣 


府 へ 召され、 家督 を 賜 ひ、 從 五位 下肥 後 守に 任す， 宽永 三年 八月 十九 =1、 從四 位下 侍 

從に 進み、 秀忠 公よ b» の 字 を 賜 はり、 忠 廣と號 す。 是ょ..^先、慶長八癸^年ニ月、冊 

生秀 行の 嫡女 を秀忠 公の 御 女と し、 御城よ b 善美 を識 し、 忠廣へ 嫁 賜す。 御 女 時に 

十二 歲- 母 公は冢 康 公の 御 女、 iS 秀 行へ 嫁して、 此御 女と 松 平 下野 守 忠鄕鐘 

松 卒中 務大 輔忠知 §11 生 を 生む。 秀行 卒去の 後、 又 淺野但 馬 守 長晟へ 再嫁 あり。 松 

卒紀伊 守 光晟を 生んで 遮 去 あり。 されば 彼姬君 は、 實に は秀忠 公の 御娃 なり。 此御 

腹に、 豊後守 光正 出生す。 斯樣の 由緒 を 以て、 猶忠勸 を 守り、 大坂陣 にも 戦功 を盡 し、 

其 後 彼 城 御 普譜の 御手 》 にも、 晝夜心 腑を勞 し、 大石を 引かせ、 數 萬の 人數を 指揮 

し、 其 功 を 末にに » へんと 勵 まる。 其 働き を、 今に 至 b 、大石 を 引かれし 事 を、 木 遣 

ト，^ にも 作 b 稱ふ。 然れ ども 忠廣 は、 金銀 を 愛し 美食 を 好み、 奇法を 行 ひ、 家士國 ，.^ 

困微 し、 忠臣 時 を 失 ひ、 佞臣 蹈ひ頻 びし か ば、 惡行日 々 に 增 長し、 終に 宽永九 壬 申年 

六月 朔 H、 廿 一箇 條の御 不審 を 蒙り、 申譯 立た す、 同 四 H 領地 歿收 し、 流刑 せらる。 

ぉ時忠 黃在國 故、 速に 參府 し、 申 分すべき 旨 御 奉臀來 る。 忠廣 Si 士ゃ」 集め 践 する に 
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皆い ふ、 御 不審の 內、 當 家に 覺なき 辜 多し。 是れ讒 奸の者 ありて、 當家 を猜み 巧み 

出し、 言上せ しならん。 然 らば 此御申 分 悉く 立た すん ば、 君 切腹 か 浪人と なり 給 は 

ん。 後悔. すと も歸ら じ。 所詮 今 籠城し、 天下の 勢 を 引受け、 潔く 合戰 し、 其 上に て 申 

分し 袷 ひ、 御 許、 容 なくば * 我等 共に 快く 自殺し、 名 を 萬 世に 殘 さんに は 如かす。 老臣 

加 藤 右馬允 正方 li? 諌め ける は、 此計、 誠に 石 を 抱き 淵に 入るな り。 且誤 なき 御 不審 

を 申 開か や、 籠城して 反逆の 名 を 後世に 殘 さん 事、 然る ベから す。 如か や 速に 參府ぁ 

b、 御申譯 し、 縱ひ仰 分立た やして、 切腹 又は 流人と な b 給 ふと も、 前世の 宿業と 思 

ひ 明らめ 給へ.^ 忠廣 是に從 ひ、 « 奉行の 四の 宫左馬 助に 命じて、 數年 參府の 節， 乘ら 

れし船 31 本 九と 名け し を 掃除して、 熊 本 城下へ 來る ベ. a-J- 四の 宮則 船藏の 前なる 

土 堤 を 切 崩させ、 件の 船 を 引出す に、 曾て 動かす • 是に 依って 人夫 三百 餘人 をして 

引出さし むれ ど-少しも 動かす。 諸人 皆此船 例年 御 參府の 時 は、 水 主 五 七 人に て乘 

出す。 今度 三百 餘人 にて 引出す に、 少しも 勸 かぬ は、 是れ 不吉 凶事な らんと きし 

が、 果して 浪人せられ けり • 四の 宫は、 此由を 申せし かば、 別の 船に て 出 でら る • 其 


後 彼 船 己， と 船藏を 出で、 海上へ 浮び 出で しぞ 不思議なる • 是 れ忠廣 下知して、 杉の 

木 二 本に て 造らせし 故、 二 本 九と 名 づけし を、 世人 誤りて U 本 九と 稱ふ。 此事 先年 

御 不審 故、 其 後 は 一 二 新藏と 改め 名づ く。 然れ ども 今度 廿ー 筒條の 第一に、 U 本丸 

といへ る 船 を 所持す る こと、 上を輕 しめ 私用 を 重ん す。 其 心底 計 b 難しと ある こそ 

是非な けれ。 抑 今度 忠廣、 廿ー 箇條の 御 不審 を 蒙りし こと、 多く は 長男 加 藤 豊後守 

光正の 所爲 な. -。 光正 外 樣の士 に、 廣瀨 庄兵衞 とい ふ 者 あり" ま 〈性 誠に 愚 魯閬癡 な 

れ ども、 ハ乂 a 功 ある を 以ての 故に、 庄兵衞 に 家督 を繼 がせ 置きけ り。 光正 彼が 愚将 

なる を 嬲. -、 或 時 廣瀨を 召して、 我れ 密に 一 大事 を 思案し、 近 H 軍旗 を揚 ぐ。 汝をー 

方の 大將に 評定し、 預 くる 人數も 決定す。 其 心 支度せ よと ありし かば、 廣瀨 大息 を 

繼ぎ、 面 を 赤め 振 ひ 恐れ、 某 一 方の 大將 となり、 人 數を引 回さん こと、 力 及び難し 

偏に 御免 を 蒙" らんと て 逃げ 歸れり • 光 正大に 笑ひ與 じて、 其 後 又 江ー户 御城の 綠圖を 

調へ、 廣瀨を 召して 是を 見せ、 先立って 吿 ぐる 通り、 彌近 = 一 大事 を 思 立つ • 然る 時 

は、 汝は 何れの 口よ.^ 攻 入るべき や. - 能々 思案せ よと ありければ、 廣瀨愈 驚 、先 U 
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の 歲、， 纪々 實 とも 覺ぇ ざれ ども .其事 猶 心腹に 殘る處 に、 今 W 又 此議を 聞けば、 彌實の 

御 謀叛なる や" こ は そ も 如何なる 御所 在 やらん。 今此 治世 如何すべき。 若し = 本 

國 中の 大名 五 七十 人 も 一 昧 せば、 又なる 事 も あらん か。 然れ ども 勝敗 計り 難し。 况 

君 一 人に て、 御城 を 攻め 給 はん を や。 某 儀 は 兎角 御免 を 蒙らん。 强 ひて 一 方の 大將 

仰 付けられば、 只今 逐窀す ベ しと、 戦慄し 淚を 流す。 豊 後守彌 氣に乘 りて、 いやと よ 

此 一 大事、 俄に 思 立ちた るに 非す。 先年大坂城普請せし節ょり、是を思ふが^^に、攻 

入る i^T 自在の 樣に、 豫め 計り 置きし なれば、 近日 大 坂へ 忍び 行き、 是を乘 取り 楣籠， 9、 

世 を 奪 はんと 思 ふなり。 廣瀨 がい ふ、. K 坂 城 は 日本一 の 要害、 島 も 翔 b 難/、、 何萬騎 

の 勢 を 以て 攻 むる とも、 口々 を 閉づれ ば、 鬼神 も 破る 事 能 はざる 名 城と 承る。 •  况數 

千の 御番 衆、 威儀 を 正して 守る を や。 猶々 御 計 相違 せん。 所詮 斯様の 仰 を 蒙り、 忽 

ち 絶命して 益な し。 必す 御免 蒙る？ しとて、 前後 を 失 ひ、 轉び 倒れて 逃 出で けり • 

豊 後守猶 面白き 事に 思 ひ、 其後乂 戯れに、 自ら 大名 五六 十 人 連判せ し 媒叛の 回狀を 

作 b 書 顯 し、 狀 箱に 入れ、 近臣に 持たせて 廣瀨が 宅へ 遣し、 此の 如く 大名 數十人 一列 


す。 汝彌 一 方の 大將 たり。 覺 悟せ よと 申 送る， 庄兵 衞披き 見て、 肝 を 冷し 身 振 ひし、 

堅 唾を飮 む。 閽癡 故に、 畢意此 事 一 々御 老中へ 言上し、 主君の 謀叛 を 諫め 止めん と 

思 ひ 窮め、 土 井 大炊頭 利 勝へ、 彼狀を 持參し 、以前よ. -の 事共 委細に 訴へ、 御意 見下 

され 候へ とい ひければ、 利 勝大に 驚き、 一 大 » の 儀 なれば とて、 則ち 上 に 達し、 庄 

左 衞門を 殿中 へ 召 れ、 御 老中 列座し、 委細 を 尋ねら る、 に、 言語 嬰 の 如く なれば、 

是本ょ.9豐後守、彼が愚昧臆病を嬲り、戯^^せし事と覺悟ぁれども、自筆判の謀叛狀 

殊に 御城の 圖 をして、 攻 入る べき 術、 且江 中燒拂 ひ、 將軍家 を 始め、 大名 町人 迄 も 

迷 する の 謀、 若し 是れ 自然 實 ならば、 誠に 一 大事の 思案、 捨 置くべき に 非す。 其 上 

忠廣 私欲 深く、 不行^^ー幾多ぁりし故、 遂に 流刑 あらんと、 御內談 決定す る處 に、 忠廣 

は、 御 不審 廿 一 箇條申 分 あらんと て、 夜 を H に繼 いで 急ぎつ 、、宽 永 九 壬 申年 六 ：！：：： 朔 

ni 參府。 時に 御內談 右の 通究 りし 故、 則ち 評定 所へ 召され、 御 老中 諸 役人 列座し、 上 

意の 旨 仰 渡され、 羽 州 へ 配流。 庄內 城主 酒井宮 內大輔 へ 預けら ると、 忠廣 頃の 惡 

行、 且豐後 守 不調法 等 を ー初 めて 聞き、 大に 驚き、 言な く 謹んで-牛 伏す • 依って 酒井忠 
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.f^ の 家人 請 取. -て嚴 しく 警 固し、 庄內へ 赴、 其 後 御 扶持 方と して、 一 萬 石を附 置か 

る。 忠廣羽 州へ 赴く 時、 

人間 萬軍定 不定 身 似，， 明星， 西 亦 東 三十 一 年 如 = 一 夢- 

？』 來庄內 破 蘆 中 

此時卅 一 歲 なりし 故、 斯くは 詩作 ありし • 倍 肥 後 州 御 仕置に は、 石 川 主 殿 頭 .內 藤 左 

馬 助 政 長. 伊丹 播磨守 勝 長 等。 在 番には 有 馬お 衞門 佐。 上使に は 秋 山 修理 亮. 石 川 111 

右衞 門。 同 五 ほ 朝 倉 仁 左 衞門. 曾 我 又 左 衞門を 重ねて 上使と し、 肥 後へ 遣 さる • 同 

稻葉丹 後 守 正 勝 を 召し、 次に 石 川 總十郎 .舍 弟 權十郎 兄弟 も、、 夂生殿 頭と 共に、 又內藤 

帶刀 も、 父 左 馬 助と： Si 〈に、 肥 後 へ 參る ベ き 旨 仰 付けら る。 此時彼 地 へ 赴く 諸 將に恩 

賜ず。  . 

銀 百 枚 御 帷子 單物 * に十領  有^ 左 衞門佐 

金 五十 枚 御 帷子 單物御 羽織 共に 十領  石 川 主 頭 殿 

御 帷子 葷物御 羽織 共に 六頜 .  石 川 總十郞 


si 死去 


御 帷子 單物御 胴 服 共に 四頜  石 川 權十郎 

金 五十 枚 御 帷子 單物 共に 五領  稻葉丹 後 守 

金 廿枚御 帷子 單物 共に 五領  伊丹 播磨守 

金 十 枚 御 帷子 堪物 三つ 宛 

右 曾 我 又左衞 門. 石 河 三 右衛門. 朝 倉 仁左衞 門. 秋 山 修理 亮四 人へ 

黄^ 百 枚 御 帷子 單物 共に 十頜  內藤左 馬 助 

金 廿枚御 帷子 單物 共に 六頜  內藤帶 刀 

右諸將 重ねて 又 召 出され、 御 羽織 一 つ 宛、 御手 づ から 賜 はり、 御 懇意の 上意 あ りと 云 

云。 同 十五 U 、水 野 美 作 守 を 御座の 間へ 召され、 御 帷子 軍 物 御 羽織 を 賜 はり、 是乂肥 

後 熊 本 城へ 參る べしと 仰 付けら る • 偖忠廣 流刑の 翌年、 肥 後 熊 本 城 をば、 細 川 越 中 

守忠 利に 賜 はりけ り • 忠廣は 羽 州へ 赴き、 憂 年月 を 送られし が、 積惡深 く  I -て厚 免 

なく、 承 應ニ年 三月、 配所に て 卒去" 齢 五十 七 • 

古今 武家 盛衰 記 卷第十 入 終 
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家康 公の 九 男、 越後 高 田 城主、 北陸 道の 旗頭な， 小字 は 辰 千代 丸、 母 公 は 於 茶 阿 殿 

と號 す， 本 遠 州 金 谷 村 商人の 妻た， -。 然るに 容顔 甚 麗しく、 心 樣亦 尋常の 人に 勝れ 

しかば、 遠近の 人 も 戀慕ひ 小歌に 作れり • 其 頃 家康公 未だ 參遠兩 州の 主にて、 « 核 

城に 御座し、 遠 州 金 谷 村へ は 御 代官 を 居 ゑ 置かる。 然るに 其 代官 Isf 一は 彼 妻 を戀慕 

ひ、 * ひ 取らん と 巧み、 其 頃： Mfe へ 敕使 あ， リ、 御馳走の 爲、 彼 代官 金 谷の 町 へ 出で け 

るが、 彼 商人 敕 使へ 對 し無禮 せりと て、 難 ひて 是を 殺し、 剩へ其 家 を歿收 して 彼 妻 を • 

奪 ひ、 其 夜た はぶれ 愛しけ .>。 時に 彼女 其逆惡 無道 を覺 り、 此男を 刺殺し、 夫の 恨 を 

散 せんと 思 ひしが、 仕損じて は 益な し • 所詮 公へ 訴へ、 彼が 枝葉 を斷 たんと 思 ひ 返 


し， 其 夜 は 何となく 明し、 翌朝 三歲 にな..^ し 女子 を懷 にし、 密に金 谷 を 逃れ出で 濱 核 

に 到り、 夫の 寃死、 代官の 無道 詳に 言上す。 家康公 聞き 給 ひ、 則 金 谷よ. -、 彼 代官 幷下 

手代 及 名主 等 を 召され 钆明 あ. f.^。 終に 代官 を 斬罪し、 其 親類 綠者 迄、 或は 切腹 或は 

追放ぁh^。 偖 彼女 をば 於 茶 阿と 名付け 召 仕 はれし が、 後 は 御行 水の 役 を 勤め、 程な 

く懷胎 あり。 文 祿元壬 辰年、 遠 州 敷 知 郡濱松 城に 於て 忠« 卿 を 生む。 此 君色黑 く、 兩 

眼 逆つ り、 腠理 荒れし かば、 一 目 御覽じ 捨てさせ 給 へ る を、 皆 川 山城 守 廣照拾 ひ 上げ、 

辰 千代 九と 號し 養育し、 七歲 になり 給 ふ 時、 廣照、 御前へ 出で、 其 聰明 を 言上 すれば、 

嘸 成人し つらん とて、 則 召され、,^ めて 御對顏 あ. o。 家康公 熟と 御覽 あり、 借々 恐し 

き面體 かな * 其 儘 三 郞信康 が 幼 立に、 少しも 違 はざる ぞと 仰せけ り。 此 年長 澤家斷 

絶し ければ、 皆川廣 照、 長澤の 老臣 小 野 能 登 守吉國 i 相 議し、 辰 千代 君 を 家督に 願 ひ、 

從 五位 下長澤 上野 介忠 輝と 稱す • 斯くて 石 田 亂靜譃 後、 天下 悉く 家康 公の 御 下知 

に從 ひければ、 慶長七 壬 寅年 春、 忠輝 卿へ 下 總佐倉 城 四 萬 石 を 賜 はり、 松 平 上野 介と 

改め、 翌八癸 卯年 二月 六日、 信 州 川 中島 城 十八 萬 石 を 賜 ひ、 同 十 年 乙 巳 四月 十六 日、 
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從四 位下 左 近衛 權少將 に 進み、 同 十 一 丙午 年 十二月、 伊達 越 前 守 正宗の 息女 を娶り 

婚禮 あ. o。 是摄長 三年に 綠組調 ひしが、 石 田 等の 奉行 頭 人 難題 を 申 掛け、 世上 騷動 

せ し 故、 今年 迄 延引せ り。 時 に 御輿 添と し て、 瀨上丹 後. 橋 本 丹 波 • 鈴 木 茂 左衞門 • 坂 

將監等 を 正宗よ. 0 附 けらる。 是ょ b 先家康 公に、 八官 とい ふ 唐人の 子に、 花 井 三 九 

郎 i いふ 御 小 性 あり • 容姿 美麗に して、 小鈹謠 仕舞 等に 達せし 故、 御 稽古の 爲 とて、 

忠輝 卿へ 附置 かれし かば、 朝暮 是を學 ばる。 然るに 於 茶 阿 殿 ニニ 九郞が 容姿 美なる 

にた はぶれ、 金 谷に て 儲けられし 一 女 を是に 嫁し、 從五 位下 花 井遠 江 守に 任す。 偖 

忠輝卿 は、 慶長 十五 庚 戌年 閎 二月 三日、 越後 一 州 を 賜 はり、 凡て 六十 萬 石と な， 9、 頸 城 

郡 高 田 城へ 移らる。 故に 花 井 も累に 立身し、 此時ニ 萬 石と なる • 其 性魯鈍 なれ 共、 於 

茶 阿 殿の 威を假 りて 新法 を 出し、 國 家の 政事 も 己に 任せ、 老臣 舊士を 蔑 如し、 邪 威 

を 震 ひ 甚だ 奢れ ども、 忠輝卿 は， 血氣 短慮に て、 善 惡邪正 も 分た す、 花 井が 議を 信用せ 

らる。 愛に 皆 川 山城 守廣 照、 花 井を惡 み、 山 田 長 門 守 等の 老臣と 相議 し、 花 井が 奢 非 

道の 政事 等 を 書記し、 忠輝 卿へ 訴へ、 鍊言 すれ ども 閬 入れす。 却て 勘氣を 蒙りし か 


ば、 詮方： ぐ 此の 如ぐ 不義 非道の 政事 等 上 へ 閱 えて は、 我々 罪 を 蒙る ベ k 倡 や ® 

府へ 赴き、 委細 を 言上せ， c。 君が 御 爲且は 我等が 申 分な りと て、 皆 川. 山 田 共に 忍ん 

で駿 州に 到り、 一々 に訴 ふ。 家 康公聞 召し 大に 怒り 給 ひ、 三九郞 めに は、 鈹 仕舞 を敎 

へよ とて こそ 附 置きた るに、 何者が 遠 江 守なん どと 夥しき 受領 させ、 皆 川. 山 田 等と 

共に 加判し、 何の 覺ぁ. 9 て 政務に 預る 乎。 速に 是へ召 寄せ、 仔細 を a 明 せんと 宣ひ 

けり。 於 茶 阿 殿 此由を 聞きて 膽を 冷し、 右兵衞 督 殿. 常 陸 介 殿 衆 へ 賴み、 花 井遠 州 事、 

一 i に 御 執 成され 候 へ と 歎き、 又 上總介 殿に 對ひ、 こそ 違へ、 正しき 一 腹の 連枝の 夫 

の 事 なれば、 身に 掛けて 御 詫 言し 給 はるべし と ありければ 、忠輝 卿尤と "な ひ、 則ち 験 

ぼ： 至. o、 花 井 は 忠臣な る を、 皆 川. 山 田 其 中 不和に て、 却て 是を讒 せりと 取 成し 申 

されし 故、 家康公 も、 遠國 とい ひ、 殊に 忠輝卿 自ら 申 分けられし^ なれば、 疑 ひ 給 ふ 

ベ き樣 もな く、 皆 川. 山 田が 越度と なる。 其頃忠 》 卿の 家老 松-牛 讃岐 守親宗 は、 山 田 

長 門 守が 舅 なれば 是を 恨み、 近臣 等に 向 ひ、 花 井が 佞奸 を大に 譏り 耳語き しが、 何ノ 

か 洩らし けん 花井閒 付けて、 後 身の 大事に 及ばん 事 を 恐れ、 種々 の 惡行を S ひて 是 

六十 萬石餘 松 平 上^ 介 忠輝搦 
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を讒す 9 忠 輝 卿大に 怒り、 上を輕 しむる 科淺 からすと て、 長 門 守 を 始め、 嫡子 因幡 守 

幷に 核. 卒讃岐 守に 切腹せ しめ、 皆 川 山城 守 は、 一 旦上總 介 殿 親分の 者 なれば とて、 死 

刑 を-宥め 改易 せらる ぞ淺 猿し き。 抑 山城 守廣照 は、 皆 川 山城 守 藤 原 俊宗が 嫡男， 祖 

父 山城 守成 勝、 往昔 北條左 京大 夫 氏 綱に 屬せ しょ b 以來、 氏康. 氏 政. 氏 直に 曁び、 旗 

本に 屬せ しが、 去る 天 正 十八 年、 太閤 小 田 原攻の 時、 此 山城 守 は家康 公へ 歸 伏し、 信 

州 飯 山城 四 萬 石 本領 を 安堵す。 皆川悅 び、 忠輝卿 を 養育し、 長 澤家を 興し 忠節す。 

家 康公是 を 感じ、 忠輝 卿へ 附け 給へ る を、 今度 皆 川 は、 親分た る 由緒 を 笠に 着て 邪 威 

を 振 ひ、 國 家に 非 義を行 ふ 故、 改易す と 言上せられ けり。 爾 るに 上 總介殿 配流 後、 山 

城 守が 罪な き 旨 上聞に 達し、 召 出され、 一 萬 三千 石 を 賜 はり、 死去 すれば、 息 又三郞 

成鄕 家を嗣 ぎしが、 早世す る 故、 又 三 郞が舍 弟 皆 川 左 京 秀隆に 五千石 賜 はり、 家名 を 

嗣 がしめ、 秀隆 死後、 息 又七郎 廣隆嗣 ぐ。 後 左 京と 改め、 子孫 今に 繁榮 す。 又 山 ffl 長 

門 守 は、 本參 州の 人、 御當 家譜 代の 士 にて、 土 井 大炊頭 利 勝と 相聱、 土方 河內 守雄久 

に は 親分、 一 萬 石 を 頷す。 其 性 廉直な う。 其 頃秀忠 公、 若君 I 光 御 誕生 あり • 是 より 


先も御子誕生ぁ-^しが、早世し输ひしかば、此度は§-の爲、往還の三っ、辻へ出し奉り、 

往來 三人 目の 者へ 寶り 奉る 者な b とて、 密に懷 き 進ら せ、 三つ、 辻に 出で 相 待ちけ り。 

爾 るに 長 門 守 は、 上總介 殿の 家人 間宫 彥兵衞 方へ 用 あ b て、 彼 a を 通り、 三人 目に 當 

りぬ。 若 公を懷 ける 女房 山 田に 向 ひ、 御 侍へ、 此子 を賣， ^進ら せんとい ふ。 山 田 聞 

きて、 買 ひ 進ら せんと、 頓て 腰の 扇 を拔き 進上す。 時に 女房、 此方へ とて 長 門 守 を 誘 

ひ 行、 山風 怪しみ、 何人の 子に やと 問へば、 御身 は 善き 果報 人 や。 是 こそ 若 公に 

て 御座す ぞと 答へ ければ、 大に 恐れ、 されば こそ、 最前より 不審に 存 申す とて， 急き 

大小 を拔 捨て 抱き 奉、 リ、 本丸 へ 供奉す る に、 其 道す がら 御供 人、 御迎の 女中 數 W 人出 

で 従 ひ、 御歸城 あり。 山 田 長 門 守 は、 若 公の 御 親な b と て、 善美 を盡 して 饗應 あ. 5 

其後秀 忠公幷 北の 御 方 ilil 女より 、黄金 • 御太刀. 卷物. 御 小 釉等を 賜 は h へ且 女中 方 

より、 種々 の 物 を 贈らる、 故、 其 賜物 山の 如くな.？ し。 斯樣の 由緒 且 武功 才德 ある 

を 以て、 忠 » 卿へ 諫言の 臣に附 けられし が、 花 井が 讒奸 にて 切腹し ければ、 諸人 悉く 

憐 傷す。 花井是 よ. -彌驕 b 、邪 威 を？、 くす。 土 井大炊 頭. 酒 井 雅樂頭 等の 御 譜代の 
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諸將、 遍く是 を 知れ ども、 於 茶 阿 殿の^ 忠輝 卿に も姊聱 なれば、 委細 言上 すれば、 忠 

輝 卿の 越度になる 故、 皆 牙を嚙 み、 閉口して 居たり け.： >。 家 康公は 曾て 知り 給 はす。 

上總介 は、 親分た る 皆 川 を 改易して、 今 は 孤の 樣 にて、 我 前へ 取 入る 事 も 不自由なら 

んと思 召され、 土 井 大炊頭 を 親分に 仰 付けられければ、 是非な く 台 命に 從ひ是 を 補 

佐し、 其 節 北 川の 旗頭な りし かば、 言上して、 忠輝卿 を 北陸 道の 旗頭と す。 此時松 平 

大隅守 重 勝 を も、 老臣に 附け給 ふ。 然れ ども 行迹惡 く、 奢侈 止ます。 佞奸の 臣 のみ 

寵を 得。 其 頃 越 前名 生 村に、 今疆々 とい ふ 者 あり。 其 浦の 獵師 にて、 實名は 庄左衞 

門と いふ。 ^»|性大に酒を好み、飮めども醉ふ事なし。 諸人 因って 是に 名ぐ。 或 時 上 

總介 殿、 彼 浦へ 舶 遊し、 數 千の 獵師に 命じて、 大網を 海中に 引かし む。 浦人 是に 依つ 

て 勇み 進んで、 我れ 劣ら じと 綱引き、 種々 の 魚 を 得る こと 山の 如し。 忠輝卿 大に悅 

び、 海 邊數百 間に 幕 打 廻し、 建 を 敷き 签を居 ゑ、 其 魚 を 煮て、 諸臣 及び 漁 父 等 へ も 賜 

はり、 且 酒を飮 ましむ。 役人 來り 回り、 是を强 ひければ、 皆 前後 を 失ひ醉 臥したり。 

其 中に 彼 今 猩々、 獨り醉 ひたる 色な し • 其 故 を 問 へば、 答へ て、 某 本よ.. >  酒 を 好み、 


此 年に 至れ 共 終に、 飮み 飽きた る f" 今 曰 幸 御酒 S ふ 故. 心の 儘 飽かん 事 を 

悅び、 先より 數 K ュを 傾けし が、 御酒 も盡き たる やらん、 乞へ ども 今 は 持ち 來る 人な 

し。 役人 共閒 きて 憐み、 心の 儘に 任せん と、 殘 b し 酒 取 集め 飮 ましむ るに、 頓て三 四 

斗 飮み盡 せ..。 溝 等 呆れ、 十分に 飮 みたる かと 問へば、 今少し 飮 めば、 年 來の願 今 

日 達すべし と 答 ふ。 爾れ ども 酒盡 き 日 傾きければ、 忠輝卿歸 城 故、 打 捨て 供奉して 

歸 りしが、 彼 男が 酒飮 むこと 不思議と て 語.^ ければ、 忠 》 卿 も 怪しみ、 爾 らば 奴に 思 

ふ 程飮 ませ て、 其 數量 を 見よ とて、 御 次の間 へ 召し 霞し、 偖 酒を 賜 ふ。 酒 運ぶ 者 五 

人、 更に 隙な ぐ飮 ましむ るに、 六 斗迄飮 みけり。 其 後 は 一滴 も飮 ます。 偖々 有難き 

事 かな。 今日 上の 御 慈悲 を 以て、 始めて 十分に 飮 みぬと て、 殿中 も 憚らす 歡 して、 

小歌 謠ふ。 役人 共 御酒 快く 醉を覺 し、 緩々 と歸 るべ しとい ひければ、 畏る とて、 床の 

綠を 枕と し 、前後.』 知らす 臥しず けり。 忠輝卿 は、 障子の 透 間より、 疾と 始終 を 見 

て、 大に 怪しみ 呆れ、 近臣に 向 ひ、 彼れ 小男に して、 過分の 酒を飮 み、 顔容 自若た る 事 

甚ご 不審し。 不便に は 思へ ども、 彼が 胎內を 割き 見よ。 定めて 仔細 ぞ あらんと て 

. . .1 ハ十 萬石餘 松 平 上？ S 介 忠輝劂  S 
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頓て 胎內を 割かせ、 自ら 起って 見 給へ ども、 酒 一 滴 もな し。 彌 怪しみ、 首 手足 を 二つ 

に 割りて 見れ ども、 香 もなか. 0 けり。 爾 るに 兩 脇の 下に、 三寸 可， 0 の 瓶 一 つづつ あ 

り、 酒氣甚 し。 人々、 偖 は此瓶 病に て、 多くの 酒 を 汲みけ るに やとい ふ。 則ち 其 瓶 を 

碎き 見よ とて、 取って 是を 打碎か ん とする に、 其 堅き こと 鐵 石の 如ぐ にして 破れす • 

口より 酒 出づる 故.. 滴らして 見る に、 一 つより 三斗づ つ、 以前 飲みた る 六 斗の 酒、 虱 

味 も替ら や、 二つの 瓶より 出で た h- ける. 君臣 奇異の 思 をな し、 重ねて 酒 を 入れ ssp 

ける に、 三寸 可. 0 の 瓶 二つ へ、 三 斗づっ 納まりに ける。 忠 輝 卿悅ん で、 日本 無 雙の寶 

物 を 得たり とて、 疆々 瓶と 名 づけ、 身 を 放さす 持ち 給へ り。 上 總介殿 性 酒 を 好み、 4^ 

瓶に 酒 を 詰め、 海 川 池 へ 入 、五日 十 ni づ つ 居 給へ ども、 件の 酒を飮 まれし 故、 少しも 

難儀な か. 0 しと かや。 偖 彼 男 をば 慇 慰に 葬. り、 菩提 を 弔 ひ、 彼が 親 膳 等へ 金銀 米 を 

賜 はりし ぞ、 せの ての ことなれ。 慶長 十九 甲子 年 冬、 和 a^. 河內. 攝津三 箇國の 主、 右 

大臣 豊臣 秀賴、 關 東と 隙 あり、 大坂 籠城 ありし が、 終に 和睦。 此年 改元 ありて、 元 和 

4 號す. - 然れ共梨年五月又不和とな，.^、兩君再び御出馬ぁり• 此時忠 輝 卿 は、 道 明 
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寺 表の 總大將 として、 越後よ， - 上洛 せらる * 相從ふ 諸將に は、 舅 松 陸奧守 正宗 を 

始め、 木 多 美 濃 守 忠政. 水 野 日向 守 勝 成 • 堀 丹 後 守 直 寄 • 松倉豐 後 守 重 政 .fes. 下總守 

忠 明. 本 多 因幡 守 正武. 桑 山左衞 門 一 直. 同 加賀守 定淸. 神 保 長 三 郎正茂 等、 又 旗本に 

は、 村 上 周 防守義 明. 溝 口 伯 耆守宣 勝、 此 二人 隔日に 先陣 を 勤む。 其 外 手勢 多く 率し、 

旣に美 濃路に 至. -着陣 する 處に、 先手 花 井生 水 軍使 を馳 せて、 紀州淺 野伹馬 守長晟 

が 勢 は、 旣に泉 州 樫 井に 於て、 敵と 刃 を 接すと 聞 ゆ。 速に 御馬 を 進め 給へ と 告げた 

,9 ける。 少將殿 驚き、 馬 を 早めて 漸く 江 州 守 山の 驛に 至る 處に、 向より 武者 一 一騎. 若 

黨 十二 三人 づっ 左右に 立て、 少將 殿の 勢と 措 合うて 通りければ、 何者 ぞ。 下馬せ よ 

と聲々 に 呼ば はりけ るに、 彼 武者 答へ て、 我々 二人の 主な し。 何ぞ 下馬 せんやと い 

ひて 乗 過ぐ る。 諸 卒大に 怒り、 其 仔細 を 聞かん と追褂 くれば、 叶 はじと や 思 ひけん、 

馬よ， 0 飛 下り、 其邊の 茶屋へ 逃 入りければ、 追手の 者 も 打 捨て 通りけ る。 斯る處 へ 

忠輝 卿來， -給 ふに、 彼 武者 躍り 出で、 太刀 を拔 いて 討って 褂る。 供奉の 兵士 一羽め て 

驚き、 狼藉者よ 討 止めん と、 太刀 長刀に て取圍 む。 是を 見て 又 逃げ走る を、 平 井三郞 

六十 萬石餘 松 平 上 介忠 輝. 卿  九 


古今 武家 盛衰 記 卷第 十九 第二 十  KKO 

兵衞透 さす 追 掛け 組留 むれば、 安西 右馬允 も馳せ 來.. ^、彼 者 i ^《を 刺殺す • 是 故に 何 

者なる 事 を 知らす。 偖 も 忠輝卿 は、 健 勇 人に 超え、 海 川 淵 池へ 常に 入りて 日 數を送 

.^、或は深山幽谷に入り、熊猿猪鹿の猛獸をも恐れす、乘殺し踫倒さる• 然れ ども 唯 

錢 武者 を 見れば、 手足 萎えす くみ、 腰拔 け戰懔 する ぞ不 思議なる。 是 故に 道中 觅角 

延引し ければ、 諳將 退屈し 、新く 曰 數を經 、上洛 遲滯 せば、 兩君 を- S め H 本國 中の 諸 

將、 悉く 我々 臆した. 0 と 沙汰 せん。 然れ ども 總大將 を 捨て、 先登 もな り 難し。 如何 

せんと 身 を 揉みけ るが、 各 重ねて 議 しける は、 最 早大 坂へ は 諸 勢 押 寄せ、 合 戰最盛 

と 聞 ゆ。 倡 ゃ少將 殿に 先立ち 上洛 せん。 後日の 御咎 あらん は 是非な し。 少將 殿の 

下知 を 守り、 戰 終る 迄 出向 はすば、 左右に 事寄せ、 世 を 見合せ 居たり なんどい はれん 

は、 最 口惜し けれと て、 終に せ-、 に 夜 を 日に 繼 ぎて 馳せ 上る。 少將殿 も是に 依って 俄 

に 驚き、 漸く 發向 せらる • 慕 下の 諸 將は龍 田 越を經 て、 國 分に 着 陣す。 此 手へ は、 後 

籐又兵 衞尉基 次大將 として、 柳 川 を 前に 當て、 道 明 寺 表に 陣し、 左に 岩 澤三郞 兵衞、 

右に 古擇四 郞左衞 門を備 へ、 片 山勘 兵衞. 山 诏 外 記. 伺 何右衞 k; 等 をば 先手と し、 三千 


餘人を 分ち、 玉 手 山に 備 へ し め、 都合 一 萬 四千 餘人、 魚鱗に 備 へ控 へた.^ • 同 六日、 

後藤が 11£： 候 馳せ來 り、 東 勢 僅 三千 餘人、 昧方を 押へ 居た b と 告げければ、 後藤 元來血 

氣の 勇將、 聞き も あへ す、 其 晚片山 を引拂 ひ、 小牧 山に 取 上る。 此時核 倉 十 左 衞門尉 

重 能 は、 五日の 晚 より、 道 明 寺 表. 石 川 河原 を 越えて 兵を備 ふ。 諸 勢 は、 國 分の 道筋. 竹 

の內 越. 太子 越 等を經 て、 大和 • 河 內の境 山に 取 上り、 旣に軍 始めけ り。 偖 松 倉が 先手 

奥山 三 郎左衞 門. 下野 道 仁. 岡 本 加 助. 子 田 四 郎兵衞 は、 一 陣に 進み 勇を廳 まし、 大勢 

を 討 捕り 戰 ひける が、 續く * 方なくて 討死す。 是を 見て 极倉重 能. 藤 堂 高久、 一 手に 

なって 戰 ひしが、 終に 諸 軍と 共に 敗走し けり。 時に 松 倉 豊後守 一 人 取って返し、 勇 

を 振うて 大に戰 ふ。 家人 共 も 主 を 討た せじと、 百餘人 返し 合せ、 敵卅餘 人討留 む。 

此時极 下總守 • 本 多 因幡 守. 水 野 U 向 守. 桑 山 父子 * 丹 羽 勘 助 .松 平 陸 奧守等 は、 圓妙 

駒 谷の 山 半 程 を 過ぐ る處へ 、後藤が 勢是を 遮り、 味爽に 鯨波 を揚ぐ • 是を 見て 先手 

に 進みし 正宗の 老臣 片倉小 十郞景 綱. 本 多 H 幡守. 神 保 長 三 郎等、 後藤 •» 田が 本陣へ 

討って 褂る。 時に 神 保が 勢 は、 正宗の 勢と 一 所に 備 へ て は、 其 功見え すと て、 其 所 を 
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引退き ける を、 正宗の 勢、 鐵炮數 百 挺 を 打 掛けたり • 神 保 怒りて、 是は 味方なる ぞ* 

卒爾す るな と聲々 に 呼ば はりけ る を、 さない ひそ。 敵方へ 紛れ 入る 謀ぞ とて、 彌打 

立ちけ る 程に、 大將神 保を始 として 妣七騎 、忽ち 味方に 討 たれたり。 其 後 東 勢 一手 

になって 後藤 を圓 む。 後藤 も 同じく 軍士 を措麾 し、 勇を勵 まし 大に戰 ふ。 正宗 是を 

見て、 橫 合よ. 0 備を 立て、 後藤 を 目掛け 鐵炮を 放つ。 其 玉 基 次が 内冑に 中り しかば、 

家人 吉村武 右 衞門を 招き、 今は此 痛手 負 ひ、 進 返 愛に 谷 まれり。 早く 我 首を切って、 

敵に 其 色 を 見す ベから す。 吉村 泣々 主の 首 を 取 り、 深 田の 中へ 隱せ しが、 軍 散 じて 

後搜し 出され、 鳥 首 せらる。 薄田|^人正兼相.增田兵太夫宗長.井上小左衞門尉時利 

等 は、 猶 拒ぎ 戰 ひしが、 增田 • 井上 も 旣に討 たれぬ。 簿田は 聞 ゆる 大力 无雙の 勇士、 猶 

大勢 を 斬 立て、 其 後模島 支蕃允 重利. 同庄 太夫. 山川 帶刀賢 信. 北 川次郞 兵衞宣 一 .大 

久保左 兵衞. 吉田 九郎八 等、 都合 一 萬 五千餘 人、 譽 田の 八幡に 備へ、 東 勢 を 待ち 居た る 

中へ 馳せ加 はる。 愛に 於て 水 野 日向 守、 一番に 討って 掛れ ば、 片倉小 十 郎. 茂 庭 周 防 

守等續 いて 進み、 大勢 を 討 散らす。 薄 田 第 人 は大に 武威 を 振 ひ、 數十人 切 殺して 戰 


死す • 其 首 水 野が 家人 河 村 新 八郎討 取りたり。 此時も 正宗 鐵炮八 千 挺 を 揃へ 打 立 

, ^ければ、 一 萬 五 千の 敵 兵、 堪へ 兼ねて 逃げ走る を、 譽田. 藤 井寺. 古川 邊迄、 追 詰め 是 

を 討つ。 模 島山 川夫久 保. 北 川 等、 這々 遁れ て、 眞田左 衞門幸 村と 一 手に なりぬ • 斯 

く 慕 下の 諸將、 及び 諸國の 大小 名、 其 攻ロを 受取り、 粉 骨 を碎く 中に、 總大將 旗頭た 

る 上 總介殿 は、 未だ 大坂 へ 着陣 なし • 花 井 主 水此時 漸く 馳 付き、 此由を 見て 大に驚 

き、 上田 五左衛門 を馳 せて、 此表 諸手 軍始れ り。 急ぎ 御馬 を 進めら るべ しと 申 送れ 

ども、 少 將殿猶 驚か t 漸く 六日の 暮 方に、 西の 京 迄 若き、 其 夜 田 尻 越を經 て、 譽 田へ 

着陣 あるに、 敵已に 敗走す。 花 井 主 水. 皆 川 山城 入道 老甫. 楚瀨久 太夫. 小 野 淺之助 等、 

^^中とても、速に攻懸り給へと勸む。 少將 殿、 玉虫 對馬 • 林 ^之 允に 問 はる。 玉虫 は、 

武田 信玄に 仕へ し 人、 林 は堀秀 治が 郞從、 共に 武略 ある を 以て、 先年 忠輝卿 召 出し、 

近臣と せられけ る。 時に 兩人 申しけ る は、 今夜 俄に 戰ふ とも、 敵 は案內 者、 味方 は 案 

內 知らす。 其 得失 雲泥 を隔 つ。 而も 此戰 、五日 十日に、 勝輸篛 るべ からす。 唯 明 

城 際にて、 晴 なる 御 合戦 あ. o、 敵 味方の 目 を 驚かし 給へ。 忠 W 卿、 此議 然る べしと て、 
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其 1^ は譽 田に 屯し、 上下 打 解け、 長途の 勞を 休めけ るに、 翌七 H の曉、 大坂已 に 落城 

しければ、 少將殿 は 敵の 旗 を も 見す 、签 しく 歸陣 せられけ り。 上 總介殿 は、 其 身 猛勇、 

殊に 北國の 旗頭、 六十 萬 石餘の 大名 なれば、 嘸 かし 今度 は、 日本 一 の勳功 あらんと、 

諸人 遍く思 ひしに、 案の 外なる 事 なれば、 血が 皆 呆れさ、 やき 嘲醉 せり。 斯 ぐて 同 七 

月 十九 日、 秀忠公 伏 見 城 を 立ち 御 凱陣。 同 晦日、 驗州田 中へ 着 御の 時、 御 旗本 長 坂 茶 

利 信久、 悄然と して 御駕の 前に 蹲踞す。 怪んで 其 故 を 間 ひ 給へば、 今度 越後 少將殿 

御 上洛の 砌、 江 州 守 山の 驛に 於て、 臣が弟 長 坂 十左衞 門を誅 せらる。 其 科 曾てな き 

由、 謹んで 言上 すれば、 我れ 歸りて 後釓明 せんと 仰せけ り。 信 久恐悅 す。 家康公 も、 

八月 四日の 午の .刻 、京都 御發駕 にて、 江 州 志 賀郡膳 所 城に 着 御。 翌 五日 巳の 刻 船に 

召され、 八 長 谷 を 渡. e. 水口 へ 着 御 • 今晚長 坂が 弟幷 伊丹 某が、 上總介 殿に 誅 せられ 

たる 事 を 初めて 聞き 給 ふ。 因って 本 多 正 純に 問 ひ 給 ふに、 知ら やと 答 ふる 故、 江 州 

御 代官 長 野內藏 允， 小 野 總左衞 門. 葦浦の 觀音寺 を 召して 問 ひ 給 へ ば、 忠輝卿 御 上洛 

を知らす、彼等通.^憑る前駔の武士怒，9て、是は越後少將殿なり。 其 御先 手 を乘打 


す、 狼藉 慮外な..^ とて、 追 掛けて 討 殺す と 言上す • 秀忠公 は、 八月 六= 江戸 へ 着 御 • 

同 十 ：《 忠輝 卿の 老臣 等 を 召され、 長 坂 丹 二人 を 殺されし 所以 を 間 ひ 給 ふに より、 

大に 驚き 恐れ、 何者 ぞと思 ひしに、 借 は 御 旗本の 士な りと 聞き、 陳 防の 言な く、 彼 者 

共大 慮外 仕る 故に、 誅 せらる i 一 曰 上す。 秀忠公 怒らせ 給 ひ、 死人に 口な し • 無禮す 

と雖 仔細 知れす。 然るに 理不盡 に 殺し、 剩へ 言上 もせざる こと、 是れ 驕恣の 第 一 な 

b。 追って 御沙汰 あらん i 仰せければ、 少將 殿の 家中 犬に 震 惜し、 忠輝卿 も 驚き、 此 

上 は 1^ 井 三 郎兵衞 • 安西 右馬允 二人、 彼等 を 殺し たれば、 此 二人 を 解 死人と して、 長 

坂. 伊丹が 方へ 贈. o、 其 罪 を 謝せん と內議 しける を、 平 井. 安西 聞きて 怒り、 忠 却て 不 

忠 とす。 斯る无 道の 主に 仕 へんより はとて、 共に 逐電す。 安西 は 身の 置 所な きま ゝ 

に、 熟と 思案し、 所詮 少將殿 不行迹 等を訴 へ 、 身の 難 を 遁れ、 且誤 なき 旨 を 言上せ ん 

とて、 一 通の 目安に、 其 不行迹 幷に花 井 主 水が 奢侈、 且大坂 出陣の 節、 路次中 遊山、 

上洛 延引の 品々 具に 識し、 秀忠 公へ 捧げければ、 安西. 花 井 共に 召され、 御前に 於て 對 

- 論せ しめらる ゝに、 花 井 終に 唯 伏し 閉口し ければ、 重ねて 罪 を督 されん とて、 二人共 
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に 閉門 させ、 番人 厳しく 守らし む。 斯る處 に家康 公花 井 を 召さる • 因って 同月 廿七 

日嚴 しく 圍み、 駿府 城に 至る • 家 康公問 ひ 給 はく、 今度 少將 何故 上洛 延引し、 軍忠な 

き や。 主 水 答 へ て、 先手の 勢 道 明 寺 表 へ 至り、 敵と 刃 を 交 ふる 故、 臣 軍使 を馳 せて 是 

を 告げ、 速に 御 上洛 を 促す 處に、 御先 手た る 伊達 殿、 郡 山に 支へ られ 猶豫せ る 故、 其 

敎. を 破り 難く、 遲滯 する 內に 落城す。 是 故に 手 を 空しく せらる と" 又 山 田 將監を 

召して 問 ひ 袷 ふ に、 花 井が 詞に違 はす。 爾れ ども 追って 又 御 穿鑿 あらんと て、 例の 

如く 押 籠め 置き、 其 以後 御 詮議 を 遂げられけ るに、 花 井が 惡行 悉く 露顯 すれば、 翌ニ 

年 六月 廿 1 1 日、 主 水 をば、 常 州^ 間 城主 松 キ丹波 守康長 へ 預けられ しが、 終に 斬罪に 

行 は る。 又 安西 右馬允 は、 命 を 惜み主 を 捨て、 身の 置 所な きま 、 に、 主の 惡を顯 す • 

君 君たら すと も、 臣臣 たる べきの 道に 背け b とて、 斬罪に 行 はる • 去 程に 忠輝 卿の 

惡行 も、 悉く 露顯 しければ、 元 和 元年 九月 十 日、 家康 公、 松 平 忠左衞 門 尉 勝隆を 上使 

として、 上總介 殿へ 遣され、 今度 大坂 出陣の 節、 江 州 守 山に 於て、 將 軍の 近習 長 坂 茶 

利が 弟幷 伊丹 氏、 其方へ 無 鱧せ しとて 成敗せ し 事、 言語 道斷の 所存、 我 在世の 內 にて 


さへ、 將 軍に 對し、 无禮 欺の 如し。 ？ S や 我 歿後 を や • 是 一つ。 京都に 於て 參內 供奉 

異議に 及び、 虛病を 構へ、 其日嵯 蛾へ 川 狩に 出づ る。 是 二つ • 暇の 儀、 何とも 未だ 沙 

汰 なき 處に、 北國の 脇道 を罷 下る。 此 儀は豫 て制禁 のこと， 一門 幷に諸 大名へ も、 厳 

し. く 命せ し處 に 、其方 一 .< 違背せ. -。 是 三つ。 六十 萬 石 餘を領 し、 臺所 不如意の 由、 

是不覺 悟な り。 是 四つな り。 第 r 將 軍の 扈從を 捨 にし、 仔細 を 言上せ す。 驕過 

最大な， o。 速に 解 ％ 人 を 出すべし と 仰せければ、 上總 介殿駭 然として、 守 山に て 5- 

丹， 長 坂 を 討ちた る 者 は、 凡そ 三百 餘 人の 步行侍 共 なれば、 何れ を か 解 死人に 出す ベ 

き、 且御 不審の 條々 は、 斯樣々 々と 、虚言 を 交へ 陳 is せられければ、 家 康公猶 々怒ら 

せ 給 ひ、 是ょ. 0 して、 雨將 軍に 面謁 なく、 越後 國に H? 籠り 蟄居 せらる。 家臣 等 恐怖し 

て、 今度 御 不審の 第 一 は、 解 死人の 事 なれ ども、 少將 殿御 心底、 三百 餘 人の 步行士 を 

勞 はり 給 ふ 故 なれば、 此上は 御 步士頭 衆望み 出づ るか、 又は 三百 餘の步 行 士^ 取に 

して、 二三 人出 づる より 外 あら じと 耳語き ける を、 せ：； 時の 步 行頭 山 田 將監. 富 長大 學 

是を聞 付け、 共に 解 死人に 出 でんと しける。 此事又 步行衆 聞きて、 是れ我 々が 所爲、 
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何 ぞ妄に 罪な き 其 頭 を 殺さん やとて、 三百 餘 人の 內 三人、 自ら 此儀を 請 ひ 望んで 出 

づ。 了 f% が III 山 田. 富 永大に 感じ、 忠 S 卿 へ 是を 言す に、 誠の 義士な， -と 歎じ、 

諸士亦 大に歡 美せ り。 斯くて 此 三人 を 召 連れ、 江 tr; へ 遣す ベ き 者、 誰か 然る ベ き。 

老臣 等、 小！ S 水 右衞門 .极 岡 淸右衞 門 然る ベ しと 申す。 此小澤 は、 先年 家康 公より 附 

置かれ、 累に戰 功 ありし 者、 极岡 は、 伊達 家譜 代の 士、 武名 世に 聞え し 人なる が、 正宗 

の 勘氣を 蒙り、 忠輝 卿を賴 みければ、 慇 慰に 扶助 せらる • 依って 二人 を 召して、 步行 

士 三人 を警 固して、 江戶へ 赴くべし と ありければ、 水右衞 門が 曰、 謹んで 命 を 蒙る。 

然れ ども 三人 共に 繩を 掛け 給 は 3.、 召 連れて 參る べし。 さなく ば 臣此儀 能 はじ。 淸 

右衞 門 曰、 臣は彼 三人の 義士に は、 道中 も 大小 さ、 せ、 尤饗應 して 召 連れん。 小澤 曰、 

御 邊の盧 甚だ 非な. C ノ。 其 故 は 公の 罪人 を、 放し 囚人に し 召 連れば、 御 仕置 緩怠の 樣 

にて、 彌御爲 いかいな，. >。 其 上 永々 の 道中、 若し 彼等 如何なる 心 盧か出 でん • 然る 

時 は 我々 が不 念、 君の 御油 斷、 是 よ..^ _大 なる はな けん。 极岡 曰、 御邊の 儀、 實に 趣に 

當 るに 似 たれ ども、 夫 は 罪 ある 囚人の 事な b -。 彼 三人 は、 忠節 无雙の 義士な 忠 


士を 縛す る は 非 法な h -。 彼等 又何ぞ 苟も 心 を 翻さん や. 御邊 はと も あれ、 某 は縱ひ 

君より 命 ありと も、 縳を釋 きて 召 連れん と爭 論す。 時に 君臣、 皆 淸右衞 門が 議に同 

t 此 長き 爭論を 三人 聞きて、 其 内 一 人 は、 洞 庵と いふ 寺へ 馳せ 入り、 今度 我々、 彼 

相手に は あらね ども、 君の 御爲、 一命 を 上げて 罪 を 受く。 然るに 縛せられ、 驗府 や江 

戶を引渡されんこと，生前の恥辱な^^。 唯今に 至りて は 、快く 御 撿使を 蒙り、 此 寺に 

て 切腹 せんと、 言 切って 出で ざり けり。 是 故に 殘る 二人 を、 岡 淸右衞 門 伴 ひて 験 

府 へ 赴く。  i 預れ l^s され f  I ぼ H41p 旣に i に？、 本 霊 純 を 以て、 少將 

殿より 解 死人 獻上 あ，..^、 召 連れて 參看 すと、 具に 陳 防す。 本 多 則ち 披露し ければ、 家 

康公 御氣色 損じ、 延引した る 解 死人、 且 法に 背く 出し 樣、 其上陳 防の 次第 不屈な. ^と、 

彌御 勘氣深 かりけ る。 時に 驗府の 御 老中より、 內 證の樣 に少將 殿へ 中 送りし は、 

今度 下 死人の 儀に 付、. 大御所 君彌 御怒强 し。 如かす 關東迄 御 越 あ. -、 上 州 藤 岡邊に 

先 づ御引 籠 あ b て、 時々 御 訴訟 あらば 然る べき か， 唯今 高 田 御 在 城 は、 異心と 沙汰 

する 人 も あ-.^。 第一 遠 固に 御座して は、 御 詫 言の .術 にも 便なら じ。 上總介 殿、 此儀 
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然る べしと て、 急に 高 田 を 發駕ぁ ひ、 潜に 藤 岡に 至り、 此 所より 種々 御 1  一一 n あ、 り • 斯 

る 處に元 和 二 丙 辰年 三月 五日、 家 康公御 不例 故、 將軍秀 忠公幷 に 御 一 族、 諸國の 大小 

名 諸醫、 迄、 東西南北に 馳違 ふ。 時に 家康公 は、 忠輝 卿の 母 公 於 茶 阿の 御 方 を、 御寢所 

へ 召して 宣 ひける は、 上總介 は、 天性 心骸 勇猛 人に 勝る 故、 一方の 大將 にもなる べし 

i 思 ひしに、 去年 大坂陣 に、 案の 外なる 遽參、 敵の 旗 を も 見ざる 事、 世上の 議論 第一。 

又將軍 は、 異心 あ， 9 と 疑 はれん。 予 親の 身に て も、 其 心底 計り 難し。 剩へ將 軍 寵愛の 

近臣 を恣に 殺し、 其 仔細 も 言上せ す。 將軍大 に 憤らる • 斯樣の 申 分せ よと 樣々 諭せ 

ども、 却て 虚言の 返答し、 殊に 非 法の 下 死人 を獻 やる 故、 將軍 彌怒甚 しとて 御 落涙 あ 

り。 於 茶 阿の 方 も 狸に 伏し、 鬼 角の 御 返答 も、 又， 御 詫 言 あらん 詞も なく 、涙に 咽んで 

退出 ありし が、 御 憤の 趣 を 細々 と書錢 り、 少將 殿へ 告げ 贈られければ、 忠輝卿 大に驚 

ぎ、 驗府の 老中へ 使者 を 遣し、 大御所 君 御 不例の 由、 御 勘氣を 蒙る 身 なれば、 拜 謁する 

事 能 はす。 せめて は 三 島 か 蒲 原の 邊迄罷 越し、 御樣體 承.^ たし • 此事谷 御 執 成 頼み 

入る ，た ありければ、 潜に 此趣を 窺 ふ に、 诚 中へ は 入る ベから や. - 近 國迄參 るべ しと 


返答せ よと 仰せけ る 故、 蒲 原 邊迄御 來駕. 宜し かる べしと 返答す • 忠 輝卿悅 び、 急ぎ 

蒲 原に 到り、 K 後 又 御 訴訟 あり。 潜に 驗府 に來 り、 臨 濟寺を 宿坊と し、 切々 御機嫌 を 

伺 ひ、 拜顏を 願 はれ けれども、 嘗て 許し 給 はす。 斯くて 四月 上旬、 御 不例 殊に 重く、 扁 

華の 術 巳に 儘 き、 佛 神の 應 愛に 驗 なく、 終に 同月 十七 日、 御壽 七十 五歲 にして 薨御。 

四海 驚き 悲み、 闇夜 燈 消え、 月 地に S ちた るの 思 をな す。 忠輝 卿の み、 御 末期の 拜 

顔な ぐ、 閑居 寂寞の 內に薨 御の 由 を 聞き。 愁歎 譬を 取る に 物な し。 剩 へ 如何なる 事 

にや、 秀忠 公、 九 鬼 長 門 守 守隆に 命じて、 忠輝 卿を嚴 しく 警固 せしめ 給へば、 中外 震 

15 す。 同月 廿 五日、 秀忠 公、 驗府 城より 久 野へ 御 參詣、 是 大御所 君 を 葬し 奉る に 依つ 

てな り。 此時忠 輝 卿 正 純に 便り、 將 軍の 御 氣色を 窺 はれけ るに、 本 多が 曰、 臣 等が 計 

ひに 及び難し。 唯 增上寺 國師を 頼み、 御訴爵 然るべ し。 忠輝卿 是に從 ひ 內談ぁ 

此日將 軍、 板 倉 伊賀 守 重 勝 方へ、 繼 飛脚 を 以て、 京洛 中の 諸 浪人 拂ふ ベ き 旨 御 下知 あ 

り。 翌日 上 總介殿 へ 上使 あ. 5、 大御所 君 存命の 內、 其方 御 勘氣、 種々 御 訴訟 申 上 ぐれ 

ども 御 赦免な し • 定めて 殘念 たるべし。 夫に 就きて 唯今 登城 せらる ゝ樣 にと 思へ 
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ども、 御 勘 氣の身 なれば、 百ケ日 過ぎて 出仕 せらる べし. 其 間 は、 上 州 藤 岡 へ 歸らる 

べしとの 台 命め，^。 忠 » 卿 ，直に 此 日發駕 し、 上 州 深 谷に 至り、 暫ぐ愛 に 逗留し、 國 

1： を猶 又頼み 御 訴訟 あ. 0 しが、 鬼 や 角と 延引 すれば、 深 谷 は、 往還の 街、 旅人の 煩な 

りければ 、藤-岡へ 移り、 齋藤佐 次右衞 門と いふ 鄕 民の 宅 を 旅館と せらる、 に、 齊藤敬 

んで勞 り 慰め、 五十 餘日を 饗應す • 少 將感悅 あり、 我れ 今度 御 不審 を 免 るれば、 重 

/、汝 に 恩賞 を與 へ んと、 自筆に 書 出 を 賜 は， 9 けり。 齋 藤が 子孫、 今に 此の 御 書を傳 

持す とな ，0-。 此 所よりも、 厚 免の 事 を國師 へ 歎 か る れ ども、 國師 許諾して 未だ 果さ 

す。 斯る處 に 同 七月 二日、 酒井忠 世. 安藤 重 信 •  土 井利 勝 等、 潜に 上意 を 窺 ひ、 內證の 

樣に申 送りし は、 只今 御 厚 免の 事、 隨分御 陳謝 然る べし。 若し 遲滯 せば 御爲 なら じ • 

近臣 五三 人 召 連れて、 淺 草の 御 下屋鋪 へ御來 移あって、 每日 國師を 御賴み 然る べし 

と • 少將殿 是に從 ひ、 彼へ 求り 移らる" 此 時秀忠 公， 在府の 大小 名へ 命じて、 上州撗 

川の 關所 を密に 守護せ しめ、 且近國 の 守護 人 は、 若し 江 u; 騒動の 事 あらば、 其 口々 を 

相 守るべし と觸れ させ 給 ふ • 中外 怪しみ 震 恐す。 其 後神 尾 刑 部 少輔守 世. 近 藤 石 見 


守 信用 を 上使と して、 少將 殿へ 仰 渡されし は、 其方 事、 先年 大坂 軍旅 僻 怠の 段、 其 志 

不審な きに あらや. 大御所 君 是を疑 ひ 給 ひ、 終に 御對 面な し。 又 旗本の 士を 放に 殺 

し 言上せ ざる 事、 驕侈上 を 蔑 如す。 且 不行迹 故、 國家 治り 難く、 家臣 互に 龍 虎の 勢 を 

なす。 是れ 兵亂の 墓、 亂國の 兆な り。 是^^に大御所公御遺言に、先づ暫く勢州朝熊 

へ 移し、 領國 を歿收 し、 天下 無 異の和 を 致すべし とな. 9。 其 意 得べ しと。 忠輝 卯の 

曰、 某 天命に 背き、 父兄の 御 不審 を 蒙る 上 は、 爭か敢 て 違背 せんや。 朝 熊へ 造 さる、 

迄 もな く、 願く は當 地に 於て、 御家人に 仰せ、 忠 » が 頸 を 刎ねられ、 大御所 公の 深き 

御 憤 を 休め * りたし。 此趣 を兩使 能く 言上せ よと、 兩使樣 々に 慰め、 祝 言 を摄 して 

歸. > 、備に 言上 すれば、 豫て御 內意を 蒙， りたる S 丹 後 守 直 寄、 越後へ 直に 進發し 高 

田 城 を 受取り、 小 笠 原 右近 大夫長 政 • 安部 四 郞五 郎忠政 も 同 H 進發 して、 信 州 川 中島 

城 を 受取、 ろ。 此城 は、 忠輝 卿， 松^ 甚兵衞 尉 信 直に 預けら る。 越後 糸魚 川 城 は、 松 平 

越後 守 信 勝、 二 萬 石を領 して 守る。 山 田 集 人 も、 其 外の 脇 城 を 守 h, し 力 上使 來る！ 

事故な く、 皆 悉く 明 渡す。 豫め 隣々 の 諸將へ 命じて， 越後の 城々 騷 動せば、 早速 加 
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勢すべし と ありけ るが 、越後. 信 濃の 城々、 異儀 なぐ 渡しければ、 發向 はせ ざり ける。 

斯くて 元 和 1 一年 八月 十二 日、 少將殿 勢 州 朝 熊 へ 配流。 此 時年來 所持の 天下の 名物、 

なみお よ 

相國 寺の 茶ス と、 浪游 とい へ る 腰 物 一 一色 を將 軍へ 獻 せらる 、 に、 是等 は、 其方 大御所 

公より 賜 はりし 道具 なれば、 何 處迄も 持参すべし。 必ゃ愈 相に 致す まじき と 命 あ， 9 

ければ、 然 らばと て、 土 井大炊 頭に 預け 渡さる。 此日 黄昏に、 江 S; 發駕 せらる。 此時 

寵臣 征木左 京 Ipj. 久世左 近 I 一-千. 千 本 掃 部 助 1!;^- 一. 近 藤 十 郞左衞 門 尉， 千. 長 谷川 

權左衞門尉颜ぉ、扈從には富永九郞兵衞尉|かィ山田大藏攝|5^¥石志摩|1;^戶田覺 

彌 漏；^ べ納 に は 河 村長 左衞門 尉、 料理人 頭に は淺 井左內 |_ を ^  、其 外 中小 性 五 人. 步 

行 十 人、 將軍 家より 御免 を 蒙り 從屬 す。 又路 次の 警 面に は、 近 藤 石 見守 信用な. 5。 

同 十四： 《 相 州 小 田 原に 至り、 少將殿 俄に 思 立 も落髮 せらる。 時に 廿五 歲。 征 木，^ 落 

髮す。 是を 見て 隨從 の士 悉く 落飾し、 忽ち 染 衣の 姿と なる。 同 廿日、 勢 州 朝 熊嶽に 

至， り、 金剛 證寺を 居 館と す • 然れ ども 此 山の 人民、 魚肉 を 食 はざる 故、 近 藤 信用 是を 

勞り、 此旨江 卢へ伺 ひ、 金剛 證寺を 退き、 其 麓なる 妙 高 庵に 移す。 同年 十月 十五：：：、 


忠輝 卿の 居城 越後 高 田 をば、 酒 井左衞 門尉忠 次に 賜 ふ。 忠輝卿 は、 朝 熊の 

麓に 憂 年月 を 送られし が、 元 來水游 を 好まれし 故、 番人の 隙 を 窺 ひ、 彼疆々 瓶に 酒 

を貯、 不時に 海中へ 飛 入り、 五日 三日、 或 一 夜 二 夜を經 て歸ら る、 事數度 なれば 

守護の 輩、 毎度 驚き 膽を 冷す。 此事 上聞に 達し、 然 らば 海な き國へ 移せと て、 同 四 戊 

午年 二月、 上使と して 中 山勘 解 由 を 遣し、 朝 熊 は 海道 近く、 諸事 氣遣 にも ある ベ きな 

れば、 飛 驊國へ 移るべし と 仰 あう • 忠輝卿 曰、 謹んで 承る。 爾れ ども 某 先年 江戶に 

於て、 切腹の 事 頻に請 ひ 願へ ども、 終に 上意 背き 難く、 今に 存命す る こと 本意の タな 

り •  ，p 方 は 何方へ も參ら じ。 愛に 切腹 仰 付けら るべき 旨 言上せ よ。 勘 解 由 諭し 諫 

めて 曰、 左樣こ 上意 を 背き 給 は > 、御爲 なら じ。 今度 上意の 御 底意 は、 朝 熊 は 古今 殺 

生 禁斷の 地、 且 海道 近く 御 氣詰を 察し、 飛 州 は山國 i いひ 遠 所 なれば、 諸事 心 易く、 

折々 御遊 山 殺生 等に も、 御 出の 爲 との 御勞 り、 是 偏に 御歸 國の吉 左右と、 某此 度の 上 

使 を 願ひ來 るに、 案外の 思 召、 唯々 上意に 隨ひ 給へ • 忠 輝卿聽 入れす • 中 山 又 曰、 然 

らば 御 存念 を 上聞に 達せん • 夫 迄 は 御 遠慮し 給へ とて、 刻 付の 早 飛脚 を 以て 此. W を 

六十 萬石餘 松 平 上趙介 輝搦  i 
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言上 すれば、 其 事 は 少將心 次第にして、 中 山 は 速に 歸る べしと 吿げ來 る 故、 是 を申述 

ベ、 今日 是非な く罷歸 る。 御 暇 申 上ぐ ると いひければ 、忠輝 卿、 俄に 心替 り、 爾 らば 

汝が いふ 如く、 上意 を 背けば、 却て 不義の 愚人に 陷る U 此上 は何國 へな りと も 移る 

べしと あ. 0 ければ、 中山悅 び、 同年 三月 五日、 九 鬼 長 門 守 守隆. 中 山勘 解 由、 路 次を警 

固し、 飛驊へ 送り 赴く。 少將殿 家人 *K は、 所々 に 於て 三 四 人 宛、 押 留めて 通さ いりし 

故、 相 從ふ士 僅 二三 輩に て、 巳に 飛驊に 移ら るれば、 國主金 森 出 雲 守 賴直是 を 請 取り、 

九 鬼. 中 山 は 江 Ic^ へ歸 る。 是 より 先、 忠輝 卿の 簾 中 は、 正宗が 方へ 歸られ 、仙臺 の 側に 

居住す。 是を gl 館 殿と 號す。 老衰して 逝去。 松 島山 瑞巖寺 ^§ ねりに 葬り、 法名 天麟 

院 殿と 號す。 偖. も忠輝 卿、 爱 にても 氣隨の 事餘多 あり。 金森愁 へて 是を 言上 すれば、 

又 信 州 難訪へ 移さ るれば、 其 守護 謙訪 因幡 守賴永 是を預 り、 甚だ 勞 りければ、 忠 W 

卿も歲 を經ら る、 程心改 り、 又 彼 所に は 三 里に 餘る大 池 あ. り。 是を悅 び、 彼 水中へ 

入り、 遊覽を 慰まれけ る 故に や、 氣隨の 事 もな ぐ、 且譴訪 が、 赤子に 當る 如き 勞 りに、 

憂 年月 を 忘れ、 終に 天 * 三 癸 亥年 七月 三日 逝去。 壽積. 0 て 九十 ニ歲。 法名 寂 林院心 


譽 輝窻： n: 仙と 號す • 旣に 天下 は、 家康 公. 秀 忠&. 家 光 公. 家 綱 公を經 て、 當綱吉 公の 

御 治世 其、 五代 目に て 逝去。 流刑の 年數、 凡て 六十 八 年な り • 此公其 性 賢に 勇備は 

,0、 武將の 器量 ありし が、 惜哉花 井遠 州寵を 得て、 己が 臆 te なる ま、 に、 種々 奸佞邪 

曲の 愚意 を勸 め、 共に 晴昏 に陷れ しこと を。 昔 も 今 川氏眞 を、 三 浦右衞 門が 寵を得 

て愚將 とし、 武 田勝賴 をば、 跡 部. 長 坂闇將 とす。 嗚呼 佞奸の 恐るべき、 又忽 にせん 

や。 借 又 於 茶 阿の 方 は、 家 康公薨 御の 後、 驄府 よ.^ 江戶へ 赴き、 武州吉 水と いふ 所に 

一 寺 を 建立し. 宗慶寺 i 號し、 忠輝卿 流刑 後、 元 和 七 壬 酉年 六 十二  H 卒去。 彼 寺に 

葬り、 朝 覺院殿 貞譽宗 慶大 姊と號 す。 

き  >  曰、 彼 寺 は 小石 川 大久保 村に て、 白山 御殿の 西に 在乏、 永 川 明 神の 別當か • 

十二 萬石餘 村 上 周 防 守義明 

越後 本庄 城主、 九 萬 千 1 一 百 石の 領主、 與 力の 士預 b 地 共に 凡て 十一 石餘を 持つ • 

義明 は、 村 上帝の 後 E  、累代 武勇の 名家な b しが、 祖父 義淸、 武 W 信玄と 國を淨 ひ、 終 

十二 萬石餘 衬上周 防 守義明  ーュ九 ^ 
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に 信 州 海 野 平にて 討 負け、 越後へ 走.. >歸 り、 父子 流浪して 病死す。 委細 は 甲 陽軍鑑 

に 見 ゆ。 爾る に 此義明 は、 十 1 1 歲の時 加州 へ 赴き、 故 あ つ て 丹 羽 五郎 左衞門 尉長秀 

に 仕へ、 村 上 政 之 助と 號す。 最寵 あり。 頓て 元服し、 次 郎右衞 門と 改め、 始めて 二百 

石を領 す。 其 後 累に戰 功 あり、 二 萬 石 迄に 至る。， 旣 にして 信 長 歿後 太閤の 代と なれ 

ば、 長秀も 卒去す。 其家嗣 五郎 左 衞門長 重代に、 故あって 直參 し、 太閤に 仕へ、 累に軍 

功 ある を 以て、 九 萬 石 迄に 至り、 從五 位下 周 防 守に 任じ、 越後 本 庄城を 賜 はり、 國主堀 

左衞 門督秀 治が 慕 下に 屬す • 太閤 薨後、 忠 S 卿 越後 守護と なれば、 義明亦 慕 下に 屬 

し、 與カ 三百 騎預 り、 其領 共に 十 一 一 萬 石 餘を頜 す • 時に 花 井遠 江 守が 女 を、 忠輝卿 差 

副に 依って 義 明に 嫁す。 斯る處 に 遠 江 守 惡病を 受け、 心神 惱亂 し、 醫術 祈念 驗 なく、 

あ W きじに 

日頃の 積惡身 を 責めて、 跑死ぞ した.. > ける。 其 子 主 水、 父に 倍し 奢侈 を 究めし が、 終 

に此 S 、夂が 邪曲 悉く 露 はれ、 且主 水が 奢 上聞に 達し、 忽ち 花 井が 一 類 皆 八 逆の 罪に 

伏す。 村 上 は 遠 州が 聱、 殊に 花 井と 心 を 合せ、 私曲 惡行を 沙汰せ し 故 、領地 歿收し 追 

放せら る • 


堵人 評して、 忠輝卿 は 其 氣質勇 直 なれ ども、 花 井に 因って 愚將 となり 流ヌ となら ズ- 

中. i.T^ の臣 善く 諫を加 へ ば、 明君と もなる ベ きもの をと 惜 みければ、 或 曰、 爾 らば 何事 

も 十分に は あらぬ ものな り。 鷄は 十二の 卵 を 生む。 其 中 必す巢 守と いふ もの あわ。 

十 一 は 生 るれ ども 一 つ 生れす。 家康 公良 將 なれば、 其 賢 息 御 一 族、 皆 其 御 譲 を 受け 

聰明なる 中に、 忠輝卿 一 人閽昏 なる は、 是德川 家の 巢守 なり。 生得 賢 君なら ば、 何ぞ 

花 井が 奸謀 欺き 得ん や • 若年の 內は、 賢愚 未だ 分たざる 故、 越後 六十 萬 石 餘の國 主 

と はし 給 ひしが、 終に 流人と な b  、將軍 家 累代 厚 免な く、 遂に は 蟄居して 死 せらる。 

少將殿 全盛 は 、偏に 永樂 餞の、 暫く 繁昌せ しに 似た.^ • 或 人 其 故 を 問へば、 答へ て、 

印 永樂錢 は、 應永十 年 八月 二日 大風 吹き、 堂 社佛閣 民屋等 悉く 倒れて、 無 異なる は 稀 

なり。 二日の 未 刻より 吹 立ちて、 翌 三日の 已の刻 迄 烈しく 吹き、 其 日の 申の 下 i 唐 

船 一艘、 相 州 三 崎 浦へ 漂着す。 時に 縑 倉の 公方 足 利 左 衞督滿 兼 • 印東 次 郞右衞 門 尉 

A 次. 梶原能 登 守 景宗. 三浦備 前守義 高に 命じて 詮議せ しむる に、 惡 風に 放れ f 5- 

と陳 防す。 船中の 贜物 悉く 實撿 する に、 永 樂餞數 百 禹貫を 積み 載せければ、 彼 船 を 

十二 萬石餘 衬上周 防 守義明  一一 ーチ 
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抑留し、 使 を 洛に馳 せて、 將 軍義滿 入道 道義. 新 將軍義 持へ 此旨を 告げければ、 唐 船 

關 東へ， 漂着す る 上 は、 滿 兼の 德 分た る べし， i 命 ありし かば、 船中の W 寶 悉く 之 を 抑 

へ 留め、 唐人に は歸 唐すべき 日數を 精， 9、 其餘 分を考 へ、 兵糧 鹽味嗜 薪 等 を 賜 はり 逐 

歸 さる。 其 後滿兼 評議して、 若干の 永樂 を、 徒にす ベから す。 關 東に 於て は、 此錢を 

以て 實 買すべし と 法 を 定め、 是を用 ひらる。 爾 るに 年遙經 て、 天文 十九 年の 頃、 關 

東の 諸 民、 鏢 といへ る惡錢 を、 永樂 に取雜 へ、 同じ 直 段に 用 ひし 故、 寶 買の 輩 所々 爭 

論 夥し。 天 正の 一羽 は、 北條左 京大 夫^ 氏康、 關 八州 を討從 へ、 諸士彼 命に 馬し ければ、 

家臣 山 角 信 濃 守 定信. 签原越 前 守 康朝等 を 集め 議 しける は、 今よ， 0, 後、 關東 にて は 永 

樂ー餞 を 用 ふべ し。 爾 らば 民の 鬨淨も 止み、 寶買の 隙 を 費 さじ。 丁 ぼの 人 皆 然るべ 

しとて、 辻 町 郡庄鄕 村に、 此事を 高札に 識し 立てし. かば、 關 東の 市町 惡餞を 除き、 永 

樂 計り を 用 ひければ、 鏢は 自ら 廢り、 上方への み 上り、 永樂の ー錢關 東に 止まる。 此 

時より ぞ鐯を 名付けて、 京 餞と はい ひしと かや、 其 後天 正 十八 年 七 H; 十 一 日、 北條 

左 京大 夫氏& 自害し、 息 新 九 郞氏直 高 野に 蟄居し、 關 八州 家 康 公に 屬し、 慶長五 年 石 


田 t びて 後、 旣に 天下 御 下知に 從ひ しかば、 慶長九 年 正月より、 天下 均しく 永 樂錢を 

用 ふ。 然れ ども 一 向 鍵 を捨っ ベ きに あらす とて、 永樂 一 餞の 代りに、 鐘 四 錢を遣 ひ 

しが、 され ども 其錢の 善惡を 論じ、 寶 i 貝の 暇輙 から t 家康公 是を閒 召し、 同 十 一 年 

十二月 八日、 大久保 相 模守忠 隣. 本 多 佐 渡 守 正 信 等に 命じて、 永樂錢 を制禁 あり、 銀の 

一 餞 を 用 ふべ しと、 江戶 日本 橋に 高札 を 立てられ しかば、 是 よりして 永 樂餞は 廢." 

けり。 天文 十九 年に、 永樂錢 凝に 秀で、 愛に 至 b て、 旣に 五十 七 年に して 廢る。 非常 

の 財幫、 猶 盛衰の 狸 ぁリ。 況ゃ 人倫 を や。 上總介 殿、 一旦 大國 主と 榮 えられし も、 此 

永樂に 同じ 理 なりと ぞ 語りけ る • 

. 三 萬 石 大久保 石 見守 長 安 

長 安 は 本 甲 州の 人、 武田信 支の 猿 樂な. e. しが、 勝賴 代に 恨む る 事 あり、 甲 州 を 逐電し、 

參 州に 來り 居す。 其 頃大久 保相模 守、 甚だ 舞 梁 を 好みけ る 故、 綠を 求めて 是に 仕へ、 

大に寵 を 得、 後 は 名字 を 免され、 大久保 十 兵 衞と號 す。 是ょ 先、 織 田. 武田. 徳川の 

；… i』l  k^$^p^.  .  ：:  、，.  ，，  I  :,  -2,  ： ； 』 i 
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三大將 、日夜 合戦の 節、 彼 國の案 にる 故、 惡所 難所し 通路 を 手引し、 且武 田家の 

備立、 軍兵の 手配り、 斥候 間諜 等 を 出す 迄 も、 德川 家へ 委細に 語る 故、 武田 終に 利 を 

失 ひ、 勝賴 C びけ.^。 此 忠節 を、 相 模守連 々言上し、 終に 御家人と す。 十兵衞 元より 

奸智 深く、 太 だ 恩寵 を 得、 三 萬 石 迄 賜 はり、 從 五位 下石 見守に 任す。 國々 御臺所 入の 

御藏 を 預かり、 且諸國 の 金山 銀山 等の 支配 を 司る。 其 頃 佐 渡の 金山 は、 日本一 の 御 

用 山 なれば、 一年に 二度 づっ、 石 見守 親ら 來り 差圖 せ.^。 爾 るに 一 子 大久保 右京 長 

次 をば、 十三 歲の 時、 忠輝 卿の 扈從に 贈り 車 せし む。 彼 亦 殊に 寵を 得、 成長 後忠 IS 

卿の 命に 因って、 花 井遠 州が 聱 i なる • 少將 殿に は娃聲 、村 上 周 防守義 明と は 相聱。 

又 同 州柴田 城主 溝 口 伯 耆守宣 勝 は、 花 井 主 水が 舅 なれば、 越後 一 國は、 花 井が 一 類緣 

者た る 故に、 石 見守 驕の餘 りに、 大 なる 虛言を 構へ、 我れ 佐 州へ 赴く 節 は、 越後 高 田 

に 逗留し、 國 家の 政事 沙汰せ よと、 大御所 君の 台 命 ありと て、 己れ 恣に 公事 訴論を 捌 

く。 長 安元 來 欲深く、 無道 侯 好の 者な れ ば、 商 民 にても、 金銀 賄賂す る 者 を 愛し、 非 

を理 とし、 理を 非と 斷 する 故、 諳民悅 び、 少事を も 百 安に 書し、 石 見守 往還の 時 を 待 


受け 賄赂 しければ、 諸 士侮度 面目 を 失 ひ、 牙を嚙 みて 愤る • 或 時 片柳伊 兵衞尉 SJSW 

i いふ 士、 百姓と 5^ 論 ありて 公事に 及ぶ • 折節 長 安佐 州へ 赴く 時 なれば、 彼 .A 姓^ 

Sg の 賄賂 を 贈り、 是を 歎く に、 片柳 十分の 理 なる を、 押して 非 分 i 捌く。 伊 兵 衞大に 

恨み 憤れ ども、 忠輝卿 を 始め、 家老 頭 人 等 も、 是を惡 しきと いふ 事 を 得す • 重1^1},:傍« 

に 耳語き、 大に 譏， り 之 を怨む • 此： を 石 見守 付け 大に 怒り、 頓て橫 目 一 人 陣 寄せ 

て 曰、 越後 國 家の 政務 は、 上意 を 以て 諸 裁許す る處 に、 片柳妄 に 我を惡 人と！ 

る • 我縱ひ 老衰して、 詮なき 攻事 ありと も、 少將 殿. 花 井. 溝 口. 村 上等 へ の 慮外 を 思 

ひ、 新/、 迄 我 を 辱 かしむ べきに 非す。 是 偏に 大御所 公 を IM! り 奉る 道理な り • 今：：： 駿 

府へ 馳せ歸 り、 上 總介殿 井に 家老 衆、 彼 伊 兵 衞が惡 言 等 一 々に 言上し、 我 非道の 捌ぞ 

と 上意 あらば、 御前に 於て 切腹せ んと、 座 を 打ちて 怒りければ、 橫目 驚き、 家老 へ a お 

吿 ぐる。 因って 相議 し、 其 怒 を * めん 爲 、伊兵衛 を 寺 入 させ、 石 州 を 篤り し 科に より、 

少將 殿の 御 勘氣を 蒙りた ると 返答す * 長 安 怒りて、 彼れ 大御所 公を惡 口せ る の a 

- 理、 其 科 至って 深し • 然る を 寺 入な どせ しむる は、 恐らく は少將 殿の 御意に は あら 

三 萬 石 大久保 石 兄 守 長 安  EG ーュ 
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じ • 家老 衆の 了簡た らん •  口惜し や、 上意 を 蒙り 公事 を 捌きし 我 を、 散々 に惡 口せ 

し 重罪 人 を、 寺 入な ど させら るゝ は、 赤子 を 愛する に 似たり • 片時 も 早く 跛府 へ 赴. 

き、 是を 言上し、 佐 州 御 代官 役 を も 差 上げ、 再び 當國 へ來る まじ • 其 時 は 皆 思 ひ 知ら... 

んと、 以の 外に 憤る。 家老 等 聞きて、 重ねて 相議 し、 片 柳が 領地 を歿收 し、 寺よ. --直 

に 追放す。 石 見守 猶 堪忍せ ざ. 9 ければ、 忠輝卿 及び 諸 奉行 共に 相議 して、. 是非な く 

柳 を 召 返し、 忽ち 切腹せ しめ、 石 見守に 告げて、 彼れ 貴 客を惡 口せ し 故， 切腹 仰 付 

けらる。 今 は 木 望た らんと いふに、 長安獨 未だ 悅ば t 斯る 無道の 惡人 をば、 根を斷 

ちて 葉 を 枯らす とこ そ 承れ • 彼が 世 枠 を 御成 敗あって こそ、 我心 は殘ら じと 答 ふ. 

伊兵衛に 一 子 あ. cZdt 柳 藤吉郎 i て、 無 雙の美 童 故、 上總介 殿の 小 性たり • 忠輝卿 

是を 聞きて、 惜も 思の 外なる 惡人 かな。 大御所 公 を 笠に 着て、 廣大 の騎を 吐く。 所詮. 

石 見め が 首 を 刎ねよ， 御 不審 あらば、 委細 具に 言上 せん。 己が 私欲に て、 非 を现と 

斷す。 伊 兵 衞何ぞ 怨み ざらん。 然れ ども 所存 ありて、 其事亂 明せ ざれば、 己が 非 を 

遁 れん 爲、 大御所 公 を輕ん やるな どと、 樣々 の 難 13 を 吐き、 剩 へ 東西 をも辨 へ ぬ 藤士ロ 


郎をも 殺せと は、：； 1 本 無雙の 慮外お。 父 伊 兵衞を 殺せし こと、 返す， も 不便な り 

と、 大に 怒られければ、 諸臣も 共に 至極の 道理と， 皆 堅 唾 を 吞んで 言 はす • 時に 花 井 

遠 江 思案して 曰、 君命 誠に 理に 中れ. 石 州に は、 何樣 天魔の 入替 りたる と覺ゅ • 

爾れ ども 藤吉郞 一 人 を 借み 給 は K 石 見守 怒に 堪へ 兼ね、 大御所 公へ 何とか 讒 せん， 

爾る時 は 君 を め、 臣等其 申 分に 數： n を 經ん。 殊に 藤 吉郞は 美 童 故、 君 色に 溺れ、 惜 

み 給 ひしな どと、 世人 必す 流言 せん • 然 らば 不便に は 思 召す とも、 理を 非に =^げ て 

彼 を 御成 敗 あり、 今度の 無事 を 繕 ひ、 重ねて 石 見に 御對 面な く、 御 勒氣仰 出されば、 其 

時 思 ひ 知る べしと 諫む • 此 下心 を尋 ぬるに、 花 井 一 家 は 長 安と 心 を 合せ、 惡行を 巧 

む 故 、彼が 心に 背きて は、 日頃の 好 謀 露 顔す る 故、 斯く 計..^ 諫めし とか や • 忠輝 卿、 

元來愚 味の 主な れば、 花 井が 詞を 聞き て、 忽ち 是に隨 ひ、 遂に SHi ば 郎をも 成敗 せら 

る， 遠 州、 藤 吉郎が 首 を 持 行き、 石 見守に 示す • 長 安未 だ恨殘 り、 少將殿 我 を K に 2 

し 給 は . ^、御前へ 召して 御訖言 あ， 、其 上に て此 者が 首 を 見 せ^ひて こそ 本， 3.: なら 

ん， 使 を 以て 御斷は 不審な り • 是れ 寵愛 深き 藤 吉郎を 成敗し 給 ふ は、 以後 某 を彻氣 

三 萬 石 大久保 石 几守县 安 
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f, 再び 對面 あら じとの 事な り • 唯 鬼 角駿府 へ歸 り、 委細 を訴 へ んと て悅ぶ 色な 

し. 追の 花 井 も^れ 果て、 執心 深き 石 州？ - なと、 爪彈 して 歸. > しが、 此事 明に 少將殿 

へ 告げな ば、 石 州 を 殺し 給 はん。 . ^何せん と 一 類 共 を 集め 評定す。 愛に 山 峙河內 it- 

宗弘 とい ふ は、 少將 殿に 由緒 あ，， 、判 形 も 預かり、 納 11^ の總 頭な りければ、 彼 を 招き 

耳語. きけ る は、 今度の 騷勸に 付、 少將 殿の 似せ 御 書 を 認め、 石 州 方へ 造し、 憤 を 止め 

んと思 ふなれば、 密に判 形 を 据ゑ賜 は..^ 候へ • 山 崎 聞きて、 御 爲の儀 なれば 心得た 

.9 と諾す • 其 謀 書に 曰、 

今度 年寄 共 不屈の 仕形 故、 其方 立腹 之 H 承 屈 候" 定而 少將如 在の 樣に 可お k 存段、 

氣之 毒に 候， 乍， 去 自今 3 後、 此事不 心底-諸事 賴入 候。 尤 其方 事 不^-疎 意-候 

以上。 . 

石 見守 見 給 ひて 大に悅 び、 再三 戴き、 感涙 を 催しけ るが、 少將 殿の 底意 を 恐れ、 花 井遠 

州 を 以て、 今度 御 年寄 衆の 無調法、 是れ 皆少將 殿御 差圖と 心得て、 根深く 恨み 奉る， 

老衰の 儀、 此事 何分に も 謝 伏し 奉る と、 歎き 訴へ ければ， 忠輝卿 も 終に 心 解け 給 ふ， 


秦 

死 


之 を 聞きて 山 ffl 焦 人 正. 秘平筑 後 守. 山 崎 河內守 等、 共に 連判の 誓紙 を 以て、 我々 が 

無調法な りと 謝し 送る • 石 見 終に 和睦し、 以前の 如く 共に 諸事 を談ゃ • 其 後 £A 府へ 

歸り、 翌年 重病 を 受け、 晝夜跑 き 狂 ひ、 がー 生の積惡を、大方に語り^^^し、終に慶長 

十八 癸 a 年 四月 廿 五日 死す • 石見飽 まで 色 を 好み、 美女 多く 扶持し ける が、 末期に 

悉く 呼 集め、 汝 等は此 金銀に て、 何方 へ も 在 付けと て、 金銀 珍 寶目錄 し、 一 通づ っ遺狀 

を渡しけ.c^。 然るに 長男 大久保 藤 十郞、 熟思す らく、 父 v# に 諸 國の藏 を 預かり、 殊に 

佐 渡の 金山 * 行なれ ども、 終に 勘定せ す。 今度 石 州 死去 すれば、 定めて 御 勘定 をば 

某に 仰 付けられん •  i«j 〈時 金銀 不足せば、 身の 大事な， 5a 如何に 父の 遗言 なれば とて、 

大分の 金銀 を、 引 散らさん 樣 なしと、 美女 共 ® 三 請へ 共、 御 勘定 相濟む 以後、 渡し 與 

へんと て、 少しも 與へ ざり しかば、 美女 共大に 怒り、 大御所 君へ 訴へ、 子息 藤十郞 殿、 

余 銀 を 渡されす。 剩へ追 出され、 ロハ 今 餓死 せんとす。 御 慈悲に、 遺言の 金銀 玲器渡 

され 候 樣に仰 付けられ 下さる べしと 歎きけ り • 家 康公聞 召し、 汝 等が 訴尤 なり • 石 

州た とひ 老耄 して 遺言な しと も、 藤十郎 分別 あらば、 親 末期 迄 愛せし 者 なれば、. ffl 應 

一二 萬 石 大久保 石 見守 長 安 
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に 在 付かすべき 事なる に、 さはなくて、 剩へ 遺狀を 反古に なす、 不孝 非道の 至り • 然 

れども藤十郞が所^^；：を聞かす。 追って 此事申 付くべし と宣 ひければ、 皆 喜んで 退出 

す。 其 後 石 州が 下手 代 を 殘らャ 召され、 御 帳面 穿鑿め るに、 私曲 甚し。 御前へ 書付 

け 上げた る 帳面の 金銀、 五雙倍 餘殘れ り" 家康公 不審に 思 召し 、凡そ 勘定と いふ は、 

縦へば fm 雨の 金子 を、 彼是と 引 散らし 遣 ひ 切って、 其 入用 を 勘定す るに、 九十 八九兩 

となりて、 必ゃ 不足 ある ものなる に、 餘 りたる は 心得す。 然 らば 千兩の 金銀 をば、 予 

が 帳へ は 二三 w 雨と 付けた るな らん。 猶も 穿鑿し、 彼が 家財 雜具 吟味せ よ。 其內藤 

十郞を 閉門 さすべし と宣 ひ、 偖 石 州が 預 りの 國々 の 土藏、 次に 佐 州 金山の 御藏 等よ 

b  、彼が 自分の 金銀 寶物 を、 殘ら ゃ持來 らしめ 御覽 あ. 偌々 夥しき 金銀、 其 上 彼が 

財 寶珍器 は、 予 が寶藏 にもな し。 誠に 天下の 役人 は、 餘分 多き もの かな。 此外 にも 

定めて 玲器 は、 珍しき 物 ある ベ きぞ。 石 見が 每々 心 易く 目 を 掛けし 女の 中に、 諸 V 

打 任せ 置きた る 者 あらん • 召 寄せて 尋ねよ と宣 へば、 石 州 寵愛の 女 を 連れ 來 b 是を 

ふに、 私 も存せ や：！^ へど も、 石 見 殿 常々 き藏 せられ、 我々 にも 用心せ よと 仰せられ、 


寢 間の 下に、 石の 櫃を 一 j 重に し、 其 中に 薛繪の 箱め b と 言上す. 是を 掘り、 取 寄せて 

御覧め るに、 異國 へ、 曰 本の 寶物を 渡した る 目錄、 且= 本 を 攻めさ せんとい ふ 密通の 

狀、 其 上： n 木 諸 大名の 內、 一.^ 連判せ し 誓紙、 上 總介殿 も、 其 大將に 引 入れた る 次第、 

又 謀叛 を 起す 刻、 諸 國へ手 入の 術、 吉利支 丹の 宗を弘 ひる 事共、 誠に 身の 毛も竪 つ".^ 

の 書 狀數百 通 これ あり。 家康 公大に gil き、 借 も 言語 道斷 の大惡 人と 呆れ 給 ひ、 同年 

七月 九 日 、嫡男 藤 十 郎幷に 外 記. 權之 助. 雲 十郞を 始め 、越後. 播磨. 佐渡等 にある 子供 

凡て 七 人、 悉く 磔刑 斬罪に 行 はれ、 一類 綠者は 御 吟味の 上に て、 或は 切腹 或は 成敗 追 

放流 罪に 行 はれ、 實に危 き 事共な り •  一  * の 諸 大名 を も、 其 事と なく 御钆明 あり、 忠 

卿 を 始めと して、 其 頃 大勢の 所 頜歿收 し、 遠島 流刑 あり。 後. に 仔細 を尋 ぬれば、 是 

皆 花 井が 所爲 なり • 彼が 父 は八官 とい ひ、 唐人の 由緒 を 以て、 異國の 帝王 へ、 々の 

唐物 玲器を 贈 b  、花 井 を 語ら ふ 故、 石兑 と共に 心 を 合せ、 諸侯に 說き勸 め、 大恩の 君 

を. D し 車ら んん 計りし かど も、 天豈 無道 を 守り 給 は んゃ • 

私 曰、 tji 逆に 與 せし 諸 將別卷 にあら まし 記す。 爾れ ども 其 事と なく、 外の 儀に 

一二 萬 石 大久保 石 見守 長 安  0 


古今武家盛衰>^5 卷第 十九 第二 十 

て 領地^ 收 せらる • 故に 世人 甚だ 不審す • 


古今 武家 盛衰 記卷 iti? 終 
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一 萬 五千石 山 口 修理 亮重 政， 

大 久保畏 安、 滅 ！：> の 年、 此山 口と 大久保 相 模守忠 隣と、 一 番に御 勘氣を ss^ る • 是れ彼 

反 狀に與 せし 故な り • 世上へ は、 忠隣吉 利 支 丹宗の 邪法 を 守る 故、 御改 と稱 し、 又 

山 口に、 相模守 娘と、 上意 を 得す 綠組 せし 故と 沙汰す。 此山ロ は 元祖 唐人なる を以 

て、 一番に 語ら ふとい ふ。 抑 大內山 口の 先祖 は、 百 濟國の 王子な り， 推 古 帝 十七 年、 

周 防 州都 S 郡 鷲 頭の 庄靑 柳の 浦と いふ 處の 松樹 へ、 大星須 ちて、 七 七 々たに 

里人 怪しみ、 巫に 因って 其 託 を 聞く に、 我 は 百 濟國の 王子、 所存 ありて 本朝に 來." 、 

雍護 せんと 欲して、 北辰と 共に 降る とい ふ。 里人 恐れて 其 星 を 祈り、 其 所 を 下 松の 

_ 浦と 號し、 今 水上 山 祌妙見 尊 星と 崇む。 同 十九 年 辛 未 三月、 W 濟^ 進 明 王 第三の 王 

1 萬 五千石 山 口 修理 亮重政  «n 
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子琳 ai 太子 來 朝し、 K 州 佐 渡 郡 鞠 生の： ^多々.：：^ の » に 至る • 里人、 其 所の 石 田 里に 

館舍を 造營 し、 王子 を 移し、 大內 殿/ -稱ふ 「は；^ ll、Jlf 隱ほ f  太子よ 

り 七 世の 孫、 大內長 門 守 fii 恒が 時、 多々. U の 朝臣の 姓 を 賜 ふ。 唐菱を 家紋と す。 俗 

是， ビ 大內菱 とい ふ" 是 れ則大 內の祖 なり" 子孫 繁昌して、 正恒 より 廿 五代、 大內兵 

部卿從 二位 侍 從義隆 の 代、 家： お 陶尾張 守晴賢 入道 全薹が 叛逆に 因って、 長 州 深川大 

寧 寺に 於て 義隆 自殺し、 愛に 到って 大內氏 悉く 滅 £す* 山 口 氏 は 尾 州に 居住 故殘れ 

bo 是は大 內正恒 に 十七 代、 大內左 京大 夫義弘 の.？^ 男、 大內周 防 介 持 盛、 其 孫 孫太郞 

任 世 は、 尾 州 愛 智郡星 崎の 庄に 住す。 其 子 太 郎盛幸 If,- 修 始めて 山 口 氏を稱 す。 是 

れ 先祖 住居の 地名 故な. o。 其 後^山 口 16. 兵 衞尉盛 政： 嫡 修狸亮 重 政 は、 御 當家未 

だ參 州に 在す 時より 忠を盡 す。 慶長六 年 常 州牛久 にて 一 萬 石 を 賜 は-: V 、同 十六 年 十 

二月 十五： ：！、 五千石 御 加 恩、 嫡子 伊豆守 重 信と 共に 勤 功す。 同 十 A 年 御 勘氣を 蒙り、 

父子 共に 武州入 間 郡 生 越の 龍隱 寺に 蟄居す • 是 れ大久 保相模 守と、 上意 を 得す 綠組 

する 故な. ^と 沙汰 すれ ども、 實は石 見が 叛狀に 連なる を 以ての 故な. 翌 十九 年 冬 


大坂陣 に、 山 口 父子 大に悅 び、 今度 忍 んで馳 せ 上 り、 命を拋 つ て 御甚氣 御免 を. 願 U ん 

としけ る が、 s 州 箱极關 にて 抑留せられ、 種々 術 を？^ し訴 iga すれ ども 叶 はす。 遂に 

龍隱 寺に 歸る。 偖 明くる 元 和 元年 夏 大坂再 亂了。 父.^ 名 ど へ、 潜に 北陸 道を經 

て大 坂に 至り、 井伊直孝の 手へ 紛れ 入る • 此時直 孝-お 將 にて、 采幣 取樣惡 しき 故、 S 

政是を 指南す。 直 孝の 家臣 等；^ _| むらく、 今度 山 口 殿の 指南 を 用 ひ 給 は 、後 = に 皆 

人-山 口の 采幣を 以て、 掃 部 頭 は 勝利 を 得た， 0 など 評せん。 然 らば 口惜し かる べし 

と。 直孝是 に隨 ひ、 其 後 は 重 政が 指南 を 用 ひす • 五月 六 n 、河 內ロ苦 江 表 合戦に、 伊 

豆 守 重 信 は、 强敵. 力. 騎突 伏せ、 六 骑に當 る。 敵と 引 組み 相 討して 互に 死す • 父 重 政 

是を 見て、 甚だ 哀惜して、 直 孝陣所 へ往 き、 愚息 勇 を 顯し戰 死す。 不便ながら 本 の 

至極. V 淚 を 流し：？ S りけ る に、 直 孝 如何なる 所存に や、 其 HP 慰 をば い はす。 却て 重 政 

が 耳に 障る 樣 なる 挨拶 あれば、 重 政氣色 損じ、 已に刺 違 ふ ベ き體な b しが、 御 旗本 衆 

二三 人、 其 座に 居 合せけ る：^、 兩 方へ 立塞がり、 K 孝 は 若將、 重， 权は 老功の 將、 何事 も 

御 堪忍と 扱 ひける が、 其 遣 恨 今に 至りて、 兩 家の 中 不和た ズり。 偖 御歸陣 後、 諸將へ S 

1 萬 五千石 山 口 修理亮 重 政  S 


山 口  Has 

1^ 去 
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祿を賜 はれ ども、 修埋亮 をば 御尋 もな ぐ、 御勘氣 なれば、 猶々 蟄居し 終に 病死す • 天 

樹院 殿、 是を 開きて 愍れみ 給 ひ、 秀忠 公へ 數度御 詫 あり。 是れ 故あって、 重 政 存命の 

內 より、 歎き 奉る に 頼って なり • 是 故に 寬永五 年、 重 政が 次男 長チ、 郎；： ：レ 险に 一 萬 石、 

三男 半 左衞門 重經に 五千石 、本領 常 州 牛久に 於て 是を 分ち 賜 ふ。 同 九 年 十二月 廿三 

日、 長 次郎、 從 五位 下佴 守に 敍 任す。 半 左衞門 も、 同月 廿 九日、 從五 位下 備前 守に 

敍 任す。 斯くて 後、 fe; 牛 古 伊豆守 信 綱の 极 ひに， て、 直 孝と 山 口 兄弟 和睦せ しむ • 佴 

馬 守 は、 C 父の 憤 を 憚り 隨 はや， 備前守 は、 直 孝 天下の 御先 手役 なれば とて、 忽ち 和 

睦す。 是ょ. 0 嚮、 兄弟 召 出されし 時、 重&. 重 信、 幷 討死した る從者 共の 法事 修行 あり • 

皆 石塔 を 立て らる。 又 其 節手抦 したる 者 共に 恩 地を與 へ、 且山ロ 氏を授 くる 者數 

人な り。 後江 州 水口 御城 代と な. -、 後 御免め り、 江 戶へ來 り、 寬文五 年 十二月 廿七 u、 

修 ™s 亮と 改め 號す。 御 老中 土星 但 .：^^？ 守と、 同名た る 故な- -。 延寶五 丁 巳 九月 四 病 

死す • 七十 五 齢。 嫡. *i 次 郞重貞 是に嗣 ぎて、 同年 閎 十二月 廿 六日、 從五 位下 修理 亮 

に 叙任し、 今 « ら勸仕 せらる • 山ロ備前守重經は、御嘗院番組頭、後に御番頭とな..^、 


驗府 在番等 數年勸 仕し、 萬 治 二 己 亥年 八月 廿 H 病死。 五十二 歲。 息 半 左 衞門尉 政 3 

嗣 ぎて、 定火消 役 を 司り、 半 兵 衞と改 む。 同役に、 水 野 半 左衞門 ある 故な り。 延寶三 

乙 卯年 夏よ 煩 ひ、 同 十月 十 一 日 卒す • 息 半 左 衞門尉 家を嗣 ぐ。 弟 平十郎 は、 半 兵 

衞. の內 に、 小 坂 助 六由緖 あ. -て 養子と す。 斯くて 半 左 衞門某 は、 病 疴に權 りて、 

同 七 年 己 未 六月 廿七： n 早世す。 十四 歲。 家人 等相議 し、 小 坂-平 十 郎を取 a し、 家督 

に 願 はんと 歎きし かど も、 助 六 故あって 聞かす。 領地 終に 召 上げら る。 

gl 萬 五千石 大久保 相 模守忠 隣 

相 州 小 田 原 城主、 祖父 は 五郎 右衞 門尉忠 勝、 父 は 七 郎右衞 門尉忠 世。 先祖 由緒 は 人 

遍く 知る、 故に 記さす。 父祖 累代、 徳川家へ 忠を盡 す。 中に も忠世 は家康 公に 仕へ、 

智仁勇 備にる 良臣、 御 譜代の 隨 r 頻に加 恩 を 賜 はり、 四 萬 石 迄 賜 はり、 天 正 十八 庚 

寅年 五千石 加增、 小 田 原 城へ 移-' 卒す" 嫡男 相模守 忠^ i£f^ 大家 を嗣 ぎ、 父祖に 

劣らす 忠を盡 し、 石 亂. 景勝 亂に 武勇 を 振 ふ。 諸錄に 見えた b。 然るに 慶長 十八 辛 

四 萬 五千石 大久保5^模守5ハ^隣 .  S. 
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年 十二月、 或人忠 隣が 不義 を 言上す • 家 康公聞 召し、 忠隣は 不義すべき 者に 非す 

と 思 召し けれども 、本 多 佐 渡 守 を 召して、 是を釓 明せ しめ 給 ふ。 正 信 に 詮議す る 

に、 重科 分明な. o。 家康公 驚き 給 ひ、 同：：； 廿六 忠隣頷 地 5g 收し 追放 あ，.，。 小 田 原 

城 をば、 翌十. 九 年 甲 寅年 正月 廿ー 日、 安藤 對馬守 重 信 請 取りて 在番 す。 忠^ は 京へ 

上りけ るが、 翌年 1 一月 二日、 井伊 掃 部 頭 へ 預けられ、 江 州 佐 和 山に 蟄居す。 誠に 父祖 

代々 武功 を 顧し、 御 當家隨 一 の 忠臣と、 君 別して 思 召す 處に、 如何なる 天魔の 所爲に 

や、 忠隣 代に、 惡 名を受 ぐる ぞ 本意な けれ • 此 次第 遠慮の 事 あり、 委細 を 記さす • 

七 萬 石 高山 右近 大夫長 房 

攝 州高概 城主、 信 長 取 立の 士、 軍功 を顯す 事、 信 長 記に 見えたり。 後 太閤に 屬し、 山 

崎 軍に 先陣し、 君 敵 光秀 を 誅滅す • 太閤 其 武勇 を 感じ、 高 櫬城七 萬 石 を 賜 はり、 且從 

四 位下 侍從に 任す • 尾 州 小牧. 樂 田. 羽黑. 相 州 小 田 原. 朝鮮 攻 等に 軍 忠を顯 す。 石 田 

亂 にも、 御 味方た る を 以て 、本領 相違な し。 然るに 高山、 吉利支 丹の 棟梁と なり、 尊 


• ら 邪法 を弘む る こと 上聞に 達し、 其 意味 を 御 詮議 あり • 申譯 立た す、 首尾 惡 しき 婊 

中 石 見と 密通し、 大事 を 企つ こと 露顯 すれば、 忽ち 頜地 歿收 せられ、 慶長 十九 甲 寅年 

三月 七 H  、加 賀中納 言 利 長へ 預けられ、 重科 故に 御免な く、 終に 彼 地に 於て 卒す • 長 

房 は 文武 詩歌に 達する を 以て、 利 長 三 萬 石 を 合力し、 每に 友と し論談 せられし が， お 

死 を 悼み、 息 男 高山 外 記 を、 上聞に 達し 家人と せらる • 其 子孫 繁昌して、 今なら 彼 家 

に 奉仕す とい ふ， 

十一 一 萬 石 里 見 安房 守 忠義 

房 州 稻村诚 主、 先 組 は 人 王 五十六 代 淸和帝 九 代の 後胤、 贈 鎮守府 將軍從 四 位下 親 田 

大 炊介義 « 入道 上 西の 嫡男、 里 見 太郎義 俊の 末葉な， 5* 義俊ょり十四代里見左..^^^ 

義豊 は、 上野 S 住人な りしが、 故あって 本國を 出奔し、 明應四 年の 夏より、 安一 広州へ 

赴き、 寺々 院々 に 頼み て 年月 を 送りし • 其 頃 房 州に、 安西. 金 九. 鞠 谷. 東條の 四士ぁ 

K 是れ賴 朝の 時よ， o、 房 州 四み 所に 住頜 し、 里 名 を 以て 氏と す • 所謂 安西 三郎景 

七 萬 石 窩山 右近 大夫長 房 十二 萬 石 里 見安尋 守？" ^ 義  E 一七 


s 見義豐 

房 州.^ 略 

す 
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益. 金 丸 藤.？^ 光秀. 鞠 谷 五郎 信 俊. 東 條七郎 秋 則が 末裔な り • 昔 賴朝， 石橋 山 戰に欣 

れ、 眞 鶴が 崎より、 « にて 房 州へ 渡られし 時、 彼 四 人 を 一 番に 召さる、 に、 卽 時に 参 

迎し、 忠節 を 儘せ し 故、 房 州 一 國を四 人に 賜 はり、 累代 領し來 りし 處に、 明 應四年 八 

月より、 四 人の 末流 北ハ 互に 隙 あり、 東西南北に 分れ 爪爭 す。 時に 里 見義豊 漂泊して， 

此國に 在る 由 安西 聞きて 喜び、 招き 迎へ將 軍と す. * 里見屢 謀略 を 廻らし、 兵 術 を^ 

す 故、 終に 金 丸. 鞠 谷. 東條の 三 家を滅 し、 安西 一 人 房 州 一 國の主 i なる。 又義 豐が武 

威闽 中に 輝く。 安西 是を猜 み 忌み、 潜に 詭計 を 設け、 是を 害せん とす。 里 見 此議を 

聞き 大に 憤怒し、 爾 らば 我 も 兵 を 催し、 一身の 安否 を、 ー戰の 刃に 褂 けんとて、 兵 を 

集む るに、 房 州の 士卒 大半 里 見に 從 ひ、： n 夜 报ぎ戰 ふ。 義豊元 來仁を I* ら にし、 民 を 

憐み士 を 愛する 心 深 かりし かば、 先 U の 金 丸. 東條. 鞠 谷 三 家の 一 族 郎從、 悉く 心 を 

じ、 里 見に 降 b 屬 する 故、 頗る 大勢に な. 0 て、 明 應五年 十 一 月、 安西が 城に 押 寄せ、 悉 

く攻 討ちて、 里 見 忽ち 房 州の 主と なり、 武威 大に振 ふ。 翌年 十二  3=； 六 R: 、俄に 又 兵 を 

進めて、 上總の 守 謹 代 眞利谷 上 總介を 攻め、 戰ひ勝 >h て、 上 總州を も押頜 し、 稻 村に 


新 城 を 築き 居る 故、 時の 人、 稻村 殿と 稱す。 嫡子 兵 庫 介義弘 は、 文龜ー 一年 九月、 上總 

州 佐 貫に 新 城 を 築き 之に 居る。 兵 庫 介 を 改めて、 里 見 左 馬頭と 號す。 其 嫡子 太郎義 

高 は、 大永 1 一年 四月 朔 日より、 上總 州久留 里に 诫を構 へ 之に 居す • 此時小 田 原 城主 

北條左 京大 夫 氏 綱、 子息 新 九 郎氏康 と共に 下總を i へ 、 其 後上 總 へ 討 入 數々 戰 

へど も、 里 見が 武威 猛 くして、 終に 討 負け、 小 田 原へ 逃歸 る。 義 高が 嫡子 又 太 郎義頼 

は、 未だ 若年 なれ ども. 手廣 くせん とや 思 ひけん、 大永四 年 十 一 月、 安房の 館 山に 城 を 

構へ、 其 子 源 太 郎義康 を 籠 置き、 北條を 拒が しむ。 北條 父子 是を 聞きて 大に 怒り、 多 

兵 を 率し、 相 州より 船に て 房 州 館 山へ 押 渡り、 屢攻 むれ ども 勝 だす。 終に 小 田 原へ 

逃歸 る。 爾 るに 天文 1 ー年ょ..^、里見は生實の御所足利右衞門佐義明の旗下に屬しけ 

るが、 同 六 年 鵠の臺 合戦に、 義明 討死 あれば、 此 弊に 乘 つて、 北條 父子、 里 見と 拒ぎ 合 

ひけれ ども、 勝負 を 決せ や、 北條 退屈し、 天 正 五 年 四月、 里 見 義康. 北條氏 政. 同氏 直 和 

睦し、 互に 人質 を 出して 歸る。 同 十八 年 七月、 北條 父子、 太閤の 命に 應 せざる 故、 忽 

ち 滅亡す。 此時里 見、 小 田 原へ 遲參 する を 以て、 累代の 舊頜、 悉く 殁收 せらる • され 

十二 萬 石 里 見 安房 守 忠義  2 ゆ 
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ども 關東返 治に 功 ある 故、 舊頜五 萬 石 を 賜 はり、 又 源 家の 嫡流 なれば とて、 從四 位下 

侍從に 任ぜら る。 太閣薨 後、 御 味方に 馬し、 景勝 押へ として、 結 城秀康 卿に 從ひ、 殘っ 

て 545. を談 や。 石 田 滅び 景勝 降り、 天下 泰平せ しかば、 義康も 五 萬 石 御 加增賜 はり、 

其の後 里 見 は、 源 家の 嫡流な りと て、 義康の 嫡子 を 召 出され、 秀忠 公の 御前に て 元服 

し、 忠の字 を 賜 はり、 里 見 安房 守 忠義と 號し、 又 一 一 萬 石の 御 加 恩 あり、 凡て 十一 一 萬 石 

となる。 旣 にして 父義康 卒去、 忠義 家を嗣 ぐ。 然るに 慶長 十九 甲 寅年 九月 九日、 俄 

に 領地 歿收、 忠義 は 遠 流せら る。 是れ石 見に 與し、 異國へ 寶物を 贈り、 且 諸侯 を 語ら 

ひ、 大事 を 企つ 故な り。 殊に 大久 保相模 守が 聱 なれば、 御 不審 最 重く、 申譯 すれ ども 

御 取 上な し。 里 見が 居城 稻村 をば、 本 多 出 雲 守 忠朝. 內藤左 馬 介 政 長、 同 廿日 請 取 b 

て在番 す。 義豊ょり義；^^.篛高.義賴.義康.忠義に至って、六代にして、其跡悉く斷絕 

す。 抑 忠義 は、 聊 異心な く、 其證據 分明 なれ ども、 傍に 讒人 あ， 9 て-誤な き 旨 を 上聞に 

達せ や、 重科の 人となり、 サ： 家滅 C する は、 先祖の 惡行 報いた るな.^ と、 後に は 世人 

稱へ けり • 其 故 は、 先祖 左 馬頭 義弘、 足 利 右衛門佐 義 明と 共に、 鎌 倉 へ 亂 入り、 神社 


亡趙 
县 
寺 
燒 


佛閣を 悉く 破 却し、 又は 燒拂 ひ、 殊に 鶴 岡 八幡宮 へ 押 寄せ、 神前に^ ひ、 當社は 源.. 5^ 

の 守護神、 百 王. 6 代 迄 も 守らん との 託宣 は 忘れ 給へ るか。 今 此里見 • 足 利 は、 正しき 

源氏の 嫡流、 皇子 を 出で て 遠から す。 然るに 累代 居住の 鎌 倉 をば、 上 杉. 北條. 三 ffl. 今 

川 等の 家僕が 爲に追 落され 流浪す るに、 源 神が 擁護 なきや i 呼ば はり、 本社. 拜 殿. 神 

樂堂. 廟 門. 末社 •  二王門. 鳥 井. 伽監に 至る 迄、 悉く 打破り 引 散らし、 勝 鬨を嗜 と 揚げ、 房 

州. 總 州へ 引歸 す。 世人 皆 舌を卷 き、 恐れ 合 ひつぶ やきけ るが、 其 年 義明は 鶴の 臺合 

戰に、 僅の 小勢に 不意 を 討 たれ、 父子 一 族從臣 悉く 討 たれ、 足 利氏斷 絶す。 里 見は暫 

く殘 りしが、 忠義 代に 至り、 誤な ぐして 滅 U すれば、 諸人 思 合せて、 驚き 恐れ 合へ， 5* 

里 見. 足 利、 鹤 岡の 靈社を 破 却せ る 時、 鎌 倉 中の 神社 佛閤 も、 同時に 燒滅 する ぞ 不思議 

なれ • 中に も 五山の 隨 一 巨 福 山 建 長 寺の 燒 けし は 奇妙 なれ。 兩將 も、 五山 僧に 意趣 

なければ、 其 近 邊へは a 入せ す。 爾 るに 八幡 宫の 在家 燒 失する 刻、 僅なる 細烦ー つ 

飛來 6. て、 五重の塔 上に 落掛 る。 始めは 燈 籠の 火の 如く、 消え もせす K え も 騰らで 

見えければ、 僧從 等身 を 揉み手 を 揚げて、 あれく と 騒げ ども、 登る ベ き梯 なく、 水 

十二 萬 石 里 見 安房 守 忠義  0 
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を投ぐ ベ き 便 もな し。 斯る處 に何處 ともなく、 鶴 鳥 二 羽飛來 りて 羽 を 叩き、 彼 火 を 

扇ぎし かば、 忽ち 燃 上り、 黑烟天 を 掠め、 猛火 雲を卷 きて 翻る。 九輪 棟梁な どの 落つ 

る 音 雷の 如/、、 虛{ 仝に 笑ふ聲 あって、 俄に 嵐 烈しぐ 吹き 來り、 散亂 たる 火の粉 は 星の 

如く、 忽ち 餘煙 四方に 覆 ひ、 本堂. 祖師 堂： 万丈. 衣鉢 閣. 鐘樓. 輸藏. 寮 拿 浴室. 山門 ま 門. 

廊下. 惣門二 宇 も殘ら す燒滅 す。 寺 中に て は鸹と 見つ るに、 造の 外よ...^ 是を 見れば、 

山 臥 一 一人 手々 に 极明を 燃し、 諸 堂の 楝々 に 付けて 回る とぞ 見えし。 近 邊の鄕 民、 門 

前の 人 失惡僧 等數千 人、 是を 防ぎ 消さん とする に、 水を褂 くれば 彌& ぶん、 打消せば 益 

燒 けて、 或は 柱に 打 たれ， 或は 燒 爛れて、 半死半生の 者數を 知らす。 抑此寺 は、 後 深 

草 院建長 三年、 北 條相模 守時賴 入道 最明 寺の 建立、 蘭溪道 隆禪師 開基， 丈 六の 地藏尊 

を 中尊と して、 同一 千體の 地藏を 刻み ノ禪師 移り 住す。 柬關 の學徒 負笈し 集る。 禪 

師寢 室の 後に 池 あ.. > 、池の 邊に核 一 樹 あり、 亭々 直立す。 一 日棺 偃し 枝 橈み 葉鋪さ 

て、 室に 傾き 褂れ. 9， 衆 僧 惟み 問 ふ。 道隆 語って 曰、 今朝 容貌 魁偉に して 装束せ る 

異人 來， C, 、； S 极上に 座して 語る。 予何観の人ぞと問ひしに、此山ょ，.^左の方鶴が岡 


に 住み 侍る とて、 忽ち 形 消失す * 且其人 座した る 故に、 松 偃す となん • 因って 彼 松 

の 回に 垣して、 八幡 所 座の 靈 木と 崇め、 影 向の 松と 名 づ，. -。 弘安 元年 七月 廿 四日 ノ禪 

師 遷化 闍 維の 後、 五色の 舍利數 十 粒、 灰 中に あり • 茶毗の 烟掛. -し 木の 技 草の葉に 

も、 舍利を 綴 累々 た..^。 貴賤 爭 うて 拾 ひ 取る。 道 隆每に 所持の 鏡 一 面 あ.^ • 門人 

夢み らく、 禪師の 御影 は、 此 鏡に 留 ると。 覺 めて 怪しみ、 彼 鏡 を 見る に、 觀 音の 尊像 

移れり.。 時賴 是を閒 きて、 彼 鏡 を 取 寄せ 是を 見る に、 鏡 曇.^ て 定かなら す、 疑 を 起し 

磨かせら る、 に、 大悲の 相好、 歷々 として 拜 まれ させ 給 ふ。 時 賴大に 驚き 謝拜 し、 是 

れ 末代の 奇特な りと て、 大覺驟 師と諡 を 奉 せらる. 是れ 本朝 禪師號 の 始めと かや。 

斯る不思議の靈場靈佛も、時節の災を免れす、燒失するこそ淺^^しき. 爾れ ども 彼 

鏡は燒 けす、 今に 殘， 0 て 彼 寺の 寶 物たり • 又 影 向の 松 は、 往昔 幾年， 5；* か 經け ん、 其 生 

長 を 知る 人な し • 彼 奇特 ありし よ，^、 燒 失の 今に 至 b て、 百 六十 餘歲。 星霜 重な. 0 

木立 物 奮り、 端 直 森 々として 稍 を 捧げ、 II の 節々 たる 枝 を 垂れ、 葉 は 三冬の 霜に 堪 

へ、 綠は 千年の 德を鋪 き、 誠に 目出度 靈 木な りしが、 火難に 權れば 雲 を燒く 薪と な. „.、 

十二 萬 石 里 見 安房 守 忠義  § 
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立ち 乍ら 炭 灰と 變じ ける こそ 悲し けれ • 

三 萬 石 本 多 因幡 守政武  < 

和 州 高 取 城主、 父 は 因幡 守 俊 政と いふ。 政武 代に、 倾地 悉く 歿收 • 

一 萬 石 伊奈 筑後 守忠正 

忠 正字 熊藏と いふ。 時に 諸國 御代 官職 を 司. > 、大久 保 長 安と 同役な.^ • 長 安 石 見守 

に 任す る 時、 熊 藏も筑 後 守に 任す。 其 後 仔細 ありて 領地 歿收* 

五 萬 石 松 下石 見守 長 綱 

奧州ニ 本格 城主、 先祖 加 兵 衞尉之 綱 は、 遠 州の 人な， 9 しが、 明應五 年の 頃、 織 田備後 

守 信秀の 旗下に 屬し、 尾 州愛智 郡に 住す。 時に 太閤、 未だ 木 下 藤吉郎 とい ひ、 此加兵 

衞 尉に 仕 へらる。 始終 豊臣 記に 委しければ 愛に 略す。 太閤 已に 天下の 主れ b し 時 


は、 之 綱 卒せう • 因って 其 息 右兵衞 尉 吉綱を 召 出し、 一 萬 石 を 賜 はり、 御 相伴 衆と 髿 

し、 尊敬 あり • 薨後、 御 味方に 屬し、 關が原 戦功 ある 故、 驄州久 野 城主と して、 一 萬 六 

千 石 を 賜 ふ。 吉綱卒 後、 息 加 兵 衞尉重 綱 家を嗣 ぎて、 從 五位 下石 見守に 任す. 大坂 

雨 度の 戦功 を 以て、 一 萬 四千 石 御 加 恩、 下野 州 烏 山城へ 移る • 元 和 九 年 又 二 萬 石 御 

加增、 凡て 五 萬 石。 奥州 二 本 松 城へ 移り、 寬永四 年 卒す， 息 左 馬 介 長 綱 家を嗣 ぎ、 從 

五位 下石 見守に 任ャ。 . 其 性短氣 不仁に して 諌を聽 かす、 國民 悉く 怨み、 其 新法 非道 

を 一 々に 目安に 記し 、公議へ 訴ふ。 御 老中 其に 其 實否を 探らる、 に、 惡行甚 しき 故、 

御 加 增地ニ 萬 石 を 削り、 本 知 三 萬 石と し、 同 州 三春 城へ 移さる。 斯くて 正 保 二 年長 

綱參勸 し、 御 目見濟 み、 御 老中 御 役人 衆へ も 回り、 翌日 加 藤 民 部 少輔明 利. 息 男彌三 

郎 館を訪 はる。 明 利の 門番 共 門 を 開き、 左右へ 卒伏 する を、 長 綱 俄に 亂 心し、 其 番人 

を 忽ち 二人 切 殺す。 彌三郎 家 士玄關 にて 之 を 見、 驚き 大に 周章す • 時に 松本彌 七と 

いふ 士、  i 關 より 飛び 來 b  、借 も 御 心 能く 遊ばされた h.。 先 御 腰 物 を 是へ賜 はり-、 拭 

ひ 奉らん と、 側に 近付き 寄. - ければ、 長 綱 打 笑 ひ、 早く も 心 付きたり とて 刀 を 渡す 

五 萬 石 松 下石 見守 長！！  § 
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彌七悅 び、 供人に 目 合して、 愛よ. 0 乘 物に 入れ 歸 しける が、 歸 宅の 時、 我 門番 を も 二 

人、 以前の 如く 斬殺す" 是 より 亂心惡 行甚し • 長 綱 は、 加 藤 明 利の 甥 なれば、 明利是 

を歡き 療治 を盡 し、 祈念. S 法 を 加持 すれ ども 驗 なく、 次第に 亂心强 く なれば、 此旨 一 

一 言上す。 是 故に 頜 地歿收 し、 長 綱 をば 式部 少輔に 預けら る。 亂心 快復せ す 終に 卒 

す。 因って 息 男 松 下 加 兵 衞尉を 召 出し、 三千 懐 を 賜 はり、 今 專ら劐 仕す • 
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高 力 左 近 大夫隆 長 

永祿 八 年 二月に 至. o、 參州 悉く 已に 御手に 入りし かば、 始めて 三 奉行 を 定め 給 ふ • 

所謂 高 力 權左衞 門 尉 直 高. 本 多作 左 衞門尉 重 次. 天 野 三 平康景 なり。 高 力 は 性 柔和に 

仁 深く、 本 多 は短氣 にして 勇才 あり。 天 野 は 思慮 深く 火急に 事 を 行 はす • 各 心 を 合 

せ、 政事 を 沙汰す。 鄕民大 に悅ぶ • 時の 諺に、 

佛高カ 鬼 作 左善惡 知らぬ 天 野 三 平 

高カ直高が先祖は、梪武帝十五代、次郞太夫平盛方な，.^• 盛 方は義 家に ±！ へ、 始めて 

武州大 里 郡 熊 谷を領 す。 因って 熊 谷 を 氏と す。 其 子 盛 直. 其 子 直貞、 相績 いで 源氏へ 

忠を盡 す • 直貞が 嫡子 は、 熊 谷 太郞直 正と いひ、 次男 は 次 郎直實 、保 元. 平 治の 亂に義 

高 力 左 近 大夫隆 長  § 
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朝に 屬す。 義朝 C 後、 暫く 平家に 屡せ しが、 治 承 四 年、 賴朝豆 州に て 義兵 を 揚げら る 

る 時、 是に奉 * し、 一 の 谷. 八 島 等の 戦功 を勵 みしが、 故あって 法師と なる。 小 次， 郞直 

家繼 いで 熊 谷を頜 せし が、 後藝 州に て 頜地を 賜 はり、 彼國に 住する 故、 是を 安藝の 熊 

谷と 稱す。 又 兄 熊 谷 太 郎直正 は、 保 元. 平 治の 頃 は、 後白河 院 北面の 士た. 0 しかば、 源 

卒の兩 家に 屬せ や、 嫡子 太 郎左衞 門尉忠 直. 其 子 景貞. 其 子 卒チ、 左 衞門尉 直 綱. 其 子 平 

.f^ 郞直 朝。 直 朝が 時に 至り、 江州鹽 津を領 せし より、 近 江の 熊 谷と いふ は、 太 郞直正 

が 末葉な り。 直 高 は、 此直 朝が 末孫たり しが、, a 仏； 一一 江 州の 守護 職 

佐々 木義秀 と、 六角 承顾. 淺井京 極 國を爭 ひ、 數年 物騒 なれば、 祖父 直繁 代に 江 州 を 出 

奔し、 參 州に 來り、 高 力 村 六 百 石 を 隨へ領 す。 高 力 を 氏と し、 世 良田 次 郎三郞 淸康卿 

に屬 し、 代々 忠を盡 す。 直 高 十五 歳の 時、 元龜 三年 四月 家康 公に 馬し、 參州 味方が 原 

合戦に、 馬 武者 を 突 落し、 iR 陣の 御感に 預か る • 又 天 正 三年 五月、 同 州 長篠、 戦に、 勝 

賴の 者大將 奥津彈 正が 首を褂 くる • 同 九 年 遠 州 小山 戦に 功 あり、 又參州 一 向宗亂 

に、 无 類の 御 味方せ しこと、 三 河 記に 見 ゆ。 词 十二 年、 尾 州 長久 手 軍に 武勇 を 顧し、 


御感狀 褒美 を 賜 ふ。 斯く 忠節 ある を 以て、 今度 三 奉行の 隨 一 とす • 其 頃 太 閣家康 公 

と 御 和睦 あり、 太閤の 母 公、 參 州へ 質 i して 下向 あり。 本 多. 高 力. 天 野に 命じて 守護 

せしめら る • 偖 家 康公は 上洛 あり。 此時本 多 は、 母 公の 座敷の 四方に 山の 如く 燒草 

積 置き、 大聲に 叫んで、 今度 家康 上洛す。 若し 秀吉公 我 君 を 殺さば、 我 亦 御 母 公 を も、 

此燒 草に て 忽ち 焚 殺さん と、 晝夜 篤. > ければ、 母 公 恐懼 あり。 高 力 は 側に 候し 御物 

語し、 謹んで 最慇に 勞り慰 ひ。 天 野 は內， 外 番人の 怠 を 制し、 雜用を 沙汰す。 旣 にし 

て家康 公、 參州 へ 歸 b 給 へ ば、 母 公 も歸洛 あり • 三 州に ての 事 委しく 太 闇 へ 語り、 頗 

る 落涙 あり。 之に 依て 太閤、 家康 公に 宣ふ樣 、去る 頃 予が母 三 州へ 赴きし に、 御家人 

本 多作 左衞 門、 甚だ 匐り 是を辱 かしむ • 其體ー 忠節に 似 たれ ども、 禮儀を 知らぬ 無 

道 者、 御 扶持あって 益な きか。 又 高 力 は 仁義 備 はれる 忠臣、 必す 御用に 立つ べき 者， 

ならん • 目 を 掛けて 使 はるべし と。 家康公 も、 太閤の 聞 を 恐れ、 本 多 を 暫く 閉門 さ 

せ、 後秀康 公へ 附け、 越 前へ 流刑す と 沙汰 あり。 又 高 力 をば 五千石 賜 は. -、 大 番頭 

として、 從 五位 下河內 守に 任せら る • 天 正 十八 年 小 田 原戰、 無類の 忠戰ぁ h つ 五 千 

高 力 左 近 大夫隆 長  £11 れ 
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. 石の 加增、 驗州田 中 城 を 賜 はり、 又 慶長四 年 三月、 一 萬 五千石 御 加增、 武州岩 槪城を 

改め 賜 ふ。 此時酒 井河 內 守と 同名た る を 以て、 土 佐 守と 改め、 都合 一 一 萬 五千石に て、 

彼 地へ 移る。 慶長 十三 年 正月 廿 六日 卒す • 七十 九 歲* 息 左 近 大夫忠 房、 家嗣 たり。 

是 より 先、 慶長四 年 己 亥 六月、 秀忠 公の 御前に 於て 元服し、 忠の御 字 を 賜 は. o、 從五 

位下 攝津 守忠 房と 受領す。 同 五 年 庚 子 九月、 關が 原に て 功 あ-り、 增田 父子 を 預かり、 

岩 櫬へ歸 り、 同 十 年 七月、 左近大 夫と 改む • 同 十四 年 三月、 岩槻 城回祿 す- 忠 房造營 

す。 同 十九 年 正月、 大久 保忠隣 流刑、 小 田 原 城 受取の 爲、 本 多 出 雲 守 • 淺野釆 女 正 .牧 

野 右馬助. 松 平 越 中 守. 高 力 忠房等 赴く。 忠房此 時 城 受取の 次第、 圖に叶 ひし 事上閉 

に 達し、 御 褒美 を 賜 ふ。 元 和 元年 一 萬 石 御 加增、 遠 州濱松 城へ 移り、 寬永十 一 年 甲 戌、 

家 光 公 御 上洛の 供奉、 還 御の 後、 五千石 御 加增、 同 十五 年 戊 寅 四月、 肥 前 高 久郡島 原 城 

へ 移る。 翌年 卒す。 忠房 二子 あり。 末期に 願 ひ、 高の 內 三千 石 を 次男 左 京に 割け 與 

ふ。 嫡左近 大夫隆 長家 を嗣 ぐ。 此將 利欲 を 好み 聚敛を 事と す。 家臣 等 諫言 すれば、 

却て 追放 切腹せ しむ， 尤侯媚 の 者 を 愛し、 新法 を 行 ふ。 遂に 上聞に 達し、 寛 永 八 年 


戊 申 二月 廿七 w  、隆長 を 評定 所へ 召され、 御 老中 列座に て、 上意 申 渡し、 所領 歿收 し， 

核平龜 千代 綱 基 Iff へ歡 預け、 嫡子 併 豫守常 長 は、 酒 井左衞 門尉忠 治へ、 次男 右 

衞門は 眞田右 衞門佐 信 房 伊 へ 預け 給 ふ 旨、 靑山大 膳 亮幸利 演說す • 御 目附に は、 

渡 邊大隅 守綱貞 なり。 此時龜 千代 家 來蜂屋 六 左衞門 大勢 を 率し 來り、 寬文八 戊 申年 

二月 廿 七：" 午刻、 評定 所より 左 近 大夫を 請 取り、 乘 物に 移し、 麻布の 中 屋敷へ 引取る， 

是は 先達 稻葉美 濃 守 正則、 御 奉書 を 遣 さる、 故な り • 偖 息 男の 方へ は、 高木 伊勢 守 

守久412作右衞門尉吉輝§5、れ？||辦||^51， 一人 罷 赴き、 酒 井. 眞田へ 渡しけ- • 

其 後 左 近大夫 は、 奥州 仙臺 へ 、 嫡 伊勢 守 は、 羽 州 鶴 岡 へ 、 次男 右 衞門は 信 州 松 代 へ 配 

流。 此時 伊豫 守 詩 一 絕を賦 す" 曰く、 

急 離-父母， 去 = 何處， 皆是 自然 非 ％ お 雖 お，， 身 骸東奧 地- 

丹心 未』 "致-君 忠， 

同 三月 六日、 左 近大夫 へ 千 後、 伊豫 守 へ 五 百 俵、 右衞門 へ 三百 俵の 御 扶持 方 賜 は る の 

旨、 評定 所より 御 書 出 渡る。 二月 晦日、 島 原 城 受取と して、 小^ 原 內匠頭 長 勝. 松 浦 肥 

^02カ左近大夫隆長  «a 


髙カ隆 長 

死去 
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前守鎮 信仰 付けら る。 斯て隆 長 は、 仙臺 城下 中島に 蟄居す • 延寶四 丙 辰年 十二月 廿 

六： "卒す。 然るに 先君 御 他界、 當綱吉 公 御代に、 嫡 伊豫 守 二 男右衞 門召歸 され、 傣數 

を 賜 はりし が、 程なく 伊豫 守 は、 御 書院 番頭と なり、 三千 石 を 賜 ふ。 元祿九 两 子年 正 

月廿 九日、 故あって 大岡 五兵 衞が爲 に橫死 せらる。 世人 皆 如何なる 報に やと 稱ふ。 

或 人い ふ、 彼橫死 も、 父隆 長の 惡行、 子孫に 報 ふな. o。 左 近大夫 行迹を 聞く に、 頜分 

天草に て、 獵師は 勿論、 百姓 鄕人迄 も 課役 を 掛け、 鯨 を 突き 其 油 を 取り 樽 へ 入れ、 三 

斗 入 一 樽 を、 銀 六 匁に 買 はせ、 江 戶. 京 夫 坂へ 回し、 十倍に 拂ふ。 或 天草 砥或 儲の 柄 

等 も 江戶へ 回し、 過分の 利 德を取 b. 、金銀 充満す る を 悅び樂 しむ。 右の 品々 を諳國 

へ 出す 節 は、 民 百姓に 祿役を 掛け、 彼是の 費、 得て いひ 難し。 又 耕作の 最中 を も 顧み 

す。 因って 國民 甚だ 苦しめり- 且種々 の 奢 を 極め、 近習 外樣の 家士を 苦しむ • 家老 

志賀 す： 蕃 日夜 歡き、 大に諌 言す。 隆長 曾て 聽 入れす。 遂に 怒って 玄蕃を 手 討に 

し、 亦 其 弟 志 賀內匠 百 江戸 詰に て、 西の 窪 町屋に 居住し ける を も、 後の 謦を 恐れ、 川 

上 源 左衞門 11 百. 同 次 太夫； rl 百 兄弟に 命じて、 是非 を も 申 渡さ t 推して 討 殺さし む • 


其 外 一 類 罪な き 者 多く 罪せら る • 斯る惡 行の 報來. 9 て、 伊豫 守 横死し • 高 力の 嫡家 

斷絕せ るに やと、 世人 評し 合 へ に 

本 多作 左 衞門尉 重 次 

重 次 は、 大 職冠廿 五代の 後恩、 本 多 助秀が 末孫な り • 助秀 は、 豐後州 本 多の 鄕に 住す • 

故に 本 多 を 氏 i す。 其 子 本 多 右馬允 助定 は、 尊氏將 軍に 仕へ、 尾 州 横根の 鄕. 同 粟 飯 

原の 鄕を頜 す。 其 子 本 多 小 入郞助 政. 其 子定通 • 其 子 定忠. 其 子 本 多 彥次郞 定§。 定 

助に 二子 あり。 嫡七郞 正 時 ニー 男 平 A 郎助 時と いふ。 卿 I ま、 の 魏縣奸 $。 正 時が 子 小 A 郞 

正 助、 後彥 一一郎と 改む。 1 0§ 

0f  ¥1 1 郎九郎 信 正. 其 嫡彥ニ 郞信廣 ザ 其 弟 作 左 衞門尉 重 

次な り • 始め 作 十郞重 正と いふ。 斯 くの 如く 本 多の 一族 相 分り、 子孫 繁昌す • 往 

昔 本 多 正 時. 助 時 兄弟 三 州に 居住し、 德川 家に Mil 五 長 親 君へ  一 S めて 屬せ しょり 以 

來、 累世 忠勤 を抽 やる 事、 諸 錄に顯 著せり • 中に も 本 多 平八郎 It 歸?； 忠 勝. 本 多作 左 

术 多作 左衛 門 尉 重 次  § 
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衞門尉 重 次が 武功 忠戰、 擧げて 計る ベから す • 家 康公是 の 故 を 以て、 重 次 を 三 奉行 

の內 とし 給 ふに、 重 次 智勇 備は り、 其 裁許 分明な. 公 亦 其 忠貞を 感じ、 御 取 立の 思 

召 あ. 0 しが、 太閤と 御 和睦の 時、 故あって 御勘氣 分に て、 暫く 蟄居す。 太閣薨 後、 二 萬 

石 御 加增、 從五 位下 飛 驊 守に 任す。 此重次 は、 越前黃 門秀康 卿の 御 母 公 預かり、 秀康 

卿 譏 生より 成長 迄、 養育し * る 故 を 以て、 越 前 御 拜頜の 時、 二 萬 石 御 加 增給は hz 秀 

康 卿へ 諫言の 臣 として 附け 給へ しが、 重 次 曾て 悅 ばす • 其 陪臣た る こと を 歎き、 連 

連 歸參の 願 を 達す。 將軍家 怒らせ 給 ひ、 御家人 多き 中に も、 重 次 無二の 忠臣、 其上秀 

康卿 親分た るの 由緒 を 以て、 御 褒美 分に 仰 付けられし を、 陪臣と 歎く 不屈 者と は宣 

へど も、 數 度の 忠節 を 御感思 ありて、 頓 て召歸 さる • 重 次より 四 代、 當飛 驊 守に 至. o、 

故あって 元祿 一八 年、 數 代の 舊頜 を歿收 せられ、 其 身 は 御 預けの 身と なる • 此 仔細 上 

意の 次第、 世人 遍く 知る 故、 愛に 識 さす • 

, 本 多 越 前 守 利 長 


本 多 利 In?! 

淫佚 


遠 州 橫須賀 城主、 利 は 本多彥 ニ郎廣 孝の 家に て， 數 代の 勤 を 以て 五 萬 石 迄 賜 は 

、先祖の 功 を 以て、 榮 華に 募され しが、 利 長 苛 法 を 出して 民 を 苦しめ、 家中の 仕置 惡 

く i あ 性淫亂 にして、 吉 原の 游女を 請 出し、 歸國の 時 は、 家來の 妻と 稱し、 諸 關の手 

形 を 願 ひ、 參勸の 時 も、 亦 是を召 連れら る。 又 坂 部 伊兵衛. 松 山勘 左衞 門と いふ 出頭 

家兩 老人 を 連れて、 共に 遊里に 赴き、 淫 酒の 樂を縱 にす。 此坂部 は 二百 五十石、 松 山 

は 五百石 を頜 す。 是皆小 性 立の 者 共に て、 共に 卑士の 子な り。 然る を 利 長、 寵愛の 

餘り大 祿を與 へ、 家老 職と し、 數 代の 老臣 忠士を 脇に なし、 唯 二人が 詞を 信用 せら 

れ しが、 延保 A 年 五月 八：！ 1、 彼 二人 を 連れ 吉 原に 游ん で、 家 綱 公の 薨御も 知ら や U を 

暮らし、 夜に 入りて 歸られ しかば 登城 もなら す、 亦 御 老中への 勤 も 延引 すれば 、忽ち 

御 不審.^ 蒙り、 御 穿 藤 あるに、 上 答すべき 辭 なし。 是 故に 大久保 加賀守 宅に て、 右の 

淫亂、 次に 關所 にて、 數度御 制 法 を 背く 事、 幷に 家中の 仕置、 諸 民 へ の 奇法等 數ケ條 

の 科に 依りて 、領地 悉く 歿收" 併 乍ら 先祖 代々 忠功 ある を 以ての 故、 其 U 魂へ 佛供 

として、 羽 州 村 山に 於て 一 萬 石 賜 はる。 上意の 趣、 御 家中 列座に て演說 あり。 m 

太 多 越 前 守 利 .  «# 
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呼此日 如何なる 惡 にや、 本 多 出 雲 守 も 同じく 一  所に 召され、 是も 舊頜召 上げられ、 

僅 一 萬 石 賜 ふ。 出 雲守惡 事の 次第と、 上意 遠慮の 事 あり、 態と 記さす。 

天 野 三 平康景 

康景も 三 奉行の 內 にて、 別して 其 裁許 私曲な く、 諸人 其 德義を 慕 ふ。 而も 屡 戦功 あ 

り。 殊に 關が 原御陣 にて、 無類の 武勇 を顯す 故、 翌年 酸 州 興 國寺城 一 萬 石 を 賜 ふ。 

其 頃 天 野 城 普 譜を願 ひ、 頜地 にて 竹 數千本 切らせ 積 置き、 輕卒數 輩に 命じて 守らし 

めし 處に 、御領田 原の 百姓、 大勢 忍び 來 りて 是を盜 む。 番 の輕卒 見咎め、 其 張本人 i 

見えし 盗人 を、 忽ち 打殺す。 殘盜 放散す。 其 後 彼 百姓 共 後日の 難 を 恐れ、 御 代官 井 

上 勘 助へ、 罪な き 者 を、 天 野が 輕卒妄 に 殺せ りと 讒訴す。 井上 大に 怒りて、 天 野が 方 

\ 促 を 立て 、御領の 百姓 を、 何とて 此方へ 斷ら す、 卒爾に 殺害せられ しゃ。 速に 解 死 

人と して、 其輕卒 を誅し 候へ と 申 送る。 康景 聞きて、 盜人を 殺す は 古人の 定法 • 然 

る を 解 死人と は 心得す。 番 の輕卒 等、 私の 宿意 を 以て 殺す に 非す。 康景 下知 を 加へ、 


彼 盜人を 殺さし む。 此儀誤 あらば、 我 こそ 罪せられん。 輕卒 何ぞ咎 あらん やと 答 ふ。 

井上 怒りて、 家康 公へ、 百姓 全く 竹 をば 盗ま ざり し を、 康景 が輕卒 等， 理不 儘に 是を 

殺し、 天 野 却て 我意 を 募り、 解 死人 を 出さす と 言上せ しかば、 驚き 給 ひ、 不審に 思 召 

し、 此儀 後日 御 詮議 あ る ベ き 由に て、 本 多 正 純 を 天 野が 方 へ 遣し、 其 實否を 御礼 明 あ 

り。 正 純の 曰、 たと ひ 御邊堙 ありと も 、御領の 百姓 を、 斷 りなく 私に 殺す の 誤 あり。 

又此事 を、 井上と 對 決に 及ばん は、 上 へ の 憚 あり。 唯々 曲げて 彼 輕卒を 斬つ て、 无異 

/J 調 へ 然るべ し。 康景が 曰、 理の實 なる を 以て、 非の 曲れ る に 變ゃ る は、 勇士 の 道に 

非す。 以前勘助にもぃふ通り、輕卒、盜人を殺すこと我^-下知なり。 何ぞ 罪な き輕 

卒を誅 せん。 次に 御領の 百姓と 知らば、 井上に 斷り もせん。 何處の 盗賊 共が 來 ると 

思 ひ 討た せたり。 佴 御領の 百姓 は 、御家人の 財 寶竹木 を 盗むべし との 上意なる やと 

て、 更に 承引せ す。 本多验 府に歸 り、 此旨 具に 言上 すれば、 天 野. 井上 幷に彼 百姓 共 

を 召し 對決 あるに、 天 野が 詞 道理に 似 たれ ども、 越度の 事 あり。 解 死人 を 出すべき 

に 極り， ぬ。 され ども 天 野 は、 罪な き輕 卒を誅 せん 事 を 深く 愁へ、 所詮 身 を 退く に 如 

夭 野 三 平康景  S 
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かやと て、 舆國寺 城 を 捨て 逐電す。 諸人 遍く 不審の 上に、 是を惜 みけ ，に 

評に 曰、 本 多. 高 力. 天 野 三 奉行 は、 共に 君に 忠 あり 士に禮 あ 民に 信 あり。 假 * に 

も非義 なか b しが、 三 輩の 子孫 悉く 斷絕 せし は、 如何なる 報に や。 或 人 曰、 凡て 奉 

行頭 人 評定 職の 子孫 は、 必す 繁榮 なる は 稀な り。 其 故 何と なれば、 數萬 人の 公事 

の 裁許 理非 輕重 を釓す 中には、 Si を 非に 捌く 事 も あり、 聞 違 ひ 言 誤り も あるべし。 

又緣 につれ 或は 賄賂に つき、 非義 なる 沙汰 も ありなん。 或人此 儀を考 へ、 一首の 

狂歌に、 

箱^の 核 は 奉行に さも 似た，^ すぐなる やうで 曲らぬ はなし 

豐州箱 崎と いふ 所に 极林 あ， 0,。 其 极 直き こと 竹の 如し。 然れ ども 近付き 見れば 

皆 曲り て、 直なる 极ー 本 もな し。 是 故に 斯くは 詠みた るな らん。 實ゃ 古今 を考ふ 

るに、 奉行 職の 斷絕、 遠く は源卒 盛衰 記. 北 條九代 記. 太平 記. 信 長 記. 甲 陽軍鑑 等に 

記す 形勢 を 見よ。 近く は 太閤の 五 大老. 五 奉行. 中老の 始終 を考 へよ。 五 大老 は 家 

康 公. 加賀利 家. 毛 利 輝 元. 上 杉 景勝 • 宇喜多秀家 なり。 然る に 今 毛 利. 上 杉 も、 其 子 


孫は斷 絶し、 他人 を 養 ひ 家 を 立 つれば、 兩家唯 名 計. "なに 秀 家の 斷絶は 前に 記 

せり。 佴家康 公 は、 五 大老と 雖、 是は 由緒 格別の 事、 記す に 及ばす。 殊に 五常 を 守 

b 、四民 遍く 御徳 を 慕 ひ 懐き、 一命 を 捨てん 事 も 顧みす • 赤子の 慈母 を 慕 ふ 如く 

な， 0 しかば、 自然と 天下の 主將 とな. -給 ひ、 御代々 繁榮 なり- • 利 家 亦是に 准す • 

次に 五 奉行 石 田 .大 谷 .增 田. 長 束 等、 中老 梶尾. 中 村. 生 駒幷小 出. 片桐. 大野. 速 水 等、 

永く 斷絕 せし も、 邪曲 非 法 を 行 ひし 報に や • 此 外御當 家に て、 石 川 伯 耆守數 正. 酒 

井 將監忠 尙. 本 多 上野 介 正 純. 大久保 相 模守忠 隣. 井上 主計 頭 正 就. 青山 伯 耆守忠 俊. 

堀 田 加 賀守正 盛. 同上 野 介 正 信 .E? 筑前 守. 同對馬 守. 土 井家の 子孫. 板 倉の 一 類. 酒 

井山 城 守. 島 田 越 前 守. 豊島刑 部 •  土屋 伊豫 守 • 加賀爪 甲斐 守 • 稻葉石 見守. 渡 邊大隅 

守. 喜 多 見若狹 守. 核 平 H 向 守. 永 井信 濃 守. 极平修 狸 亮. 坂 本內記 等、 其 外 小身の 役 

人 代官 記す に 及ばす。 御 勘氣を 蒙り、 或は 配流 斷絕 、横死 衰微 せらる。 亦 諸侯の 

家々 にても、 家老 職 諸 役人 諸國の 村里 にても、 名主 庄官を 司る 者の 子孫、 繁昌なる 

者 稀な り。， 然れば 奉行 職 等の 人々 は、 謹んで 貴賤 を 選ばす、 理非 分明に 邪 正 を 糸 

天 野 一一 一 平康 S 
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し、 親疎 を隔 な，.. 沙汰すべし， 親り 正道 善事 を 行 ひし 細川賴 之. 淺野長 政 .li 井. 阿 

部 • 大久保 家の 子孫 繁昌 を鑑 て、 以て 知る べし。 積善の 家に は餘慶 あり、 積 不善の 

家に は餘狭 ありと、 豈宜 なら やや。  • 

淺野彈 正 少弼長 政 

長 攻の父 は、 淸和 帝の 後 ST 淺野又 右 衞門尉 長 勝と て、 本 尾 州 中 村鄕の 住人、 信 長 公 

の 弓の 衆な りと 言 傅 ふ。 長 勝 は 故あって、 杉 原 七 郞兵衞 尉 家 利が 女 二人 迄 養 ひ、 一 

人 を 太閣へ 嫁し、 一 人 をば 嫡男 彌兵衛 尉 長 政に 妻 合す パ 4 纖、 の 通 ssf^ 

杉 原 氏 は、 梪武 帝の 後 ST 卒相國 の 男， 惟 盛の 嫡男 を秀衡 とい ふ。 二 男 を 伯 耆守光 

衡と號 す。 是れ 1 初めて 杉 原 を 氏と す • 是 より 四 代、 七 郞兵衞 家 利な り。 其 子七郎 

左 衞門尉 家 次 は、 丹 波 福 知 山城 主にて、 二 萬 石を頜 す。 天 正 十一 年、 丹 州 より江 州 

坂 本 城へ 移り、 京都 所 司 代 を 勤め、 同 十二 癸未 年 九月 九日 卒す • 五十 七歲。 法名 

淨庵 と號 す" 其子彌 次長 房 は、 十三 歳より 太閤に 仕へ、 播州 西 代 尻 池と いふ 所 


を 別に 賜 はる。 十六 歲 にて、 從 五位 下伯耆 守に 任じ、 豊後臼 件 城、 但" 岡 城、 丹 

波 三 木 城 等へ 替 城す。 父の 家督 を嗣 ぎ、 太閤 薨後、 家康 公へ » し忠ゐ り。 廣長六 

年、 常 州 新 張 郡 小 栗の 庄 五千石 加 恩、 寬永六 年 二月 四日、 江府に 於て 卒す。 五十六 

歲" 其 子 伯 耆守重 長な り。 母 は淺野 f  T 守 長 晟の女 -if の g 一 §き| 。野 元き 一年 武 

江に 於て 生る。 童 名 吉兵衞 、父 長 房の 家を嗣 ぎ、 宽永七 年 十月 廿九 9、 從五 位下 伯 

耆 守に 任 や。 正 保 元年 十月 三日 卒す。 實子 なき 故、 竹 中越 中 守 重 常が 三男、 帶刀 

重 元 を 養子 家嗣 としけ るが、 承 應ニ癸 巳年 十月 十四日 卒す。 時に 十七 歲。 實 子な 

く 領地 歿收、 嫡家斷 絶す。 又 重 長が 舍弟杉 原 長 兵 衞尉長 俊と 號す。 此妹六 人 あり。 

一 は 北 條出羽 守 氏 重 室、 二 は 舟 越 三郎四 郎永景 室、 三 は极平 伊賀 守忠淸 室、 四 は 堀 

美 作 守親昌 室、 五 は淺野 攝津守 室、 六 は 竹 中 左 京 室と なれ、 り • 

長攻 始め 信 長に 仕へ、 太閤と 共に 京都 所 司 代たり。 信長橫 死後 太 閻に屬 し、 江 州 志 

津ケ嶽 等、 其 外累に 戰功拔 群なる 故、 江 州 坂 本 城 を 賜 ふ。 是ょ. -先 は、 大津 城主たり。 

其 軍功 忠勤 諸 錄に顯 著す。 又 丹 州. 豫州 等へ 移り、 官位 昇進、 累に加 恩 褒美 あり • 後 

淺野彈 正 少弼長 政  gl 
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甲 州 府中 城へ 移り、 十一 萬 四千 石を領 し、 五舉 行の 隨 一 にて、 諸人の 公事 訴訟、 曾て 

私曲な く、 正直に 沙汰す。 是 より 先、 長 政 一 人の 思案 才覺を 以て、 家康 公と 太閤との 

和 儀 を 繕 ふ。 太閤 是を 甚だ 賞美 あり。 且長政 は綠者 たれば、 彌 底意な く 諸事 談話 あ 

り。 太閤 薨後、 家康 公へ 志 を 寄せ、 石 田. 增田 等が 逆 意 密謀 を、 內通 する 事詳 な. o。 後 

闊が原 一 戰、 父子 無二の 御 味方、 大に 軍忠を 凝す に 依って、 慶長五 庚 子年 十月 五： ：！、 

十六 萬 石餘御 加增、 紀州名 草 郡 和歌 山城、 都合 廿七萬 四千 七 百 石 を 賜 ふ。 嫡男 左 京 

大夫幸 長 は、 天 正 四 年 江 州 坂 本 城に て 生れ、 文祿 元年 朝鮮 へ 渡海し、 十八 歳に て 軍功 

を 儘し、 ±閤 の 御感に 預かり、 又 石 田亂の 時、 武勇 を 振 ふ 事、 關が原 記に 見 ゆ。 慶長 

六 年 左 京大 夫 を 改め、 紀伊守 i 號す。 同 十六 辛亥 年 四月 六 = 、父彈 正 少弼長 政、 六十 

五 歳に て 卒す。 同 十 入 癸丑 年 八月 廿五： ITS 伊 守 幸 長 卒す。 時に 卅八 歲。 幸 長男 子 

なく 二 女 あり。 一 は i^l^ 越 前 守忠昌 室、 二 は 尾 張 亞相義 直 卿の 簾 中たり。 H て舍弟 

但馬 守長最 を 養子 i して、 家督たら しむ • 長晟 始め 備中 にて 二 萬 四千 石を領 す。 I 

l^wllstf  。め 長晟亦 大坂兩 度の 御陣 に、 紀 州よ h- 出張し、 大に 軍忠を 顧し、 兩 御所よ 


b 御感狀 下され、 元 和 五 年 安藝. 備後兩 州 を 賜 は り、 藝州廣 島 城に 移り、 都合 四十 一 一 

萬 六 千 石を頜 し、 寬永九 年 九月 九日、 四十 七歲 にして 卒す • 息光最 は、 元 和 三年 八 《^ 

十三 日、 紀州 和歌 山に て 誕生。 幼名 岩 松 九、 寬永四 年、 十一 歳に て 江府に 下り、 家 光 

公 へ 拜 謁し、 御前に 於て 元服し、 松 平氏 及 光の 字 を 賜 はり、 核^ 紀伊守 光 晟と號 す* 

fei^^r 將， とや 坟の むき。 是 より 彈 正大 弼綱最 • 安藝 守 綱 長 ，安寧 ま"^ 計と、 相績 

ぎ繁榮 す。 

評に 曰、 岩 松 丸、 今度 格-牛 氏 幷に御 謌字を 賜 は り， 元服 任官の 次第 厳重に して、 御 

懇の 上意 ありし 事 は、 岩 松 丸の 御 母 公 は、 家康 公の 御 女な，".。 始め 蘭生秀 行へ 嫁 

し、 二 男 一 女 を 產み給 ひて、 秀行逝 後、 亦 秀忠公 御 養女と し、 元 和- 一年、 淺野但 

長最へ 再嫁、 御城より、 御婚禮 善美 を 盡し入 輿" 翌年 岩 松 丸 誕生。 產後 終に 元 和 

三 丁 巳年 八月 廿九 H 逝去。 是に 因って 光最 次男 なれ ども、 長晟の 家督たり。 嫡子 

は淺野 因幡 守 長 治 城，； ^f-) いひ、 四十 二 萬 石の 內、 五 萬 石 を 配分 せらる • 

光 晟の母 公 、一羽め 秀 行へ 嫁し、 儲け 給 ひし 一 一男 一 女 は、 一 は极^ 下野 守 忠鄕、 二 は 

淺野彈 正 少弼長 政  ほ g 一 
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松 中務 大輔忠 知と 號す。 三は、加藤肥後守忠廣の室とな.=^、豊後守光正を產み 

給 ふ。 是 皆家康 公の 御 孫、 光晟の 爲には 別 父 同腹の 連枝たり。 又 光晟の 祖母 は、 

武田晴 信 入道 信玄の 女、 其 容儀 甚だ 美麗な りし かば、 信 玄の舍 弟 秋 山 肥 前 守虎康 

養女と して、 家康 公の 妾と す • 是を 下山の 御 方と 號 す-。 此 腹に 三女 一男 あり. 一 

は 光晟の 母公是 なり。 二 は 武田萬 千代 信吉 卿と 號す。 是 則家康 公の 八 男、 故 あつ 

て 母 氏 武田を 用 ひ、 信の 字を稱 す。 然れ ども 性 得 病身、 勤 仕 叶 はす。 無官 なれ ど 

も、 總州佐 倉 城主 i して、 十 萬 石 を 賜 ふ。 後 慶長七 壬 寅年 十 一 月 十五 日、 十五 萬 石 

の 御 加增、 常 州水戶 城へ 移， り、 都合 廿五萬 石と な， o、 翌年 九月 十 一 日 逝去 せらる • 

時に 廿 一 歲な b.。 令嗣な き 故、 御 舍弟德 川 常 陸 介 賴宣卿 家督 を嗣 ぎ、 同 十 一 月 七 

日 入部。 同 十四 年驗州 府中 城へ 移り、 後 亦紀州 和歌 山城 拜頜 にて、 今に 代々 繁榮 

し 給 ふ。 淺野家 は、 斯く御 由緒 深き 事 を、 世人 知る 者 稀な り • 或は 曰、 長 政. 幸 長 は 

君恩 を 忘却し、 世の 變に隨 ひ、 御當 家へ 附屬 せり。 御當家 にても、 淺野 父子の 從屬 

を悅 び、 深/、 御緣を 結ばせ 給へ りと。 是皆其 本 を 知り 辨 へざる の 論な らん。 愚、 


長 政 * 長の 行 迹を傳 へ 聞く に、 醴儀 厚く 忠節 を專 とし、 奢侈 忿怒の 色な.^、 文武の 

道 を 守り、 心に 智勇 を 含み、 諸の 訴を 聞く に、 親疎 貴賤の 隔 なく、 售非 分明に 沙汰 

せらる とな. o。 何ぞ 君恩 を 忘却 せらる、 の 謂め らん。 唯 賢 君に 從 つて、 萬 民を撫 

で 安んじ、 天下 靜譃を 思 はる。 亦 別に 御當家 にても、 後野、 夂 子の 從屬 をのみ、 深く 

喜び 給 はん 謂な し。 行迹 正しから ざれば、 御 親子 兄弟の 間にても， 其 罪 を 礼し 給 

ふ。 又諸將 盛衰の 御 制 法 を 見て、 考へ識 るべ し。 總 じて 淺野 家に は、 代々 奇特の 

事 多き となり。 是れ 前代の 積善、 子孫に 顚 はれ 來る もの か。 妄りに 愚 賤の凡 舌 を 

ig して、 是を 評論す る 事、 恐る ゝに堪 へ た，... • 

伊達正宗 誕生の 事 

奥州 米澤の 城下に、 滿 海と いふ 行者 あり。 彼れ 其 昔 は、 將軍 義晴の 近臣な りしが、 或 

夜 不思議の 瑞夢を 蒙りた ると て、 數 代の 武家 を 打 捨て、 忽僧 となって 滿 海と 號し、 三 

井寺. 奈良. 高 野 等に 住居し、 佛 敎を學 び、 兼ねて 儒 典に 度り、 後 は 深山幽谷に 棲みて、 

伊達正宗 38 生の 事  s£ 
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観念 行 カを盡 し、 亦 羽 州羽黑 山. 大峯山 杯に 籠り、 後 は米澤 城下に 來り 住す • 其 性 正 

直にして 慈悲 深ぐ、 唯 善事の み 好み、 露 計り も 僞.. > 飾ら や。 佞奸の 人 を 見て は是を 

諫め、 又は 貧 人 病人 あれば、 殊に 勞り 憐れみ、 福 人 貴人 へ 是を 歎きて、 彼が 貧苦 病苦 

を 救 はせ、 貴賤と なく 人を憐 むの 心、 赤子 を勞 はるが 如し。 國中 及び 他 境 迄 も 尋ね 

來 りて、 其 善德に 伏す。 然れ ども 老衰して、 終に 永 祿十丁 卯年 八月 三日 巳 刻、 唾る が 

如く 卒す f 此時 伊達 左 京大 夫 輝宗の 嫡男 正宗 出生。 然るに 一つの 不思議 あり。 其 

出生の 時、 左の 手に、 滿 海と いふ 文字 を 握り、 且 右の 目し ひて 片目な り。 輝 宗怪ん で、 

城下 領分 等に、 滿 海と いふ 者お b やと 尋ねけ るに、 彼滿海 右の 目し ひて 片目なる が、 

頃日 死せ りと い ふ に、 其 月日 刻限まで、 正宗 誕生と 一 時 なれば、 輝宗を 始め、 諸士彌 

奇異の 思 をな す • 因って 其 名 を 梵天 丸と 號す。 母 は 最上 出 羽守義 守の 女に て、 義光 

の 妹な り， 十四 歲 にして 元服し、 伊達 藤次郞 正宗と 改め、 其 後 美 作 守に 任す。 其 性 

正直、 智勇 あり 和歌 を嗜 み、 文武に 達せし 良將 にて、 武名 天下に 冠たり。 太閤へ 屬し 

氏 を 賜 は.^、 羽 柴越前 守と 號し、 太閤 歿後、 家康 公に 歸屬 し、 忠を盡 し 、奥州 六十 二 萬 


石 賜 は. -、 慶長 十三 年 春、 桥 IKl. 氏 を 賜 はり 、核- キ陸 奥州と 稱し、 其後從 三位 宰相に 進 

み、 又 遂に 中納 言に 至る • 寬永 十三 丙 子年 五月 廿 四日、 七十 歲 にて 逝去。 松 島瑞穀 

寺に 於て 葬し、 法名 瑞巖寺 殿 前 黄 門 正三位 貞三利 公大 居士と 號す。 其 息 忠宗. 綱 宗. 

3  j£ に 至りて、 今 正 に 四 代、 伊達 家 益 繁榮を 見る に、 是れ 積善の 餘慶 なる を や。 惡行 

無道、 人 々慎み 恐るべし。 
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十二 萬石餘 京 極 修理 亮高知  ， 

人皇 五十 九 代、 宇多 帝 九 代の 後 凰， 佐々 木左衞 門尉定 綱より 五代、 京 極左 衞門 尉宗氏 

に 十 一 世の 孫、 長 門 守 高 吉のニ 男な り。 委細 宰相 高次の 卷に 記す。 高 知 も 兄 高次と 

共、 に 太閤に 馬し、 屢戰功 あり。 信 州 高遠 城 を 賜 はり、 後 又 同 州 飯 田 城に 移り、 八 萬 石 

を頜 す。 太閻薨 後、 石 田亂の 時忠戰 あり •。 丹 後 州田邊 城へ 移. り、 四 萬 三千 石の 御 加 

增、 都合 十一 一 萬 三千 石 を 賜 はり、 丹 後 守と 號す。 後 同 州 宮津城 を 築き 移. - 居り、 元 和 

六 庚申 年 八月、 五十六 歲 にて 卒す。 男子 三人 あり。 嫡高廣 p^g. 二 男 修理 大夫高 三. 

三男 主 膳 正 高 通な り。 末期、 次男 高 三へ 三 萬 五千石、 三男 高 通へ 一 萬 三千 石、 相殘る 

七 萬 五千石 を、 嫡高政 へ 配分の 遺言し、 願の 通り 仰 付けられ、 斯くて 高 政 家督 を 縦ぎ、 


貪 京 
愁極 
高 
國 


宽永三 丙 寅年 八月 十九 日、 從五 位下 丹 後 守に 任じ、 元 和 二 丙 辰年 十二月 廿 五日、 從四 

位下 侍從に 昇る • 然れ ども 眼病に 因って、 承 應三甲 午年 四月 廿三 曰、 ハづ 家督 を 摘 

山城 守 高國に 讓.. ^、同 十二月 廿 八日、 隱 居剃髮 して 安智と 號し、 江府 にあり しが、 亦 

何國 なりと も、 居住 心任せの 御免 を 蒙り、 京都 へ 上り、 新黑 谷の 麓 岡 崎と い ふ處 に、 

庵室 を締ひ 住居す。 息高國 は、 父の 讓を 受けし 刻、 從四 位下 侍從 に！ 丹 後 守と 改 

め、 父 高 政氣隨 私欲 多く、 諸人 疎みた る 事 を 思 ひ、 家士 等に 慇慰 を盡 し， 百姓 を 撫育 

せし かば、 四民 遍く讃 仰し、 萬 歲を唱 へ 歡扑 しけ る が、 失れ 人、 志 足，.^ て は 驕 安く、 氣 

1^ ちて は 怠り 易しと かや。 いつの 間に か は 心入替 り、 家老 用人 を 蔑 如し、 譜代 舊臣 

の 跡 式 役目 を 改め、 父 安智へ 不孝 を盡 し、 一 同胞の 見 弟 親族と 不通 義絶し、 氣隨邪 遊 

の 無道 人と なる。 剩へ 家中の 諸 士へ過 役 を 掛け 百姓 を 貧り、 金銀 を貯 へ、 藏に滿 つ 

る を 喜び 快し とす。 老臣 等 種々 諌 むれ ども 聽 入れす • 內戚 外戚の 類 葉 知 昔 入魂の 

輩、 或は 國 中の 寺院 を 以て 諫言 すれ ども 可 かす、、，？ W 女智 入道に 百倍 增 したる 惡 人と、 

其の 沙汰 世上に 隱 なし。 此事 安智 傅へ 聞き、 されば こそ 我に 不孝、 且諸 親類と 不通. 

十二 萬石餘 京；^ 修理 亮高知  0^ 
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種々 の 不行迹 を 盡す事 を。 され ども 父子の 恩愛 捨て 難く、 諸人 を賴 み、 餘所 知らす 

諫言 すれ ども 聽 入れす。 家の 減に 近き にあり。 所詮 御不 害な き內 に、 此方よ. り 先達 

して 言上 せんと 思 ひ 定め、 宽文六 丙午 年 四月 十一 日、 丹 後 守 高 國の惡 ：爭ー 々書記し、 

江 戶へ差 上げられければ、 御 老中 諸 役人 列座に て、 丹 後 守 家嗣の 後、 父 安智に 對し不 

孝、 且つ 一 類 中 不和、 幷 家中の 諸 士頜內 の 百姓 町人 迄、 苛 法 を 出して 困窮せ しむる， 

第、 積惡 具に 演說 あ. り。 領地 殁收 せられ、 高國は 南部 大膳大 夫 重 信へ 御 預け、 高賴は 

藤 堂 大學頭 高次へ 御 預け の 旨、 小 I 立 原 山城 守 長賴坏 渡さ る。 是に 依って 丹 後 守 を 

ば、 极卒備 後 守 政 元. 荒木 十 左 衞門元 知、 同道して 返 出す。 此時息 近 江 守 は病氣 故、 出 

座せ す。 其 後 丹 後 守 男女の 息、 處々 へ 御 預け、 

1 一男 萬 吉七齒  備前 少將极 a- 新太郞 光政 へ 

三男 木工 之 助 2歳  因幡 少將极 卒相模 守 光 仲へ 

四 男 极之助 一一 5  伊達 遠 江守宗 利へ  . 

女子 一 一 人  一一 §冊| せ t^i 松！^ 龜 千代 綱 村 へ 預け 給 ふ 


神 安智 は、 池 田 三 左 i 尉 輝 政の 聱な b。 輝 政の 室 は、 家康 公の 御 女、 督姬 君と 號 

す • 此 御腹に 生れ 給へ るが 安智の 室たり。 亦 丹 後 守 は、 陸奧守 正宗の 聲 なる 故、 

斯の如 御 預けな 

其 後 丹 後 守 * 近 江 守 父子へ 御 扶持 方と して、 米 三千 懐 づっ賜 ふ 外に、 自分の 金子の 內、 

丹 後 守へ 五 百兩、 近 江 守へ 二百 兩、 遣 金と して 下さる。 借 宮津城 請 取 i して、 上使 は 

青山 大膳亮 幸 利、 御 目 付 は 黑川丹 波 守 正直 • 能 勢 治 左衞門 賴宗. 西 尾 籐兵衞 尉 某 仰 を 

蒙り、 本丸 は 松卒若 狹守康 信、 二の丸 は 松 平 主 殿頭忠 房、 三の 丸 は 小 出 伊勢 守 吉重是 

を 請 取り、 若 狹守. 主 殿 頭. 勢 守宮 津を發 足 以後、 在番は 本丸. 1 一 の 丸 は 水 谷 左京亮 

勝宗、 三の 丸 は 九 鬼 長 門 守 隆昌へ 仰 付けら る。 斯くて 各 城 請 取り、 金銀 等 を も 改め 

られ、 御 勘定 衆へ 引渡さる。 偖 高國は 南部へ 預けられ、 奥州 森 岡 城の 邊に壑 居。 延 

寶三乙 卯年 十二月 廿 四日 卒す。 同 八 年 八月 廿 H  、嫡近 江 守 及び 兄弟 殘らゃ 赦免 あり。 

此時近 江 守高賴 も、 同 九月 廿 五日、 陸 奧守綱 村の 領所常 州龍ケ 崎迄參 着せし が、 世の 

中是 迄と や 思 はれ けん、 願 を 達し、 相州鎌倉に到って幽居せらるとな，..^。 又 高 岡の 

十二 萬石餘 京：^ 修理 亮高知 
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舍弟信 濃 守 高 勝 は、 寬文七 年に 召 出され、 同年 十二月 廿七 ほ、 御 扶持 方と して、 五 千 

懐賜 は ..^  、 高 勝 死後、 息 采女正 高 重 家を嗣 ぎ、 專ら 勸 仕す。 

安智 入道 高 攻の弟 修理 大夫高 三 は、、 夂高 知より 三 萬 五千石の 配分 を 受け、 丹 後田 邊 

城 を頜し 卒す。 息 飛 驊守高 仲 家を嗣 ぎ、 寬文三 癸 卯年 正月 六 n 卒す、 遺言の 願に 因 

つ て、 同 三月 廿 五日、 嫡六丸 高 盛 へ 三 萬 三千 石、 1 一男 兵 部に 1 一 千 石 配分す。 同年 十 1 一 

月廿 八日、 高盛從 五位 下 勢 守に 任 や。 同 八 戊 申年 五月 廿 一 日、 但馬 州豊岡 城へ 移 

さる。 引 料金 二 千 兩を賜 ふ • 

高 三が 弟 主 膳 正 高 通 も、 父 高 知よ、 り 一 萬 三千 石の 配分 を 受け、 丹 後 丹 波 郡 岸 山と い 

ふ 所を領 して 卒す。 是も 遺言の 願に 因って、 一 一男 伊織. 三男 左 門 へ 千石づ つ 配分、 殘 

る 一 萬 千 石 を、 嫡 右近 高 供に 讓る。 高 供に は、 宽文七 丁 未年 十二月 廿 < 日、 從五 位下 

主 膳 正に 任じ、 延寶ニ 甲 寅年 二月 廿 八日 卒す。 五十二 歲" 息 集 人家 を嗣 ぎ、 同 十二 

月廿 七日、 從五 位下 備後守 高 明と 受領し、 專ら勤 仕す。 


四 萬 五千石 山 崎 虎之助 

崎 甲斐 守 家 治の 長男に て、 志 摩 守 家 俊が 孫な り • 家 俊 は、 參州御 居城の 時より、 天 

下卒 均の 時 迄、 屡 戦功 を靈す 故、 備中成 羽 城 五 萬 石 を 賜 ふ。 寛 永 十八 年讃州 丸龜へ 

移り、 新に 城 を 築き 居り、 死後 嫡 甲斐 守 家 治 家督たり。 t 父 遺言の 願に 因って、 弟 勘 

解 由に 五千石 配分す。 家 治 卒す。 息 虎之助 家督、 早世す • 令嗣な き 故、 舊頜 歿收。 其 

後備 中 成 羽に て 五千石 を 伯、 夂勘解 由に 賜 ふとな り。 

一 說に、 志 摩 守 家 俊 は、 始め 山 崎 右京亮 定 勝と いひて 太閤に 仕へ、 一 萬石領 し、 石 

0 亂の 時、 勢 州津城 を攻拔 き在番 せし が、 關が原 破る と 聞き、 城 を 捨て 逐電す。 

其 後 如何なる 故に や、 御當 家へ 屬し、 志 摩 守 家 俊と 改 むと いふ。 亦 右京亮 は、 志 摩 

守が 兄に て、 其 迹は斷 絶せ りと もい ふ。 

六 萬 石 松 平 石 見守 輝 澄 

© 萬 五. 千 }Q 山 崎 虎之助 .5 ハ萬石 松 平 石 見守 輝 澄  ーュ 


死 松 
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輝 澄 は、 池 田 輝 政の 三男、 母 は家康 公の 御 女、 故に 核 平氏 を 賜 ふ。 慶長 十八 年 兄武藏 

守 利 隆六萬 石 を 配分。 是れ輝 政 遺言の 願に 因ってな...。 故に 播州 佐 用 郡を領 し、 元 

和 九年從 五位 下石 見守に 任じ、 寬永 三年 八月、 從四 位下 侍從に 昇る。 同 十七 年、 仔細 

あって 御 勘氣を 蒙り、 領地 歿收 あり。 然れ ども 息 能 登 守 政 直へ、 新 親に 一 萬 石 を 賜 

ふ。 父 輝 澄 は、 剃髮 して 石 入と 號す。 寛 文 二 年 四月 十八 日、 五十 九歲 にて 卒す。 政 

直 は 同 五 年 乙 巳 十二月 六日 卒す" 時に * ニ歲。 實子 もな く、 兼て 養子の 願 もな き 故、 

領地 歿收 あるべ き處 に、 御 由緒 ある 筋目 を 以て、 舍弟兩 人 を 召 出され、 极平九 馬 之 助 

政 武に七 千 石、 同 庄左衞 門 尉 政 雄に、 三千 石 を 分ち 賜 ふ • 

七 萬 石 一柳 監物丞 直 盛 

直 盛 は、 一 柳 市 助 直 末が 弟に して、 伊豫 王子の 後胤、 河 野四郞 通信 十八 代の 末孫、 河 

野 市 太 郎藤原 通 直が 孫な り • 通 直 始め 美 濃へ 來り、 土岐 氏に 仕へ、 鞠 を 以て 其 名 世 

に 著し。 土 岐是を 愛し、 一 柳 氏 を 授け、 源 姓を與 へて 一 族と す。 其 孫 市 助 直 末が 時、 


1 柳 直 盛 

ill; 


土 岐家歿 落す る を 以て、 市 助 は 信 長に 嵐し、 後 太閤に 仕へ、 天 正 十一 一年、 濃 州 竹が 鼻 

城主 不破源 六 を水攻 にして 是を拔 く • 時に 直 末 を 竹が 鼻 城主と し、 三 莴石を 賜 は 

,.^、凱陣後、從五位下伊豆守に任せらる" 同 十八 年 小 田 原攻の 時、 直 末 諸 軍と 共に、 山 

中 及び 畑 城 を攻拔 き、 大に 武勇 を 振うて 戰 死す • 太閤 甚だ 感じ、 其戰 死を惜 み、 4. 嗣 

なき を愍れ み、 弟 直 盛 を 家督と して、 從五 位下 監物丞 に 任せら る。 太閤 薨後、 石田亂 

の 時、 大に忠 戰を盡 し、 勢 州 神 戶城を 賜 は 、四 萬 石の 御 加增、 都合 七 萬 石を頜 す。 

• 大坂兩 度の 御 陣へも 供奉し、 後 卒す •  二子 あ b-。 嫡丹後 守 直 重 ニー  男 美 作 守 直 則と 

號す。 直 盛 末期に 上 願す らく、 臣 本國豫 州、 先祖 累世 彼 國を領 す • 願く は 兄 第の 子 

供へ、 豫 州に 於て 然る ベく 領地 配分 拜賜 せんこと を 言上す。 則ち 遺言に 任せ、 嫡丹 

後 守に は、 豫 州新庄 郡西條 にて 三 萬 五千石、 二 男 美 作 守に は、 豫州 川上に て 二 萬 石、 

播州 小 野に て 1  一 萬 五千石 を 賜 ふ。 偖 丹 後 守 直 重 卒して 二子 あり。 嫡監物 直 興. 二 男 

半彌 とい ふ。 是も c^:;^ 直 重 遺言の 願に 因って、 二 男 半彌へ 五千石 配分 あ b  、嫡直 興 

は 家督 を 緩ぎ、 禁裏 御 普請の 手 傳を仰 付けられ、 已に 成就し ければ、 總 奉行 i 共に 休 

七 萬 石  一 S 監物 直 盛  ，  i 
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息の 御 暇 を 賜 はり、 其 後 禁裏 御 移 徒の 時、 御 普請 中の 諸 奉行 諸 役人 を 悉く 京都 へ 召 

され、 御 祝儀 を 賜 ふ。 此時監 物 御請の 次第 惡く、 其 上 御 普請 中不 行迹甚 しく、 殊に 家 

士圃 民に 苛 法 を 出し 困窮せ しめ、 私欲 深き 事、 一々 上聞に 達せし かば、 寬文五 年 七月 

廿 九日、 直 興 を 評定 所 へ 召され、 御 老中 列座 に て 積惡申 渡し、 領地 歿收。 其 身 は、 核 

卒加賀 守 綱 利へ 御 預けな り • 

直 盛が 二 男 美 作 守 直 則 は、 豫播ニ 州に て、 三 萬 五千石 を頜 し、 豫州 川上に 城 築きの 願 

を 達せし が、 事 成らす して 病死す。 一女 あ、 り。 是に 因って 末期に 及び、 小 出 伊勢 守 

吉 親が 二 男 宇右衛門 直 次を聱 とし、 家督 相 續を願 ふ。 然れ ども 兼々 此儀 言上せ す、 

末期の 願 宜しから すとの 仰に て 、領地 歿收 せらる。 併し乍ら 其 遺言 を も 愁み給 ひ、 

小 出 宇右衞 門へ、 新規に 一 萬 石 賜 はり、 一柳の 名 迹を繼 が しめらる。 

私に 曰、 當時 一 柳 土 佐 守 直 好 は、 宇右衞 門が 孫な.^。 又 一 柳 半彌家 は、 當時權 之 允 

なり。 


二 萬 石 日 根 野 織 部 正吉明 

父 織 部 正高吉 は、 太 閽に仕 へ屢 軍功 あり • 殊に 小 田 原 合戦に 軍 忠を勵 まし、 信 州 高 

島 城 1 一 萬 八 千 石 を 賜 ふ- 太閤 薨後、 御當 家に 屬し、 卒後 子吉明 家を嗣 ぎ、 從五 位下 織 

部 正に 任 t 慶長 十六 年 故あって 所領 減じ 二 萬 五千石と な. -、 野 州 壬 生 城へ 移る • 

寬永 十八 年 五千石 御 加增、 豊後 府內城 へ 移り、 萬 治 元 戊戌 年 卒す。 男女の 子な し • 

領地 歿收 • 

二 萬 石 水 野 信 濃 守 元 知 

元 知 は、 備後守 元 綱の 男な，^。 先祖 由緒 は 人遍く 知る 故、 愛に 記さす • 元 に，.^ 

州 碓永郡 安中の 古地 一 一 萬石餘 を拜頜 し、 老衰に 及んで 隱居。 寬文四 年 十月 廿ブに 弟 

髮、 法名 道 耍と號 し、 家 を 信 濃 守 元 知に 讓る • 元 知 は、 水 野 監物忠 善の 聱、 智仁 深き 將 

な， 0 しが、 其 內室性 得 嫉妬深う して、 每に元 知 を 疑 ふ。 時 元 知、 百. 》 の 御 暇 賜 はれ-、 

二 萬 石 日 根 野 織 部 正吉明 二 萬 石 水 野 信 潙守元 知  5^ 
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安中へ 赴く  • . 其 跡に て、 或者內 室へ 讒 すらぐ、 殿 は 安中に て、 美人 數多 抱へ 置きて 御 

寵愛 あり。 君の 御 事 は、 露程 も 思 召し出し 給 はやな ど 申しければ、 內室是 を 聞きて 

彌憤、 り、 後 信 濃 守參府 あり、 其 夜 奥方 へ 入らる、 處を、 內室守 刀 を 以て、 覺 

あらんと 詞を褂 け是を 斬る。 然れ ども 簿手 にて 命に は 恙なし。 元 知 は 奥方と いひ、 

殊に 夜中 聊思 寄らざる 事故 大に 驚き、 表へ 走り出 でら る • 是を 見て 內 外の 男女、 周 

章 騷動斜 ならす •  . 

一 說に、 信 濃 守淫亂 にて、 下 尾 敷に 美女 大勢 抱へ 置く  • 倍 參府の 夜、 彼 下屋敷に 一 

宿 あ. o。 翌日 內方 室の へ 見舞 はる。 內室是 を 憤り、 我は監 物の 女な り。 たと ひ惡 

女に て 心に 深から すと も、 參府 せられば、 先づ 此方へ こそ 見舞る ベ きに、 私 妾 共 を 

第一と し、 我 をば 世上の 禮儀 迄に、 口 〈今 見舞 はる、 こと 法に 背けり • 都て 私用 を 

重んじ、 本末の 禮 儀を辨 へざる 人 なれば、 必御 勘氣を 蒙られなん。 又 父 監物此 を 

聞かば、 早速 不義 を 告げざる と、 吾 身勘當 せられん。 所詮 斯る 不義の 人 をば 斬殺 

し、 我 も 自害し 死なん に は 如かす と 思案して、 切らる と 云々。 


伊勢 新 九 

郞今 川に 

仕 ふ 


此旨 忽ち 上聞に 達し、 信 濃 守亂 心の 樣に 言上す る 故、 寬永七 年 八月 頜地 歿收 して、 水 

野 出 羽 守 I へ 御 預け、 信 州 菜 へ 配流 せらる •  ^^^^M^m 

態と 記 

さす。 

三 萬 石 北 條出羽 守 氏 重 

氏 重 は、 桓武 帝の 後胤、 伊勢 伊豫 守が 末孫、 足 利將軍 家に 苯 仕し、 數代 伊勢 守と 號し 

ける が、 將 軍の 威勢 漸/、 衰へ、 立身 ある まじき 事 を 察し、 伊勢 守 氏 茂 代に 京都 を 出奔 

し、 勢 州に 赴き、 伊勢 新 九 郞と名 を 改め、 蟄居し け る が、 天下 擾亂の 最中 なれば、 武者 

修行して諸國を回，.^、明君に仕へ身を立てんと欲す， 愛に 驗遠參 三 州の 大守今 川 刑 

部大 夫の 妾 は、 氏 茂が 姉な りし かば 是を賴 み、 今 川 家へ 仕へ、 頻に 立身して、 長祿ニ 

年 豆 州 a 山城 主と なる。 其 後 同 州 堀 越 城の 御所 茶々 丸 殿を攻 落し、 是 よ..^ 伊勢 氏 を 

改め、 北條 i 稱す。 委細 北條 家譜に 見えたり。 倍明應 三年、 相 州 小 田 原 城主 大森筑 

前 守實賴 を、 謀 を 回らし 攻 落し、 此 時より 小 田 原 城へ 移り 居す。 是ょ b 先刹髮 して、 

三 萬 石 北 條出羽 守 氏 重  s< 
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北 條氏茂 入道 早雲宗 瑞と號 し、 武威 大に關 東に 輝き、 終に 伊豆. 相模を 手に入れ、 文 

龜 三年に 卒す。 其 子 左 京大 夫 氏 綱 家督 を繼 ぎて、 武州. 房 州を攻 取りて 卒す • 其 子 左 

京大 夫 氏康の 時、 旣に關 東 A 州 悉く 伏し、 猛威 大に震 ふ。 氏康の 舎弟 上 總介綱 成 は、 

故 ありて 福 島 を 氏と し、 相 州 玉繩に 居城す る 故、 時の 人是 を玉繩 殿と 稱す。 其後武 

州 川 越 城 夜 軍して、 亦北條 氏と 改復 す。 此綱 成の 措 物 は、 地色 を 黄に して、 八幡宮と 

書き、 是を 差して、 數 度の 合戰に 武勇 を 振 ひ、 勝利 を 得る を 以ての 故に、 敵 味方 共に 

此將 を地黃 八幡と 異名して、 甚だ 怖る。 綱 成 卒し、 其 子 常 陸 介氏繁 家督 を繼 ぎて、 北 

條出羽 守 氏 重と 號マ。 寛 永 十七 年 一 萬 石 御 加增、 總州關 宿 城に 移り、 正 保 元年 1 一千 

石 御 加增、 騣州田 中 城へ 移り、 程なく 亦慶 安元 年 五千石 御 加增、 遠 州 褂川城 を 改め 賜 

は. o、 凡て 三 萬 石と な. c/ 萬 治 元 戊戌 年 十一月 朔曰 病死。 男子な し。 女子 一人 あ、 り 

しが、 是^ 存生の 內、 土方 木工 之 助 雄 氏へ 嫁す。 是に 因って 頜 地歿收 あ， -。 諸道 具 

は 皆 息女に 賜 ふとな り。 


六 萬 五千石 池 田 出 雲 守長當 

長當 は、 池 H 備中守 長吉の 嫡男に して、 紀伊守 信 輝 入道 勝 入の 爲には 孫な り • 父 長 

吉は、 石 田亂の 時、 兄 輝 政と 共に 向 ひ、 江 州 水口. 勢 州龜山 等の 諸 城を拔 降し、 其外忠 

節 あり。 均 後、 因幡 州 鳥 取 城 六 萬 石 を 賜 は、 り、 元 和 元年 大坂 御陣 にも 戦功 あり。 

同 三年、 五千石 御 加增、 備中松 山城へ 移り、 寛 永 九 年 四月 十 H 卒す。 息 出 雲 守 長當家 

督た b しが、 同 十八 辛 巳年 九月 六日 卒す。 實 子な ズ、 此家 終に 斷 絶す。 

私に 曰、 長 吉の戰 功 智略、 且 つ 勝 入 K 政の 忠節 は、 諸 錄に顯 著 故是を 略す • 

二 萬 石 羽 柴壹岐 守 正 利 

三 萬 石 町 野 長 門 守 幸 和 

ノ三萬 石 織 田 上野 介 信 勝 

一 萬 石 脇 坂 甚五郞 安信 

六 萬 五千石 池 田 出 雲 守長當  en 
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二 萬 五千石 本 多 主 膳 正 

一  萬 千 石 山 岡 主計 頭 政 家 

一 萬 石 近籐石 見守 信用 

一 萬 1 一千 石 成 田 越 前 守 

1 萬 入 千 石 皆 川 志 摩 守 

一 萬 四千 石 野 地 美 濃 守 • 

一 萬 四千 石 來島丹 波 守 常春 

一 萬 石 宫城越 前 守和甫 

一 萬 石 新 籐七郞 右衞門 

右の 人々、 頜地 歿收、 或は 減少、 或は 遠島 追放 せらる • 其 仔細、 且 先祖 子孫の 事、 其說 

」 區々 にして 分明な & ざる 故 記さす • 


1 萬 石 長 谷川 式部 少輔守 知 

守 知 父 源三郎 入道 宗仁 は、 本 信 長に 近 仕し、 天 正 十 年 六月 1  一 3、 明智 光秀、 本能 寺に 

於て 信 長 を弑す 時、 宗 仁忠戰 して、 翌 三日 仔細 を 太閤 へ 注進す。 太閤 此時毛 利 « 元 

と對陣 ありし が、 驚きて 上洛 あり。 山 崎に 於て、 光秀 旣に誅 に 伏す。 $ ^つて 長 谷川 

に 一 萬 石 を 賜 ふ。 宗仁 死後、 子 式部 少輔守 知 家督 を嗣 ぎて、 石 田亂の 時、 御當 家へ 馬 

する を 以て、 本領 安堵して 卒す • 子 三人 あり。 嫡子 鏠殿助 正 尙に七 千 石、 二 男 三 左 

衞門尉 守 勝に 三千 石、 三男 小兵 衞は 幼少 なれば、 正尙に 預けた き 旨、 遺言の 願に 任せ 

らる。 螭正尙 子な き 故、 弟 小兵 衞を 養子と し、 七 千 石 を讓. M し 卒す。 小兵 衞も 程な 

く 早世す る 故 、領地 歿收。 二 男 守 勝 は、 卒後其 子 五左衛門 尉秀 明、 家督 を嗣ぎ 卒す • 

其 子 三 左 衞門尉 家を嗣 ぎて、 今 專ら劐 仕す， 

H 禺 A 千 石 大島久 吉郎某 

1 萬 石 長 谷川 式部 少輔守 知 一 萬 八 千 石 大島久 吉郞某  E さ】 
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父 は、 大島 彌三郎 とて、 老衰に 及んで 卒す" 久吉郎 家を嗣 ぎて 早世す^ 一^ t 嗰 仍っ 

て 所 頜歿收 あり。 然れ ども 久吉郞 が 叔父 大島茂 兵衞を 召され、 新 親に 五千石 賜 ふ • 

其 子 茂 兵衞が 時、 遺言の 願に 因って、 二 男 久左衞 門に 千 五百石、 三男 卒八郞 に 五百石 

配分。 嫡子 雲八郞 は、 伊勢 守に 任じ、 後 肥 前 守に 改め 專ら劐 仕す。 

, 二 萬 石 竹 中 采女正 重 次 

父 は 竹 中 源 助 重 信と て、 太閤に 仕へ、 一 萬 三千 石領 せし が、 石 田亂の 時、 忠 ある を以 

て 七 千 石の 御 加增、 豊後府 內城を 賜 は. oZ 從五 位下 伊豆守に 任じ、 卒す。 采女正 重 次 

家を嗣ぎ、長崎奉行を司，.^しが、武士に似合はざる私曲の事甚だ之ぁり、 一 々上聞に 

達し、 所 頜歿收 して、 江戶に 於て 生害 仰 付けら ると なり • 

三 萬 石 SM^li^! 本 多大 隅 守忠繼 

、 忠繼 は、 正 信の 次男に て、 上野 介 正 純の 舍弟、 野 州 壬 生 城主な り。 仔細あって、 家人 


の爲、 粟 橋に 於て s せらる。 甚だ 不埒の 事故、 所 頜歿收 • 此の 事 遠慮あって 態と 記 

さす。 、 

二 萬 六 千 石 桑 山 加 賀守晴 行 

晴行 は、 伊賀 守 晴自； が 嫡男、 修理 亮暗直 入道 治 部 卿 法 印の 孫な り。 代々 和 州 御所 i 

いふ 所を頜 す。 晴行 病死の 節、 幼少の 男子 有 V 之、 家督 を 願 ひ 仰 付けられ しが、 程なく 

早世 故、 所頜 歿收。 然れ ども 晴行舍 弟 主 水 を 召 出され、 千 石 を 賜 ふとな り， 

一 萬 三千 石 富 田 越後 守 某 

富 田、 始め 山 崎 六左衞 門と いふ。 信 長に 仕へ 三千 石を頜 し、 弓大將 たり。 天 正 十二 

年、 越 中國主 佐々 內藏 助成 正と 共に、 末 盛の 城を攻 むる 時、 一 番鎗を 突き 勇 を 振 ひ、 

一 萬 石の 加 堦を賜 ふ。 後 太閤に 仕へ、 故あって 山 崎 氏 を 富 田と 改め、 從五 位下 越後 

守に 任 や。 中倏 流の 兵 術の 名人 なれば、 秀忠公 • 御所 望 あ，..^ 御家人と し、 江 戶へ召 

二 萬 六 千 石 桑 山 加？ <守晴 行 一 萬 三千 石 富 田 越後 守 某  0 
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して、 其劎術 を御覽 めり。 最 妙なる を 甚だ 感じ 給 ひ、 後 御 師範と なし、 專ら劐 仕し け 

るが、 御前に 於て 不義の 惡行 ありて、 所領 忽ち 歿收 して 追放 せらる • 

四 萬 石 片桐出 雲 守 孝 利 

片 桐の 先祖 は 知らす。 孝 利が 父 は、 片桐助 作 直 盛と て、 本 太閤の 馬 廻の 士 にて、 千 石 

領 しける が、 天 正 十 一 年、 江 州 志 津が嶽 軍に、 柴田勝 家の 總 旗頭 拜鄕 五左衞 門と いふ 

無雙の 大力の 勇士、 太閤の 先手 を 八方へ 打破り、 其 後 十三 段の 備をも 突崩す。 時に 

七 番に備 へたる 石 川 兵 助、 十文字 鎗を 取って 突いて 懸り、 暫く 戰 ひける が、 拜鄕其 健 

石 川.^ 突 伏せ 首を^る。 是を 見て 片根助 作 は、 八 番に備 へ 居し が、 一文字に 馳せ來 

,.^、拜鄕と戰ひ終に突落し、其首を取って獻る。 太閤 感賞淺 からす、 卽 五千石の 感狀 

を 賜 はり、 其 上 八 番に備 へ て、 七 番の石 川が 敵 を S 取りたり とて、 七 本 鎗の內 とせら 

る。 凱 陣後市 正と 改め、 諸大 夫に 任す。 是ょ. -累に 加增、 二 萬 石 迄に 至る。 太閤 薨 

後、 故あって 家康公 へ 志 を 通す。 秀賴是 を 不審し、 一 萬 石の 加增 あり、 片桐、 家康公 


死片 
去 桐 

直 
盛 


の 聞 を 恐れて、 辭 退して 受けす a 家 康公此 事 を 聞 召し、 一 萬 石の 御 加增を 賜 ふ • 是 

を 聞きて、 大坂 にて、 片桐を 害せん と 巧む 故、 大坂を 立 退き 江 へ 來る。 元 和 元年 大 

坂 亂の時 は、 片 桐病氣 にて 出陣せ す。 終に 同年 五月 廿 八日 卒す。 委細 難 波 軍記に 見 

えたり。 息 出 雲 守 孝 利、 家督と して 兩度 御加增 あり、 後 卒す。 分嗣 なき 故、 所領 殁收 

せらる。 併し乍ら 其 弟 半 之 4^ に、 三 萬 石 を 賜 ふと 云々 • 


古今 武家 盛衰 記 卷第廿 三 終 

四 萬 石 片桐出 雲 守 孝 利  B 
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五 萬 石 青山 伯 * 守忠俊  t 

忠俊 は、 大職 冠の 末裔、 靑山喜 太夫 忠 門が 孫、 播磨守 §t,_ 常忠 成が 長男、 幼 字藤藏 と 

號す。 家 康公參 州 御 在 城の 時よ， り、 父忠 成と 共に 諸 國の戰 場に 向 ひ 忠を盡 す。 中に 

も 天 正 十八 年 小 田 原 軍の 時、 大に功 あ. o。 關 八州 御領の 時、 御 書院 番組 頭と なる。 

慶長十 乙 巳年 秀忠公 御 上洛の 供奉す。 是 より 先、 文 祿元壬 辰年、 秀忠 公の 御前に 召 

され、 藤 藏を藤 五郎と 改めら る。 此時 十四 歲。 慶長十五戊戌年十ー 月十七日、從^.- 

位下 伯耆 守に 任じ、 御 書院 番頭と なる。 元 和 元年 大坂 再亂の 時、 無二の 戦功 を勵ま 

し、 御 加 恩 蒙， 同 六 年 召さ れて、 御 直に 五 萬 石の 御朱印 を 賜 は り， 武州岩 付 城 と 

なる。 彼 城 は江戶 御城の 根城な り。 數年 忠節 を盡す 故、 之 を 賜 ふ。 猶 宜しく 忠勸を 


補 等 土酒靑 
佐 ，井 f 

， 光利' lii、iUi、 

な 勝 世 後 


抽ん すべきの 上意 あり。 諸人 其榮を 羡み歡 t 是 より 先、 父 播磨守 は、 慶長 十八 癸 

a 年 十二月 廿： n 卒す。 江 ！：£ 円 山 宿 梅 意院に 葬る。 法名 圓相 院殊 光道 的と 號す。 忠 

俊 は、 元 和 元年 九月、 家 光 公の 御 守に 附 けらる。 同日 酒井雅 樂頭忠 世. 土 井 大炊頭 利 

勝 も 一所に 召され、 家康 公の 上意に、 今日 よ. 9 汝等 三人 を、 小 千代に 附く ベ き 旨， 將 

軍予 に內談 なり。 將 軍の 底意 は、 雅樂を 後見に 備ふ べしとの 事ぞ。 仁 を 以て 成育す 

べし. - 大炊 は智を 以て 諫めよ。 伯 老曰は 勇 を 以て 守 立てよ • 共に 和 同して 是を 補佐 

す ベ しと、 三將 謹んで 奉 命す。 是 より 酒 井 は、 何事 も 威儀 嚴 重に 詞 少なく、 竹 千代 君 

御前 にても、 利 勝. 忠俊 共に 手 を 束ね、 是が爲 に 座 配 を 改めら る。 偖 靑山忠 俊 は、 然る 

ベから ざる 御 事な ど ある 時 は、 自ら 刀 脇 措 を 次へ 投 出し、 大膚脫 にな b  、御 膝の 上に 

這 上. o、 臣を 御成 敗 あ つ て、 御 心 を 直し 給 へと いふ 事 度々 な.. >。 又 土 井利 勝 は、 至 つ 

て御氣 合、 何事 も 御 心 易く、 兩將 退出の 時 は、 其 後に て 唯 面白く 酒な ど 進め 參ら せ、 

顏を悅 ばし め、 從容に 是を諌 めて、 伯耆が 度々 言上す る 儀、 道理 至極な り。 此 事を雅 

樂頭 などが 承. 9 候 は 》 、如何 存 すべき やらん。 唯々 伯耆が 詞に隨 はせ 給 ふ べしと 申 

玉 5? 青山 伯 香 守忠後 


古今 武家 盛衰-訊 卷第廿 四  i 

す -レ よ .9  竹 千 R 君 も、 伯耆守 をば 憚.^ 給 へ て、 何事 も 4^ 御 許容 あ.^。 新く 三 將志を 

合せ、 輔佐し 奉る に 因つ て、 御成 長に 隨 つて、 明將 軍と ならせ 給 ふ。 世人 皆、 家康公 

の 御 識量を 歎 伏す- * 斯くて 元 和 一 一年 四月 十七 日、 家 康公薨 御、 同 八 壬 戌年 四月、 七 回 

忌た るに 依つ て、 同 十一 一日 江 戶御發 驚に て、 秀忠公 日光 へ 御社 参。 此時忠 俊の 居城 

岩 付に 御旅 宿、 種々 御 褒美、 御懇 厚の 上意 を 蒙る" 翌十 三日 御進發 あり。 然るに. 寬 

永 1 一 乙 a 年 十一 一 月、 仔細 あ つ て 御 勘氣を 蒙に 所 頜歿收 せられ、 忠俊 幷息宗 俊、 共に 

遠 州 小 林 鄉卒木 村 內藤彌 一 右衞 門と いふ 者の 處へ 配流。 同 九 壬 申年、 同 州 今 泉 村へ 

移り、 蟄居 すれ ども 御宥 免な ぐ、 同廿 癸未 年 四月 十五 H 、今 泉に 於て 卒す。 時に 六十 

六歲。 火葬して 法名 泰雲院 寿室宗 信と 號す。 骨 は紀州 高野山に 送り、 石塔 は 京大 德 

寺の 芳春院 に 立つ • 程 もな く 息 宗俊召 出され、 始めて 三千 石 を 賜 は. 9、 御 書院 番頭 

となる。 此年驗 河 大納言 殿 生害 あり。 駿州 府中 城在番 は、 宗俊 * 番 なり。 是ょ b 前、 

元 和 八 壬 戌年 十二月、 從五 位下 因幡 守に 任す。 正 保 元 甲 申年 五月 廿 三日、 大 番頭と 

なみ、 慶 安元 戊 子年 閨 正月 十九 日、 新規に 三 萬 石 賜 はり、 信 州 小 室 城主と なる • 時に 


死靑 
去 山 

後 


宗俊 四十 一 歲な 此時家 光！^、 因幡 守 を 御 居間 へ 召され、 父 伯耆守 忠臣た る 事、 漸 

漸に今 思 合せら る。 汝も 父が 我に 仕へ し 如ぐ、 又 竹 千代 縣雜ひ f| 鎖に 仕へ よ。 誠に 伯 

耆が 配所に て 死去、 不便の 次第な りと 御 涙 を 催し、 甚だ 哀惜し 給 ふ。 旣 にして 亦宽 

文 二 壬 寅年 九月 十五 日、 1 一 萬 石 御 加 增，大 坂 御城 代 仰 付けら る。 同 九 己 酉年 十二月、 

江戶へ 召されて 四 品に 進み、 御 懇親の 上意 を 蒙り、 手づ から 御 褒美 樣々 賜 はり、 且御 

廉 中へ も 召され、 御 御 褒美 數品賜 は り， 御慇 慰の 仰 あり， 宗俊 感泣し て 退出、 大坂 

に 赴く。 老衰して、 御城 代役 御免 を 願 は る 、に 因って、 延寶六 戊 午年 六月 十 HX  、稻葉 

美 濃 守 正則 を 以て、 御免の 旨 仰 遣 さる • 同年 八月 十八 日、 本 高 五 萬 石に て、 遠州濱 

松 城 拜頜。 翌七己 未年 二月 十五 日、 江戶に 於て 卒す。 七十 四歲。 品 川 東海 寺 地中 臨 

川院に 葬す。 法名蟠龍院義邊寸忠と號す。^明 錢"；^錢、文：^?^!が|， 將簞 家、 其 死 

去 を 忝くも 御憐惜 あり。 嫡和泉 守忠親 家督 を嗣 ぎ、 後忠 雄と 改む。 性 得 病身に て、 

貞享ニ 乙 年 八月 八日 卒す。 齢 » 五。 是も臨 川院に 葬， -、 法名 凌松院 高巖淨 潤と 號 

す。 實子 なき 故、 弟 喜 太夫 忠重 II を 養子と し、 家督 遺言の 願； つて、 忌明けて 同 

玉 萬 石 靑 山伯耆 守 後  t 七 一 
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十月、 忠 重に 家督 仰 付けられ、 從五 位下 下野 守に 任 や • 其の後 其 弟 左衞門 を、 下野 守 

養子に 仰 付けられ、 元祿ニ 己巳 年 十二月 廿 七日、 從 五位 下筑後 守に 任せら る。 今專 

ら勤 仕す • 

駿河 大納言 忠長卿 

駿遠兩 州 五十 五 萬 石 餘の大 守、 從 1 一位 權 大納言 源忠長 卿に、 秀忠 公の 御 一 一男， 家 光 公 

同腹の 御舍 弟、 童名國 千代 丸、 又國松 九と す。 幼う して 穎悟 秀發、 秀忠公 御 寵愛 甚 

しぐ、 又 家 光 公 は、 御 幼少の 時 は、 甚だ 柔順に て 御 遠慮深く、 其 上 御 病身な りし かば、 

天下 は國 千代 君 へ 譲らせ， 給 ふ ベ き御覺 悟に て、 或 時 家康公 へ 御對話 あ，..^。 竹 千代 九 

は、 天下 を 治む る 質に 非す。 國 千代 は 大將の 器な り。 然 らば 天下 をば、 國 千代に 御 

傅へ ある べき やと 仰せら る。 家康 公宣く、 嫡を 捨て、 庶子へ 家 を讓る 事、 其 適 子嗣ぐ 

ベ き 器量な き 時、 止む 事 を 得 ざれば な.^。 嫡子の 性質 大形なら ば、 是を 立つ る 事、 是 

れ 古今 不易の 法な り。 摘 子に 家 を讓. 0 て は、 其 子縱ひ 不所存 にても、 父に 惡名 なし • 


庶子に 讓 りて 不所存 なれば、 父に 惡名を 得。 又 適 子の 所存に より、 家 を讓ら ざる 前 

に、 惡事 をす if 武田信 Is にて 考 ふべ し， ハ乂 子の 間 は、 唯 骨肉 ー體の 

事 を 忘れ や、 大身 程、 父子 疎からざる 樣 にして、 心に 叶 はざる 事 あらば、 面談に て密 

に S ひべ し。 遠慮して 人 を 以て 諌 むる 時 は、 却て 逢 展出來 て、 必す惡 事と なる もの 

なり。 予今竹 千代 丸を視 るに、 後必ゃ m 將軍 とならん。 國 千代に 世を讓 らん 事、 勿 

體 なしと ある 故、 家 光 公 御讓を 受け 給 ひ、 後 果して 明君と 仰がれ 給 ふ。 東 照 神 君の 

御謹の 程 ぞ 淺 からね。 纏： Jlii 、一  顏 5 ちへ 

去 程に 秀忠公 は、 仰に 任せ、 家 光 公へ 御代 を 讓らせ 給 ふ。 國千 

代 君に は、 元 和 三年 一羽め て 信 州 小 諸 城 十 萬 石 賜 はり、 翌四年 十 萬 石 御 加 增， 甲 州 を 賜 

はり、 府中 城に 入り、 同 六 年 庚申 八月 廿 二日、 參議從 四 位下に 敍 任し、 左近衞 權中將 

を 兼ねら る。." 是ょ. 0 前少將 殿と 稱す。 同 九 癸 亥年 七月 廿七 H 、從 三位 權中納 言に 昇 

.-、 其 後 驗遠兩 州幷甲 州の 內、 共に 凡て 五十 五 萬 石 を 賜 はり、 驗州 府中の 城に 移. 5 

寬永三 丙 寅年 八月 廿日、 權 大納言に 進み、 從 二位に 昇 ちれし かば、 天下の 諸侯 尊敬す 

鬆河 大納言 忠長猬  S 


^川 ss, 長 
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る 事、 偏に 將 軍に 齊し。 是に 因って 西國. 中國. 上方 邊の 大小 名 は、 參勤 にも 先 づ驗府 

へ 至り、 諸 品 を 獻じ拜 謁し、 御 暇 申 上げ、 其 後江 戶 へ 赴く 程の 威光な り。 然れ ども 天 

下の 讓を 受けざる 事 を 口惜しぐ 思 はれ、 密々 謀叛の 企 あ b しが、 其 性 短慮 故に や、 程 

なく 亂 心せら る。 忠長 卿の 簾 中 は、 織 田 兵 部大輔 信昌の 姉に て、 內 大臣 信 雄の 孫 女、 

江戶竹橋の內に屋形ぁ，.^ければ、是を北の丸殿と號す。 忠長卿 生害の 後 は、 飾 を 下 

され、 极光院 殿と 申しけ. -。 抑忠 長卿亂 心せられし を、 諸人 普く 知る 事 は、 直 永 七 庚 

午年 十 一 月 五日、 諸士を 殘らす 召して、 當地淺 間 山に、 猿 夥しく 棲む と 聞 及ぶ。 近日 

彼の 猿 狩して 興 を 催さん。 汝等亦 狩 場の 用意し、 其 刻限 を 相 待つ べしと 申され けれ 

ば、 諸士皆 呆れ、 互に 目と 目 を 見合せ、 閉口して 答 ふる 者な し。 時に 朝 倉筑後 守宣重 • 

鳥 井淡路 守成 行 一 同に 詞を揃 へ、 臣等 承る。 彼 山 は、 往古より 殺生 禁斷 にして、 是を 

犯せば、 富 士權現 罰し 給 ふと • 此思召 立 止り 給丄， べしと。 忠長 卿是を 聞きて、 汝等 

が 所存 非な b。 是我頜 地に して、 權 現の 地に あらす。 權現何 ぞ我地 を 咎めん や。 家 

人 はいふに 及ばす、 領分の 諸 民 へ も、 此旨 速に 相觸る べしと、 氣色を 損じ 座 を 立た. れ 


ければ、 重ねて 諫むる 者 もな し • 當 日直 永 七 庚 午年 十 一 月 十 一 H と 定まれば、 士民 

共に 數萬 人、 彼 山に 分 入り、 宵より 一 手々々 に 人 數を配 ，o -、 諸手 一 同に 相圖を 定め、 喚 

き 叫んで 狩る 程に、 猿 一 千 二百 四十 餘を 殺す。 忠長卿 甚だ 悅び與 に 入り、 快し とて、 

慕に 及んで 歸 城す。 然るに 其路 次に て、 如何なる 故に や、 輿の 內 より 小刀 を拔 き、 輿 

舁 きぬる 男の 臂を 突かれければ、 大に 驚き、 輿 を 捨て、 逃走る。 忠長卿 怒 て、 其 者 

誅 すべし と あ. C, しかば、 供奉の 輩 追想け て 殺す。 是手づ から 人 を 殺す の始 なに 誠 

に權 現の 御 祟な らんと、 諸人 さ、 やき 恐る。 是 よりして 亂心ぁ b 、近習 外様の 罪な 

き 者 を 刺殺し 斬殺して、 快し i 慰まる。 叉 奥方へ 入る 時 は、 女中 を 打擲し、 且 不義 を 

行 はる。 是 多く は 酒興 砍と もい ふ。 同年 十二 丹廿ー U:I に は、 鷹 野に 出 でられし が、 

其 日物數 なく 無舆 な. 0 しに、 剩へ天 曇り 風 烈しく、 寒氣甚 しかりし かば、 近所の 小き 

寺院 へ 入り、 暫く 休息 あり • 此時小性小濱七之助は、馬に乘，.^乍ら、忠長卿の目通..^ 

一 町餘 脇を馳 せて、 彼 寺に 來 りければ、 忠長 卿、 七 之 助に 燒 火せ よと あ b ければ、 住僧 

是を 聞きて 薪 を 出す に、 頃日 雪降りて 濡れた る 故、 七 之 助 氣を摧 き燒き けれども、 煙 

^河 大納言 s、s 長. 1  S 
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立ちて、 火 曾て 薪へ 移ら ざれば、 園 爐裡へ 臨んで 火 を 吹きけ る處 を、 忠長卿 脇 指を拔 

き、 小： M が 首 を爐中 へ 斬 込まる。 是薪 濡れ 火 燃えす、 煙甚 しき を 怒らる、 故に やと、 

皆 人 忍びて 涙 を 流す。 忠長卿 は、 徒 目附に 命じて、 其 死骸 を 片付けさ せらる。 淸水八 

郞右衞 門當番 なりし かば、 前に 出で 其 死骸 を 俵に 入れ 是を 出し、 且穢を 掃除す。 忠 

長 卿又淸 水に 命じて、 火 を 焚かし むる に、 煙彌 立ち 11 え ざり しかば、 す は 淸水も 只今 

誅 せらる ゝ にやと 思ふ處 に、 此度は 何事もなく、 終に 歸城 あり。 斯く 科な き 輩-ど、 不 

時に 殺さ、 事數を 知らす。 惡行ー 々上聞に 達し、 頓て 所領 歿收、 御 勘氣を 蒙り、 甲 州 

に 逼塞 せらる。 其 頃 大相國 秀忠公 は、 御 不例 重く、 諸 醫手を 拱きければ、 家 光 公 は、 

忠長 卿の 逼塞 を 憐れみ 給 ひ、 度々 御免 を 御 訴訟 あれ ども、 御 許容な し • 又 或 時 家 光 

公、 御 直に 言上 あ. 0 ける は、 今度の 御 病惱、 甚だ 重く 見えさせ 給 ふ。 あはれ 大納言 御 

勘氣 御免 あ， -て、 御 病中の 御 目 見 御 許容し 給へ かしと 再三 宣 ひければ、 秀忠公 御 涙 

にくれ 給 ひ、 鬼 角の 御 挨拶 はなぐ、 枕 箱より 一 通の 文 を 取 出し、 是を 見ら る べしと て 

渡し 給 ふ- 家 光 公御覽 ありて、 何の 御 一 言 もな く、 其よ b. 後 は、 忠長 卿の 御訴 なし • 


ゆか 長 自殺 


彼 一 通 は、 秀忠 公へ、 忠長 卿より 自筆の 訴狀 なり • 其 文辭、 或 人密に 語. -しは 、跛 遠 

兩 州の 所頜 不足な り。 併し乍ら 右の 所領 高 にても、 五畿內 にて 賜 はり、 大坂城 を 御 

預け 下さるべし。 さなき に 於て は、 將軍を 恨み 奉る となり， 斯様の 訴訟 を 甚だ 怒ら 

せ 給 ひ、 卸對面 もな き 上に、 惡行 日々 に 長せ しかば、 終に 御 勘氣を 蒙り 、甲 州へ 押 込 

め 置き 給 ひしが、 頓て寬 永 八 辛 未年 九月、 上野 高 崎 城主 安藤 右京 進 重 長に 預けら る • 

忠長 s は 上 二 赴き、 憂 曰數を 送. >  、種々 の 術 を盡し 訴訟 あれ ども、 御 許容な ぐ、 剩 

へ 日頃の 積惡、 追々 に {^ 顯せ しかば、 御 勘氣彌 重く、 翌九年 壬 申 十一月 六 H  、高 崎大 

進 寺に 於て 終に 生害 を 遂げら る。 生年せ 九歲- 法名 慶芳院 殿 時徵曉 雲と 號す。 

評に 曰、 忠長卿 は、 幼少より 穎悟 發明、 旣に 天下の 御讓も あるべき 程の 器量な りし 

かば、 官位 從 二位 亞相 迄に 昇進 あ. -、 大 祿を領 せらる。 後々 さぞ 良將 たらん と、 貴 

® 思 望せ しに、 盛年に して 生害 を 遂げられし ぞ、 天魔の 所爲 ならん. 逝去の 前年、 

不慮の 珍事 あ り。 其 故 は 寛 永 八 辛 未年 九月 十九 日、 關 東筋大 洪水、 人畜 溺死す る 

こと 數を 知らす。 其 上雜說 あ， -て、 諸人 遍く 騒動し、 同 „ ^三 H  、武州 忍. 熊 谷. 本庄. 
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佐 野. 館 林 等に て、 未の 上刻 一同に 周章す • 其 日 は 館 林の 町 市立ち て、 近鄕隣 里よ 

り 諸 民 群集し ける が、 誰い ふと もな く風說 し、 當 城主 榊 原 式部 大輔 は、 故 あ つ て 江 

戶に 於て 害せられ、 館 林 へ 討 手と して、 大名 數輩相 向 ふ。 大手 へ は 井伊 掃 部 頭 直 

孝、 川 股の 渡よ り、 搦手 へ は 永 井信 濃守尙 孝、 佐 田 川の 渡 を 越え、 只今 是 へ 押 寄す 

る。 奧キ美 作 守 は、 案內 者と して 先陣に 進む と、 流言す るに 因って、 前後 不覺 に騷 

動す。 此時を 得て、 盜賊、 財 寶雜具 を 奪 ふ。 城 中には、 今更 斯る事 あるべし と は 思 

はね ども、 各面 々に 持 口 を 堅 め、 武具 を 着し 武器 を 取 つ て 是を守 る。 是ょ. Hi  、足 

輕 大勢 遣 はし、 佐 田 川と 川 股の 邊を 見せけ るに、 彼 者 共頓て 走.^ 來り、 敵已に 寄せ 

來 ると 見え、 旌旗 夥しく 遠方に 靡く とい ふ。 又 横 夫 共 馳せ來 り、 敵 山々 に 屯 居し 

て、 我等 を 殺さん とする 故、 漸く 逃れ 來れ りと 吿 ぐる 者 多ければ、 城兵 聞きて 彌周 

章し、 手配 を 定め 役所 を 護り、 今や 寄す ると 待ち 居た るに、 未の 下 刻に 至.. y て、 何 

となく 鑣.. >  ぬ。 是 天狗の 所爲な b と 云々。 旌旗 夥しく、 且又 大軍 寄せ 來る を、 正 

しく 見た る 者 多し。 偖 一人 も 殺された る 者 もな し。 騷勸 せし 事、 巳の 刻よ..^ 未の 


刻まで、 三時の 間な り • 館 林の みに あらす、 笛吹 峠より 此方 板 橋まで、 同時に 混 動 

t 是れ 只事に 非す。 如何なる 凶事 出で 來 らん やと， 諸人 堅 唾 を 飲み 不審せ しに、 

翌年 忠長卿 生害 あれば、 斯る 前表に やと 言合へ 忠長 卿旣に 生害 あれば、 家士 

及び 寶物屋 形 迄散亂 して、 榮盛忽 、衰廢 す。 其 頃 或 人、 武州品 川へ 行き、 町 端れ の 

大 なる 門 を、 不審に 思 ひ 詠め 居け る處 へ、 八十 計りの 老人 來り しかば、 此門は 何の 

頃より 立ち、 誰 人の 爲 にか 立てられ たるに て 候 やと 問 ふ。 老人 答へ て、 此門 は、： S 

我等 若 かりし 時、 上 總介忠 » 君の 御門な， 9 しが、 故 あ つ て 御 家 滅び、 今 信 州 識訪の 

御 住居。 其 後 駿河忠 長 君の 御門と な， - しが、 御惡行 故、 是も御 生害 あり • 其 御門 

を 今 愛に 移して、 品 川の 辻 門と なる。 是 往還の 旅人に 見せしめん との 事な らん • 

されば 忠輝卿 は、 秀忠 公の 御舍 弟、 忠長卿 は 家 光 公の 御舍弟 なれば • 此兩 君、 斯 く 

の 如くな b 給 はんと は、 誰か 思 はんや。 然れ ども 其 親み を 頼んで、 奢の 餘. - 道に 

背き 袷 ふ 故 * 忽ち 自滅し 給 ふ。 其 親 疎隔な き 御 政道 を、 天下に 示し 給 ふならん • 

此門を 見て、 心 あるの 貴賤、 深く 其 身の 涯分 を識 悟すべし と 語りければ、 是を 聞く 

28 河 大納言 忠長癎  E 七 九  』 


島 居 元 s ハぬ 

戰死， . 


古今 武家 盛 一お？ 卷第廿 四  1* 八 0 

者、 感涙 を 催しけ り • 

. 三 萬 入 千 石 鳥居 淡路 守成 行  も 

成 行 は、 甲 州都 留郡谷 村 城主に して、 忠 長卿隨 一 の 老臣たり 。父 は 土 佐 守成 次 

祖父 は 彥右衞 門 尉元 忠 なり。 元忠 は、 家康 公に 從 つて、 參州半 御手に 入.^ し 時より、 

數度 忠節 を盡 せし 後、 石 田亂の 時、 伏 見 城 御 留守 を預 り、 忠戰 して 是に 死す。 委細 參 

河 記に 見 ゆ。 家 康公是 を 御憐惜 あり、 息 久五郞 成 次 を 深く 御稱 美に て、 後忠長 卿へ 

甲 州 を 賜 はる 時、 成 次 を 召して、 忠長は 若年 なれば、 國政 都て 覺 東な し. 是に 依って 

汝を諌 言の 臣に附 けらる べしと、 將軍予 に內談 なり。 影身に 添へ て、 國 千代 を 輔佐 

し、 善く 諫めて 不義な からしめ よ。 若し 汝が 諫言 を 用 ひすん ば、 直に 將 軍へ 訴 へよ • 

必す 怠る 事な かれと、 御 懇の台 命 あ. り。 高 三 萬 八 千 石と し、 郡 內の城 を 賜 は hv 、從五 

位下 土 佐 守に 任せら る。 成 次 恩 を 謝して、 忠長卿 を 輔佐し 諫めし かば、 國家 善ぐ 治 

ま， CS 、忠長 卿の 威光 » き、 やがて 驄遠兩 州 拜領ぁ h つ 然るに 成 次 重病 を 受け、 醫藥驗 


を 失 ひて、 終に 死去し ければ、 其 子 久五郞 成 行 を 秀忠公 召され、 家督 を嗣 がしめ 1 汝 

又 父 成 次が 如く、 忠長を 輔佐す ベ しとて、 從 五位 下淡路 守に 任せら る • 然れ ども 此 

年より、 中 5 長 卿 俄に 放逸 瞬 奢に なり、 老臣 近臣の 諌を聽 かや。 鳥居 亦 若年 故、 其短氣 

威勢に 恐れ、 强く諌 むる 事 能 は ざ b しかば、 大納言 殿、 彌 憚る 處 なく 惡行 募り、 遂に 

御 勘氣を 蒙る。 此時淡 路守も 所領 歿收 せられ、 逼塞 仰 付けら る 、旨、 井上 河内 守 正 

則演說 す。 正則の 內室 は、 淡路 守が 姉な り。 此の 故に 成 行が 不屆 委細 を、 河內 守へ 

仰 渡されし となり、 

二 萬 五千石 朝 倉筑後 守宣重 - 

宣重 も、 遠 州褂川 城主に て、 忠長 卿の 老臣、 字 藤 十 郞と號 す •  土 井 大炊頭 利 勝の 姉聱 

t 先祖 は景行 帝の 後胤， 日 下部 朝 倉 下野 守 貞景な b。 賁景は 朝 帝に 仕へ、 文明 

三年 始めて 越 前 を拜領 し、 北の 庄に 住居して 卒す。 法名 英林 寺と 號す。 せべ 嫡男 を 朝 

倉 右衞門 大夫景 高、 次男 を 彈正左 衞門尉 孝 景と號 す。 孝景の 嫡子 は、 則ち 左 衞門督 

二 萬 五千石 朝 倉筑. 後 守宣重  W 八 一 
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義景 とて、 信 長と 國を淨 ひ、 天 正 元年 八月 廿ほ 、終に 從臣の 爲に弑 せらる • 委細 朝 倉 

己 二， 見 ゆ。 渚景 高の 息 を、 河内 守 有 重と いふ。 然るに 景 高. 孝景 兄弟、 父の 遺 頜を靜 

> 不和と なり、 有 重 は 越 前 を 立 返き、 驗 州へ 赴き、 中 村 式部 少輔 一 氏に 仕へ、 安部 郡 

を頜 す。 中 村 死後、 故あって 家康 公へ 召 出され、 元 和 六 年 七十 一歳に て 卒す。 其 子 

宣 重な. -。 天 正 十三 年、 秀忠 公の 供奉して、 信 州眞田 合戰。 十六 歲 にて 無類の 高名 

して、 御 感狀を 賜 はり、 天下 卒均 すれば、 泉 州驟の 政所 を 仰 付けら る。 其 頃忠長 卿、 

駿遠兩 州拜領 あ， Q。 之に 因って 朝 倉が 武功、 諸士に 勝る を御感 あって、 忠長卿 諫言 

の臣と し、 一 萬 五千石の 御 加增、 褂川城 を 賜 ふ。 If^^f す。 一 然るに 今度 忠長卿 生害 あ 

れば、 朝 倉 も、 鳥居と 共に 御 不審 を 蒙り、 所 頜歿收 せられ 蟄居し 、寛 永 十四 年 二月 六 

日、 六十 五歲 にて 卒す。 其 子 朝 倉 仁左衞 門と いふ。 是は慶 長 十九 年 冬、 牧野 右馬允 

に屬 して 大 坂に 赴き、 無類の 高名せ し 故、 御 歸陣後 召 出され、 御 書院 番を劐 め 、寛 永 

十六 年江戶 町奉行 仰 付けら る。 是 より 先、 御 膳番を 司り、 從 五位 下石 見守に 任じ、 程 

なく 御 使 番を勸 め、 町奉行 後 卒す。 其 子 二人 あ も。 摘 子 は 朝 倉 仁左衞 門重宣 とて、 


家督 を繼 ぎ、 二 男 は 俵 數を賜 は， o、 新 十郎重 朝と いふ。 兄弟 共に 今 專ら劐 仕す • 
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二 萬 五千石 朝 倉筑後 守宣重  E 八 さ 


古今 武家 盛衰 記 卷第廿 0 

古今 武家 盛衰 記 卷第廿 五 


十六 萬 石 土 井 大炊頭 利 勝 

總州 古河 城主 從四 位下 侍從土 井利 勝 は、 家康 公の 御 小 性な しが、 其性智 深く 溫雅 

にして、 頻に 立身し、 剩 へ秀忠 公. 家 光公兩 御代の 執 權職を 司り、 其 名 六十 餘 州に 耀け 

り。 利 勝の 實乂 は、 參州 屋 城主 水 野 下野 守 信 元にて、 右 衞門大 夫 忠攻が 孫な. 9, 

家康 公の 御 母 公偉 通院 殿 は、 忠 政の 女、 信 元に は 妹なる 故、 利 勝 は、 家康 公に は御從 

弟な， 家康 公， 初め 參州 ー國 御手に 入れし 刻、 水 野 信 元は 信 長の 幕下に て、 數度家 

康公を 討ち 奉らん としけ る 故、 其 中 不和に て、 昔 信 不通な." しが、 さすが 伯父 甥の 中 

なれば、 一 大事の ある 時 は、 密に吿 合 はれけ る。 然るに 家康 公、 信 長 方の 持 城 餘多攻 

拔き、 猛威 近國に 輝き 給 へ ば、 信 長大に 怒り、 水 野 信 元 を 召して、 汝が甥 家康を 討ち 


さ 野 

る 信 
元 


て 出すべし と 下知 せらる。 信 元 命 を 受けて、 其 謀 を 廻らす • 家 康公是 を 聞きて、 平 

岩 七 之 助 親吉. 間 宫權左 衞門尉 伊治 二人に 謀 を 授けて、 潜に 信 元 を 討た しめ 給 ふ • 

二人 は密に 屋 城下に 赴き、 心 を碎き 身を窶 し、 爱 彼に 徘徊し、 是を 討たん とす. 旣 

に 天 正 三年 十二月 廿七 H  、信 元 鷹 狩し、 物數 ありて 舆に乘 じ、 日暮に 及びて 歸 城の 折 

柄、 間宫. 平 岩 樵 夫の 姿に 出立ち、 町外れの 森の 中に 忍び 居て、 不時に 立 出で、 左右よ 

b4£.5 卦.， き my どす 舍 一し、 ラ， S ら. ぉォ： ナり。 一 說 -」、 信 長の 寵臣 佐久間 右衛門 信 盛、 

Kv^h-ftKV 信 If^ を, 百 招て £s まらす タゼ }»)« り 故 あ リズ 信 元と 快から す、 橇へ 終：. i 

ipi ぴィ I， 信 元の 弟 物 i 衞忠重 は、 家康 公と 別 心なき 故、 兄 信 元の 家督 を 仰 付け 

られ、 從五 位下 和 泉 守に 任す。 此忠重 も、 慶長五 庚 子年 七月 九日、 參州池 鯉 鮒の 驛に 

て、 加々 野井秀 望が 爲に橫 死す。 息 六 左 衞門尉 勝 成 家を嗣 ぎ、 同年 九月 關が 原に て戰 

功 あり • 其よ. >  濃 州大垣 城 を、 謀 を 回らし 降した る忠 賞に、 一 萬 石の 御 加增、 凡て 三 

萬 石と な b、ts^ 城 を相續 し、 子孫 漸く 御 取 立に 預かる • 當時備 後 福 山城 十 萬 石の 

頜 生水 野 美 作 守 は、 彼 和 泉守忠 重が 子孫な.^ • 偌 下野 守 信 元、 男女の 子 あり。 嫡子 

は 水 野 監物忠 元、 二 男 は 水 野 第 人忠淸 とい ふ • 此 兄弟 は、 父の 横死と 聞きて、 世の 變 

十六 萬 石 土井大 炊^ 利 勝  S 


土 井利昌 

手と す 
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異を 見合せ、 後日に 謦を報 せんとて、 其 節 逐電し ける が、 後 兄弟 共に 召 出され、 今 共 

に 子孫 繁昌せ に 又 11 人の 女子、 一人 は 朝 倉 藤 十郞宣 正が 妻と なる •  ？針 

のと 譜な， r£l-。 一  人 は 2a 城 を 逃 出で 流浪し ける が、 对屋の 町人 三 浦 

五 左衞門 は" は、 ふ 是を圍 ひ 置き、 妻と して 一男 を 生めり • 此の 男子、 後 は 土 井 

利 勝 方へ 引取りて、 家 光 公へ 御 小 性に 出しけ るが、 才發 にして 深く 恩寵 を 蒙.^、 從五 

位下に 敍し、 三 浦 志 摩 守 正 次と 號し、 野 州 壬 生 城 一 1 莴石を 賜 は- 9 ける • 

信 元の 下戚 腹に 一 男 あり • 其 時 僅ニ歲 なれば、 乳母 抱へ て 我 子と 偽， 9、 城 を 逃 出で 

流浪して、 是を 養育す るに、 成長に 隨 つて 穎悟 聰明、 世の常の 人に 非す と 、世人 專ら 

風聞す。 其 頃家康 公の 外 樣の士 に、 土 井 小 左衞門 尉利昌 とい ふ 者 あ. 9。ii 屋魬 t ぎ^ 

l"、sa 顿 5441 老衰して 實子 なし。 因って 乳母に 此子を 養子に せんこと を 請 ふ。 乳 

母諾して曰、此子孤な，.=^とぃ へど も、 其 拙き 者に あらやと • 利昌 大に悅 び、 誰 人の 

子と は 知ら ざれ ども、 養子と して 土 井 甚三郞 利 勝と 號す • 是 後に 則 大炊頭 利 勝と 稱 

す是 な. 9。 養父 利昌 * 家 康に訴 へ 御 小 性に 出す • 恩寵 日に 新に して、 從 五位 下大炊 


頭に 任じ、 慶長 十五 年 新 知 三 萬 二 千 石 を 賜 はり、 其よ. o 度々 御 加增、 元 和 七 辛 西 年下 

總佐倉 城 十四 萬 石 を 賜 はり、 城 を 再興して 居り、 寬永 三年 八月 十九 日、 從四 位下 侍從 

に 昇り、 同 九月 六 H 教事職 を 司 專ら 天下の 政務 を 聞く • 同 十 癸 酉年 ¥ 一  萬 石の 

御 加增、 m 州 古河 城へ 移る。 政事 淸廉 にし て、 秀忠 公. 家 光 公御兩 代の 執事 を 司. -、 

利 勝 死去 一 正 保 元 甲 申年 七月 十日 卒去、， 七十 一 歲。 江 淺草 誓願 寺に 葬す • 法名 寶地院 殿隱春 

泰翁覺 4>1 と號 す。 利 勝 男子 四 人 女子 二人 あり • 遺言の 願に 任せ、 次男 兵 庫 頭.！ 二 男 

能 登 守へ 一 萬石づ つ、 四 男 信 濃 守に 五千石 を頒 つ。 女子 二人 は、 生 駒 壹岐守 高 俊. 松 

16. 讃 岐守賴 包の 室と なる。 信 嫡遠江 守利隆 は、 利 勝の 家を嗣 ぐ。 萬 治 年中 仔細 あり 

て隱 居す。 男子 三人 あ ，-。 嫡大炊 頭 利 重、 二 男 周 防 守 利益、 三男 帶刀 利久 な， S 

隱 居の 時 願 を 達し、 舍弟兵 庫 頭 能 登 守 へ 一 萬石づ つ、 末弟 信 濃 守 へ 五千石 是を加 へ， 

又 其 二 男 周 防 守に 二 禺石を 配分す • 嫡大炊 頭 利 重 は、 古河 城 十 萬 石 を相續 せし が、 

程なく 延寶元 癸 a 年 十月 十七 日 卒す • 實子 なき 故、 遺言に 任せ、 其 弟槽刀 利久、 僅 八 

歲 にて 竹 右衛門と いひけ る を 養子と し、 家督 を 賜 はり、 從五 位下 帶 刀に 任す • 同 三 

十六 萬 石 土 井 大炊頭 利 勝 .  S 
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乙 卯年 四月 廿 九日、 十歲 にて 卒す •  <s! なき 故、 古河の 舊頷十 萬 石歿收 • 併しな が 

ら舍弟 周 防 守 利益 を 召され、 同 五月 廿九 21、 御 老中 列座に て、 古 大炊頭 利 勝、 御 

代々、 忠勸を 53^ す 筋目 を 以て、 六 萬 石 新規に 賜 はト人 自分 配分の 一 萬 石、 共に 都合 七 萬 

石の 高に 仰 付けら る。 天 和 辛 酉年 二月 廿五 曰、 志 州 鳥 羽 城へ 移り、 今專ら 動 仕す。 利 

勝の 二 男 兵 庫 頭 利 長 は、 宽永七 年 武府に 生れ、 字 七 之 助と いふ。 父の 遺頜 1 萬 石、 後 

又 兄利隆 より 配分の 一 萬 石隱郷 S ほ"" を領し 、寛 文 三年 三千 石み 御 加增、 參州西 尾 城 

まとな， > 卒す， 實子 なく、 稻葉美 濃 守 正 利の 息 を 養子と し、 土 井 式部 少輔利 忠と號 

し 家 を »る* 

三男 能 登 守 利 房 は、 寬永九 辛 未年 八月 武府に 生れ、 字 八 之 助と 號す。 父 利 勝の 遺頜 

1 萬 石、 兄利隆 I 籠 配分の 一 萬 石、 凡て 二 萬 石 野 州 足 利に て頜 せし が、. 宽文三 癸 卯年 

八月 十六 日 五千石の 御 加增、 若 御 老中と な. 9、 延寶七 己 未年 七月 十 H、 一 萬 五千石の 

御加增 にて、 大御 老中 職に 移 ト人天 和 元 辛 酉年 二月 廿 二日 御 役 免許、 同 二 壬 戌年 三月 

十六 日、 本 高 四 萬 石 を 以て、 越 前 大野 城に 移る • 


四 男 信 濃 守 利 直 は、 宽永 十五 戊 寅年 武府に 生れ、 父 利 勝の 配分 五千石、 兄 利隆の 配分 

五千石、 共に 下野 下 妻の 內 大輪と いふ 所 を頜す • 延寶三 乙 卯年 御 奏者 役 仰 付けら 

る。 同 五 丁 巳年 三月 十五 日 登城し、 返 出の 時 俄に 氣分惡 く、 百 人 組 番所の 前にて 倒 

る。 諸人 介け 起して 宅に 送りし が、 卒中 風に て 、同日の 晚景 卒す。 實子 なき 故、 能 登 

守 利 房の 二 男 左 門 を 養子に 願 ひ 遺言す。 . 同 六月 廿七 H 左 門 を 召して、 信 濃 守 末期に 

及び 養子の 願、 頗る 御 制 禁の處 なり。 然れ ども 俄の 病死、 殊に 數 年の 勸功 ある を以 

て、 領知 半分 召 上げられ、 五千石 を 賜 ふとな り • 

二 萬 三千 石 新庄民 部直矩 

父 は 越 前 守 直 好、 祖父 は 越 前 守 直定、 曾祖父 は駿河 守直賴 i 號す • 直 賴は太 問に 仕 

へ 戦功 を 盡し、 一 萬 二 千 石を頜 す。 太閤 薨 後家 康 公に 附属し 、後宮 內卿法 印と 稱し、 

七十 五歲 にて 卒す。 息 越 前 守直定 家を嗣 ぎ、 石 田亂に 戦功 あり、 一 萬 八 千 石 御 加增、 

凡て 三 萬 石、 常 州 麻 生に 於て 賜 はり 卒す。 息 二人 あり。 豫て 願に 因って、 二 男 美 作 

二 萬 三千 石 新庄民 部直矩  5? 
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守 直 房へ 三千 石 を 配分す。 嫡越前 守 直 好 は、 二 萬 七 千 三百 石の 家督 を嗣ぐ • 老衰に 

及んで 一 女 あり • 因って 舍弟美 作 守 直 房が 長子 市 太夫 直 時 を 養子と し、 一 女 を 嫁し 

て 家督 を讓 らんと 內談 極り、 旣に 言上 せんとす る內 に、 實子 出生す。 藏人直 矩と號 

す。 是後民 部と 改む。 斯くて 直 好 は、 寛 文 二 年 七月 廿 二日、 六十 四歲 にて 卒す。 實 

子 民 部 未だ 幼少 故、 成長の 間 は、 市 太夫 直 時に 家督 御 預け、 直矩が 後見し、 守 立 つ ぺ 

き 旨 仰 付けられ、 同年 十二月 廿 七日、 直時從 五位 下隱岐 守に 任す。 然るに 直 時 無道 

. にして、 民 部の 成長 を 忌み、 是を 害せん こと を 欲す。 是 故に 御 老中 へ 對謁の 時 は、 民 

部 病身 且不 行迹 なりと 訴 へ、 世上 へ も此 沙汰す。 然るに 或 人隱岐 守が 不義 を 潜に 訴 

ふ。 御 老中 亦 密に其 虛實を 探らる、 に、 民 部總明 勇健な りし かば、 延寶ニ 甲 寅年 八 

月. 日 隱岐守 を 召して、 民 部 事 早 成長せ り。 預 くる 所の 知行 二 萬 七 千 三百 石 を、 民 

部へ 返し 與ふ べし。 但し 高の 內七千 石 直 時に 賜 ふ • 是民部 を 守 立てた る忠 賞な 

以後 猶 a 部 を 輔佐す べしと あ. 0 しか， ば、 是非な く 家督 渡す と雖、 口 惜く思 ひ、 民 部が 

近臣 家人 等 を 語ら ひ懷 け、 金銀 衣服 を與 へ、 民 部 を惡樣 にい はしむ。 數年直 時が 恩 


顧の 者 多ければ、 是に與 する 者 過半な， 9 しが、 如何なる 故に や、 延寶四 丙 s 年 四月 随 

B^^^feitill 4： 嗣 なければ 、同上 ハ月廿 一 曰領知 歿收。 

然れ ども 舊 家の 斷絕 を愍れ み、 隱岐守 直 時に 三千 石 賜 はり、 都合 一 萬 石と なる。 翌 

五 丁 巳年 三月 十五 H 、大 坂の 加番仰 付けられ しが、 頓て惡 病 を 受け、 同年 七月 廿七 H 

大坂 御城 中に 於て 卒す a 此時豫 ての 惡行 無道、 民 部 を 殺せし 次第、 己と 口走り、 其 仕 

形眞 K をし、 種々 恐し き 風情して 死す。 然れ ども 在番 にて 死す 故、 息 主 殿直智 に、 同 

年 九月 廿九 m 家暂を 賜 ふ。 

新 庄美作 守 直 房 は、 父 直定の 配分 三千 石を頜 し、 諸 番頭 を 司.^、 千 五百石の 御 加增を 

よ ，り 卒す。 男子 四 人 あり • 長男 は 市 太夫 直 時、 隱岐 守と 受領し、 前に 記す ニ男宫 

內直 長、 三男 摁兵衞 尉、 四 男內藏 助と いふ • 直 房 末期、 宮內直 長に 三千 石を讓 り、 三 

男 へ 千 石、 四 男 へ 五百石 配分す。 直 長 は、 其 後 御 小 性 組 番頭 を 司り、 寬文十 一 辛亥 年 

十二月、 從五 位下 長 門 守に 任じ、 延寶五 乙 巳年 四月 六日 卒す。 忌明けて 同 七月 十二 

日、 息 大學を 召して 家督 を 賜 ふ • 

二 萬 一一 一千 石 新庄民 部直矩  I  B 
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五 萬 石. 松 平 因幡 守憲良 • 

憲良 は、 甲斐 守 忠良の 長男、 因幡 守康 元の 孫、 本姓 は 菅原天 穗日命 十四 世の 孫、 野 見 

宿爾 宇合の 長男、 遠 江 守 古人よ， CS 四 代、 菅原 丞相 道眞 よ， り 十四 代、 久松彈 正 左 衞門道 

定の苗 孫な.. >。 累世 朝 帝に 仕へ、 童 名 皆久极 麿と いふ。 然るに 道 定敕勘 を 蒙り、 尾 州 

智多 郡へ 鑷 せらる。 里人 久极 殿と 稱す。 愛に 於て 道定 始めて 久松彈 正左衞 門と 號 

す。 其 頃 尾 州 は、 足利將 軍の 管 頜斯波 氏の 頜國 なりし が、 故 ありて 阿古 屋の鄕 を、 將 

軍 家より 道 定に賜 ふ。 道定 より 六 代 左京亮 定 氏に， 一 女 ありて 男子な し • 因って 淸 

和 帝 十三 代の 後胤、 一 色 宫內卿 法 印 出 深よ. 9 五代、 兵 部 少輔滿 貞がニ 男、 一 色 太郎左 

衞門^ 定に二 女 を 嫁して 久核 家を嗣 がしむ • 是ょ. >  五世 久松ニ 郎左衞 門 尉 定義が 

嫡子 佐 渡 守定俊 は、 水 野 右衞門 大夫忠 政の 女を娶 り、 三男 子 を 儲く。 所謂 摘 子久松 

源 三郞康 俊. 二 男 三 郞太郎 康元. 三男 三郞 四郞定 勝な り • 此母 公、 始めは 德川 ニ郞三 

郎廣忠 卿に 嫁し、 家 康公御 誕生 あ.^。 故. あ b て離綠 ありて、 定 俊に 苒嫁ぁ り。 ■ 此 三人 


を 產み袷 ふ。 家康 公と は 腹 一つ、 胤替 りの 御 弟な り • 是 故に 皆 松-キ 氏 を^ は..^、 御 

連枝と なし、 天 正 十八 年 七月 十三 日、 關 八州の 主將 となり、 御入國 ありし 時、 定 俊の 

二 男三郎 太郞康 元に は、 驗州， 沼津城 一 萬 石 賜 は.^、 其 後 一 萬 石 御 加增、 總州關 i5 城 を 

賜 はり、 從五 位下 因幡 守に 任す。 石 田 亂の時 は、 江戶御 留守居と して、 御 本丸 を 守る。 

太平 後 二 萬 石 御 加增、 老衰に 及んで 卒す • 息 三郞， H 郎 忠良 家を嗣 ぎ、 從五 位下 甲斐 

守に 任す • 然る を 忠良 は、 性 短 氣驕縱 にして 、御領 他領 も 恐れす 鷹 野 川 狩し、 氣隨を 

働き、 且竹木 薪 等 入用 なれば、 押して 是を切 取 b  、百姓 共 も 御 由緒 ある 家 なれば、 始め 

は 堪忍し 居け るが、 度々 の 事故、 御 代官 伊奈 半十郞 宅へ 相 詰め 是を訴 ふ • 忠良の 百 

姓 は、 忠良 を 笠に 着て 非道の 族 多し • 評定 所 へ 召し、 善 惡を釓 明す る に、 ^宿 頜の百 

姓 元 來非義 にして、 面目 を 失 ふ 事 度々 なり • 甲斐 守 忠良 此事を 怒. -、 或 時 殿中に て 

半十郞 に參會 し、. 我頜の 百姓 度々 狸 を 失 ふ。 因って 其方に 恨 ありと あ.. > ければ、 半 

十郎答 へ て、 足下の 百姓 每度 非義を 巧み、 公事へ 訴へ 出づ。 然る を 何ぞ甲 州に 恐れ 

て、 非 を理に 捌かん やと。 忠良 彌 怒り、 慮外 千 萬の 返答と いふよ h '早く 、拔 打に 斬り 

五 萬 石 松 平 WIS^ 守 憲ー艮  /  S 
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ける が、 其 脇 指 半 十郎が 膝に 當る • 諸 番人 驚き 大勢 立 寄り、 雨 方へ 引 分く  • 然れど 

も 半十郞 堪忍せ す、 财果 さんと 怒る。 此時家 光 公、 半 十郞を 御前へ 召され、 汝が 立腹 

尤な， 9。 甲斐 守が 短氣、 沙汰に 及ばす。 是に 依って 甲 州 をば、 江 10, 近邊に 置く まじ 

きぞ。 堪忍せ よと 御 直に 仰せければ、 半十郞 敬んで 畏り 退出して、 彼疵 養生し けれ 

ども、 足の 筋 切れ 、跛と な b けり。 其 後 甲斐 守 を 召され、 淸廉忠 貞の半 十郞を 恨み、 非 

道の 頜 分の 百姓 共の 方 人し て 是に疵 付く。 殿中と いひ 短慮と いひ、 旁 以て 不屆千 

萬、 急 度 仰 付けら る ベ けれども、 父 因幡 守 忠貞を 守り、 殊に 格別の 筋目 を 以て 御 * 免 

あり。 因って 濃 州大垣 城へ 移さる。 遠國 なれば、 引 料 一 萬 石 賜 ふとな り， 然るに 庶 

子の 家た る 核. 牛 隱岐守 は、 忠功 ある 故、 段々 御 取 立 あり。 甲斐 守 は 短 氣放縱 なりし 

が、 近年 先非 を 悔ぇ忠 動を勵 むに 因って、 御 取 立 ある べき 御 內談、 已に究 りし 處に、 

此時 忠良 在國、 俄に 病氣甚 重し と 注進す。 家光公驚き給ひ、若し病死せば殘念なh^• 

存命の 內 大名に 取 立つべき 旨 申 聞かせよ とて、 太 田 攝津守 を 召され、 御 直に 御內意 

あり。 大 垣へ 遣 さる。 太 田 夜 を H に繼 ぎ、 急ぎ 尾 州 迄 到る 處に、 忠良 療治 叶 はや 卒 


去の 由、 吿げ來 りし かば、 太 田は是 より 歸る とな，.^ • 忠良 息 三人 あり 嫡 -4- 郎憲良 • 

二 男數馬 良尙. 三男 采女某 • 嫡憲良 は 家 を嗣ぐ 。時に 五 歲* 是に 因って 遠 國は御 心 

元な し。 江 戶近邊 へ 移らせよ と宣 ひ、 其 年 信 州 小 諸 城 へ 移らし め 給 ひ、 其 後從五 6 

下 因幡 守に 任じ、 元服して 永 井信 濃 守信齋 入道の 女を娶 り、 生年 廿八歲 にして 卒す • 

g 一 令嗣な く頜地 殁收。 然れ ども 舍弟兩 人 召 出さる。 二 男 數馬良 尙には 一 萬 石 

賜 は. o、 從五 位下 佐 渡 守に 任じ、 慶 安二 年 勢 州 長 島 城 生と なる • 良尙は 先祖 定 俊の 

受領、 佐 渡 守に 仰 付けら る、 事を悅 び、 動 功を勵 ます。 其 後上 命に 因って、 兄憲 良の 

後室 を 妻と す。 隱居 入道して 意 閑と 號し、 家 を 半左衞 門尉忠 勝に 讓る。 當時定 火 消 

役 卯 付けら る • 

一 一 萬 石 松 平 能 登 守定政 

定政 も、 松^ 古隱 岐守定 勝の， 六 男に て、 久松佐 渡守定 俊の 孫. 本 氏 は 久松、 由緒 因幡 

守憲 良の 譜 中と 同じ。 父定勝 は、 定 俊の 三男、 字 は 三 郎四郎 と號す • 永祿三 庚申 年 

ニ莴石 松 平 能 登 守定政  i 
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五月 十一  <  日 、家康 公、 其 頃 未だ 元康 公と 申し 奉る 時、 始めて 尾 州 阿古 屋の 館に 入御、 

御 母 公に 御對面 あり。 定 俊の 息 三人 を 召 出され、 松 平氏 を 賜 はり 御 弟と なし 給 ひ、 

參州 一 國 御領の 時より、 天下 一 統 迄、 國々 所々 に 於て 戰功 を勵 まる。 

私 曰、 嫡源三 郎康俊 は、 今 川 家へ 質と して 遣され しが、 今 川 家 歿して 後、 甲 州へ 赴 

き、 大雪 の 夜參州 へ 逃歸ら る 、故、 足 皆 雪に やけ 動 叶 はす。 令嗣 もな き 故， 水 野 藤 

次郞を 養子と し、 家督 を讓 る。 松 平 豊前守 勝 政と 號す。 其 子 豐前守 勝 義と號 し、 

當時八 千 石を頜 す。 

中に も 三郎四 郎定勝 は、 慶長六 年 二月、 遠 州 褂川城 三 萬， 石 賜 は， -、 從 五位 下隱岐 守に 

任じ、 同 十 年 二 萬 石 御 加增、 山城 伏 見 御城 代と なる。 其 後 大坂兩 度の 御 陣に戰 功 あ 

K 因って 元 和 三年 二 萬 石 御 加增、 勢 州 長 島 城に 移り、 又 程なく 四 萬 石の 御 加增、 都 

合 十 一 萬 石と なる • 同 州 桑 名 城 を 改め 賜 ふ • 同 九 癸 亥年 七月 廿 七日、 從四 位下 侍從 

に 進み、 亦 左 近 衞權少 將に昇 b  、寛 永 元 甲子 年 三月 十四日 卒去， 齢 六十 歲。 月 

山：^。 嫡子 河 內守定 行、 家を嗣 ぎ隱岐 守と 改む。 官四 位の 侍從に 舞る。 同 十一 


年 七月 四 萬 石 御 加堆、 都合 十五 萬 石 豫州松 山城 を 賜 ふ。 此 時古隱 岐守定 勝の 六 B?^J^ 

早 能 登 守 定政も 召 出され、 懐 數を賜 は .-、 御 小 性 を 勤めけ るが、 家 光 公の 御 3H 

に 叶 ひ、 一 萬 石 下され、 勢 州 長 島 城 を 賜 ふ。 慶安ニ 己 丑年 一 萬 石 御 加增、 參州^ 屋城 

に 移る。 同 四 年 辛 卯 七月 九 日 、東 歙山宽 永 寺に 於て 剃髮 遁世して 不 泊と 號し、 京都 

へ 上り、 庵室 を 結び 住す。 此時 一通の 書 置 あ， 9。 其詞 に、 

抑 私、 大猷院 様よ b 數年御 恩賞の 上に、 御恩祿 又は 難 有 上意 共 度々 奉， 請、 誠に 銘 

肝、 一 一 六 時 中 難 j>r 須彌山 は 物 か はに て 御座 候。 主君 へ 存入候 上 は、 早速 御供 仕り 

御 迹を慕 度 奉， 存候得 共、 掘 田加賀 守. 阿部 對馬 守. 內田信 守. 三 枝 土 佐 守是四 人の 

外に、 また 御供の 心褂 仕る 者 候 之 由、 世間の 取沙汰 人口 冷鋪 候へ 共、 右の 外に は 誰 

も 無， 之 候へば、 某 如何にも 一 筋に 奉， 存 御供 仕 候 共、 却而氣 達者に 罷成、 犬 死 眼前 

之樣に 批判 可， 有， 之 候" 然る 上 は 難 有 上意、 數 年の 御 恩 を も 奉. 忘、. 御 目が ね も. 違 

申 候條、 前後 不， 顧、 一昨 九： n 不 存立 遁世 仕 候。 大猷院 様へ、 せめて は 御水 向 を 

なりと も 仕度と 心 褂申候 • 當 上様の 御意に は 奉. 人間 敷 候へ 共、 其 段 は 是非 も 無， 

二 萬 石 松 平 能 登守定 1«  S 
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御座， 候。 併 天道の 直なる こと を 存知 罷在候 間、 當上樣 への 御 奉公に は、 私 墨染の 

姿と 罷成 候て、 一 天 四海 思 召の 御 儘に、 諸人 思 付 候 様に、 隨分 執行 可， 仕 候。 此上は 

萬 民へ 御 慈悲 を專に 被， 遊、 大猷院 樣御貯 へ a かせ られ候 金銀 米錢、 乍， -推 諸人 

, へ 御 施し 被 侯 様に、 奉， 願 御 事に て 御座 候。 御 政事 如何にも 淳 なるやう に 狸に 

叶 ひ、 其 上 實を專 に各樣 被. 成 候 はい、 天下 一 統仕 候て、 唐 高麗 迄 も 御 仕置 を 奉， 守、 

御 武運 長久 疑 も 御座 有 間 敷 候。 右の 趣 御 次の 刻、 宜樣に 可， 預，， 御 披露， 候 以上 • 

慶 安四 年 卯 七月 十 一 日  fel^ 能 登 入道 不泊 

井伊 掃 部 頭 殿 

酒 井 讃岐守 殿 

极 平 伊豆守 殿 

阿部豊後守 殿 

fe^ 和 泉 守 殿 

猶々 此上 は、 參州^ 屋之城 幷御當 地 之 家屋敷、 且つ 數年 御影に て 求 置 候 武具 馬具 


玉藥 諸道 具 等 、不， 殘差 上申 候 之 間 、被，， 仰 付， 御請 取らせ 可， 被， 下 候 •  ^に 家來共 

星 幷御當 地に 數人指 置 申 侯。 火 之 本 萬事氣 遺に 御座 候。 此上は 輪廻に て 御座 侯 

欺 以上。 

右の 外 一封の 狀ぁ， り。 上書に 道歌と あり • 其 文に 曰、 

次ながら 書付 褂，， 御 目， 候 事 

思 ふより 心から ふる 天が下  是は私 二十歳の 時 夢想に て 候 

莫. 改， 人 可 V 改. 我  是は私 三十 歳の 時 夢想に て 候 

有，， 一 念， 無，， 一 一念，  是は私 四十 歲の時 夢想に て 候 

右の 夢想 共、 脔昭， ： 大權現 宫も御 照覧 候へ。 毛頭 僞 無，， 御座， 候 • 

實 より 出た る智惠 はよ かる べし 智惠 より 出る 實 はめき やく 

よきに のみ 願 ふ 心の はかな さよ か へす-^ も 身の程 を 知れ 

1 天の 四海 波に て理 はつよ く 非 禮には 諸事 立たぬ ものな り 

人 はた い 慈悲 もつ ばらに 行 へば いやがう へに も寶 こそくれ 

二 萬 石 松 平 能 登 守定政  S 
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世の中の 人 を か 》 みと 思 ひなば わが 身の 心な ほらん と 思 ふ 

つく，， と 至極の 程 を 案す るに 耳 へ も 入らす 目に も 憑ら す 

むづ かしと 思 ふ 心 はむ づ かしゃむ づ かし 乍ら 生れ こそ すれ 

金銀 も あるに まかせて つか ふ べしつ か はぬ 時 はむ ほん 逆心 

右の 通に 悟， 9 申 候條、 t> 付 掛，， 御 目， 候" 以前 俗の 時 は 憚り 候へ 共、 今 は 唯 他念な く 

如， 斯 御座 候。 天理に 叶 ひたる 事共と 奉. 存候。 若 御尋も 御座 候 は、 何時な りと 

も 又 可&. 上， 候 以上 • 

斯く あり. ければ、 所 頜財寳 召 上げら る。 諸人 或は 是 とし 非と し、 樣々 に 流言せ ，9- 

借不泊 入道 は、 京都に 行ひ濟 して 居し が、 後 は豫洲 山に 赴き、 隱岐守 頜內に 幽居し 

て、 寬 文士 一  壬 子年 十二月 廿 H 卒す。 ト お。 齡六士 一。 不 泊の 室 は、 永 井信 濃 守 

尙 政の 女、 此 腹に 二 男子 あり。 延 寶九努 a 年 十二月 十九 日、 二人共に 召 出され 、嫡松 

}^ 數馬定 知に 千 五 百 俵、 1 一男 iSl 平 傳左衞 門 定淸に 五 百 後、 御 扶持 方と して 下されけ 

.-。 不泊 遁世 幽居の 內ー 男子 を 儲く。 极^ 左 太夫と 號す。 是は 隱岐定 直よ. - 上聞 


に 達し、 頜 知の 新田 三千 石 を分與 せし が、 是も御 旗本へ 召 出され、 今 尊ら 動 仕す 

四 萬 三千 石 菅沼 左近大 夫定昭 

定昭 は、 織 部 正 定芳の 嫡男、 古 織 部 正 定盈の 孫な り • 祖父 定盈 は、 字 新八郞 とて、 參 

州 野 田 城主な り。 . 定 a が 父 も、 織 部 正と いふ。 世 良田 淸康 卿に 仕 へ 、 弘治ー 一年 八月 

四日、 參州雨 山 軍に、 卅八歲 にて 戦死す • 定盈家 を 繼ぎ忠 を. a し、 三千 石 を 賜 ふ。 菅 

沼の 元祖 は、 淸和 帝の 後 33 田 中 新 七と いふ 者、 始めて 參州額 田 郡 菅沼鄕 に來り 住す。 

， C、<rr3,rt^  -r  。私-. ！ 曰、 此 由緒 故に や、 田 中 筑後守 死去、 家 斷絕. せん乂 

子孫 因って 田 中 を 改め 营沼を 氏と す。； J し. y 管绍 翁助是 な相續 し、 當時田 中大隅 守と 嫒く 力。 

新 八 郎定盈 は、 東照宮 天下 御 草創の 始 より 一 銃の 終 迄、 所々 に 於て 忠戰 し、 三 河 記 等 

に 委し * 中に も 石 田 亂關ケ 原に て譽 ある を 以て， 慶長六 年 數年累 の 戰功を 賞し、 勢 

州 長 島 城 二 萬 石 賜 はり、 從五 位下 織 部 正に 任じ、 同 九 年 七月 十 、六十 三歲 にて 卒 

す。 三男 子 あり。 嫡志摩 守 定仍. 二 男 主 膳正定 城. 三 左 近 定芳。 嫡定仍 は 家 を嗣ぎ 

て、 同 十 年 十月 廿五 Hi 歲 にて 卒す。 實子 なし。 然れ ども 上意に、 菅沼は 數代忠 を盡 

四 萬 11 一千 石 菅沼 左近大 夫定昭  $ 
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し 、武功 拔群、 愛に 至って 家 永く 斷絕 せんこと を憐惜 ありて、 制 禁の外 格別の 家な り 

とて、 定盈が 三男 新 三 郞定芳 を 召して、 家督 相違な く 賜 はる。 同 十九 年 二月 廿七 ul、 

從五 位下 織 部 正に 任す。 大坂 兩御陣 共に 戦功 あり" 元 和 七 年  一 K 石 御 加增、 江 州 膳 

所 城に 移. -、 又 宽永十 一 甲 戌年 一 寓石御 加增、 丹波龜 山城に 移り、 正 保 四 年 三月 卒 

す。 息 三人 あり。 嫡左 近定昭 家を嗣 ぎて、 從五 位下 左近大 夫に 任す。 程なく 卒す。 

舍嗣 なぐ 頜地 歿收。 然れ ども 舍弟兩 人 召 出され、 1 一男 主水定 治に 七 千 石 を 賜 は. 5、 

從五 位下 主 水 正に 任じ、 三男 主 稅定恒 に 三千 石 賜 は. o、 從五 位下 越 中 守に 任じ、 今專 

ら勸 仕す • 
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